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序

　私たちの郷土熊谷には、原始・古代の集落や中世の館跡等の埋蔵文化財が、

数多く分布しております。

　こうした埋蔵文化財は、郷土の発展やその過程を物語る証しであるとともに、

私たち子孫の繁栄の指標ともなる、先人の貴重な足跡であります。私たちは、

こうした文化遺産を継承し、次世代に伝え、さらに豊かな熊谷市を形成する礎

としていかなければならないと考えております。

　本書は、準用河川新奈良川の調節池の建設に伴い、平成14年6月から平成

15年1月にかけて実施された、一本木前遺跡の第五次発掘調査の成果をまと

めたものです。

　今回の発掘調査では、古墳時代の住居跡、さらには多数の墨跡が確認されま

した。今回の成果を含めて、大集落の中の生産地・墓域という、性格の異なる

遺構が共存することが確認されたこと、また、たび重なる洪水と人々の対応な

ど、きわめて注目すべき成果だと言えます。

　本書の成果が、埋蔵文化財保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化

財保護思想の普及・啓蒙資料として、広く活用されることとなれば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行に至るまで、文化財保護法の

趣旨を尊重され、ご理解、ご協力を賜りました熊谷市建設部河川課並びに地元

関係者には厚くお礼申し上げます。

平成16年3月

熊谷市教育委員会

教育長飯塚誠一郎



蛭伊
口

！　本書は、埼玉県熊谷市大字東別府字一本木前1390番地他に所在する、一本木前遺跡第5次調査

　（平成14年度分）の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、新奈良川第3調節池掘削工事に伴う事前調査であり、熊谷毒教育委員会が実施した。

3　本事業の組織は、第至章3のとおりである。

4　発掘調査期間は、平成14年6月1日から平成玉5年1月31日であり、整理報告書刊行期間は、平成

　15年4月1日から平成16年3月31目である。

5　発掘調査は、寺社下博、松田哲、渡邉大士、船場昌子、整理報告書作成は寺社下博、船場昌子が

　それぞれ担当した。

6　発掘調査の写真撮影は寺社下、松田、渡邉、船場、遺物の写真撮影は寺社下がそれぞれ担当した。

7　出土品の整理及び図版の作成は、寺社下、船場が行った。

8　本書の執筆・編集は、寺社下が行った。

9　遺跡の基準点測量及び航空写真撮影は、㈱東京航業研究所に委託した。

10本書にかかる資料は、熊谷市教育委員会が保管する。

！1本書の作成にあたり、下記の方々及び機欄等からご教示、ご協力を賜った。記して謝意を表します。

　　　埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、埼玉県立埋蔵文化財センター

　　　財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、大里郡市町村文化財担当者会



凡 吐仮

1　各遺構の番号は、発掘調査時に付した略号から、整理時にA・B・Cそれぞれの調査区において、

北東隅を基点として、東から西へ、さらには北から南への順序で付け直した。また各区とも、同一

調査区の調査が2年度以上に亘ったため、それぞれに連続した名称を付している。

2　遺構挿図の縮尺は、原則として次のとおりである。

　　遺跡分布図　1／50，000　　遺構配置図　1／600

　　方形盲溝墓平面図　1／80　　方形周部墓断面図　1／60　　畠跡　1／100

　　住居跡・掘立柱建物跡・柵列・土坑・井戸跡・方形周溝遺構　1／60

　　溝跡平面図　！／400　　溝跡断面図　！／60　　遺構部分図　1／30　、1／60

　　他の縮尺については、その都度示した。

3　遺構挿図中のレベル基準線は、全体でのレベル統一が不可能であったため、一図版内で統一でき

　たものについてはスケール上位に数値を示したが、それもできなかった場合には、それぞれの基準

　線上に数値を示した。

4　遺構挿図中の略号及びスクリーントーンは、原則として次の内容を示す。

　　地山＝脇　　炭化物・灰瓢■薩嚢事序　　　焼土＝▲［＝コ　　　骨＝※

5　遺構覆土の色調は、r新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監：修i・1998年版）に

　照らし、最も近似した色相を表示した。

6　遺物挿図の縮尺は、原則として1／4である。他の縮尺については、その都度示した。

遺物挿図中、須恵器及び陶磁器については、断面を黒で塗りつぶして表示している。

7　遺物挿図中のスクリーントーンは、原則として次の内容を示す。

　　粕彩＝醗　　赤烏＝灘

8　遺物観察熱中、番号に網目表示のある遺物は、写真図版掲載遺物であることを示す。

9　遺物観察表題の単位は、全て”である。なお、実測できず推定復元した場合には、推定値として（）

　で括って表示した。

10遺物観察忙中の胎土は、肉眼観察可能な次の包含物質について、多い順にその番号を示した。

　　①白色粒子②黒色粒子③赤色粒子④片岩粒子⑤白色針状物質⑥礫

11遺物観察畑中の焼成は、次のように3段階に区分して、該当する項目を番号で示した。

　　①良好（良く焼きしまっている）②普通③不良（脆く、崩れやすい）

12遺物観察表中の色調は、r新版標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・1998年版）

　に照らし、最も近似した色相を表示した。
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1　発掘調査の概要

1 発掘調査の概要

1　調査に至る経過

　平成9年10月9日、熊谷市長から熊谷市教育委員会教育長に対して、熊谷市大字東別

府1390番地他地内の、総面積61，280㎡に及ぶ、準用河川新奈良川第3調節池事業予定地

内における文化財の所在及び取扱いについて協議があった。

　この協議に対して、熊谷市教育委員会教育長から熊谷市長に対して、開発予定地が現時

点では埋蔵文化財の所在は確認されていないものの、周知の遺跡（別府条里遺跡・遺跡番

号59－49）の縁辺部にあたり、遺跡の存在する可能性の非常に高い地域であるため、事前

に埋蔵文化財の所在を確認するための試掘調査を必要とする旨、平成9年10月15日付けで

回答した。

　この回答に対し、熊谷市長から平成9年10月15El付けで、埋蔵文化財の所在を確認する

ための試掘調査の依頼を受けた。

　平成9年12月1日から同月9日にかけて試掘調査を実施した結果、当該地が古墳時代から

平安時代に及ぶ複合集落であることが確認された（一本木前遺跡・遺跡番号59－115）た

め、開発予定地は、現状で保存するか、または埋蔵文化財に影響を及ぼさない方法での開

発が望ましい旨、平成9年12月ま9日付けで回答した。

　その後、両者において保存策について協議を重ねたが、開発事業に重要性・緊急性があ

り、工事の中止及び他所への変更は不可能である点が確認され、やむを得ず、記録保存の

措置を講ずることとなった。

　発掘調査は、対象が広範囲に及ぶため、A～F区の6区に区分された工区に合わせて分割

し、：第1次調査（平成10年度・A地区）、第2次調査（平成11年度・A地区の北地域、B地

区の東端部、D・E地区）、第3次調査（平成12年度・B地区の中央部、　E・F地区）、第

4次調査（平成13年度・B地区西地域、C地区南地域、　F地区西地域）、第5次調査（平

成14年度・A地区北西地域、B地区北地域、　C地区中央から北地域）というように、平成

！0年度から平成14年度の5次・5ヵ年に亘って実施することとなった。

　そして、報告は、第1次・平成10年度調査分は平成i1年度にというように、発掘調査翌

年に行うこととした。よって、今回報告するのは、第5次・平成14年度発掘調査分及び最

終年度としてのまとめである。

　発掘調査に先立って、熊谷市長から文化財保護法第57条の3第！項に基づく埋蔵文化財

発掘の通知が、平成13年9月4日付け熊河発第93号で提出された。これに対し、埼玉県教

育委員会教育長から、周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について、平成！3年12

月3！日付け教文第3－561号をもって、発掘調査実施の指示通知があった。

　また、熊谷市教育委員会教育長は、文化財保護法第58条の2第1項に基づく埋蔵文化財

発掘の報告（第5次調査分）を平成14年5月31日付け熊教社発第235号で提出した。
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2　発掘調査・報告書作成の経過

　第1次発掘調査は、平成10年6月！日より平成11年3月31日まで、第2次発掘調査は、

平成11年6月1日より平成12年7月28日まで、第3次発掘調査は、平成12年6月1日より平

成13年3月31日まで、第4次発掘調査は、平成13年6月1日より平成14年3月31日まで、

それぞれ実施された。

　今回報告の第5次発掘調査は、平成三4年6月1日より開始された。重機による遺構確認面

までの掘削、遺構確認、遺構掘り下げ、遺構精査、遺物取り上げ、実測、写真撮影と、一

連の調査を繰り返し、平成15年！月31日をもって調査を終了した。調査対象面積は、総対

象面積のうち7，787㎡である。

　第1次・2次・3次・4次発掘調査分についてはそれぞれ、「一本木前遺跡」「一本木前遺

跡II」「一本木前遺跡皿」「一本木前遺跡IV」として既に報告書を刊行済みである。

　第5次調査分の整理・報告書作成作業は、平成15年4月1日より開始された。遺物の洗

浄・注記・復元作業を行い、並行して遺構の図面・写真整理を行った。7月に入り遺物の実

測・拓本取り、8月には遺構のトレース・版組みを開始していった。10月からは遺物のト

レース・版組み、遺物の写真撮影、1i月からは写真図版の作成、原稿執筆、割付を行い、

1月に印欄業者を決定した。入稿後、3ヶ月に亘って構成を行い、本報告書の刊行に至った

ものである。

3　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

　主体者　熊谷市教育委員会

（1）発掘調査（平成14年度）

教育長

教育次長

社会教育課長

　　　　副参事

　　　　課長補佐

　　　　主幹兼係長

　　　　主査

　　　　主査

　　　　主査

　　　　主事

　　　　発掘調査員

　　　　発掘調査員

郎
夫
隆
司
清
之
博
夫
三
哲
子
壷

一誠
武
　

英
　

正
　

敦
　
　

昌
大

　
　
　
　
　
　
下

塚
林
田
中
原
子
望
見
野
田
場
邉

財
界
岩
田
小
金
寺
浅
吉
松
船
渡

（2）整理調査（平成15年度）

教育長

教育次長

社会教育課長

　　　　副参事

　　　　課長補佐

　　　　主幹兼係長

　　　　主査

　　　　主査

　　　　主事

　　　　事務員

　　　　発掘調査員

飯　塚　誠一郎

田　島　洋　利

平　井　　　弓

田　中　英　司

藤　原　　　帯

金　子　正　之

寺社下　　博

吉　野　　　健

松　田　　　哲

松　村　　　聡

警　場　昌　子
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II遺跡の立地と環境

II 遺跡の立地と環境

遺跡の立地　　一本木前遺跡は、熊谷市大字東別府1930番地他に所在する。荒川と利根川の最も近接

（第1図）　　する地域にあって、荒川の北約5．2km、利根川の南約5．2kmに位置する。またJR高崎線

　　　　　　籠原駅からは、北約3，0kmにあたる。

　　　　　　　熊谷市域は、西部が櫛挽台地上、荒川以南が江南台地上に位置するほか、大半は新荒

　　　　　　川扇状地（熊谷扇状地）上に含まれる。また市域の北縁から北東縁にかけては、利根川

　　　　　　によって形成された妻沼低地がひろがっている。

　　　　　　　本遺跡の所在する東別府地区は、熊谷市の北西部に当たり、旧集落が立地する櫛挽台

　　　　　　地北東隅隅と、その北部に広がる低地帯の両者が含まれている。櫛挽台地北東部の北面

　　　　　　は、低地帯と1～2mの断崖をなすものの、東面は緩傾斜で低地帯に移行している。ま

　　　　　　た低地帯は、熊谷扇状地末端地と妻沼低地末端地が錯綜する地に当たり、複雑に入り組

　　　　　　んだ湧水地、旧河道、自然堤防によって形成されている。

　　　　　　　このような地域であるため、低地帯では、両河川の氾濫等によって砂・シルト・粘土

　　　　　　層が幾重にも厚く堆積し、遺跡の発見を遅らせる原因ともなっている。

　　　　　　　しかしこうした土壌であるため、現況では大規模に整理された麦畑あるいは水田とし

　　　　　　て大いに利用されている所でもある。標高は、30．Om前後である。

　　　　　　　こうした土地の性格上、本地域にはまだまだ未発見の遺跡が多数存在する可能性が高い。

臨熊
譲…i鑛…i翼櫛引吾塘』

欝………三論購聡響、難撫蝦罐勲’・・

難…蓑……繋…難 ，鱗5

憲難覇：…諜愚論難聴：：：：箋，．i霧羅羅懇・轍’要

利　根　川

　　　磯

荒　川

、 武蔵野台地

中川低地

¶●、・」田・　・

iiiiiii三iiiiiiii＝山地　軽羅二丘陵 ［＝＝］＝台地［＝＝＝低地

第1図　埼玉県の地形図

一3一



歴史的環境

（第2図）

　本遺跡を中心とした熊谷扇状地末端付近の荒川の古流路地域及び、櫛挽台地北端と妻沼

低地南端の接する地域では、低地上に弥生時代中期の初期稲作が展開されるのであるが、

特に櫛挽台地北端と妻沼低地南端の接する地域では、先行する縄文時代の遺跡も散見され

る。さらに櫛挽台地上では、時代が遡る様相を呈している。

　このような中、現在までの段階で最古の遺物と考えられるのは、櫛挽台地上東端の籠原

裏遺跡（73）から発見された黒曜石製尖頭器（旧石器時代）である。縄文時代に入って

は、櫛挽台地上北端の深谷市東方城跡（28）から検出された尖頭器が、草創期に該当す

ると考えられている。しかし、いずれも覆土中からの出土であり、詳細は不明である。

　前期に入ると、やはり櫛挽台地上に集落跡が確認されてくる。櫛挽台地北東先端部に位

置する寺東遺跡（61）では、前期（関山式）土器が検出されている。櫛挽台地は、寺東

遺跡の所在する北東端部では、北もしくは東に向けて緩斜面を成して低地へ移行するが、

現荒川に近接する南部三ヶ尻地区では、東に広がる熊谷扇状地との問に断崖を成している。

この三ヶ尻地区に位置する林遺跡（94）では、前期（黒蟻式）の集落跡が検出されてお

り、さらに台地面部の小台遺跡（33）でも前期（富浜式・諸磯b式）の土器等が発見さ

れている。また、小台遺跡の周辺でも早期の遺物が、同様に近在の割山遺跡（未掲載）で

も前期（諸磯a式）土器が検出されている。このように、前期（一部早期も含む）の遺跡

は、全て櫛挽台地上に位置しているといえる。

　中期には、さらに遺跡数が増加する。櫛挽台地上には、前期から継続する小台遺跡（33・

中葉一中峠式）及びその周辺部、さらに後葉にかけては、深谷町遺跡（26）、根岸遺跡（木

の本古墳群Bのほぼ中央部・勝坂式）、三ヶ尻遺跡（90）、寺東遺跡（61）が所在している。

　一方、寺東遺跡の北・妻沼低地上には、城西遺跡（21）、上敷免遺跡（10）、本郷前東

遺跡（11）、原遺跡（15）、前遺跡（18）が福川の自然堤防上に、また別府沼（利根川旧

河川）の緩斜面上には石田遺跡（49）・入川遺跡（43）や深町遺跡（44）など、中期

（加曾利E式）から後期（堀之内式）に及ぶ集落跡が確認されている。

　こうした低地帯の中期の遺跡は、そのほとんどが後期に継続する特色をもっている。

　後期に開始される遺跡には、福川の自然堤防上に、新屋敷東遺跡（11・晩期に継続）。

面戸東遺跡（！3）、清水上遺跡（25）が、別府沼の緩斜面上には先に見た石田遺跡の対岸

に、後期（加曾利B式）の土器群が検出された横間栗遺跡（45）が所在しているのを始

め、一本木前遺跡（＊）でも土器群が検出されている。

　一方、熊谷市東部地域での縄文時代の遺跡は、肥塚古墳群内（J）、諏訪木遺跡

（l18・加曾利B式）や北島遺跡（80）、池上遺跡（119）などで、いずれも後期（北島遺

跡では晩期まで継続しており、前中西遺跡（117）では晩期の土器郡が検出されている。）

の土器や石器が検出されており、西部地域同様、低地帯旧河川の緩斜面上での集落形成が

展開されてきた状況がうかがえる。

　縄文時代後期の集落跡が検出された横聞栗遺跡（45）は、弥生時代中期（須和田式期）

の再葬墓16基が検出されていることでも知られている。横間栗遺跡は、先にみたとおり

別府沼左岸の自然堤防上に立地しているが、こうした弥生時代中期中葉の再葬墓は、熊谷
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II遺跡の立地と環境

市三ケ尻遺跡内の上古遺跡（89）が櫛挽台地上に位置する他は、深谷市森下遺跡（8）、

上敷免遺跡（10）、明戸東遺跡（13）、妻沼町飯塚北遺跡（35）、飯塚遺：跡（36）、飯塚南

遺跡（37）等、いずれも横間栗遺跡の北側一帯に展開される妻沼低地上に集中的に所在

しているのである。このうち横間栗遺跡や飯塚北遺跡では、再葬の過程が推定される人骨

や灰、焼土を含む土坑が検出されている。

　また、当該期の集落遺跡は、再葬墓より若干時期が下がるが、やはり妻沼低地上に、森

下遺跡（8）、上敷免遺跡（10）、宮ヶ谷戸遺跡（14）、関下遺跡（46）、一本木前遺跡

（＊）、飯塚遺跡（36）、飯塚南遺跡（37）等が知られている。また櫛挽台地上の別府氏館

跡（60）、寺東遺跡（61）でも当該期の土器が検出されている。このうち上敷免遺跡では、

前期（遠賀川式）の土器も検出されており、集落の開始が遡る可能性がある。

　一方、熊谷市東部地域から行田市に及ぶ熊谷扇状地の末端（標高約26m前後）にも、

弥生時代中期のいまひとつの集中がみられる。

　北島遺跡（80）では、中期後半の再葬墓や土坑墓が検出されている。また、近在する

前中西遺跡（117）では、北島遺跡に後続する中期後半～後期初頭の再葬墓と方形周溝墓

さらには木棺墓という、異なる三つの葬送形態が同居しており、異彩を放っている。さら

に、前中西遺跡や北島遺跡の東に位置する行田市の小敷田遺跡（120）では、これら両遺

跡に先行する、関東地方で最古段階の須和田二期の方形周溝墓5基が検出されている。ま

たこれら三遺跡に囲まれた星川・忍川流域に立地する、輩翠の勾玉が出土した古宮遺跡

（116）、多量の磨製石鍛が出土した諏訪木遺跡（118）、水田と隣接する環濠集落の池上

遺跡・池上西（119）、平戸遺跡（121）でも当該期の土器群が検出され、大規模な集落

が展開されているのである。

　このうち北島遺跡では、掘立柱建物跡や土坑と共に70軒を超える住居跡を中心に、

堰・水路や5～8mの方形区画をもつ水田跡も検出されている。時期は、開始が前期末

（土坑）とされ、中期から後期に及ぶ。装着されたままの打製石斧、大型蛤刃石斧、扁平

片刃磨製石斧、磨製石鍛、弓・容器等の木製品等、大量の遺物が出土している。すでにこ

の時期に、扇状地末端の湧水地を背景として低地を利用した、大規模で積極的な水田経営

が行われていたことを明白に物語っている、といえよう。

　このように、妻沼低地に集中する遺跡群と、熊谷扇状地末端に集中する2つの遺跡群に

あって、立地状況及びその開始が前期に遡る可能性をもつという共通性をもつものの、墓

制においては、再葬墓と方形周溝墓の両者を併せもつ前中西遺跡を境にして、熊谷市の東

部と西部で、まったく異なる制度が展開されていた様子が伺えるのである。

　弥生時代中期の立地状況は、後期に至ってもそのまま踏襲され、依然として妻沼低地上

と熊谷扇状地末端部の2地点に集中するが、それぞれの地域が拡大する様相が加わってく

る。

　先の妻沼低地上には、深谷市明戸東遺跡（13）、清水上遺跡（25）、妻沼町弥藤吾新田

遺跡（38）等が所在し、明戸東遺跡では吉ヶ谷式の集落：及び二軒屋式白櫛描文土器、清

水上遺跡では櫛描文土器、弥藤吾新田遺跡では弥生町式土器が検出されている。
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　東部の北島遺跡周辺では、北島遺跡（80）、中条条里遺跡内（83）の東沢遺跡、行田市

池守遺跡（地図未掲載）等、大規模な集落遺跡が展開されてくる様相を呈してくる。ほと

んどで吉ケ二三土器が出土している。また、北島遺跡の西に接した天神遺跡（77）では、

小規模な集落が確認されている。

　古墳時代前期に入ると、立地状況は前代を踏襲するものの、遺跡数は増大し、さらには

各遺跡それぞれの規模も拡大してくる。

　熊谷市西部から深谷市にかけての妻沼低地上では、深谷市域の戸森松原遺跡（7）上敷

免遺跡（10）、本郷前東遺跡（！1）、明戸東遺跡（13）、宮ケ谷戸遺跡（14）、前遺跡（18）、

戸森前遺跡（19）、東川端遺跡（24）、清水上遺跡（25＞、妻沼町域の弥藤吾新田遺跡

（38）、鵜ノ森入胎遺跡（40）、熊谷市域の根絡遺跡（42）、横間栗遺跡（45）、一本木前

遺跡（＊）、中耕地遺跡（50）等で集落が営まれている。このうち一本木前遺跡、弥藤吾

新田遺跡は、大規模な集落が想定されており、清水上遺跡では畠跡も検出されている。

　さらに、上敷免遺跡（9）では9基、東川端遺跡（24）では6基、一本木前遺跡（＊）

では4基の方形周溝墓群が検出されており、いずれも墓域を形成している。このうち東川

端遺跡第2号方形周溝墓からはパレススタイルの大型壷が、一本木前遺跡2号方形周溝墓

からは漏出・増等の土器群と共に、肩台部中央に検出された主体部からは幽翠製勾玉・碧

玉製管玉等が出土している。

　一方、熊谷市東部から行田市域の熊谷扇状地末端から妻沼低地の錯綜地帯では、池上遺

跡（119）、池守遺跡（地図未掲載）、小敷田遺跡（120）、魚尾遺跡（地図未掲載）、東沢

遺跡（83）、天神遺跡（77）、北島遺跡（80）、天神東遺跡（82）、中条遺跡内の雷電塚遺

跡（1－a南接周辺）等、多数の集落遺跡が知られている。このうち小敷田遺跡では、畿

内や東海地方系の土器が出土し、雷電塚遺跡からは脚部穿孔高杯・器台・S字口縁台付甕

と共に剣型をはじめとした多数の滑石製模造品が出土している。また小敷田遺跡、東電遺

跡、北島遺跡からは鋤・鍬等多数の木製農具が出土している。

　さらに小敷田遺跡では18基、東沢遺跡でも数基の方形周溝墓が確認され、両周溝歯群

の溝内からは木製の鋤等、多数の木器類が検出されている。

　このように、弥生時代中期（一部では前期の可能性〉に開始された低地帯での稲作農耕

は、それぞれの地で継承され、規模等が発展・拡大し、定着してきた様相を呈しているの

である。

　中期の様相は今ひとつ明確ではないが、各遺跡の規模は小さいものの、当該期の遺物が

出土する遺跡数は多い。

　西部の妻沼低地上では、深谷市の砂田遺跡（5）森下遺跡（8）、上敷免遺跡（10）、

新田裏遺跡（12）、宮ケ谷戸遺跡（14）、原遺跡（15）、城北遺跡（16）、居立遺跡（17）、

戸森前遺跡（！9）、東川端遺跡（24）、熊谷市の一本木前遺跡（＊）等で1軒～9軒の住居

跡が検出されている。このうち東川端遺跡では、剣型の滑石製模造品を用いた集落内祭祀

が確認されている。

　また、深谷市の誌面松原遺跡（7）、妻沼町の飯塚北遺跡（35）内の飯塚古墳群（C＞
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II　遺跡の立地と環境

では、後期に移行する5世紀後半の時期所産の、方形周溝墓と円形周溝墓の共存した状況

がみられる。戸森松原遺跡では、方形周溝隠3基、円形周丁壮10基が検出されており、方

形から円形（大型のものは円墳）への変化と捉えている。飯塚古墳群では、方形周溝墓3

基、円形周溝墓（全て円墳として捉えられている＞16基が検出されており、やはり方形

から円形への変化と捉えている。本古墳群は、7世紀代まで継続する。

　一方、東部の中条遺跡内の権現山遺跡（1－a西接付近）では把手付大型甑を伴った出

現期の竈を備えた住居跡が検出され、北島遺跡では須恵器瓦を模倣した土師器小型壷が出

土している。さらに最近の調査では、藤之宮遺跡（28）でも一括の土器群が検出されて

いる。いずれも中期後半以降の所産であり、東部地区では、今後の調査への期待が大きい。

　明確な古墳の出現は、中期の後半、B種横刷毛をもつ朝顔型円筒埴輪をもつ前方後円

墳・横塚山古墳をもってその噛矢とする。

　西部地区では、妻沼低地上に立地する、この横塚山古墳を初山として、その周辺部で埴

輪盛期の古墳が群在している。現在までのところ、妻沼低地上前西端に立地する古墳群は

上増田古墳群（A）であり、直径20m以下の円墳12基が確認されている。北方には、先

にみた、方形周溝墓から始まり、6世紀初頭から7世紀まで継続する円墳群で構成される

妻沼町飯塚古墳群（C）が位置している。さらに妻沼町域では、福川に沿って上江袋古墳

群（D）、王子古墳（地図未掲載）、鵜ノ城郭胎遺跡（40）内古墳、が点在（全て円墳）

している。

　横塚山古墳群の南に位置し、熊谷低地上に立地する玉井古墳群（H）は、17基の円墳と、

2基の方墳で構成されている。このうち調査された新ヶ谷戸1号墳は、円墳で川原石積み

の胴張り型の横穴式石室をもち、土師器・須恵器・直刀・鉄鍛等が出土している。

　熊谷低地を南下すると、薬師堂古墳（円墳・山積の横穴式石室、銅釧・耳環・直刀・鉄

鍛・埴輪）を中心とする坪井古墳群（L）、埴輪をもつ8基の円墳からなる石原古墳群

（N）と続く。

　また、櫛挽台地縁辺部にも古墳群が形成されている。東南端に位置している三ヶ尻古墳

群（K）は、二子山古墳・運赤塚古墳という2基の前方後円墳と58基の円墳で構成され

ている。埴輪をもつ場合ともたない場合があるが、石室は河原石使用の横穴式石室である。

そのうち、やねや塚古墳は、全周する円筒埴輪列のほか、人物・馬・大刀・家形埴輪が検

出されている。また石室内から頭椎大刀・繭紬・耳環・銅釧等が出土している。台地北東

端では、前方後円墳1基、円墳16基で構成される別府古墳群（E＞がある。このうち円

墳・仲廓古墳が調査され、円筒埴輪列が検出されている。またヤス塚古墳では、農夫の埴

輪が出土しているなど、形象を含む埴輪盛期の古墳が継続して造営されている。この櫛挽

台地北東端の別府古墳群から、台地北縁に沿って西行すると、東西に延々と続く木の本古

墳群（B）が分布している。最大規模の古墳は、径50mを計る稲荷町北古墳であり、前方

後円墳の可能性も考えられている。その他、径30mを超える古墳も4基確認されており、

大規模な古墳群である。

　一方、東部地区・熊谷低地で出現した中条古墳群内（1）の鎧塚古墳（b）は、盾型の
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周溝をもち、前方部を西に向けた帆立貝式全前方後円墳で、全長43，8mを測る。須恵器

高杯型器台を中心に土師器高杯・圷・甕をセットとした墓前祭祀土器群が2ケ所検出され

ている。女塚1号墳（c）は、二重周溝をもつが、やはり前方部を西に向けた帆立貝式前

方後円墳で、全長46．Omを測る。前方部及び索溝外縁から面持武人埴輪、太鼓を抱える

人物埴輪等、多数の形象埴田の出土が特徴的である。両古墳共5世紀豊頃の築造と考えら

れている。また両古墳は、東西約200mの距離に位置し、周囲に円墳が群在する。そのう

ち2号墳（d）では馬・鹿・猪等の動物や人物等の形象埴輪が出土し、4号墳（e＞では川

原石便用の礫榔が検出されている。これらを含む中条古墳群（1）では、国重要文化財の

馬型・武人埴輪を出土した鹿沼祇東古墳①、最近の調査で検出された北島遺跡（80）内

の古墳群等の、埴輪最盛期の古墳から、直径38m、周溝をもち中央に長方形の礫敷のみ

られた権現山古墳（a）や、側壁に切組積の角閃石安山岩、天井・奥壁に緑泥片岩を用い

た大型の横穴式石室をもつ大型円墳・大塚古墳（g）まで、5世紀の末頃から7世紀前半

までの古墳が造営され続ける。

　こうした状況は、中条古墳群の南に位置する、現存する東光寺古墳を中心とした上之古

墳群（○）、16基の円墳が確認された肥塚古墳群（」〉でも同様（開始時期は6世紀）で

ある。このうち、肥塚古墳群では川原石乱石積と角閃石安山岩切組積2種類の胴張型横穴

式石室が確認されており、後者は利根川系、前者は荒川系の石材であり、中条古墳群内の

大塚古墳（g）同様、両河川の相克によって作り出された当地の地形的特長と一致し、非

常に興味深い様相を呈しているのである。

　このような、埴輪をもつ古墳からもたない古墳へと継続して築造され続けた古墳群とは

異なり、埴輪消滅後に築造が開始された古墳群も現れる。広瀬古墳群（M）、籠原裏古墳

群（G）、在家古墳群（F）が、それである。

　熊谷扇状地の要付近に築造された広瀬古墳群（M）は、上円下方墳である宮塚古墳、蕨

手刀を出土した熊谷商業高校内古墳などで構成されている。宮塚古墳は、現況では上円下

方の形態を示しているが、一部露出した墳溶血部の観察から、多角形墳の可能性も考えら

れている。

　櫛挽台地東縁部に築かれていた三ヶ尻古墳群（K）と別府古墳群（E）の中間台地上に

は、埴輪をもたず、川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群が南北に分離して築

造されてくる。南側には、一部の古墳に八角形や六角形の終末期古墳を含む籠原裏古墳群

（G）が築かれる。10基から成り、いずれも7世紀の後半から末の築造と考えられる。

　北側には、これよりもやや先行する7世紀台の6基が確認された在家古墳群（F）が築

かれている。

　これら三古墳群は、南から広瀬古墳群（M）、籠原裏古墳群（G）、在家古墳群（F）と、

ほぼ南北の直線状に位置し、その延長線上には、8世紀初頭の創建と考えられる西別府廃

寺（56）、7世紀中ごろから1！世紀まで継続された、石製模造贔・土錘・墨書土器を用い

た水源祭祀跡である西別府祭祀遺跡（55・旧湯殿神社祭祀遺跡）、さらには、幡羅郡衙に

比定されている幡羅遺跡（29）が連なるのである。
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第2図　一本木前遺跡周辺遺跡分布図
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H　遺跡の立地と環境

　古墳時代後期における西部地域の集落遺跡は、櫛挽台地東端部では、熊谷市域の樋之上

遺跡（84）、上辻遺跡（85＞、下辻遺跡（86）、三尻中学校遺跡（88）、三ヶ尻遺跡内の天

王遺跡（93）等があり、いずれも奈良・平安時代へと継続している。

　また妻沼低地の自然堤防上では、熊谷市域の一一本木前遺跡（＊）、根絡遺跡（42）、天神

下遺跡（62）、深谷市域の砂田遺跡（5＞、柳町遺跡（6）、上敷免北遺跡（9）、上敷免遺

跡（10）、新屋敷東・本郷前論遺跡（11）、宮ヶ谷戸遺跡q4＞、原遺跡（15）、城北遺跡

（16）、居立遺跡（！7）、前遺跡（18）、戸森前遺跡（19）、城西遺跡（21）、八日市前遺跡

（22）、東川端遺跡（24）、清水上遺跡（25）、妻沼町域の飯塚南遺跡（37）、道ケ谷戸遺跡

（38）等、遺跡数・規模共に爆発的に拡大する。

　特に一本木前遺跡では、300軒を越える住居跡が検出され、その規模は群を抜いている。

また一本木前遺跡では、河川の入り講論、住居内（廃絶後）に数ヵ所の祭祀跡が検出され

ている。河川の入り江脇祭祀跡（A区1号祭祀跡）では、入り江の南岸に平坦面を作り出し、

礫が敷かれていた。その北東端に馬の下顎が置かれ、東辺に須恵器の甕、これから西へ鍵

形に連続した平坦面北端に土師器の甕が配され（河川と平坦面の境界に土師器甕類が配さ

れていたことになる）ていた。そして甕類の南側に須恵器・土師器杯と土錘、臼玉等の滑

石製模造品が配されていたものである。またD・E区4号遺構も礫・馬歯・土器群・管玉・

土錘等が検出されており、A区1号祭祀跡と同様な性格が考えられている。いずれも7世紀

初回の所産と考えられている。また住居内（廃絶後〉の祭祀跡は数ヶ所検出され、馬歯を

伴うものと伴わないもので、土器の配置状況に差がみられるとともに、古墳時代後期には

模造品等を伴うのに対して、奈良時代には伴わなくなるという変化もみせている。

　同様に城北遺跡G6＞では、5ヶ所の祭祀跡が検出されている。　i号・2号は集落内にあ

り、石製模造品、土器の組み合わせ、3号・4号は集落外にあって土器のみ、5号は河川脇

にあって土器と船形木製品の組み合わせから成っている。このうち1号では3方コの字形に

壷・甕・高圷を配し、中に大量の杯を積み重ねている。コの字の左下に当たる位置に柱が

抜かれた穴がみられ、曲形及び有孔円板形の石製模造晶が集申している。また、土器群の

下には猪とみられる獣焼網が検出されている。一方5号は、河川への土器群投棄の祭祀跡

である。！号が6世紀第1四半期、5号が6世紀第「四半期の所産と考えられている。

　さらに新屋敷東遺跡（圭1）では、集落北側の河川跡縁辺部から、勾玉形、大型有孔円板

形、鉄鍛形、櫛形等の石製模造品が土師器圷とともに、集中して出土している。成形が雑

であること、孔をもつものが多いことなどを特色としている。また河川跡内には、同種の

模造品（櫛形が離心か）と手錠ね土器、土師器圷・甕、須恵器の甕が出土している。7世紀

初の所産と考えられている。

　また東部地域でも北島遺跡（80）、諏訪木遺：跡（118）、中条遺跡内（72＞の中島遺跡

（79＞・光屋敷遺跡（54＞・常光院東遺跡（71に含まれる）、前中西遺跡（U7）、行田市小敷：

田遺跡（120）、池守遺跡（地図上未掲載）等、やはり遺跡数・規模共に爆発的に拡大する。

　このうち諏訪木遺跡（26）では、河川に伴う祭祀跡が5ヶ所で検出されている。B地点

では、占墳時代後期（6世紀後半から7世紀代）の土器群と共に馬頭蓋骨、木製壷鐙・竪
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杵等の木製品、臼玉等が出土している。馬頭蓋骨は、下顎を伴わないものの、ほぼ完全で

あり、体高話130cm、10歳前後の雌中型馬であるという。また前頭部中央が故意に打ち欠

かれたように陥没していたものである。このB地点よりわずかに上流のF地点では、8世

紀から！1世紀に及ぶ遺物群と共に馬形、斎串、馬頭骨等が出土している。またB地点よ

り下流のC地点では、3ヶ所で祭祀遺物が出土している。このうち2ヶ所では、6世紀後

半から8世紀代の遺物群と9世紀から11世紀に及ぶ遺物群が重複して検出されている。他

のiヶ所は6世紀後半から8鍵紀代の遺物群である。これは重複した2ヶ所部分と単独の1

ヶ所部分の問で9世紀に成された、瀬替えに伴うもの（年代の異なる遺物群の出土した位

置は、瀬替え後も流路として生きている場所である。結果、流路が違っても祭祀場所は変

化しなかったことを物語っている）である。6世紀後半から8世紀代の遺物群には、土器

類と共に滑石製臼玉、有孔円板型模造品、勾玉・小玉・丸玉・管玉等の酸類、ミニチュア

土器、刀身・同等の木製品が出土している。また、木製の櫛、被熱して溶解した銅椀、馬

歯なども出土している。一方、9世紀から11世紀に及ぶ遺物群は、斎串、人形と共に、石

製＿帯具の巡方、三彩陶器小面、馬頭蓋骨等が出土している。こうした古墳時代後期から

平安時代に至る出土遺物の変化は、河川祭祀の質的変化を直接示す、貴重な資料となって

いる。また、こうした祭祀に時代を超えて馬が存在している点も重要であろう。さらに、

B地点より出土した前頭部申央が陥没した馬頭蓋骨は、6世紀後半に屠殺行為があった可

能性を大きくするものであろう。

　こうした古墳時代後期の馬の存在は、先に見た一本木前遺跡（＊）や城北遺跡（16）

でも知られているところである。城北遺跡では4軒の住居跡から歯及び骨格が混在した状

況で検出されており、6世紀の前半代と考えられている。一本木前遺跡では、祭祀跡の他、

数軒の住居跡からも歯が検出されており、最古は、5世紀の後半代と考えられている。ま

た諏訪木遺跡と同様な木製壼鐙は、行田市池守遺跡（地図未掲載）や小敷田遺跡（120）

でも出土しており、いずれも6世紀後半と考えられている。こうした馬自体あるいは乗馬

に付属する遺物を出土した城北遺跡一一本木前遺跡一諏訪木遺跡一合敷田遺跡一池守遺跡

のラインは、まさに妻沼低地から熊谷扇状地先端部を巡るラインであり、当地での乗馬の

風習と、当地に埼玉政権下での馬飼集団が存在した可能性を、共に強く物語るものである。

　古墳時代後期に櫛挽台地東端もしくは北東端、あるいは妻沼低地及び熊谷扇状地の微高

地に形成された集落は、あるいは古墳時代後期で終焉を迎える遺跡、あるいは古墳時代後

期の途中から出現する遺跡、あるいはまた律令制下に出現する遺跡等も存在し、その数は

わずかに減ずるものの、そのほとんどが奈良・平安時代集落へと継続されていく。そして、

櫛挽台地北東端部の幡羅郡衙の想定される西別府廃寺（56）、西別府祭祀遺跡（55）、深

谷市から熊谷市にかけて広がる幡羅遺跡（29）の所在する櫛挽台地北東端部を中心とし

て、北側妻沼低地上に展開される別府条里跡（47）、条里跡の東端に位置する一本木前遺

跡（＊〉への広がり、東部では北島遺跡（80）、諏訪木遺跡（26）を中心として、その

北・東に展開される中条条里遺跡（83）への広がり、こうした東西の二つの拠点を核と

して、以後の展開をみることとなるのである。
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1 遺跡の概要

1　調査の方法

　発掘調査は、調査区全体の北東を基点として、一辺10mのグリッド方式をとった。グリ

ッド名は、北東の交点名を用い、北東隅グリッドをA一〇グリッドとした。グリッドラ・イ

ン名は、順次南へB・C・D・8一・・、西へ！・2・3・4……とし、南へのZ以降の呼

称は、AA・AB・AC・AD……とした。また、　X－11グリッドポ・イントを国家座標X

匹21．000、Y＝一42．500上に…致させて設定している。

　調査区は、6区に区分された工事区画に合わせて、中央を東西行ずる道路の北側を、東か

ら西へA～C区、道路の南側を東から西へD～F区とした。

第1次調査（平成10年度）区域は、全てA地区に含まれ、そのうち、中央部・南部・南東

部が調査されたものである。グリッド範囲は、南北P～AEグリッド、東西2～10グリッド

に及ぶ。

　第2次調査（平成11年度）区域は、A地区・D地区・E地区に及ぶ。　A地区調査は、第

！次調査の残り北側・西側（北西部は第5次調査〉に当たり、グリッド範囲は、南北H～

ACグリッド、東西2～12グリッドに及ぶ。　D地区は、全域が含まれている。グリッド範

囲は、南北AD～APグリッド、東西5～！5グリッドに及ぶ。　E地区は、北端部と南東隅部

のみが調査対象地域である。本年次は南東部が調査されており、グリッド範囲は、南北AK

～APグリッド、東西15～20グリッドに及ぶ。なお、報告書←一本木前遺跡II）では、第2

次調査分のD地区及びE地区を合体させ、D・E地区として扱っている。

　第3次調査（平成12年度）区域は、B地区・E地区・F地区に及ぶ。　B地区のグリッド

範囲は、南北R～ACグリッド、東西9～17グリッドに及ぶ。　E地区は、残された道路に

接する北端部の調査が行われた。グリッド範囲は、南北AB～AEグリッド、東西12～19グ

リッドに及ぶ。F地区のグリッド範囲は、南北Z～APグリッド、東西19～30グリッドに

及ぶ。なお、報告書（一本木前遺跡⑳では、第3次調査分のE地区及びF地区を合体させ、

E・F地区として扱っている。またF地区の西側については、第4次調査分である。

　第4次調査（平成13年度）区域は、F地区・B地区・C地区である。　F地区は、西側部

分、グリッド範囲は、南北AA～AOグリッド、東西24～30グリッドに及ぶ。　B地区は、南

半部分の西側残り部分であり、グリッド範囲は、南北Q～AAグリッド、東西！4～！9グリ

ッドに及ぶ。C地区は、南2／3、グリッド範囲は、南北K～Zグリッド、東西14～26グ

リッドに及ぶ。またこれより北部は、1ラインまでの範囲で、第1確認面の調査を実施し

ている。

　第5次調査（平成14年度）区域は、A地区・B地区・C地区である。　A地区は、北西部

分、グリヅド範囲は、南北G～Qグリッド、東西3～8グリッドに及ぶ。B地区は、北半

部分であり、グリッド範囲は、南北E～1グリッド、東西5～珍グリッドに及ぶ。C地区
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皿　遺跡の概要
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第4図　一本木前遺跡調査区全測図
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皿　遺跡の概要

は、北1／3、グリッド範囲は、南北C～Lグリヅド、東西12～22グリッドに及ぶ。また

これより北部は、1ラインまでの範囲で、第1確認面の調査を実施している。

　第5次発掘調査は、試掘調査及び第4次調査の成果により、遺構確認面の上位の保護土

層を重機によって削除し、上記のグリッド設定から開始した。

　その後、人力によって遺構確認の精査を実施し、確認された各遺構の手掘りでの掘り下

げを行った。途中、検出された土器等の遺物は、写真撮影・測量をした後、慎重に取り上

げ、収納していった。また、遺構に対しても、掘り下げ途中で必要に応じて、あるいは完

掘時に写真撮影・測量を実施した。遺物出土状況・遺構検出状況の測量実測は、グリッド

基本杭を基準として、水糸による1mメッシュを設定する、簡易遣り方の方法をとった。

　なお、B区・C区は、他の調査区同様、遺構確認面が上下2面あったことから、上面を第

1確認面、下面を第2確認面として、上記作業をそれぞれ繰り返し実施したものである。

最後に、遺跡全体の空中写真撮影を実施し、本調査を完了した。

各調査区の調査次数及び所収報告書は、次のとおりである。

A区第1次・2次・5次

B区　第3次・4次・5次

C区　　第4次・5次

D区　　第2次

E区　　第2次・3次

F区　　第3次・4次

r一本木前遺跡』r一本木前遺跡II』r一本木前遺跡V・本誌』

r一本木前遺跡皿』r一本木前遺跡IV』r一・本木前遺跡V・本誌』

r一本木前遺跡IV』、　r一本木前遺跡V・本誌』

r一本木前遺跡II』

r一本木前遺跡II』、　r一本木前遺跡皿』

r一本木前遺跡皿』

2　検出された遺構と遺物

　第5次調査対象は、A地区・B地区・C地区の北端部分（A地区のみ北西端部分）で、

計7，781㎡である。

　検出された遺構は、A地区で住居跡15軒、土坑38基、井戸跡5基、溝跡25条、性格不

明遺構3基、河川跡1条等、B地区で住居跡42軒、土坑！0基、井戸跡21基、町君22条、

書跡2ヶ所、性格不明遺構1基、河川跡1条等である。またC地区では、住居跡57軒、土

坑51基、井戸跡1基、溝跡1条、畠跡2ヶ所等の遺構が検出されている。

　よって、第5次調査分では、住居跡113軒、土坑99基、井戸跡27基、溝跡48条、性格

不明遺構4基、畠跡4ヶ所、河川跡2条等の遺構が検出されたこととなる（第6図）。なお、

A地区及びC地区では、弥生時代中期の遺物包含層も検出され、このうちA地区河川跡基

盤昼中には、竪穴状遺構も確認されている。

　この結果、A地区からF地区までの遺構総数は、方形周溝墓4基、住居跡509軒、柵列3

列、掘立柱建物跡8棟、土坑790基、井戸跡70基、溝跡233条、土器祭祀跡（河川際祭祀

一17一



跡のみで住居跡内は含まない＞4基、礫榔状遺構1基、道路状遺構1基、畠跡32ヶ所、方形

話説遺構1基、円形周溝遺構1基、土器集中地点4ケ所、河川跡2条（5期）、性格不明遺構

7基等を数えることとなる。また、弥生時代中期の遺物包含層は、D・E地区でも検出さ

れており、広域な拡がりをもつ。さらにA地区中央東端部では縄文時代後期の遺物包含層

も検出されているところである。

　こうした遺構群のあり方は、各調査区ごとに差異がみられ、特徴的である。

以下各地区の検出遺構・遺物についてみてみることとする。

A地区 　第1次・第2次および第5次調査によって検出された遺構総数は、住居跡100軒、土坑

333基、井戸跡10基、雨跡94条、土器祭祀跡1基、円形角抵遺構1基、道路状遺構1基、性

格不明遺構5基、河川跡1条（支流を別河川とすると2条）等である。遺構は、南部では密

に重複し、北部では点在する状況を呈している。また、本区における遺構の分布状況から、

さらに東側への遺構の広がりが想定される。

　調査区検出遺構の年代は、古墳時代前期・同中期・同後期、奈良時代、平安時代と継続

し、1号溝をもって終了している。方形土坑群は、中世に属すると思われるが、積極的な証

左が上げられない状況である。こうした中、特に奈良・平安時代の住居跡が34件検出され、

その集中の度合いが大きな特色となっている。また、平安時代に属する住居跡からは、ス

ラッグが出土している点も特色の一つであろう。このうち13号住居跡では、軟質土器の高

台椀、羽釜等の土器類、滑石製臼玉、砥石、さらには多量の焼土粒・炭化物粒・スラッグ

とともに銅鏡が出土している。銅鏡は、直径9．Ocmの瑞花活鴛八稜鏡であり、西暦1，000年

前後の年代が与えられている。

　本調査区面積の過半を占める1号溝は、覆土中に浅間B軽石層（天仁元年一1108年一降

下〉の純層が堆積し、上端幅22m、深さ80cmに及ぶ大溝である。他の大部分の遺構は、こ

の大溝の両岸に分布しており、本溝にかなりの遺構が削除されたことを想定させる状況で

ある。

　古墳時代前期に属する遺構は、住居跡が7軒検出されたが、全てB区に接する区域にあっ

て、85号住居跡が南西端に位置する他は、いずれも本区点西部（第5次調査区域）に限定

されている。これらのことから、93号住居跡の位置するO－6グリッド中央部から、85号

住居跡の位置するAC－12ポイント付近を結んだラインが、本期の住居跡東限ラインを示

すと、みることができる。

　申期に属する遺構は、15号・68号、2軒の住居跡が検出されている。このうち15号住居

跡は、土師器出鼻・増・甕が出土している。炉は検出されているものの、竪穴の規模等は

不明である。また68号住居跡は、3m弱の小型の住居跡である。

　後期に属する遺構は、住居跡がほぼ全域から42軒検出されている。このうち73号住居跡

からは、カマド脇の壁に、土師器杯・高直64点が、最大9点が積み重ねられた状況で粘土

に塗り込められていた。
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磁　遺跡の概要

　本調査区北西隅（B地区北東隅・G－4～7グリッド）から南南西方向に伸びる河川跡

は、第！次調査区中央東端（X～Z－2グリッド）にかけて存在し、埋没後、三段口縁杯

をもつ6号・10号住居跡、糸切底圷をもつH号住居跡が構築されている。逆にB地区の模

倣杯出現前の遺物をもつB区39号・40号・41号各住居跡は、本河川によって切断されて

いる。また、N－5ポイント付近で、南西卸し、　Q－8ポイント付近を通ってB区へと連続

する支流と分岐している。全体で5期に及ぶ河川跡である。

　本道川並の入り江部分（AA－4グリッド）では、馬下顎骨を中心に、須恵器・土師器杯、

甕、須恵器提瓶等の土器、臼玉等の滑石製模造品、土錘等で構成された祭祀跡（！号祭祀跡）

が生辰されている。本祭祀跡出土遺物は、6号弓0号住居跡よりも一段古い時期を示す遺

物群である。他に2基、土器の集中が検出されている（2・3号祭祀跡〉が、遺物包含層の

状況から、後に集積されたものと判断されている。

　また、N－5ポイント付近・支流との分岐点（本流の角度変換点）には、西側への入り

江が想起される遺構（6号不明遺構）が検出され、西端部分で礫の集中と、底面から土器の

出土がみられたことから、この部分でも、1号土器祭祀跡と同様な土器祭祀が行われた可能

性を示すものと思われる。いずれも、第5期の流路に伴う土器祭祀である。

　T・U－2グリッド付近では、弥生時代中期遺物包含層及び、縄文時代後期遺物包含層

である黒褐色シルトの堆積がみられる。

B地区 　本区は、第3次・第4次および第5次に亘って調査されている。本区のうちJ－8、T－

9、Q－16、　G－12各グリヅド内を結ぶ範囲は未調査区であり、これによって本調査区は

南北に分断されている。

　第3次及び第4次調査によって調査された南調査区では、ほとんど重複しない状況で、ほ

ぼ全面に遺構が検出されている。検出された遺構は、方形周溝墓4基、住居跡38軒、柵列

3列、掘立柱建物跡3棟、土坑56基、井戸跡22基、溝跡33条、畠跡12ヶ所等である。ま

た第5次調査によって調査された北調査区は、狭い範囲に遺構が密に重複している。検出

された遺構は、住居跡42軒、土坑10基、井戸跡21基、溝跡22条、由仁2ヶ所、性格不明

遺構玉基等である。遺構数を南北調査区で合計すると、方形周溝墓4基、住居跡80軒、柵

列3列、掘立柱建物跡3棟、土坑66基、井戸跡43基、溝跡55条、畠跡玉4ヶ所、性格不明

遺構1基等となる。

　本葺南調査区の東側2／3地域においては、A地区1号溝と河川跡（B区北調査区を南北

流するものと、A区からの支流〉が入り込み、複雑な様相を呈している。

　平安時代に属する5軒の住居跡は、北東隅に集巾している。1軒のみ離れて南部中央に位

置する28号住居跡は、遺物は刀子のみであり、明確ではないが、カマドの構造から本期に

属すると思われる。これにより、T－！1ポイント付近とAB－1アポイントを結んだライン

が、本期の西限を示すといえる。このうち5号住居跡からは銅製の責金具が出土している。

また、羽釜を出土している16号住居跡を切断しているのは、A地区から連続している1号

溝である。
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　古墳時代後期に属する住居跡は20軒であるが、そのうち2軒が北東部に位置するものの、

18軒が南西部に集中している。これらの住居跡は、ほとんど重複していない。本期の住居

跡も、河川跡の影響によって、複雑な様相をみせている。模倣杯の出現期の住居跡である

2！号・24号が切断されているところがら、河川の侵略の時期は限定されてくる。しかしな

がら、25号・29号・30号・34号・36号各住居跡など、模倣杯全盛時から衰退期にかけて

の住居跡が再び河川跡によって切断されてくるようになる。このうち36号住居跡は、一旦

河川跡の埋没後に構築されたものが、再び別流の河川跡に切断されたものである。また、

河川埋没後に構築された37号住居跡は、他の河川に切断された様子は伺えない。このよう

に、蛇行する河川跡の流路と存続期間は、当調査区の様相をより一層複雑化しているもの

である。

　4基検出された古墳時代前期に属する方形周溝墓は、南調査区の南西隅に、集申して築か

れている。このうち河川跡に上面を削平された4号方形周理論以外の3基からは、方台部に

埋葬施設がみられた。2号方形周溝i墓埋葬施設は、（3．80＋α）×3．54mの長円形土坑中央

部に、2．08×1．02mの長方形土坑が掘り込まれた形態で、中央土坑底面からは、頭骨の一

部門歯、昏怠製勾玉、緑色凝灰岩製管玉が出土している。他の方形周溝墓の埋葬施設でも、

基本形はこの長方形二段の土坑である。

　方形周溝墓検出の土器類は、主として溝内から出土している。単体である場合は溝隅部

から出土するものが多いが、特定の溝に集中する傾向もあり、その場合、単一土層内に含

まれる特長を示す。また、1号・2号各方形周溝墓では、論外の基盤洋上及び、正に溝に落

ちんとする土器も検出されており、墓前祭祀の一形態を示す好資料となっている。

　方形至言墓は、互いに近接するが、切り合い関係はみられない。また、住居跡との重複

関係もみられない。

　4号方形周溝地上に位置する29号・36号・37号各住居跡は、河川埋没後の構築であり、

直接の切り合い関係はない。また古墳時代前期に属する13軒の住居跡は、方形周溝墓群と

の問に50m前後の空白地を挟んで北側に集中して位置している。ただし、この間に河川跡

が存在し、1・2・3・8・10・1！・17・18号の各住居跡が切断されているように、古

墳時代前期に属する遺構は全て切断されており、まったく削除され消滅した住居の存在し

た可能性もあるため、明確ではないが、住居空間と墓域の区別がなされていた可能性も高

いものがある。

　空白地からは、掘立柱建物跡と畠跡が検出されている。時代を示す証左は少ないが、前

者は全て河川強磁没後の構築であり、古墳時代後期後半以降の所産と考えられている。一

方雨跡は、古墳時代後期の遺物が含まれる場合が多いが、第2確認面から検出されるもの、

古墳時代前期の遺物が含まれるもの、河川跡に切断されているものも多く、現状では古墳

時代前期から後期の所産であるというに止まっている。

　一方、北調査区で検出されている畠跡（13号）は、凶聞の底面レベルに、上下2段が認

められ、西半の下段では、古墳時代前期の80号住居跡の覆土上層を掘り込んでいるものの、

やはり前期の61号住居跡には上面を削平し整えられて住居を構築されている。さらには、
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C地区

蟹　遺跡の概要

東半の上段部分では、古墳時代後期の60号住居に、上面を遡平し整えられて住居を構築さ

れている。こうした状況は、14号畠跡、さらにはC地区16号歯跡でもみられるものである。

これらは、一応古墳時代前期の所産であるといえよう。

　第4次・第5次調査によって検出された遺構は、住居跡83軒、土坑117基、井戸跡1

基、溝跡1条、畠跡17ヶ所、方形封〆遺構1基、土・器集中地点4ヶ所等の遺構が検出されて

いる。

　83軒検出された住居跡は、D－i6ポイントとZ－23ポイントを結んだラインから西で

はその存在が希薄となり、C－20ポイントから、本管に南接するF区のAB－24ポイント

を結ぶラインから西では、まったく見られなくなる。所属時期は、古墳時代前期と後期に

限られる。このうち、後期に属する住居跡が、他地区と比較して極端に少ないという、大

きな特色をもっている。

　83軒検出された住居跡のうち、可能性を有するものを含めて、70軒は古墳時代前期に属

していると思われる。この分布密度は、Mラインを境として、南北で大きな違いをみせて

いる。Mラインより北側では、比較的大型の住居跡を中心に、ほとんどが重複するように、

密集している。特に北東隅地域・B調査区に接する地域では顕著である。これに対して、

Mラインより南側では、遠心が小型の住居跡であり、ほとんど重複することなく分布して

いる。さらに、RラインからWラインの間は1軒の住居跡もみられず、南北約50mの地域

が住居跡の空白地帯となっている。

　空白地帯の南端に位置する2軒の住居跡（24号・25号）は、B区南西端に群在する方形

周溝墓群と同様、前期の中でも新しい段階に属し、方形周溝墓群西端の2号方形周溝墓とは、

lOmの位置に近接している。また、両者の中間には、時期的には両者より新しい段階の、

2ヶ所の土器集中地点（2号・3号であり、4号は除く）が位置している。2号土器集中地点

では甕i・台付甕・壷、3号土器集中地点では高杯・台付甕・」甘というように、異なる土器

組成を示している。こうした、住居一土器集中地点一方形周図題という3種の遺構の関連性

は、方形周溝墓における一祭祀形態（周溝鼠内祭祀とは別の、時期差の認められる墓前祭

祀）及び、集落内における墓域と居住域の関連性を物語るものとして、特に注目されると

ころである。

　こうした住居跡の分布状況から、C－20ポ・イントからの住居跡全体の西限ラインと同一

ラインを歩み、0－21ポイント付近から湾曲して、E・F区の境であるAC－20ポイント

（同期南西隅に当たる）に至るラインが古墳時代前期の西限ラインである、といえる。

　RラインからWラインの問の住居跡空白地帯には、畠跡が集中している。畠跡が、古墳

時代前期の住居跡と重複していないこと、逆に後期・模倣杯盛行期から衰退期の住居跡

（21号・22号住居跡）に切断されていること、出土遺物が、小片であるものの前期の土器

に限られること等から、本期に属しているとするのが最も妥当であろう。畠跡は、住居跡

際限ラインを超えて西側へ、北側へと拡がっている。このうち圭号畠跡は、最も西端に位置

する、前期の住居跡（72号）と位置的に重複するが、直接の切り合いはなく、72号の埋没
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後、その上面に掘り込まれているものである。こうした様相は、居住区末端地でのあり方

を示すものといえよう。

　13軒が検出された古墳時代後期の住居跡の分布状況は、E－14ポイント～H－16ポイ

ント～1－13ポ・イントをL字型に結び囲まれた地域＝B地区に接し、前期の住居跡が最も

密集する北東隅地域、及び、24ライン～WラインをL字型に結び囲まれた地域＝空白地帯

の南側・南東隅地域の2地域に大きく離れ、それぞれ7軒置5軒と集中している。そして、

両者のほぼ中聞に9号住居跡1軒が独立する、という状況を呈している。これにより、古墳

時代後期住居跡の西限は、全体の西限よりわずかに東寄りの、E－14ポイントとAB－24

ポイントを結ぶラインとなる。

　住居跡分布範囲の外側（西）に、土坑が群在する様相は、F区と同様である。ただし、

北西隅地域では、座棺を用いた墓坑群が検出され、異彩を放っている。

D・E地区　D区は本来、AD－11グリッドからAM－15グリッドを結ぶラインをその西限としている

　　　　　が、AM－！5グリッドから西・AK～APグリッド、東西15～20グリッドの問の調査区（本

　　　　来はE・南調査区）を同時に調査したため、この調査区を含めて便宜的にD・E地区とす

　　　　　るものである。

　　　　　第2次調査によって、検出された遺構は、住居跡116軒、土坑157基、井戸跡！4基、溝

　　　　跡68条、土器祭祀跡3基、礫榔状遺構1消込であり、D・E地区の境界・AM－15グリッ

　　　　　ド付近では、弥生式土器の包含層が検出されている。

　　　　　平安時代に属すると断定できる住居跡はなく、可能性を残す住居跡は4軒である。

　　　　　　116軒検出された住居跡の大半は、古墳時代後期に属しているが、奈良時代に属すもの

　　　　　も15軒と、その割合は高い。しかし配置は、D区内しかも南東半に限られ、　B区に近接す

　　　　　る北西半には、！軒も所在していない。

　　　　　本調査区において最も多い、古墳時代後期の住居跡の配置に決定的な要因を与えている

　　　　のは、2条の河川跡の存在である。1条は、A区を南北流して、　A区中央東端（X～Z－2

　　　　グリッド）で一旦東の調査区域外に出たものが、大きく蛇行し、再びAE－9～10グリッド

　　　　に出現して南西に流路をとるが、AH－11・！2グリッド付近で大きくカーブして、南東に

　　　　流路を変え、AK－10～11グリッドに及ぶという河川跡（東流路）である。いま1条は、

　　　　B・北調査区からほぼ南北流するものとA区内で本流から南西方向に分岐した支流が、B・

　　　　南調査区内で合流し、E北調査区内をもほぼ南北流し、　AL－16～17グリッドに出現して、

　　　　AO－16～17グリッドへと、直線的に連続する河川跡（西流路）である。この流路上には、

　　　　住居跡が極まばらにしかみることができない。東流路縁辺部にかかる住居跡は、15号・！6

　　　　号・56号・57号であり、流路中央部に位置する58号・59号両住居跡は、奈良時代に属し、

　　　　まったく河川紬縞没後に構築されたものである。各住居跡は、両河川跡の両岸に密集して

　　　　構築されている。

　　　　　河川跡の湾曲部分・AF－10グリッドで検出されたのが、4号北不明遺構である。河川の

　　　　東岸から河川内に、礫・馬歯をはじめとして、土師器杯・高杯・甕・須恵器壷等の土器群、
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孤　遺跡の概要

管玉・土錘・土製支脚が落ち込んだ状況を呈しているものである。土器は、模倣杯の衰退

期の所産である。A区1号土器祭祀跡同様、ここでも岸上での馬歯を伴う土器祭祀跡が行わ

れたことを物語っている。

　土器祭祀跡で最も特徴的な遺物である馬歯は、45号・54号・67号・83号・86号・92

号・98号等、多くの住居跡からも出土している。このうち、98号住居跡では、床面上に第

1次埋没土がわずかに堆積した段階で、礫が2，1m四方に敷かれ、礫上に馬歯及び剣形模造

品が置かれている。そして礫敷きの周囲には、南西辺を除く3辺に杯・甕i30点がコの字状

に並置されていた。83号住居跡では、カマド前の床面上から、馬歯・杯・高山・椀・甕・

甑（いずれも土師器〉が出土している。また86号住居跡では、竪穴南隅の床面上から、馬

歯・杯・椀・甕・甑（いずれも土師器）が、北面を開けたコの字面に出土している。83号・

86号両住居跡は共に、98号住居跡と同様な、住居内祭祀が行われていたと考えられている。

　45号・54号・67号・92号各住居跡では、覆土中から少量の土器と共に出土している。

　一方、馬歯を伴わない住居内祭祀も行われている。42号住居跡では、南隅の床面上で、

南西壁に沿って外側に甕・甑（1個の甑に杯2個を内包〉が2個ずつ並び、その内側に杯7個

が2列に並ぶ。この南端から南東壁に沿って4個の甕及び杯・鉢が列を成す。北端からは、

南西列と直交して4個の甕（1個の甕に杯を内包）が列を成し、全体で北東面を開けたコの

字並に配されていたことになる。また、コの帳内には、礫が敷かれていた。

　さらに、103号住居跡では、竪穴の第1次埋没完了後の窪みの上に、総数97点の土器群

が一括投棄されている。土器群は、須恵器蓋杯1点を除いて全て土師器であり、杯・ゴ高

杯・小型壷・増・甕・甑であり、他に石製紡錘車・砥石・臼玉・土製円玉・支脚が伴出し

ている。このうち、底部に穿孔された杯・甕が一例ずつ含まれている。また、遺物群の上

面にはFA火山灰が堆積しており、　FA火山灰降下直前の住居内土器群投棄祭祀の様相を直

接に物語るものである。こうした状況は、馬歯の出土した45号・54号・67号・92号（92

号は奈良時代に属する）各住居跡でもみられるが、出土量が少なく、土器の量に大きな差

が認められる。奈良時代に属する31号住居跡でも、馬歯を伴わない住居内土器群投棄祭祀

が行われた様子が伺えるが、やはり土器の量が少ないものである。

　AN－16グリッドからは、小石榔と思われる遺構が検出されている。底面には小礫が敷

かれ、内径52x18c盤を計る長方形空前の周囲及び上面を、長円形自然礫で囲んだものであ

る。周囲に積まれた長円礫は、幽晦に沿って長辺を並べ、上下面に平坦面を配して、2～3

段の積み重ねを容易にしている。壁の高さは28～38cmを計る。外径は120×75cmを計り、

長円形を呈する。蓋石は、長円礫の長辺を壁の短軸線に平行させ、2列2回忌積まれている。

近在する古墳時代後期・模倣杯盛行期の住居跡（103号）と同一基盤層から掘り込まれて

おり、同住居跡とほぼ同時期の所産と考えられる。

　特殊な遺物としては、土鈴の出土があげられる。55号住居南山面上から出土したもので、

二陣が斜めに穿たれている。下面には切り込みが入れられているものの、貫通しておらず、

固形物が内包されているにもかかわらず、音は響かない。人物埴輪の美豆良状土製品が伴

出している。また、52号住居跡からも土鈴が出土している。紐の部分のみであるが、紐身
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が円錐形で細長く、長方形を意識した孔が穿たれている。形状から、鐸型を呈していた可

能性がある。土玉、二三が伴出している。いずれも、大きく東へ湾曲する河川跡の、東岸

脇に位置（北から4号遺構一52号住居跡一55号住居跡の配置となる）し、有段口縁語が主

流となってくる時期に属する。

　古墳時代前期に属する住居跡は、29号1軒のみであり、北方のE・F区と接し、B区に近

接する地点に位置している。これらのことから、A区93号住居跡の位置するO－6グリッ

ド中央部から、A区85号住居跡の位置するAC－12ポイント付近を通過し、29号住居跡の

位置するAF一三グリッドを結んだラインが、本心の住居跡東限ラインを確定するものであ

るといえる。また、29号住居跡の南端・AG－13ポ・イント付近は、東南限の角隅に当たる

位置でもある。

　また、51号土坑から人骨1体が検出されており、仰臥した人骨の胸部からはガラス小玉

が出土している。51号土坑は、（3．！8＋α）×1．96m、深さ32c紐の長方形土坑申央部に、

（1．45＋α）×0．55m、深さ6cmの長方形土坑が掘り込まれているものであり、中央下段

土坑内に人骨が仰臥し、頭を西、顔を南に向け、腕は右を胸に折り込み、左を伸ばし、両

足は伸展していたものである。中央下段土坑の壁は直立し、棺の存在を想定させるもので

ある。

　こうした状況は、B区2号方形周溝墓の主体部と構造上の根本的な差異はなく、また主軸

方位も近似していることから、あるいは、本土坑が形周溝墓の主体部であった可能性も考

えられる。しかしながら、後期の模倣杯盛行時の住居跡に削平され、それよりも古いこと

は事実であるが、発掘時に、後期の住居跡が密集する中で土坑周囲に溝は検出されておら

ず、所属時期・性格ともに積極的な証左は得られていない。

E・F地区　F区は本来、AB－19グリッドからAP－24グリッドを結ぶラインをその東限としている

　　　　が、AB－19グリッドから東、　AB～AEグリッド、東西12～19グリッドの間の調査区（本

　　　　来は・E北調査区）を同時に調査したため、この調査区を含めて便宜的にE・F地区とする

　　　　　ものである。

　　　　　第3次・第4次調査によって検出された遺構は、住居跡129軒、掘立柱建物跡5棟、土坑

　　　　117基、井戸跡2基、溝跡15条、畠山1ヶ所、その他である。検出された住居跡129軒の

　　　　大部分は、古墳時代後期に属しているが、古墳時代前期に属するもの夏軒、平安時代に属す

　　　　るもの2軒を含んでいる。

　　　　　平安時代に属する2軒の住居跡（！号・！0号）は、いずれもE北調査区の東半部分に位置

　　　　　しており、D・E地区及びF地区に同期の住居跡が存在する可能性が低いことから、　AFラ

　　　　イン付近が、当該期の南限を示しているといえる。このうち1号住居跡内からは、小鍛冶遺

　　　　構が検出されており、羽口、礫、スラグが出土している。また、10号住居跡からは、末野

　　　　産の須恵器三等が出土している。

　　　　　！26軒と、当区の大部分を占める古墳時代後期の住居跡は、E北調査区においては河川跡

　　　　の影響で、またF区においては密集・重複状態で、それぞれ複雑な様相を呈している。
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皿　遺跡の概要

　E北調査区における河川跡は、B区の南部で3分し始めていたものが、東・中・西の3条

に分離し、いずれも北北東から南南西方向に流路をもつ。東が最も太く3期、中央が2期

に亘り流路が重なるが、西は！期のみの流路である。西流路は、模倣杯全盛期の住居跡

（28号〉を切断しているものの、次代の模倣杯衰退期の住居跡（27号〉が埋没後に構築さ

れていることから、その存続期間は極短いものであるといる。中央流路は、西流路の埋没

後構築された27号住居跡と同時期の／7号・22号、さらに一段新しい！8号各住居跡を切断

している。東流路は、模倣杯混在時の住居跡（H号・璽2号・13号）を切断しており、埋

没後、平安時代に属する10号住居跡が構築されている。これらのことから、E北調査区に

おける河川跡は、東・西・中へと、その流路の変遷がたどれるものである。

　当該期の住居跡99軒が検出されたF区では、AB－24ポイントからAP－28ポイントを結

ぶラインから東地域で住居跡が密集する。ライン間近では、31号・32号・8！号の3軒が

密集地帯から分離し、それぞれが単独で位置する他、掘立柱建傷跡がみられるのみである。

結局、C区のC－24ポイントからAB－24ポイントを通り、　AP－28ポイントを結ぶライン

から西地域では、住居跡が存在していないこととなるのである。なお、ライン以西には、

方形土坑群、近世の溝跡等が散在するのみであり、遺跡の西端を想起させるに十分であろ

う。

　こうした住居跡群の中、竪穴の第1次埋没完了後の窪み上での土器群一一括投棄による祭祀

跡は、18号・32号・33号・！18号・125号各住居跡で検出されている。このうち125号住

居跡では、第圭次埋没完了後の窪み上での、土器群一頭身棄ではなく、土器並置による祭祀

跡が検出されている。土師器杯・高歌・甕、手癖ね土器、須恵器短頸壷・横虐・提瓶等多

量の土器群、ガラス小玉、滑石製臼玉の玉類の他、刀自、掛先、13本の鉄索が、約90cmの

方形区画の中に重ねられて出土しているものである。

　また、竪穴の第1次埋没中の土器並置による祭祀跡も、61号・62号各住居跡で検出され

ている。

　さらに、主柱穴が2本ずつ、カマドに向かってそれぞれの中間には歪柱穴が！困ずつ穿た

れている83号住居跡では、左の2主柱気随、および右心主柱穴・受払穴の脇からは、！点

ずつ手当ね土器が出土している。このうち、右奥主柱穴の脇から出土した手捏ね土器は、

底部に2穴が穿たれているが、！穴は内側から粘土で塞がれているものである。特殊遺物の

役割を知る、一つの手がかりとなろう。

　古墳時代前期に属する唯一の住居跡（29号）は、内容は不詳であるが、E北調査区西

端・AB－19グリッドに位置している。他に15号・21号各住居跡から同期の土器が出土し

ており、同住居跡下面に所属する住居の存在した可能性はあるものの、F区からはまったく

出土しておらず、いずれにせよ、AC－20ポイント付近が、同時期住居跡群の西南角に当

たることは間違いない。

　AD一王5グリッドでは、ま9・20号土坑が検出されている。20号土坑は、　G．75＋α）×2，42

m、深さ12c灘の長方形土坑であり、19号土坑は、20号土坑の中央部に、135×（0．50＋

α）m、深さ14cmの長方形土坑が掘り込まれているものである。このうち、中央下段土坑

一一 Q7一



内に当たる19号土坑長方形土坑内に、人骨！体が検出されている。人骨は、仰臥し、頭を

西、顔を南に向け、手足は伸展していたものである。中央下段土坑の壁は直立し、棺の存

在を想定させるものである。同様に、AD－15グリッドでは、15・16号土坑が検出されて

いる。16号土坑は、（3．60＋α〉×1．90m、深さ11cmの長方形土坑であり、15号土坑は、

16号土坑の中央部に、（2．06＋α）×0．85m、深さ18cmの長方形土坑が掘り込まれている

ものである。

　こうした状況は、B区2号方形周溝墓の主体部及びD・E区51号土坑と構造上の根本的な

差異はなく、また主軸方位も近似していることから、あるいは、本土坑も方形周溝墓の主

体部であった可能性も考えられる。しかしながら、古墳時代後期・模倣杯出現期の住居跡

及び、河川跡東流路に一部が削平されているのみであり、それよりも古いことは事実であ

るが、発掘時に、土坑周囲に周溝は検出されておらず、所属時期・性格ともに積極的な証

左は得られていないのは、D・E区51号土坑と同じである。

塁本土層　本遺跡の基本土層は、第7図のとおりである。1層は、耕作三審に堤防道路の盛り土がなさ

　　　　　れているため、厚さを増しているものである。上層からみると、標高28，50mに至つって、

　　　　　粘土質からシルト質に変化したW層以下に、7世紀以前の遺物が包含されている。

　　　　　　第1確認面は盟層であり、第2面はX層である。またウ層層は1・2面の申庭面とした。

　　　　　　この三層とX至層の間には、古墳時代の遺物を包含するシルト層・粘土層が相克し、場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所によって複雑な様相を呈している。
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　耕作土及び盛り＝揺

∬　にぶい黄三盛（10膿5／3）覆土。

皿　灰黄褐色（10搬4／2）粘土。

rv　黒垂禺色（7．5YR　3／2）粘」Lo

V　灰黄褐魁（沁YR5／2）精土。

VI　灰黄褐色（重OYR　4／2）犠～二Lo

V匿　暗褐色（10YR3／4）粘土。

鴨　褐色（10YR　4／4）シルト“

D【　闘魚（7，5YR　4／4）シルト。

　砂混在。

X　 にぶミ㍉、黄褐魚（韮OYR　5／4）粘二し。

沿　にぶい黄褐蝕qOYR4／3）粘土。

朋　褐｛もGOY騒4／4）シルト。

鰻　暗細｛ゑ（乳δ￥93／4）シルト。

癬　掲｛益（7．5￥獄4／4）粘土層。

　マンガン粒を愈む。
翼￥　　暗赤荻｛猛　（2．δ￥藝～　3／1）　帖5ヒ。

　炭化誘粒、マンガン粒を含む。

　弥生包顎口
翼穫　酸化鉄穏。

瓦獲　灰オリーブ魚（7，5盟5／2）シルト。

　炭化栂粒、酸化鉄棒を食む。

翼疑　脚線灰色（5G4／董）シルト。

　炭化材粒、酸化鉄棒を含む。

0　　　　　　　　　　　1m

－1：40
第7図　一本木前遺跡基本土層図

　XV層は、弥生時代中期の遺物包含

層であるが、遺跡全体には堆積してい

ない。XV層上面の標高は、　D・E区

AM－15グリッド付近では27．500m、

A区T－2グリッド付近では27．400

m、H－4グリッド付近では26．900

mを計り、南が高く北が低い様相を呈

している。またC区夏一14ポ・イント

付近では27．000憩であり、東が高く

西が低い様相を呈している。XV層の

下位には、通常、酸化鉄棒を大量に含

む灰オリーブシルト層（X冊層）、が

堆積しているが、T・U－2グリッド

付近では、XV層とXVH層の問に縄文

土器包含層である黒褐色（10YR

3／1）シルトの堆積（標高27．200

m付近）をみる。なお、本層の堆積は、

当地区以外では確認されていない。
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W　A区の遺構と遺物

IV A区の遺構と遺物

　A区において、平成14年度調査分で検出された遺構は、住居跡が15軒、土坑38基、井戸

跡5基、溝跡25条、河川跡1条（支流を入れると2条）、不明遺構3基である。北半部分の

河川の流路跡では、わずかに河川跡南西端で河川跡埋没後に構築された86号住居跡、及び

上位に各溝跡・土坑・不明遺構等が存在するのみである。住居跡を主体とした他の遺構群は、

この86号住居跡を北端として、いずれも調査区の南半部分に集中して位置している（第8図）。
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第9図　A区86号住居跡及び出土遺物
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1　住居跡

　A区における住居跡は、平成14年度・第5次調査で、86号から100号の15軒が検出され

ている。調査区北半部分の河川の流路跡では、わずかに河川跡南西端で河川跡埋没後に構

築された86号が存在するのみである。他の住居跡は、この86号を北端として、いずれも調

査区の南半部分に集中して位置している。また、河川二二二二部分でも、北東方向の所在

は希薄である。

86号住居跡北辺部分がK－5グリッドに入るものの、大部分がL－5グリッドに位置している。

（第9図）　第一確認面からの検出である。

　　　　　　東辺部分を撹乱坑に切断されているが、南辺部分では5号不明遺構の一部を削除している。

　　　　　河川跡埋没後に構築された住居跡である。

　　　　　　形態は、北辺東隅及び東辺が削除されており不詳である。各辺長は、西辺が4．40m、南

　　　　　辺が3．28mを測るところがら、重婚がやや丸みをもつ長方形を呈するともいえるが、北辺

　　　　　の周溝が切れた東側では壁の検出状況も悪く、3．50m以上伸びる可能性もあって、不整形

　　　　　であるといわざるを得ない。長軸方位は、N－13．一Wを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ直線的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、30cm前後であ

　　　　　る。床面は、わずかに凹凸がみられるものの安定している。壁直下には、東辺では確認さ

　　　　　れていないものの、西辺中央部を除いて周溝が廻っている。幅12～15cm、深さ6cm前後を

　　　　　計る。床面上にピットは穿たれていない。カマド等も、検出されていない。

　　　　　　覆土は、壁寄り部分に少量の灰色粘土を含む黄灰色シルト（第6層）を最下層として、

　　　　　上位には、少量の灰色粘土及び酸化鉄粒を含む黄灰色シルト（第3層）、灰色粘土及び酸化

　　　　　鉄面を斑状に含む黄色シルト　（第2層）、多量の酸化鉄粒及びマンガン粒を含む黄灰色粘土

　　　　　（第1層）が堆積している。また第6層と第3層の問には、北側で少量の灰色粘土を含む黄

　　　　　灰色シルト（第4層）、南側で多量の灰色粘土及び少量の酸化鉄粒を含む黄色シルト（第5

　　　　　層）がみられる。

　　　　　　遺物は床面上から土師器杯（1）、土師器甕（3）、覆土中から土師器甕（2）が出土し

　　　　　ている。また、竪穴中央と北恵の中間の床面上（第9図※）から、馬歯が出土している。

第2表　A区86号住居跡出土遺物観察表（第9図）

Nα 器　種 ロ径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

1 土師器・杯 （12，5） 3．8
一 ②①③ ② 澄 1／4

口縁部横ナデ。体部内面ナデ、外面ケズ
梶B

2 土師器・甕 （17．6）

一 一 ①② ② 褐灰 口縁部1／8 全面吸炭。表面剥離。二次加熱。

蚕：
土師器・甕 16．0

㎜ 一 ①④② ② 榿 3／5底部欠
胴部外面中位以外はナデが加えられる。

�汢ﾁ熱。内外面吸炭部分多い。

参 馬歯 一 ｝ 一 『 一 一 一

87号住居跡L－6グリッドに位置している。第一確認面下位からの検出である。

（第10図）　西側は、調査区外に及んでいる。北西隅を301号土坑、南東隅を304号土坑、南西隅を

　　　　　90号住居跡、北辺から南辺にかけては89号溝から93号溝までの東西方向に伸びる5条の溝

一32一



W　A区の遺構と遺物

調査区外
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第壌0図　A区87号・89号住居跡、304号土坑、89号住居跡出土遺物（1）



跡にそれぞれ切断されている。また、竪穴中央部の覆土上面には88号住居跡が、南西隅付

近の覆土上面では89号住居跡のカマドが構築されている。

　各辺とも蛇行し、切断されている場所が多く、また西側が調査区外に及んでいることか

ら、形態・規模共に不明であるといわざるを得ない。ただし、検出部分の南北中央部分の

長さは6．28mを計る。主軸方位も計測不能である。

　壁は、ほぼ直線的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、43cm前後である。

　床面は、凹凸が激しく安定していない。しかし、北辺から東辺の中央付近の壁直下には、

二二が廻っている。幅15～20cm、深さ5～8cm前後を計る。床面上にピットは穿たれてお

らず、郎等も検出されていない。

　覆土は、少量の炭化物を含む暗褐色粘土（第3層）を最下層として、上位には、少量の

炭化物を含むにぶい黄褐色シルト（第2層）、多量のマンガン粒を含む暗証黄色シルト（第

1層）が堆積している。

　遺物は、図示可能なものはないが、刷毛目調整の土師器台付甕小破片が第3層中から出土

しており、当該期の住居跡であると思われる。

88号住居跡L－6グリッドに位置している。第一確認面からの検出である。

（第11図）　北西隅を301号土坑、北辺から下辺にかけては89号溝iから92号溝までの東西方向に伸び

（第12図）る4条の溝跡にそれぞれ切断されている。また、87号住居跡の覆土を掘り込んでいるが、

　　　　　上面には89号住居跡が構築されている。

　　　　　　各辺長は、東証3．80m、南辺3．40mを計る。北辺と西辺は301号土坑によって削除され

　　　　　ているため実測はできないが、北辺3．82rn、西辺3．70mを計るものと推定される。東雲の

　　　　　南半部分が内側に湾曲し、南辺が若干短くなるが、ほぼ正方形を呈するといえる。主軸方

　　　　　位は、N－88．一Eを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ直線的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、23cm前後である。

　　　　　　遺構床面は、ほとんど凹凸がみられず、安定している。壁直下には、カマド南脇を除いて

　　　　　周溝が廻っている。幅10～12cm、深さ8cm前後を計る。床面上にピットは穿たれていない。

　　　　　　カマドは、鼠壁中央わずかに北寄りに設けられている。袖は、壁から北側が45cm、南側

　　　　　が32cmの長さに作り付けられている。袖幅は、北側が20cm、南側が27日目を計る。黙々問は

　　　　　40cmを計り、平行している。火床は、袖前面よりさらに52cm程竪穴内からはじまり、掘り

　　　　　込み開始点から74cm地点（袖前面より22cm地点であり、竪穴壁ライン上）に石製の支脚が

　　　　　立てられている。前面から三部までの長さは125cmを計る。幅は、40cmのまま竪穴壁まで推

　　　　　移したものが、壁ラインで両側壁が狭まり、最奥部では幅30cmとなる。断面は、前面から

　　　　　窪みをもち、支点に向けて上昇している。支脚の背後は緩斜面を成す。煙道は、前面が湾曲

　　　　　した斜面であるが奥部はほぼ水平となる。長さは、52cmを計る。両側壁は徐々に狭まり、

　　　　　最奥部では幅24cmとなる。煙出し奥壁は急傾斜を成す。カマド全体の長さは、183cmを計る。

　　　　　　覆土は、多量のマンガン粒及び少量の白色粒を含む黄褐色シルト（第1層）が全体に堆積

　　　　　している。
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88号住居跡土層

1　黄褐色（2．5Y　5／3）シルト。マンガン粒を多量：、白色粒を少量含む。

2　黄褐色（2，5Y　5／3）シルト。焼土粒を少量含む。

3　赤褐色（5YR　4／8）シルト。焼士層。

4　黒色（5Y　2／Dシルト。灰層。焼土粒を少量含む。

5　暗赤褐色（5Y衰3／篠）シルト。火床面。

6　黄褐色（2．5￥5！3＞シルト。
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一重：60
第11図　A区88号住居跡、301号土坑

　遺物は、床面上から土師器杯（！＞、カマド内から土師器杯（5・6）、高揚（7・8）、

支脚（17＞が出土している他、覆土中から土師器杯（2・3・4）、甕（9～12）、甑（9）、

壷（14）、石錘（15）、砥石（16）、編み物石（18～21）等が出土している。

89号住居跡L－6グリッドに位置している。第一確認面からの検出である。

（剃0図）

（第13図）

　カマド及びカマドにつながる壁の極一部が検出されたのみであり、詳細は不明である。

　床面は、88号住居跡の上面に連続すると思われるが、確認されていない。

　カマドは、西部が90号住居跡カマドに切断されており、火床部分が確認されたのみであ

る。袖は、壁面から38cm前後竪穴内に張り出し、幅30c里前後で作り付けられている。袖々

問は45c熱を計り、平行している。南袖は、竪穴壁の部分で5c墾広がり、さらに竪穴外へ掘

り込まれている。現状では、袖前面から78cmまでの奥行きが確認できる。竪穴外の両壁も

平行しており、火床全体の形態は、長方形を呈している。火床の長軸方位は、N一
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N　A区の遺構と遺物

第3表　A区88号住居跡出土遺物観察表（第壌2図）

　】A 器　轍 口径 重石 底径 胎　土 焼戚 色　　調 残　存　率 備　　　　考

響 土師器・杯 1G．6 5B 一 ①②③④ ② 概 3／4　　…一．一 内底面に炭化物付着。内外闘煤付着。

2 土師器・杯 （12．0） 4．5
一 ①②③ ③ 日赤褐 重／4 内面全面表面剥離。

3 土師器・杯 ‘（12，2）

一 一 ①②③④ ③ 櫨 口縁部1／5

4 土師器・杯 ．（125）

一 ｝ ①②③④ ③ 概 1／4 体部外面黒斑。

5 土師器・杯 （圭1．9＞

一 ｝ ①②③④ ③ 樵 口縁部1μ 表面剥離した部分多い。口唇内外面炭化物付着。

6 土師器・杯 （ユ1．8） 5．9
一 ①②③④ ③ にぶい鐙 3／8 口縁部外面吸炭、内面全面吸炭。炭化物付着。

7 土師器・深鉢 （21．8）

一 一 ①②③④ ③ にぶい褐 口縁部1／5 5㎜大回多量に含む。

8 土師器・高杯 ｝ 一 一 ①②③④ ③ 樫 脚部のみ 脚部外面横の水拭き。

9 三四器・甕 略5＞
一 一 撒

③ 檀 口縁部115 5鰍～隻。醗大の礫多量に含む。

土師器・甕 （11護〉

一 灘
② にぶい赤褐 上位1β 内露全面吸炭、炭佐窃磐蒋。外懸畷炭、煤付着。

里
1 土締器・黛 ㎜ 『 ｝

　　　　　　　　…@②③　　　　｝② 明赤褐 底部のみ 二次繍熱。

土懸器・難 16．4 29．8 6．2 i234・ ③ 雛 4！5 綱部内面肩以下暖炭。下｛蝦穐秘楯。二次撫熱。

∵r溜忌

土師器・甑 27．4 28．3 9．2 ①②③ ③ 聡赤褐 3！5 羅部外面縦のヘラケズリの後ナデ。二次譲熱。

土師器・壷 1璽、0

一 一 ①②③④ ③ 率登 口縁部のみ 内外弼共表面剥離，

ヅヒ｝、ずr

石錘 重さ1409 卜形

16 砥石 長さ8，8＋α（半折）最大幅6，0厚さ2，9 一
二面使用。

17 編物石 罷さ18，0　幅5，5厚さ6，0　重さ920g 一

18 編物孤 長さ1510　幅6．0　厚さ3．0　重さ440g 『

19 編物石 長さ　10．4　幅4．5　厚：さ3．3　重さ240g
㎜

20 編物石 長さ16．0　幅5．5　1享さ2．7　重さ410g ㎜

21 編物石 長さ14、5　幅4，7厚さ2．8　重さ310g 一

　　　　　　　！15．一Wを示す。火床は、わずかに窪み、焼土ブロック層（第5層）を成す。上位には焼

　　　　　　土プロヅクを多量に含む浅黄色粘土（第4層）が堆積している。

　　　　　　　　遺物は、北画内から土師器甕（3）が出土し、土師器圷（1＞、甕（2）、（4～6）は、

　　　　　　火床前面に集中して出土している。

第4表　A区89号住居跡出土遺物観察表（第10・13図）

Nq 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考
！
鑓

土師器・杯 （12．2＞ 5．1 5．0 ③②① ② 燈 1／2 内底面炭化物付着。全体に表闇磨滅。

1霧…婁

土師器・獲 13．6 14．2 4．8 ⑥④ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面．h位横のケズリの後ナデ、中位～下位横のケズリ、底

買iデ、底面ケズリ。内面上位ナデ、中位横のケズリ、底部縦のナデツケ。
i≒i薫

土師器・甕 18．4
一 一 ①③④⑥ ② 浅黄機 上位2／3

口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、内面横の

iデ。

霧 土師器・甕 15．4 （25．4）

一 ①②④⑤⑥ ② 明赤褐 下位欠V2
胴部外面縦のケズリの後、丁寧なナデ。口縁部

ｩら胴部上位にかけて、内外面共…部吸炭。

1
驚
霧

土即下・甕 15．0 （24，2＞

｝ 難
② にぶい赤掲 底部欠V2

外面全面スリップ状のナデ、一部遡り様ナデ。内颪

iデ、接合部一口画工翼によるナデ。二次蒲熱。

．、購

土師鴇・養 18β （262＞
一 ⑥①③④⑤ ② にぶい褐 底部欠3！尋

護縁部横ナデ、一部横のナデが撫わる。綱部外

ﾘケズリ、上位のみナデが纐わる。

灘 石鐵
全長　3、0　　茎長　0、7　　」ヒ幅　0、7

ｺ編0£　刃幅1β　刃厚さG、511
卜形

90号住居跡L－6からし－7グリッドにかけて位置している。第一確認面からの検出である。

（第14図）　西側は、調査区外に及んでおり、305号から308号土坑、及び6「号井戸跡によってかな

（第15図）　りの部分が切断されている。また、北端カマド部分は、東西行ずる92号溝によって上面が

　　　　　　切断されている。さらに、南東隅は、91号住居跡によって切断されている。

　　　　　　　　辺長は、南北が4．46mを計るが、東西は、西側が調査区外に延びるため不明であるもの

　　　　　　　の、南北より長くなる様相を呈しており、東西に長い長方形を呈すると思われる。しかし、

　　　　　　東下が直交せず、不整形であるといわざるを得ない。平行する南・北辺の方位（長軸方位）
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第13図　A区89号住居跡出土遺物（2）

は、N－ioO．一Eを示す。

　壁は、ほぼ直線的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、35c驚前後である。

　床面は、凹凸がみられ、安定しない。壁直下には、周溝が断続して廻っている。幅10～

14cm、深さ6cm前後を計る。床面上にピットは穿たれていない。

　カマドは、北壁の壁外に設けられており、底面が北から南へ緩やかに傾斜する。最も竪穴

寄りの底面は、床面より15cm高い。壁はいずれも急傾斜をもつ。しかしながら、西側が調

査区外に位置し、南側が307号土坑に切断されているため、詳細は不明である。覆土は、下

層が少量のマンガン粒を含む浅黄色シルト（第6層）、中位が多量の焼土ブロックと少量の炭

化物を含む灰色シルト（第5層）であり、上位に竪穴内覆土と同一の多量のマンガン粒を含

む浅黄色シルト（第1層）が堆積している。しかしながら、最上層の覆土の同一性から一応、

本住居跡のカマドとしたものの、底面が焼土化していないこと、煙道とすると幅が広すぎる

こと等から、本跡に伴うものでなく、独立した焼土を伴うピットと考えられるものである。
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N　A区の遺構と遺物

また、本跡が古墳時代前期に属する91号住居跡に切断されていること、カマドとした部分

が古墳時代後期に属する89号住居跡カマドを切断していることからも、本跡に伴わない別

遺構と考えた方が妥当であろう。

　竪穴の覆土は、下位に少量のマンガン粒及び微量の炭化物を含む暗灰黄色シルト（第3層）、

中位に少量のマンガン粒を含む黄褐色シルト（第2層〉、上位に多量のマンガン粒を含む浅

黄色シルト（第1層）が堆積している。また、周溝内の一部には、黄褐色シルト（第4層）

㍗

露
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諦
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．
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外区叢濃

ω
O
刈
ψ
陛
麟

8
坐
響

／

∂

調査区外

調査区外　勤’
　／

307号土坑

顛，

　　B・一ノ　　　喋

308号土坑　　　　　か

go号住屠跡

306号土坑　　び

　へ

偽＼～／6号井戸跡

　　　　　　を
　　　　　　　　　　　　／

90矧形跡土層

ユ　浅黄色（6Y　7④シルト。マンガン粒を多量含む。　　　B．

2　黄褐磁（2．欝5／3＞シルト。マンガン粒を少量含む。

3　糊蟹黄色（2，5Y卯2）シルト。マンガン粒を少量、

　淡矧勿を微量倉む。

遮　黄嶺魚（2，5Y　5／3＞シルト。

5　灰磁鰹留裏）シルト。焼土ブロック（圭～2c墨〉麺を

　多董、羨駕物を少量含む。

6　浅黄色（5y？／4）シルト。マンガン粒を少量含む。

C

》

308号土坑　90簿庄居跡　　　306号土坑

91号住居跡

㍉　・B’

307号土坑

305号土坑

90号住居跡
　　　・B’　D・

308暑土坑

3G6号±坑
・C’

1

306号・307弩土填土層

1　にぶい黄褐魚（圭鰍5／3）粘島プロツク状に

　褐灰色糖土を多量、酸化鉄、マンガンを少量

　愈む。

E

・9’

6号井戸跡土層

1　黄灰色（2．5Y　6／三）粘二爲酸化鉄、マンガン粒、白

　色吊る職：（火霞灰？）、論蔵亀粘土プロソクを少量

　含む。

306号土坑 6号井戸跡

1

モ’

1

0　　　し篇28，6◎◎m　　　2m

第壌4図　A区90号住居跡、306号・307号・308号土坑、6号井戸跡
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のみられる部分もある。

　遺物は、中央床面上から土師器壷（1＞が出土している。
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　　　　　　　　　　　　　第15図　A区90号・91号・92号住居跡出土遺物

第5表　A区9◎号住居跡出土遺物観察表（第壌5図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

団 土師器・杯 （12．2） 5．1 5．0 ②①④ ② 榿 1／2
口縁部内外面、胴部外面朱塗、、表面剥離

ｵた部分多い。胴部内面横のナデ。

第6表　A区91号住居跡出土遺物観察表（第15図）

N6． 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

ili・Lジ

須恵器・杯 8．5 3．4
一 ①② ① 灰 一部欠 廉面回転ヘラケズリ。

2 土師器・台付甕 　 『 ｝ ⑥①②③④ ② 回護 接合部のみ
底部内面炭化物付着。脚接合部外面ス
潟bプ。内面剥離した部分多い。

3 土師器・台付甕 ｝ 　
圭0，2 ①⑥④② ② 赤 脚部のみ 外面表面剥離した部分多い。二次加熱。

第7表　A区92号住居跡出土遺物観察表（第15図）

握α 器　種 口径 宇高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

1 土師器・杯 （］4、1）

一 一
②①④ ② 榿 口縁部1／8 内面表面剥離。

三：津三

須恵器・壷 …
22．8

一 ①② ？ 灰白 4／5

91号住居跡M－6グリッドに位置している。第一確認面下位からの検出である。

（第16図）　北辺中央を305号土坑によって切断されている。一方、北西隅では、90号住居跡を切断

（第15図）　している。また、東辺南画を31！号土坑、南西隅を3！2号土坑。南東隅を92号住居跡によ
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IV　A区の遺構と遺物

「 A・ ・A’

B

C・一
多

5 ・C’

B

7
4

1

2

D

ヨ

弼蒙

・D’

ハ
U
’

91号住居跡土層

1　黄色（5Y　7／6）シルト。マンガン粒を多量含む。

2　にぶい黄色（25Y6／4）シルト。マンガン粒を少量、

　炭化物を微量含む。

3　暗岩黄色（2．5Y　4／2）粘上，炭化物を多量含む。

4　暗灰黄色（2．5Y　4／2）粘土，炭化物を少量含む。

5　炭化物層。

6　黄色（5Y　7／6）シルト。

7　黄褐色（2．5Y　5／4）粘島炭化物を少量含む，

8　褐色（10YR　4／4）粘土。焼土を多量、炭化物を少量

　含む。

9　暗赤褐色（10R　3／2）粘土，焼土を含む。

10明黄褐色（10YR　6／8）粘土。焼土を少量含む。

E

F

菱

312号土坑

笏

305号土坑

　　　　　　　撚

G・

　　　　　　ニヒ　

’F，

1

温

・G’

第16図　A区91号住居跡、305号・311号・312号土坑
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って、それぞれの上面が削平されている。

　各辺長は、北辺が5．50m、東辺が4．72m、一辺が5．19m、西辺が3．16mを計る。西辺

が極端に短く、北・南辺が膨らみ、東・西辺が窪みをもっため、全体では台形に近い不整

形を呈することとなる。北辺と一辺の中聞ラインの方位は、N－8．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、60cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、安定している。応訴及び北辺東半以外の壁直下に

は、周溝が断続して廻っている。幅15cm前後であるが、南辺南東隅は最高で45cmを測る部

分もある。深さは10～懲cm前後を計る。

　ピットは、柱穴と思われ、竪穴形態と相似形に4ヶ所穿たれている。いずれも円形を呈し、

北西ピットは径23艦、深さ22cm、北東ピットは径28×35臓、深さ20cm、南東ピットは

径20臓、深さ28cm、南西ピットは径20c阻、深さ16cmを計る。各ピット芯々問距離は、

北辺3、70m、東辺3．22m、南辺3．17m、西辺1．54mである。

　北辺2ピットの中間内側に、炉が設けられている。南北84cm、東西132cmを計り、南東

部がやや窪むものの、ほぼ長円形を呈する。西隅には焼土上に長円礫が置かれている。ま

た周囲には炭化物が厚く堆積している　（第5層）。

　覆土は、下層が少量の炭化物を含む暗灰黄色粘土（第4層）、中位に少量のマンガン粒及

び微量の炭化物を含むにぶい黄色シルト（第2層）、上位に多量のマンガン粒を含む黄色シ

ルト（第！層〉が堆積している。壁際では、第4層の下位に黄色シルト（第6層〉が堆積し

ている部分が多く、北辺の一部では少量の炭化物を含む黄褐色粘土（第7層）や、多量の焼

土及び少量の炭化物を含む褐色粘土（第8層）がみられる部分もある。

　遺物は、土師器台付甕（2・3）が出土している。須恵器杯（1）は、床面上に一部堆

積した、本住居跡覆土と異なる砂質土に含まれており、本跡に伴わないものと考えられる。

92号住居跡M－5・6グリッドにかけて位置している。第一確認面からの検出である。

（第17図）

（第15図）

　東辺上位は310号土坑によって削平され、南半は9号井戸跡及び6号不明遺構によって

　大きく切断されている。また、検出段階が遅かったため、西側では壁を検出できていな

い。このため辺長は、島辺が5，27憩であることが知れるのみである。北辺南辺とも、東辺

から90度以上に開き、全体では台形に近い不整形を呈することとなると思われる。

　壁は、下端が検出されたのみであり、形状は不明である。東辺方位は、N－20◎一Wを

示す。

　床面は、凹凸がみられ、不安定である。それでも東壁から2．7m前後の東半部分は比較的

安定しており、この部分から西へ緩傾斜をもって上昇している。当初、この部分で竪穴が

終了するものとも思われたが、一旦上昇した後の西側の平坦部分にも同…覆土が連続して

おり、同一竪穴としたものである。床面上から、ピット等は検出されていない。

　カマド等は、検出されていない。

　覆土は、多量の酸化鉄及び少量の炭化物を含むオリーブ褐色シルト（第2層〉である。遺

物は、土師器杯（i＞、須恵器甕（2＞が出土している。
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N　A区の遺構と遺物

310号土坑　　・お せ B ・B’

喝 92号住居跡

0， 3沿弩土坑土層

1　　1こ港ζレ、黄色（2．5Y　6／3）＊占二L⊃

　マンガン粒を多量、酸化鉄を

　少量含む。

9号井戸跡

’’

～
－
・
く

　　’
　♂　ノ　ノ
　／

／

／

／

司。’

6号不明遺構

A ・A’C・

離 職灘1

92弩｛i露跡土層

1　黒魚（1G駅2／1＞炭化物屡。焼土粒を多量含む。

2　オリーブ黄色（7．5Y　6／3）シルト。酸化鉄を多量、炭化物を少量含む。

・C’

9馨井戸蹴ヒ層

1　黒褐色（10YR　3／2）粘土，白色軽石粒（火山灰？）を多量、酸化鉄を少量含む。

2　灰色（7，5Y　6／1）シルト。白色軽石粒（火山灰？）、酸化鉄を少量含む。

3　双色（10Y　5／1）シルト。白色軽石粒（火山灰？）、浅黄色（7．5Y　7／3＞粘土、

　マンガン粒を少量、酸化鉄を含弧

4　褐灰色QO職荊）シルト。酸化鉄を多量、白色軽石粒（火山灰？）を少黛含弧

5　褐灰色（亙0駅5／1）シルト。酸化鉄、白色軽署粒（火山灰？）を少量含むb

6　黄灰色（2，5Y　4／1）シルト。酸化鉄、白色軽石粒（火山灰？）を少羅禽弧

ア　欝灰色（5PB　5／／＞シルト。酸化鉄を少量含む，

0　　　L灘28、500m　　　2m

一」1：60
8　黄灰色（2，5Y　4／1）シルト。酸化鉄を少量：含む。

9　暗灰色（N3／0）シルト。

10　黒色（2．5Y　2／1）シルト。

11黄灰色（2．5Y　5／1）粘土。酸化鉄を少量含む．

12緑黒色（5G　2／1）シルト。

1392号住居跡第2層覆土。

14　6号不明遺構覆土，

第17図　A区92号住居跡、3壌0号土坑、9号井戸跡

93号住居跡○一6・7グリッドにかけて位置している。第一確認面下位からの検出である。

（第18図） 　北西隅を！0号井戸跡によって切断、西側を332号土坑によって削平されている。

　辺長は、北西隅が10号井戸跡によって切断されているため、北辺・西辺は計測できない

が、東辺4。83m、南辺4．76mを計り、北辺・西辺もほぼ直交していることから、全体では

ほぼ正方形を呈するといえる。主軸方位は、N－14．一Wを示す。

　壁は、ほぼ直線を成す部分と、湾曲する部分がみられる。

　床面は、凹凸はほとんどないが、硬くしまった部分もなく、不安定である。壁直下には、

底辺を除いて周溝が廻る。幅は13～24c穣、深さ5～14cmと、共に安定していない。南辺

中央から南東隅寄りに径28×37c鍛、深さ15c鍛のピットが穿たれている。
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灘
〉

10号井戸跡

、

B

04

李

　　　／（∂
％一3

・
〉
．

93号住居跡

　
　
　
、

＼、郵
！
X

、・
〉
．

　ノ

332号土坑、

⑤1

93号住居跡土層

1　褐灰色（7，5YR　6／／）シルト。マンガン粒を多量含軌

2　黄灰色（2．5Y　6／！）シルト。マンガン粒をやや多く含む，

3　黄灰色（25Y　6／2）シルト。酸化蘇マンガン粒を少量、

　シルトブロックは部分的にブロック状を呈する。

4　褐灰色（7，5YR　6／1）シルト。

5　オリーブ灰色（2．5GY　6／Dシルト。3層を混在し、酸化鉄

　をブロック状に、炭化物を帯状に含む、

6　灰白色（2，5Y　8／2）粘土。酸化鉄、炭化物を含む。

O　　　L識28，500m　　　2m

ヒ＝＝一1：60

　B・

10号
井戸跡［

◎

・B’

・B’

1

2

3

5

2

4

2

∠
1

2

3

第18図　A区93号住居跡及び出土遺物

4

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝＝＝＝＝＝＝一1　：4

第8表　A区93号住居跡出土遺物観察表（第18図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考
：11畏

土師器・　　　　一 10．7 8．1 5．6 ①④② ② 榿 完形
内面上位横のナデ、下位ナデヅケ。内面

z炭。二次加熱。
嘗a：》

土師器・　　　　『

一 『 『 ①④③⑥ ② 明赤褐 2／5
全面表面剥離した部分多いが底面には内面に

iデツケ、外面には削りの痕跡がみられる。

3 土師器・甕 （10．8＞

一 一 ①②④③ ② 浅黄機 上位1／5 内面一部炭化物付着。

4 土師器・甕 （16，9）

一 一 ①②④ ② 榿 口縁部1／8 全面吸炭。外面炭化物付着。

一44一



W　A区の遺構と遺物

　炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から多量のマンガン粒を含む褐灰色シルト（第1層）、やや多量のマンガン

粒を含む黄灰色シルト（第2層）が自然堆積しているが、これより下位の土層は、いずれも

投入土の様相を呈している。第3層は、少量の酸化鉄・マンガン粒を含み、灰色シルトブロ

ックと黄灰色シルトの混在層、第5層は、第3層を混在し、酸化鉄をブロック状に、炭化物

を帯状に含むオリーブ褐色であり、両層が上下に入り組み、中間に第4層・褐灰色シルトブ

ロックがみられる部分もある。また、床面上の一部には、酸化鉄及び炭化物を含む祈言色

粘土（第6層）が堆積している。

　遺物は、土師器　（1・2）、土師器甕（3・4）が出土している。

94号住居跡0－7グリッドに位置している。第一確認面からの検出である。

（第19図）　西側は調査区外に延伸し、北側を10号井戸跡及び、319～322号の4基の土坑、及び322

（第20図）号土坑に切断されている。逆に95号住居跡の上面を削平している。

（第21図） 　北畑が土坑群の北西部に検出されたが、安定せず、本跡の壁であると断言できないが、

多量のマンガン粒を含むオリーブ黄色シルト（第1層）がこの部分まで堆積していること

から、本跡の北壁としたものである。南辺からの距離は、9．25mを計る。

　しかし、石壁直下の彰彰が中断した地点から北側部分のみに、多量のマンガン粒を含む

オリーブ灰色シルト（第3層）が堆積し、この南縁でほぼ垂直の壁面をもつこと、93号住

居跡覆土中に本立の覆土及び床面が延伸していないことを勘案すると、第3層は本心覆土で

はなく、由縁が本命の北壁であり、第！層は異なる2遺構に共通した覆土であると考えるこ

とが妥当であろう。これによれば、南北の長さは、6．30m前後となろう。また、主軸方位

は、N－1400－Wを示す。

　東・南壁は、一部（第19図Fライン付近）がやや緩傾斜となるが、他の大部分は直線的

で急傾斜を成している。

　床面は、凹凸が激しく安定していない。東・南壁の直下には、周溝が廻っている。幅は

17cm前後、深さ5cm前後である。

　ピットは、竪穴南東隅寄りと、南辺と平行した西側に2ヶ所穿たれている。竪穴南東隅寄

りピットは、径38cm、深さ20cm、西側ピットは、径44cm、深さ16cmを計る。

　カマドは、南壁から張り出して設けられている。しかし前面に周溝が廻り、使用されて

いた状況を示しているものではない。ただ、床面下に位置するところがら、炭化物を含む

土層（第19図Dライン・第4～第6層〉が検出されたのみである。各部の詳細も不明である

が、断面形態は、床面より下位にピット状に掘り込まれ、緩傾斜から湾曲する奥壁に至っ

ている。平面形態は、幅・奥行共に90cm程で三角形を呈する張り出しである。

　覆土は、先のみた第！陛下に、多量のマンガン粒・酸化鉄粒、少量の炭化物粒を含む灰オ

リーブ色シルト（第2層）が堆積している。壁際には、第2層の下位に灰色シルト（第4層）

が堆積している部分が多い。
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第9表　A区94号住居跡出土遺物観察表（第20・21図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　二h 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

1 須恵器・杯 一 『 ｝ ①②⑤⑥ ① 灰 底面一部のみ 外底面吸炭。

櫛 土師器・杯 （14．0＞ 2．7
　 ③①② ② 赤褐 V2 全面吸炭。内面一部炭化物付着。

3 土師器・杯 （148＞ （5．5）

『 ③②①④ ② 榿 1／4 内外面共表面剥離し部分多い。

土師器・杯 墨4．1 3．8

一 ③②①④ ② にぶい鐙 完形 内外面吸炭。内面一・部炭化物付着。
擁：、1：

二：虹師需・杯 13．6 3．8
『 ③④①② ② にぶい黄褐 3／4 金癖吸炭。内面煤付着。二次加熱。

6 土師器・杯 （12，5）　一
｝ ①②③④ ② 赤 ．と部1／8 傭都外揃斜を主捧としたケズリ痕。二次加熱。

驚il 土師器・甕 圭5、6　　13．8 ア．2

難
② 鐙 島形

外編全懸吸炭。内藤中位から覇縁下端炭化

ｨ付着。二次繍熱。全捧に歪みが激しい。

8 土師器・甕 〈17．4）

一 ㎜ ⑥①②③④ ② 擬 上位3忽 内外闘一丁吸炭。タ懸一部煤付着。二次寿嚥。

9 土師器・甕 〈絡31
』 ｝ 、6234圭 ② 「浅黄鐙　　　　　際縁部鵬 編部内下闇炭。胎土中砂礫多。

砥石 長さ8護　厚さ隻、9　幅6，5　璽さ圭61g　　　　　　　　　　　　　　　一

ζ難 石製紡錘箪 下端径蓬，0　孔径0、5 上部欠 丁丁及び丁丁線刻有り。

Ki 管玉 長さ2．1最大径0．7　孔径大α3小O．2 丁丁 緑色凝灰岩。

13 須恵器・甕 ㎜ 一 ①② ① 灰 一
】4 須恵器・甕 ｝ 一 ②① ① 灰 一

15 土師器・甕i
｝ ｝ ④①②③⑥ ② 榿

一
⊥6 土師器・台付甕 『 ｝ ①②④ ② 暗赤褐 丁丁部のみ 1つ山州出隅ゴ共「及炭〇　二二次カロ熱。

17 土師器・台付甕 一 ｝
ll．7 ①②④ ② 明赤褐 脚部のみ

脚部外諭ゴ寧なミガキ、内面上位指頭に

謔驛iデツケ、下位ナデ。二次加熱。

18 ⊥師器・甕 ㎜ 一
（5，1／ ⑥①② ② 二二 底部2／5 内面吸炭。二次加熱。

｛9 土師器・盛 （15，0）

一 ｝ ①③②④ ② にぶい鐙 口縁部1／7

；1⑳ 土師器・甕 （17、1）

『 一 ①③②④ ② 榿 底部欠1／8

2｝ 土師器・増 〈／圭．4）

一 一 ② 浅黄鐙 口縁部轡

22 土騨器・増　　　一 一 謝
② 二二灰 一

ll職 土鎌羅・甕　i182 39．7 5．2 ⑥②①③ ② 淡鐙　　　　　　　，腿部圭ノ2欠

24 礫 長さ5、6　囁4、0　厚さL6重さ60g i一

25 礫 長さ圭0．5　幅4，2　厚さ3．0　璽さ2婆Og
一

26 礫 長さ13．5　幅6．4　厚さ2．9　璽さ400g
㎜

27 礫 長さ　14、6　幅5．O　厚：さ4．4　璽さ500g
㎜

28 礫 長さ沿3　幅6．1厚さ4、8　重さ470g

29 礫 長さ15．0　幅6．3厚さ43　重さ625g

30 礫 長さ15．0　幅、8．5厚さ4、7　重さ1，110g

31 礫 長さ15，7　幅7．0　厚さ46　重さ790g

32 礫 長さ46，5　幅23．5　厚さ4．6　重さ5，700g
一

33 礫 長さ5．5　幅2，3　1草さ2，6　重さ60g
一

3護 礫 長さ4．3　1隔2，6　厚さ2、1　重さ37g
一

35 礫 長さ8、0　幅6，2　厚さ進．2　璽さ280琴
一

36 礫 長さ8、8　編6，3　厚さ3．3　璽さ320g
一

37 礫 長さ9恩　　幅48　厚：～き3．4　重さ200g
一

38 礫 長さ墨歌6　編8．8　厚さ3．6　重さ50eg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i一
［

39 礫 長さi2．5　編4．ア　厚：さ3護　　童さ3Bg i一

廷。 礫 長さ13．0　編5．0　厚：さ4、2　　璽さ365g
一

41 礫 長さio．7　幅73　厚さ5，9　重さ480g
｝

42 礫 長さ13．G　幅6、0厚さ3．5重さ490g ｝
43 礫 長さ14、2　幅5．2厚さ5，2　重さ550g

『

44 礫 長さ14．3　幅5．7厚さ4．0　重さ585g
　

45 礫 長さ15．2　幅7、0　厚さ3、6　重さ535g
『

46 礫 長さ15．8　幅6、7　厚さ3．5　重さ510g
『

47 礫 長さ17．1幅6．3厚さ4．3　重さ725g ｝
48 礫 長さ16．8　幅8、0厚さ6．2　重さ956g

『
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￥
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94号住居跡

o

・B’

94・95号住居跡土層

A－A1・B－B／
1　オリーブ黄色（5Y6／3）シルト。マンガン粒を多量含む6

2　灰オリーブ色（5Y6／2）シルト。やや粘土質。マンガン粒、酸化鉄粒を多量、炭化物粒を少量含むも

3　オリーブ灰色（10Y6／2）シルト（粘土質）。マンガンを多量含む、

4　灰色（10Y6／1）シルト。94号住居跡の蟹翫

5灰色（5Y6／1）シルト（やや粘土質）。下位にオリーブ黄色（5Y6／4）シルト粒を多量含む㌔

6　灰オリーブ色（5Y5／2）粘土（シルト質）。ブロック状に灰白色（5Y7／2）シルト、マンガン粒が点在して

　いる。
7　黄褐色（2．5Y5／3）粘土（シルト質）。

8　灰色（75Y5／1）シルト。灰白色（7．5Y7／2）シルト粒が小ブロック（α5～1cm）状に点在している。部分

　的に極めて多量に集中している部分もある。

9　オリーブ灰色（10Y5／2）粘土（ややシルト質）．灰色（5Y7／2）シルトを多量含む。

10灰白色（5Y7／2）シルト（やや粘土質）。浅黄色（5Y7／3）シルトを含む、

11灰色（10Y6／1）シルト。灰オリーブ色（7．5Y6／2）シルトを部分的に少量含む。灰オリーブ色シルトを

　含まない部分は、ほぼ粘土化している。

12オリーブ灰色（2．5GY6／1）シルト。灰オリーブ色（7．5Y6／2）シルトを多量に含むが、11層より粒子が

　極めて細かい。炭化物を微量に含む。

13オリーブ黄色（7．5Y6／3）シルト。極めて砂質。上位の一部で5層の上が混入している。

14灰色（乳5Y6／1）粘土（シルト質）。灰白色（τ5Y8／2）シルト粒をやや多く含むも粘性強い。

15灰色（5Y6／1）砂。

C－C’　（94号住居跡内土坑）

1　褐灰色（10YR6／1）粘土（シルト質）。浅黄色（Z5Y7／4）シルトを部分的に多量に含む。

2　1層とほぼ同質だがよりシルト覧浅黄色（2．5Y7／4）シルトを多量に含むも

3　黄灰色（2．5Y6／1）粘土（シルト質）。炭化物粒を微量に含む』

4灰白色（2．5Y7／1）粘土（シルト質）。かなり粘土化している。

5　燈色（5YR6／8）焼土層。

6　灰白色（10皿～7／1）シルト。マンガン粒多量、燈色（5YR6／8）焼土塊力沙量点在している。

7　にぶい黄色（2．5Y6／3）シルト（やや砂質）。

8　灰色（5Y6／1）粘土（シルト質）。炭化物粒微量に含む。

9　褐灰色（10YR6／1）シルト（やや砂質）。マンガン粒、炭化物微量に含む。

　　　　　ノ

D－Dノ　（94号住居跡カマド）

1　オリーブ黄色（7．5Y6／2）シルト（粘土質）。

2　黄褐色（2．5Y5／4）粘土（シルト質）。

　マンガン粒を多量含む。

3　にぶい黄褐色（10皿5／4）シルト。

4　灰黄色（2．5Y7／2）シルト。炭化物を少量含起

5　灰オリーブ色（5Y6／2）シルト（やや粘土質）。

　炭化物をやや多量含む。

6　にぶい黄褐色（10盟6／3）シルト。

　マンガン粒、炭化物を微量含む。

7　灰色（5Y6／1）シルト（やや砂質）。

1

7
9

2
13 5 6

10 12

ヒニ＝＝＝二二士二二二二二二ニゴ1：60
0　　　L＝28．500m　　　2m 雛

E－E！　（95号住居跡カマド）

1　オリーブ黄色（7．5Y6／3）シルト（粘土質）。灰白

　色（10Y7／2）粘土を主体として、小ブロック状

　に黄褐色（10YR7／8）シルトが点在している。

2

3
45

6

灰黄色（2．5Y6／2）粘土（シルト質）。

1層とほぼ同様だが粘性は強い。

明黄褐色（2．5Y5／4）粘土（シルト質）。

黄褐色（2．5Y5／4）シルト。マンガン粒多量、

炭化物が僅かに点在している。

灰オリーブ色（7．5Y5／2）シルト（砂質）。

天井部崩落、b炭化物を少量に含む。

黄褐色（25Y5／6）シルト（やや粘土質）。

炭化物を多量に含む．

第19図　A区94号・95号住居跡、319号・320号・321号・322号・332号土坑
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第21図　A区94号住居跡出±遺物（2）

　遺物は、土師器　（6）、土師器甕（8・9＞、須恵器甕（13・

14・15）、側面及び広面に格子状線刻の入った石製紡錘車（1！）、

管玉（！2）が出土している。また、上包器甕（23）、及び土師器

台付甕（16・17）、土師器壷（19・20）、土師器増（2！・22）

は、本卦検出時に出土しており、帰属は不明である。また、土師

器杯（3）は3欝号土坑、須恵器杯q＞、土師器杯（2・4・5）、

土師器甕（7・8・18）、砥石（10）は332号土坑に帰属する遺

物である。

　カマドは、

周溝が廻り、使用されていた状況を示しているものではない。ただ、床面から緩傾斜をも

って奥壁に移行し、最下層に炭化物を含む土層（第19図Eライン・第6層、第4・第5層も

わずかに含む）が検出されたのみである。各部の詳細も不明であるが、断面形態は、緩傾

斜から直立する奥壁に至っており、平面形態は、前面幅75cm、奥行！！6cm程で三角形を呈

する張り出しである。

　覆土は、灰白色シルト及びマンガン粒をブロック状に含む灰オリーブ色シルト質粘土

（第6層〉、黄褐色シルト質粘土（第7層）、灰白色シルト粒をブロック状に多量に含む灰色

シルト（第8層）、灰色シルトを多量に含むオリーブ灰色シルト質粘土（第9層）、浅黄色

シルトを多量に含む灰白色粘土質シルト（第10層）、灰オリーブ色シルトを含む灰色シル

ト（第11層）、多量の灰オリーブ色シルト及びわずかな炭化物を含むオリーブ灰色シルト

（第12層〉、灰白色シルト粒を多量に含む灰色シルト質粘土（第14層〉が入り組んで堆積し

ている。いずれも、投入土の様相を呈している。

　遺物は、磨耗した土師器甕の細片が出土したのみで、図示可能なものは出土していない。

　　　　　95号住居跡　（第19図）

　　　　　　○一7グリッドに位置している。カマドのみが第一確認面か

　　　　　　らの検出であり、竪穴全体は94号住居跡の下面に位置している。

　　　　　　また、南西隅が調査区外に延伸している。

　　　　　　辺長は、南西隅が調査区外に延伸しているためは正確ではな

　　　　　いが、北東辺3．00m、南東辺4。62m、南西辺5．10m（推定）、

　　　　　北西辺4．60m（推定）を計る。北西辺が短い台形を呈するとい

　　　　　える。主軸方位は、N－129．一Wを示す。
23

　　　　　　壁は、北西及び南西の西隅部分が緩やかな傾斜となるものの、

　　10cm　他は直線的で急傾斜を成している。

　　　　　4
　　　　　　床面は、凹凸が激しく安定していない。壁の直下には、北東辺

　　　　　東隅部を除いて、周溝が廻っている。全体に浅く、形状も安定し

　　　　　ていない。幅は15～45cm前後、深さ2～5cm前後である。

南壁中央から張り出して設けられている。しかし、94号住居跡同様、前面に

一50一
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327号・328号」三坑＝t撰馨

1褐灰色（7．5YR　5／！）シルト。目色（7．5YR　7／6）シルト粒

　を多量、炭化物を少難倉む。

2　黄澄色（！0駅8／6）シルト。灰黄色（2，5Y　7／2）シルトを

　多量含む。

3　にぶい黄色（2．5Y　6／3）シルト。炭化物をやや多量、

　マンガン粒を多量含む。下位はやや粘土質。
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96簿イ据跡・333弩土坑土層

1　褐灰色（7，5YR　6／1）シルト。酸化鉄、マンガン粒を多量含む。

2　黄灰色（2．5Y6／Dシルト。部分的にやや粘土質。酸化鉄を多量含む。灰白色（a5Y8／D

　シルト、黄燈色（10YR　8／6）シルトをブロック状に含む。

3　黄褐魚（2，5Y　6／3）シルト。2層と同様であるが粘1生が強い。

4　にぶい黄色（2．5Y　6／3）粘±：（シルト質）。黄灰色（25Y　6／Dシルト、黄燈色（IO膿8／6）

　粘土癒極多量含む。

5　褐灰色（10駅5／1）粘±（シルト質）。黄燈色（10YR　8／6）シルトを多量、灰白色（2．5Y　8／1＞

　シルトを少量含む，

6　灰白色（5Y　7／2）粘土（シルト質）。黄澄色（10YR　8／6）シルト、マンガン粒をブロック状に

　含む。下位はシルト状、

7　灰白色（／0yR　7／1）シルト。部分的に粘土と砂が混在する。

8　5縢と岡様であるが、やや砂質。

9　灰麟色（10駅7／1）シルト（シルト質〉。黄澄色（10膿8／6）シルトを小ブロック状に含む。

10　灰欧竺（｝OY只7／1）シノレト。やや砂質。

H　灰白色（2，5Y　7／1）シルト。マンガン粒、炭化物を少鍛、酸化鋳敷量含む。

12灰色（5Y　6／1）粘土（シルト質）。にぶい髄（7．5膿7／4）シルトを小ブロック状に含む。

13褐灰色（10YR　6／！）粘士（シルト質）。！2層に近く、混入粒｝子はほとんどない。粘性強い。

14灰白色（2．5Y7／1＞シルト。にぶい掩色（7．5膿7／4）シルト織を／敷量、炭化物を少量含む。

15灰白色（5Y　7／1）粘土（シルト質）。炭化物粒をごく微戴含む。

16灰黄色（2，5Y　7／2）シルト。多量の明黄褐色（2，5Y　7／6）シルトを小ブロック状に含む。

17灰色（7，5Y　6／1）シルト。／6層と同様の混入粒子をやや多最含む。

18灰色（7、5Y　6／1）シルト。17層と同質の土を主体としているが、粒子が極めて粗い。

　　にぶい燈色（7．5Y　7／4）シルトをやや多量含む。

19灰白色（2．5Y8／Dシルト。にぶい榿色（7．5Y7／4）シルト、灰色（5Y5／1）シルトを極微量

　　一部、灰白色（2．5Y　8／1）砂を微量含む。

20灰色（7．5Y　5／D粘土（シルト質）。オリーブ黒色（7．5Y　3／Dシルトを小ブロック状に、

　　マンガン粒を部分的に多量含む。粘性きわめて強い。

2至炭化物層。20層を主体とする粘±層中に炭化物を極多量悼む。

第22図　A区96号住居跡、327号・328号・333号土坑
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96号住居跡P－7・8グリッドにかけて位置しており、一部が0－7グリッドに広がっている。第一

（第22図）

（第23図）

確認面下位からの検出である。

　西側は、調査区外に延伸し、南東辺の一部は333号土坑によって切断されている。また

南西辺は、97号住居跡が接するように構築されており、壁の一部が切断されている。

　西側部分が調査区外であるため、全体規模は知れないが、南東辺が5．95mを計り、これ

と直交して北東・南西辺が配されているところがら、形態は、一辺6m前後の正方形を基

本にしていると考えられる。主軸方位は、N－40．一Wを示す。

　壁は、全体的にやや緩やかな傾斜となる。

　床面は、凹凸がほとんどなく、部分的に硬化した面もみられ、安定している。壁の直下

には、周溝が断続して廻っている。幅は10～18cm前後、深さは、南西壁下で浅い部分もあ

るが、ほぼ8cm前後で安定している。

　床面上に炉等は検出されていないが、竪穴東隅寄りの北東壁下には、径45．0縢、深さ！8

cmの円形ピットが穿たれている。中からは、いずれも底部のない土師器甕（3・4、台付

か）が横位に重なった状態で出土している。

　覆土は、多量の酸化鉄及びマンガン粒を含む褐灰色シルト（第1層〉、灰白色シルト及び

黄榿色シルトをブロック状に、また多量の酸化鉄を含む黄灰色シルト（第2層）、第2層と

同様であるもののやや粘質の強い第3層、黄褐色粘土を極多量に含むにぶい黄色シルト質粘

土（第4層）、多量の黄墨色シルト及び少量の灰白色シルトを含む褐灰色シルト質粘土（第5

層）、黄榿色シルト及びマンガン粒をブロック状に含む灰白色シルト質粘土（第6層）、部分

　　　　　　2

へ

　
ミ

4

0　　　　　　　　　　　　1G㎝

3

第23図　A区96号住居跡出土遺物
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IV　A区の遺構と遺物

第10表　A区96号住居跡出土遺物観察表（第23図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　ii周 残　存　率 備　　　　考

1 こh師器・甕 （13．0）

一
①⑥④ ② 赤褐 上位1／5 内外面一部三炭。二次加熱。

罷塵窺
土師器・甕 15．2

一 一 ⑥①③②④ ② 概 上位3／5 外面吸炭。内面剥離した部分多い。二次加熱。

・蟻：1

土師器・甕 （16、1）

一 一
①②③⑥④ ② 明赤褐 底部欠1／2

胴部上位のみ鏑毛目。中位～下位は縦のナデが加わる。全

ﾊに吸炭。内外面の一部に炭化物付着。二次加熱。

4
1

謡磯・台付甕 ／6．0

一 一 ⑥①②④ ② 櫨 下位欠
口唇部押捺の後刻み轡。括れ部薩下、一部横のナデが加わ

驕B外面煤付着。二次繍熱。

15ノ
土師器・壷 13．6 23．3 4．3 ②③① ② 搬 体部1／2欠 舞縁部横ナデ。欄納霞ナデ、申｛立…際のみ本朗簾異。一部吸炭。

的に砂と粘土が湿在する灰白色シルト（第7層）、第5層と同様であるもののやや砂質の強

い第8層、黄燈色シルトをブロック状に含む灰白色シルト（第9層）、灰白色シルト（第

lO層）、マンガン粒・酸化鉄粒・少量の炭化物を含む灰白色シルト（第11層）、にぶい鴬色

シルトをブロック状に含む灰色シルト質粘土（第12層）、褐灰色シルト質粘土（第13層）、

少量のにぶい榿色シルトおよび炭化物を含む灰白色シルト（第！4層）、炭化物を極わずか

に含む灰白色シルト質粘土（第15層）がり組んで堆積している。第！層以外、いずれも投

入土の様相を呈している。

　このうち、第2・3・14・6層は、333号土坑にも堆積しており、同土坑が本来本住居

跡に付随していた可能性が高いことを示している。なお土坑内には、オリーブ黒色シルト

をブロック状に含む灰色シルト質粘土（第21層）及び、第21層を主体として多量の炭化物

を含む第22層が堆積している。

　遺物は、先にみた円形ピット内から土師器甕（3・4）のほか、床面上から土師器甕i

（！・2＞、土師器壷（5）が出土している。また、333号土坑からは、土師器壷（6）が

出土している。

97号住居跡P－7・8、Q－7・8グリッドにかけて位置している。第一確認面下位からの検出であ

（第24図）　る。

　　　　　　西側及び南側は調査区外である。北東辺の一部で329号土坑を切断しているが、覆土の

　　　　　　上面は98号住居跡によって削平されている。また最上面は、河川跡によって潮平されて

　　　　　いる。

　　　　　　西側及び南側部分が調査区外であるため、全体規模は知れないが、北東辺が4．96mを計

　　　　　り、これと直交して北西・南東辺が配されているところがら、形態は、一辺5m前後の正

　　　　　方形を基本にしていると考えられる。主軸方位は、N－48．一Wを示す。

　　　　　　壁は、やや湾曲するものの、全体的に急な傾斜を成している。

　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がなく、安定している。壁の直下には、周溝が各辺ごとに断続し

　　　　　て廻っている。幅は16cm前後、深さはほぼ3～5cm前後で安定している。

　　　　　　床面上に炉等は検出されていない。

　　　　　　覆土は、上位に多量の明黄褐色シルトをブロック状に含む灰黄色シルト（第6層〉、中位

　　　　　に多量のにぶい榿色シルトをブロック状に含む灰色砂質シルト（第8層）、下位に少量のに

　　　　　ぶい無色シルト・灰色シルト及び部分的に灰白色砂を含む灰白色シルト（第9層）が堆積
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8 5
・BF

97・98号住居跡土層

1　灰褐色（7，5YR　4／2）シルト。燈色（2，5YR　6／8）焼土、明オリーブ灰色（2．5GY　7／1）粘土粒

　（シルト質）が小プロソクα～2【蜘状に多量に含まれている

2　修し明オリーブ灰色（2．5GY　7／D粘土（シルト質）中に炭化物、燈色（2。5YR　6／8）焼土

　ブロックが多量混在する。

　にぶい黄色（2，5Y　6／3）シルト。酸化鉄をやや多里炭化物粒を少量含む，

　灰白色（2．5Y　7／Dシルト。酸侃鉄を多量、3層より大粒の炭化物を少量含む。

　4層と岡様であるが、鞍子が極めて綱かく、炭化物を極少嚢である。

　灰黄色（2．5￥7／Dシルト。小ブロック状の明黄褐色（25Y　7／6＞シルトを多量に含む，

　灰色（7．5Y　6／／）シルト。6層と同様だがやや多量に含む。

　灰色（7，5Y　6／1）シルト。粒子が極めて粗くなっている。にぶい燈色（7．5Y　7／4）シルト

　をやや多量含む。

9　灰臼色（2．5Y8／Dシルト。にぶい澄色（7．5Y　7／4）・灰色（5Y　5／1）シルトを極微量含鉱

　一一部灰白色（2．5Y　8／！）砂を微量含む。

329号二i＝坑d二層

1　にぶい黄色（2，5Y　6／4）シルト。黄漁色（10YR　7／8＞シルトを小ブロック状に多騒倉む。

2　灰白色（2．5Y　7／Dシルト。灰白色（2、5Y　8／D砂粒を極めて多量に含むb

3　灰黄褐色（10膿5／2）粘土（シルト質）。炭化物粒（α5～1㎜Dをやや多量に含む』

緩　灰黄色（2。5Y　7／2＞砂質層。炭化物紋（0．5欄〉を微量に含む。

5　灰オジープ色（5Y　6／2）シルト（やや織土質）。炭化物鋤量に含む。

6　灰魚（7，5Y駆〉粘土（シルト質）。灰窪色（？．5Y　7／2）シルトが主体である。（97禦i嫉磯寒覆土／

鍵懲藝一、
　　　　　　　　　　1

懲ジ、、

○　　　　　　　　　　　紛。識

ヒ＝＝＝＝一1　：4

第24図　A区97号・98号住居跡、329号土坑、97号住居跡出土遺物

している。また第6層と第8層の問には、極多量の明黄褐色シルトをブロック状に含む灰色

シルト（第7層）の堆積している部分もみられる。

遺物は、覆土中から甕（1・2）が出土している。！・2は、同一個体である可能性が

尚い。

第11表　A区97号住居跡出土遺物観察表（第24図）

臨 器　種 曙蚤 器高 底径 胎　土 焼成 魯　　調 残　存　率 備　　　　考

圭 弥生土器 … ｝ 一 ①②③ ① にぶい燈 口縁部

2 弥生土器 ｝ 一 一 ①②③ ① にぶい檀 口縁部
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N　A区の遺構と遺物

98号住居跡P－7・8、Q－7・8グリッドにかけて位置している。第一確認面からの検出である。

（第24図）　西側及び南側は調査区外であり、97号住居跡覆土の上面を削平している。また最上面は、

　　　　　河川跡によって削平されている。

　　　　　　西側及び南側部分が調査区外であるため、全体規模は知れない。現状では、北東辺が

　　　　　2，40m、南東辺が2．15mを計る。

　　　　　　壁は、下端が確認されたのみであり、形状は不明である。

　　　　　　床面は、やや凹凸があるものの安定している。

　　　　　　床面上にピット等は検出されていない。

　　　　　　カマドは、北東辺に、壁から張り出して設けられている。壁面口幅40c無、奥行は、南東

　　　　　部側が75cmであるが、北西側は85c鵜を計る。前面に炭化物を含有する土層〈第3・4層〉、

　　　　　中聞に焼土ブロック及び炭化物を含有する土層（第2層）、奥に焼土を含有する土層（第1

　　　　　層）が堆積している。焼土化した面が確認されず、機能の区別はつかない。断面形は奥に

　　　　　向けて緩やかに傾斜し、重壁部分では湾曲して立ち上がっている。平面形は、長円形を呈

　　　　　する。カマド主軸ラインの方位は、N－48．一Wを示す。

　　　　　　覆土は、上位に多量の酸化鉄及び少量の炭化物を含むにぶい黄色シルト（第3層）、下位

　　　　　には、第3層と同様であるが、全体に粒子が細かい第5層が堆積している。

　　　　　　遺物は、ほとんどみられず、図示可能なものもない。

99号住居跡P－7からQ－7グリッドにかけて位置している。第一確認面からの検出である。

（第25図） 　南西隅は330号土坑によって切断され、最上面は、河川跡によって削平されている。

　辺長は、南西隅が330号土坑によって切断されているためは正確ではないが、北辺2、85

m、東辺4．03m、南辺2．66m（推定）、西辺4．00m（推定）を計る。長方形を呈するとい

えるが、南半部分が西にずれ、東西の壁が鍵の手状となる、変則的な形態を呈している。

主軸方位は、N－19．一Eを示す。

　壁は、下端が確認されたのみであり、形状は不明である。

　床面は、凹凸があり安定していない。

　床面上にピヅト等は検出されていない。

　カマドは、北辺中央から北西隅に寄った地点に、壁から張り出して設けられている。壁

面断編50c獄、奥行は、南東部側が140c撮であるが、北西側はH5c恥を計る。炭化物を含有

する土層（第3層）が、前面部分にやや厚く堆積している。焼土化した面が確認されず、

機能の区別はつかない。断面形は緩やかな波状を示して奥に向けて移行し、奥壁部分では

湾曲して立ち上がっている。平面形は、やや中膨みの長円形を呈する。

　覆土は、上位に、明白色シルト・明黄褐色シルト及びマンガン粒を多量に含む暗灰黄色

シルト（第1層）、下位に少量の炭化物及びマンガン粒を多量に含む黄灰色シルト質粘土

（第2層）が堆積している。

　遺物は、ほとんどみられず、図示可能なものもない。
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・α

ら
98’

D ・D’

　　§

330号土坑
ム
、

1　暗灰黄色（2．5Y　5／2＞シルト。灰白色（2．5Y　8／2）シルト粒、明黄褐色（10YR　7／6＞シルト粒、マンガン粒

　を多量含む。

2　黄灰色（2．5Y　4／1）粘土（シルト質）。炭化物粒、マンガン粒を少量含む，

3　黄灰色（2．5Y　4／1）粘土（シルト質）。2層と同質、炭化物粒をやや多量、部分的に小ブロック状を呈し

　て点在している。

O　　　L＝28．500m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝一＝＝ゴ1：60

第25図　A区99号住居跡、330号土坑

㍗ ㍗

灘
調査区外

映
B・

調査区外 映

・B’

O　　　L＝27．800m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝＝＝；ゴ1：60

B ・B’

1　灰色（5Y　5／1）砂。にぶい黄褐色（10YR　5／4＞砂を多量含覗

2　にぶい黄色（2，5Y　6／4）砿マンガン粒を多量含む、

3　灰色（10Y6／1）シルト。マンガン粒、酸化鉄を多量、最下

　位は酸化鉄、マンガン粒を層状に含む。

4　河川跡覆土，

第26図　A区100号住居跡
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W　A区の遺構と遺物

100号住居跡

（第26図）

　　Q－6・7グリッドにかけて位置している。第二確認面からの検出である。

　第1次・第2次そして第5次調査と、三期にわたる調査区域の接点にあたり、東側及び南

側の一部が削除されたものである。また、西側の上面は、河川跡によって削平されている。

筆跡の上面に77号住居跡、66号溝が位置している。

　西側及び南側部分が調査区外であるため、全体規模は知れない。現状では、北東辺が

5，20m、北西辺がL90mを計る。

　壁は、直線的で急傾斜を成している。

　床面は、凹凸が多く安定していない。床面上にピット等は検出されていない。

　覆土は、下位に多量の酸化鉄・マンガン粒を含む灰色シルト（第3層・下面では酸化鉄・

マンガン粒が層を成す）、上位に多量のマンガン粒を含むにぶい黄色砂〈第2層）、最上位

ににぶい黄色砂を含む灰色砂（第1層〉であり、いずれも河川跡の覆土が堆積している。

　遺物は、ほとんどみられず、図示可能なものもない。

2　十　坑

　A区における土坑は、平成14年度・第5次調査で、296号から333号までの38基が調査

されている。第一確認面及び第一確認面下位からの検出である。住居跡を切断し、溝跡に

は削平されている場合が多い。また、遺物の出土が少なく、時期の不明瞭なものも多い。

　遺跡全体では、その形態から以下の五つのタイプに分類されるが、本調査区第5次調査分

では、小型で浅く、概ね円形を呈するタイプ（！タイプ）は確認されていない。。

2タイプ小型で浅く、長方形を呈するタイプである。310号、316号、320号、323号、324号、

　　　　　330号の各土坑が含まれる。

　　　　　　310号土坑（第里7図〉は、M－5グリヅドに位置する。92号住居跡を切断している。西

　　　　　部でやや幅を狭めるものの、ほぼ長方形を呈し、L50×0・85m、深さ20cmを計る。覆土

　　　　　は、多量のマンガン粒、少量の酸化鉄を含むにぶい黄色粘土である。遺物は、出土してい

　　　　　ない。

　　　　　　316号土坑（第28図）は、N－6グリッドに位置する。長円形を呈し、　L40×0・90m、

　　　　　深さ14c鐙を計る。覆土は、多量のマンガン粒、少量の酸化鉄を含む黄褐色粘土である。遺

　　　　　物は、出土していない。

　　　　　　320号土坑（第19図）は、O－7グリッドに位置する。94号住居跡を切断している。北

　　　　　側を319号土坑に切断され、西側は321号土坑と重複している。このため規模は不明であ

　　　　　るが、現状では、（55＋α）×（46÷α）c鶏、深さ15c灘が知れるのみである。長方形を基本とし

　　　　　た形態を呈すると思われる。覆土は、321号・322号各土坑と同じ、318号の核を成す、

　　　　　多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土層である。このため、直接重複する32！号土坑との

　　　　　新旧関係は、明確にできなかった。遺物は、3！8号・320号・322号土坑から出土した破
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片と接合された、土師器杯（第29図318・320・321・322－！）、土師器甑（第29図

318・320・32！・322－2・3＞が出土している。

　323号土坑（第28図）は、O－6グリッドに位置する。平行四辺形を呈し、80×47cm、

深さ10cmを計る。覆土は、マンガン粒及び酸化鉄を含む黄褐色粘土である。遺物は、出土

していない。

　324号土坑（第28図）は、O－6グリッドに位置する。西側が矩形を呈し、東側が丸み

をもつ、変則的な長方形である。LO6×0．40（東部）～O．60m（西部）、深さ10cmを計る。

覆土は、マンガン粒及び酸化鉄を含む黄褐色粘土（シルト質〉である。遺物は、出土して

いない。

　330号土坑（第25図〉は、Q－7グリッドに位置する。99号住居跡を切断している。ほ

ぼ長方形を呈し、L25×0・90m、深さ9cmを計る。床面は、やや凹凸がみられる。覆土

は、マンガン粒及び酸化鉄を含む黄灰色粘土である。遺物は、出土していない。

3タイプ　　小型で深く、円形を呈するタイプである。328号土坑が含まれる。

　　　　　　328号土坑（第22図）は、P－7グリッドに位置する。327号土坑に切断されており、

　　　　　また333号土坑の上位に位置している。このため、規模形態共に不明であるが、北辺両隅

　　　　　が丸みをもち、327号土坑の南側まで達していないことから、本タイプに属するものとし

　　　　　た。現状では、（54＋α）×55c鍛、深さ15c搬が知れるのみである。覆土は、多量の炭化物

　　　　　及びマンガン粒を含むにぶい黄色シルト（第3層）である。遺物は、出土していない。

4タイプ 　大型で深く、方形もしくは長方形を呈するタイプである。296号、299号、300号、301

号、302号、303号、304号、305号、306号、307号、308号、31！号、3！2号、313号、

314号、315号、317号、318号、319号、321号、322号、325号、326号、331号の各

土坑が含まれる。

　これらの各土坑は、さらに3グループに区分される。

　第！のグループは、大型で深く、正方形もしくは正方形に近い長方形を呈するグループ

である。300号、301号、302号、313号、325号、326号、331号の各土坑が含まれる。

　30壌号土坑〈第11図）は、L－6グリッドに位置する。87号・88号住居跡を切断して

いる。南西壁が直角を成さないため、変則的な形態を呈する。下端規模は、長辺／．85rn、

短辺は南側が狭く！．05m、北側がL62mを計る。全体では、正方形を基本としていると思

われる。底面はやや凹凸がみられ、深さは68cmを計る。遺物は出土していない。

　302号土坑（第30図）は、M－5グリッドに位置する。河川跡埋没後の掘削である。8

号井戸跡（309号土坑を含む）を切断している。東側が調査区外に及ぶため、規模形態共に

不明であるが、方形を基本とした形態であると思われる。現状では2．10×（1，96＋α〉を

計る。底面はやや申央部が窪む。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び少量の酸化鉄・マ

ンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土（第16層）である。投入土の様相を呈している。遺物は、
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IV　A区の遺構と遺物

出土していない。

　3給号土坑（第27図〉は、M－6グリッドに位置する。314号土坑によって切断されて

いる。規模は1．70×L60mを計り、ほぼ正方形を呈する。底面はやや凹凸がみられ、深さ

は15cmを計る。覆土は、少量の酸化鉄・マンガン粒及び炭化物をわずかに含む黄褐色シル

トである。遺物は、出土していない。

　325号土坑（第28図）は、○一6グリッドに位置する。規模は3．10×2ユ6mを計り、

ほぼ長方形を呈する。底面はやや凹凸がみられ、深さは33cmを計る。覆土は、灰色粘土粒

子及び酸化鉄・マンガン粒を含む黄褐色シルトである。遺物は、覆土中から土師器杯（第

29図325－1＞、砥石（第29図325－2）、馬歯が出土している。

　326号土坑（第28図）は、P－7グリッドに位置する。西側に壁の崩落した部分がみら

れるが、長方形を呈すると思われる。2、00×L43m、深さ26c擶を計る。覆土は、黄褐色

シルトプロヅク及び酸化鉄・マンガン粒を含む灰オリーブ褐色シルトである。投入土の様

相を呈している。遺物は、出土していない。

　331号土坑（第28図）は、Q－7グリッドに位置する。南側が調査区外に及ぶため、規

模形態共に不明であるが、方形を基本とした形態であると思われる。現状ではし50×

（0．94＋α〉を計る。底面は平坦である。覆土は、酸化鉄・マンガン粒及び黄褐色シルト

ブロックを多量に含む灰オリーブ色シルト質粘土である。投入土の様相を呈している。遺

物は、出土していない。

　第2のグループは、大型で深く、正方形もしくは長方形を呈し、底面の中央もしくは中

央付近に小ピットをもつグループである。なお、この小ピットは、底面・側面共に酸化鉄

で覆われている。300号、305号、312号の各土坑が含まれる。

　300号土坑（第27図）は、K－5からK－6グリッドにかけて位置する。河川跡埋没後

の掘削である。長方形を呈し、2．81×2．04mの規模を示す。深さ58縢で平坦面をもち、

底面中央から北寄り部分には、L80×L55mの規模で、平坦面からの深さ35c紐の不整長

円形の窪みをもつ。窪みは、断面緩いU字型を呈する。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロッ

ク及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土である。投入土の様相を呈し

ている。窪みを含む底而は、酸化鉄で覆われている。遺物は、出土していない。

　305号土坑（第16図）は、M－6グリッドに位置する。90号・91号住居跡を切断して

いる。ほぼ正方形を呈し、2．20×2．15m、深さ65c鶏を計る。底面中央部分には、1．35×

！．25m、底面からの深さ22cmの不整長円形窪みをもつ。窪みの底径は63×38cmを計る。

覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色

粘土である。投入土の様相を呈している。窪みを含む底面及び壁面は、酸化鉄で覆われて

いる。遺物は、出土していない。

　312号土坑（第16図）は、M－6グリッドに位置する。91号住居跡を切断している。西

端が調査区外に及ぶため全体の規模は不明であるが、（3．55＋α）×1．66rn、深さ20cmを

計る。ほぼ長方形を呈する。底面西側には、径45cm、底面からの深さ！0cmの円形の窪み
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をもつ。窪みの底径は20×26c醗を計る。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少量の

酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土である。投入土の様相を呈している。窪みを

含む底面は、酸化鉄で覆われている。遺物は、出土していない。

　第3のグループは、大型で深く、長方形を呈するグループである。296号、299号、

303号、304号、306号、307号、308号、311号、314号、315号、317号、318号、

319号、321号、322号の各土坑が含まれる。

　296号土坑（第27図）は、至一5からJ－5グリヅドにかけて位置する。河川跡埋没後

の掘削である。台形に近いがほぼ長方形を呈し、3．06×L85～2。15m、深さ95c獄を計る。

覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色

粘土である。投入土の様相を呈している。遺物は、馬歯が出土している。

　299号土坑（第27図）は、J－5から」一6グリッドにかけて位置する。河川跡埋没後

の掘削である。ほぼ長方形を呈し、3．37×！，55mを計る。底面は段を成し、東側が浅く深

さ75cm、西側が深く深さ1．05mである。覆土は、多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土で

ある。遺物は、出土していない。

　303号土坑（第27図）は、M－5グリッドに位置する。94号溝を切断している。ほぼ長

方形を呈し、3．08×L80～1．95m、深さ37c墾を計る。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロッ

ク及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土である。投入土の様相を呈し

ている。遺物は、覆土中から土師器杯（第29図303－！）が出土している。

　304号土坑（第！0図〉は、L－6からM－6グリッドにかけて位置する。87号住居跡を

切断している。長方形を呈し、3，30×2．30m、深さ65cmの規模をもつ。底面は、ほぼ水

平であり、酸化鉄が層を成している。遺物は、出土していない。

　306号土坑（第14図〉は、L－6からM－6グリッドにかけて位置する。90号住居跡、

6号井戸跡を切断し、307号土坑に切断されている。長方形を呈し、2．4！×1，20m、深さ

55cmの規模をもつ。しかし、北辺はさらに西へ延び、307号土坑に切断されるまで、！，80

mの長さが確認でき、西面も中間で西へ折れていることから、全体ではし字型を呈する可

能性もある。また、本土坑の覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少量の酸化鉄・マ

ンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土であり、投入土の様相を呈しているが、307号土坑覆土

と同一である。両土坑の区別は、307号土坑覆土の端にわずかな空聞が存在したことによ

っている。本土坑のL字型になる部分にも、同一覆土でありながら、異なる土坑が重複し

ていた可能性も棄てられないのが現状である。遺物は、覆土中から土師器杯（第29図

306－1）が出土している。

　307号土坑（第14図）は、L－6グリッドに位置する。90号住居跡、306号土坑を切断

している。西端が調査区外に及ぶため全：体の規模は不明であるが、（2．85＋α）×1．65m、

深さ83cmを計る。全体では長方形を呈すると思われる。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロッ

ク及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土が投入土の様相を呈しており、

306号土坑と同一であることは、先に述べたとおりである。遺物は、覆土申から土師器杯
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（第29図307－1）、土師器壷（第29図307－2＞が出土している。

　308号土坑（第14図〉は、M－6グリッドに位置する。90号を切断している。西端が調

査区外に及ぶため全体の規模は不明であるが、（2．00＋α）×L77m、深さ56c秘を計る。

南辺がやや不規則ではあるが、全体では長方形を呈すると思われる。覆土は、多量の褐灰

色粘土ブロック及び、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土であり、投入土

の様相を呈している。遺物は、出ーヒしていない。

　311号土坑（第16図）は、M－6グリッドに位置する。91号・92号住居跡及び9号井戸

跡を切断している。長方形を呈し、2．15×1．40mを計る。床面は、緩い傾斜を示し、中央

部分が最も深く38c穣の深さをもつ。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少量の酸化

鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土であり、投入土の様相を呈している。底面は、酸

化鉄で覆われている。遺物は、出土していない。

　314号土坑（第27図〉は、M－6からM－7グリッドにかけて位置する。313号土坑を

切断している。下端規模は、長辺3．05m、短辺は西側が狭く75cm、東側が！．05mを計る。

全体では、ほぼ長方形を呈する。底面はやや凹凸がみられ、深さは32cmを計る。覆土は、

多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土である。遺物は、出土していない。

　315号土坑（第28図〉は、N－7グリッドに位置する。西側が調査区外に及ぶため規模

は不明であるが、現状では、（2．35＋α）×1、00m、深さ！5cmを計る。長方形を呈すると

思われる。覆土は、多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土である。遺物は、出土していな

い。

　317号土坑（第28図）は、N－6からN－7グリッドにかけて位置する。南部を10号井

戸跡に切断されているため、規模は不明であるが、現状では、（230＋α〉×L75m、深

さ75c搬を計る。長方形を呈すると思われる。覆土は、多量の褐灰色粘土ブロック及び、少

量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土であり、投入土の様相を呈している。底

面は、酸化鉄で覆われている。遺物は、出土していない。

　318号土坑（第28図）は、N－7グリッドに位置する。319号土坑及び10号井戸跡に切

断されている。西側が調査区外に及び、東側が10号井戸跡に切断されているため、規模は

不明であるが、現状では、（3．50＋α）×1．32m、深さ55cmを計る。長方形を呈すると思

われる。覆土は、上位より、多量の灰白色粘土粒を含む明黄褐色粘土（第2層）、多量のマ

ンガン粒を含む黄褐色粘土（第5層）、最下層が多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土（第

6層）である。遺物は、320号・321号・322号土坑から出土した破片と接合された、土

師器杯（第29図318・320・32！・322－！）、土師器甑（第29図318・320・321・

322－2・3）が出土している。

　319号土坑（第19図）は、N－7から○一7グリッドにかけて位置する。94号住居跡、

318号・320号・3a号・322号各号土坑を切断している。東側が10号井戸跡に切断され

ているため規模は不明であるが、現状では、（2．25＋α）×1．85m、深さ58cm前後を計る。

長方形を呈すると思われる。覆土は、上位より、多量の火山灰粒、酸化鉄、マンガン粒を

含む黄褐色粘土（第玉層）、少量の酸化鉄及び炭化物を含む灰白色粘土（第3層）、多量の
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灰白色粘土粒、少量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい明黄褐色粘土（第4層〉、マンガン

粒を含む明黄褐色粘土（第7層）、最下層が灰白色粘土ブロック及び、酸化鉄を含む灰色粘

土（第8層〉である。投入土の様相を呈している。遺物は、出土していない。

　321号土坑（第19図〉は、○一7グリッドに位置する。94号住居跡を切断し、北側を

318号土坑に切断されている。このため規模は不明であるが、現状では、（2．60＋α）×0，70

m、深さ55cmを計る。長方形を呈すると思われる。覆土は、318号の核を成す、多量のマンガ

ン粒を含む明黄褐色粘土層である。320号・322号各土坑覆土とほぼ同一である。このため、

重複する320号・322号各土坑との新旧関係は、明確にできなかった。遺物は、3！8号・320

号・322号土坑から出土した破片と最期された、土師器杯（第29図318・320・32！・322－

1）、土師器甑（第29図3i8・320・321・322－2・3）が出土している。

　322号土坑（第！9図）は、N－7から○一7グリッドにかけて位置する。94号住居跡を切

断し、319号土坑に切断されている。西南隅がやや丸みをもつが、ほぼ長方形を呈する。

2．35×1．55mの大きさで、深さは55cmを計る。覆土は、321号土坑と同じ、318号の核を成

す多量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土層である。320号・321号各土坑覆土とほぼ同一で

ある。このため、重複する32！号土坑との新旧関係は、明確にできていない。遺物は、318

号・320号・321号土坑から出土した破片と接合された、土師器杯（第29図3！8・320・

321・322－1）、土師器甑（第29図3B・320・321・322－2・3＞が出土している。

5タイプ 　その他、上の4タ・イブに属さない形態のもの、及び不整形を呈するものの一括である。

297号、298号、309号、327号、329号、332号、333号の各土坑が含まれる。

　297号土坑（第27図）は、1－5からJ－5グリッドにかけて位置する。河川跡埋没後

の掘削である。298号土坑と重複している。2．22×2．20m、深さ10cmを計り、隅円方形

を呈すると思われる。覆土は、酸化鉄・マンガン粒を含む灰褐色シルトで、298号土坑と

ほぼ同一であるため、両者の新旧関係はつかめていない。遺物は、出土していない。

　298号土坑（第27図）は、1－5からJ－5グリッドにかけて位置する。河川跡埋没後

の掘削である。297号土坑と重複している。台形を呈し、2．18×！，65～2。44m、深さ64

c拠を計る。覆土は、酸化鉄・マンガン粒を含む灰褐色シルトで、297号土坑とほぼ同一で

あるため、両者の新旧関係はつかめていない。遺物は、出土していない。

　309号土坑（第30図〉は、M－5グリッドに位置する。8号井戸跡の西半部分に南北に

張り出す形となっている。本来、8号井戸跡と一連の遺構と考えられたが、8号井戸跡内に

はみられない、多量の浅黄色粘土を含む灰色粘土（第4層）が堆積していたため、一応区

別したものである。北端を302号土坑に切断されている。詳細は、8号井戸跡の項で述べ

る。

　327号土坑（第22図）は、P－7グリッドに位置する。328号土坑を切断しており、ま

た333号土坑の上位に位置している。長方形を呈し、1．35×1．05m、深さ35cmを計る。

床面は、全体でU字型を呈する。覆土は、上位が多量の榿色シルト及び少量の炭化物を含

む褐灰色シルト（第1層〉、多量の灰黄色シルトを含む黄藍色シルト（第2層）である。遺物
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Ivr　A区の遺構と遺物
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　　　　　　　第29図　A区土坑出土遺物（303号・306号・307号・318号・325号）

第12表　A区土坑出土遺物観察表（第29図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　！ヒ 焼成 色　　調 残存率 備　　　　考
’／r∵汐

土師器・杯 11．7 3．8
一

②①④ ③ にぶい黄燈 3／4 黒色処理。表面摩滅した部分多い

306－1 土鱒器・杯 （142） ⑥5）
｝ ⑥①② ③ 明赤褐 1／4 体部外面ケズリの後ナデ。内面吸炭。表薗剥離

307－1 土師器・杯 （圭3．8＞ （5．2＞

一 謝
② 榿 1！8 表面摩滅整形不詳

307－2 土師器・壷 一 一 一 ②① ② 燈 1／4
胴部外面斜のケズリの後ナデ。頚部～胴部上位

燒ﾊ指頭によるナデ。表面磨滅した部分多い。

318・320・321・322－1 土師器・杯 B．5 4．5
一 ①②④⑥ ② 榿 1／4 内外面共全面ナデ。

3重8・320・321・322－2 土飾器・甕 （茎48）

｝ 　
⑥②④① ② にぶい概 上位▽8 内濾全函ナデ。

3ま8・320・32レ322－3 土留器・甑 一 一
（拠．2／ ①②③⑥ ② 榿 籔部圭！8

325－1 土師器・杯 （13．．5） 5．0
｝

②①④⑥ ② 榿 3／4 底都外面砥石として便用。

ξ：・鋳髪
磨石 長さ16，5　幅10．9　厚さ3、8　重さ850g 一

馬歯 一 … 一 ｝ 一 　

骨 一 『 ｝ 一 一

は、出土していない。

　329号土坑（第24図）は、P－7グリッドに位置する。97号住居跡に切断されている。

そのため、規模形態共に不明であるが、方形を基本とした形態であると思われる。現状で

は1．25×（0．80→一α）を計る。底面は平坦であるが、東半では96×55cmで不整長円形の

窪みをもつ。平坦面までの深さ35cm、最深部までは平坦面からさらに！5c艶窪んでいる。

覆土は、最下層にわずかに炭化物を含む灰黄色砂（第4層）及びわずかに炭化物を含む灰
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オリーブシルト（第5層〉、その上位にはやや多量の炭化物を含む灰黄褐色シルト質粘土

（第3層）、多量の砂粒を含む灰白色シルト（第2層〉、多量の黄榿色シルトブロックを含む

にぶい黄色シルト（第1層）が堆積している。遺物は、出土していない。

　332号土坑（第19図）は、O－6からO－7グリッドにかけて位置する。93号・94号

住居跡を切断している。長円形を呈し、2．15×0，77mの規模をもつ。床面は、三段となる。

西部は浅く深さ22c搬、中央部との問で段を成し30c雛、東部はさらに一段深くなり、深さ

40cmを計る。壁は、全体に緩い傾斜を成す。西部と中央部の段には焼土塊（C－Cl第5層）

が床上から堆積し、この焼土塊を挟んで床面上西部には灰白色シルト質粘土（同第4層）、

東部にはにぶい黄色シルト（同第7層）及び、わずかに炭化物を含む灰色シルト質粘土

（同字8層）がそれぞれに堆積している。また、最浅部＝西部の第4層の上位には、わずか

に炭化物を含む黄灰色シルト質粘土（同語3層）、多量の浅黄色シルトを含む褐灰色シルト

質粘土（同第2層）、浅黄色シルトを部分的に含む褐灰色シルト質粘土（同第！層）が堆積

し、東部の第7・8層の上位には、焼土ブロックを含む灰白色シルト（第6層）が堆積して

いる。なお第6層は、第1・2・3層上面にも堆積している。最浅部；西部の覆土中には、

板状の緑泥変岩（32）を中心として礫（24～48）が集中している。礫は、土坑確認面

（94号住居跡床面）では、土坑の範慮外にも拡がっている。しかしその出土位置は、土坑

壁の傾斜に沿って土坑内に治まる範囲に集中している。土層上では確認できなかったもの

の、これらの礫群も本土坑内に含まれ、土坑規模も確認段階よりも大きかったと思われる。

遺物は、最浅部面で礫の他に土師器甕i（第20図7）、土師器壷（第20図16）、最深部で土

師器杯（2・4・5）、土師器甕（第20図8）

　333号土坑（第22図〉は、P－7グリッドに位置する。上位に327号・328号土坑が位

置している。調査時、96号住居跡を切断していると思われたが、覆土の詳細な検討の結果、

96号住居跡覆土のうち、中央部での最下層一黄鼠色シルト及びマンガン粒ブロック状に含

む雨冷色シルト質粘土（第6層）一が本土坑内に連続して堆積していることから、住居跡の

張り出し土坑とすることが妥当であろうと思われる。第6層の上位には、炭化物層（第21

層）を挟んで、多量のマンガン粒及びオリーブ黒色シルトブロックを含む灰色シルト質粘

土（第20層）が堆積し、やはり投入土の様相を呈している。長円形を呈し、1．68×0。94

m、竪穴外の部分が最も深く、深さ58臓を計る。遺物は、第6層中から土師器壷（第23

六一6）が出土している。

3　井戸跡

　A区における井戸跡は、平成M年度・第5次調査で、6号から10号までの5基が調査さ

れている。全て第一確認面からの検出である。なお、壁の崩落があり、深い井戸跡の深部

は調査されていない場合（6号・7号・10号）がある。
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W　A区の遺構と遺物

6号井戸跡　M－6グリッドに位置する。90号住居跡を削除しているが、306号土坑に削除されてい

（第14図〉　る。

　　　　　　確認面での平面形は、ほぼ円形を呈し、1．32×1．06mの規模を示す。ほぼ垂直な壁は、

　　　　　確認面から深さ100cm前後の深さで、狭まり、径60cm程の円形ピットへ移行する。全体の

　　　　　深さは！67c盤まで調査されたが、それ以下に連続していることが確認されている。覆土は、

　　　　　酸化鉄、マンガン粒及び、白色軽石粒（浅間B軽石）、褐灰色粘土ブロックを混在する黄灰

　　　　　色粘土が堆積している。土器等の遺物は、出土していない。

7号丼戸跡M一一5グリッドに位置する。8号井戸跡（309号土坑を含む）を削除している。

（第30図）　確認面での平面形は、卵形を呈し、L65×！，23mの規模を示す。確認面から深さ70～

　　　　　80c題の深さで、相即は稜をもつのみであるが、その他の辺では平坦面を作り出している。

　　　　　この平坦面から、70×77c盤でほぼ正方形を呈するピットが穿たれている。南辺では平坦面

　　　　　の幅が狭く、傾斜してピットへ移行している。ピヅトの深さは65cmまで調査されたが、そ

　　　　　れ以下に連続していることが確認されている。西側平坦面では、径15cm前後ほどの円礫、

　　　　　10×！5c醗前後の長円礫が集中して出土している。覆土は、酸化鉄及び白色軽石粒（浅問B

　　　　　軽石）を混在する黄灰色シルトがブロック化して堆積している。土器等の遺物は、出土し

　　　　　ていない。

8号井戸跡　M－5グリッドに位置する。7号井戸跡及び302号土坑に削除されている。

（第30図）　本井戸跡は当初、長方形の中央部が円形に張り出した土坑（309号土坑）としたもので

　　　　　あるが、調査の進行に伴って、井戸跡が土坑を切断しているとの判断から、両遺構を分離

　　　　　して命名したものである。309号土坑（平坦面）の南部では、最下層に井戸跡内に見られ

　　　　　ない浅黄色粘土を含む灰色粘土（第4層）が堆積しており、これを切り込んで井戸跡の壁

　　　　　（第4層上面）が築かれている、としたものである。しかしながら、第4層の上位に堆積す

　　　　　る、いずれも白色軽石粒（浅間B軽石）を含む上層（第1層～第3層）は、北部平坦面では

　　　　　この下に、井戸掛戸に深く堆積しており、やはり白色軽石粒（浅間B軽石）を含んでいる第

　　　　　5・第6層のみが見られたのである。これらのことから結局ここでは、309号土坑を、本井

　　　　　既倒の張り出し平坦面として扱うものである。

　　　　　　西半部分では、確認面から深さ20～30cmの深さで、南北へ張り出した平坦面をもつ。張

　　　　　り出し平坦面（309号土坑）の規模は、北端が302号土坑に切断されているため不明確で

　　　　　あるが、それぞれ50cm前後の張り出しであり、現状での全体規模は、（5．08＋α）×L70

　　　　　m、深さは南部で35cm、北部で20cmを計る。平坦面から再度落ち込み、全体の深さは

　　　　　L56mに及ぶ。再落ち込みの平面形は、ほぼ円形を呈し、3．94×3．76mの規模を示す。

　　　　　やや緩やかな傾斜をもち、底面径は3．30×2．95mを計り、隅円方形に近い円形を呈する。

　　　　　底面の基盤層は、青灰色粘土層であり、以下に延伸しないことを示している。水溜施設を

　　　　　もっていない。覆土は、上位第1層～第6層（第4層は除く）に白色軽石粒（浅間B軽石〉

　　　　　を含んでいる。このうち第6層のみが少量であるが、他層には多量に含まれている。また、
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憩号井戸跡

1　黄灰色（2．5Y　5／！）粘土、酸化鉄白色軽職粒（火山灰？）を多量含む。

2　暗灰黄色（a5Y　5／2）粘土b酸化鉄白色軽石粒（火山灰？）を多最含む。

3　黄灰色（2、5Y　4／／）シルト。酸化銑白色軽石粒（火山灰？）を多量含む、

4　灰色（5￥6／1）粘ぬ酸化鉄、浅黄色糖庶を多量含む。

5　灰色穣蜘〉懲漏酸化鉄、白色軽磁（火由灰？〉を多量含む。

6　灰色（7，5Yδ紛精丸酸化鉄嶽色軽石粒（火山灰？〉を少量含む。

7　灰オリーブ色（7，5Y　6／2）シルト。酸化鉄、炭化物を少量含む、

8　灰色（N5／O＞粘鵡酸化鉄少量含む。

9　背灰色（1G㏄6／D粘土。

10灰オリーブ色（5Y　6／2）叢濃酸化鉄炭化物を少量含む。

11灰オリーブ色（5Y　6／2）粘渇酸化鉄を多愚含む、

12灰色（7．5￥6／1＞粘土、酸化鉄を少量含む、

i3灰オリーブ色（7，6Y　5／2＞粘土、酸化鉄、炭化物を少量含鶴

！4暗オリーブ色（7．5Y　4／D粘土．酸化鉄、炭化物を少量含む。

！5灰色（7．5Y　6／1）粘為炭化物、酸化鉄を少量含軌、

16　にぶい黄褐色（／0皿5／3）粘土，褐灰色粘土をブロック状に多量、酸化鉄、

　マンガンを少量禽弧

笏

0　　　L瓢＝28．6◎Om

ヒ＝＝一」1：60
2m

第30図　A区井戸跡（7号・8号・壌0号井戸跡、302号・309号土坑）
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IV　A区の遺構と遺物

これらの層には、酸化鉄も含まれている。上位から、黄灰色粘土（第1層）、暗灰黄色粘土

（第2層）、黄灰色シルト（第3層）、灰色粘土（第5層）、灰色粘土（第6層）である。以

下、少量の酸化鉄及び炭化物を含む灰オリーブ色シルト（第7層〉、少量の酸化鉄を含む灰

色粘土（第8層）、青灰色粘土（第9層）、少量の酸化鉄及び炭化物を含む灰オリーブ色粘土

（第10層）、多量の酸化鉄を含む灰オリーブ色粘土（第11層）、少量の酸化鉄を含む灰色粘

土（剃2層）、少量の酸化鉄及び炭化物を含む灰オリーブ色粘土（第13層〉、少量の酸化鉄

及び炭化物を含む暗オリーブ色粘土（第14層）、礫及び少量の酸化鉄、炭化物を含む灰色

粘土（第15層）が堆積している。土器等は、出土していないが、桃の種子が出土している。

9号井戸跡M－5・6からN－5・6グリッドにかけて位置する。92号住居跡及び6号不明遺構を

（第17図）　を削除している。

　　　　　　確認面での平面形は、長円形を呈し、5。08×3，36rnの規模を示す。壁は、緩傾斜を成し、

　　　　　確認面からの深さ55センチ前後で稜をもつ。この稜以下の壁面は、すべて酸化鉄が付着し

　　　　　ている。底面はほぼ水平で、全体の深さはし25mを計る。底面の基盤層は、青灰色粘土層

　　　　　であり、以下に延伸しないことを示している。水溜施設をもっていない。覆土は、上位6層

　　　　　中に白色軽石粒（民話B軽石）を含んでいる。上位から、多量の軽石粒、少量の酸化鉄を含

　　　　　む黒褐色粘土（第！層〉、軽石粒及び酸化鉄を含む灰色シルト（第2層〉、軽石粒、酸化鉄、

　　　　　浅黄色粘土、マンガン粒を含む灰色シルト（第3層〉、多量の酸化鉄、少量の軽石粒を含む

　　　　　褐灰色シルト（第4層）、酸化鉄及び少量の軽石粒を含む褐灰色シルト（第5層）、酸化鉄

　　　　　及び少量の軽石粒を含む黄灰色シルト　（第6層）が堆積し、この第6層下位の第7層以下、

　　　　　白色軽石粒（浅問B軽石）を含まなくなる。以下、少量の酸化鉄を含む青灰色シルト（第7

　　　　　層）、少量の酸化鉄を含む黄灰色シルト（第8層〉、暗灰色シルト（第9層）、黒色シルト

　　　　　（第10層）、少量の酸化鉄を含む黄灰色粘土（第！！層）、緑黒色シルト（第12層）が堆積し

　　　　　ている。土器等の遺物は、出土していない。

10号井戸跡N－6・7からO－6・7グリッドにかけて位置する。93号・94号住居跡及び317号・

（第30図）318号・319号土坑を削除している。

　　　　　　確認面での平面形は、ほぼ円形を呈し、4，19×3．57mの規模を示す。ほぼ垂直な壁は、

　　　　　確認面から深さ95cm前後の深さで、平坦面を成している。平坦面は、幅45～55cmで緩傾

　　　　　斜を示し、中央部に穿たれた径95×70c日程の円形ピヅトへ移行する。確認面からピット掘

　　　　　りこみ面までの深さは、！．22mを計る。ピットは、深さ65cmまで調査されたが、それ以下

　　　　　に連続していることが確認されている。覆土は、多量の酸化鉄、マンガン粒及び、白色軽

　　　　　石粒（浅問B軽石〉、褐灰色粘土粒を混在する黄灰色シルトが堆積している。土器等の遺物

　　　　　は、出土していない。
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4　溝跡（河川跡）

　A区における溝跡は、平成14年度・第5次調査で、70号から94号までの25条が調査さ

れている（第31図・第32図）。全て第一確認面からの検出である。また、西側岸ラインが

B区F－7グリッドから本区M－5グリッド、東側岸ラインがG－4グリッドから1－4

グリッドに及ぶ南東行ずる河川跡は、N－5ポイント付近で、そのまま南東行を続行する本

流と、B区南半部分・南西方向に延伸する支流に分岐している。

70号溝跡　　G－4からG－5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。全体でほぼ直線を

　　　　　成し、総延長9．25m、幅40c醗前後、深さはほぼ均等であり、6～1Oc鐵を計る。方位は、

　　　　　ほぼ東西方向のN－84．一Wを示す。覆土は、多量のオリーブ黒色粘土ブロックを含む黄

　　　　　色粘土層である。実測可能な遺物は、出土していない。

71号溝跡　｝1－4からH－5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。中間でやや屈曲する

　　　　　が全体でほぼ直線を成し、総延長7，66m、幅30～35cm、深さはほぼ均等であり、6cm前

　　　　　後を計る。方位は、東西方向のN－90．一Wを示す。覆土は、酸化鉄を含む灰黄褐色シル

　　　　　ト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

72号溝跡　H－4からK－4グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。75号・76号・77号

　　　　　各溝跡に切断されている。また南部では、84号・85号・86号・87号各溝跡を切断し、82

　　　　　号三跡に切断されている。北隅でやや東に屈曲するが、全体でほぼ直線を成し、総延長

　　　　　3L80mを計る。幅は、北部で広く92c憩前後、南部では狭く55c醗前後を計る。また深さは、

　　　　　幅広部分では10cm前後、幅狭部分では逆に深くなり25cm前後を計る。断面形は、幅広部分

　　　　　では矩形、幅狭部分ではV字形を呈する。方位は、ほぼ南北方向のN－！．一Eを示す。

　　　　　覆土は、酸化鉄を含む黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

73号溝跡　　H－4グリッド、河川跡の上面に位置している。75号三跡に切断されている。長さは短

　　　　　く、1．20mを計るのみである。幅35～40cm、深さ6cm前後を計る。方位は、72号減却北

　　　　　端部分とほぼ同様な、N－23．一Eを示す。覆土は、72号二二と同じ酸化鉄を含む褐灰色

　　　　　シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

74号溝跡　H－4グリッド、河川跡の上面に位置している。75号溝跡に切断されている。四隅でや

　　　　　や東に屈曲する。長さは短く、2．28鉛を計るのみである。幅45縢前後、深さ6c鶏前後を計

　　　　　る。直線部分の方位は、ほぼ南北方向のN－1．W一を示す。覆土は、72号・73号各誌跡

　　　　　と同じ、酸化鉄を含む褐灰色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

75号溝跡　H－4からH－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。72号・73号・74号

　　　　　各溝跡を切断している。ほぼ直線を成し、総延長27，16m、幅45cm前後、深さ6cm前後を

　　　　　計る。方位は、ほぼ東西方向のN－86Q－Wを示す。覆土は、70号溝跡と同じ、多量のオ

　　　　　リーブ黒色粘土ブロックを含む黄色粘土層である。実測可能な遺物は、出土していない。

76号溝跡　　H－4からH－7グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。72号溝跡を切断し

　　　　　ているが、77号溝跡に切断されている。やや屈折するが、ほぼ直線を成し、総延長27．02
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河鋤跡土層

P－Pノ
王　オ婆一ブ黄色（5Y　6／3＞砂覧最下位に酸化鉄を層状に含む。

2　赤褐色（2．5搬4／8）砂質。簸下位に酸化鉄を層状に含む。

3　灰オリーブ色〈5Y　6／2＞砂質。爆下磁こ酸化鉄を層状に含む。

4　黄灰色（2．5Y　6／D砂質。部分的にシルトを含む。

5　灰黄色（Z5Y　7／2）砂質と黄灰色（2．5Y　6／1）シルトの互層。

6　灰オリーブ色（7，5Y　6／2）砂質と黄灰色（2，5Y　6／1）シルトの互層。

7　明黄褐色（2，5Y　7／6）砂質と黄灰色（2，5Y　6／Dシルトの互層。

8　褐灰色（10YR　6／1）砂質。黄灰色シルトの下位に炭化物層を含む。

8’炭化物層を含まない。

9　青灰色（586／1）砂質と灰色（王OY　5／！＞シルト（炭化物を細動の膿。

10掲灰色悲心鍛〉シルト。黄灰色（2、5Y6／1＞シル郵の混在する互層状雄績贋。炭を含む，

蕪　青灰色（弱6／1）砂と青灰色（脇5／！＞粘土〈炭化物やや多量〉の互騒．

ま2灰オジープ色〈5Y　6／2＞シルトと黄灰色（25Y　5／／）シルトの囎。

13青灰色（5B　5／1）粘土と黄灰＆（2，5Y　5／1＞シルトの互層。

M　下位に炭化物集積層（5㎜嘩）鷺含む。

i5褐灰色（10YR　6／1）砂。黄褐色の砂を含む。

16黄雲色（10YR　7／5）砂。ほぼ15麟と同質の砂で構成される。下位に燭状に酸化鉄を含む。

17褐灰色（7．8YR　6／1）砂。

18褐灰色（7．8膿6／！）砂、

／9褐灰色（10YR　6／1）砂。

20灰オリーブ色（5Y　5／2＞砂。

21　灰色（5Y　6／1＞砂、　三雲＝圭二を含む。

22灰オジープ色（7、5y　6〆2＞砂。

23　　猟色（2．5Y　6／至〉零占二1ニフ

24灰オリーブ色（5Y　6／2）砂。

25灰白色（2．5Y　7／1）砂と灰黄醜（2，5Y　6／2）粘土の：互層。下位に炭化物層を含む。

26青灰色（5PB　5／1）粘土と浅：黄色（2，5Y　7／3）砂の互層。下位に極微鰻の炭化物層を含む。

27灰色（7，5Y　6／1）シルトと浅黄色（2，5Y　7／3）粘土の互層。

28黄灰色（2．5Y　6／1）シルトと浅黄色（a　5Y　7／3）粘±の互層。堆積の中心部では砂質層は

　　見られなくなる。

29青灰色（5B　6／1）シルトと青炭魯（5P85／1）粘土（炭化物少量含む）の互層。

30オリーブ色（2，5GY　6／王）粘±婦炭化物粒（細粒）やや多量含む，

3圭灰色（醍6／o＞粘五

32緑灰色（三〇GY　6／圭〉糟義

33緑灰色〈7．5G￥6／更）粘土（シルト質〉。

34　　嚢鴬色（2．5G￥　5／更）砂。

35灰色（5Y　5／1）シルト（砂質〉。

36灰色（7．5Y　5／1）砂層。

37灰白色（10膿7／1）砂。

38灰オリーブ色（7．5Y　6／2）砂、粘士。

39黄灰色（2．5Y　6／1）砂、粘血

40灰白色（10搬7／D砂、粘」謡

41灰黄色（2．5Y　7／2）砂。色調はほぼ同一だが、細砂と粗砂の互層になっている。

翌　オジープ灰色（2．5￥6／Dシルト（やや砂質）。

紹黄灰色／2．5￥6／圭〉砂と黄艶（7．5膿7／8＞砂（粒子粗い）の互層。

墾　褐灰色（緯盟6／1＞粘土（シルト質〉と黄灰色〈2．5Y　6／1＞シルトの簸獺。

44掲灰色（1GYR　6／1＞粘土（シルト質）と黄灰色（2．5￥6／1）砂の互属。

菊　青灰色（5B　6／玉〉砂。

46緑灰色（5G　5／D砂と浅黄色（2．5Y　7／4）砂（粒子粗い）の互層。

47青灰色（5BG　5／D粘土。

48オリーブ灰色（2，5GY　6／1＞粘土と青緑灰色（10GY　5／1）シルトの互腐。部分的に黄灰色

　　（2．5Y　6／1）砂層（枝、木片等混入）を含む。

49オリーブ灰色（2．5GY　6／Dシルトと緑灰色（10GY　5／1）粘土の互層。黄灰色（2，5Y　6／1）

　　砂層（枝、木片等混入）を部分的に含む。

50　糸鳶天色（5〈｝5／1）砂とオリーフ恢色（圭OY　5／2）＊占土の互層。

51黄褐色（2。5Y　5／6＞砂願。

52黄褐色（2．5Y　5／6＞妙顧。

53緑灰色（5G　5／i＞砂層／糧粒子大〉。緑灰色（1GGY5／1＞粘土（！～2闘大〉を小ブロック状に

　　多量含む。

5荏　5王層と同一。

55褐灰色（10琉え6／9シルト麟。

56灰白色（10YR　7／1）砂。

57灰白色（2．5Y　7／1）砂。

58黄褐色（2．5Y　5／6）砂層。ほぼ岡一の色調だが細砂と粗砂の互層状堆積層。

59黄褐色（2．5Y　5／6）砂層。ほぼ同一の色調だが細砂と粗砂の互層状堆積層。

60灰オリーブ色（5Y6／2）砂とシルトの互麟。

6圭　　灰色（5Y　6／至〉砂層。

62にぶい黄色〈a5Y　6紛砂懸。

63灰オ夢一ブ色（5Y　6／2＞砂壌、粕土（シルト質）。

艇　にぶい黄色〈a5Y　6④シルトと砂の互層。

65灰色（2．5Y　7／1）シルトと砂と粘土の互層。

66にぶい黄色（2．5Y　6／4）砂層。

67灰色（7．5Y　6／1）シルトと砂と粘士の互層。

68オリーブ灰色（2．5GY　6／1）砂と緑灰色（10G　5／！）シルトの互層。

69にぶい黄色（2．5Y　6／4）砂とシルトの互層。

70灰黄色（2．5Y　7／2）砂層。極うすいシルト層が互層状に含まれる。

71！6層と同一。

72灰黄色（2．5y　7／2＞砂。極うすい粘ま＝層が互層状に含まれる。

73　青灰色〈5BG　6涯〉砂。酸化鉄なし、粘土含む。

74青灰色（58G　5／圭〉粕島
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75　1層と1司一。

76灰オリーブ色（7．5Y　6／2）砂と粘土の互層。

7？？3麿と貯一。

78　　29層と1責董一〇

79灰免（7．5Y　6／1）砂層。

80にぶい褐色（7，5頸5／4）粘土，糖土ブロック（h㎜大）集中層。

8179麟と同一。

8274層と同一。

83灰｛色αOY　6／D砂と青灰色（5B　6／D砂の互層。

84　緑灰色（5G　6／1）粘土（シルト質）。

85黄灰色（a5Y　6／1）粘士（シルト質〉。

86掲灰色（！0駅6／1）粘土（シルト質）。

87青灰色（5B　6／1）粘土（シルト質）。

88　28屡と瞬一。

89　　膏灰色（59G　6／1）濫誓二圭ゐ　炭イヒ物を奮む9

90　青灰色（5BG　6／！）粘土。炭化物を盆む。

91　脊灰色く5BG　6／1）矛占二とD　炭イヒ物を含む。

92　青灰色（5BG　6／1）粘土，炭化物を麟状に含む。弥生式土器包含層。

93褐灰色（圭GYR　6／1）粘土（シルト質）。

Q－Q／
1　黄褐色（a5Y　5／4）砂。

2　にぶい黄色纏5Y　6／3＞シルト（献：刈薦〉。

3　灰魚（5Y　6！1＞シルト（粘土質〉。

4　黄灰色（2．留6紛粘土（シルト質〉、、炭化物が少量ξ潅している。

壊’燕融質。

5　灰オリーブ色（5Y　5／2）粘土（シルト質〉。

6　　糸漁色（10Gy　5／1）＊歩弓毛

7　灰オリーブ色（5Y　6／2）シルト。マンガン粒やや多量含む。

8　7層と9層の混在層。

8’9層が多く混じる。

9糸萩色（5G　6／1）半占二b，

10灰色（5Y　5／1）シルト。酸化鉄、マンガン粒、炭化物を極めて多量含む。

U　褐灰色αG駅6／1）シルト（やや砂質）．

捻　黄褐色（a5￥5／3＞シルト。マンガン粒を多量含む。

欝灰色（5Y　5／圭〉歩立マンガン粒、酸駕鉄救を多量含む。

猶灰黄色（2、5y　6〆2）シルト（砂質〉と灰魚（！0膿S／1＞シルトの互層。

15褐灰色（5盟5／1＞シルト（粘土質〉と浅黄色（2．5Y　7／4＞粘土の互屡。

王6褐灰色く5膿5／1）シルト（粘土質）と青灰色（5B　5／1搾占土の互層。高い部分で膏灰危

　　粘土はほとんど見られない。

17暗影黄色（2．5Y　5／2）シルト（粘土質）とオリーブ灰色（2．5GY　5／1）粘土の互膚。

　　最下位に灰色（7．5Y　6／Dシルト層（砂質）が含まれる。

18灰色（7．5Y　6／1）砂、灰色（10Y　5／王）粘土、礫（1～3c皿大）の混在層。

！9王7層と同一。下位の灰色シルト層は見られない。

20灰色（7．5Y　6／D砂層と灰色（10Y　5／1）粘．土層の互層。

R－R／
1　黄褐色（2．5Y　5／4）砂。

2　にぶい黄色（Z5Y　6／3）シルト（やや砂質）。

3　灰色（7，5Y　5／Dシルト（粘土質）。炭化物を層状に含む。

4　灰オリーブ色（5Y　6／2）シルト。マンガン粒をやや多量含む。

5　灰色（5Y　6／1）シルト（粘土質）。

6　黄灰色（2，5Y　6／D粘士（シルト質），炭化物が少量点在している。

7　灰オリーブ色（5y　5／2）粘土（シルト質）。

8　　糸藤色（／0GY　5／1）＊占ニヒ》

9　灰色（5Y　5〆1）シルト。酸化鉄、マンガン粒、炭化物を極多量含む。

鴻　褐灰色〈！0盟6！圭）シルト（やや砂質）。

ll灰黄色（a5Y6／2）シルト（砂質）と灰色（1◎Y5／圭〉シルトの互層。

里2　褐灰色（5駅5／茎）シルト（粘土質）と脅灰色（5B　5ノ茎）粘土の互層。部分的に、にぶい

　　黄色（2，5Y　6／3）シルト層が含まれる。

13にぶい黄色（2，らY6／3）シルト（やや砂質）。

14灰色（5Y　5／1）砂層。下位に浅黄色（5Y　7／3）砂層を含む。

15浅黄色（5Y　7／3）粘土，礫（2～5c畝）を多量含む。

16浅黄色（5Y　7／3）粘土、

17黄褐色（2．5Y　5／3）シルト。マンガン粒を多量含む。

18灰色（5Y　5／1）粘土。マンガン粒、酸化鉄粒を多量含む。

圭9灰色（5Y　5／D砂。にぶい黄褐色（鱒膿S④砂を多量含む。

20にぶい黄色（2，5Y　6／4＞砂。マンガン紋を多量含む。

21灰色α◎￥6／1＞シルト。マンガン粒、酸窺鉄を多量含み、最下位に酸乾鉄、屡状に

　　マンガン粒が集中している。

A区　溝跡（河川跡）・河川跡土層説明（2）



　　　　　mを計る。幅は、L60m前後であるが、西端部分は狭くなる。深さは10cm前後である。方

　　　　　位は、ほぼ東西方向のN－85◎一Wを示す。覆土は、多量のオリーブ黒色粘土ブロックを

　　　　　含む黄色粘土層である。実測可能な遺物は、出土していない。

77号面面　　H－4からH－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。72号・76号・80号

　　　　　各溝跡を切断している。やや屈折するが、ほぼ直線を成し、総延長22．50mを計る。幅60

　　　　　cm前後、深さ12こ入前後を計る。方位は、ほぼ東西方向のN－85．一Wを示す。覆土は、

　　　　　70号・75号各治跡と同じ、少量の黄色粘土ブロックを含むオリーブ黒色粘土層である。実

　　　　　測可能な遺物は、出土していない。

78号溝跡　　H－5からH－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。長さ4。65m、深さ

　　　　　6～10cmを計る。幅は、40丁目前後であるが、西側では広くなる部分もあって、最大80cm

　　　　　に及ぶ。方位は、N－81．一Wを示す。覆土は、酸化鉄を含む暗オリーブ褐色シルト層で

　　　　　ある。実測可能な遺物は、出土していない。

79号溝跡　H－4からH－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。全体でほぼ直線を成

　　　　　し、総延長18．56m、深さ6～！0cmを計る。幅は、東側で25cm前後、西側ではやや広くな

　　　　　り40cm前後を計る。方位は、ほぼ東西方向のN－850－Wを示す。覆土は、黄色粘土ブロ

　　　　　ックを含むオリーブ黒色粘土層である。70号・75号・77号各溝跡覆土と比べて黄色粘土

　　　　　ブロックが大きく、また含有率も高い。実測可能な遺物は、出土していない。

80号溝跡　　G－4からG－5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。西側に脹らみをも

　　　　　つ弓形を呈する。総延長1！m前後、幅i～1．5m前後、深さ8c聡前後である。方位は計測

　　　　　できないが、方向性としてはN－250－Eを示すようである。覆土は、少量のマンガン粒

　　　　　を含むオリーブ色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

81号溝跡　　1－4グリッド、河川跡の上面に位置している。南端がやや屈折するものの、ほぼ直線

　　　　　を呈し、総延長9．20m、幅45cm前後を計る．断面は、ほぼ矩形を示すが、西側が深く18

　　　　　cm前後、東側が浅く！0c費揃後を計る。直線部分の方位は、　N－15．一Wを示す。覆土は、

　　　　　多量の酸化鉄を含む灰色粘土層であり、82号溝前の最下層（第3層）に近似している。遺

　　　　　物は、土師器甕（第37図81－Dが出土している。

82号溝跡　　J－4から」一5グリヅドに亘って、河川跡の上面に位置している。72号溝跡を切断し

　　　　　ている。西端は、83号溝跡に連続している様子である。申央部でやや屈折するものの、ほ

　　　　　ぼ直線を呈し、総延長13，56mを計る。幅は西側が広く90cm前後、東側が狭く55cm前後を

　　　　　計る。断面は、ほぼ矩形を示すが、広い西側が浅く40cm前後、狭い東側が深く浅く18cm前

　　　　　後を計る。直線部分の方位は、N－70．一Eを示す。覆土は、上位が少量の酸化鉄・マン

　　　　　ガン粒を含む浅黄色粘土（第1層）、中位が少量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄灰色粘土

　　　　　（第2層）、下位が多量の酸化鉄を含む灰色粘土（第3層）である。実測可能な遺物は、出土

　　　　　していない。

83号面面　　」一5グリッド、河川跡の上面に位置している。北側が削平され、全体は知り得ない。

　　　　　現段階の長さ5．60m、幅30c漿前後、深さ！5c盤前後を計る。断面は、ほぼ矩形であるが北

　　　　　側はU字形を呈する。南部で82号溝跡に連続する。方位は、N－22σ一Wを示す。覆土は、
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W　A区の遺構と遺物

76号溝跡　　　　77号溝跡
B・一一　　　　　　　　　　　　　　　・B’　76・77号溝跡土層

フ　　　　　　　　フヨ　　　　フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　

　　　　O　L＝28・9◎◎m　2r、6、

フ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ト　　　ロド　　　　ま　　コ　　のド

　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　きフな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

し　　　　　　　　　　　　　ぞ

　第32図　A黙黙跡断面図（70号～94号溝跡）



　　　　　多量の酸化鉄を含む灰色粘土層であり、82号溝跡の最下層（第3層）と同一である。出土

　　　　　していない。

84号溝跡　　」一4から」一5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。西側が削平され、

　　　　　全体は知り得ない。中央部で分岐し、二股になっている。現段階の長さ6．50m、幅40cm前

　　　　　後、深さは南側が深く12cmを計り、北側に向けて徐々に浅くなる。覆土は、多量のオリー

　　　　　ブ黒色粘土ブロックを含む黄色粘土層であり、70号溝跡覆土に近似している。実測可能な

　　　　　遺物は、出土していない。

85号溝跡　　J－4グリッド、河川跡の上面に位置している。西側が72号溝跡に切断され、東側が削

　　　　　平されているため、全体は知り得ない。現段階の長さ1．52m、幅30em前後、深さは12cm

　　　　　前後を計る。方位は、N－800－Wを示す。覆土は、酸化鉄を含むオリーブ褐色シルト層

　　　　　である。実測可能な遺物は、出土していない。

86号溝跡　　」一4から」一5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。東側が72号溝跡に

　　　　　切断されているため、全体は知り得ない。現段階の長さ8．80m、幅40cm前後、深さ10cm

　　　　　前後を計る。やや蛇行するが、全体の方位は、東西方向のN－90．一Wを示す。覆土は、

　　　　　酸化鉄を含む灰褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

87号溝跡　　K－4から3－4・」一5グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。東側が72

　　　　　号溝跡に切断され、さらにその東側が削平されているため、全体は知り得ない。現段階の

　　　　　長さ10．50m、幅は、印央部で75cm、その他は55cm前後、深さ8cm前後を計る。中央部で

　　　　　やや屈曲するが、全体の方位は、ほぼ東西方向のN－83．一Wを示す。覆土は、多量のオ

　　　　　リーブ黒色粘土ブロック及び酸化鉄を含む黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出

　　　　　虚していない。

88号溝跡　　J－6からK－5・6、L－5グリッドに亘って、河川跡のヒ面に位置している。中央

　　　　　部でやや屈曲しているが、総延長15．55m、幅40cm前後を計る。断面は、ほぼU字形を呈

　　　　　し、深さ15cm前後を計る。全体の方位は、　N－9．一Wを示す。覆土は、酸化鉄を含む灰

　　　　　黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していない。

89号溝跡　　L－5からし－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。西端でやや南に屈

　　　　　曲するものの、ほぼ直線を成す。西端が削平されており、全体は知り得ないが、現段階の

　　　　　長さ12，70m、幅35cm前後、深さ10cm前後を計る。直線部分の方位は、　N－81．一Wを

　　　　　示す。覆土は、酸化鉄を含む灰黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土していな

　　　　　い。

90号溝跡　L－5からし－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。北に脹らむ弓状を

　　　　　呈し、西側で91号溝跡と接合している。長さ12．20m、幅35cm前後、深さ12cm前後を計

　　　　　る。覆土は、多量の酸化鉄を含む灰黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土して

　　　　　いない。

9壌号溝跡　　L－5からし－6グリヅドに亘って、河川跡の上面に位置している。ほぼ直線を呈し、

　　　　　西端で90号直写と接合している。長さ6．60m、幅30c組前後、深さ15c紛前後を計る。覆土

　　　　　は、多量の酸化鉄を含む灰黄褐色シルト層であり、89号溝跡とほぼ同一であるが、やや粘
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W　A区の遺構と遺物

　　　　　土質が強い。実測可能な遺物は、出土していない。

92号溝跡　　L－5からし－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。西端でやや南に屈

　　　　　曲するものの、ほぼ直線を成す。西端が削平されており、全体は知り得ないが、現段階の

　　　　　長さ9．00m、幅25cm前後、深さ10cm前後を計る。また東側では、一一旦終了した溝が、

　　　　　！．10mの間を開けて、連続している。連続部分の長さは、1．75mを計る。直線部分の方位

　　　　　は、N－800－Wを示す。覆土は、酸化鉄を含む灰黄褐色シルト層である。

93号溝跡　　L－5からし－6グリヅドに亘って、河川跡の上面に位置している。ほぼ直線を成す。

　　　　　西端が削平されており、全体は知り得ないが、現段階の長さ10。70m、幅70e組前後を計る。

　　　　　断面は矩形を呈し、深さ35c穣前後を計る。方位は、ほぼ東西方向のN－85。一Wを示す。

　　　　　覆土は、酸化鉄及びマンガン粒を含む灰黄褐色シルト層である。実測可能な遺物は、出土

　　　　　していない。

94号溝跡　M－5からM－6グリッドに亘って、河川跡の上面に位置している。ほぼ直線を成す。

　　　　　東端が削平されており、全体は知り得ないが、現段階の長さ4．60m、幅95～105cm前後、

　　　　　深さ8cm前後を計る。方位は、ほぼ東西方向のN－76Q－Wを示す。覆ゴニは、酸化鉄を含

　　　　　む灰褐色シルト層である。遺物は、土師器高杯（第37図94－！）が出上している。

河川跡

（第3咽〉

（第33図〉

（第34図）

（第35図）

A区G－4グリッド南西部分から発する河川跡の東岸は、4グリッドをR・1と南東行

し、3－4ポイントと接する位置からは、徐々に方位を南西から南寄りに変化させとする

とともに、幅を狭める。一方、B区・F－7グリッド、8ライン寄りから確認された河川

跡の西岸は、7グリッドをG・H・1と南東行し、B区南端では7ライン（1一一7グリッド）

と接するようになる。一旦、B黒駒調査区を経るが、　A区・K－6グリッド中央部付近で

再確認され、L－5、　M－5グリヅド中央付近へと連続する。ここまでの西岸ラインは、

ほぼ直線を呈し、N－20．一Wの方位を示す。また幅は、20m前後を計り、深さは3m以

上（掘り込み面からの深さで、これより下位は未確認）となる。その後、N－5及び○一

5両ポイントの中問付近で、方位をN－8G－Wと変えるものの、さらに南行ずる本流と、

N－i30．一Wの方位を示し、　B区を目指し南西行ずる支流とに分岐している。この付近

の本流部分の幅は、13～！4rRとなる。

　以後、本流西岸は、ほぼ直線を成してZ－3・4ポイントの中間付近へと南行し、ここ

からAA－3・4グリッドに広がる入り江へと連続していく。東岸は、　i　3～／4mの幅を保

ってW－2ポイント付近に達している。河川跡本流と住居跡の重複関係は、B区において

は、39号・40号・41号各住居跡の一部を切断し、42号・43号・44号各住居跡の上面を削

平している。A区内にあっては、6号・9号・11号・86号各住居跡が河川跡埋没後の住居

として構築されている。

　本流は、少なくとも5回の変遷が認められる。第1次埋没後、西岸側では34・19・21・

22各層（第31図P－Pライン・以下同じ）と、これらの上位に位置する、16・20層との

問に酸化鉄層（本来の帰属は上位層）が入り、これを分断している。東岸側でも同様な状

況が、82層と上面の79・80・8ま各層の間で観察される。これらを結んだラ・イン（①ライ
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ン）が、第1次埋没後、最初の変遷ラインである。以後、同様な状況が②・③・④・⑤ライ

ンと続く。この間、埋没土層数は、西岸側で多く、東岸側では少ない。そのため、新たな

流路の中心は、徐々に東へ移動する結果となっている。さらに、二幅自体も徐々に狭まり、

第6期の流路（％ライン）幅は、当初の半分の10m前後、深さは2m前後（掘り込み面か

らの深さ）となる。また、西岸側の＄と％ラインの聞の1・2・3層中には、特に多量の

酸化鉄が層を成し、ここに、もう一面の変遷ラインが存在する可能性がある。しかしこれ

に対応する東岸側のラインは確認されず、66層上位の％ラインが、これを兼ねている可能

性もある。

　こうした中、第5期の流路（＄ライン上）覆土、特に48・49・51層の覆土中には、自

然木の幹、さらには葉や枝等が多量に含まれている。また、土器等も、各期の覆土申から

出土している。

　初感・第1期及び第2期の流路覆土巾：土師器甕類（12・13・17・18・！9・20・23）

　第3期の流路覆土中：土師器甕類（15・27）、甑（28）

　第4期の流路覆土中：土師器杯（4）

　第5期の流路覆土中：土師器杯（2）、甕i類（10・11）

　第6期の流路覆土中：土師器杯（1）、高杯（5＞、甕類（14・21・22・26）

　また、本河川跡の基盤層を成している土層のうち、87層・青灰色シルト質粘土層を掘り

込んで、炭化物を含む青灰色粘土層・89・90・9｝・92各層が堆積している。このうち特

に92層からは、層状の炭化物及び、弥生式土器（30）が出土している。底面は、やや安定

を欠いているが、遺構の存在が想起される。

　分岐した支流は、P－Plライン（第31図）で検出されている35層・灰白色シルト層が、

Q－Qlライン（第31図）で検出されている10層、　R－R「ライン（第31図）で検出されて

いる9層へと連続し、分岐した後に多量の炭化物・酸化鉄・マンガン粒を含むに至ったと

思われるなど、覆土及び底面レベルから、第6期の流路であると判断された。支流の、本

流西岸と連続する北岸のラインは、O一一6、　P－7・8グリッドと南西行し、　B区南側調

査区へと連続していく。対岸は、P－6からQ－7グリッドで検出されており、幅は、7

m前後を計る。A区97号・98号・99号・！00号各住居跡の上面を削平している。

第13表　A区81号溝跡出漁遺物観察表（第33図）

翫 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調　　　　残存率 備　　　考

1 」二師器・高杯
一 『 一 ②③①④ ② 機　　　　膵部のみ（裾欠）

外面縦のケズリの後横のナデ。内衝横の連続ケ

Yリ、天井部ナデ。

第14表　A区94号溝跡出土遺物観察表（第33図）

Nα 器　種 口径 面高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　若

生 土師器・壷 13．6 圭5，3

一 ①②③④⑥ ② 燈 一部欠 表面磨滅。頸部指頭による押猛。

一78一



N　A区の遺構と遺物

ぞ

8トー1

94－1

転礁

5

〆

……肝試

2

6

、
／
ハ

ーー

、

～
…
㌔嫁

｝…

r；歪
　・こンニ

　　、 4

ノ

一
一

　　一　　／

　　　　　　　　＼

／
8

▽
一一一

P

7

1輪　
l
N

9

／ノl！

　、

＼

↑

＼

ズア竃
錘

○　　　　　　　　　　　｛0伽

第33図　A区溝跡・河川跡出土遺物（わ

一79一



一

κ

鼠騙

13 ♂

｛4

　　　　｝験

鋤灘　＼、

蟹　　9　慧ミ

　慰

　　　　ここS～

　　　ミ　　　、　　　　ノ

／／／／

i7

ー
ー

16

8

一／＞

　　　　2221

第34図　A区河川跡出土遺物（2）

　　　　一80一

19

O　　　　　　　　　　　窪OC議

ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝一碍　：4



IV　A区の遺構と遺物
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第15表　A区河川跡出土遺物観察表（第33・34・35図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・杯 （12，6）

一 ㎜ ①③②④⑥ ② にぶい褐 1／3
体部外面ケズリの後一部ナデ。内外面朱塗。表面剥離した部

ｪ多い。

τ暑・ 土師器・杯 （14．5） 5．4
一 ①③②⑥ ② にぶい赤褐 5／6

内面及び口縁部外面吸炭。体部外面中央ナデが加わる。体部内面底面付

ﾟケズリ様ナデ。

3 土師器・杯 （13．2）

｝ 一 ②③①④⑥ ① にぶい榿 V6

㌃14・
土師器・杯 （15、9） 8．4 ①②③⑥ ② 榿 2／5 体部外面ほぼ金面にナデが加わる。

5 土師器・高杯 （19．4）

｝ 一 ①②③ ② 赤 杯部1β
外面回転のナデ、一部炭化物付着。内面ナデ、全面炭化物付

?B二次加熱。

6 土師器・高杯 （18，9）

㎜ ②①④ ① 榿 杯部2／5
口縁部回転水拭き。体部内外面水拭き。内外面1／2炭化物付
?B

7 土師器・高杯 一 一 一 ②①④ ② 榿 脚部のみ（裾欠）
外面ナデ。内面天井部ヘラ先によるナデツケ。以下横の連続

Pズリ。

一串三
土師器・甕 （20．1＞ 19．6 6．3 ②①③⑥ ② 灰白 1／2

外面口縁部横ナデ、胴部縦のケズリ、中央及び底部周辺ナデ

�ﾁえる、煤付着。内面口縁部ヘラナデ、胴部ナデ、吸炭。
・⇒：1、

土師器・甑 （20．6＞

一 『 ⑥②③① ② にぶい鐙 中位以上1β
口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ後、括れ部3段の横ナデ。

燒ﾊナデ、吸炭。二次加熱。

10 土師器・甕 （17．7＞

一 』 ①⑥②③ ② 榿 口縁部1β 口縁部横ナデ。胴部外面横のケズリ、内面ナデ、吸炭。

1
1

土師器・甕i （19．4＞

｝ ⑥①③ ② 榿 口縁部1／7
口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、内面ナデ、接含痕残す。

煌O面丁丁、一部赤色化。二次加熱。

⑫ 土師器・甕 16．5 32．0 6．8 ⑥③①②④ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、中位以下煤付着。内面

wラナデ。底面ナデ。二次加熱。

浅箭 土師器・甕 27．0 25．7 7．7 ②①④ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面中位以上ナデ、以下横のケズリ（粒子の移動は少ない）、全面煤

t着、赤色化した部分多い、下位接合部剥離。内面ナデ。底部ナデ、上げ底。二次加熱。

l14；
土師器・甕 （18．8）

一 『 ⑥①②③④ ② にぶい赤褐 底部欠
口縁部横のナデ。胴部外面上位ナデ、中位以下斜～横のケズ

梶A底部付近ナデ。内面ナデ、中下位の接合痕残す。

順 土師器・甕 22．6 36．7 7．8 ⑥②①④③ ② 榿 胴部1／2欠
全体に歪みが激しい。口縁部横ナデ、2段目外面に段を持つ。胴部外面下位のみケズリ、

ｼはナデ、内面ナデ。底部よりわずかに上位に径1。の孔が穿たれている。（外面より）

丁玲
土師器・甕 （／6、8） 28．2 7．6 ②①③④ ② 橿 ロ縁部一部欠

口縁部横ナデ（2段）稜を作り出す。胴部外面斜、底部周辺縦の

?ﾑ目。磨滅した部分が多い。内面ヘラナデ、底面刷毛目。

17 土師器・甕 （18．0）

一 一 ⑥①②③④ ② 澄 上位1／4

18 土師器・壷 （23．8）

　 一 ①②③④⑥ ② 二二 口縁部1／6

19 土師器・甕 （16．5）

一 『 ③⑥②①④ ② 榿 ．ヒ位レ2
口縁部横ナデ。胴部外面上位ナデ、中位スリップ状ナデ、煤

t着。内面木口状工具による横のナデ、丁丁。二次加熱。

⑳ 土師器・甕 14．1
一 一 ⑥①②④③ ② 榿 胴部1／3

外面剥離した部分が多い。口縁部ナデ、下端の一部に縦の棚毛目を残す。胴部外面、斜

ﾌ圃毛目の後縦を主体としたミガキが加わる。内面ナデ、特に上位に輪積痕を残す。

21 土師器・甕 （23、0＞

『 一 ⑥④①② ② 褐 口縁部レ5
口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、内面木回状工具による横のナ

f。吸蒸した部分が多い。

22 土師器・甕 （24．0）

一 ⑥①④③② ② 明赤褐 口縁部1／5
口縁部横ナデ。頸部指頭による回転ナデ。胴部内面指頭によ

驛iデツケ。

：1：23i

土師器・甕 （18．0）

　 一 ①②⑥③ ② 明赤褐 上位1／6
口縁部貼り付け後ナデ、内面横の刷毛目。胴部外面横～斜の刷毛

ﾚ、内面曲部横のケズリ、上位横のヘラナデ。白炭。二次加熱。

24 土師器・甕 一 一
（5．9） ⑥① ② 浅黄澄 下位1／2 外面縦のケズリ、煤付着。内面横のナデ、吸炭。二次加熱。

蕩5、 土師器・甕i （20，6）

㎜ 一 ⑥③①④② ② 燈 上位1β 外面表面磨滅。内面口縁横ナデ、胴部ヘラナデ。

26 須恵器・甕 』 『 一 ①② ② 明二二 皿

27 土師器・甕 ｝ 一
6．9 ⑥④②① ② にぶい二二 底部のみ

外面縦のケズリ、一部ナデが加わる、煤付着。内面ナデ、底面

wラ先によるナデ、吸炭。二次加熱。

28、 土師器・甑 （15．7） 12．0 （5．3） ⑥①③ ② 明二二 1／2 口縁部横のナデ、他は金面ケズリ。一部選炭。

29 土師器・甕i （14．7）

一 ①③⑥ ② 浅黄櫨 ．L位レ2
外面斜の刷毛目、胴部の一部にミガキ様ナデが加わる。内面

精助秤｡の刷毛目、胴部ナデ。内外面一部丁丁。

30 弥生土器 ｝ 一 一 ⑥①④ ② 二二 一

－31L
鉄鎌 縦4、｝横17、5厚さ0．6 一

5 不明遺構

　A区における不明遺構は、平成14年度・第5次調査で、4号から6号までの3基が調査

されている。4号・5号が第一確認面、6号が第一確認面下位からの検出である。
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4号不明遺構（第36図）（第87図）

　J－5グリッド、河川跡の上面に位置

している。

　上面に89号～93溝が位置する。

　隅円長方形を呈し、4．92×3。45～

3．95mを計る。

　土坑4タイプの亜系かと思われる。し

かし、最下層に灰青色シルト層、中位に

黄褐色シルト層、上位に灰黄褐色シルト

層が堆積し、さらに上位の灰黄褐色シル

ト層は、炭化物層によって3層に分析さ

れていることから、土坑4タイプとは異

なり、不明遺構としたものである。

　遺物は、最上位の炭化物層上面には、

土師器甕（2・3・4＞、壷（5）、増

（6）が集中して出土している。土師器

堪（7）は、最下層・灰青色シルト層ヒ

面からの出土である。また、土師器高杯

（1）、土師器杯（8）、土師器甕（9）

は、本遺構検出時に出土したものである。

第16表　A区4号不明遺構出土遺物観察表（第36図）

報α・　羅　種 口径　　器高 底径　i胎　土 蜘戎 色　講 残存率 備　　　考

1 土師器・高杯 一 ｝
（12、5！ ③①②④ ② 澄 脚部のみ 外表面磨滅した部分多い。内獅一部吸炭。二次加熱。

2 土師器・甕 （30．8） （39．4） （7．8） ⑥①④ ② 赤褐 中央部欠V2 金面三炭。外面刷毛目の後全面にナデ。底部付近内外面剥離。

謝 土師器・甕 ｝
一罰一

（7，G） ①②⑥④ ② 榿 1／3
胴部外面縦のケズリ、下位張り出し部横のケズリ、底部ナデ。内面上位

｡のナデ　中位以下縦のナデ。内面表薦剥離した部分多い。

4 上輝器・甕 一 L…
5．7

繍
② 澄 揃ド判／2

内懸接三部横のケズリ、織麟横のミガキ。外面籔部付のみ横のケズヲを

cす。申位は縦のミガキ、蔵部はナデを加える、煤付着。二次癩熱。

5 土師器・甕 『 　
（5．5） ⑥①④ ② 明赤褐 下位1／5 外面煤付着。二次加熱。

6 」ぬ師器・土甘 13．2 13．7
｝ ①③④⑥ ② 明赤褐 一部欠

口縁部～肩縦の刷毛目の後横のナデ。口唇部灘コナデ。胴部外面中位

｡のミガキ　下位～底面横のケズリの後ナデ。内面横のナデ。

滅 土師器・堪 ｝ 　 一 ①④⑥③ ② 明赤褐 胴上位1μ
外面肩部縦のナデ。内面指頭による縦のナデ。中位横のミガキ。下｛立

｡のナデ。

8 土師器・杯 1圭3．8）

　 一 ①④ ② 榿 至〆5 内外欝吸炭、炭化物付着。捧郵外面横のケズリの後ナデ。

9 土師器・甕 （！7，1）

一 一 ⑥①③ ② 明褐灰 上位レ5　　全面吸炭。ロ縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、内面縦のナデ。

5号不明遺構

（第38図）

（第39図）

　L－5からM－5グリヅドに亘って、河川跡の上面に位置している。

　上面に89号～93号溝が位置する。北東隅は撹乱坑に、北部は86号住居跡に切断され

ている。また東部は、調査区外に及んでいる。

　このような状況であり、上端ラインも曲折するため、規模・形態共に不明確ではあるが、

上径約9mで、ほぼ円形を呈すると思われる。
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　　　　　　　　　　　　　　第39図　A区5号不明遺構出土遺物

第17表　A区5号不明遺構出土遺物観察表（第39図）

0　　　　　　　　　　　　10備

ヒ＝＝＝＝鉱＝＝＝ゴ1：4

溝α 器　種 口径 器高 賎径 飴　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考
1：ヒ

土師器・杯 12．0 4．5
『 ⑥①④③ ② にぶい褐 一部欠 全面吸炭熈色処理）。

2， 土師器・杯 13．7 44 闇…踏 ⑥④①③② ② 榿 口縁部一部欠 黒色処理。長面剥離した部分多い。

・言・
土師器・杯 圭3．8 4．6

一 ④③①② ② 赤灰 完形 黒色処理。表藤剥離し、ザうつく。

，．4 土師器・　　　　｝ 13．8 7．7 5．5 ③①⑥④ ② 赤 ？ 内外面表面磨滅。内面上位輪上に吸炭。二次加熱。

5 長円礫 II長さ20，2　幅8．1　厚さ6，9　重さ1，430glI
｝

6 長円礫 長さ14．2　幅9、4　厚さ6、5重さ960g 一

参 融土塊 　　　　　　　　　　　　　　　…『一一…一　一
1＿

　南部は、30cm程掘り窪められた後、幅2．70mほどの、緩傾斜を成す平坦面をもつ。

中央付近では、さらに60cm程掘り窪められ、再び編2。70mほどの平坦面を成している。

北東隅寄りでは、下段の平坦面からさらに…段掘り込まれ、最深部では、確認面から

2．05mの深さをもっこととなる。最深部からは、溝が南東部に向けて掘られている。溝

の底面幅は、03m～1，1mと安定せず、蛇行もしている。

　覆土は、上位から、極多量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい黄榿色シルト（第1層）、

部分的に黄褐色砂質シルトを層状に含む明黄褐色砂質シルト（第2層）、やや多量のマ

ンガン粒を含む明黄褐色シルト（第3層）、わずかなマンガン粒を含むにぶい黄褐色シ

ルト（第4層）、多量のマンガン粒を含む褐色シルト（第5層）、自然木の幹・枝等を含

み、粘土質とシルト質が混在するにぶい黄記念粘土質シルト（第6層）、多量の酸化鉄、

少量の炭化物を含む浅黄色シルト（第7層）、多量の酸化鉄・マンガン粒を含むにぶい

黄色粘土質シルト（第8層）、わずかな炭化物及び少量の酸化鉄を含む灰白色粘土（第

9層）が堆積している。このうち第8層の下位は、酸化鉄が層を成している。

　遺物は、第1層中から出土している。土師器杯（！・2・3）及び礫（5・6・9）

は集中して検出されている。土師器怨（4）は、やはり第！層中からの出土であるが、

！点のみ離れて検出されている。

6号不明遺構

（第40図）

（第41図）

　M－5からN－6グリッドに亘って位置している。

　北東辺の一部が9号井戸跡によって切断され、南東部は調査区外に及んでいる。

　このため、形態・規模共に不明であるが、現状では幅7．30m前後、長さ9．00m＋αを

計る。西隅が径2m前後の半円形に張り出し、長辺側はやや曲折するものの、ほぼ平行

して南東方向へ移行する。北西部は、掘り込み面から階段状に2段掘り込まれ、約1m

掘り込まれた後平坦面を成している。そして、再び50c穣．ほど掘り込まれ、平坦な底面

は北東壁側に寄った位置に作り出されている。
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W　A区の遺構と遺物

調査区外 r

’

’

！

9号井戸跡

　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　，　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　＼
ゾ
《
ー
ー
．
．
一
…
一
ゆ
偶
，
Q
◎
N

一

／
　
　
＼
、
〃

し
／

／
／
悪
馬
　
＼
　
　
　
　
辱
圃
”
∴
∴
“
塙

～
一
8
酎
制
気
　
　
　
　
　－
∴
侶
聴
塙

　
…
構
　
　
　
　
　
　
羽
忘
轡

　
遺
　
　
　
s
　
　
　
　
　
．
豪
”

　
公
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
∴
・
∵
∵

　
　
く
ン
蓋
§
∵
●
．
．
．
、
㌦
．
’
・
㌦
∴
”
”
”
距
首
一
緊
国
画
癌

鍵
蟻
欝
蘇
灘
一
甜
謎
鷹
醗
羅
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
＼
－
一
凄
ノ
　
　
　
　
　
　
8
．
。
。
N
、

　
、
　
　
　
　
　
　

ノ

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

／
ゆ
ト
内
＼
＼
＼
、

　
　
　
＼
＼

／
鵠
＼
＼

　
　
＼

＼

＼

綿
密
藤
織
懸

．燐

ﾓ
∵
ρ
∴
・
∵
∵
だ
μ
唱
”
　
∵
∵
∵
”
唱
情
心
請

蕉識

ﾌ
脳
燃
川
羅
蕉
無
難
、

雛
無
鱗
、

灘
辮
難
罹
載
＼
＼

　
　
　
　
　
　
、

＼＼「こ
＼＼

　
　
＼

　
＼

＼
　
　
　
　

、

　
へ　」＼ ＼＼

ノ
〆
8
．
。
。
N

鴇
，
。
。
『
．

＼
　
う

＼＼

＞／＼
＼

1
＼
l　　　　　　／／

鳶織

㌃
＼

冒
”
ー
ー
ー
＼

S

ー
ー

＼

ー
ノ
　
　
～

　
　
ノ
／

＿ノ
1　褐灰魚（10Y薮6／生〉シルト。酸駕鉄、マンガン粒を含む。

2　灰白亀（10臓5／1）シルト。酸化鉄を多量、炭化物を少簸

　含む。
3　黄灰色（2，5Y　6／1）シルト。2層より砂を多量含む。

4　灰黄色（2，5Y　7／2）シルト。酸化鉄を多量含む。

5　暗灰黄色（2．5Y　5／2）シルト。酸化鉄を含む。

6　褐灰色（7，5YR　6／Dシルト。酸化鉄、マンガン粒を多蟻

　含む。
7　灰色（5￥6／1＞シルト。酸化鉄を多量含む。

8　灰黄＆（2，5Y　6／2）シルト。酸化鉄をやや多量、炭化物を

　少量含む。
9　灰オリーーブ色（7，5Y　6／2）シルト，，酸化鉄を多量、炭化物

　　を少：．量噛む。

10灰色（7，5Y　6／／）シルト。酸化鉄、炭化物を極少量含む。

1！灰オリーブ色（7．5Y　5／2）粘九酸化鉄を多量含む。

12　暗青灰色（5総醗〉粘土。酸化鉄を多量、炭化物を少量

　　含む。

13灰オリ～ブ色（5Y　5／2）粘土，酸化鉄を含む。

14灰黄魚（2．5Y　7／2）砂。酸化鉄を斑に含む。

15　にぶい赤褐色（5YR　4／4）粘七砂利層。河川石が多量

　　混入している。

16暗青灰色（／0雛4／1）粘鵡酸化鉄を少量、炭化物を極

　　少量念む。

17徽色鵬Y5／i）粘島酸化鉄を権少量含む・
18にぶい黄色（25Y6β）シ・レト（粘頒）．部分的に砂質層

　　のブロックが混入している。

！9浅黄髄、（7，5Y　7／3）シルト。極めて砂質。

ここ＼こ＝＿

0　　　L諜28，400m　　　2m

第40図　A区6号不明遺構
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第41図　A区6号不明遺構出土遺物

第18表　A区6号不明遺構出土遺物観察表（第41図）

翼α 器　種　　1 口径 器高 塵紙 胎　土 焼成 色　調　　残存率 備　　　考

騨 須恵器・杯 …一齢

一
（9，0） ①⑤ ② 灰　　　下位2／5

騰 土師器・杯 12．5 4．2
一 ④⑥②①③ ② 榿 完形 全体に磨滅した部分多い。表面ザうつく。体部外面～部炭化物付蒲。

3 土縣羅・杯 蝕2＞
一 一 ①④ ② 鐙 1／3 内外颪黒色処理。

灘 土師器・高杯 12．0
…

……「 ② 榿 3μ

5 須恵器・甕 （1414＞

　 ｝ ⑥①④③ ② 灰 口縁部1／5

6 土師器・甕 （26．8）

一 　 ⑥①③④② ② 燈 口縁部1／8

藁ゾ兼1も

p薪選舞
土錘 長さ3，ア　最大径圭β　孔径2，6 一部欠

8 礫 長さ15．1幅5．8　厚さ4．3重さ590g 一

9 礫 長さ圭7，7　幅4．7　厚さ2、6重さ410g ｝

Io 礫 長さ　B，8　編5．8　潭さ3．G　重さ330暮
一

i
1

礫 長さ13，5　幅49　厚さ2．7　重さ270g …

12 礫 長さ11，4　幅7，2　厚さ4，0重さ460g 一

13 礫 長さ15，9編5．9厚さ3．6重さ55Gg ｝

1尋 礫 長さ　17，7　幅7．1　厚さ3」　重さ260g ｝ 〆

15 礫 長さi5、3　幅7．6　厚さ4、1重さ710g 　一

16 礫 長さ22、4　幅9．5　厚さ6、0　重さ1，93Qgll
一

17 礫 長さ19，5　編10，3　厚さ9，6　重さ2，500ぎ 一

18 礫 長さ23、4　幅14．2　厚さll18　重さ4，400gil ｝

19 礫 長さ25．1　幅17．9　厚さ　149　重さ6，800gll
　

　覆土は、砂・酸化鉄を含む層が多く、中には砂利層（3・15・18各層）も含まれる。

いずれも、河川跡に流入した土層と酷似している。

　遺物は、半円形の張り出し部から長円礫が集中して出土しているのを始め、底面から

はやはり長円礫と共に、土師器杯（2）が出土している。覆土中からは須恵器杯（D、

土師器杯（3）、土師器高杯（4）、須恵器甕（5）、土師器甕（6）、土錘（7）が出土

している。いずれも器面に酸化鉄が強固に付着している。

　こうしたことから、本遺構は、河川跡分岐点から西側に引き込まれた入り江となる可

能性が高く、さらに土器・礫の出土状況から、西側の南部岸上では1号土器祭祀跡と同

様な土器祭祀跡の存在をも想起させるものである。

その他

（第42図〉

　T・U－2グリッド付近の黒褐色シルト層及びその上層（炭化物粒を含むオリーブ黒

色シルト）中に含有された遺物群である。
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IV　A区の遺構と遺物

第19表　A区縄文・弥生土器包含層出土遺物観察表（第42図）

Nα 器　種 出土部位 口径 器高 鷹径 胎　土 焼成 色　調 文様及び特徴

1 縄文・深鉢 口縁部 一 一 ｛
①④ ② 鐙 波状口縁突起部。

2 縄文・深鉢 口縁部 （17、8）

　 　
①④ ② にぶい黄榿 沈線文。

3 縄文・一 突起部 一 ㎜ ■㎝ ② ② 榿 口縁部突起。

4 縄文・一 口縁部 　 一 一
① ② にぶい黄榿

5 縄文・… 一 一 一 ｝ ②① ② にぶい黄榿 沈線文と刺突による列点文。

6 縄文・一 一 ｝ 　 ⑥①②　　　② にぶい黄榿 沈線文と刺突による列点文、

7 縄文・一 一 一 ㎜ ①⑥ ③ 明黄鐙 沈線文と剥突による列点文。

8 縄文・一 皿 　 一 一 ② ② にぶい鐙 沈線文と刺突による列点文。

9 縄文・一 一 一 一 一 ①⑥ ② 懸盤褐 沈線文と麟突による列点文。

lo 縄文・… 一 ㎜ ⑥ ③ にぶい黄鐙 沈線文。

／
1 縄文・深鉢 体部 一 … ⑥①② ② 澄 隆帯にそって垂下する沈線文内に縄文を充填。

12 縄文・一 口縁部 一 一 一 ⑥① ② 鐙

13 縄文・一 口縁部 一 『 一
⑥ ② にぶい鐙　　　断り返し口縁。

／4 縄文・一
［

一 ｝ 　
⑥② ② 細裂 沈線文と螺線文副15と1罵…・個体。

15 縄文・… 　 一 一 ㎜
①② ② 明褐 一線文。』圭4と同一個体。

16 縄文・深鉢？ 体部 一 一
⑥① ② 榿 交差する条線文。

／7 縄文・一 一 ㎜ 一 ｝
① ② にぶい黄榿 交差する条線文。

18 縄文・一 一 一 　 　
③ ③ にぶい榿 平行沈線文。

19 縄文・深藍？ 体部 一 一 ｝
①⑥ ② 禮 沈線文。

20 縄文・一 一 一 一
⑥ ③ にぶい黄榿 沈線文内に条線文。

21 縄文・一 一 　 一 一
⑥① ② にぶい鐙

22 縄文・一 一 一 　 一 ⑥ ② にぶい鐙

23 縄文・一 一 一 一｝ ⑥① ② にぶい鐙

24 弥隻・一 口縁部 一 一 一 ⑥② ② にぶい黄鐙 目縁部に沈線文。全薦に縄文。

25 弥生・ i　－d 一一 一 ① ② にぶい鐙 肩部、横位の平行沈綜。

26 弥生・一　　　　一 一　i一 一 ⑥② ［ ②　　にぶい黄鐙 平行沈線内に4，～5本！単麺の櫛趨状工翼による波状文。
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B区の遺構と遺物

　B区において、平成／4年度・第5次調査で検出された遺構は、住居跡が42軒、治跡が2

ブロック、井戸跡21基、土坑10基、溝跡22条、河川跡1条、不明遺構1基（第43図）である。

河川跡は、中央部に南北流する流路であり、東側のA区に広がる流路と合わせて、複雑な

様相を生み出している。また、遺構の集中が密であり、重複が激しく、より一層様相を複

雑なものとしている（第43図）。

1　住居助

　住居跡は、39号から80号の42軒が検出されている。A区に広がる流路の位置する東

側部分の、河川西側岸に当たる部分では削除された住居跡が多く、河川の中央部に当たる

東隅の部分ではまったくみられなくなる。しかし、この部分以外は密に分布し、住居跡同

士の重複も激しい。こうした状況は、南北の調査区外に拡大する様相を呈している。

7
＼

39号住居跡土層

ム

茸

　　　　　　　　　　　　　　　　　39号住居跡　（第44図〉（第45図）

　　　　　　　　　　△　　されている力潤加住居蹴切断して誓・る誌面

　　　　　　　　　　　　　　　　　にはA区79号経輪が位置している。

　　　　　　2．4　　　　　　　　　　このため、規模・形態共に不明であるが、西辺長

　　　　　　　　　　　　　　　　　は5。00mを計り、北・南辺とも直交していることか
　　　　　な　　　アバ
　　　3臣　　13　　　　　　　　　　ら、西辺長を一辺とする方形を呈するものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　西辺と直交する主軸方位は、N－io7．一Wを示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁は、床面付近が残存するのみで、形状は不明で

　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。壁の残存高は、わずか15cmである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　床面は、カマド前がやや盛り上がり、全体でも凹

　　　　　　　B’
　　　　　　　　　　　　　　　　　穴内に残り、燃焼部は竪穴外に張り出す。火床は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　床面をわずかに掘り窪め、竪穴ラインよりわずか手

　　　　　　　　　　　　　　　　　前で段を成す。ほぼ半円形を呈し、長さ60c熱、壁
　　　　　　0　　　　し＝皿28，2◎◎撒　　　　2rn

　　　　　　ヒ＝＝ニー1・60面での幅83cmを計る。燃焼部は台形を呈し、奥行

第44図　B区39号住居跡　　　　　　き65cm、奥面幅40cmを計る。断面は、緩いカーブ

燈色（5釈6／8）焼土層。灰層を多量含む。

黒色（紛蹴2／1）灰麟。焼土粒を少量倉む。

黒色⑳臓2／D灰皿。焼土粒、浅黄色鈷±：を多量含む。

浅黄色（7．5￥7／3）粍鵡茨翻を少量含む。
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V　B区の遺構と遺物

を持って立ち上がる。煙道部分は検出されていない。

　覆土は、炭化物を含む褐灰色シルト層である。

　遺物は、カマドから集中して出土している。燃焼部内からは土師器甕（7・10）、火床

周囲から土師器鉢（6）、甕（8・9・11）、さらに四型の上面に土師器杯（1～5）が出

土している。なお鉢（6）は、両者にまたがって破片が散っていたものである。また、甕

（8・9）は、カマド平袖を構成していた可能性が高い
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第45図　B区39号住居跡出土遺物

40号住居跡F－7からG－7グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一確認面

（第46図）下位からの検出である。

（第47図）　東半部分はA区河川跡によって削除されている。上面には34号・38号溝跡、60号土坑
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第20表　B区39号住居跡出土遺物観察表（第45図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

董 土師器・杯 （13，4）

一 一 ⑥①④ ② 鐙 ［］縁離／8 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、後にナデの加わる部分が多い。内面ナデ。

2 土師器・杯 （14，6）

一 一 ⑥③①② ② 明赤褐 口縁部1／8 口縁部横ナデ。体部外面縦のケズリ、中央部ミガキ様ナデ。内面ナデ。

落ゴ 土師器・杯 11．9 5．9
一 ⑥③①④ ② 明褐 一部欠

外面下位～底面にかけては横のケズリを残すが、中位～口

･にかけてはナデが加えられる。内面ナデ。

4 土師器・杯 （12．0＞

一 ㎜ ③①④ ② 榿 口縁部1／8 全面ナデ。

5 土師器・杯 （13、6）

一 ㎜ ③①④② ② 榿 口縁部1／8 全面ナデ。

・6、、 土師器・鉢 12．1 10．4 5．8 ⑥③①④② ② 明赤褐 一部欠 口縁部横ナデ。胴部内外三共ナデ。内面指炭。一部炭化物付着。二次加熱。

7ン 土師器・甕 （20．8） 30．0 7．7 ⑥③①②④ ② 明瞭褐 1／2

口縁部横ナデ。胴部外面肩幅以外ケズリ後ナデが加わる、

ｨ部ナデ、底面ケズリ、全面吸炭。内面ナデ、上位～中位縦

ﾌ指頭、中位横の指頭、底面ヘラによる放射状。二次加熱

8 土師器・甕 （19．4＞ （26．5） 7．4 ⑥①③② ② 赤褐 1／3
口縁部横ナデ。胴部外面縦を主体としたケズリ、後全面に

iデが加わる。煤付着。内面ナデ。二次加熱。

9 土師器・甕 19．7
一 一 ⑥③①④② ② にぶい黄

ﾆ
底部欠

口縁部横ナデ、外面下半指頭による押圧。胴部外面縦を主

ﾌとしたケズリ、上下端にナデが加わる、下半赤色化。煤付

?B内面横のナデ。全面吸炭。二次加熱。

10 土師器・甕 17．6
｝ ⑥③①②④ ② 榿 上位のみ

口縁部横ナデ、外面下位指頭による押回。胴部外面縦のケ

Yリ、肩部横のケズリ様ナデが加わる。内面ヘラナデ、輪積

ﾝ痕を残す。内外面一部吸炭。赤色化。二次加熱。

11 土師器・甕 17．3
一 ｝ ③⑥①②④ ② 明赤褐 上位のみ

外面口縁部指頭による押圧の後横のナデ、括れ部横のナデ、

ｷ部縦のケズリ、全面赤色化。内面口縁部横のナデ、括れ～

ｨ横のケズリ、胴部ナデ、括れ部炭化物付着。二次加熱

ブ

調査区外

も

ア

0

島’

§

　　　　L＝28，400m
ヒ＝＝＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝ゴ1：60

2m

脅
0
、

＼
ア，

3

河川跡

！

、

　　　　ア，

も
郷

／
卿

1　褐灰色（10YR　6／1）シルト。炭化物を少量含む。

2　灰白色（2，5Y7／1）シルト。淡黄色（2，5Y8／4）シルトを小ブロック状に、

　マンガン粒を少量含む。
3　浅黄色（2，5Y　7／4）シルト（やや砂質）。炭化物粒を微量含む。

4　灰色（5Y　6／1）シルト。山色（7．5YR　6／8）焼土を小ブロック状にやや多量

　含む。
5　にぶい呼野色（10駅5／3）シルト。燈色（7．5YR　6／8）焼土粒を少量含む。

第46図　B区40号住居跡
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V　B区の遺構と遺物

が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるが、西辺長は4．80mを計り、北・南辺とも直交し

ていることから、西辺長を一辺とする方形を呈するものと思われる。西辺と直交する主軸

方位は、N－114．一Wを示す。

　壁は、床面付近が残存するのみで、形状は不明である。壁の残存高は、最高でもわずか

IOcmである。

　床面は、凹凸が多く、安定しない。ピット等は、検出されていない。

　カマドは、西壁中央に設けられている。火床は竪穴内に残り、燃焼部は竪穴外に張り出

す。火床は、床面を奥に向けて徐々に掘り窪め、ほぼ長円形を呈する。長さ45c駄幅30c撮

を計る。燃焼部は四壁が丸くなるものの、ほぼ長方形を呈し、奥行き80c鐵、幅25c聡を計る。

断面は、奥に向けて一段と深まり、奥壁部で急カーブをもって立ち上がる。煙道部は検轡

されていない。

　覆土は、上層が少量の炭化物を含む褐灰色シルト層（第1層）、下層が浅黄色シルトブロ

ック及び、少量のマンガン粒を含む灰自色シルト層（第2層）である。

　遺物は、カマド燃焼部奥壁近くから土師器甕（6）が出土したのをはじめ、土師器杯

（！～4）、高杯（5）、甕（7・8）、須恵器甕（9）が出土している。

響E
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第47図　B区40号住居跡出土遺物
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第21表　B区40号住居跡出土遺物観察表（第47図）

封α 器　種 欝径 器高　　底径 胎　土 蜘戎 色　i調 残存率 備　　　考

1麟 土師器・杯 ll輔 53 2．9 ②④③① ② 鐙 2／3 口縁部横ナデ。体部外懸金面横のケズリ、内面ナデ、蓉學」こげ鷹。

講ξ 土師器・杯 13．5 5．0
｝ ③①② ② 明赤掲 2／3

3 土師器・杯 （｛4．5）

一 一 ①④③② ② 明赤褐 1／4
外面口縁部横のナデ、体部横のケズリ、上位はナデが加わる。

燒ﾊ横のナデ、底瀬炭化物付着。

4 土師器・杯 （Il，8）

一 一 ④③②① ② 明赤褐 1／8 内外面共ナデ、外面はわずかに横へ砂粒の移動がみられる。

5　土師器・高杯 一國騨…

『 一 ④②③① ② 明赤褐 口縁・裾欠
杯部内外面共水拭き。脚部外面縦のケズリの後ナデ、裾部横ナデ。

熬ﾙ天井部ヘラ先によるナデツケ、その他横の連続ヘラケズサ。

瀬∫1
土師器・甕 17．8 273 7．3

繍
②

｛明赤褐
3／嬉

口縁部横ナデ。綱部外面上位縦、中～下位斜のケズリ、上位

ﾉ一部ナデが撫わる。内面上～中位ヘラナデ、申ベド位ナ
f。接錦部の一部木譲状工翼によるナデ。外颪中位以下煤付

?B赤色化した都下多い。二次加熱。

・，1ア：｛1：

土師器・甕 12．3
一 ｝ ⑥②④①③ ② 榿 底部欠2／5

口縁部横ナデ。括れ部内外面一部指頭による押立。胴部外面

iデ、下位はケズリのまま。内面上位木口状工具によるナ
f、中位以下ヘラナデ。赤色化。二次加熱。

8 土師器・甕 ｝ 一
6．2 ⑥②③①④ ② 浅黄榿 底部のみ 外面ケズリ、部分lil勺にナデが加わる。内面木口状工具によるナデ。

9 須恵器・甕 ■一…－

』 ｝ ①②　　　　② 灰色 一部

／

41号住居跡H－6からH－7グリッドに亘って位置している。第一確認面下位からの検出である。上

（第48図）

（第49図）

面及び東北隅は、39号住居跡及びA区河川跡によって、南辺中央部は59号土坑によって削

除されており、逆に45号住居跡を切断している。また上面には、45号三跡が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるといわざるを得ないが、西辺は6，00m、南辺は

6．20＋αmを計り、北・南辺ともほぼ直交していることから、北・南辺を長辺とする長方

形を呈するものと思われる。主軸方位は、N－70。一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。壁の残存高は、ばらつきがあるが、最高の西側では55c紐

である。

　床面は、凹凸が多いが、硬く締まった部分もみられ、安定している。ピットは、カマド

と北西隅の間で検出されている。径65×55cmを計り、二二方形に近い円形を呈する。深さ

は25cmを計る。

　カマドは、西壁中央に設けられている。竪穴内には、焼土化した部分がみられず、全て

竪穴外に張り出すと思われる。各部の分離はみられず、全体に焼．土層（第5層）が広がり、

下位に焼土粒、マンガン粒を含む灰黄色シルト（第6層）が堆積している。張り出しは、奥

壁が丸くなるものの、ほぼ長方形を呈し、奥行き！00cm、幅65cm前後を計る。底面は、竪

穴床面から7cmほど高い位置に設けられ、ほぼ水平面を成している。奥壁部は、急傾斜をも

って立ち上がる。煙道部等も検出されていない。

　覆土は下層が、多量のマンガン粒、一部炭化物を層状に含む黄灰色シルト層（第4層）、

上層が多量のマンガン粒・酸化鉄、少量の炭化物を含む灰黄褐色シルト層（第2層）であ

る。また東半部分では、両層の中間に多量の焼土粒・マンガン粒・炭化物を含む灰黄褐色

シルト層（第3層）が堆積している。

　遺物は、床面上から土師器甕（7・8・9・！4）が出土したのをはじめ、第4層申から

土師器杯（1～4）、高杯（5・6）、甕（！0～13・15）、増（16）、石錘（！7＞、羽ロ

（18）が出土している。
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V　B区の遺構と遺物

金
轟

℃

〉
・

－
〉
．

D

45号住居跡

李
／

59号土坑

C

ぢ

41号住居跡

4陽住儒跡土層

1　褐灰色（10YR　6／／＞粘土。酸化鉄、マンガン粒を多量含む。

2　灰黄褐色qO服6／2）シルト。酸化鉄、マンガン粒を多量、

　炭化物を少簸含弧
3　灰黄褐色（io駅6／2）シルト。マンガン紘炭化物、焼土粒を　　D・

　多量奮む。

4　黄灰飽（2，5y鍛）シルト．マンガン粒を多量、一部炭化物を

　物参に倉む。

5　甥赤褐色（2，ヨ職5紛シルト。焼慧＝が主体である。

6　灰黄色（2．5Y§／2＞シルト。マンガン紘焼圭粒を少量含む，
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一一 X7…



＝

ヨ　｝｛

＼

＝▽

「一…

4
『

／

5

　
　

7
4
、

ム託㎜

　　　ノ＼　ノ

　　　ひ
　　・ぐぐ
　　　　～　　　、　　＼

尺　　　1＼

　誉」＼こ二、い

　　　　く、一ノ＼
　　＼　　＼
　｝一焦＼　　r＼一一、　ノへを　　ま　　　　　　へ
　1、←“＼

／
汽
μ
ノ

〆
　
乃
／
／

4
7

　｝隔｝ @　　　ノ

9

／
／

8

㈱

　　↑
　臥

　　　　　　　　　　日

＼＿（／　　　　塔

／　　　　　　　　　　　　　　……一　　　　　　　　　『

　　　　　　　　　　1

＼／　　◎1
　　　ワ　　　　　　　　l　　　　　　l8

第49図　B区4壌号住居跡出土遺物

　　　　　一98一

io

一一
　　　　　12

；6

O　　　　　　　　　　伯cm



V　B区の遺構と遺物

第22表　B区41号住居跡出土遺物観察表（第49図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・杯 （12．0） （3．8）

｝ ①②③ ② 鐙 1／5 磨滅。体部外面横のケズリ。

2 土師器・杯 （13．7＞

一 一
①②③ ② 明赤褐 上位1μ 口縁部横ナデ。体部外面横のケズリ、内面ナデ。

3 土師器・杯 （13、2）

一 　
①④ ② 榿 V4

口縁部横ナデ。体部外面底面ケズリのまま、上位ナデが加わる、

燒ﾊ横のナデ。

4 土師器・杯 一 一
（4．0＞ ①②③ ② 榿 1／5

口縁部横ナデ、内面は体部上位まで及ぶ。体部外面横のケズリ、

燒ﾊナデ。底面上げ底、ナデ、赤色化。

5 土師器・高杯 一 一
（9，6） ①② ② 榿 脚部の一部 脚裾外面のみ回転ナデ、他はナデ。脚内部ヘラによる横の連続ナデ。吸炭。二次加熱。

6 土師器・高杯 （10．6）

一 ① ② 榿 脚裾1／5 横ナデ。

τ、・ 土師器・甕 16．5
一 一 ⑥①③④ ② にぶい燈

口縁部2β

ｷ上半2／3

ｷ下半V2

口縁部横ナデ、外面括れ部二段の回転ナデ。胴部外面上位～中位

c、中位～下位横のケズリ、上位及び底面付近ナデが加わる。内

ﾊ大部分横のナデ、底面付近縦横のケズリが加わる部分がある。

煌O面吸炭。外面一部煤付着。二次加熱。

8 土師器・甕 17．0
一 一

⑥①②③④ ② 榿 上位1／2
口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、一部縦のスリップ、煤付着、一部

ﾔ色化。内面上位ナデ、中位横のヘラナデ、吸炭。二次加熱。

亭9こ 土師器・甕 19．0
一 　 ⑥①② ② 浅黄榿 上位3／4

口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、一一部斜のケズリ、一一部煤付着。内

ﾊ横のナデ、炭化物付着。二次加熱。

⑩ 土師器・甕 （20．8）

一 一 ⑥①②③④ ② 榿 上位1／3

外面縦を主体とした刷毛目、一部横が加わる、中位以下ナデ、括

齦狽ﾌ一部にもナデ、中位以下赤色化。内面口縁～括れ部横の刷

ﾑ目、口縁はナデが加わる、胴部横のナデ、一部炭化物付着。二

汢ﾁ熱。

l
l

土師器・甕 （19．0）

一 一
⑥①②③ ② 燈

口縁部破片

ｷ上半1／4
表面剥離。胴部外面ケズリ痕。内面頸部輪積み痕。

12 土師器・甕 （21、0＞

一 一
①②③ ② 榿 口縁部の一部 口縁部横ナデ、煤付着。内面及び胴部ナデ。

13 土師器・甕 （14，6）

一
①②③⑥ ① 燈 口縁部1μ

口縁部横ナデ。口唇部煤付着。胴部外面ケズリ、内面ナデ、括れ

博w頭による押圧。二次加熱。

！4 土師器・甕 ｝
（6、0） ①②③④⑥ ② にぶい榿 底部の一部 内外面ナデD外面煤付着。

15 土師器・甕 一 一
（74） ⑥①③ ① 浅黄榿 底部1／4

胴部ナデ。底部外面ケズリ、内面周辺指頭による筆圧。外面一部

z炭。

／6 土師器・増 一 ｝
3．0 ①②③ ② 燈 底部の一部 表面磨滅。上げ底。

1プ、

石錘 長さ11．1幅8．4　厚さ1．8　重さ2！0g ｝

’18 羽口 長さ7．5　幅5．3　孔径2．3　重さ74．5g 一

42号住居跡

（第50図）

（第51図）

ノ

／

！

　　1－6から1－7グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第一確認面

下位からの検出である。

　43号住居跡によって削平され、44号住居跡に切断されている。また、上面はA区河川跡

によって削平されている。

　このため、規模・形態共に不明であるが、現状では、北西辺1．45＋αm、北東辺4，10＋

αmを計る。両辺は直交しているが、北東辺が蛇行することから、方形を基本とする不整

形を呈するものと思われる。カマドの主軸方位は、N－60．一Eを示す。

　壁は、床面付近が残存するのみであるが、垂直に近い急角度で立ち上がる様子である。

壁の残存高は、最高でもわずか12cmである。

　床面は、ほぼ水平であり、硬く締まった部分もみられて安定している。ピットは、北隅

で検出されている。径52×50cmを計り、やや崩れた円形を呈する。深さは16cmを計る。

　カマドは、北東壁に設置されている。火床は、床面が1～2cm掘り窪められており、全

て竪穴内に位置している。台形を呈し、前面幅65cm、平面幅35cm、長さ75cmを計る。袖

は、右が50cmほど残り、先端部に土師器　（6）が被せられていた。左袖は、ほとんど残

存していない。燃焼部は火床の平面形を継続し、奥に向けて幅を狭めている。半面幅24cm、

長さ40cmを計る。火床から燃焼部にかけて、全体で三角形を呈する。燃焼部寸寸は、45．

前後の傾斜をもち、高さ8cm程の段を成して煙道に移行する。煙道は、わずかに立ち上が

りながら薄才に達し、奥壁も緩傾斜を成す。幅20cm、長さ70cmを計る。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
10灰色〈7．5Y　5／1＞結ゐ焼土粒、ブロックを多量含む。

／1黒色（10搬2／／）山州。

12焼土。

にぶい黄色（2，5Y　6／3）粕幻マンガン粒多量、

炭化物を微量含む。

暗灰黄色（2．5Y4／2）粘、九マンガン粒を少量含む。

暗赤褐色（7，5R　3／2）粘九焼土層。

明赤褐色（5YR　5／8）粘土。焼土ブロックを含む。

にぶい黄色（2．5Y　6／4）焼士。焼土粒を少量含む。

褐灰色（10YR　6／D黙黙マンガン粒を多量含む。

灰黄色（2．5Y　6／2）心心マンガン粒を多量含む。

暗灰黄色（2，5Y　5／2＞懸詞マンガン粒を少量、

炭化物を微量含む。

灰黄褐色（／0YR　5／2）砂。
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V　B区の遺構と遺物
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第51図　B区42号住居跡出土遺物（2）
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　覆土は、炭化物をわずかに含む浅黄色シルト層である。

　遺物は、カマド右袖から土師器　（6）、火床から杯（2・4）、甕（7・9＞、壷（！5＞、

カマドとピットの間から、土師器高杯（5）、甕（8）、甑（10・11・12）、覆土中から須

恵器蓋杯（1）、土師器杯（3）、甑（13）等が出土している。

第23表　B区42号住居跡出：：ヒ遺物観察表（第50・5壌図）

銀b． 器　種 口径 器高 蔵径 胎　土　　焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 須恵器・蓋 ｝ 一 …「 ①② ① 黄灰 1／8

蕩∫ 土師器・杯 12．7 5．0
一 ①②③ ② にぶい赤褐 4／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。全面煤付着。

3∫ 土師器・杯 12．9 5．3
『 ①②⑥ ① 榿 4／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ、，

4 土師器・杯 （13、8） 5．8
　 ①② ② 榿 2／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリとナデ混在。内闘ナデ。

．㌧⑥『 土師器・薦杯 14．6 10．7 10．0 ⑥①②③ ② 橿 3／5 表面磨滅。

⑥ 土師器・　　　　㎜ lO．5 7．6
一 ⑥③①② ② 榿 V2 表繭磨滅。賑縁の一部横ナデ。

7 土師器・甕 （2鯛 ／325） 5β ⑥①② ② 暗褐 1〆2

口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、一二及び底部周

ﾓ横のケズリ、月比にはスリヅプの旛される部位も見

轤黷驕A煤付着。内面ナデ、吸炭。二次燐熱。

8 土麟器・甕 17．6 （10．4）

一 ⑥①②④ ② 榿 上位1β
表繭剥離した部分が多い。口縁部横ナデ。胴部外面ケ

Yリ（痕〉、内面ナデ、吸炭。

9 土師器・甕 ｝
（20．3） 7．0 ①②③⑥ ③ 榿 下半1β

外面縦のケズリ、中位にナデの加わる部分がある、下

ﾊは受熱による劣化剥離した部分もある。内面横のナ

f、中位に輪積痕残す。炭化物付着。二次加熱。

二1σ 土師器・甑 （23．8） 25．7 8．8 ⑥①②③④ ② にぶい榿 2／3
口縁部横ナデ。胴部外面口縁下位から縦のケズリ、括れ都に圓転の

iデが趨わる。内面棋のナデ、吸炭。孔部ナデ仕ま：げ。

圭
1 圭才器・甑 （26、2＞

一 ⑥①③ ② にぶい鐙 厩部欠1！3
口縁部横ナデ。胴部大部分表面磨滅。磐凝縦のケズリ

ｭ。内漏横のナデ痕。

12 土師器・甑 　 一
（8．8） ⑥①②③ ② にぶい鐙 1／5

胴部大部分表面磨滅。内面横のナデ痕。孔蔀ナデ仕上

ｰ。M］と岡一個体か？

13 土師器・甑 （30、0） 25．0 （9．7） ⑥④①③ ② にぶい褐 喉
ロ縁部横ナデ。胴部ナデ、内面に輪積み撰残す。内面

z炭。孔ナデ仕上げ。

14 土師器・甑 『
（16．3）

｝
、⑥②①③ ② 暗褐 下位1／3 外面ナデ、一部縦のケズリ。内面横のナデ。孔ケズリ仕五げ。

15 土師器・壷 202 一 一　1③①② ② 燈 口幕のみ4／5 内外面共横のナデの後、一部縦のケズリが加わる。

43号住居跡H－7から1－7グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第一確認面

（第50図）下位からの検出である。

　　　　　　　一隅を59号土坑によって切断されているが、42号・44号両住居跡の上面を削平してい

　　　　　　る。また、A区河川跡によって上面を削平されているが、特に南側は切断された状態であ

　　　　　　る。西隅上面には、38号・43号各溝跡が位置している。

　　　　　　　このため、規模・形態共に不明であるが、現状では、北西辺（推定）4．70m、北東辺

　　　　　　2．95＋αm、南西辺1、00＋αmを計る。各辺は直交しており、北西辺長を一辺長とする方

　　　　　　形を呈するものと思われる。北東辺の軸方位は、N－320－Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの高さは、最高で20c鐙を計る。

　　　　　　　床面は、やや傾斜し閉凸がみられるものの、硬く締まった部分もみられて安定している。

　　　　　　壁直下には、幅20cm、深さ5cm前後の溝が廻る（北東辺の一部では途切れる）。他に炉等

　　　　　　の施設は検出されていない。

　　　　　　　覆土は、多量のマンガン粒及び炭化物をわずかに含むにぶい黄色粘土層（第1層）である。

　　　　　　周溝内には、少量のマンガン粒を含む暗灰黄色粘土（第2コ口が堆積している。

　　　　　　　遺物は、図示可能なものは出土していない。
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V　B区の遺構と遺物

44号住居跡

（第50図〉

（第52図）

　1－7グリッドに位置し、南側は調査区外に及んでいる。第一確認面下位からの検出で

ある。

　南側で42号住居跡を切断している。逆に北側では、43号住居跡とA区河川跡によって上

面を削平されている。また西隅上面には、38号・43号各溝跡が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるが、現状では、北東辺4．90m、北西辺4．60＋αm、

南西辺0．20＋αmを計る。各州は、隅に丸みをもつものの、ほぼ直交しており、北東辺長

を一辺長とする隅円方形を呈するものと思われる。北東辺の軸方位は、N－60．一Eを示

す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、検出面からの高さは、最高で30cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、硬く締まった部分もみられて安定している。ピットは、

カマドと北隅の間で検出されている。径43×45c灘を計り、隅円方形を呈する。深さは！6

cmを計る。

　カマドは、北東壁中央部に設置されている。火床は、両袖の前面に半径30cmの半円形に

作りだしている。両袖問は焼土が薄くなるが、燃焼部を構成していると思われる。火床と

燃焼部の境には、土師器甕（2）が直立して出土している。燃焼部は平面三角形を呈し、

前面幅60cm、奥面幅25日目、長さ75cmを計る。袖は、外形が箱型、内面が三角形を呈する

こととなる。竪穴内への張り出しは、60cmほどであり、右袖の先端部には、　IL師器杯（D

及び甑（5）が被せられていた。また左袖脇からは、砥石（7）が出土している。火床と

燃焼部を合わせた長さはl！Ocmを計り、全て竪穴内に位置することとなる。燃焼部の奥壁

は、急傾斜で立ち上がり、高さ15cm程の段を成して煙道に移行する。奥壁斜面からは、土

師器壷（6）が出土している。煙道は、一部水平を成すが、奥壁に向けて低くなり、蟻壁

は急傾斜を成して立ち上がる。幅20cm、長さ137cmを計る。両壁が焼土化している。

　覆土は下層が、少量のマンガン粒、微量の炭化物を層状に含む暗灰黄色粘土層（第8層）、

上層が多量のマンガン粒を含む灰黄色粘土層（第7層）である。また壁際では最下層とし

て、灰黄褐色砂層（第9層〉が堆積している。

　カマド以外の遺物は、ピット内から土師器甕（3）、脇から甕（4）、甑（5）等が出土

している。このうち甑（5）は、カマド右袖にかぶせられていたものであり、ピット脇の

破片と接合されたものである。

第24表　B区44号住居跡出土品物観察表（第52図）

Nα 器　種　　　　目径 器高 底径 胎　土 焼成　　色　調　　残存率 編　　　考

①1 土師器・杯 12．2 5．1

　 ①④③②⑥ ② 明赤褐 3／4 表面磨滅した部分が多い。外底面ケズリ、他はナデ、内面横のナデ。

湿〕1 土師器・甕 （22、4＞ 27．7 7．2 ②①⑥③ ② にぶい榿 1／3

口縁部は横ナデ。胴部外面は縦のケズリ、括れ部及び下位に

iデが加わる。内面ナデ、輪積み痕を残す。内外面共吸平し

ｽ部分が多い。二次加熱。

3 土麟器・甕 ｝ 73

鋤
② 燈 底部2β 外嚢ケズリ、下位は煤轡着、粕川赤色｛ヒ、内癒ヘラナデ、吸炭。二次撫熱。

4 土師器・甕 『 　 ｝ ②③⑥① ② 榿 罰部
夕矯ケズリ、上位ナデが繍わる、冠付養。内冠ヘラナデ、申隠語」状

H具によるナデ、中位以上輪積み痕を残す、炭化物付着。二次焔熱。

⑥ 土師器・甑 26．3 27．7 9．5 ②③①⑥ ② にぶい榿 3／5 外面口縁部横ナデの後、揺れ部～胴部縦のケズリ、下端にはナデが加わ翫

⑥〔 土師器・壺 18．0 29．0 （12．2） ①⑥②③④ ② 榿 2／5

口縁部横ナデ、頸部に段を成し、稜線を作り出している。胴部

O面中位以下横、巾位の一部に縦のケズリ、上位ナデ。内面ナ

f、中位援倉部木口状工具によるナデ、一一部炭化物樗養。

塑：・
砥石 長さ21．9　幡16、8厚さ3ユ　　　　　　　　　　　　　　　一 一面使用。
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V　B区の遺構と遺物

45号住居跡H－7グリッドに位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第53図）

（第54図）

（第55図）

　46号住居跡を切断している。東隅は4！号住居跡に切断され、中央上面はA区河川跡及

び38号・39号溝跡によって削平されている。南西由比には61号土坑が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるといわざるを得ないが、現状では北西辺5．62m、

南西辺4．75m、北東辺3．18＋αm、南東辺1．20＋αmを計る。各辺は、北西辺が蛇行し、

他辺がほぼ直線を成す。さらに、三隅が丸みをもち、なおかつ直交していないため、不整

形を呈するといわざるを得ない。南西辺の軸方位は、N－48．一Wを示す。

　壁は、ほぼ直線を成し、急傾斜で立ち上がる。検出面からの高さは、最高で65cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、硬く締まった部分もみられて安定している。ピットは、

検出されていない。

｝

1「

o

ω
⑩
蜘
藤
翼

～弍

　
　
ω
。
。
⑫
藝

ー
ー
ー

㍗

℃

9

6
。

46号住居跡

＼

o

〉
・

＼

ココきお
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8・

45号住居跡

・B’

登

1迦
41号住居跡

映

45号｛i据跡土逼

／　にぶい黄色（2．5Y　6④シルト。焼土紘炭化物を少量含む、

1鷺灘：llY311訓導焼土知。クを多勤

4　にぶい黄色（2，5Y　6／4）粘九

5　灰色（5Y　4／1）粘七焼土粒を含む。

6　にぶい黄色（2，5Y　6／4）シルト、，

7　褐灰色（10臓6／i）粘ム酸化鉄、マンガン粒を多量含む。

8　灰黄褐色（10YR　6／2）シルト。酸化鉄、マンガン粒を多日焼土粒炭化物を少量含む，

9　褐灰色（10臓5／里）シルト。マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

／G黒色〈1G膿鍛〉灰層。焼土粒：、焼土ブロックを少量含む。

n　褐灰色（7．5獄5／1）シルト。マンガン粒、炭化物を少量含む。

B・ 、 ・8｝

0　　　　　　　し＝28．8◎Or￥・塾　　　　　2m

第53図　B区45号住居跡
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V　B区の遺構と遺物

0　　　　　　　　　　　　10cm

－1　；4

＼留。、

（二二二⊃。、
｝

24

第55図　B区45号住居跡出土遺物（2）

第25表　B区45号住居跡出土遺物観察表（第54・55図）

Nα 器　種 口径 器高 半径 胎　土 焼成 憾　調 残存率 備　　　考

、寵菟

?
土師器・杯 B，4 5．8

一 ①④②⑥ ②
浅黄懸

u
口縁部一部欠

大部分表面剥離している。口縁横ナデ。体部整形痕不明、

齦買~ガキが見られる。外底面以外全面朱塗。
ろきノ冥噺

J1
士：師器・杯 11．5 5．5

一 ②①④⑥ ② 綴
口縁部・体部

齦伯

口縁部横ナデ。体部外癖ケズリ、．揺立にはナデが加わる。

燒ﾊ放射状暗文、一部旧縁に達する、厩面吸瓢。

3 土師器・杯 （玉3，6） 5．6
一 鰯

② 浅黄鐙 1／5
口縁部横ナデ、吸炭。体部外翻ケズリ、上位はナデが癩わ

驕B内面ナデの後放射状ミガキ。二次癩熱。

荏 二i獅器・杯 12．O
一 一 窺

② 燈 1！6 舞縁部横ナデ。体部外心ケズリ、内面ナデ。黒色処理。

上磯羅・杯 至L9 5．8
一 ②④⑥① ② 浅黄鐙 瞬欠

口縁部横ナデ。体部外面横のケズヲ、内懸ナデの後放射状ミガキ。i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

6 土師器・杯 （圭5，0＞

一 ｝ 瀬
② 浅黄榿 圭！6 口縁離横ナデ。体部外面ケズリ後ナデ、内醸ナデ、内外藤共一部吸炭。

7 土師器・杯 （13、7＞

｝ 一 ①② ② 鐙 1〆i2 全面磨滅。

8 土師器・杯 （11．0＞

一 一 ②①④ ② 1登 1／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面磨滅。

9 土師器・杯 （1LO）
一 ｝

②①④ ② にぶい鐙 口縁部1／8 表面磨滅。

10 土師器・高杯 … 　 一 ②①④ ② 榿 熱感、脚部1／2

至1 土師器・椀 （11、5）

一 ㎜ ①②④ ② 浅黄榿 上位1／8 口縁部及び胴部外面横の圓転ナデ。胴部内面ナデ。

／鄭1鎖

土師器・甕 16．8 （27，7） 6．9 ⑥②①④ ② 灰臼 1／2
口縁部横ナデ。胴部外面上位縦のケズリ、下位ナデが加わ

驕A赤色化、内面ナデ。二次加熱。

13 土師器・甕 （16、3）

一 　 ②①④⑥ ② 浅黄榿 口縁部1／3 ロ縁部横ナデ。括れ部木口状工翼による回転ナデ。胴部ナデ。吸炭。

14 上師器・甕 （17．0）

　 一 ⑥①②④ ② 明赤褐 上位1／6 口縁部横ナデ、胴部内外面共ナデ。赤色化。

護嬢
土師器・甕 （17．0）

一 一 ⑥②①④ ② 明赤灰 上位1／2
口縁部横ナデ。胴部外颪縦のケズリ、内面横のヘラナデ。

齦萩z炭。二次加熱。

幽幽
ｫi運

土麟器・甕 一
7．8 ⑥②①④ ② 灰臼 下半部のみ

外面ケズリ、煤付着、赤色化、二次高熱。内藤ヘラナデ、部

ｪ的に輪積み痕を残す。

圭7 土糠器・甕 一 一 雛
② にぶい褐 丁丁上位1／2 内磐露共ナデ。顛部外嚢廼転ナデ。胴部内癖輪穰み痕残す。吸炭。

18 土獅器・甕 一
6．2

瀬
② 明赤褐 底部1β 夕懸ナデ、底部周辺ケズリ、赤色駕。内蕪ヘラナデ、炭駕物韓着。二次撫熱。

支9 土騨器・甕 … ｝
（6、9＞ ①②③⑥④ ② にぶい黄褐 底韻〆3 表面磨滅。外面ケズリ痕。煤饗着。

灘 1ヒ師器・甕 （15．9）

一 一 ⑥①②③④ ② 明赤褐 胴部2／3欠

口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、購翻横のナデ、接合部指頭

ﾉよる押圧、底部付近木口状工輿による横のナデ。内外面

､吸炭。外面煤付着。赤色化。二次加熱。

鰯
駿

土師器づ甘 9．7 （16，9）

一 ②①③⑥④ ② 橿 胴部1／2欠

口縁部外面縦のミガキリ、内面口唇部木口状工具による横のナデ、

ｼはナデ。胴部外面肩磨滅、中位縦のミガキ、下位ケズリ、内面接

√博w頭による押圧、他はナデ、中位に接合痕残す。

22 土師器謡甘 … ｝
3．9 ②①③⑥ ② 明赤褐 底部のみ 外面ケズリ、内購ナデ、吸炭。

蕪 磨石 長さ15，9　幅13，4　厚さ2．9　重さ1，000g 完形
‘膨：ご添

k，ゴ ﾌ「りろ乙

増石 長…さ　　　幅一　　厚さ3．7　重さ700g 一

25 編物石 長さ8．9　幅23　厚さ2、0　重さ90g 一

　カマドは、北東壁中央及び西隅寄り2ヶ所に、竪穴の壁を掘り込んで設置されている。中

央カマドは、前面幅1．10m、奥行き72縢の範囲で三角形に掘り込まれて設置されている。

右は掘り込み面の長さ1．40mの範囲がそのまま利用され、左側が袖状となって90c斑の長さ
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しかないため、袖前面は、段差を成すこととなる。奥から0．80～！，10mの範囲が火床を成

していると思われるが、明確なものではない。もしこれが火床であれば、火床は竪穴内に

位置することになる。全体に緩い傾斜で鼠壁に向けて立ち上がり、30cm前後の段差を成す。

　西寄りカマドは、前面幅55cm、奥面幅34cm、奥行き1．80mの範囲で細長い台形に掘り

込まれて設置されている。左は掘り込み面の長さ1．80mの範囲がそのまま利用され、右側

が面面となって116cmの長さしかないため、袖前面は、段差を成すこととなる。面壁から

62～96cmの範囲が火床を成していると思われるが、明確なものではない。全体に緩い傾斜

で奥壁に向けて立ち上がり、18c熱の段差をもって緩い湾曲面へと移行する。湾局面の長さ

は17c鐙程である。

　これら両カマドの焼土面の下には、灰層（西寄りカマド＝第5層）、あるいは焼土・炭化

物混在層（中央カマド＝第10層弓玉層）を挟んでにぶい黄色シルト（第6層）が共通して

堆積しており、本来この第6層は、本竪穴の基盤層を成していたものと考えられる。また、

中央カマドの左袖、西寄りカマドの幽憤は、共有するものであり、両者の問に差がみられ

ないことから、両カマドが並存した可能性が高い。

　覆土は、上層が多量の酸化鉄及びマンガン粒を含む褐灰色粘土層（第7層）、中層が多量

の酸化鉄・マンガン粒及び少量の炭化物・焼土粒を含む灰黄褐色シルト層（第8層）、下層

が多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む褐灰色シルト層（第9層）である。また北西

壁際では最下層として、にぶい黄色シルト層（第6層）が堆積している部分がある。

　遺物は、申央カマドからは土師器椀（！D、甕（12・15・16・20）、磨石（23）が出土

している。また、西寄りカマドからは、土師器杯（2・3・5）が重なって出土した他、

柑（21・22）も出土している。その他、覆土中から土師器杯（1・4・6～9）、高杯

（10）、甕（13・14・17～19）、懐石（23）が出土している。

46号住居跡H－7からH－8グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第56図）

（第57図）

　東半を45号住居跡に、南面を47号住居跡に、さらに中央を南北に44号・45号両溝跡に

よって切断されている。また、A区河川跡によって上面を削平されている。

　このため、規模・形態共に不明であるといわざるを得ないが、現状では、北西辺4．15m、

南西辺3．40＋αm、北東辺0，55＋αm、南東辺LO5＋αmを計る。北西辺と南東辺の問

隔が3．45mを計る部分があることから、南西辺の＋αはほとんどないと考えられ、これを

短辺、北西辺を長辺とした長方形を呈するとすることができよう。長軸方位は、N－

53◎一Eを示す。

　壁は、ほぼ直線を成し、急傾斜で立ち上がる。検出面からの高さは、最高で35cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、硬く締まった部分もみられて安定

している。ピット等は、検出されていない。

　カマド等も検出されていない。

　覆土は、上層が多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む浅黄色シルト層（第！層）、中

層が多量のマンガン粒及び微量の炭化物を含む黄褐色シルト層（第2層）、下層が少量のマ
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V　B区の遺構と遺物

＼

　　　曳　～　　　　u

45号溝跡

ダ：．　　／

46号住居跡

一
～

ー
ー

44号溝跡

、
％

！

A．

B・

　　　　　　．《’
　44鍔溝跡

45号住居跡

一…一・
a’

．
偽

47号住居跡

、　、

ケ，

46号住居跡土層

1　浅黄色（5Y　7④シルト。マンガン粒を多簸、炭化物を少量含む。

2　黄褐色（2．5Y　5／4）シルト。マンガン粒を多量、炭化物を微最含む。

3　オリーブ褐色（2，5Y　4／4）シルト。マンガン粒を少搬、炭化物を微量含む。

0　　　L篇28，800m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝一」1；60

第56図　B区46号住居跡

ンガン粒及び微量の炭化物を含むオリーブ褐色シルト層（第3層）である。第3層は、竪穴

申央では堆積していない部分もある。

　遺物は、覆土中より、土師器杯（！～5）、高杯（6～8）、甕（9～22＞、短頸壷（23）

等が出土している。

47号住居跡H－7・8から1－7・8グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第

（第58図）一確認面下位からの検出である。

　　　　　　北東隅で46号住居跡を切断しているが、北西隅は23号井戸跡に切断されている。また東

　　　　　辺側を、44号・45号両溝跡によって切断されている。北西隅の下面には、50号住居跡が

　　　　　位置している。

　　　　　　このため、規模・形態共に不明であるといわざるを得ないが、現状では、北辺3．27＋α

　　　　　m、東辺3．85＋αmを計る。北辺は、23号井戸跡の西側に延伸しておらず、東辺がさらに

　　　　　延伸する状況を呈していることから、北辺の＋αはほとんどないと考えられ、これを短辺、

　　　　　東辺を長辺とした長方形を呈するとすることができよう。主軸方位は、N－75Q－Eを示

　　　　　す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で33日目を計る。

　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、安定している。ピット等は、検出

　　　　　されていない。
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V　B区の遺構と遺物

第26表　B区46号住居跡出土遺物観察表（第57図）

NQ 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考
㌦ごゴ／

E淘 土師器・杯 128 5．7 5．4 ①③②⑥④ ② 燈 5／6
体部外面下位～底面ケズリ、他はナデ、炭化物付着。

燒ﾊナデ、口唇部煤付着。

2 土師器・杯 一 一 一
①③②⑥ ② 榿 ．ド位1／3 内外面共ナデ。外面底部煤付着。

3 土師器・杯 （／3．1）

一
③①④②⑥ ② 鐙 1／8 全面ナデ。

4 土師器・杯 （13．8） 5．1

一 ①④⑥②③ ② 榿 1／3 体部外面ケズリ後ナデ、他全面ナデ。

5 土師器・杯 （14．4）

一 一 ①⑥②③ ② 榿 1／6 外面ナデ、内面ミガキ様ナデ。

識｛ 土師器・高杯 （16．7）

一 一 ③①⑥④② ② 椎 杯部1／2 全面ナデ。

7 土師器・高杯 （14，7＞

一 一 ①③④⑥② ② 榿 杯部1／3 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ後上位にナデが加わる。

8 土師器・高杯 （15，6）

一 一 ①④③② ② 機 杯部上位1／6 口縁部横ナデ。体部ナデ。

9 土師器・甕 17．3
｝ 一

①②⑥④③ ② 灰白 上位のみ 口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、内面ナデ。外面吸炭。

10 土師器・甕 （22．8）

一 一 ⑥①③②④ ② 榿 ．h位V2
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリの後ナデ、赤色化、内

ﾊナデ、吸炭。二次加熱。

1
／ 土師器・甕 （13、0）

一 一 ①④⑥③② ② 明赤褐 上位1／4
口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリの後ナデ、内面肩部輸

ｭを残す。胴部木口状工具による横ナデ。内外面共吸炭。

12 土師器・甕 i7．2
一 一 ③②①⑥④ ② 燈 上位のみ

口縁部横ナデ、外面下端に稜を作り出す。胴部ナデ、

燒ﾊに輪積み痕をそのまま残す。

13 土師器・甕 （17．2）

　 一
③②④⑥① ② 浅黄榿 上位1／6 内外面共表面磨滅。

i4 土師器・甕 （19．0）

　 ㎝
④①⑥③② ② 榿 目縁のみV8 全面横ナデ。

15 土師器・甕 （19、0）

一 一 ④②③⑥① ② にぶい褐 口縁のみレ6
内外面横ナデ、二度の横ナデで内面に沈線、外面に稜

�?闖oしている。一部吸炭。

16 土師器・甕 一 一
4．2 ①⑥②④ ② にぶい褐 底部のみ 内外面共ナデ。上げ底様。内外面三炭。

17 土師器・甕 一 一
6．0 ⑥②④ ② にぶい榿 底部のみ 外面ケズリ。底面付近ナデ。内面ナデ。

18 土師器・甕 一 一
（7，9） ⑥④① ② 灰白 底部圭／2 外面ナデ。内面木口状工具によるナデ。赤色化。二次加熱。

19 土師器・甕 　 ｝ 62 ①②⑥④③ ② 灰黄褐 下位1β
外面ナデ、一部ケズリ、煤付着。内面ナデ、三炭。底

ﾊケズリ、上げ底状。二次加熱。

20 土師器・甕 一 一
5．4 ④②①⑥ ② 浅黄榿 底部のみ 外面ナデ、吸炭、赤色化。内面指頭によるナデ。底面ケズリ。二次加熱。

21 土師器・甕 一
（6、6） ⑥①②③④ ② 榿 底部1／3

内外面ナデ。底面ケズリ。内外面三炭。日葡炭化物付

?B外面赤色化。二次加熱。

22 土師器・甕 一 　
6．4 ①⑥③②④ ② 浅黄榿 下位のみ

外面縦のケズリの後ナデが加わる、煤付着。内面ナ

f、輪積み痕を残す。二次加熱。

1籔： 土師器・増 10．2 9．2 4．4 ③②①④ ② 榿 1／2 表面剥離。

　カマドと思われる台形の掘り込みが、東壁にみられる。しかし、44号・45号両溝跡によ

って切断されているため、詳細は不明である。掘り込みの前面幅90＋αcm、壁面幅25cm、

奥行き56cmを計る。掘り込み内には、多量の炭化物及び焼土粒を含む黄灰色粘土層（第5

層）が堆積しているが、安定していない。

　覆土は、上層が多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む黄褐色粘土層（第1層）、中層

が多量の炭化物及び焼土粒を含むにぶい黄褐色粘土層（第2層）、下層が少量のマンガン粒

及び炭化物を含む明黄褐色シルト層（第4層）である。第4層上に、少量の炭化物を含む

にぶい黄褐色粘土層（第3層）が堆積している部分もある。

　遺物は、床面上から、土師器高杯（1）、手捏ね土器（2・3）等が出土している。

48号住居跡

（第59図）

（第60図）

　G－8からH－8グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。東辺

側を45号溝跡に、北西隅を24号井戸跡によって切断されている。また、カマド煙道最奥部

上面は、A区河川跡によって削平されている。下面には、49号住居跡が位置している。

　北辺4．58m、二二4．20m、南辺3．90m、二二4．52mを計る。南辺が直角を成さず、各

隅の丸みも異なるため不整形ではあるが、ほぼ丁丁正方形を呈すといえよう。主軸方位は、

N－70．一Eを示す。
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47号住居跡土層

1　黄褐色（2，5Y　5／6）粘土，マンガン粒を多量、炭化物を

　少量含む。

2　にぶい黄褐色（10YR　4／3）粘土。炭化物、焼土粒を多量

　含む。

3　にぶい黄褐色（10YR　4／3）粘鵡炭化物を少量含む。

4　明黄褐色（2．5Y　6／6＞シルト。マンガン粒、炭化物を少

　量含む。

5　黄灰色（2，5Y　6／1）粘島焼土粒、炭化物を多量含む。

盤亦
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第58図　B区47号住居跡、23号井戸跡及び47号住居跡出土遺物

第27表　B区47号住居跡出土遺物観察表（第58図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・高杯 一 『 一 ①④②⑥ ② 榿
脚部のみ

桾伯

外面下端に縦の刷毛目を残す。他はナデ。内面木口状工具

ﾉよるナデ。天井部指頭によるナデツケ。ほぼ全面吸炭。

② 土師器・手　　　　一 8護 4．1 5．7 ⑥②③① ② 浅黄榿 一部欠 外面表面剥離。外面ナデ。内面放射状の連続ナデ。
，β1 土師器・手　　　　一 8．7 3．6 4．5 ②⑥③① ② 浅黄榿 一部欠 外面ナデ、内面放射状ナデ。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で46cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、安定している。特にカマド前面は、

強固に踏み固められている。ピットは、カマド右脇から検出されている。径55×45cm、深

さ20cmを計り、三型を呈する。

　カマドは、煙道部を竪穴外に掘り込んで設置されている。燃焼部は、竪穴内に位置した

と思われるが、45号溝跡によって切断され、詳細は不明である。ただ、竪穴壁から床面上

に長さ110cm、幅50c田前後の焼土面がみられる。煙道部は、前面幅40cmを計り、奥に向け
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V　B区の遺構と遺物

て徐々に幅を狭めながら、奥行き1．70mの長さをもつ。奥面幅は20cmを計る。底面は、竪

穴内の焼土面からほぼ水平を成し、奥壁体で直立する。奥壁部の高さは、30cmを計る。

　覆土は、最下層が黄褐色シルト層（第6層）であり、上位には少量のマンガン粒を含むに

ぶい黄褐色シルト層（第4層）、少量の炭化物粒を含むにぶい黄褐色シルト層（第3層）、少

量の焼土粒・ブロックを含む黒色炭化物層（第2層）、そして最上層には、少量のマンガン

粒を含む黄褐色シルト層（第！層）が堆積している。また竪穴中央部分の床面上には、黒

色炭化物層（第5層〉が堆積している。

　遺物は、強固な踏床面上から、上師器高杯qO）、甕（12・13・15）、踏床面の周囲か

ら、土師器杯（i・5・6・7＞、高杯（1D、カマド両脇から編み物石（18～2！）が出

土している。また、カマド脇ピット内からは、土師器甑（16）が出土している。さらに、

竪穴中央に堆積する炭化物層（第5層）上からは、土師器杯（2～4・8・9＞、甕（14）、

磨石（17）等が出土している。

〉

B

C

45号溝跡

》
，

（ミ）（§）

24号井戸跡

　　　19・S　　　　　　18　　δ．

義

奪、
　　　　　　　　6

　　　　ジ⑳肇
　　　鷲　　　　　48幸｝｛主居星亦

’C’

の§

B

簗

C C

・B’

　　　3　2

24号井戸跡ニヒ屡

1　灰色（N4／O）粘七白色軽石粒（火山灰？）、明黄

　褐色粒を少澱：含む。

一2　黄灰色（2．5Y　5／D粘土，酸化鉄を多量含む。

3　灰色（10Y　5／D粗縞酸化鉄を多量含む。

4　灰色（5Y　4／／）粘鵡酸化鉄を少量含む。

～5　灰色（N5／0）粘七

6　灰オリーブ色（5Y　5／2）粘土。酸化鉄を多量含む。

7　黄灰色（2，5Y　5／1）粘土。酸化鉄を少量含む。

D ・D’

迦

一B’

一
　
へ

諺

旧号住居跡土止

1　黄掲色（2．5Y　5／6）シルト。マンガン粒を少量含む。

2　黒色（！0Y衰2／／）炭化物層。炭化物を主体として焼土粒、

　焼土ブロックを少量含む。

3　にぶい黄褐色（10YR　5／4）シルト。炭化物を少量含む、

4　にぶい黄褐色（／0YR　5／4）シルト。マンガン粒を少量：含む．

　3層に比べてやや暗い。
5　黒色（10YR　2／1＞炭化物層。

6　黄褐色（2．5Y　5／6）シルト。

7　黄褐色（2，5Y　5／6）シルト。焼土粒、焼土ブロックを少量：

　含む。
8　明赤褐色（2，5Y　5／8）シルト。焼土層。

9　黒色（！0猟2／1）灰麟。焼上粒を少量含む。

10黄褐色（2，5Y　5／6）シルト。焼土紘炭化物を少量含む．

0　　　し瓢28．8◎◎m　　　2m

一＝＝ゴ蓄：6◎
第59図　B区48号住居跡、24号井戸画
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第60図　B区48号住居跡出土遺物

49号住居跡G－8からH－8グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第6！図）　中央北寄りを24号井戸、北西隅を25号井戸跡によって切断されている。上面には、48

　　　　　号住居跡、51号住居跡、47号・48号・49号各溝跡、63号土坑が位置している。

　　　　　　北辺6．32m、東辺5．90m、南辺6．40m、西辺7．00mを計る。西辺が屈曲し、北辺との

　　　　　間が直角を成さため、不整形ではあるが、ほぼ正方形を基本とした形を呈すといえよう。
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V　B区の遺構と遺物

第28表　B区48号住居跡出土遺物観察表（第60図）

恥 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

灘 こヒ師器・杯 圭2．0 5．6
一 ②③①④⑥ ② 橿 一部欠

外面口縁部横ナデ、体部横のケズリ。内箇口縁部横ナデの

緕ﾎのミガキ、体部横のナデ。

2 土師器・杯 （12，6） 5．6
一 ②①③④⑥ ② 榿 1／3

口縁部横ナデ。体部外面横のケズリ、内面ナデ。全体に吸

Yしている部分が多い。

藩1 上師器・杯 （12．6＞

一 ㎜
③②①④⑥ ② 簸 1／3 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。吸医した部分が多い。

4 土師羅・杯 （13、2）

一 皿
③②①④⑥ ② 概 1／4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面水拭き。吸正した部分が多い。

5 一ヒ師器・杯 （12．2） 47 一
③②①④⑥ ② 鐙 1／4 表面磨滅。

6 土懸鴇・杯 （玉2，4＞

一 一 雛
② 黄縫 茎／6 口縁部横ナデ。体部外藤横のケズリ、噸驚ナデ。内外函共吸炭。

7 土師器・杯 （13，8）

一 一
②①③④⑥ ② 劃登 1／6 口縁部横ナデ、内面煤付着。捧部タ葡ケズリ、内面ナデ。

8 七三簸・杯 〈至2、2）

｝ 一 ①②③⑥④ ② 燈 1擁 口縁部横ナデ。侮部外戴ケズソ、ナデ。

9 土曜器・杯 ／l2，G｝

｝ 一 ②③①④⑥ ② 榿 1！8 口縁部横ナデ。体部外懸ケズゾ、内騨ナデ。

10 ま師器・高話 ｛ 一
（舗 ②①③④⑥ ② 燈 聯部のみi／2 外面璽転のナデ。内面ナデ。

圭
／ 土一町・高杯 一 一

（8、91 ②①③④⑥ ② 燈 恥部のみ圭13 内外面横ナデ。裾部横ナデ、蠕に段。

土師器・甕 圭8、4 32．8 6．8 ⑥②①③④ ② 檀 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面上位縦、下位斜のケズリ、一部吸

Y。内面ナデ、上・中位境に炭化物付着。二次加熱。

灘 rヒ師器・甕 15．4 26．6 5．1 ②③①④⑥ ② 浅劃登 一部欠

口縁部横ナデ、胴部外面縦のケズリ、中位煤付着、下位赤色

ｻ。内面上位横、中位縦のケズリ、下位ナデ。吸炭。炭化

ｨ付着。二次加熱。

！4 土師器・甕 （16．5＞

一 一
⑥②①③④ ② 禮 上位1／3

口縁部横ナデ、外面に輪積み痕を残す。胴部外面縦のケズ

梶A内面ヘラナデ、一部横のケズリ。外面浅く吸炭。

15 土師器・甕 一 一
7．8 ⑥②①④③ ② 浅劃登 底部のみ 外面ケズリ、内面ヘラナデ。吸炭。

⑱ 上師器・甑 25．2 28．4 8．1 ⑥③①②④ ② 浅黄榿 一部欠
口縁部横のナデ、内外面一部吸塵，，胴部外面縦のケズリ、

齦伯精盾ﾉかかる。内面縦横のナデ。

磨石 長さ9，9　幅8、7厚さ2．0　璽さ260g 一
18 編物石 長さ17，5　幅6．0　厚さ3窪　　重さ尋90g

圭9 編物石 長さ乳8　編4G　厚さ2．8　重さ圭60g 一

20 編物石 長さ重5，0　鑛3．7　厚：さ3．3　璽さ330g

2圭 纈物蕎 長さ7．7　編5．0　厚さ3、8　重さ2蓋Og 一

主軸方位は、N－3．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55c鵬を計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、安定している。ピット・炉等は、

検出されていない。

　覆土は、最下層が微量の炭化物粒を含む灰白色粘土層（第4層）であり、上位にはやや

多量のマンガン粒を含むオリーブ黄色粘土層（第3層）、少量の炭化物粒を含む黄灰色粘土

層（第2層）、そして最上層には、極多量のマンガン粒及び少量の炭化物粒を含むにぶい黄

褐色シルト層（第！層）が堆積している。また第一層の下位には、少量の炭化物を部分的

に含む灰色シルト層（第5層）が堆積している部分的にみられる。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

50号住居跡H－8から1－8グリッドに亘って位’置し、南側は調査区外に及んでいる。第二確認面

（第62図）からの検出である。

　　　　　　　　南辺を23号井戸、北西隅を26号井戸跡によって切断されている。上面には、47号住居

　　　　　　跡、51号住居跡、48号溝跡が位置している。

　　　　　　　　北辺5．50m、東辺5．85m、南辺6．30＋αrn、西辺5．60＋αmを計り、台形を呈する。

　　　　　　主軸方位は、N－60－Wを示す。

　　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で38c鐵を計る。

　　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、安定している。ピット・炉等は、

一！15一
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・
1

8・

25号井戸跡

49号住居跡

李

／

・8’

暁

B・

5

　　　　　　　　　映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一・8’

＿＿＿L＿＿＿二＝）／　一～　…　一『　H　　　3

49号ii形跡土層

／　にぶい黄褐色（10YR　5／4）シルト（やや砂質）。マンガン粒を極多最に、部分的に炭化物を少蟄含む、

2　黄灰色（2．5Y　6／！）粘鵡炭化物を少量含軌

3　オリーブ黄色（5Y　6／3）粘上マンガン粒をやや多量含む、　幽

4　灰白色（5Y　7／1）粘土。炭化物粒を微量含む。

5　灰色（5Y　6／Dシルト。炭化物を部分的に少量含む，
O　　　L慧27．800m　　　2m

第61図　B区49号住居跡

検出されていない。

　覆土は、最下層が、多量の酸化鉄、少量のマンガン粒、微量の炭化物粒を含む灰色粘土

層（第3層）であり、中位は、第3層とほぼ同一であるが、含有物の粒子が細かくなる（第

2層）、そして最上層には、多量の酸化鉄、少量のマンガン粒、微量の炭化物粒を含む浅黄

色シルト層（第1層）が堆積している。

　遺物は、第3層中から、土師器器台（1）、台付甕（2～4）、台付椀（5）等が出土して

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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V　B区の遺構と遺物

獣
〉

懸・一

㍗

B

26号井戸跡

≧

＼

≧

50号住居跡

23号井戸跡

・B’

調査区外

＼

B ・B’

50号住居跳ヒ層

1　浅黄色（7．5Y　7／3）シルト。酸化鉄を多鼠マンガン粒を少量、炭化物を微量含む、

2　灰色（7．5Y　6／！）粘土，酸化鉄を多量、マンガン粒少量炭化物を微量含む。

3　灰色（7，5Y　5／1）粘土。酸化鉄を多鼠マンガン粒少鼠炭化物を微量含む，

O　　　L儒27．700m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝ゴヒ＝＝＝＝＝＝＝＝ゴ1：60

鞭
蝿 ’＼

緋
！

＝＝＝s
4 L

5

3

0　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　0cmヒ＝＝＝＝＝亡＝＝＝＝ゴ114

第62図　B区50号住居跡及び出土遺物
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第29表　B区50号住居跡出土遺物観察表（第62図）

聾6、 器　種　　　　購径 器高 濠径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

① 土締器・器台 6β
一 一 ⑥①④③ ② 鐙 聯部欠 全体に表懸灘離。一部に朱塗残存。

2 土師器・台付甕 （17．8＞

一 一 ⑥①④ ② 燈 口縁都1μ 外癒縦、隅部横、内面横の刷毛目。全面吸炭。

3 土師器・台付甕 ｝ 『
（1α0） ②④③①⑥ ② 浅黄榿 脚部1β 外面及び胴部内面磨滅した部分多。内面吸炭。二次加熱。

4 土師器・台付甕 （13，1）

　 圃一 ⑥③④① ② にぶい構 口縁部1／8 外面煤付着。

⑥ 土師器・台付椀 ～ 『
6．2 ②③④① ① 灰白 椀上位欠 全面ナデ。

5壌号住居跡

（第63図）

（第64図）

（第65図）

　G－8・9からH－8・9グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検畠であ

る。

　26号～29号、4基の井戸跡に切断されている。また上面は、47号・48号各溝跡に一部

削平されている。下面には、49号住居跡が位置している。

　北辺5．20m、東辺7．30＋・αm、南辺3．95＋αm、西辺7．50mを計り、長方形を基本と

するが、長辺の東西両辺が脹らむため、不整形を呈するようになる。主軸方位は、N－

91Q－Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で60cmを計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成し、安定している。ピットは、竪穴

対角線上に4ヶ所、北東隅に！ヶ所検出されている。対角線上の4ピットは、円形を基本と

し、北東ピットが径75×62cm、深さ35cm、南東ピットが径70×65cm、深さ17cm、南西ピ

ットが径58×56cm、深さ27cm、北西ピットが径59×48cm、深さ34c盤を計る。各ピットの

芯々間距離は、北辺が3．05m、東辺が4。85m、南辺が3。10m、西辺が4．42mを計る。竪

穴各面に平行しており、柱穴と思われる。北東隅ピットは、円形を基本とし、径70×63c蟄、

深さ20c穣を計る。

　カマドは、東壁中央及び北東隅寄り2ヶ所に設置されている。

　中央カマドは、全て竪穴内に設置され、前面幅60cm、奥面癖40cm、奥行き1．30mの範

　囲を両袖で囲続している。右袖の外壁が竪穴内にせり出すため、下之の外側は、60cmの

長さしかないこととなる。焼土面が検出されておらず、明確なものではない。全体に、ほ

ぼ水平面をもって奥壁に向かい、奥壁はほぼ垂直に立ち上がって、38c穣前後の段差を成す。

　北東隅寄りカマドは、前面幅75cm、奥行、80cm、北側に偏った三角形に掘り込まれて設

置されている。擁壁から70～120cmの範囲が火床を成していると思われるが、明確なもの

ではない。全体に、ほぼ水平面をもって鼠壁に向かい、奥壁はほぼ垂直に立ち上がって、

50c鍛前後の段差を成す。

　これら両カマド共に機能が明確でないが、土層・遺物出土状況等、両者の問に差がみら

れないことから、両カマドが並存した可能性が高い。

　覆土は、いずれもにぶい黄褐色粘土であり、純層（第4層）、マンガン粒と酸化鉄を含む

層（第1層）、第1層に炭化物が加わる層（第2層〉、酸化鉄を含まず炭化物とマンガン粒を

含む層（第3層・第5日差に区分されるが、いずれも投入土の様相を呈し、各層の問に炭化

物純層（第18層）が厚く堆積している。

　遺物は、北東隅寄りカマド焼土面上から土師器杯（3）、　（10）、焼土面北脇から土師

一！！8一
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E・ ピ

5｛号住居跡土層

　L鷺28．2QQ
F・　　一一一・ド

1　にぶい黄褐色（紛駅慕／4）糖土6マンガン粒を多量、酸化鉄を少量含むb

2

3　にぶい黄褐色（10￥R晒）粘蕊マンガン粒、炭化物を少量含む，

4　にぶい黄褐色（10YR　5／4）粘渇

5　にぶい黄褐色（10YR　5／4）粘±為マンガン粒、炭化物を少量含む』

6　にぶい黄褐色（10YR　4／3）粘士』

7　にぶい黄褐色（！0駅4／3）粘上焼土粒炭化物を少墨含む。

8　にぶい黄褐色（10YR　4／3）粘±6焼：七粒、炭化物を多量含む，

9　黒褐色（10膿3／1）灰屡。

1Gにぶい黄褐色α0釈4／3＞粘±』炭イヒ物、焼土粒を微量含む。

狂　にぶい黄八色（圭oy賄／3＞紬±詠マンガン粒を多量含む、

12にぶい黄褐色櫛臓輪〉シルト。マンガン粒を少量含む、

13明赤褐色（2，5膿5／8＞焼土層。炭化物を少量含む，

14黒褐色（25Y　3／1）灰属。焼士粒を少量含む。

15明黄褐色（2，5Y　6／6）シルト。炭化物を少量含む，

16にぶい黄褐色αO駅4／3）シルト。炭化物を少量含む，

17にぶい黄褐色（10賑4／3）シルト。マンガン粒、炭化物を少黛含む，

18炭化物層。

にぶい黄褐色（支G駅4／3＞雪丸マンガン粒を多量、酸生鉄、炭化物を少量含む，

O　　　L＝28，700m　　　2m

ヒ＝一＝：ゴ1：60

縫・

G ・G’ 一 ・ゼ

・甘

28弩弁芦跡土層

27号…絹≒戸跡二ま＝磨

1　灰褐色（τ5YR　5／2）シルト。白色軽石粒

　（火山灰？）、マンガン粒、緑灰色粘±：を

　少量含弧
2　黄灰色（2．5Y　5／1）シルト。明黄褐色粘土

　を多量に、白色軽石粒（火山灰？）を少量

　含む、
3　灰褐色（7，5YR　4／2）粘九明黄褐色粘土、

　炭化物を少嵩む。
4　明黄褐色（a騨7／6＞粘鵡灰褐色粘土を

　少量含瓶
5灰褐色く？，5Y｝ヒ4／2）季占蕊

6　明黄褐色（2．5Y　7／6）粘鵡灰褐色粘土を

　少量含む、

7　灰褐色（7．5YR　4／2）粘土。明黄褐色粘土

　を少量含軌

1　掲灰色（7。5盟5／圭〉粘土。白色軽石粒（火口灰？〉、覇黄

　褐盤雄を少齢弧
2　褐灰色礁5YR　5／1）粘土6明黄褐色粒土、巌化物を少量

　含弧
3　明黄褐色（2．5Y　6／8）粘土。褐灰色粘土を少最含臨

4　褐色（10YR　4／6）粘土，酸化鉄、明黄褐色粘．烈褐灰色

　粘：ヒを少量含む、

4・ ・ず

29号押跡：罐

1　簸色（2，5Y　6／圭〉粘土，黒色下土、酬ヒ鉄を多量含弧

2　黄灰色（25Y　6／1）粘土。酬ヒ銑黒色画一を少量含む，

3　灰オリーブ色礁5￥6／2）粘土．黒色粘土を少量含むb

4　灰オリーブ色（7，5Y　5／2）粘土、黒色粘土を少最含む。

5　灰オリーブ色（5Y　5／2）粘土、酸化鉄を少鰯：含頓

6　灰オリーブ色（τ5Y　6／2）粘土、酸化鉄を少墨含’砒

第64図　B区5壌号住居跡、26～29号井戸跡（2）

器甕（！3）、竪穴中央寄りから土師器高階（6）が出土している。その他覆土中から、土

師器杯（！・2・4）、高杯（5・7）、器台（8・9＞、　（11・12）、甕（！4～24）、壷

（25＞、深鉢（26）、長円礫（編み物石27・28）等が出土している。

52号住居跡F－8グリッドに位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一確認面下位からの検出で

（第66図）

（第67図）

ある。

　東部を47号溝跡、南部を46号溝跡によって切断されている。南接する53号住居跡も46

号溝跡によって切断されており、本住居跡との重複関係は明確ではないが、53号住居密密

マドの北側に確認された本住居跡の床面が、カマド南側には及んでいないこと、53号住居

跡のカマド内に本住居跡の立ち上がりが見られなかったことから、53号住居跡に切断され

たもの、と判断された。

　このため、規模・形態共に不明である。東西両辺閥距離が計測可能な部分で6．60mを計

るものの、その部分がカマドの設置場所であるため、竪穴そのものの規模とはならない可

能性が高い。西辺と直交する主軸方位は、N－97．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で40cmを計る。

一！20一



V　B区の遺構と遺物
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第30表　B区51号住居跡出土遺物観察表（第65図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

諜 土師器・杯 窒2，3 5、墨

一 蹴
② 燈 一部欠

口縁部横ナデ。三部外面ケズリ、内面水拭き。内颪及び外

ﾊ口唇部吸炭。

2 土師器・杯 （12、至） 5．3
｝ ③⑥④① ② i羽赤褐 輿 口縁部横ナデ、内面剥離。体部外面横のケズリ、内面ナデ。

3 土師器・杯 （1210＞ （5．5）
旧… ⑥③④① ② 明赤褐 1／4 口縁部横ナデ。体部外面横のケズリ、内面ナデ。吸炭した部分が多い。

4 土師器・杯 ⑳、1）
一 ｝ ③①④ ② 明赤褐 口縁部1／4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。

鱗 一i二騨器・高杯 ㎜■…

一 ｝ 朧
② 黒褐 口縁・聯裾欠

杯部内外面共ナデ。獅部外瓢縦のミガキ様ナデ、裾部ナ
f。内颪天拝部縦、以下横の木瓢i状工具によるナデ、裾部
iデ。　杯難‘全爵、　騒圭夕歪面朱塗。

藏 一ヒ師器・高杯 （12、D 9．1 9．5 ⑥①③④ ② 榿 口縁部1／2欠
杯部口縁横ナデ、体部表面剥離、外面一部ケズリ痕、内面

iデ。脚部金面横ナデ。

7 土師器・高杯 一 一 ㎜ ⑥③④① ② 榿 口縁・脚部欠 全面ナデ。

8 土師器・器台 罰……

一 一 繍
② 燈 接倉部のみ

脚部外颪縦のミガキ、三方透かし。内面天井部指頭による

iデツケ、串位以下ナデ。子しは申心がずれ径1£。を計る。

9　土騨器・器台 ｝ 一
〈重鋤

鋤
② 浅黄鐙 脚襯／8 脚部穿孔。内外面引算のナデ。灘

晒
営 土師器・　　　　一 （／2．2） （9．0＞

『 ③①⑥④ ② 櫨 口縁部3／4欠

口縁部横のナデ。胴部外面上・中位スリップ状のナデ、下

ﾊ～底面ケズリ、丸底、煤付着。内面上・中位ナデ、底面

Pズリ、炭化物付着。一部赤色化。二次加熱。

圭
1 土師器・　　　　一

　 … ①④③⑥ ② にぶい褐 下位のみ
外面底部周辺ケズリ、下端指頭による押圧、下位スリップ状のナ

f、底露ナデ、曳底。内面ナデ、一部ケズワが撫わる。

12 土締器・　　　　皿

｝ 一　　　　27 ④⑥①③ ② 榿 下位のみ 全薦ナデ。外懸下端に面取り部分がみられる。

：
織

土師器・甕 19．1 33．0 6．5 ①③⑥④ ② にぶい榿 一部欠

外面口縁部横ナデ、胴部縦のケズリ、肩以下煤付着。内面

精潤`胴部上位木口状工具によるナデ、下位ナデ、一一部炭

ｻ物付着。二次加熱。

14 土師器・甕 （14，7＞

｝一
⑥①③④ ② 浅黄鐙 ．ヒ位▽3

口縁部横ナデ、内面一部ケズリが加わる。胴部外面縦のケズリの後ナデ、

燒ﾊケズジ様ナデ、一部横のケズリ。跨外颪吸炭。二次撫熱。

15 土師器・甕 … ｝
6、墳 ⑥①④③

　　にぶい赤②　　褐

底部のみ
外面スリップ状のナデ、底蔀周遊横のケズリ。内面ナデ、

煌O六甲憎した部分が多い。二次加熱。

16 土師器・甕i … 一
（4．7） ③①⑥④ ② 榿 底部1／3

外面ナデ、底部周辺底面よりスリップ、煤付着。内面木口

�H具によるナデ。二次加熱。

17 土師器・甕 （16．5）

一 一 ⑥④① ② 榿 口縁部1／5 口縁部外面横のナデ、内面ヘラナデ。胴部外画縦のケズリ、内面ヘラナデ。吸炭。

18 土師器・甕 一」L 一 … 難
② 浅黄鐙 上位圭／8

外面鰯毛羅、肩部ナデが加わる、煤付着。内面ナデ、輸積

ﾝ痕を残す、一部黙黙。二次瀦熱。

19 土貼出・甕 ｝ 　
（9．0） ①⑥③ ② 購褐灰 下位鵬 全藏ナデ。

20 土師器・甕 ｝…闇「

一
（8、1） ③①②④ ② 淡榿 底部i／4 内外平井ナデ。木の平底。

21 土師器・甕 （22．9）

一 … ①③④⑥ ② 明石褐 口縁部1／10
口縁部外面縦、内面横の刷毛目。胴部外面縦の刷毛瞬、内

ﾊナデ。全画吸炭。赤色化。二次加熱。

22　土飾器・甕 〈22．Gl

『 ……

繍
② 榿 口縁部1／8 外痙攣の劇毛騒、一部横のナデが撫わる、級炭。内薗横の繍毛録。

23 土懸器・i甕 ／玉7，壇）

一 　 ⑥①④ ② 橿 目縁都輿
表懸磨滅しており整形痕不詳。胴外面括れ下に嗣毛細がわ

ｸかに残存。

24 土師器・甕i （ll，9）

一 ｝ ③①⑥④ ② 橿 口縁部レ8 口縁部横ナヂ。胴部外面ナデ、括れ以下一部醐毛目。内面ナデ。

25 土師器・壷 一 ｝ …一 ③①④② ② にぶい榿 　

土師器・深酔 一 一 一 ①⑥②③ ② にぶい榿 一

27 編物石 長さ15．6　幡5、3　厚さ1．8璽さ245g

28 編物石 長さ63　　編2、0　厚さL2　垂さ20g

　床面は、大きく起伏し、安定していない。ピット等は、検出されていない。

　カマドは、東壁に設置されていたと思われる。東壁から竪穴内へL90憩の地点から、多

量の炭化物及び焼土粒を含む黒色灰層（第7層）が、吟興から竪穴内へ34cmの地点奥まで

確認されている。第7層は、！．56m続くことになるが、竪穴内の開始地点から1．14mまで

水平面を成すものが、この地点で緩傾斜をもつようになる。また開始地点から70～80c鑓の

地点に土師器杯（1）が伏せた状態で検出され、支脚に利用されていた様相を呈している。

この地点よリ前が火床、後ろが燃焼部となり、底面の角度変換点より奥が煙道となる。煙

道は、一旦10c鐵程立ち上がった後緩傾斜となり、奥壁へと．移行する。墨継は、ほぼ垂直に

22cm程立ち上がる。

　覆土は、上層から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む黄灰色シルト層（第1層）、

多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含むにぶい黄色シルト層（第2層）、多量のマンガン
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V　B区の遺構と遺物

A

＼こここ
一こ：こ一
　　　　一

調査区外

52号住居跡

甲

ワ
。

講磯げ。バ

A

　’
　／
　　ノノ
50号溝跡

50号溝跡

53魯住居跡

P
事
…

叩

　　　　　　　　、

　　メ

47号溝跡”

糖3．

52号住居跡土層

！　黄灰色（25Y　5／／＞シルト。マンガン粒を

　多量、炭化物を少量含む。

2　にぶい黄色（2．5Y6④シルト。マンガン

　粒を多量、酸窺鉄を少量含む。

3　灰色（5Y6／9シルト。マンガン粒を多黛、

　炭化物を少量念む。

4　オリーブ黄色（5Y6／4）シルト。マンガン

　粒を多量含む。

5灰オリーブ色（7．5Y6／2）シルト。マンガ

　ン粒を多量含む。
6　明黄褐色〈2，5Y6／6＞シルト。マンガン粒、

　炭化物を多量嫉む。
7　黒色（10YR　2／1）灰層。炭化物、焼土粒：を

　多量含む。
8　明黄褐色（2．5Y6／6）シルト。マンガン粒、

　炭化物、焼土粒少量含む。（掘り方）。

9　灰色劔5／①粘鵡酸化鉄、白色軽石粒（火

　由灰？）を多愚奮む。

10　牛黄褐色く2，5y？／6）シルト。マンガン粒

　を多量含む。
11明黄褐色（2，5Y　7／6）シルト。マンガン粒

　を多量、炭化物を少量含む。
／2灰黄色（2．5Y　6／2）シルト。マンガンを多

　量含む。

B

’53号住居跡

D
◎
…

5　4

蒙
　
2
　
3

　　　　　　　　A’
47号酌量P　78

　　　　　纏

O　　　L謀28，800m　　　2m

ピー1：6◎第66図　B区52号住居跡

粒及び少量の炭化物を含む灰色シルト層（第3層）、多量のマンガン粒を含むオリーブ黄色

シルト層（第4・層）が堆積し、壁際の一部には最下層として、多量のマンガン粒を含む灰

オリーブ色シルト層（第5層〉のみられる部分もある。

　遺物は、カマド内に集中している。支脚として利用されていた土師器杯（1）を始め、

杯（2）甕（5）が火床部分から、燃焼部からは土師器甕（6～9）の底部ばかりが出土し

ている。逆に、53号住居跡カマド北側からは、土師器甕（3・4）のロ縁部ばかりが出土

している。その他、剣形模造品（15）、磨石（16・17）も出土している。なお、羽釜（ll）、

灰粕杯（12）、須恵器甕（13）は、46号溝跡に帰属するものである。

53号住居跡F－8・9からG－8グリッドに亘って位置する。第一確認面からの検出である。

（第68図）

（第69図〉

（第70図）

　52号住居跡を切断していると思われるが、46号溝跡及び1号不明遺構に切断されてい

る。さらに上面は、47号・48号・50号各溝跡に削平されている。また下面には、55号住

居跡が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるが、計測可能な部分では、東西両辺間距離が6．28

m、東西両辺間距離が6，95mを計り、やや南北間が長いものの、ほぼ正方形を呈すると思

われる。主軸方位は、N－80．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で50cmを計る。

　床面は、かなり凹凸がみられるが、踏み固められ面もみられ、安定している。ピット等
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V　B区の遺構と遺物

第31表　B区52号住居跡出土遺物観察表（第67図）

恥 器　種 溝径 器高 塵径 胎　土 焼成 色　調 残存箪 備　　　考

灘 土師器・杯 圭3．0 5．4
｝ ⑥②①④ ② 榿 一部欠

口縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、下位ケズジの後ナデ。内面

繹ﾊ木口状工具、下位指頭によるナデ。口縁部内外面共吸炭。

2 土師器・杯 （14．4）

一 一 ②①④③ ② 榿 1／4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ様ナデ、内面ナデ。内外面黒色化。

3 土師器・甕 ⑳6＞
一 一 ⑥②① ② 橿 上位1／8 内外面全体にナデ。表面磨滅した部分が多い。

4 土麟認・甕 〈隻8、G＞

一 ㎝ 難
② 鐙 上惣！4

口縁部横ナデの後横のナデ。綱部外濁ケズリの後ナデ、

燒ﾊナデ、一・部輪積み痕。

5 土師器・甕 （20、0＞

一 　 ⑥②①④ ② 榿 上位1／3
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリの後ナデ、内面ヘラナデ、

Y化物付着。二次加熱。

6 土師器・甕 『
凹闘…

（6．2） ⑥②①④ ② 榿 下位1／3
内外面共剥離した部分が多い。外面中位斜のケズリ、下位スリヅプ状

ﾌナデ。内面横のナデ。上げ底。全体に赤色化。二次加熱。

7 掛雛器・甕 一 一
5．6

難
② 鐙 下位重／3

外面底部付近縦のケズリ、中位ケズリ様ナデ、一部ケズ

梶B底幅ケズソ、煤弾着、一部赤色化。内面中位木口状

H具による横、警部縦のナデ、炭化物付着。二次加熱。

8 土師器・甕 『 一
（7β） ⑥②① ② 明赤褐 下位！／3 外面底面までケズリ、吸炭。内面ヘラナデ、炭化物付着。二次加熱。

9 土師器・甕 … ｛
（6．2） ⑥②④① ② 明赤褐 下位1β 外面ケズリ、内面ヘラナデ。吸炭。二次加熱。

10 土師器・甕 『 一
（7，8＞ ⑥②④① ② 撹 三三／2

外面縦のケズリの後一部ナデが加わる、赤色化。内面ヘ

宴iデ、吸炭。二次加熱。

l
I

土師器・羽釜 （2LOl
皿 一 翻

② 鐙 購縁部1〆8 振蕩ナデ。

12 須恵器・甕 … ㎜ 一 ①⑥ ② 灰 －｝扁

13 高欄陶器・杯 　 一
（7．4＞ ①② ② 灰白 底部1／4

14 灰粕陶器・壺 ｛一 　 ｝ 一 ｝ 一 …
図なし。

舘言、

T脇

溝石製摸造品 … 一 一 一 ㎜ 一 罰　

高石 長さア．2綴12．1厚さ2遵　重さ360g 一
マ撚：1

砥石 長さ5，2幅13．3厚さ3、8　重さ390g

第32表　B区53号住居跡出土遺物観察表（第69・70図）
聾α 器　種 口径 器高　　底径 胎　土 焼成 色　調　　　残存率　　　　　　　　　　　　備　　　考

蕪 土師器・杯 麦23 55 『 ⑥①②④ ② 浅黄榿 一部欠 内面表露剥離。外面口野臥ナデ。警部ケズジ。

灘 土師器・杯 12．4 5．3
一 ⑥①②④ ② 黄榿 4／5 表面磨む或，体難≦内面底音1舛甲圧。

3 上腿器・杯 （12，5）

　 　 ⑥①④② ② 明赤褐 1／3
口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。吸炭。赤色

ｻした部分が多い。二次加熱。

尋 罹獅器・杯 〈圭翻 5．7
『 ⑥③①②④ ② 鐙 2／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内灘上位横ナデ、中央部ナデ。

ここ㍉と議≒

?ﾅ濠
烹簿器・杯 12．ア 5．o

㎜
② 榿 一部欠 嚢縁藻横ナデ。三部外面ケズジ、内国中央押圧による窪み。

繍 土師器・杯 12．8 6．0
｝ ③⑥①②④ ② 浅黄榿 一部欠 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、内爾回転ナデ。

〔き！r的；
土師器・杯 12．1

一 ｝ ③⑥①④ ② 禮 一部欠 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面回転のナデ。

8 土師器・杯 （12、4）

｝ 一 ⑥②①③④ ② 鐙 1／5 外面磨滅。内纈剥離。二二。体部外面ケズリ痕。

9 土工器・杯 一 一 ⑥①④③ ② 鐙 口縁部欠 口縁部横ナデ。二二外面ケズリ、内面磨滅。

灘 土師器・高議 12．3 9．6 9．6 ⑥③①④ ② 明六褐 一部欠
二部内外二二剥離。騨部演転のナデ、内癌裾部本口状工

?ﾉよるナデ。全面吸炭。赤色化。二次加熱。
瀦
鶴
，
滋
よ

土師器・甕 ！8．O 37．9 7．5 ⑥①②④③ ② 浅黄榿 一部門
外面口縁～胴部上位ナデ、下位縦のケズリ、炭化物付着。内面ナデ、内

O面輪積み痕を残す、底面及び上位輪状に炭化物付着。二次加熱。

溝鰹

P：i驚≡
土師器・甕 16．圭 39．6 6．o

難
② 浅黄榿 4／5

口縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、二部ナデが加わる。

＆t着。内癒ナデ。二次繍熱。

一画1

二i二緬器・甕 圭7護 246 6．G ⑥①③④ ② にぶい鐙 一部欠
濤縁部横ナデ。綱部外露斜のケズリ、下位赤色化。瞬翻

ﾚ合部横のケズリ、出汁のナデ。炭化物付着。二次加熱。

’
r
r

二二
庶師器・甕 （18．2＞

　 一 ⑥①③④ ② にぶい榿 底部欠4／5
ロ縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、吸出。内面上位横のナデ

cケ、中位ナデ、中～下位の接曲部横のケズリ。炭化物付着。

15 土師器・甕 （19．5）

一 一　 ⑥①③④ ② にぶい榿 上位1／2 口縁部横ナデ。胴部外面縦～斜のケズリ。内面横のナデ。吸炭。

難濫

ﾜ7

土鎌器・甕 〈16，4） 蝕21 7．圭

雛
② にぶい鐙 3！5 歪みが大きい。外藤ケズリ、二丁の一部ナデ。内面ナデ。丁霊。

土搬器・甕

｝一
6．6

難
② 雛 底部のみ 外面ケズリ。内面ヘラナデ、一塁鑛頭によるナデツケ。

螺慌1
烽
遠

砥石 長さ18、3　幅12，9　厚さ4．2　重さ1，800g …

護 砥石 長さ16．2　幅4．5厚さ4，6　璽さ640g 一…

鱒 繊石 長さ　13．1　幅5．O　厚さ5，0　重さ580g 國醐一」㎜

は、検出されていない。

　カマドは、東壁に設置されている。両袖は、竪穴内に内側へ折り込むように設けられ、

長さは不揃いであり、左（北）が60c盤、右（南〉がiOOセンチを計る。両袖間の幅は、前

面55cm、中央65cm、酒面45cm、この問の奥行き75cmを計る。火床・燃焼部の区別は明確
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53号至i御召土曜

1　灰色（5Y　6／玉〉粘丸酸化鉄を多量、白色軽石粒（火霞灰？〉

　を少量含む。

2　明黄褐色（2，5Y6／6）シルト。マンガン粒、炭化物を少量

　含む。

3　暗灰黄魚（2，5Y4／2）シルト。マンガ．ン粒、炭化物を少量

　含む。

4　多形彩色（2．5Y　4／2＞シルト。3屡より暗嬬マンガン紘

　焼土粒、炭化物を少量含む。

5　灰色（5Y　4／1）シルト。焼土粒を多量、炭化物を少盤含む。

6　暗灰色（N3／0）灰層。焼土粒：を多量含む．

7　　　舞音赤褐色（5YR　3／3＞焼二圭二層。

8　灰オリーブ色（7．5￥釘2）シルト。炭化物を少量禽む。
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第68図　B区53号住居跡
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第70図　B区53号住居跡出土遺物（2）

18

0　　　　　　　　　　　遷◎傭

ヒ＝＝＝＝＝＝＝一1：4

ではない。焼土・炭化物混在層（第4・5層）は、さらに竪穴内に65cm程延びて堆積してい

る。底面は、袖より竪穴内では、わずかな傾斜であるが、袖内に入って湾曲する。両袖前

面ラインより25c組入った地点を二心に焼土（第7層〉、土師器高杯（10＞を申心にして杯4

点（3・4・8・9）が重なり、さらに上面に甕2点（11・13）が並置されている。両壁

は、屈曲し、その後、徐々に幅を狭めながら奥壁に至る。底面は、緩傾斜で立ち上がり、

真壁もカーブを描いて立ち上がる。屈曲点より奥は煙道であると思われる。奥行き143cm

を計る。

　覆土は、上位から、多量の酸化鉄及び少量の自色軽石粒（FA）を含む灰色粘土層（第！

層〉、少量の炭化物・マンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第2層）、少量の炭化物・マンガ

ン粒を含む暗記黄色シルト層（第3層）が堆積している。

　遺物は、カマド内の他、床面上から土師器杯（！・2・5・6・7）、甕（12・14・

15・16）、砥石（18・ig＞、第2層申から、土師器甕（i7）、砥石（20）が出土している。

54号住居跡F－8からF－9グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第二確認面

（第71図）

（第72図）

からの検出である。

　上面に52号・53号両住居跡、46号・50号両溝跡が位置している。

　規模は、不明であるが、南西辺4．80＋αm、南東辺4．25mを計り、長方形を基本として

いるが、各辺が直交せず、不整形といわざるを得ない。南西辺軸方位は、N－200－Wを

示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がるが、一部段を成す部分もみられる。検出面からの高さは、

最高で66cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、ほぼ水平面を成し、硬く締まった部分もみられて安定

している。ピット・炉等は、検出されていない。

一128一



V　B区の遺構と遺物

　覆土は、最上層が、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含む黄色シルト層（第！層）

であり、以下、多量のマンガン粒及び少量の炭化物粒を含む黄色シルト層（第3層）、多量

のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含む黄褐色粘土層（第4層）、多量のマンガン粒及び少量

の酸化鉄・炭化物粒を含む暗褐色粘土層（第5層）、多量のマンガン粒・酸化鉄を含むにぶ

い黄色シルト層（第6層）、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含む明黄褐色シルト層

（第7層〉、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄・炭化物粒を含む黄褐色粘土層（第8層〉

と続き、最下層には、多量のマンガン粒及び少量の炭化物粒を含むにぶい黄色シルト層

（第10層）が堆積している。しかし西側では、第10層の下位に、多量のマンガン粒及び少

量の炭化物粒を含むにぶい黄褐色シルト層（第11層）の堆積している部分もみられる。ま

た、第4層・第10層の上位には炭化物層の厚い堆積もみられる。第4層の上位は炭化物の純

層（第2層）であり、第10層の上位は少量の焼土粒を含んでいる（第9層〉。さらに、炭化

物層は竪穴中央部の床面上にも堆積している。

　遺物は、床面上の炭化物層に集中している。土師器高杯（1）、受壷にも△窓を開けた特

殊器台（2）、台付甕（3～13＞、壷（14・！5＞等が出土している。

55号住居跡F－8からG－8グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第73図）　南西部上面を1号不明遺構に削平されている。また上面には、53号両住居跡、47号・

（第74図）48号両溝跡が位置している。

調査区外

　晶1　。

鱗ψ紹9　縛，蘭4
　　鶴　　　　　　47
　　　　　　　敵情

翻

54号憂i露跡土鰯

1黄色（5Y　7／8）シルト。マンガン粒を多量、酸化鉄を少量含む。

2　黒褐色（2，6Y　3／1）炭化物層。

3　黄色（5Y　7／8＞シルト。マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

4　黄褐色（2，5Y5／3）粘土，マンガン粒を多量、酸化鉄巻少量含む。

5　暗褐色αOYR　3／3）粘土。マンガン粒を多量、酸化鉄、炭化物を

　少量含む。

6　にぶい黄色（2．5Y6／4）シルト。マンガン粒、酸化鉄を多黛含む。

7　明黄褐色（2．5Y鍛）シルト。マンガン粒を多量、酸化鉄を少量

　含む。

8　黄褐色（2．5Yδ／6＞粘義マンガン粒を多量、酸化鉄、炭化物を

　少量含む。

9　黒褐色（2．5Y　3／／＞炭化物層。焼土粒を少量含む。

10にぶい黄色（2．5Y　6／4）シルト。マンガン粒を多里、炭化物を少

　量含む。

11黄褐色（2，3Y　5／6）シルト。マンガン粒を多量、炭化物を少量含

　む。
12黒色（2．5Y　2／1）炭化物層。

12

＼＿7　　　　　　6

8
5

4

遷

8

第71図　B区54号住居跡

O　　　L＝28，400m　　　2m

ピー1：60
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第72図　B区54号住居跡出土遺物

　北東辺4，06m、南東辺5．60m、南西辺4，52m、北西辺5．38mを計り、長方形を基本と

するが、各隅が丸みをもち、直角を成さないため、不整形を呈するようになる。主軸方位

は、N－68．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で16c鍛を計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成し、硬く締まった部分もみられて安

定している。ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含むオリーブ黄色シルト層（第

一！30一一



V　B区の遺構と遺物

第33表　B区54号住居跡出土遺物観察表（第72図）

頁（｝ 器　種 難径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

饗灘

土師器・高杯 21．2 15．2 14．9 ⑥②③① ② 浅黄榿 脚部一部欠
脚藻内面以外全面朱塗。体部内外繭、騨外面ミガキ。

r内面状意指頭によるナデ。下位横のナデ。

・
謡
　
鐘
噴
螺
り
歴
泡
甑
’
謳
べ
、
露
㍉
」
摩
轟
‘
、
へ
、
転
妻
西
、
㍍
｛
μ
、
許
漫
・
．
葦

養
曇
然
も
寓
窯
墜
思
・
護
㌻
毒

土師器・器台 ㎜ ｝ 一 ④③②⑥① ② 縫 両端三三

内面接倉穿孔部横のケズリの後、縦のナデ。受台部ナ

f。脚上位指頭によるナデツケ。下位励毛目。外面全
ﾊミガキ。受台部三角形1四方が）脚部還景三方透かし。

3 土糠器・甕 l15．7）

一 一 ①⑧③② ② にぶい褐 口縁部圭／8 遡落した部分多い。内面ナデ。外爾煤付着。二次加熱。

4 土鎌器・台付甕 （14．2＞

一 ｝ ⑥④② ② 榿 口縁部1／8 全面煤付着。二次加熱。

5 土師器・甕 （14，0）

一 一 ②④③ ③ にぶい榿 口縁部V8
内面横の木口状工具によるナデ。外面ロ縁部横のナデ。

ｷ部大部分表面剥落。吸炭一部にケズリ様ナデ。

6 土師器・甕i （13、8＞

一 一 ⑥②④③① ② にぶい榿 口縁部1／6 口縁部横のナデ。外面頚部縦にミガキ、内面指頭による横のナデ。

7 土麟器・甕 ／l9．o）

㎜ ｝ ⑥④②①③ ② にぶい褐 圭／8
外面揺れ横のケズリ様ナデ。胴部は横のケズリの後ナ

f。前闘吸炭。煤付着。二次撫熱。

8 土輝器・甕 …閲一

… 一 薫4163 ② にぶい鐙 腿部のみ

9 土師器・台付甕 一 一 一 ⑥②①③④ ② にぶい榿 胴・脚接合部のみ

外面胴下端～括れ部縦の刷毛田。脚部縦の刷毛目の後

cのケズリ、，内面胴部木口状工具によるナデ。脚天井

博w頭によるナデヅケ。脚内面以外吸炭。二次加熱。

10 土師器・台付甕 一 ｝
17．9＞ ④①②⑥③ ② 擬 脚部のみ

内外画共磨滅した部分が多い。外面斜の捌毛羅、内撚

iデツケの痕跡がみられる。二次糠熱。

II 土師器・台付甕 一 …
（IL5） ④②③① ② 浅黄橿 脚部のみ

外面縦及び斜の麟毛目。裾部一部ナデ。内面．ヒ競ナデ

cケ、下位横のナデツケ。二次加熱。

12 土師器・台付甕 一 　
1！．G ②①③ ② 浅黄榿 脚部2β 外面縦の鰯毛目、内面縦のミガキ様ナデツケ。表面磨滅した部分が多い。

13 土師器・台付甕 ｝ 一 ｝ ②③④① ② にぶい鐙 胴・脚接禽部のみ
外面縦の刷毛目、底部ナデヅケ。脚内面上位ヘラによるナデ

dケ、中位横の繍毛弩。外面煤、内瀬炭化物付着。二次舶熱。
’曇激‘∫「

羽口 〈16．6）

一 一 簸
② 浅黄鐙 口縁部1！8

外癖口縁横のナデ、頸部縦の羅粍冒、口縁下横のナデ。

燻｢口縁横の鰯毛冒、頚部ナデ。

15 土師器・壺 ｝ 一 …
②④③① ② 橿 胴部のみ 外面縦の鯛毛目、内面横のナデ。

》 〉

・
〉
．

B

．B’

≧
55号住居跡土層

1　オリーブ黄色（5Y　6／4）シルト。マンガン粒を多量、酸化鉄を少量奮む。

2　灰色（10Y　5／D働口マンガン粒を多事、酸化鉄、炭化物を少量包む。

B ・8’

0　　　し識27．70◎m　　　2m

一｛：60第73図　B区55号住居二

一13！一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第74図　B区55号住居跡出土遺物

第34表　B区55号住居跡出土遺物観察表（第74図）
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◎き

mG
「
l

O

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・杯 （12．2）

　 ③②①④⑥ ② にぶい概 1／3 表面磨滅。

2 土師器・杯 （！4．0）

一 一 ①④③⑥② ② 赤榿 1／5 外面磨滅。内面口縁横ナデ、体部横のナデ。

3 土師器・高杯 一 一 ｝ ③①④ ② 浅黄鐙 脚部2／3 表面磨滅。脚部内薦縦のナデツケ。

4、土鯵器・高杯 ｝ 一 ｝ 禰
② 燈 輝部圭！2 内外面共磨滅。脚内面天芽ヘラ先によるナデツケ。

5 土額器・　　　　一 （13護）

一 ｝ ③①④②⑥ ② 榿 1／5 口縁部横ナデ。体部内外面共横のナデ。

6 土師器・甕 　 一
（7．5＞ ⑥①④②③ ② 榿 1／2

内外面共表面磨滅、内面輪積み痕残す。内面及び外面下位

z炭。外面上位赤色化。二次加熱。

7 土師器・甕 （20．0）

『 一 ⑥①③②④ ② 榿 口縁部1／8 口縁部横ナデ。胴部外面横のケズリ、内面横のナデ。

8 土師器・甕 （14．8）

　 一 ⑥①③②④ ② 浅黄概 上位1／8 内外面共ナデ、表薗磨滅した部分が多い。外面煤付着。

9 土師器・甕 ｝ 一
4．1 ⑥①③② ② 鐙 底部のみ 外面ナデ、一部ミガキ様ナデ、底部周辺横のケズリ、煤付着。内面ナデ。

1G 土師器・台付甕・　一 一
（10．4＞

雛 ②　i雛 脚部113
綱部内外面ナデ。輝部外颪ナデ、内面縦のナデツケ、裾部

｡ナデ。外薦吸炭。内懸赤色化。二次加熱。

1層）であり、下層が、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄・炭化物粒を含む灰色粘土層

（第2層）である。

　遺物は、第2層中から検出されたのは土師器台付甕（10＞のみであり、土師器杯（！・

2）、高杯（3・4）、　（5）、甕（6～9）はいずれも、本住居跡検出作業中、本住居跡

上位面から検出されたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一132一



V　B区の遺構と遺物

56号住居跡

（第75図〉

　F－9からG－8・9グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　2号不明遺構に削平されている。また上面には、50号溝跡が位置している。

　北東辺3．52m、南東辺4、05m、南西辺3．90m、北西辺3．56mを計り、長方形を基本と

するが、各署が丸みをもち、直角を成さないため、不整形を呈するようになる。主軸方位

は、N－153．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で！0c鐵を計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成し、硬く締まった部分もみられて安

定している。

　ピヅトは、南隅に穿たれている。径45×40cm、深さ5cmを計る。

　また、ピットからわずか中央寄りに、炉が設けられている。径75×52c蟄で、卵形を呈す

る。

　覆土は、上層が、多量の炭化物・酸化鉄を含む浅黄色シルト層（第！層）であり、下層

が、多量の酸化鉄を含むオリーブ黄色シルト層（第2層）である。第2層は、壁際のみであ

り、中央部には堆積していない。

　遺物は、床面上から土師器甕（1＞が出土している。

甲

バ
　
　
ホ
や

A・

叩
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◎肇
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　　　　　○

C・ ・C’　A・

　　　2

・A’

じσ、

・A’

勿

0　　　　　　　　　　　10C糖

56弩住居跡土層

1　浅黄色（7，5Y　7／3＞シルト。酸化鉄、炭化物を多量含む。

2　オリーブ黄色（7．5Y　6／3）シルト。酸化鉄を多最含む。

3黒色〈韓2／0＞一層。

4　赤褐魚（5膿劇8＞焼土層。

5　緑灰色（？．5蟹頴〉シルト。酸化鉄を少量含む群

O　　　L＝27，600m　　　2m

第75図　B区56号住居跡及び出土遺物

第35表　B区56号住居跡出土遺物観察表（第75図）

Nα　　　器　種 口径 心高 底豆 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　一

事土師器・甕 （15、1）

一 　 ②①⑥③ ② 明赤褐 口縁部1／3
口縁部外面縦の斜、内面横、胴部上位横の刷毛闘。胴部内

ﾊ木口状工具による横のナデ。万国。一部炭化物付着。

一133一一



57号住居跡H－9からH－10グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第二確認面

（第76図）からの検出である。

（第77図）　3王号井戸跡に切断され、上面には50号・51号六出跡、また西端上面にには、河川跡が

　　　　　位置している。

　　　　　　規模は不明であるが、現状では北辺7．00m、東辺6．70＋αm、西辺0．70＋αmを計る。

　　　　　方形を基本とするが、東辺が大きく膨らむため、不整形を呈するようになる。主軸方位は、

　　　　　N－70．一Eを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で48cmを計る。

　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成し、硬く締まった部分もみられて安

　　　　　虚している。ピットは、穿たれていない。

　　　　　　炉は、中央やや北壁よりに設けられている。径75×62c雛で、ほぼ円形を呈する。炉の周

　　　　　囲には、炭化材が拡がって検出されている。

　　　　　　覆土は、上層が、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含む褐灰色シルト層（第1層）、

　　　　　中位層が少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第2層）、下層が、少量の

　　　　　酸化鉄・炭化物を含む暗灰色粘土層（第3層）である。しかし前壁部分では、第3層の下

　　　　　に、多量の焼土粒・プロヅクを含む炭化物層（第4層〉、少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化

　　　　　物を含む灰色シルト層（第5層）、少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化物を含み、第5層より

　　　　　やや暗い灰色シルト層（第6層）、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含むオリーブ黄色

　　　　　シルト層（第7層）が堆積している部分もある。

　　　　　　遺物は、第3層申から、土師器高杯（D、器台（2～6＞、甕類（7～14）、壷（！5～

　　　　　19）、手捏ね（21・22）、土錘（23）が出土している。灰粕陶器（20）は、31号井戸跡に

　　　　　帰属するものである。

58号住居跡

（第78図〉

（第79図）

　G－9・10からH：一9・10グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

西面は、河川跡によって削除されている他、33号・35号・37号各井戸跡によって削除さ

れている。上面には、49号溝跡が位置している。

　このため、規模・形態共に不明であるが、計測可能な部分では、東西両辺問距離が4，70

m、東辺5．25＋αmを計ることから、南北間が長軸となる、長方形を呈すると思われる。

長軸方位は、N－23．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で26c懲を計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、全体ではほぼ水平面を成し、安定している。ピヅトは、

穿たれていない。

　カマド等も検出されていない。

　覆土は、上層が、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む黄褐色粘土層（第1層〉、下層が、少

量の酸化鉄・マンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第2層）である。壁際には、最下層

として、多量の酸化鉄を含むオリーフ灰色粘土層（第3層）のみられる部分もある。

　遺物は、床面上から土師器甕i（3・4・5）、礫（8）、覆i土第2層上から土師器高杯
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V　B区の遺構と遺物
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31号共戸跡烹摺
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57号住居跡土層

1　褐灰色（75YR　5／1）シルト。マンカン粒を多量、酸化鉄を少鏡含甑

2　灰色（75Y　4／D粘土。酸化鉄、マンガン粒、炭化物を少量含軌

3　暗灰色（N3／0）粘鵡酸化鉄、巖化物を少量含む。

4　黒色劔2／G＞炭化物層。焼土粒、焼転フロックを多量含む。

5　灰色〈5Y　6／i＞シルト。酸化鉄、マンガン纏、炭化物を少量盆む。

6　灰色（10Y　5／1）シルト。酸化鉄マンカン紘炭化物を少量含む。

7　オリーブ黄色（75Y　6／3）シルト。酸化鉄を多籔マンカン粒を少量含む、

／　黒褐色（75YR　3／！）粘土，酸化鉄を多鼠β…黄色（5Y　7／3）糖翫を少量含む。

2　黒掲色（75YR　3／1）粘上，酸化鉄、浅黄色（5Y　7／3）粘上を多景含む。

3　灰オリーブ色（5Y　6／2）粘土、酸化鉄を少量含む、

4　灰オリーヅ色（5Y　6／2）粘土、酸化鉄を多量、黒褐色（75YR　3／／）粘土を帯状に含む、

5　灰オリーブ色（5Y　6／2）粘土、酸化鉄を多量、黒褐色（75YR　3／1）粘土を少量含む，

O　　　L＝2770◎m　　　2m

一＝＝二＝ゴ160

擁誉

！
！

癬

1
6

4

5

3

O　　　　　　　　　　　重OC瀟

一＝＝ゴ1　4

第76図　B区57号住居跡、31号井戸跡及び57号住居跡出土遺物（1）
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第77図　B区57号住居跡出土遺物（2）
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V　B区の遺構と遺物

第36表　B区57号住居跡出土遺物観察表（第76・77図）

習α 器　種 凝脂 株高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・高杯 （20．6）

㎜ ｝
②①④③⑥ ② にぶい榿 口縁部1／6

口縁部横のナデ、矩形仕上げ。外面刷毛目、ケズリ、ミガ

L混在。内面縦のミガキ。

鋸灘

c鑓
土師器・器台 7．0 4．9 15．5 ②①⑥④③ ② 灰白 ほぼ二形

脚部穿孔3孔二段。受台部内面横のミガキ、外面ナデ、端部短形仕上げ。

r部内面ナデ、端部矩形仕上げ。脚部内面以外全面朱塗。

・
5
P
し
｝
、
示
、
、
；
桑
触
〉
ジ
r

薦
難 土麟器・器台 6．9 7．8 12．7 ②④③①⑥ ② 浅黄鐙 ほぼ完形

聯部穿孔3孔一段。全体に表面剥離した部分が多い。受台

箔燒ﾊナデ、外癒横のミガキ。脚部外面縦のミガキ、多く

ﾌ部分にナデが加わる。内面横のナデ、端部矩形。

1：懸

土師器・器台 7．2 8．o 圭2，1 ④②①③⑥ ② 浅黄榿 ・部欠
獅部穿写し3孔～段。受台部ナデ。聯部外函縦のミガキ、興

秤｡のナデ。内癒ナデ。全体に磨滅した部分が多い。

5 土師器・器含 6．5
　 一

②④①③⑥ ② 浅黄燈 脚下半欠
脚部穿孔3孔。ほぼ全面朱塗、表面剥離した部分多い。受

苺買iデ。脚部内面ナデツケ、外面一部横のミガキ。

騰 土師器・器台 8．1 10．0 9．8 ④②③⑥① ② 淡榿 兜形

脚部穿孔4孔一段、，煮染部口縁部横ナデ。体部内獅放射状

�軏{としたミガキ、外面横のミガキ。脚部外面縦のミガ

L、裾部横ナデ、内面ナデツケ。
鱗
霧
〔
蒸
無

土師器・台付甕 12．2 17．1 7．3 ②④①⑥ ② 榿 一部欠

口縁部外面下位指顕による押圧の後、内面横の欄：毛摺の後

S｛本に横ナデ。胴部外面横、一部斜の尉毛目。脚との接含

伯w頭による押圧。聯外面縦の麟毛馨、一門上位ナデ、裾

秤｡の鰯毛自。外爾煤樗着。二次擁熱。

1嬢G
鑓
…
蔑

叢

土師器・台付甕 （12、D 17．5 715 ④①②⑥③ ② 浅黄橿 3／5

外面口縁部及び脚裾部横ナデ、飽は縦の耀毛蟹。内麟購縁

秤｡ナデ、胴部ミガキ様ナデ。脚部天井部ナデツケ、上位

`中位斜、裾部横の刷毛目。大部分炭化、黒色化。

9 土師器・台付甕 （13．0）

一 一 ④②①⑥③ ② にぶい榿 隣縁部1／8

至0 土師器・甕 （19．0）

一 一 ④②①⑥③ ② にぶい黄榿 「］縁音1脚3

11 土師器・台付甕 ｝ 一
9．5 ①②④⑥③ ② 浅黄 台蔀のみ

外面接合部縦の刷毛目の後、脚全体に縦のミガキ。内揃横の胴毛

ﾚ、裾部横のナデが加わる。内外面炭化物付着。二次加熱。

12 土筆器・台墨甕 ｝ ㎜
（9．2） ② 鐙 脚部のみ

P／2

外薄縦のケズリ。内高天井部ナデツケ、他は縦のナデ、二

秤｡ナデ。一部吸炭。二次撫熱。

難 土師器・壷 10．2 麦7．5 4．6 ④②③①⑥ ② 浅黄 轡形
外面口縁横ナデの後縦のミガキ、綱部中位以上縦のミガキ、申麓以下

ﾎのケズワ様ナデ。内面臼縁縦のミガキ、綱部ミガキ様ナデ。

14 土師器・甕 （21．8＞

一 一 ④②①③⑥ ② 浅黄 底部欠1／8

外面口縁部横ナデの後指頭に二二、輪積み痕を残す、，胴部

繹ﾊ横のナデ、中位横の木口状工具によるナデ、煤付着、

ｺ位縦を主体とした木口状工具によるナデ。内面金面横の

iデ、下位炭化物付着。二次加熱。

15 土師器・壷 （lL4＞
｝ ｝ ②④①③⑥ ②

にぶい黄

ﾆ
口縁部1／8

外面口縁部溝口状工具による横のナデ、頸部縦の胴毛目。

燒ﾊ横のナデの後縦のミガキ。

｝6 土師器・壺 一 　
5，圭 ④③②⑥③ ② 浅黄 上部欠 外函虚位縦、下位横のミガキ、全面朱塗。底面ナデツケ。内颪横の遷続ナデ。

隻7 土慰謝・壷 一 一
4．o

難
② 浅黄鐙 鷹部のみ

外面穫の磯毛震の後ナデ。甕薦ミガキ様ナデ。煤付着。内

ﾊ底部横の連続嗣毛鰹、下位ナデ、炭化物付着。

18 土師器・壷 一曜 一
3．3 ④①②③⑥ ② 黒褐 底部のみ 外面ナデ。内面木口状工具による横のナデ。黒色処理。

19 土師器・壷 圃… 一
3．4 ①⑥②④③ ② 黄灰 底部のみ

外面中位ナデ、下位横のミガキ、底部ミガキ様ナデ。内面横のナ

f、底部ヘラ先によるナデツケ。接合痕。全面吸炭。

20 寸寸・皿 　 一
（7、5）

一…國晒 ① 灰白 底部1／6

灘 土師器・手　　　　　一 4．1 4．2・ 2．0 ⑥②①④③ ② 灰白 轡形 一部吸盤。

繊 土窯器・手　　　　　一 3．4 3．8 2．8 ⑥②①④③ ② 灰白 題言

灘 土錘 長さ一　径32　孔径L2 一部欠

24E @　　礫 長さ17、0　編7、5　重さ730g

（！・2）、甕（6・7）、大命（9）、馬歯等が出土している。

59号住居跡F－10からG－10グリッドに亘って位置している。第一確認面からの検出である。

（第80図＞　64号住居跡を削除しているが、東側は、河川跡によって削除されている他、上面を66号

（第81図）住居跡によって削平されている。上面には、66号土坑、49号・53号各溝跡が位置してい

　　　　　　　る。また下面には63号住居跡が位置している。

　　　　　　　　　このため、規模・形態共に不明であるが、計測可能な部分では、北東・南西両辺間距離

　　　　　　　が7ほOmを計り、北西辺両隅が直角を成さないものの、北東・南西両辺が平行しているこ

　　　　　　　とから、平行四辺形を呈すると思われる。北西辺の軸方位は、N－35．一Eを示す。

　　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で70cmを計る。

　　　　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成して、安定している。中央北東寄り
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河川跡

B

〉
・

！

58号住屠跡

35号井戸跡

37号井戸跡

◎5
欝ワ

・B’

暁

33号井戸跡

7

Sg
・
〉
、

58号住居錘土懸

1　黄褐色（2，5Y　5／3）粘土。酸化鉄、マンガ

　ン粒を黙過含む。

2　灰色（N4／0＞粘義酸化鉄、マンガン粒、

　炭化物を少量含む。

3　オジープ灰色（！0Y　5／2＞粘九酸化鉄を

　多．量含む。

4　緑灰色（7．5GY　5／1）シルト。（測1跡）。

B 一・
a’

第78図　B区58号住居跡

O　　　L漏27，600m　　　2m

ピー＝＝：ゴ脂60

第37表　B区58号住居跡出±：遺物観察表（第79図）

恥 器　種 口径 一高 底径 月台　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考
鰺幽こ

D照鑓
土師器・高杯 15．8

一 ｝ ③②④①⑥ ② 櫨 脚部欠 外面磨滅。脚部内面横の連続ケズリ。

2 獲麟器・高杯 … 一
（圭0．O＞ ③①②④ ② 鐙 獅部のみ琳 聯部ナデ、裾部横のナデ。外面一部煤樗着。

3 土師器・甕 〈2舗
一 一 ②③①④⑥ ② 鐙 上伽／2 口縁部横ナデ。嗣部外編麟のケズぴ、煤付着。内面横のヘラナデ。

4 土師器・甕 一 　
10．5 ①⑥③②④ ② 明赤褐 底部のみ 外面スリヅプ。内面剥離。木の葉底。

5 土師器・甕 ㎝ 『
8．6 ②③①④⑥ ② 浅黄榿 底部のみ 外面底部周辺縦の縦毛目、ナデが加わる、煤付着。内面ナデ。

6 土師器・甕 一 ｝ 62 ② 鐙 底部のみ
外面ケズリ、ナデ、スリヅプ混在、赤盤化、煤付着。内面

ﾘ口状工異によるナデ、炭化物付着。二次加熱。

7 土師器・甕 … 一
8．0 ⑥②③①④ ② 灰白 口縁欠レ2

内面表面剥離した部分が多い、木口状工具による横のナデ、輪積み痕残

ｷ。外面は大部分酸化鉄で覆われる、一部ケズリ痕、煤付着。

8 礫 長さ1715　幅1L2　厚さ7．5　重さ2β00g 一｝

9　　　　礫 長さ3乳6　　麟圭5，8　厚さ12、G　重さ8殴00呂 　

では、…部段を成す部分もある。ピットは、穿たれていない。

　カマド等も検出されていない。

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒・少量の白色軽石粒（FA）

1層）、中位には、多量のマンガン粒・少量の白色軽石粒（FA）

を含む灰褐色粘土層（第

・炭化物を含む黄褐色粘

一138一



V　B区の遺構と遺物
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第79図　B区58号住居跡出土遺物

土層（第2層〉、下層が、少量のマンガン粒・炭化物を含む灰褐色粘土層（第3層〉である。

　遺物は、床面上から、土師器杯（1）壷（16＞が出土し、第2層及び第3層中から、土師

器杯（2～4）、高杯（5）、甕（6～11・17）、甑（12）、手捏ね土器（13）、台付甕

（14）、壷（15・！8）、磨石（19）、石皿（20）等が出土している。

60号住居跡E－10からF－10グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一一確認面

（第82図）

（第83図）

（第84図）

からの検出である。

　6！号住居跡及びB号畠跡を削平している。

　規模は不明であるが、現状では南辺5．10mを計り、西辺が5．80＋αmであり、その北端

が北辺に連続する様相を示すことから、南北を長辺とする、長方形を呈すると思われる。

主軸方位は、N－81。一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55c鑓を計る。

　床面は、やや凹凸がみられ、壁際がやや窪む部分が多いが、特にカマド前から北東隅に

かけては強く踏み固められ、かなり安定している。

　ピットは、カマド右（南）脇及び、土壁下中央からやや東寄り2ヶ所に穿たれている。
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＼

59号住屠跡土層

遇
」

〉
・

噂

Φ⑭
壌6

1選

59号住居跡

　1　灰褐色（7、5YR　5／2）粘土，マンガン粒を多最、白色軽石粒を少量含む。

　2　黄褐色（2．5Y　5／6＞粘土。マンガン粒を多量，白色軽石粒、炭化物を少盤含む。

　3　灰褐色（7，5職5／2＞粘血マンガン粒、炭化物を少量含む。

　4　灰褐色（7．5張5／2＞精九3層よりやや明るい。マンガン粒を少量含む。

　5　暗褐色（7．5YR　3／3）粘鵜炭化物を多量含む。

　6　褐色（10駅4／4）粘二士為マンガン粒を少量含む。

　7　灰褐色（7，5YR　4／2）シルト。灰色粘土少量に嵩む。

　8　褐灰色（7．5YR　5／／）シルト。マンガン粒、酸化鉄を少量：に含む。

　9　灰黄褐色（lQYR　4／2）粘土、マンガン粒、酸化鉄を少量に含む。

　支。灰色（5￥6／1＞砂屡。

　1圭黄灰色（2，5Y　6／麦）砂履。
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形38表　B区59号住居跡出土遺物観察表（第8壌図）

NQ 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・杯 （｝6，2＞ （6．5）

… ③②①⑥④ ② 榿 1／4 表面磨滅した部分多い。口縁部横ナデ。体部外面ケズリ。

鰭鷺

ﾙ嚢：蓼
土師器・椀 （16．0）

一 ｝ ⑥②① ② 鐙 3／4
ロ縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、下位ケズリ。内面ナ

f、底部揮朕。全体に吸炭。

3 土麟器・杯 （13，8＞

『
耐」■…… ①②③④⑥ ② 鐙 1／4

口唇部横ナデ。体部外癖ナデ、一部ケズリ。内面上位綴転

ﾌナデ、下位ヘラナデ。

4 土師器・杯 （13．8）

一 … ①②⑥ ② 榿 1μ 外面ロ縁部横ナデ、朱塗、体部ナデ、底薩周辺ケズリ。内面ナデ、朱塗。

5 土師器・影回 … 『
…．醐… ⑥①② ② 赤褐 脚部1／4 穿孔（四孔？）。外面縦のミガキ、内面横の刷毛目。外面朱塗。

6 土師器・甕 （14，0）

一 　 ⑥①②③④ ② 橦 上伽／3
外面剥離した部分が多い。日縁部横ナデ。胴部外面縦のケズリ、内面

｡のナデ、接禽痕の越す。全面吸炭Q炭化物磐着。二次趨熱。

7 土師器・甕 ／更8．婆）

一 一醇 ② 鐙 上位輿 警縁部横ナデ．胴部内外面ケズリの後ナデ。内颪炭牝麹賛着。二次藤熱。

8 土師器・甕 （16．5）

一 … ⑥①②③④ ② 榿 上伽／3 口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、内面木口状エ異によるナデ、中位ナデ。

9 土師器・甕 （21、6）

一
…．旧［闇 ①②④⑥ ② 榿 口縁部6／1

口縁部横ナデ、二段、下段は補強帯の役割をもつ。胴部外

ﾊナデ、内面横のヘラナデ。

10 土師器・甕 ～ ｝
（8．0） ⑥②③④ ② 鐙 底部聡 外面ケズリ、内面ケズリ様ナデ。外面吸炭。内面炭化物付着。

1
1

土師器・甕 旧｝ 一
（7，4＞ ② 鐙 鷹部1／2 外画ナデヅケ、煤鍾蒼。内面ヘラによるナデ、ナデツケ。上げ底気隊。
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12 土師器・甑 ㎜ 一
｛8．4） ②③①⑥④ ② 燈 底部V2 厩面穿孔〈三孔か〉。外函ケズリ、ナデツケ。内懸ヘラ先によるナデ。

圭3 土師需・手　　　　一

一 一
（4、0） ⑥②①④ ② 褐灰 底部のみ 黒色処理。

懲 土師器・台材甕 ｝ ㎜
（10．4） ②①⑥ ② 浅黄燈 台舗／2 外面ナデ。内面裾部横の鰯毛層後全面にナデ。

15 土師器・壼 （17，7）

一 ｝ ⑥②①④ ② 明赤褐 口縁部1β 口縁部横ナデ。全面点炭。二次加熱。

礎臓訂
．ゴニ師器・壷

『 一
（4．8） ⑥②①③④ ② 澄 ロ縁部欠 外面磨滅、下位ケズリ痕。上げ底。内面ナヂ、下位炭化物付着。

17 土師器・甕 ｝ 一 一 ②①⑥④ ② にぶい褐 一

18 土師器・壷 一 一 一 ⑥②①③④ ② にぶい榿 一

辮 磨石 長さ8，8　幅9．2　厚さ8．0　重さ850g ｝
、ノ¢・脳・亭盤

石皿 長さ15．0　幅12、0　厚さ4，0　重さ1，050g 一
2重 礫 長さ17．5　幅5．0厚さ2，8　重さ350g 一

22 礫 長さ12．5　幅8．5　厚：さ7．／　重さ／，040g
一

23 礫 長さ7護　　幅4．7　厚1き3．G　重さ　至509
一

2畦 礫 長さ16、0　編5，0厚さ魏　重さ530g ｝

25 礫 長さ鍍書　　i隔4石　潭：さ3．8　璽さ2ア0菖
一

26 礫 長さ7．8　編5、8　厚さL5　重さ1鎗琶 一

　いずれも長円形を呈し、前者は径76×65cm、深さはカマド側が一段深く15cmを計る。

また後者は、径40×30cm、深さ！2cmを計る。

　カマドは、東壁中央部に設置されている。火床・燃焼部の区別は不明確であるが、全て

竪穴内に位置し、奥壁の下端ラインは、竪穴壁ラインに一致している。底面の窪みは

150cmの奥行きをもつが、奥壁の下端ラインから左袖が75cmの長さ（右は65cm）しか付

けられていないため、奥壁からの窪みの半分は、袖からはみ出していることになる。両袖

問の幅は、前面が55縢、奥面が35c無を計り、台形を呈する。初霞は、高さ！5c穣程の段を

成し、煙道へ移行する。煙道の底面は、奥壁に向けてわずかな傾斜をもって立ち上がる。

擁壁の立ち上がりは、湾曲する。煙道の幅30臓前後、奥行き1．35mを計る。

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒・少量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第！層）、

中位には、多量のマンガン粒・少量の炭化物を含む明黄褐色粘土層（第2層）、下層が、少

量のマンガン粒・炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第3層）である。

　遺物は、カマド周辺、南東愚心面上、竪穴中央部第2層中の3ヶ所に集中している。カマ

ド周辺では、カマド内からは、土師器杯（2・4）、甕（26・37）、右袖内から甕（27）、

カマド皇院から甕（30・34）、膏石（40）が、また南東隅床面上からは、土師器杯（5・

13＞、甕（25・3Dが出土している。一方、竪穴申央部第2層面からは、土師器杯（3・

8・9・10・11）、高杯（！517）、椀（21）、怨（22＞、鉢（24）、甕（33・35＞、壷

（38）雄（39）のほか、骨が出土している。

61号住居跡E－10・！1からF－10・11グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。

（第85図）

（第86図）

　第二確認面からの検出である。

　62号住居跡を切断し、79号住居跡の上面及び、13号畠跡を削平している。逆に、60号

住居跡に削平されている。

　規模は不明であるが、現状では西辺7．OO＋αm、南辺8．15m、東辺2．30＋αmを計る。

方形を基本とするが、偏角が直角を成さず、一部で丸みをもっため、不整形を呈するよう

になる。西高高方位は、N－6．一Wを示す。
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第39表　B区60号住居跡出土遺物観察表（第82・83・84図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成　　色　調 残存率 備　　　考
誠轍’

須恵器・杯 （10，01

一 一 ⑥① ① 青灰 1／3

麗舘漁

宸蛾ﾋ
土師器・杯 13．9 6．1 5．4 ② 明赤褐 完形

口縁部横ナデ。体部タ緬ケズリ、内面上位横のナデ、下位

wラ先によるナデ。内面V2、外藤口縁一部煤付着。

麟懸

ﾘ懸
土緬器・杯 12．G 5．3 3．6

繍
② 赤 完形

外面大部分ナデ、中位及び底部周遺ケズリ、鷹面ナデ。内

ﾊ横のナデ、底面ミガキ様ナデ、中央部押圧。
繋懲

H＿

土騨器・杯 璽3、0 5．9 4．4

難
② 鐙 一部欠

外面口縁横のナデ、体部ケズリ、巌懸ケズリ、圭μ吸炭。内

ﾈ口縁本霞状工具による横のナデ1体部ナデ、申央押圧、

`に煤付着。全面赤色化。二次癩熱。

5 憾二師器・杯 （13．o＞

一 一 ⑥③①④ ② にぶい鐙 玉！3 表面磨滅。口縁部横ナデ。

6 涌毒器・杯 〈1茎，2｝

一 一 繍
② にぶい鐙 口縁部重！8 全体横ナデ。朱塗。

辮鞭1

�A．’．，

土師器・杯 12．7 5．5
一 ③⑥②①④ ② 榿 2／3 臼縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。

8 上師器・杯 （1L8） 4．9
一 ①②④ ② 榿 1μ 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面圓転ナデ。

9 上師器・杯 （i2．0）

一 一 ③②④① ② 榿 口縁部1β 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ。

10 土師器・杯 （13．1＞ 5．5
一 ⑥③②①④ ② 明達褐 1／2 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面磨滅。

1
1

土師器・杯 （10．6）

一 ｝ ③②①④ ② 淡赤榿 1／5 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面回転ナデ。

12 土師器・杯 （1L6）
一

②③①④ ② 浅黄鐙 V4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面磨滅。
！・ド：揮

土師器・杯 （12．0） 4．8
『 ③⑥①② ② 櫨 1／2 表面磨滅。

声懲～爆・触

A、、．ヒ’、転蕩

上師器・高杯 （至23） 9．3 9．4

麗
② 櫨 杯口縁一部欠 口縁部及び脚部横ナデ，，杯体部外面ケズリ、内面回転のナデ。

15 土師器・高杯 一 一 1LO ③②①④ ② 禮 杯口縁欠 体部外面ケズリ、内面回転ナデ。脚部横ナデ。

絡 土師器・高杯 一 一
10．7 ② 淡鐙 獅瓢のみ 外面磨滅、一部朱塗。内爾上位横のケズリ、下位横ナデ。

鍵鑓：綾

ま晒器・高杯　　　一 へ
〈12、5）

灘
② 鐙

杯醐〆5

ｽ乙部墨／5

外面杯部～騨にかけて縦のケズリ、輝裾横ナデ。内面杯部ナデ、

@鯛部天井ナデツケ、串位横の連続ケズリ、裾部横ナデ。

18 土師器・椀 〈茎3，5＞

一 『 雛
② 明褐 底部二重β

口縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、下位ケズリ。内爾ヘラ

iデ。赤色｛ヒ。二次燐熱。

19 烹師器・椀 1圭3、8＞

｝ 一 麗
② 鐙 底部欠綿 表面磨滅。三都外蕊ケズリ痕。

一145一



20 土師器・椀 （1遮ユ〉

一 ｛ 難
② 榿 鷹部欠！！8 表面磨滅。体部外爾ケズリ痕。

21 土§毒器・椀 （13．7＞

一 ……

煕
② 明赤褐 購縁灘ノ8 内外面横ナデ。

22 土師器・　　　　｛ 18、遵）

一 … ② 榿 上半綱／8 表面剥離。内灘横ナデ痕。

23 土師器・　　　　一 （140）
　 ｝ ⑥③②④① ② にぶい榿　底部欠圭β 内面及び外面上位磨滅。外面下位横のケズリ。

24 土師器・鉢 （20．2）

｝ 一 ⑥③①②④ ② 榿 ロ縁部ユ／8 口唇部横ナデ。外面上位ケズリ、中位ナデ。内面ミガキ様ナデ。

：乞鞭

@、≡－

窪

土師器・甕 18．5 27．3 5．2 ②①⑥④ ② 浅黄榿 3／4
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、肩部のみナデが加わる、煤付着。内面ナ

f、底部のみ木口状工具によるナデ、炭化物付着、二次加熱。

’灘

… 土師器・甕 14．3 26．8 （7．6）

蹴
② にぶい赤 1／2

口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、一部スリップ、下位煤付着。内面木口状

H具による横のナデ、底部指頭によるナデツケ。二次加熱。
蟻繋1「

@藻

孕

土師器・甕 一 一
6．6 ⑥③①④ ② にぶい鐙 上位1／2欠 外蚕ナデ、ス夢ップ。内藩接合部～主上日華のケズリ、癒ナデ。二次撫熱。

28 土師器・甕 l16．o）

一 ｛ ② 灰白 欝縁部1／4 日縁部横ナデ。胴部内外二二ナデ。吸炭。

29 土師器・甕 ／圭6、0）

一 ｝ ⑥③①②④ ② 淡榿　　　口縁部V8 口縁部横ナデ。脳部外面縦の嗣毛目の後ナデ、内面ナデ。

30 土師器・甕 （16，4）

一 　 ③⑥①④② ② にぶい榿 口縁部V4 口縁部横ナデ。内面横のナデが加わる。

31 土師器・甕 （1513）

一 一…i ③⑥①④ ② 明赤褐 口縁部1／6 表面磨滅。

32 土師器・甕 〈26，1）

｝ … ①④② ② 褐灰 上位1／5
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、内面括れ部ケズリ、肩部

ﾘ口状工具によるナデ。内外面吸炭。

33 土師器・甕 『 一
6．2 ⑥③②①④ ② にぶい黄

ﾆ
口縁欠1／8

外面ケズリ、中位以上ナデが加わる、煤付着。内面ナデ、

?E下位接点及び蔵爾指頭によるナデツケ。

34 土騨器・甕 ～ ｝
7．0

難
② にぶい鐙 磯部のみ 磐嚢ケズジ、煤付着。薩懸ナデ、癒部ナデヅケ、炭免物鍾薦。：二次糠熱。

35 土師器・甕 ｝ 『
4．9 ② にぶい褐 二部のみ 外面ケズリ、内面ナデ、上げ山風。三炭。

36 土師器・甕 一 『
（8．1）

難
② 褐灰 下位1／5 全面ナデ。吸炭。

37 土師器・甕 … 一
（7，0） ③⑥①④ ② 乱心褐 上位1／4欠

外面表面剥離した部分多い、中位～下位横のケズリ、下位

iデ。内面ナデ、内外面共煤付着、赤色化、二次加熱。

土師器・壼 一 一 ㎜ ③②①④ ② 榿 底部1／3
外面肩部回転のナデ、中位以下横のケズリ。内面中位接舎

薄ﾘ口状工具による横のナデ、他はナデ。
38

刻Q

ﾁ
土師器・魏 一 一

5．8 ⑥③②① ② 灰白 一部欠

外面全面朱塗（底部も禽む）。外面口縁部横ナデ2段、胴部横

ﾌケズリ、下部及び恥部周辺ナデ、穿孔部ケズリ、底覇ナ

f。内藏羅縁部横のヘラナデ、綱離ナデ、一部巌化物付着。
欝葦轟

ｲヒ’＝激汐声き

磨石 蓬さ7、9　最大径7，0　漂さ2護 完形

尊1 瓦 蔓さ一編一　厚さ2，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 左端部裏面砥石に転薦。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で35cmを計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を．成し、安定している。ピットは、穿た

れていない。

　炉等は、検出されていない。

　覆土は、上層が、少量のマンガン粒及び炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第1層）、下

層が少量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄色粘土層（第2層）である。土層からは、第2層堆

積後、13号畠田が築かれていることが分る。

　遺物は、土師器高杯（！＞、器台（2・3）、鉢（4）、細面（5～8＞、壷（9）、増

（10）等が出土している。なお台付甕（8）は、底面に穿孔された可能性がある。土師器

杯（11・12）は、遺構検出時に出土したものである。

62号住居跡F－10からF－Hグリッドに亘って位置している。第二確認面からの検出である。

（第85図）　61号住居跡及び13号畠跡に切断されている。

　　　　　　　　北西辺2．98＋αm、北東辺0．40＋αm、南東辺4．35m、南西辺3．65mを計る。各角が

　　　　　　　直角を成さないため、不整形を呈するようになるが、南西辺を短辺．、南東辺を長辺とした

　　　　　　　長方形を基本とした形態をすると思われる。長軸方位は、N－40．一Eを示す。

　　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で20c塾を計る。

　　　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がみられず、ほぼ水平面を成し、安定している。ピットは、穿た

　　　　　　　れていない。

一146一



V　B区の遺構と遺物

調査区外

ク

〃

了

6

13号畠跡

62号住居跡

q／9_¢

61号｛据跡

／
／

！

／

ケ
μ　　　　！，

1’　〃

ム
、

61号・62号住居跡土層

1　にぶい黄褐色（10YR　4／3＞粘血マンガン粒、炭化物を少量含むb

2　黄色（2、5Y　7／8）粘七酸化鉄、マンガン粒巻少最含む。

3　黒褐色（！0YR　3／2）粘為酸化鉄、マンガン粒を少量含む。

4　褐灰色（7。5YR　4／！）粘土，酸化鉄、マンガン粒、炭化物を少量含む，

5　明黄褐色（2，5Y　6／8＞粘土，マンガン粒を多足酸化鉄、炭化物を少量含む。

O　　　L綴27．フ00m　　2m
一＝＝＝二＝＝＝＝ゴ｛：60

A・
61矧i据跡 62号｛i螺券

　　　　　・A’

垂13弩轟跡 2
肇

　　　2

笏
13号畠跡

購跡
第85図　B区61号・62号住居跡

　炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位が、少量のマンガン粒及び酸化鉄を含むにぶい黒褐色粘土層（第3層）、中

位が、少量のマンガン粒及び炭化物を含むにぶい褐灰色粘土層（第4層）、下位が多量のマ

ンガン粒及び少量の酸化鉄・炭化物を含む明黄色粘土層（第5層）である。土層からは、

本住居跡内が埋没完了後に、！3号畠跡が築かれていることが分る。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。
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第86図　B区61号住居跡出土遺物

第40表　B区61号住居跡出土遺物観察表（第86図）

Nα 器　種 ［コ径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考
1 土師器・高唱 『 一 … ②③①⑥ ② 浅黄燈 脚部1／6 外面縦のミガキ。内面縦のナデ。表面剥離した部分が多い。

灘ie冒気江－’

土飯器・器台 （7、3＞ 7．1 1L8 2631 ② 浅黄鐙 受台部314欠
受台部表面磨滅。脚部内面上位横のナデ、下位横のミガ
L。外面縦のミガキ、裾部横のナデ。

3 土鯨羅・器台 ｝ 一 … ②⑥③① ② にぶい黄擾 脚部三！5
人台部外面斜のミガキ、内藏ナデ、一部煤付蒼。三部磐面

cのミガキ、内瀬ナデツケ。
4 土師器・鉢 （圭8．2）

一 一 玉／326④ ② 明赤褐 上繊〆8 口縁部横ナデ。胴部外面横のケズリの後ナデ、内腰ナデ。

灘 土師器・甕 （17、6）

一 『 ④⑥①③② ② 榿 上位1／6
内面口縁部横ナデ、胴部横のナデ、全面吸炭。外蒲口縁部

｡ナデ、胴部横のナデ。煤付着。二次加熱。

騰 土師器・甕 （1810＞

一 一 ③②①④ ’② 浅黄榿 上位レ3
口縁部外面輪積み痕を残し、指頭により押圧を加える。内面横の刷毛

ﾚ。口唇部矩形。胴部外面横もしくは斜の刷毛目、内面ナデ。

7 土師器・甕 ㎝ ｝
6．5 ⑥③②①④ ② 榿 底部のみ 表面磨滅した部分多い。内外面共ナデ。内面吸炭。

8 土師器・台付甕 ㎜ 『 ｝ ⑥③① ② 浅黄鐙 底部のみ 外面縦のミガキ、内面ナデ。底面穿孔。吸炭。

繕 土師器・壷 23．3
一 ｛ 324圭◎ ② 浅黄鐙 撰縁部のみ

口縁部外面繕の二毛員後棒状付文釦付け足し、的蕩木口状

H具による横のナデ。鵬部内面ナデ。吸炭。
10 土騨器・彬 一 一 43

雛
② 鐙 ？ 外面横のケズリの後ナデ。内蕎本鷺状工異によるナデ、中種横、鷹露縦。

ユ1 土師器・彬 （12．8）

｝ 　 ①⑥③④ ② 鐙 底部V2欠 表面磨滅。体部外面ケズリ痕。

至2 土師器・杯 （12．8）

一 ｝ ③④① ②　燈 1／6 内面口縁部吸炭。
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V　B区の遺構と遺物

63号住居跡F－！0グリッドに位置している。第二確認面からの検出である。

（第87図）　西隅は65号住居跡によって切断されている。上面には、59号住居跡及び64号住居跡、

（第88図）　さらに上面には、52号溝跡が位置している。

　　　　　北辺3．35m、溝辺3．06m、黙黙2．60＋αm、西辺0．95＋αmを計る。各辺がやや蛇行

　　　　するため、不整形を呈するようになるが、ほぼ正方形呈すると思われる。東辺軸方位は、

　　　　　N－go－Eを示す。

♂
．

〉

台1

C・

o

　　ロ　ロぜ　コ

，／機／

65号住居置

く》5

ク
嘆

63号住居跡

10S 挽

・C’

D・ ・D’

A・

映

・A，

B
・B’

C’

参　・

65号住居跡

63号住居跡土層

1　黄褐色（25Y　5／3）粘土。酸化鉄マンガン粒を少量

　含む、
2　灰色（IOY　6／1）粘土。酸化鉄を多駄マンガン粒、

　炭化物を少量含む』
3　灰白色（10Y　7／2）シルト。酸化鉄を少量含む。

4　灰色（10Y　4／1）粘土。炭化物、焼土粒を少量含む。

65号住居跡土層

5　浅黄色（7．5Y　7／3）粘鵡酸化鉄少量含む。

6　灰色（10Y　4／1）粘土。酸化鉄、炭化物を少量：含む。

7　灰白色（7．5Y7／1）粘鵡酸化鉄、マンガン粒を

　少量含む。

63号住居跡

5

O　　　L＝27、600m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝ゴ＝＝＝＝＝＝ゴ1：60

1

6

　　　　・C’

田87図　B区63号・65号住居跡
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第88図　B区63号・65号住居跡出土遺物

第4壌表　B区63号住居跡出土遺物観察表（第88図）

醤6、 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考
篇、ぶ漁

l鰯、
土麟器・器台 一P ㎜

9護

聡
② にぶい黄燈 聯弾のみ

外面受台子及び野際横ナデの後縦鋼隅一。内面上位縦のナ

fヅケ、下位横の葦毛懲、裾部横ナデ。

第42表　B区65号住居跡出土遺物観察表（第88図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・高杯 一 一 一 ②⑥④⑤ ② 榿 脚部3／4

2 土師器・高杯 （16．4）

一 一 ②⑥①③ ② 浅黄榿 口縁部のみ 外薗ナデ、内面ミガキ様ナデ。一部吸炭。

縫
．

雛㌔脇

@藤
1土師羅㌦ 9．6 6．8 3．9 ②③① ② にぶい鐙 3／4

内面口縁部横ナデ、ミガキ様ナデ。胴部外面斜の横刷毛目

ﾌ後横のケズリ。口縁部内外面…・部炭化物付着。

4 土師器・甕 一 一
5．3 ⑥②③① ② にぶい禮 底部のみ 胴部外面ナデ。底部横～斜のケズリ、内面ナデツケ。

5 土師器・台付甕 一 一
6．3 ⑥①②③ ② 鐙 台部のみ

底面全面剥離。胴部から脚部にかけて縦の刷毛冒。胴部下位縦の

Pズリが擁わる。内繭上位ナデツケ、下撹横のナデ。二次撫熱。

6 土鯨器・台付甕 一 『 一 ㈱
② 鐙 引高／3 内面鷹部有段脚部ナデ。外面縦のケズジ。吸炭。二次癬熱。

7 士緬器・甕 12窪

一｝ 繍
② にぶい黄 溝縁部5！§

口縁部上位横ナデ。下位外癖縦の翻回覧、内薦横の木ロ状

H具によるナデ。

8 ．1濁器・甕
一 一

7．3

難
② にぶい黄

ｨ
下位3！5

舞面斜の耀毛自の後中位粘ま難り韓け蓄愛斜のミガキ。内颪

iデ、接合部斜の耀毛露。外面～懸炭化物付着。
9 土隔器・甕 ｝ 一

6．8

鰯
② 浅黄燈 底部のみ 外面底部横のケズワ及び縦のナデツケ。内面ナデ。

脚灘慰

ﾅ傭　：
砥石 長さ8．1幅8．7厚さ3、7 一

一面使用。
慨簡繁

C．鰐　騨

鉄鎌 長さ一　幅3．7厚さ0、6 一
12 編物石 長…さ　13、O　幅5．9　厚さ4，6　重さ590g

　

壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で20cmを計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、

れていない。

　炉等は、検出されていない。

ほぼ水平面を成し、安定している。ピットは、穿た

一1．50一



V　B区の遺構と遺物

覆土は、上層が少量の酸化鉄を含む浅黄色粘土層（第1層）、下層が多量の酸化鉄及び少

量のマンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第2層〉であり、壁際には、第2層の下に少量

の酸化鉄を含む灰白色シルト層（第3層）あるいは、少量の炭化物・焼土粒を含む灰色粘土

の堆積している部分もある。

遺物は、床面上から、土師器器台（63－1）が出土している。

1
～

／
ー

ノ
ー
ー
ー

李 》
・

窒
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
・
》
．

霧
灘

8

B

、、

66号住居跡

64号｛i据跡

／

・B’

、
＼

“

64号住居跡

暁

59号住居跡

・B’

12

　　　59号
7　望5，住居跡

6

　　璽8

％

64号住居跡土層

1
2
3
4
5
6
7
8

にぶい黄褐色（10YR　5／3）粘島マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

褐色（10YR　4／4）粘九マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

黄色（5Y　8／8）粘九マンガン粒を少量含む。

暗灰黄色（2，5Y　5／2）糠縞マンガン粒を少量含軌

黒掲色（2，5Y　3／／）融鵡淡化物を多量マンガン粒を少鑓含む。

黄揚色（2．5Y　5／3＞シルト。マンガン粒、炭化物を少量含む。

オ夢一ブ褐色（a5￥硅／6＞シルト。マンガン粒を少量含む。

黄褐色（2．5￥5／4）精甑マンガン粒を少量含む。

9　にぶい黄色（2，5Y　6／3）粘七

10　オリーブ色（5Y　5／4＞粘土。マンガン紘炭化物を少量：含む。

11オリーブ黄色（5Y　6／4）シルト。マンガン粒、炭化物を少量含観

12灰褐色（7．5YR　5／2）粘土。マンガン粒を多量、白色軽石粒を少最含軌

B　黄褐色（25Y　5／6）粘土，マンガン粒を多量、白色軽石粒、炭化物を少鍛含む。

三4灰褐色（7．5YR　5／2＞粘島マンガン粒、炭化物を少量含む。

圭5灰褐色（？．5膿5／2）粘島玉4履よりやや明る残マンガン粒を少量含む、

16暗褐色（7．5盟3／3）粘も炭化物を多量含む。

王？　褐色（欝獄4／荏）舞島マンガン粒を少量含む』

圭8灰黄褐色（生0盟4〆2）粘鵡マンガン紘炭化物を少量含む．

O　　　　L＝28．500m　　　 2m
ヒ＝＝＝＝＝＝土＝＝＝＝1：60

第89図　B区64号住居跡
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64号住居跡

（第89図）

　F－！0からG－10グリッドに亘って位置している。第一確認面からの検出である。

　南東部を59号住居跡に、南部を66号・67号各住居跡によって切断されている。上面に

は、52号溝跡が位置し、下面には63号・65号各住居跡及び、14号畠跡が位置している。

　北辺7，10m、東辺L20＋αm、南辺0．70＋αm、西辺6．20mを計る。西辺を短辺、北

辺を長辺とする長方形を呈すると思われる。長軸方位は、N－87．一Wを示す。

　壁は、一部段を成す部分もみられるが、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、

最高で66c搬を計る。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。ピットは、穿

たれていない。

　カマド等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第1

層）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む褐色粘土層（第2層）、少量のマンガン粒

を含む黄色粘土層（第3層）、少量のマンガン粒を含む暗灰黄色粘土層（第4層）、多量の炭

化物及び少量のマンガン粒を含む黒褐色粘上層（第5層）、少量のマンガン粒・炭化物を含

む黄褐色シルト層（第6層）が堆積し、最下層が、少量のマンガン粒を含むオリーブ褐色シ

ルト層（第7層）である。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

65号住居跡

（第87図）

（第88図）

　F－10・11からG－10グリッドに亘って位置している。第二確認面からの検出である。

　63号住居跡を切断している。上面には、59号住居跡及び64号住居跡、さらに上面には、

52号溝跡が位置している。

　北辺5．20m、東辺4．75m、近辺4，10m、西辺5。85mを計る。不整形ではあるが、ほぼ

台形を呈すると思われる。東辺軸方位は、N－155．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で30cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピットは、南壁下・南東隅寄りに穿たれている。円形を呈し、径66×67c碧薩、深さ63c穣

を計る。壁の傾斜は、竪穴壁よりが急である。

　竪穴中央やや北寄りの床面上には、炭化材が集中して検出されている。全体で瓢箪形を

呈するが、丸まりの小さい部分（南側）の下面がやや焼土化している。しかし、炉趾とす

るには焼土化が進んでいない状況を呈しているものである。

　覆土は、上位から、少量の酸化鉄を含む浅黄色粘土層（第5層〉、少量の酸化鉄・炭化物

を含む灰色粘土層（第6層）、少量の酸化鉄・マンガン粒を含む灰自色粘土層（第7層）が

堆積している。

　遺物は、土師器高杯（1・2＞、　（3）、甕i類（4～9）、砥石（10）、鉄鎌（U＞等が

出土している。
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V　B区の遺構と遺物
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39号井戸跡

69号住居跡

ア．

B
66号住居跡
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1

髪 2

河川跡　　66号住居跡土層

O　　　L＝28．500m　　　2m
ヒニ＝＝＝＝＝＝＝±＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヨ1：60

3

12　59号住居跡

笏

1　黄褐色（2．5Y　5／4）粘土．マンガン粒を少量含む。

2　にぶい黄色（2，5Y　6／3）粘七

3　オリーブ色（5Y　5／4）粘土、マンガン粒、炭化物を少量倉む。

4　オリーブ黄色（5Y　6／4）シルト。マンガン粒、炭化物を少量含む。

5　にぶい黄褐色（10YR　5／3）粘±らマンガン粒を多量炭化物を少量含む。

6　褐色（10駅4／4）粘土、マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

7　黄色（5Y　8／8）粘土，マンガン粒を少量含む。

8　暗灰黄色（2．5Y　5／2）粘土。マンガン粒を多量含贈。

9　黒褐色（2，5Y　3／D粘土。炭化物を多量、マンガン粒を少量含む。

10黄褐色（2，5Y　5／3）シルト。マンガン粒、炭化物を少量含む。

11オリーブ褐色（2，5Y　4／6）シルト。マンガン粒を少量含む。

12灰黄褐色（10YR　4／2）粘上マンガン粒、炭化物を少量含む。

第90図　B区66号住居跡
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66号住居跡G－10グリッドに位置している。第一確認面からの検出である。

（第90図〉

（第91図）

　59号住居跡の上面を削平し、64号住居跡を切断しているが、東側は河川跡によって、

西側は67号・69号両住居跡及び39号井戸跡によって切断されている。上面には、53号溝

跡が位置している。

　これらのことから、各辺共計測不可能であり、形態・規模ともに不明ではあるが、北西

辺と南東辺の間が、西端では8，50mを計るものの、東へ移行するに従って幅を狭める様相

を呈していることから、南西辺を底辺とした台形を呈すると思われる。北西辺と南東辺の

中間線の示す方位は、N－65．一Eである。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で58cmを計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット等

は、検出されていない。カマド等も検出されていない。

　覆土は、上位から、少量のマンガン粒を含む黄褐色粘土層（第1層）、にぶい黄色粘土層

（第2層）、少量のマンガン粒・炭化物を含むオリーブ色粘土層（第3層）が堆積し、壁際に

は第3層下に、少量の炭化物・マンガン粒を含むオリーブ黄色シルト層（第4層）がみられ

る部分もある。

　遺物は、全て第2層上からの出土である。土師器杯（1・2）、高杯（3）、甕（4～9＞

の他、礫が3点みられた。なお甕のうち4～7は、並置された状況で検出されている。
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第91図　B区66号住居跡出土遺物
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V　B区の遺構と遺物

第43表　B区66号住居跡出土遺物観察表（第91図）

醤α 器　種 蒲径 器高 斜径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

土師器・杯 ユ3、0 5．1
… ①②④③ ② 明赤褐 3／4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面横のナデ。

土師器・杯 14．2 5．6
一 ④③②① ② 明野褐 4／5 全体に横のナデ。体部外面一部ケズリ。羅

ジ
欝
弼
臼

¢
’
彗
ゴ
砦
議
ぎ
琴
・
§
巧

土師器・台付椀 　曽 ｝ 　 ⑥①②④③ ② 明赤褐 口縁・裾欠

椀部外面ケズリ、上位ナデ、煤付着。内面ヘラにホる横のナデ、

齧ﾊ木口状工具によるナデ、吸炭、黒色化。脚部外面縦のケズリ、

燒ﾊ指頭によるナデツケ。裾部二段、横ナデ。

総蟻
土師器・甕 圭9．o 26．6 6．0 ⑥②③④① ② 榿 穫／5

口縁部横ナデ。胴部外海下位ナデの後上位～中位縦の嗣乱雲、下

ﾊ赤色化、賎部上げ底。内繭ナデ、下位炭化物付着。二次繍熱。
㌧聴：黙滅

N幾
土師器・甕 隻ア、G

一 一　　⑥②①④③ ② 明赤褐　　上位1〆2 霞縁談横ナデ。綱部外嶽ケズ夢、煤｛寸着。霧露横のナデ。二次無熱。
繋
溺
鞠 土鯨器・甕 18護

㎜ 一　　⑥②①③④ ②
にぶい赤 ．1誼主〆4

口縁部横ナデ。胴部外麟ケズリ、肩一部ナデが綴わる、煤付着。

燒ﾊ上位ヘラナデ、中位横のケズリ。赤色化。二次加熱。

7 土師器・甕 （16．2＞

一 一　　⑥②④①③ ② 明赤褐
口縁部の
ﾝ1／4

口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、一部短いケズリの加わる部

ｪがある。内闘ケズリ及びケズリ様ナデ。三炭。

8 土師器・甕 一 ｝
5．6　①③②⑥④ ② にぶい機 底部100％ 内外面共スリヅプとケズリ併用。吸炭。赤色化。二次加熱。

9 土師器・甕 一 一 7，G　⑥②④① ② にぶい機 底部100％ 外面ケズリ。底面ケズリ、上げ底。内面ヘラナデ、一部ナデツケ。

10 礫 提さ18．6　幅7，7　厚さ5，6　璽さ1，180g ｝
至
1 礫 餐さ15、7　編8．6　厚さ5．7　重さ美，200g 一
12 礫 長さ圭73　編8謹　潭さ5、7　重さL／30g 一
圭3 礫 長さ8、1　編3．5　厚さ2．5　重さnGg 一

67号住居跡

（第92図）

（第93図）

（第94図）

　G－10からG－11グリッドに亘って位置している。第一確認面からの検出である。

　68号・69号各住居跡の上面を削平し、64号・66号各住．居跡を切断しているが、40号・

42号各井戸跡によって劇除されている。またカマド煙出し部分を、71号住居跡カマドに

削平されている。下面には14号三跡が位置し、上面には、53号溝跡が位置している。

　北西辺5．25m、北東辺5．84m、南東辺4．58＋αm、南西辺5、00＋αmを計る。各角が

直角を成すものの、野辺が曲折して不整形を呈するようになるが、北西辺を短辺、北東辺

を長辺とした長方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－29Q－Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55cmを計る。

　床面は、かなり凹凸がみられ、安定していない。ピットは、竪穴南東辺下・東隅寄りと、

カマド両脇の3ヶ所に穿たれている。東隅寄りピットは、不整円形を呈し、径65×55cm、

深さmc組を計る。カマド左脇ピットは、長円形を呈し、径75×52c阻、深さ18c膿を計る。

カマド右脇ピヅトは、長円形を呈し、径45×36c黛、深さ33騰を計る。

　カマドは、北西壁中央に設置されている。竪穴内に長さ110～120cmの袖が作り付けら

れ、火床・燃焼部が設けられている。左右の袖前面が包み込むように作られているため、

火床は箱型を呈し、幅45cm、奥行き50cmを計る。燃焼部は、奥に向けて幅を狭め、台形を

呈する。馬面幅18cm、奥行き55c穣を計る。燃焼部奥壁は、高さ13c紐程の段を成し、煙道

へと移行する。煙道は、長さ。L68m、翻6c鑓前後を計る。底面は、70cm鼻髭まで水平

面を成すが、その後奥壁に向けて緩やかなカーブを描いて下降する。奥南部は、急カーブ

で立ち上がっている。また、右下脇には、南北1．20m、東西1．OOmの方形範囲には、厚さ

5cm前後に灰が堆積している。

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第1

層〉、下層が、少量のマンガン粒・炭化物・焼土粒を含む明黄褐色粘土層（第3層〉が堆積

し、壁際には第2層下に、少量の炭化物・マンガン粒を含むオリーブ黄色粘土層（第3層〉

がみられる部分もある。
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1
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丸　6
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67号ほ68毒琴イ円居建亦土層

1　にぶい黄褐色（10皿5／4）精島マンガン粒多量、炭化物少最含覗

2　明黄褐色（2．5Y　6／6）粘土，マンガン紘炭化物、焼士粒少爆：含む，

3　オリ…ブ褐色（2．5Y　4／6）粘土，マンガン粒、炭化物少量含む，

4　浅黄魚（5￥7／4＞粘土。酸化鉄、マンガン粒を多量含む。

5黒＆（7珊2／嚇圭．炭化物を少量含な
6多形（5Y　6／1）宰占二し，炭イヒ彰沙量念む・

7　灰色（7．5Y　5／1）粘土、

8　灰色（N4／0）粘土。焼土粒、焼土ブロックを多蚤炭化物を少量含む、

90甑艶（a5Y4／2）＊辻鍬紘焼土ブ・・クを猟マンガン髄蝿龍
10暗灰：黄色（2、5Y　4／2）粘土、焼土粒を少量含む。

C　　　し＝28．40◎m　　　2m

ピー＝ゴ1：60

40号共芦跡烹層

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
n
捻
1
3
1
4
／
5

暗褐魚（！0駅3／3）粘土、白色軽石粒（火山灰？）、マンガン粒、酸化鉄を少量含む。

鰍色（2．5Y　5／1）粘」㌔白色軽鴨粒（火山灰？）、マンガン粒、酸化鉄を少量含む。

暗褐色（！0YR　3／3）上上酸化鉄を多量、白色軽石粒（火山灰？）、マンガン粒を少量含む。

暗褐蝕細YR　3／3）粘島白色軽照1粒（火山灰？〉を少量盆む。

黒掲色（欝膿3／2）粘±渇白色軽石粒〈火由灰？）、酸化鉄を少量含む。

黒褐急（｝G膿3／／）粘土，白魚軽石粒（火掻灰？〉、酸化鉄、炭化物を少量含む。

黒色（10YR　2／1）粘土．酸化鉄を多量含む。

黒褐免（10搬3／2）粘土。白色軽照粒（火山灰？）を少量含む。

黒褐色（10YR　3／2）粘二：』酸化鉄を多量、白色軽石粒（火「」」灰？）を少量含む。

黒褐色（10盟3／2）粘島白色轍融．（火山灰？）を少量含む。

褐灰魯（生G駅4／D粘土，白色軽碓（火山灰？）、褐灰色粘土を少量含む。

にぶい黄褐儀αO駅4／3）粘鵡マンガン粒を少量含む。

黒褐＆（10膿3／圭〉粘土、白色軽肥∫粒（火山灰？）、酸化鉄を少量含む。

黄褐色（2．5Y　5／6）粘土。酸化鉄を多量、白色軽石粒（火山灰？）を少量含む。

灰色（N4／0）粘：士b灰白色粘土を少量含む。

第92図 B区67号・68号住居跡、40号井戸跡
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にぶい黄褐色（2，5Y　6／3＞粘鵡マンガン粒少量含む。

にぶい黄褐色（2．5Y　6／3）精七マンガン紘焼土粒少量含む、

彰彰携ミ珍き色（5YR　5／8＞煩…二礪。
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｝こ二あミレ、赤褐色（5YR　5／4）焼二圭ゴ轡。　襯層。
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暗褐色qOYR　3／4＞粘為焼土粕臥炭化物を少量含む。

譲論，
ξ

0　　　　L二＝28．400m
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←
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一哩：4第94図　B区67号住居跡カマド及び出土遺物（2）
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V　B区の遺構と遺物

第44表　B区67号住居跡出土遺物観察表（第93・94図）

恥 器　種 口径 器高 粒径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

L 土師器・杯 11．6 5．3
一

②③①④ ② 黄鐙 1／2 口縁部横ナデ。体部外回ケズリ、内面ミガキ様ナデ。

翠
、 土師器・杯 13．2

一 一
③②①④ ② 櫨 2／3 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内顔回転ナデ。一一部吸炭。

3 土師器・杯 （14．0） 6．4
一

③①②④⑥ ② 機 1／2 口縁部横ナデ。体部外面ケズリの後ナデ、内面回転ナデ。

4’ 土師器・杯 （13．3） 5．0
㎝

③②①④ ② 橿 一部欠 内外面共表面磨滅。

5 土師器・杯 （13．5） 5．8
　

①③④②⑥ ② 鐙 ロ縁部1／2欠 口縁部横ナデ。体部外面上位ケズリの後ナデ、下位ケズリ。内面回転ナデ。

s 土師器・杯 （1L8＞ 5．8
　

③①②④ ② 黄鐙 2／3 口縁部撲ナデ。体部外面ケズリ、内薦瀕転ナデ。

7 土師器・杯 137 5．9
一

①②④③⑥ ② 浅黄榿 一部欠 口縁部横ナデ。体部内面ヘラナデ、添弾押圧、外面ケズリ。二次加熱。

8 土師器・杯 〈141）
一 一 脚

② 鐙 1／三G 口縁部横ナデ。体部外面ケズジ、内諏ミガキが加わる。

9 土師器・　　　一 1圭02）
一 一 ③①②④ ② 機 1／6 外面ナデ。内癒演転ナデ。

I
o

、：縮毒器・　　　一 12．5 6．5 4．4 ①③②④⑥ ② 鐙 一部欠
夕矯ナデ、下泣のみケズ亨、霞翼欝縁水拭き、捧部ケズ夢、ヘラナデ、ミガキ、

iデ、本露状工具によるナデが混徹している。疇央部指頚による鐸圧。

1
i

土師器・　　　一 重3．9
一 一

①②③④⑥ ② 鐙 三部欠
溝縁部横ナデ。体部外露ケズヲの後ナデが撫わる。内爾本麟犬工

モﾉよる横のナデ、全日煤馨着。外爾籔部赤剥化。二次子熱。

1
2

土師器・鉢 i7、1 10．6 7．5 ⑥①②③④ ② 燈 3／4
外面口縁部無調整、胴部ケズリ、癒颪ケズリ。内蔽口縁瓢

｡ナデ、胴部ナデ、底面押圧。

／3 土師器・鉢 （1＆0＞

　 ｝
⑥②①③④ ② 鐙 上位1／8

外薗上位磨滅、中位横のケズリ。内面横のナデ。下位吸

Y。赤色化。二次加熱。

ほ4 ⊥師器・甕 16．8 30．0 7．5 ①②⑥③④ ② 樫 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、～部スリップ、煤樗着、

ﾔ色化。内面ナデ、下半炭化物付着。二次加熱。

1ε 土師器・甕 16．8 29．9 6．5 ⑥①②③④ ② 樵 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、下位剥離した部分が多

｢。内面横のナデ。赤色化。二二次加熱。

16〕 土師器・甕 （17、7） 29．0 7．1 ⑥②③①④ ② 淡樵
口縁部1／2 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、煤付着。内面横のナデ、

ﾖ積み痕残す、下位三炭。二次加熱。

「1ア
土師器・甕 17．8 28．5 7．6 ⑥②①③④ ② 浅黄榿 一部欠

口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、底部周辺縦のナデツケ、

ｺ半赤色化。内面ナデ、炭化物付肩。二次加熱。

ii8 土師器・甕 18．6
一 一

⑥①②③④ ② にぶい榿 上位のみ
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、後肩部ナデが加わる。内

ﾊナデ、吸炭、二次加熱。

1
9

土師器・甕 16．9
｝ …

⑥②①③④ ② 檀 上位のみ 口縁部横ナデ。綱部外藤ケズリ、煤餐蕎。内諏指頭による押圧ナデ。

20 土締器・甕 一 一
6．6 ②①⑥③④ ② 浅黄鐙 下位遡 外面中位ナデ、．ド鍾ナデヅケ。煤十三。内面ナデ。

£1 t鎌器・甕 （！8．61

一 一 ①②⑥④③ ② 灰白 上位茎／4
外面縦の麟毛自、口縁部横のナデが加わる、煤付着。内面

�初｡の回心霞、下部ナデ、吸炭。

麗 土師器・甑 ｛25，7＞ 29．2 （7、7＞ ⑥①②③④ ② 燈 墨／2 全面表懸剥離。

23 土師器・甑 一 　
5．4 ②①⑥③④ ② にぶい榿 底部のみ 外面ナデツケ、内衝ヘラナデ。底部焼成後穿孔。

2珪 土師器・増　　　9ユ i4．4
一 ①②③④⑥

　　｛

A　澄 2／3
口縁部内夕櫃汲び胴音陣乾以上朱塗。懸鵡蟻ナデ。朧脇面畔ナデ、

ｺ半～底部横のケズリ、内面肩匠指頭による押圧、他ナデ。

　遺物は、カマド内をはじめ、全て床面上からの出土である。カマド内からは、土師器鉢

（13）、甕（14・17・21・23・26）が、カマド総長の灰層からは、土師器杯（2・3・5）、

（11）、鉢（12）、甕（28）、甑（29・30＞が出土している。西隅からは、土師器＿（10）、

甕（16＞が、中央南西壁寄りからは土師器杯（6）が、東隅寄りからは、土師器杯（7）、

甕G5・2①が出土している。また、土師器甕（18）は、カマド右腕の灰層及び東証寄

りから出土した破片が接含されたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

68号住居跡G－10からG－！1グリッドに亘って位置している。第一確認面からの検出である。

（第92図）　74号住居跡を切断しているが、67号・69号両住居跡に上面を削平され、東隅を40号井

　　　　　　　三跡に切断されている。下面には72号住居跡及び14号畠跡が位置し、上面には、53号溝

　　　　　　　跡が位置している。

　　　　　　　　北西辺5．30m、北東辺3，60＋αm、南東辺3．50＋αm、南西辺4．34mを計る。各角が

　　　　　　　直角を成さず、南西辺が短いことから、南西辺を短辺、北東辺を長辺とした台形を呈する

　　　　　　　と思われる。主軸方位は、N－120◎一こ口示す。

　　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55c穣を計る。

　　　　　　　　床面は、かなり凹凸がみられ、安定していない。ピットは、検出されていない。
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66一号住居跡

C

68号
住居跡

39号井戸跡　　ぴ　・．

欝
67号住居跡

42号
井戸跡

＼

C ・α

69号住居跡

39号井声跡廷＝∫馨

1　黒褐色（2，5Y　3／隻）樵土、酸

　化鉄、浅黄磁（2．5Y　7／4）粘

　±を少齢む。
2　灰オリーブ色（7．5Y6／2）粘

　七酸化鉄を多最、黒褐色
　（2，5Y　2／i）粘土奇少量含む，

3　灰色（N6／0）粘鵡黒褐色

　（2．5Y3／2）粘＝：ヒ、酸化鉄を

　少量含む。

A

　　　　熟柿　　群

　　　　　　　面

　　　　　　　　　幹舵

41号井戸跡　　　．§　覧

　
で急

ゼ

調査区外

竣一5

・・　馨・・

長

・A’

A ・A’

7

　　　　　　　1

、幅、　　　　　　　　4
41号井戸跡

　　　　　　　8
　1　　　　　9

／～
1

12

奪1

4
5
6

1
．
1
4
匪

’》心力促亦

B
一一・

a’

　一＿＿、

笏
調査区外

0　　　　　　し＝28．500r鴇　　　　　2題

ピー等：60
1
2
3
4
5
6
7
8
9
沁

灰黄褐色（10駅5／2）粘二篇マンガン粒を多量、炭化物を少最禽む。

にぶい黄褐色（10四4／3）粘：翻マンガン粒を多最炭化物を少鍛含む、

褐灰色（10搬5／1）粘ぬマンガン粒、酸化鉄を多量含む，

灰黄褐色（10冊4／2）シルト。マンガン粒を多鼠炭化物を微號む。

灰白色（5Y7／Pシルト。マンガン粒、酸化鉄を少量含む。

灰色（5Y　4／1）粘土。

黄灰色（2．5Y　5／／＞シルト。酸化鉄を少量含む。

灰黄褐色（給駅5／2）粘ムマンガン粒を多量焼±粒を微量含む，

灰黄褐色（！0窟馴2）額翻マンガン紘焼土粒を多量含む。

暗灰黄色12．5￥5／2）懲熱マンガン粒、焼±粒を多量、炭化物を少量含む、

11暗灰黄色（2．5Y　5／2）シルト。10層よりやや暗臨マンガン粒を多最焼土紘炭化物を少最含む。

12黄褐色（2、5Y　5／3）シルト。マンガン粒、炭化物を少蚤含む。

13暗褐色（2，5駅3／3）粘七焼士粒を少量含む。

14暗褐色（7．5YR　5／3）粘土。焼土粒、灰を多量含む。

15暗赤褐色（5YR　3／2）焼土層。

16暗灰色劔3／①灰潜。焼患粒を少量含む。

重7灰黄褐危〈圭嚇～5／2）結土，マンガン粒：を少量會む。

！8暗灰黄劔2，蟹4／2＞粘七マンガン粒、炭化物を少量念弧

／9黄褐色（2渇Y5／4＞粘土，マンガン粒を少量含む、

第95図　B区69号住居跡、39号・41号井戸跡

また、カマド等も検出されていない。

覆土は、上層から、多量のマンガン粒・酸化鉄を含むにぶい浅黄色粘土層（第4層）、少
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V　B区の遺構と遺物

量の炭化物を含む黒色粘土層（第5層）、少量の炭化物を含む灰色粘土層（6）が堆積し、

壁際には第6層下に、灰色粘土層（第7層〉がみられる部分もある。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

69号住居跡G－10・llからH－10・11グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。

（第95図）第一確認面からの検出である。

（第96図）　68号住居跡を削平し、66号住居跡を切断している。逆に、67号に削平され、39号・4！

（第97図）号・42号各井戸跡に切断されている。またカマド煙道部は、河川跡に切断されている。下

　　　　　面には、70号住居跡及び14号畠跡が、上面には53号溝跡が位置している。

　　　　　　形態・規模共に不明であるが、東西両辺闘が7．90m前後を計り、各論がほぼ直角を成す

　　　　　ことから、一辺7．90m前後の方形を呈するものと思われる。北辺の軸方位は、　N－

　　　　　！2ぴ一Wを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55cmを計る。

　　　　　　床面は、かなり凹凸がみられ、安定していない。ピットは、検出されていない。

　　　　　　カマドは、東壁に設置されている。袖は、右袖のみであり、左袖は確認されなかった。

　　　　　しかしながら、焼土面は竪穴内に確認され、ほぼ台形を呈している。前面幅60c鐵、画面輻

　　　　　35cm、奥行き70cmを計る。奥底部分は、竪穴壁を12～13cm掘り込んでいる。底面は、ほ

　　　　　ぼ水平であり、奥壁は垂直に立ち上がり、高さ14cmの段を成す。煙道は、緩い傾斜をもつ

　　　　　て立ち上がり、河川跡に切断されている部分まで、40cmの長さが確認されている。幅は、

　　　　　前面が35c灘を計るが、奥部では20c墨と狭くなる。

　　　　　　覆土は、上層から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む灰黄褐色粘土層（第1層）、

　　　　　多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第2層）、多量のマンガン

　　　　　粒及び微量の炭化物を含む灰黄褐色シルト層（第4層〉が堆積し、壁際の第4層下には、少

　　　　　量の酸化鉄を含む黄灰色シルト層く第7層）のみられる部分もある。また床上には、灰色粘

　　　　　土層（第6層）が堆積している部分もある。

　　　　　　遺物は、特に、カマド前に集中している。カマド内からは、上師器杯（6）、甕（17）、

　　　　　カマド前から竪穴中央にかけては、土師器杯（3・4・5・7・8・ll・13・14）、甕

　　　　　（19・20・21・22）、甑（26）が出土しており、また北西隅からも、土師器甕（18）、甑

　　　　　（24）が出土している。いぜれも床面直情もしくは最下層中からの出土である。

70号住居跡H－10からH－llグリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第一確認面

（第98図）

（第99図）

からの検出である。

　14号畠跡・41号井戸跡・54号溝跡に部分的に切断され、東側は河川跡によって削除さ

れている。上面に69号・74号両住居跡が位置している。

　形態・規模共に不明であるが、東西両辺間が9．85m前後を計り、各角がほぼ直角を成す

ことから、一辺9．85m前後の方形を呈するものと思われる。北辺の軸方位は、　N－87．一

Eを示す。
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V　B区の遺構と遺物

評
～ゴ亀

＿≧層@　一｝》

12

〆　∠

14

13

15

6
0　　　　　　　　　　　　10cm

一＝＝ヨ窪　4

第97図　B区69号住居跡出土遺物（2）

第45表　B区69号住居跡出土遺物観察表（第96・97図）

醤α 器　種 口径 晶晶 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・杯 （12、4）

　 一 ①④②③⑥ ② 鐙 1／4 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内懸回転ナデ。

2 土師器・杯 〈12．Ol

一 ㎜ ②③④ ② 浅黄鐙 1／3 目縁部樋ナデ。体部内外藤共ナデ。

騰蹴。

A：縫
土騨器・杯 12．0 5．違

一 雛
② 鐙 完形 霞縁部横ナデ。体部外颪ケズジ後ナデ、内癒ナデ。

厩：稼：

凵F鰯漉
土間器・杯 123 5．5 3．9

繍
② 鐙 5！6 翼縁部横ナデ。ン俸部外讃ケズリ、内職ナデ、一部ミガキ様。

鑓撚…

土師器・杯 13．5
一 一 ③②①④ ② 燈 5〆6 口縁部横ナデ。体部外面ケズジ、内颪ナデ。

嘗：嬉驚迄

土師器・杯 里3．2 5．！

｝ ②③①④ ② 燈 ほぼ完形 鐸縁部横ナデ。体部外面ケズリ、的面機転ナデ。
7ミ鞍ツぐ｛｝

土師器・杯 12．4 5．3
｝ ②③④① ② 燈 ほぼ完形 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナデ。

：鶉畑《

上師懇・杯 12．6 42 『 ②①③④ ② 榿 5／6 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面回転ナデ。

9 土師器・杯 （15，3＞

一 一 ②③①④ ② 橋 1／3 外面底面ケズリの他ナデ。内薗ミガキ様ナデ。

10 ⊥師器・杯 （i2、1）

一 一 ④②③ ② 榿 2／3 表面剥離した部分が多い。

霧欝

d、翻；農
土師器・杯 （11，3）

一 一
②④③① ② 橿 2／3

外面口縁部横のミガキ様ナデ、体部横のケズリ。内面上位

ﾎのミガキ（暗文様）、底面ミガキ様ナデ。

鱗 土師器・杯 11．9 6．0 3．5 ①⑥④② ② 機 3／4 外面全面ナデ、底部を作り出している。内面口縁部横のナデ、体部ナデ。

、：鷲鱒

ｭ揃
土師器・杯 13．9 6．5 5．0 ④②①③⑥ ② 榿 4／5

外面上位ナデ、下位ケズリにより底面作り出し。内面口縁

秤｡、ナデ、体部ナデの後放射状のミガキ。底面押圧。
蹴i箋

q；蹴ぐ言

」二師罷・高杯 11．8
㎜ ⑥④①② ② 浅黄榿 3／5 口縁台横ナデ。体部外面ケズリ、内密ナデ。

！5 ゴ獅器・高冷 ／l7，5＞

一 一 ⑥①②④ ② 鐙 受台部露 内外面共ナデ、朱泥使燐。

至6 土師器・　　　一 〈玉6，0）

一 一 ①②④ ② 浅黄鐙 圭！5 体部上位～口縁横ナデ。体部中猿ナデ。

華灘i

蜩
土騨器・甕 1？．1 302 5．6 ②①③⑥④ ② にぶい鐙 完形

口縁部横ナデ。胴部外癖ナデ、下位の一都スリップ、底露

Pズリによる上げ底、煤付着、赤色化、二次蒲熱。内強ナ

f、濃縁との接倉部のみ本口状工鼻による。
；｛羅：：鰹

c撚
土師器・甕 隻8．4 3隻．6 6．8 ⑥①④③② ② 浅黄燈 一部欠

口縁部横ナデ。鵬部外諏ケズリ、顧部～贋部ナデが加わ

驕B肩以下煤付着。二次加熱。内面ナデ。下位三炭。

19 土師器・甕i （18、5＞

一 一 ⑥①④②③ ② 鐙 1／4
目縁部横ナデ。胴部外面縦のナデ、下餓ケズリ様ナデ、一部スジヅプ、煤

t着。内面上位ヘラナデ、輪積み痕残す、喋1位以下ナデ、一部炭化物付着。

2G 土師器・甕 （16．G）

｝ 一 ⑥④①② ② にぶい榿 上位1／3 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、内面横のナデ、吸炭。二次加熱。

21 土師器・甕 一 一 ｝
⑥①③④② ② 燈 胴上位1β 外面ケズリ、肩部ナデが加わる。内面ナデ。

22 土師器・甕 ㎜ 一
7．4 ⑥①②④③ ② にぶい鐙 底部のみ 外面ケズリ、底部周辺ナデツケ、上げ域風、赤色化。内面ヘラナデ、吸炭。

環
麟
彫
… 土師器・甑 28．2 23．8 （8、4） ②①③⑥ ② にぶい榿 3／4

口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、ナデッケ、水拭き、木口状

H具によるナデ混在。孔はケズリによって調整、吸炭。

24 土師器・甑 （21．0）

一 ｝ ⑥③①② ② 橦 上位1／3 外面口縁横のナデ、胴部ケズリの後ナデ。内面横の刷毛目。

・繊 土師器・甑 〔16，0＞ 163 5，璽 ⑥②④①③ ② 浅黄榿 一部欠 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、内面ナデ、下位一部門ズリ、孔付近ナデツケ。

26 礫 長さ5、0　幅3、4　厚：さ1、6　重さ40g 一

2ア 礫 長さ5，6　幅2，9　厚さま、8　重さ50g 　

28 礫 長さ8．7　縮6，6　厚さ2．5　重さ200g 一

29 礫 長さ重9、0　編10、1厚さ8、4重さ2，315g 一

30 礫 長さ箆8　縮11．6厚さ圭1、3重さ2，750g 一
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　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。

検出面からの高さは、最高で25c懸

を計る。

　床面は、かなり凹凸がみられるが、

踏み固められた部分もあって、安定

している。ピットは、検出されてい

ない。

　炉等は、検出されていない。

　覆土は、上層が、多量のマンガン

粒及び少量の炭化物を含む黄褐色シ

ルト層（剃層）、下層が、多量のマ

ンガン粒及び少量の酸化鉄を含む黄

色シルト層（第2層）である。

　遺物は、土師器高杯（ユ～4）、

甕類（5～8）、壷（9）、小型短畑

鼠（10）である。なお、短頸壷の胴

部には穿孔があるが、外面から塞が

れている。

高才亦
映

げ

70号住居跡±層

1　黄褐色（2・5Y　5／3）シルト・マンガン粒を多量・炭化物を少最盆む・　O　　　　L＝27，500m　　　　2　m

2　黄色（5Y　7／8）シルト。マンガン粒を多量・酸化鉄を少彙含む・　　　ヒ＝＝＿ゴ1：60
3　多形黄色（2．5Y　4／2）粘：蔦酸化鉄、マンガン粒を少量含む。

　14号畠跡。

　　　　　　　　第98図　B区70号住居跡

刀号住居跡　（第100図）

　F－1！からG－11グリッドに亘

って位置している。第一確認面から

の検出である。

　67号住居跡のカマド煙出し部分を

削平している。下面には、72号住居

跡及び14号畠跡が位置している。

　北西辺3．75m、北東辺5．33m、

南東辺3，58m、南西辺5，50mを計

る。隅円長方形を呈する。主軸方位

は、N－1！5．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。

検出面からの高さは、最高で53cm

を計る。

　床面は、かなり凹凸がみられ、全

体に播幽幽を呈して安定していな

い。ピットは、検出されていない。
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V　B区の遺構と遺物
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一盛：4第99図　B区70号住居跡出土遺物

第46表　B区70号住居跡出土遺物観察表（第99図）

翫　　　器　種 口径　　山高 底径 胎　土　　焼成 色　調　　残存率 備　　　考

… 土師器・嘉杯 13，里

一 ｝ ②①③④ ① 浅黄燈 杯部のみ
内面は丁寧なナデの後、一部横のミガキ。内颪は横を主体

ﾆしたミガキ。口讐ミガキにより矩形に造り出す。

2 土師器・斗出 ｝ 皿
（圭6．8）

難
② にぶい榿 杯部｝〆8欠

騨天井部位外全灘朱塗。杯部全颪ナデ。騨外藤縦のミガ

L、下位斜のナデ。内面ナデ。端部矩形仕上げ。

3 土師器・高杯 一L 一 … ③②①⑥ ② にぶい黄概 脚部1／5 外面上位縦のミガキ、下位ナデが加わる。内面縦横のナデツケ。

4 土師器・高杯 … 一
（IL4） ⑥①③② ① 榿 脚部1／2

外面縦の刷毛目の後ミガキ様ナデ。内面上位は指頭による

c、下位は横のナデ、，吸炭。二次加熱。

5 土師器・台付甕 （23．4）

皿 一 ①③⑥② ② 浅黄機 口縁部1／4
外面口唇部貼り付け繭に縦の刷毛目。内面口縁部から括れ

秤｡の圃毛農。吸炭。二次加熱。

6 土師器・台付甕 （17，8＞

一 一 ①⑨③ ② にぶい褐 口縁部1お

外面口縁部斜の醐毛慧、口唇部横のナデ。内藤横のナデの

纓hれにかけて横の纈耀毛蟹。綱肩部外面横の三隅毛霞、

燔I横のナデ。全面級炭。外面煤付着。

7 土師器・台付甕 （23，4）

一 一 ①②⑥③ ② 榿 口縁部
口唇部横鵬毛冒の後斜の刻み。外面口縁下位～揺れ、内懸

罇O部～括れ、横を主体とした刷毛目。外面一部煤付着。

8 土師器・台付甕 … ㎝
（13．5） ②⑥①③ ②

にぶい黄

ﾆ
脚部レ3

内面底部ナデツケ。外面浅い刷毛目（縦）、吸炭、二次加熱。

燒ﾊ天井部ナデツケ、上位縦のナデツケ、下位ナデ。

9 土師器・甕 一一 　
6．4 ⑥②① ② 檀 底部2／3 外面縦の刷毛目の後ナデ。内面ナデ。外面一部吸炭。

蕪 土師器・小型無妻壷 （3．3）

　 … ③⑥①② ② にぶい黄燈 董／3 外面丁寧なナデ。内面ナデ。外面一部朱塗の痕跡。

　カマドは、北東壁南隅寄りに検出されている。しかし、検出されたのは竪穴外に掘り込

まれた煙道部のみである。煙道部は、竪穴内から10cmの段をもち、全長1．00mに及ぶ。前

面の幅は32cmであるが、徐々に幅を狭め、奥では丸みをもって閉じている。断面は、脹ら

みをもって傾斜し、奥部10c餓の問は水平面を成す。壁面がわずかに吸炭している。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第1

層）、多量のマンガン粒・炭化物を含む灰黄褐色粘土層（第2層）、多量のマンガン粒及び

少量の炭化物を含む明黄褐色粘土層（第3層）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む
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黄褐色粘土層（第4層）が堆積しており、壁際の一部で第4層下に、少酸化鉄・炭化物を含

む田鼠黄色粘土層（第5層）のみられる部分もある。

　遺物は、土師器甕（1）のロ縁部がわずかに出土したのみである。

獣
〉

潮

B・

〉

・B’

m励

＞－

B・ ・B’

1綻壽総轡欝1、騨勃㌶ご婆詫雛盤欝少三

助雛際，群㌧孫ξ濃麺撃炭灘鑑評
5　暗灰黄色（2．5Y　5／2）粘＝』酸化鉄、炭化物を少量愈む。

6　暗灰黄色（a5Y　5／2＞粘九酸化鉄、炭化物、マンガン粒を少量含む。

　　　　　　　　　　　　　第壌00図

7。　紛．
　　　ピーr　l4

8区71号住居跡及び出土遺物

第47表　B区71号住居跡出土遺物観察表（第100図）

No

1

器　種

土師器　甕

口径

175

器高 底径 胎　土

②①③⑥

焼成

②

色　調

にぶい澄

残存率

口縁部1／8

備　　　考

横ナデ。

72号住居跡F－11・12からG－！l・12グリッドに亘って位置している。第二確認面からの検出で

（第101図）ある。

　　　　　　73号住居跡を切断しているが、！3号・14号両畠跡に切断されている。上面には、71号

　　　　　住居跡及び、55号溝跡が位置している。

　　　　　　北辺6．65m、東辺6．88m、南面7、30m、西出6．90mを計る。北辺が短く南辺がやや長

　　　　　いため、不整形ではあるが、ほぼ正方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－6．一W
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V　B区の遺構と遺物

を示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で30c搬を計る。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、上層が、少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化物を含む灰黄褐色粘土層（第1層〉、

下層が、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む褐灰色粘土層（第2層）が堆積している。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

〉

映

B・

飽

、　　　　　、

13号畠跡

72号住居跡

、　　　　、

暁

14号畠跡

の、
・
いM

跡畠号4 、　、　　　、、

73号住居跡

’　！　　　ク

・8’

8・一一一

3
肇 3

3　　　　3

2

げ

，
鐵

72号｛鋸跡土爆

1　灰黄福色（！0限5／2）粘土。酸化鉄、マンガン粒、炭化物を少量含む。

2　褐灰色（10釈6／1）粘土、酸化鉄、マンガン粒を少量含む，，

3　畠眺

　　　　　　　　　　　　　　　　第101図　B区72号住居跡

0　　　　L鱗27．500m　　　 2m
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72号住：居跡

汐・

／

拷号畠跡

73号住居跡

お
鐘

凶
、

勤O　　　　　　　L＝＝27，500m

灰黄褐色（10顎5／2）麟鵡酸化鉄マンガン紘炭化物を多量含む。

褐灰色（圭0搬融）糖親酸駕銑マンガン粒を多量含む、

黄灰色（25Y　6／1＞粘鵡酸化鉄を多量含軌

灰色（5￥5／三）精七炭化物を多鼠酸化鉄、マンガン貌を少黛倉む。

浅黄色（5Y　7／4）シルト。酸化鉄、マンガン粒を少量含む，

畠跡。

　　　　　　第102図　B区73号住居跡

73号住居跡G－11からG－12グリッドに亘って位置している。第二確認面からの検出である。

（第102図）　72号住居跡及び14号畠跡に切断されている。上面には、68号住居跡が位置している。
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V　B区の遺構と遺物

（第103図） 　北西辺3．25＋αm、北東辺5．42＋αm、南東辺6．20m、南西辺7．25mを計る。各辺が

蛇行するため、不整形ではあるが、南東辺を短辺、南西辺を長辺とする長方形を呈すると

思われる。主軸方位は、N－32．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で20cmを計る。

　床面は、ほとんど凹凸がみられず、安定している。炭化木材を中心に炭化材が出土して

いる。ピット・二等は、検出されていない。
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第103図　B区73号住居跡出土遺物

第48表　B区73号住居跡出土遺物観察表（第103図）

興α 器　種 口径 器高　　底径 胎　土 焼戒 色　調 残存率 備1　　考

1 土緬器・高翔 （2圭．7）

一㎝ 雛
② 浅欝登 杯部1／3 内外藏縦のミガキ。表山一部剥離。

2 翫師器・器台 ｝ 一
（1L2）

繍
② 榿 騨部圭！5 内記横のナデ、後穿孔。

3 上師器・器台 … ㎜ 　
①②④⑥ ② にぶい榿 脚部1／3 外面縦のミガキ、内面縦のナデツケ。金面吸炭。二次加熱。

4 土師器・甕i （19．8）

一 …
①④③②⑥ ② にぶい榿 口縁部1／8

外面刷毛目の後、指頭による縦のナデ、後口唇部調整。内

ﾊ横もしくは斜の刷毛目。吸炭。

♂：．脇

ｸ 土師器・甕 （15，2＞ 23．0 7．9 ④②①⑥ ② 明褐灰 圭〆3

表面剥落した部分多い。外面括れ部纈嗣毛目、鯛部申央上

ﾊ横の礪毛欝、中位横のケズヲ、ギ位斜の麟毛醤。肩部お

謔ﾑ底部ナデ。内面三部中位以上、木口状工具によるナ
f、括れ部以上横のナデ、底部ナデ、肩部以下炭化物付着。

�汢ﾁ熱。

6 土師器・甕 ｝… 一
（8．4＞ ①④⑥ ② 浅黄榿 底部1／2 外面縦のミガキ。内面ナデ。内外面共吸炭。木の葉底。

7 土師器・甕 　 ｝
8．4 ⑥①④③ ② 浅黄榿 底部のみ 外面縦の綱毛欝後巌面にかけての縦のケズリ。内面ナデツケ。

8 磨石 畏さ19．茎）　編藁．9　厚さ2、8　重さ186g 一

9 砥石 長さ115，3＞　編6．3　厚さ5．0　重さ735g ｝
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　覆土は、上層が多量の酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第3層）、下層が多量の炭化物及び少

量の酸化鉄・マンガン粒を含む灰色粘土層（第4層）であり、壁際を中心として、最下層に

少量の酸化鉄・マンガン粒を含む浅黄色シルト層（第5層）が堆積している。

　遺物は、土師器高熱（1・2）、器台（3）、甕類（4～7）、砥石（8・9）が出土して

いる。

74号住居跡G－！1からH－！！グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第一確認面

（第io4図）からの検出である。68号・69号住居跡に切断されている。下面に、14号畠跡が位置して

　　　　　いる。

　　　　　　このため、規模・形態共に不明である。現状では門辺3．80＋αm、北辺3，00＋αmを計

　　　　　る。角は直角を成しているが、北辺が蛇行しているため、方形を基本とした不整形を呈し

　　　　　ていると思われる。西辺軸方位は、N一〇．一Wを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最浅部分で24cm、最深部分で36cm

　　　　　を計る。

　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がみられないが、全体に北へ傾斜している。踏み固められた面も

　　　　　なく、不安定である。

重
患

李 〉
’

・
〉

8
虫
響

調

査

B・

区　／

下タ

，！＝ン

74号住居跡

B

B

、曳　、1

74矧i眠跡土層

！墳砂。

2　灰黄混色〈1G駅シ2）粕土。マンガン粒を

　少量含む。

3　暗灰黄色（2．5Y　4／2）粘土。マンガン粒、

　炭化物を少量含む，

4　黄褐色（2．5Y　5／4）粘土ゐマンガン粒：を

　少鍵含む。

5　灰色（5￥6！！＞粘鵡酸化鉄を多量含む。

6　灰黄褐色（10YR　5／2）粘義マンガン粒を

　多量、炭化物を少最含む。

7　にぶい黄褐色（10YR　4／3＞粘土』マンガン

　粒を多量、炭化物を少量含む。

8　灰黄掲色（10蛾4／2）シルト。マンガン粒

　を多量、炭化物を微量含む。

9　黄灰色（2．5Y　5／i＞シルト。酸化鉄を少量

　含む。

68号住居跡

・
〉
、

69号｛鋸山

・B’

O　　　L＝28．500rn　　2m

一1：6◎
第104図　B区74号住居跡
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V　B区の遺構と遺物

　ピット、カマド等は検出されていない。

　覆土は、上層から、少量のマンガン粒を含む灰黄褐色粘土層（第2層〉、少量のマンガン

粒・炭化物を含む暗灰黄色粘土層（第3層）、少量のマンガン粒を含む黄褐色粘土層（第4

層）が堆積している。また、竪穴中央床面上には、多量の酸化鉄を含む灰色粘土が80×90

c獄の範囲に堆積していた。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

75号住居跡E－11・12からF－11グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第二

（第105図）確認面からの検出である。

　　　　　　80号住居跡を削平しているが、76号住居跡に削平され、13号翻跡・C区16号畠跡及び

　　　　　43号井戸跡によって切断されている。

〉

映

肝
〆

凶
／

調査区外

C区
総号畠跡

75号住居跡

43号井戸跡

》

∠
フ

13号畠跡

・
≧

り

f

・B’

ノ　　”　ノ

1　灰黄褐色（10YR　4／2）粘島酸化鉄マンガン粒、

　炭化物を少量含む。

2　灰色（7．5Y　6／1）粘七，酸化鉄を多量、マンガン

　粒、炭化物を少童含む。

1凝麟畠跡く醐、

5　C区絡号畠跡（繭行）。

B・一 ・B’

m剛

第105図　B区75号住居跡
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　北西辺5．95＋・αm、北東辺3．50＋αm、南東辺4．95m、南西辺6．15mを計る。西角は

直角を成しているが、他は成して折らず、北西辺を底辺とした台形を呈していると思われ

る。北西辺軸方位は、N－340－Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で25cmを計る。

　床面は、凹凸がみられ、踏み固められた面もなく、不安定である。

　ピット、カマド等は検出されていない。

＼

卸

湊
轟

轟
ω
薯

B・

調

査〉区

76号住居跡

OD　　　O
43号井戸跡

織

事タ

暁

・3’

震
撫

B

映 0　　　　し灘28．霊◎◎r轟　　　 2m
ヒ＝＝一＝ゴ藤：6◎

76号住居跡土層

1　窮黄褐色（Z5y　6／6＞シルト。マンガン粒を多量、炭化物を少簸含む，

2灰色（5Y　6／1）寧占義霧塗イヒ鉄を少毒義含む㌔

3　明黄褐色（25Y　6／6）シルト。マンガン粒を多量含む，

4　灰色く5Y　5／玉）粘土，炭化物を多量、マンガン粒を少量含むb

5　灰オリーブ色（5Y　6／2）粘ぬ酸化鉄、炭化物を少量含むb

勿
43暑弁戸跡土層

／　黄灰色（a5Y　6／1＞粘土）酸化鉄、マンガン粒、黄色粘±を多量含む。

3　黄褐色（Z5Y　5／6）粘土，マンガン粒を多量、酸化鉄を少量含む，

3　明黄褐色（25Y　6／6）粘土。マンガン粒を少量含む、

4　灰色（10Y　5／1）粘土。酸化鉄を多量含むb

B

2
O　　　　　　　　　　lOc蒲

ヒ＝一1：4
第106図　B区76号住居跡、43号井戸跡及び76号住居跡出土遺物
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V　B区の遺構と遺物

第49表　B区76号住居跡出土遺物観察表（第106図）

No

1

器　種

一i二師器　杯

口径

（113）

器高 底径 胎　土

朧
焼成

②

色　調

榿

残存率

玉／8

備　　　考

外面磨滅。内面回転ナデ。

　覆土は、上層が、少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化物を含む灰黄褐色粘土層（第1層〉、

下層が、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第2層）が堆積

している。

　遺物は、図示可能なものは、出土していない。

76号住居跡E－11からE－12グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一確認面

（第！06図）からの検出である。

　　　　　　75号住居跡を削平しているが、43号井戸跡に切断されている。下面には、80号住居跡、

　　　　　13号門跡・C区16号畠跡が位置している。

　　　　　　規模・形態共に不明であるが、南辺が6．60m、西辺が6．60m＋αを計るが、西辺の北端

　　　　　が北辺へ連続する様相を示していることから、やや不整形ではあるが、ほぼ正方形を呈す

　　　　　ると思われる。長軸方位は、N－5◎一Wを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で55c鐙を計る。

　　　　　　床面は、凹凸がみられ、踏み固められた面もなく、特に、東側が一段下がるなど、不安

　　　　　定である。

　　　　　　ピット、カマド等は検出されていない。

　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第1

　　　　　層）、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第2層）、多量の炭化物及び少量のマンガン粒を含

　　　　　む灰色粘土層（第4層）、少量の酸化鉄・炭化物を含む灰オリーブ色粘土層（第5層）、が

　　　　　堆積している。また壁際の一部には、第2層と第4層の問に、多量のマンガン粒を含む明黄

　　　　　褐色シルト層（第3層）のみられる部分もある。

　　　　　　遺物は、土師器杯（1）が、1点出土したのみである。

77号住居跡G－1iからG一圭2グリッドに亘って位置し、南側は調査区外に及んでいる。第二確認面

（第107図）からの検出である。

　　　　　　上面を78号住居跡に削平されている。

　　　　　　北西辺5．！5m、北東辺3、20m、南東辺1．15＋αm、南西辺1，75＋αmを計る。若干不

　　　　　整形であるが、北西辺を長辺、北東辺を短辺とした長方形を呈していると思われる。北西

　　　　　辺軸方位は、N－41．一Eを示す。

　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。検出面からの高さは、最高で10cmを計る。

　　　　　　床面は、凹凸がみられ、踏み固められた面もなく、不安定である。

　　　　　　ピット等は、検出されていない。

　　　　　　炉は、品評寄りに設けられている。円形を呈し、径36c盤を計る。厚さ3cmの焼土がみら
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れる。

　覆土は、上層が、多量

の炭化物及び少量の酸化

鉄を含む灰色粘土層（第

1層）、下層が、少量の酸

　化鉄を含む青灰色粘土

層（第2層）が堆積してい

る。

　遺物は、図示可能なも

のは、出土していない。

㍗

P
U
・

㍗

78号住居跡　（第！08図）（第109図）

　　　　　　G－12・13からH－

　　　　　12グリッドに亘って位

　　　　　置し、南側は調査区外に

　　　　　及んでいる。また　西隅

　　　　　は、C区に及んでいる。

　　　　　第二確認面からの検出で

　　　　　ある。

　　　　　　77号住居跡を削平して

　　　　　いるが、C区67号土坑に

　　　　　切断され、C区55号住居

　　　　　跡に削平されている。

　　　　　　北西辺7．90m、北東

　　　　　辺6。00m、南東辺0．90＋

調査区外

β’〆

・
〉
．

8

・
》
．

隻　灰色（N5／0）粘土。炭化物を多量、

　酸化鉄を少量含む。

2　誉灰色（5PB　5／1）シルト。酸化鉄を

　少量含む。

笏
　　　・B撃

形

O　　　L竺27．400m　　　2rn
一＝＝＝二＝＝＝＝ゴ1160

第107図　B区77号住居跡

αm、南西辺3．50＋αmを計る。北西辺を長辺、北東辺を短辺とした長方形を呈していると

思われる。主軸方位は、N－140。一Wを示す。

　壁は、急な傾斜をもつが、部分的に段を成す。検出面からの高さは、最高で53c斑を計る。

　床面は、大部分が水平面を成し、安定しているが、西隅寄りの径1．30mの円形範囲が10

cm程盛り上がり、盛り上がりの南隅に炉が設けられており、炉以外の高まり部分には、炭

化物が堆積している。炉は、ほぼ円形を呈し、径40cmを計る。厚さ4cmの焼土がみられる。

ピット等は、検出されていない。

　覆土は、東西で異なった様相を呈している。西側では、上位から、微量の炭化物を含む

黄褐色シルト層（第！層）、少量の淡黄色シルト粒を含む明黄褐色シルト層（第2層）、多

量の淡黄色シルト粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第7層）、層状の炭化物、

多量のマンガン粒及び微量の焼土を含むにぶい黄褐色シルト層（第8層〉、少量の炭化物を

含む明黄褐色粘土層（第9層〉が堆積しているのに対し、東側では、第！層の下位に、多量
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V　B区の遺構と遺物

漸

0
・

、

、

　、

C区
67弩土坑

B

一　
　
ノ

／〆

　
　
ぴ
・

○区55号住居跡

灘酒
”
霧 78号住居跡

・8’

v
》
．

調査区外

亀・

◎

触。

幽
A ・A’

B
78号住居跡

・B’

O区55矧薄湿跡
7

1

二＿2．
　　．一

磁髪
0
0
　
4

6 5

4．［

C・ ・C’

78矧霊罵跡土層

1黄褐色鋤搬5／6）シルト。炭イヒ物粒を微量含む。

2　明黄褐色（2．5￥6／6）シルト。淡黄色（a謎8紛シルト粒を少量含む、

3　にぶい黄褐＆αG駅5④シルト（粘土質〉。炭化物粒を少量点在している。

　部分的に4屡との境部分には極薄い層状に炭化物が集中する。

嘆　にぶい黄鐙色（圭0題5／3）粘血マンガン粒を多量、炭化物粒を少量含む。

5　明黄褐色（幻職6／6）シルト。マンガン粒を多量含む。

6　黄櫨絶（矯駅7／8）シルト。

7　明．黄褐色（／0臓6／6）シルト。淡黄色（2．5Y　8／4）シルト粒をやや多量、炭化

　物を少量含む。

8　にぶい黄褐色（10M更5／3）シルト。マンガン粒を多量、層状に炭化物を含み、

　極微量の焼土が；集中している層。

9　明黄褐色（2．5Y　6／6）粘土。炭化物を少量点在している。

67号土坑土層

1　黄褐色（紛職5／6）シルト。

　　にぶい黄燈色（鐙膿7／4＞

　　シルト。小ブロック、

　　炭化物粒を多量含む。

2　黄褐色（2，5Y　5／6＞シルト。

　　炭化物粒を多量含む。

3　明黄褐色（2．5￥7／6＞粘島

　　炭化物粒、マンガン粒を

　　少量含む。

参
ゴ

肇

O　　　L瓢28．000m　　　2m

ピー1：60
第108図　B区78号住居跡、67号土坑
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第109図　B区78号住居跡出±：遺物

第5◎表　B区78号住居跡出土遺物観察表（第109図）

興α 器　種 潰径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・甕 〈2茎、5）

　 一 ②①⑥③ ② 浅黄鐙 口縁蘭曲8 吸炭。二次煽熱

2 土霞額器・甕 （20、0）

一 一 ②③①④ ② 掻 口縁部V8 内面括れ部横の嗣毛目。

雛教

c霧観
二L師器・台付甕 17．8

『 『 ②①③④⑥ ② 概 胴舗／2
日縁部横ナデ。胴部外面横又は斜のケズリ、上絃煤曾着。内面ナデ、下半

Y化物付着。脚部外面縦のケズリ、内面ナデツケ。二次加熱。

4 土師器・甕 （13、4）

一 一 ①②③④ ② 浅黄橿 上位1／4 全面表面磨滅。二次加熱。全面赤色化。

5 土師器・台付甕
｝ 『

11．4 ②①④③ ② 榿 脚部3／4
胴部外面縦の刷毛目、内面ナデツケ吸炭。月却部外面上位に

?ﾑ目残、大部分ナデ、内面天井ナデツケ、他はナデ。

毒
籏
豫
藷
辮
麟嚢

ゴニ師器・台付甕 10．6
皿 　 ②①④③ ② にぶい榿 上部1／2

口縁部外面横のナデ、内面横、一・部縦のミガキ。胴部外面

｡のミガキ、内面横のナデ、中位横の木口状工具によるナ

f。底面ケズリ様ナデ。全面吸炭。内面炭化物、外面肩部

^ール状炭化物付着。二次加熱。
演砲鱗

騰
、

土師器・甑 19．0 lL5 3．5 ②③① ② 浅黄概 完形 口縁貼り付け。外面ナデ。内面ヘラナデ。
舞i

土師器・壷 13．2 2L里 7．5 ② 燈 胴綱／6欠
口縁部横ナデ。胴部外面肩部横のナデ、上位縦のミガキ、中位縦

ﾌケズ夢、下位剥落のため不詳。内颪ナデ。木の葉底。
蓑灘

P…灘
土師器・簸 一 一

5．o

鞭
② 鐙 口縁部欠

外面頸部及び綱部下位表面弱落。胴部申捜より．と斜のミガキ。内

謦v部繊のミガキ、擬部横のヘラナデ。外薦全捧、内函頸部朱塗。
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V　B区の遺構と遺物

のマンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第5層）、黄榿色シルト層（第6層）が同位で堆積

し、この下位に少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第3層・下位に炭化物層を伴

う）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄榿色シルト層（第4層）が堆積し

ている。第1層は両者に共通しているが、西側の第2～第9層が、第5～第4層を掘り込む

ような様相を呈しているため、別遺構の重複している可能性もある。

　遺物は、炉・炭化物の載る高まりの東脇に、西から土師器台付甕（6）の一部、台付甕

（3）、甑（7）、甑の中に台付甕（6）の大部分、壷（9）、台付甕（3）の一部が列を成

して検出されている。また、北東壁下からは、土師器甕（4）、壷（8）、覆土中からは台

付甕口縁部（i・2＞台付甕台部（5）等が出土している。

調査区外

轟
〃
，騰、

跡畠号捻

一＿　　　　＝＝

鳴こ＿
1　　　S

！　灰億（N5／0）粘鵡炭化物粒、マンガン粒を少量画面

　（畠跡包含層）。

2　灰色（N6／0）粘土。マンガン粒を少量、棒状に酸化鉄を含む。

3　酸化鉄を含む。

4　炭化物層。

5灘蛉脚）粘島炭化物粒を多鉱マンガン紘酸化鉄を含軌
6　灰色（醤6／0＞粘土。マンガン綻を多量、淡化物粒を少駄酸化鉄

　粒：を含む。

7　上面に炭化物、下面に焼±：塊との混在層。

8　灰色（N6／0）シルト。炭化物粒、マンガン粒、酸化鉄粒を含む。

9　灰色（N5／0）粘土。砂、白色軽石粒、マンガン粒、炭化物粒を

　含む。

　　　　　◎　　　　し＝・29．◎◎Or織　　　 2r路

　　　　　一1：60

『蓬ラク
。　　　　　　　　　　　　～Oc翔
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第110図　B区79号住居跡及び出土遺物

79号住居跡　（第HO図）

　E一圭0グリッドに位置し、北側は調査区外に及んでいる。

第二確認面の検出である。

　埋没完了に掘削された13号試織と共に、上面を61号住居

跡に削平されている。

　南面部が検出されたのみであり、形態・規模共に不明で

ある。現状では、南西辺が2．30＋αm、南東辺が1．OO＋α

mを計り、角は直角を成す。南西辺軸方位は、N－5プー

Wを示す。

　壁は、急な傾斜をもつが、床面との境に段を成す部分も

あ　って、明瞭ではない。検出面からの高さは、最高で35

cmを計る。

　床面は、凹凸がみられ、安定していない。ピット、炉等

は検出されていない。

　覆土は、上層が棒状の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含

む灰色粘土層（第2層）、下層が砂・白色軽石粒・マンガン

粒・炭化物粒を含む灰色粘土層（第9層）が堆積している。

両層の問には、焼土層あるいは炭化物層（第4層）、炭化

物・焼土混在層（第7層）、灰色シルト層（第8層〉・灰色

粘七層（第3・5・6層〉が部分的に挟まっている部分も

みられる。第2層が掘り込まれて！3号畠跡が築かれている。

　遺物は土師器器台（1）、骨粉が出土している。

第5り表　8区79号住居跡出土遺物観察表（第質0図）

Nα 器　種 贈蚤 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 上師器・器台 （7、21

一 … ②④③① ① 赤 上部1／8 全面勢力。外面横のケズリ。内面横を主体としたミガキ。

；i灘 骨
… 一 … 一 一 一 一

写真のみ。
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80号住居跡E－10グリッドに位置し、北側は調査区外に及んでいる。　第二確認面の検出である。

（第111図）　75号住居跡及び13号・C区16号両畠跡に削平され上位には76号住居跡が位置してい

　　　　　る。

西隅部分及び南東辺の一・部が検出されたのみであり、規模・形態共に不明である。現状

A・＿

ら’

8　（y）－
7

’
’

　”

園

ぢ

A．

75号住居跡

　　摩
B

　　　・A’
61号
号住屠跡

一一一・
a’

1　にぶい黄色（a5Y　6／4）シルト。マンガン粒を含む，

2　にぶい黄色（2。5Y　6／4）シルトと黄褐色（2．5Y　5／3）シルト

　と青1灰色（5B　6／1）＊占土の混繍。

3　黄褐色（2．5Y　5／3＞シルト。マンガン粒、炭化物粒を含む』

4　褐灰＆（乳5盟4／圭〉シルト、にぶい黄色（25Y　6／4＞シルト

　フロック、マンガン粒、欝灰色〈5B　6／1＞粘土紘砂を含

　む。

5　暗青灰色（5B　4／D口吻マンガン粒、青灰色（5B　6／1）

　＊占土米立㍉　得朝出に酉町イヒ鉄を禽む㌔

6　暗灰色（N3／O）粘上、炭化物、棒状に酸化鉄を多鍛含む。
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第111図　B区80号住居跡及び出土遺物
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V　B区の遺構と遺物

では北西辺・南東辺闘が4．15mであるのを知るのみである。さらに、南東辺が、西角及び

南西辺の想定延長線より大きく南西に張り出すため、形態は不明といわざるを得ない。南

東辺軸方位は、N－57。一Wを示す。

　壁は、急な傾斜をもつ。検出面からの高さは、最高で35cmを計る。

　床面は、東部では凹凸もなく、ほぼ水平面を成して安定しているが、西部及び南部はC

区16号畠跡に削除された部分が多く、明確でない。

　ピット、炉等は検出されていない。

　覆土は、上位から、マンガン粒を含むにぶい黄色シルト層（第1層）、にぶい黄色シルトと

黄褐色シルトさらには青灰色粘土混在層（第2層〉、マンガン粒・炭化物を含む黄褐色シルト

層（第3層）、にぶい黄色シルトブロックと青灰色粘土粒、さらにはマンガン粒・砂を混在す

る褐灰色シルト層（第4層〉、帯状の酸化鉄さらには青灰色粘土粒・マンガン粒を含む暗青

灰色粘土層（第5層）、炭化物及び棒状の酸化鉄を含む暗灰色粘土層（第6層〉が堆積して

いる。投入土の様相を呈している。また、南西壁下床面上には炭化物が堆積している。

　遺物は、土師器高杯（1）、甕類（2・3＞、壷類（4～7）が床面上から出土している。

なお、床面に堆積している炭化物宿雪から、ミニチュア土器（8＞が出土している。

第52表　B区80号住居跡出土遺物観察表（第111図）

聾α　　　器　種 潰径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存華 備　　　考

土師器・丁丁 … 一
（18．9） ②①④ ② にぶい榿 脚部5／8

外面縦、裾部横のミガキ。内面上位ナデツケ、中位以下横

ﾌミガキ。内面天井部以外全面朱塗。

2　土師器・台付甕 『 一
（7．2） ⑥②①④ ② にぶい黄榿 脚部1μ 外面建白部縦の刷毛囲、脚部ナデ、一部縦のケズリ。内面ナデ。吸炭。

土師器・壺 〈2鋤
一 ｝ ②③①④⑥ ② 浅黄榿 2／3

外面口縁～肩部縦の鰯毛目、ま二位～中位横を主捧とした鰯毛碧、一ド位

iデ。内癖資縁懸、臓上位斜、下位斜の溺毒念、中位全面、下位～部

iデが熊わる。内藏ほぼ全颪炭化物回護。外爾一部暇炭。

灘
　

土師器・壷 （22，5）

一 ｝
① 燈 口縁部1／8

外面横ナデ欄毛冒状〉。内面横ナデ。全面吸炭。凸帯上位

汕ｳ文、下位刺突文。

土師器・壷 ㎝ 一 一 ①②④⑥ ？ 機 頸部1／8 口縁部横のナヂ。二次加熱。

6 土師器・壺 一 ㎜ 一 ②③⑥①④ ② にぶい榿 胴中部1／3 外面中位以上ナデ、以下横のケズリ、剥落した部分多い。内面ナデ。

7 土騨器・壷 　 一
3．5 ⑥②①④ ② 鐙 底部のみ 外面横の木口状工具によるナデ。内学ヘラナデ。吸炭。

土師器・手　　　　一 4．0 32 2．5 麗 ② 黒掲 完形 黒色処理。

2　土　坑

　B区における土坑は、平成i4年度・第5次調査で、57号から66号までの10基が調査さ

れている。第一確認面及び第一確認面上位からの検出である。住居跡の上面に位置し、溝

跡には切断競れている場合が多い。また、遺物の出土が少なく、時期の不明瞭なものが多

い。

　遺跡全体では、その形態から以下の五つのタイプに分類されるが、本調査区第5次調査分

では、小型で浅く、長方形を呈するタイプ（2タイプ）及び、大型で深く、方形もしくは

長方形を呈するタイプ（4タイプ）の中の、大型で深く、正方形もしくは長方形を呈し、

底面の中央に小ピットをもつ第ニグループについては、検出されていない。
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1タイプ　　小型で浅く、概ね円形を呈するタイプである。58号、61号、63号の各土坑が含まれる。

　58号土坑（第！12図〉は、1－6グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。A区河川跡埋没後に穿たれている。円形を呈し、径0．75×0．80m、深さ！8cmを計る。

底面はほぼ水平を成す。覆土は、酸化鉄及びマンガン粒を含む黄褐色粘土である。遺物は、

出土していない。

　61号土坑（第112図）は、H：一7グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。上面には43号溝跡が位置し、下面には45号住居跡が位置している。円形を呈し、径

0．95×0．93m、深さ31cmを計る。底面は播鉢状を呈している。覆土は、多量の酸化鉄を

含む褐色粘土であり、底面は大部分酸化鉄で覆われている。遺物は、出土していない。

　63号土坑（第112図）は、G－8グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。下面には48号・49号両住居跡が位置している。ほぼ円形を呈し、径1．28×1．22m、

深さ42cmを計る。底面は播鉢状を呈している。覆土は、上位から、白色軽石粒（浅間B軽

石）を含む灰黄褐色粘土層（第1層）、多量のマンガン粒を含む褐色粘土層（第2層）、黄褐

色粘土粒及び白色軽石粒（浅間B軽石）を含む灰色粘土層（第3層）が堆積している。遺

物は、出土していない。

3タイプ　　小型で深く、円形を呈するタイプである。64号土坑が含まれる。

　64号土坑（第112図〉は、G－9グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。49号霊跡に切断されている。ほぼ長円形を呈し、径1．27×0．96m、深さ68cmを計る。

底面はほぼ水平を成す。覆土は、酸化鉄及びマンガン粒を含む黄褐色粘土である。遺物は、

出土していない。

4タイプ　　大型で深く、方形もしくは長方形を呈するタイプである。57号、59号の各土坑が含まれる。

　第一グループは、大型で深く、正方形もしくは正方形に近い長方形を呈するタイプであ

る。59号土坑が含まれる

　59号土坑（第48図）は、1－6グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。41号住居跡を切断している。正方形に近い長方形を呈し、2，10×1．66m、深さ0．73

mを計る。覆土は、多量の酸化鉄を含む灰褐色粘土層である。遺物は出土していない。

第三グループは、大型で深く、長方形を呈するタイプである。57号土坑が含まれる。

　57号土坑（第112図）は、G－6グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。34号溝に削平されている。A区河川跡埋没後に穿たれている。北側が調査区外に及ぶ
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V　B区の遺構と遺物

一「 O

57号土坑
、、

58号土坑

＼

　　　60号土坑
1黄灰色伽Y5／1）粘劇心心マンガン粒を少量含軌

～

廿

醸髪
62号土坑

1　灰黄褐色（10YR　5／2）粘汁漏

白醗二石米立しk口」灰？）を

少量含む。

2　褐色（圭OYR　4／4）粘島

マンガン粒を多量愈弧

3灰色（鐸5／0）茅占＝｛＝o

黄遜色粘土粒、白色

軽石粒（火由灰？）を

少量含む、

63号土坑

／ へ

64号土坑

O　　　　L認28．8◎Orぬ　　　2m

一遷：60

　　　65号土坑
1　黄灰色（2，5Y　6／7）粘土6マンガン紘褐灰色粘土を少量含む。

2　オリーブ黒色（7，5Y　3／2）粘七火山灰粒、褐灰色粘土、明黄褐色

粘土炭化物髪含む』

3　灰色（5Y　6／1）粘九明黄褐色粘土を少量含む。

4　明黄褐色（a5y　6／8）粘鵡マンガン粒を少量含む，

5　褐灰＆（圭oy　5／D粕土。明黄褐色粘士を少量含む。

6　明黄褐色（2．5Y　6／6）粧島灰色粘土を少量含む，

7　明黄褐色（2，5Y　6／6）粘島灰色粘土、褐灰色粘土を少量含む。

8　褐灰｛色（10駅6／ま）糖溢酸化鉄を少量含む。

　　　2　
暦

　　　4繊
　　　66号土坑
1　褐灰色（10駅6／D粘士。酸化鉄を多量、帯状に

灰色砂を含むb

2　灰黄褐色〈10聡5／2）野州酸化鉄少量白色

軽石紘蹴に灰解を倉弧
3　暗褐色（王OY只3／3）砂鳳灰色粘土を多量含む。

4　灰白色（2．5y　7／1＞粘」島炭化物を少量含む、

第112図　B区土坑（57号・58号・60号・6国号・62号・63号・64号・65号・66号）
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ため不明確であるが、ほぼ長方形を呈し、2．95×L25m、深さL25mを計る。底面は水

平を成す。覆土は、多量のマンガン粒を含む黄褐色粘土である。遺物は、図示できないが、

土師器杯が出土している。

5タイプ 　以上の、どれにも属さないタイプである。60号、62号、65号、66号の各土坑が含まれ

る。

　60号土坑（第112図）は、G－7グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出であ

る。A区河川跡埋没後に穿たれており、38号・39号両面跡に切断されている。また下面に

は、40号住居跡が位置している。隅が丸みをもつものの、ほぼ長方形を呈し、2．50×

LO8m、深さ15cmを計る。覆土は、少量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄灰色粘土である。

遺物は、出土していない。

　62号土坑（第112図）は、F－7・8グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出

である。41号溝跡を切断しているが、46号転回によって切断されている。全体にくの字型

におれるが、ほぼ長方形を呈し、（1，80＋α）×0．80rn、深さ28cmを計る。覆土は、酸化

鉄・マンガン粒を含む黄褐色粘土である。遺物は、出土していない。

　60号・62号両土坑は、浅く、形態が不整形なため、本タイプに入れたが、本来は、形態

的に、4タイプ・第三グループに属すると思われる。

　65号土坑（第112図〉は、G－9・！0グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出

である。B区河川跡埋没後に穿たれている。円形を呈し、2。40×2，iOm計る。深さ50c恥

のところで、中央が脹らむような平坦面をもち、中央は、円形の落ち込みをもつ。落ち込

みは、径85×92cm、深さ25cmを計る。覆土は、上位から、少量の褐灰色粘土・マンガン

粒を含む黄灰色粘土層（第1層）、褐灰色粘土・明黄褐色粘土・白色軽石粒（浅間B軽

石）・炭化物オリーブ黒色粘土層（第2層）、少量のマンガン粒を含む明黄褐色粘土層（第

4層）、少量の明黄褐色粘土を含む灰色粘土層（第3層）、少量の明黄褐色粘土を含む褐灰

色粘土層（第5層）、少量の灰色粘土を含む明黄褐粘土層（第6層）、少量の酸化鉄を含む

褐灰色粘土層（第8層〉、少量の褐灰色粘土・灰色粘土を含む明黄褐粘土層（第7層〉が堆

積している。遺物は、出土していない。

　66号土坑（第ii2図）は、　F・G－10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出

である。B区河川跡埋没後に穿たれている。下面には59号住居跡が位置している。北西隅

がかけるが、全体的には隅円長方形を呈し、！．95×1．56m計る。深さ35cmのところで、

中央が窪むような平坦面をもち、中央には、長方形の落ち込みをもつ。落ち込みは、83×

68cm、深さ15cmを計る。覆土は、多量の酸化鉄及び帯状の灰色砂を含む褐灰色粘土層（第

！層）が上位に堆積し、下位には、少量の白色軽石粒（浅間B軽石）・酸化鉄及び帯状の

灰色砂を含む灰黄褐色粘土層（第2層）、多量の灰色粘土を含む暗褐色砂層（第3層）、少量

の炭化物を含む灰白色粘土層（第4層〉が堆積している。遺物は、出土していない。
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V　B区の遺構と遺物

3　井戸跡

　B区における井戸跡は、平成14年度・第5次調査で、23号から43号までの21基が調査

されている。第一確認面及び第一確認面上位からの検出である。住居跡を切断し、歯跡に

は切断されている場合が多い。また、遺物の出土が少なく、時期の不明瞭なものが多い。

しかし、白色軽石粒（浅間B軽石）の検出される場合が多く、時期的な指標となろう。

23号井芦跡H・1－7グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第58図＞　47号・50号両住居跡を切断している。

（第1／5図）　上縁は、円形を呈し、径2，55×2．24mを計る。壁は、ほぼ垂直であるが、わずかずつ径

　　　　　を狭めながら降下し、検出面から下へ1．20m前後で、南壁以外では、幅15～35cm前後の、

　　　　　段を成す。段の下は、深さ10cm前後で平坦面を成す。

　　　　　　覆土は、多量の灰褐色粘土ブロック・マンガン粒。酸化鉄を含む黄褐色粘土層であり、

　　　　　ブロックの偏る部分もあって、投入土の様相を呈している。

　　　　　　遺物は、下段上面から、土師器高圷（23－1・2）、土師器甕（23－3～5）、磨石

　　　　　（23－6＞が出土しているが、流れ込みであると思われる。本遺構に帰属する遺物は、底

　　　　　面から検出された木製の櫛（23－7）1点のみである。

第53表　B区23号井戸跡出土遺物観察表（第質5図〉

Nα 霧　種 口径 器高 底径 胎　土 二三 色　調 残存率 備　　　考

藏灘
土師器・高台 （17．6） 14．2 13．0 ②①③⑥④ ② 間遠褐 2／3

杯部全体にナデ。脚部外面ナデ、裾部ナデの後縦のミガキ、底外面輪

ﾏみ痕。内面指頭によるナデ、裾部曲ナデ。赤色化。二次加熱。、

2 土師器・高杯 （19．31

｝ ｝
①⑥②③ ② 榿 杯部V3 表面磨滅。

鋸羅’「

@ 土師器・甕 （1513）

一 一
①②⑥④ ② 明赤褐 上位輿

口縁部横ナデ。胴部外面庸及び下位ケズリ、内面ナデ、炭

ｻ物付着。内外面吸炭および赤色化が激しい。二次加熱。

蕪
灘

躍
　
土
師
器
・
甕
轍

（14．9） 28．1 6．0 ②③①⑥ ① にぶい榿 上位1／2欠
口縁部横ナデ。胴部外面刷毛目（木口状工具〉もしくはナデ。

燒ﾊ木口状工具によるナデ。

5 土師器・甕 （18．5＞

一 ㎝
②③①⑥ ② 浅黄榿 上位1μ

外面ロ縁部及び肩縦胴部横の刷毛昌、接合部横の刷毛目、吸炭。内面

精助秤｡の圃毛目、胴部横のケズリ様ナヂ。接合痕残す。置炭。

繊石 長さ7、7幅8、4厚さ6．2 一
’離

ﾁ
鱗
麟
難

櫛 長さ3．4　幅1，7厚さLO

24号井戸端G－8グリヅドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第59図） 　48号・49号両住居跡を切断している。

　上縁は、長円形を呈し、径！．30×1．06mを計る。壁は、弓状を呈し、径を狭めながら降

下する。全体の深さ、0．65mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認され

ている。

　覆土は、上位から、多量の白色軽石粒（浅間B軽石）及び少量の明黄褐色粘土を含む灰

色粘土層（第1層）、多量の酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第2層）、多量の酸化鉄を含む灰色

粘土層（第3層）、少量め酸化鉄を含む灰色粘土層（第4層〉、灰色粘土層（第5層）、多量

の酸化鉄を含む灰オリーブ色粘土層（第6層）、少量の酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第7層〉

が堆積している。

　遺物は、出土していない。
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25号井戸跡H・1－8グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第113図）　49号住居跡を切断しているが、49号溝に肖拝されている。

　　　　　　上面は、49号溝に削平されているため、規模・形態共に不明であるが、確認面では不整

　　　　　の円形を呈し、径1．00×0，88mを計る。確認面からの深さ、0．80mまで確認されたが、

　　　　　それ以下に連続していることが確認されている。

　　　　　　覆土は、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層である。

　　　　　　遺物は、出土していない。

26号井戸跡H－8グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第63図）　50号・51号両住居跡を切断しているが、48号溝に削平されている。

（第64図〉　上縁は、ほぼ円形を呈し、径L42×L30mを計る。壁は、径をわずかに狭めながら直線

　　　　　的に降下する。全体の深さ、○．95mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確

　　　　　認されている。

　　　　　　覆土は、上層に、多量：の白色軽石粒（浅間B軽石）及び少量の明黄褐色粘土を含む灰褐

　　　　　色粘土層、下に、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

27号井戸跡H－8グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第63図）　51号住居跡を切断しているが、48号溝に削平されている。

（第64図〉　上縁は、円形を呈し、径1．！2×1．09mを計る。壁は、径をわずかに狭めながら直線的に

　　　　　降下する。全体の深さ、0．65mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認さ

　　　　　れている。

　　　　　　覆土は、上位から、多量の白色軽石粒（浅聞B軽石）及び少量のマンガン粒・緑灰色粘

　　　　　土を含む灰褐色シルト層（第1層）、多量の明黄褐色粘土及び少量の白色軽石粒（浅問B軽

　　　　　石）を含む黄灰色シルト層（第2層）、少量の明黄褐色粘土・炭化物を含む灰褐色粘土層

　　　　　（第3層）、少量の灰褐色粘土を含む明黄褐色粘土層（第4層）、灰褐色粘土層（第5層）、少

　　　　　量の灰褐色粘土を含む明黄褐色粘土層（第6層）、少量の明黄褐色粘土を含む灰褐色粘土層

　　　　　（第7層）が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

28号井戸跡B－9グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第63図）　　51号住居跡を切断している。

（第64図）　上縁は、円形を呈し、径1。02×0．98mを計る。壁は、径をわずかに狭めながら直線的に

（第115図）降下する。全体の深さ、0，65mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認さ

　　　　　れている。

　　　　　　覆土は、上位から、白色軽石粒（浅問B軽石）及び少量の明黄褐色粘土を含む褐灰色粘

　　　　　土層（第1層）、少量の明黄褐色粘土・炭化物を含む褐灰色粘土層（第2層）、少量の明黄褐
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V　B区の遺構と遺物

第54表　B区28号井戸跡出土遺物観察表（第115図）

No

！

籍　種

弥生土器

口径 器高 底多 胎　土

②

焼成

②

色　調

灰

残存率

肩部

備　　　出

色粘土・褐灰色粘土・酸化鉄を含む褐色粘土層（第4層）が堆積しており、壁際の第4層

上面には、少量の褐灰色粘土を含む明黄褐色粘土層（第3層）のみられる部分もある。

　遺物は、弥生式土器片（28－！＞、礫（28－2～5）が出土している。礫のうち2は、

被熱している。

29号井戸跡H－9グリッドに位置する。第…確認面上位からの検出である。

（第63図）　51号住居跡を切断しているが、50号溝に削平されている。

（第64図）　上縁は、円形を呈し、径1．31×L30mを計る。壁は、径をわずかに狭めながら直線的に

　　　　　降下する。全体の深さ、0．75mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認さ

　　　　　れている。

　　　　　　覆土は、上位から、多量の黒色粘土・酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第1層）、少多量の黒

　　　　　色粘土・酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第2層）、少量の黒色粘土を含む灰オリーブ色粘土層

　　　　　（第3層）、第3層と同様であるが、やや暗いオリーブ色粘土層（第4層）、少量の酸化鉄を

　　　　　含む灰オリーブ色粘土層（第5層）、第5層と同様であるが、やや明るいオリーブ色粘土層

　　　　　（第6層）が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

30号井戸跡G－9グリッドに位置する。第一確認面からの検出である。B区河川跡埋没後の構築で

（第！13図）ある。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径92×80cmを計る。わずかずつ径を狭めながら降下し、検出面か

　　　　　ら下へ0．90～L35mの範囲では逆に脹らみをもつ。脹らみの最大径は、上縁径にほぼ一致

　　　　　する。その後、さらに下へ、わずかずつ径を狭めながら、掘り下げられている。全体の深

　　　　　さ、L45mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認されている。

　　　　　　覆土は、上位から、多量の白色軽石粒（浅間B軽石〉及び少量の浅黄色粘土ブロックを

　　　　　含む黒色粘土層（第1層〉、酸化鉄及び少量の浅黄色粘土ブロックを含む黄灰色粘土層（第

　　　　　2層）、多量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第3層）、多量の黒色粘土ブロック・浅黄色粘土ブ

　　　　　ロックを含む灰色粘土層（第4層）、多量の酸化鉄及・浅黄色粘土ブロックを含む黄灰色粘

　　　　　土層（第5層）、多量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第6層）が堆積している、，いずれも、投

　　　　　入土の様相を呈している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

3壌号井戸跡H－9グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第76図＞　57号住居跡を切断している。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径！．18×L14mを計る。壁は、全体に急傾斜で直線を成し、わず
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　　　　　◎＼

叢
’　噛 @　　・野・

25号井戸跡　　　　　　　　　　　30号井戸跡

30号井芦跡土層

1　黒色（7．5YR　2／1＞粘義鑓色軽撫立（火由灰？）を多量、浅黄色粘土ブロックを少量含鶴

2　黄灰色砿5Y　5／1＞粘土，酸駕銑浅黄色粘±：ブロックを少量含む，

3　灰磁（5￥4／1＞粘土，酸化鉄を多最含む。

4　灰色（5Y　4／1）粘上黒色粘土ブほック、浅黄色粘土ブ撒ックを多量含む。

5　黄灰色（2．5Y　6／1）粘」％酸化鉄、浅黄色粘土粒を多最會む。

6　灰色（5Y　6／！＞粘土6酸化鉄を多彙含むb

聯　
一
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1
1
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①
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①
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跡戸井
．号36

聯
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1
1
悼
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①
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跡戸井号35

ノ
メ
・

　
　
翻

　
　
号

　
　
4
9

一

鋤．珊L

・剛

焉C
　・163

　32号井戸跡

32号井戸跡土層

1　黄灰｛竺（2．5Y　6／王〉シルト。マンガン粒、火由

灰糧を少量含む。

2　オジーヅ黒色（7．5Y鍛）粘土、明黄褐色粘土

火山灰粗を少量含む，

3　にぶい赤褐色（5YR　5／3）粘土。明黄褐色粘土

火山灰粒、を少量含む。

4　褐灰色（10YR　5／1）粘土，明黄褐色粘土を含むb

5　黄灰色（2．5Y　6／8）粘土。褐色＊占鵡明黄褐色

粘土を含む。

6　黄灰色〈2．5Y鍛〉粘島褐色粘土、題黄褐色

粘土、酸化鉄を少量含む。

7　黄灰色（2．5Y　5／1）粘土，酸化鉄を少量含む㌔

　　一1／

　　　溺

触
、

　1　　＞
　＼．一／ノ

　・圃5601

　　、　多

　　33号井戸跡

33洗魚跡土層

1　　黒褐色（10YR　3／2）半占上　　白｛購…嚇立

（火山灰？）、黄褐色粒を少量奮む。

2　暗褐色（10YR　3／3）粘土⊃黄褐色辛占土

粒を少量含軌

3灰色（5Y　4／三）寒占島

4暗褐色く沁職3／3）粘±6

5灰魚（5Y　4／D＊占島

6　灰色（N4／0）粘土。灰白色粘土を少量

含む。

　　　　　3鵬井戸跡　　　　　　　0　　　　　2r，6。

第113図　B区井戸跡（1）（25号・30号・32号・33号・34号・35号・36号）
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V　B区の遺構と遺物

かずつ径を狭めて、掘り下げられている。しかし、深さ0．80m付近で、外側に大きく広が

り、最大径は2．16mを計ることとなる。その後再度、徐々に幅を狭めながらさらにそれ以

下に連続していることが確認されている。全体の深さ、！．48mまで確認さている。

　覆土は、上位から、多量の酸化鉄及び少量の浅黄色粘土を含む黒褐色粘土層（第1層）、

多量の酸化鉄・浅黄色粘土を含む黒褐色粘土層（第2層）、少量の酸化鉄を含む灰オリーブ

色粘土層（第3層）、多量の酸化鉄及び帯状の黒褐色粘土を含む灰オリーブ色粘土層（第4

層）、多量の酸化鉄及び少量の黒褐色粘土を含む灰オリーブ色粘土層（第5層）が堆積して

いる。

　遺物は、出土していない。

32号井戸跡F・G－9グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。B区河川跡埋没後

（第113図）の構築である。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径2．47×2．22mを計る。西側は、漏斗状を呈して、深さ70cm前

　　　　　後で平坦面を成す。その後、さらに下へ、湾曲しながら、わずかずつ径を狭めて、掘り下

　　　　　げられている。東壁は、全体が急傾斜で直線を成す。全体の深さ、1．28mまで確認された

　　　　　が、それ以下に連続していることが確認されている。

　　　　　　覆土は、上位から、少量の二色軽石粒（浅間B軽石）及びマンガン粒を含む黒褐色粘土

　　　　　層（第1層）、少量の明黄褐色粘土・白色軽石粒（浅間B軽石）を含むにぶいオリーブ褐色

　　　　　粘土層（第2層）、少量の明黄褐色粘土・白色軽石粒（浅聞B軽石）を含むにぶい赤褐色粘

　　　　　土層（第3層）、明黄褐色粘土を含む褐灰色粘土層（第4層）、明黄褐色粘土・褐色粘土を

　　　　　含む黄灰色粘土層（第5層）、少量の酸化鉄及び明黄褐色粘土・褐色粘土を含む黄灰色粘土

　　　　　層（第6層）、少量の酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第7層）が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

33号井戸跡G・H－9グリッドに位置する。第…確認面上位からの検出である。

（第！！3図）　58号住居跡を切断しているが、5ユ号溝に削平されている。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径L3｝×穏6mを計る。全体に、わずかに漏斗状を呈し、南に向

　　　　　けて掘り下げられている。全体の深さ、L32mまで確認されたが、それ以下に連続してい

　　　　　ることが確認されている。

　　　　　　覆土は、上位から、少量の白色軽石粒（浅間B軽石〉・明黄褐色粘土を含む黒褐色粘土

　　　　　層（第1層）、少量の黄褐色粘土を含むにぶい暗褐色粘土層（第2層）、灰色粘土層（第3層）、

　　　　　暗褐色粘土層（第4層〉、灰色粘土層（第5層）、灰白色粘土を含む灰色粘土層（第6層）

　　　　　が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

34号井芦跡G－9グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。B区河川跡埋没後の構

（第H3図）築である。
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　49号溝に削平されている。

　このため、上面形は明確ではないが、壁は直立し、残存面の形態は、長円形を呈する。

径1．75×！．25mを計り、確認面からの深さ、1．50mまで確認されたが、それ以下に連続

していることが確認されている。覆土は、少量の灰白色粘土及び酸化鉄を含む灰色粘土層

である。

　遺物は、出土していない。

35号井芦跡G－9・10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。B区河川跡埋没後

（第／13図）の構築である。

　　　　　　58号住居跡を切断しているが、49号溝に削平されている。

　　　　　　このため、上面形は明確ではないが、残存面の形態は、長円形を呈する。壁は上位が斜

　　　　　面、下位が直立し、全体で漏斗上を呈する。上面径2．！2×！．36mを計り、確認面からの深

　　　　　さ、0．95mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認されている。覆土は、

　　　　　少量の灰白色粘土及び多量の酸化鉄を含む灰褐色粘土層である。

　　　　　　遺物は、出土していない。

36号井戸跡G－9・10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。B区河川跡埋没後

（第U3図）の構築である。

　　　　　　49号溝に削平されている。

　　　　　　このため、上面形は明確ではないが、残存面の形態は、長円形を呈する。壁は斜面を成

　　　　　すが、上位がわずかに緩く、全体では漏斗上を呈する。上面径！．12×LOOmを計り、確認

　　　　　面からの深さ、L70mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認されている。

　　　　　覆土は、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層である。

　　　　　　遺物は、出土していない。

37号井戸跡G・H－10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。B区河川跡埋没後

（第！！4図〉の構築である。

　　　　　　58号住居跡を切断している。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径2。04×L80mを計る。東宮は、　S字を呈すものの急傾斜である

　　　　　が、他の壁は緩斜面となるため、全体が東に寄せて掘り下げられている感を呈する。全体

　　　　　の深さ、1．20mを計る。底面は、平坦である。

　　　　　　覆土は、上位から、多量の酸化鉄・白色軽石粒（浅間B軽石）及び少：量の淡黄色粘土を

　　　　　含む黒褐色粘土層（第1層）、多量の淡黄色粘土及び少量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第2

　　　　　層）、淡黄色粘土及び酸化鉄を含む灰色粘土層（第3層）、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層

　　　　　（第4層）、多量の淡黄色粘土及び少量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第5層）、多量の酸化鉄

　　　　　を含む灰オリーブ色粘土層（第6層〉、多量の灰色粘土及び少量の酸化鉄を含む灰色粘土層

　　　　　（第7層）が堆積している。
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V　B区の遺構と遺物

遺物は、出土していない。

38号井戸跡F－10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第114図）　52号溝を切断している。

（第l15図）　上縁は、長円形を呈し、径1．22×1．03rnを計る。わずかずつ径を狭めながら降下し、検

　　　　　出面から下へ0．50～1．05mの範囲では逆に脹らみをもつ。脹らみの最大径は、1．48mを

　　　　　計り、上縁径を上回る。その後、さらに下へ、わずかずつ径を狭めながら、掘り下げられ

　　　　　ている。全体の深さ、1，15mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認され

　　　　　ている。

　　　　　　覆土は、上位から、多量の酸化鉄を含む黒色粘土層（第1層〉、多量の酸化鉄を含む褐灰

　　　　　色粘土層（第2層〉、多量の酸化鉄を含む褐灰色粘土層（第3層）、が堆積している。

　　　　　　第3層の上位・西半部分・径80×65cm範囲では、12～25cm大の礫（煤の付着したもの

　　　　　4個、緑泥片岩の板石を中心に21個）が集中して検出されている。礫群の北端からは内耳

　　　　　鍋（38－！）が出土している。

第55表　B区38号井戸跡出土遺物観察表（第115図）

醤α　　　i欝　種 口径 器高　　底径 胎　土 焼成 色　調 残存率　　　　　　　　　　　備　　　考

こ1套、　糊：鍋 （36、O／ 6β　　（32．0＞
一 ② 灰 重／8 在地産。調部内外藷吸炭。外面被焼。内葺3ヶ藤残存。

2　　　　礫 長さ圭9，0　編圭5、0　厚：さ5，8　重さ2ほ00g 被熱

3　　　　礫 蔓さ圭5護　編圭1．G　厚さ尋B　重さ995g 被熱

4　　　　礫 獲さ里6．5　編圭2、8　厚さ7，0　重さ1，670g 被熱

5　　　　礫 長；さ25．5　編143　厚さ148　重さ5，300g 被熱

39号井戸跡

（第95図）

　G－10グリッドに位置する。第一・確認面上位からの検出である。

　66号・69号両住居跡を切断している。

　上縁は、円形を呈し、径1，10×LO8mを計る。壁は、急傾斜を成し、やや幅を狭めなが

ら降下する。全体の深さ、0．70mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認

されている。

　覆土は、上位から、少量の酸化鉄及び浅黄色粘土粒を含む黒褐色粘土層（第1層）、多量

の酸化鉄及び少量の黒褐色粘土を含む灰オリーブ色粘土層（第2層）、少量の酸化鉄・黒褐

色粘土を含む灰色粘土層（第3層）が堆積している。

　遺物は、出土していない。

40号井戸跡G－llグリッドに位置する第一確認面上位からの検出である。

（第92図）　67号・68号両住居跡及び14号畠跡を切断している6

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径3．20×3．08rnを計る。壁は、西側がやや緩傾斜である他は、急

　　　　　傾斜を成し、わずかずつ径を狭めながら降下し、検出面から下へ0．75～O．85mのところで、

　　　　　平坦面を作り出している。平坦面中央やや南寄りからは、長円形を呈し、径L45×LO5m

　　　　　の範囲で、さらに下へ、わずかずつ径を狭めながら、北へ向けて掘り下げられている。全
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体の深さ、LO5mまで確認されたが、それ以下に連続していることが確認されている。

　覆土は、全て粘土層であり、白色軽石粒（浅問B軽石）を含む層と、含まない層に分け

られる。白色軽石粒（浅問B軽石）を含む層には、第1～第6、第8～第11、第13、第

14層が、含まない層には、第7、第12、第！5層がある。

　遺物は、出土していない。

41号井戸跡H－10グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第95図＞　70号住居跡を切断しているが、53号・54号両溝跡に削平されている。

（第！15図）　上縁は、長円形を呈し、径L70×L48獄を計る。壁は、急傾斜を成し、やや編を狭めな

　　　　　がら降下する。全体の深さ、1，30n賎まで確認されたが、それ以下に連続していることが確

　　　　　認されている。

　　　　　覆土は、上層が、多量のマンガン粒・酸化鉄を含む暗褐色粘土層であり、下層が多量の

　　　　　酸化鉄を含む黒褐色土層である。

　　　　　遺物は、常滑鉢（41－1＞が出土している。

噺
＼

一一＿・

37号井戸跡

37磐共声跡畿驚

王　黒褐色（2，5y鍛〉粘島酸化鉄多量、白色軽石

　貌（火山灰？）、淡黄色（5Y　8／3＞粘土を少量含む。

黛　灰｛竺償姐〉粘る淡黄色（5Y8／3＞粘土を多量、

　酸化鉄を少最禽む。

3　　灰色（5Y　4／1）＊占聡　醇塗イヒ鉄、　淡黄色（5Y　8／3）

　粘ユニ癒少齢む。

4　灰色（5Y　6／1）粘血酸化鉄を少量含む』

5　灰色（5Y　5／1）軍士』淡黄色（5Y8／3）粘土を多量、

　酸化鉄を少最含む。

6　灰オリ…ヅ邑（5Y6／2）粘㌔酸化鉄を多量含む。

7　灰色（5Y　5／1）粘鳴灰色（5Y　4／1）粘土を多量、

　酸化鉄を少量含む。

　　　　　　　　　　　第114図

　　38号井戸跡

38号井戸跡dヒ層

1　黒褐色（7．5膿3／2＞粘島酸化鉄を多量含む。

2　褐灰色（7，5yR殖〉粘土、酸化鉄を多量含む。

3　褐灰色〈7。5Yi縁／／＞粘土。酸化鉄を少量含む。

髪　　で

　2、　髪
髪

42号井戸跡

42号井戸跡土層

1　　灰色（5￥　5／1＞壌占二圭』　淡黄色（5Y　8／3）

　粘土粒少量、酸化鉄を含む。

2　灰色（5￥6／圭〉粘土．淡黄色（＄Y8／3）

　寒占土粒少量、酸化鉄を含む。

3　灰色（5￥6／圭）粍土。淡黄色（甜8／3＞

　粘土粒：多量、酸化鉄を含む。

4　灰色（5Y6／1）粘土，酸化鉄少蟹禽む．

B区井戸跡（2）（37号・38号・42号）

O　　　L謙28．500m　　　2m

一玉：60
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V　B区の遺構と遺物

第56表　B区41号井戸跡出土遺物観察表（第115図）

No

玉

器　種

陶器　鉢

口径

（388）

器高

1圭9

底径

（240）

胎　士 焼成

①

色　調

灰赤

残存率

！／8

備　　　考

常滑産。鉢

42号井戸跡G－10・11グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第1！4図）　67号・69号両住居跡及び14号畠跡を切断している。

　　　　　　上縁は、長円形を呈し、径L23×！．15mを計る。壁は、やや幅を狭めながら降下し、深

　　　　　さ0．90～LOOの地点で、東に屈曲する。全体の深さ、　L35mまで確認されたが、それ以

　　　　　下に連続していることが確認されている。また、周囲を一周し、南に伸びる54号溝跡は、

　　　　　下位から検出されているものの、本井戸跡に付属する同寸である可能性が高い。

　　　　　　覆土は、上位から、少量の酸化鉄及び淡黄色粘土粒を含む灰色粘土層（第1層）、少量の

　　　　　酸化鉄及び淡黄色粘土粒を含む灰色粘土層（第2層）、少量の酸化鉄及び淡黄色粘土粒を含

　　　　　む灰色粘土層（第3層）、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第4層）が堆積している。

　　　　　　遺物は、出土していない。

43号井芦跡E－11グリッドに位置する。第一確認面上位からの検出である。

（第106図）　75号・76号両住居跡を切断している。

　　　　　　上縁は、円形を呈し、径L80搬を計る。壁は、脹らみをもって掘り下げられている。脹

　　　　　らみの最大径はL94mである。全体の深さ、　L35mまで確認されたが、それ以下に連続し

　　　　　ていることが確認されている。

　　　　　　覆土は、上層が、多量の酸化鉄・マンガン粒・黄色粘土を含む黄灰色粘土層（第1層）で

　　　　　あり、下層が、多量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第4層）である。壁際では、両層の問に、

　　　　　多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含む黄褐色粘土層（第2層）、少量のマンガン粒を含

　　　　　む明黄褐色粘土層（第3層）が堆積している。

　　　　　　遺物は、瀬戸灰血沈（43－1）、瀬戸天目茶碗（43－2）、曲げ物（43－3＞が出土し

　　　　　ている。

第57表　B区43号井戸跡出土遺物観察表（第質5図）

晦 器　種　　　　口径 器高 旨旨 河台　土 焼成 色　調 残存率　　　　　　　　　　　備　　　考

兎：…レ

翻器弓皿 匿1） 2．4 6．5
㎜ ① 灰オリーブ 4／5 瀬戸産。灰糟丸皿。トチン跡あり（内外面3点）。高台部削り出し。

潔・ 陶器・天目茶碗 ｝ 一
4．0

『P ① 黒 底部 瀬戸産。鉄粕。

厩， 曲物・わっぱ 20．0 9．0 20．0
… … ｝ 一

底板径18．5Cln。底板（一枚板）はめ込み。側板内側に成形時

ﾌ縦方向のキザミ目あり。
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第115図　B区井戸跡出土遺物
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V　　B区の遺構と遺物

4　畠　跡

　B区における畠跡は、平成14年度・第5次調査で、13号から！4号までの2ブロックが調

査されている。第二確認面及び第一確認面下位からの検出である。住居跡には切断されて

いる場含が多い。また、遺物の出土が少ない。

13号畠跡E－！0・11、F－9・！0・11グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。

（第116図）第二確認面からの検出である。

　　　　　　現状では、東西12．50m、南北5．50mの範囲に及ぶ。畝間の底面レベルは、北が高く、

　　　　　南が低いという特徴を示す。しかし、平均レベルL＝27．7rn前後の東側（上段）と、　L＝

　　　　　27．4m前後の西側（下段〉では、大きく異なり、上下2段の畠跡に区分して考えるべきで

　　　　　あろう。

　　　　　　下段の畝間は、東西幅3，5mの問に、寸断されているものを流れの中で1条ととらえると、

　　　　　8条が確認される。中央部付近で曲折し、南部はN－49．一E、北部はN－35．一Eを示

　　　　　す。長さは、49c鶏から5。9mと、大きな差がみられるが、分断されながらも連続するため、

　　　　　全体として畝間を成すものである。畝間編は、圭0～20c組を計るが、大部分が20c撮に近い

　　　　　幅をもつ。畝間の間隔は、概ね30cm前後であるが、18～55cmまでの幅がある。また南端

　　　　　は、東に移行するに従って北へずれるため、全体では、平行四辺形に近い範囲形態を示す

　　　　　と思われる。

　　　　　　79号住居跡（古墳時代前期〉埋没完了後に、62号住居跡（古墳時代前期）をはじめ、

　　　　　72号・75号両住居跡（ともに古墳時代前期〉をも切断して掘削したものが、61号住居跡

　　　　　（古墳時代前期）には削平されている。上面には、76号住居跡（古墳時代後期）が位置し

　　　　　ている。

　　　　　　6！号住居跡の項では、61号住居跡の下層覆土が堆積した後、本誌跡が構築されたとの判

　　　　　断を記載しているが、再精査の結果、本事跡の覆土とした土層（第85図）は、上下2層に

　　　　　分離され、下層が、炭化物粒及び少量のマンガン粒を含む灰色粘土層（第1！6一一第1層）

　　　　　であり、上層が、第116図中a層～e層としたマンガン粒を含む灰色シルト層であると判

　　　　　断された。a層～e層の区別は、　a・e＞b・d＞cという、マンガン粒の含有量の差で

　　　　　ある。精査の時点で、第！16図中a層～e層を61号住居跡覆土最下層と判断の訂正をした

　　　　　ため、重複関係も、本石跡下段は、61号住居跡には削平されていると、訂正するものであ

　　　　　る。

　　　　　　いずれにしても、これらのことから、本畠跡下段は、古墳時代前期に属する可能性は高

　　　　　いものと考えられる。

　　　　　　一方、上段の畝間は、東西幅7．5mの闘に、寸断されているものを流れの中で1条ととら

　　　　　えると、13条が確認される。わずかに北側が狭く、南側が広いものの、全体の畝間の方位

　　　　　は、N－30Q－Eを示す。長さは、1．82mから3．20＋αmと、大きな差がみられるが、

　　　　　短いものは1条のみで、他は北側調査区外に及んで長くなる様相を示している。畝間幅18
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　　　　　～30cmを計る。いずれにしても、全体の様相は、うかがい知れないのが現状である。畝間

　　　　　の間隔は、概ね30cm前後であるが、20～40cmまでの幅がある。また東端では、　N－

　　　　　79．一Eを示し、交差する3条の畝間がみられる。いずれも西端が南北行の畝間と交差す

　　　　　る位置で終結している。長さは、1．00rnから2．95m、畝間幅13～20cm、畝間の間隔は、

　　　　　15～30cmまでの幅がある。

　　　　　　上段の畝間は、60号住居跡に削平されており、覆土は、褐灰色粘土を主体として、周辺

　　　　　部が酸化した灰色粘土ブロック及びマンガン粒の混在層（第！！6二一＊祝酒）である。こ

　　　　　の上面に、60号住居跡覆土・最下層の、少量のマンガン粒・炭化物を含むにぶい黄褐色粘

　　　　　土層（第82二一第3層）が堆積しているものである。また、61号住居跡掘り込み確認基盤

　　　　　層となっている、マンガン粒・オリーブ褐色シルトを含む青灰色粘土層（第！16図一＃印

　　　　　層〉を掘り込んでいることから、61号住居跡と相前後した構築時期が考えられるものであ

　　　　　る。

　　　　　　遺物は、土師器甕（！）、手捏ね土器（2＞が出土している。

第58表　B区13号畠跡出土遺物観察表（第116図）

漁 器　種 口径　　器高 底径 月台　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

藩： 土師器・甑

一一
（4．8） ②①③⑥④ ② にぶい褐 底部i／2 外面ナデツケ。内面ヘラナデ。穿孔部横のケズリ。吸炭。

：②i：

土師器・手握 〈4．2）　　2護 3．6 ②③⑥ ② 灰白 底部のみ

14号畠山F－U、G－10・U、　H－！0・1iグリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでい

（第117図）る。第二確認面からの検出である。

　　　　　　覆土は、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む暗灰黄色粘土である。現状では、東西5．30m、

　　　　　南北12．15rnの範囲に及ぶ。しかし、畝間底面の、平均レベルL＝27．2m前後の北西側

　　　　　（下段）と、L＝27，4m前後の南東部側（上段）では、大きく異なり、覆土は共通するも

　　　　　のの、上下2段の畠跡に区分して考えるべきであろう。

　　　　　　下段の畝間は、東西幅3．3mの間に、寸断されているものを流れの中で1条ととらえると、

　　　　　5条が確認される。全体の畝間の方位は、N－34．一Wを示す。長さは、49cmから5．9m

　　　　　と、大きな差がみられるが、分断されながらも連続するため、全体として畝間を成すもの

　　　　　である。畝間幅は、！2～18c蒲を計り、全体に細いことを特色とする。畝間の間隔は、75

　　　　　～90cm前後であるが、北東側で1条が問に入るため、35～40c田前後となる。また南端は、

　　　　東に移行するに従って南へずれ、北端は東に移行するに従って北へずれるため、全体では、

　　　　台形に近い範囲形態を示している。

　　　　　72号・73号両住居跡（古墳時代前期）を切断し、上面には68号・71号・74号各住居跡

　　　　　（古墳時代後期）が位置している。

　　　　　上段の畝聞は、東西幅5．3m、南北8．8mの問に、寸断されているものを流れの中で1条

　　　　　ととらえると、9条が確認される。全体の畝間の方位は、N－42．一Wを示す。唯一切断

　　　　　されていない畝間の長さは、4．68mである。この長さが基準となり、分断されながらも連

　　　　続するため、全体として、10mに及ぶ長さの雨晒を成すものと思われる。激越幅は、15～
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第117図　B区14号畠跡

30c組を計り、25c熱前後の部分が多い。下段に比してやや太いことを特色とする。畝問の聞

隔は、35膿前後の部分が最も多い。

　70号住居跡（古墳時代前期）を切断しているが、72号・73号両住居跡（古墳時代前期）

　　　　　　　　　　　　　　　一196一



V　B区の遺構と遺物

との重複関係は確認されていない。また、40号・42号両井戸跡及び、54号溝跡にも切断

されている。上面には64号・67号・68号・69号・71号・74号各住居跡（古墳時代後期）

が位置している。

　遺物は、検出されていない。

5　溝跡（河川跡）

　B区における溝跡は、平成！4年度・第5次調査で、34号から55号までの22条が調査さ

れている（第118図）。大部分が第一確認面上位からの検出である。住居跡等、他遺構の上

面に位置している場合が多いが、一部では他遺構を削平もしくは、切断している場合もあ

る。また、遺物の出土が少ない。

F・G・H－9・10グリヅドに亘っては、北々西から南々西行ずる河川跡がみられる。

河川跡は、そこに位置する住居跡を切断しており、埋没後に構築された住居跡はみられな

いQ

34号溝跡　　G－6からG－7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。北側が調査区外に

　　　　　及ぶ。57号土坑を削平している。東から7．60mのところで南北に分岐し、全体の総延長は、

　　　　　南側！2．4m、北側！0．02mを計る。幅は、東端で0．50m、合流部分の最大幅1．98m、分

　　　　　慰した南側0．95m、北側が0．80mを計る。深さは、ほぼ均一で5c穣前後と、浅い。

　　　　　全体でほぼ直線を成し、方位は、南側がN－90．一W、北側がN－80．一Wを示す。覆土

　　　　　は、褐色粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

35号溝跡　G－5からG－7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。やや曲折はあるも

　　　　　ののほぼ直線を成し、総延長は、10．6mを計る。幅は、0．60m前後、深さは、ほぼ均一で

　　　　　6～8cm前後と、浅い。方位は、　N－87。一Wを示す。覆土は、オリーブ黒色粘土粒を含

　　　　　む黄色粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

36号溝跡　　G－5からG－7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。やや曲折はあるも

　　　　　ののほぼ直線を成し、総延長は、B．8mを計る。幅は、0．45～0，60m前後、深さは、ほ

　　　　　ぼ均一で5c墨前後と、浅い。方位は、　N－87．一Wを示す。覆土は、オリーブ黒色粘土粒

　　　　　を含む黄色粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

37号溝跡　　1－6グリッド、A区河川跡の上面に位置する。やや曲折はあるもののほぼ直線を成し、

　　　　　総延長は、4．4mを計る。幅は、0．40m前後、深さは、ほぼ均一で6cm前後と、浅い。方

　　　　　位は、N－24．一Wを示す。覆土は、酸化鉄を含む灰黄褐色シルト層である。．実測可能な

　　　　　遺物は出土していない。

38号溝跡　　F－7から1－7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。南北両側が調査区

　　　　　外に及ぶ。南部で39号溝跡と合流する。含流地点よりやや北で、西に脹らみをもち、総延

　　　　　長は、現状で23．4mを計る。幅は、南側が細く0．45m、北側では太くなってL40m前後、
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　　　　　最大L8mを計る。深さは、ほぼ均一で25c鶏前後であるが、底面レベルは南側が低くなる。

　　　　　方位は、南側がN－40－W、北側がN－40－Wを示す。覆土は、青灰色粘土ブロック

　　　　　を中心に、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む土層である。底面が酸化鉄層を成す。

　　　　　実測可能な遺物は出土していない。

39号溝跡　　F－7から1－7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。南北両側が調査区

　　　　　外に及ぶ。南部で38号治跡と合流する。合流地点よりやや北で、西に屈曲し、総延長は、

　　　　　現状で23．4mを計る。幅は、合流部分北側が太く1．3m前後、南北両側では細くなって

　　　　　0．40m前後、最小0．26mを計る。深さは、北側で40c雛前後、南側で25c搬前後であるが、

　　　　　底面レベルは南側がわずかに低くなる。方位は、南側がN－12．一W、北側がN－4．一

　　　　　Wを示す。覆土は、青灰色粘土ブロックを中心に、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を

　　　　　含む土層である。底面が酸化鉄層を成す。実測可能な遺物は出土していない。

40号溝跡　G－7グリッド、A区河川跡の上而に位置する。やや曲折はあるもののほぼ直線を成し、

　　　　　総延長は、5．3mを計る。幅は、南側が0．40m前後、北側が0．30m前後、深さは、ほぼ均

　　　　　一で5cm前後と、浅い。方位は、　N－20．一Eを示す。覆土は、酸化鉄・マンガン粒を含

　　　　　むオリーブ褐色粘土層である。44号溝跡と一連の溝を構成していた可能性が高い。実測可

　　　　　能な遺物は出土していない。

4壌号溝跡　　F－7グリッド、A区河川跡の上面に位置する。43号溝i跡を切断しているが、46油溝跡

　　　　　に切断されている。ほぼ直線を成し、総延長は、現状では3。7mを計る。幅はほぼ均一で、

　　　　　0．50m前後、深さもほぼ均一で15c蒲前後を計る。方位は、　N－90。一Wを示す。覆土は、

　　　　　酸化鉄・マンガン粒を含む褐色粘：t層である。実測可能な遺物は出土していない。

42号溝跡　F－7からF－8グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。南北流する、38

　　　　　号・39号・43号・45号各一跡を切断している。ただし、西端で重複している47号山面と

　　　　　の前後関係は不明で、連続している可能性もある。やや蛇行するが、総延長は、現状では

　　　　　］2．7mを計る。幅もやや増減するが、ほぼ0．50m前後で推移し、45号性病と重複するあ

　　　　　たりから、一気に1．05mに拡大する。幅が拡大した部分は、2段となるが、深さは、ほぼ

　　　　　均一で、25cm前後を計る。方位は概ね、　N－90．一Wを示す。覆土は、多量の酸化鉄・マ

　　　　　ンガン粒を含む黄褐色粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

43号溝跡　F－7から至一7グリッドに亘って、A区河川跡の上面に位置する。第一確認面下位か

　　　　　らの検出である。41号・42号爾溝跡に切断されている。北側が調査区外に及ぶ。南側は、

　　　　　一応収束するものと判断されたが、さらに延伸する可能性もある。総延長は、現状では

　　　　　28．2mを計る。西側に屈曲している。屈曲部分では、北側の深さ30c稽（幅80cm前後）で

　　　　　あったものが、17cm（幅60cm前後）と、一旦浅くなる。そして、南へ移行するに従って深

　　　　　さを増し、25cm前後（幅100cm前後）となる。方位は、北側がN－！0Q－E、南側がN－

　　　　　10．一Wを示す。覆土は、多：量の棒状酸化鉄・マンガン粒及び少量の炭化物を含む灰色粘

　　　　　土層である。実測可能な遺物は出土していない。

44号溝跡　　G－7から1－7グリッドに亘って位置する。45号溝鼠に切断されている。やや西に脹

　　　　　らみをもつ。総延長は、現状では7．2mを計る。幅は、45c醗前後～50c懲前後、深さは、ほ
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V　B区の遺構と遺物

　　　　　ぼ均一で5cm前後と、浅い。方位は、北半がN－20．一E、南半がN－2◎一Wを示す。

　　　　　覆土は、酸化鉄・マンガン粒を含むオリーブ褐色粘土層である。実測可能な遺物は出土し

　　　　　ていない。40号窯跡と一連の溝を構成していた可能性が高い。実測可能な遺物は出土して

　　　　　いない。

45号溝跡　　F－7・8から1－7・8グリッドに亘って位置する。南側が調査区外に及ぶ。44号溝

　　　　　跡を切断しているが、42号溝鉋に切断されている。43号溝跡とほぼ平行する。総延長は、

　　　　　現状では23．2mを計る。幅・深さともに大きな変化がなく、幅60～70c秘前後、深さ28～

　　　　　35c熱で推移している。方位は、北側がN－！0．一E、南側がN－10．一Wを示す。覆土

　　　　　は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む青灰色粘土層である。底面が酸化鉄層を成

　　　　　す部分もみられる。実測可能な遺物は出土していない。

46号溝跡　F－7からF－9グリッドに亘って、B区河川跡の上面に位置する。41号・47号・50

　　　　　号・52号各勲爵を切断している。ほぼ直線を成し、総延長は、20．Omを計る。幅は、1．90

　　　　　～2．00m前後、全体の深さは45cm前後であるが、2段となり、上段の深さはIO～30cm前

　　　　　後となる。方位は、N－80．一Wを示す。東端は、3mほどの範囲で3段となる。深さも

　　　　　／．37mと深くなり、別遺構の感も呈したが、覆土が同一であるため、一遺構とした。覆土

　　　　　は、白色軽石粒・酸化鉄を多量に含む灰色粘土層である。実測可能な遺物は出土していな

　　　　　い。

47号溝跡　　F－8からH－8グリヅドに亘って位置する。北側が調査区外に及ぶ。42号・46号・

　　　　　49号学堂跡に切断されている。また南端は、48号溝跡に切断されている。やや蛇行し、総

　　　　　延長は、現状では19。95mを計る。幅は、40～80cm前後と癖馬が激しい。深さは、7cm前

　　　　　後と浅い。覆土は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む灰白色粘土層である。底面

　　　　　が酸化鉄層を成す。実測可能な遺物は出土していない。

48号溝跡　　F－8からH－8・9グリッドに亘って位置する。南側が調査区外に及ぶ。49号溝跡に

　　　　　切断されている。また南部では、47号溝跡を切断している。S字状に蛇行し、総延長は、

　　　　　現状では24。00m前後を計る。幅は、50～80cm前後を計るが、75cm前後が大部分である。

　　　　　深さは、全体に20c鑓前後である。覆土は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む灰白

　　　　　色粘土層である。底面が酸化魚層を成す。実測可能な遺物は出土していない。

49号溝跡　　G－8からG一二0グリッドに再って、B区河／il跡の上面に位置する。47号・48号・50

　　　　　号・51号各溝跡を切断している，、ほぼ直線を成し、総延長は、193mを計る。東側7．60

　　　　　m、及び西側3．9mの地点で段差をもつが、覆土が共通するため、一遺構とした。幅は、

　　　　　0．70～！．90m前後までと幅があるが、西側が太く、中央が狭い。深さは東側で60cm前後、

　　　　　西側で45cm前後、中央部で！5cm前後である。中央部の方位は、　N－90．一Wを示す。覆

　　　　　土は、白色軽石粒・酸化鉄を多量に含む灰色粘土層である。46号溝跡覆土に近似している。

　　　　　実測可能な遺物は出土していない。

50号溝跡　　F－8からH－9グリヅドに互って位置する。南北両側が調査区外に及ぶ。46号・49号

　　　　　両分i跡に切断されている。蛇行し、総延長は、現状では23．40mを計る。幅は、0。55～

　　　　　0。60m前後と一定している。深さは、掲。蟹前後である。覆土は、多量の酸化鉄及び少量の
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　　　　　マンガン粒を含む青灰色粘土層である。底面が酸化鉄層（2層）を成す。実測可能な遺物は

　　　　　出土していない。

51号溝跡　G－9からH－9グリッドに亘って位置する。南側が調査区外に及ぶ。49号溝跡に切断

　　　　　されている。ほぼ直線を成す。総延長は、北側部分も1号不明遺構の上面で不明確になるが、

　　　　　さらに北側への延伸がみられないため、現状では、14．6mを計るものである。幅は、50～

　　　　　60cm前後、全体の深さは7cmと、浅い。方位は、　N－14．一Eを示す。覆土は、多量の酸

　　　　　化鉄及び少量のマンガン粒を含む青灰色粘土層である。底面が酸化鉄層を成す。実測可能

　　　　　な遺物は出土していない。

52号溝跡　　F－9からG－10グリッドに亘って位置する。北東側が調査区外に及ぶ。38号井戸跡及

　　　　　び46号溝跡に切断されている。ほぼ直線を成すが、南西部では、2条の溝が結合した形態

　　　　　を示している。総延長は、南東側溝が！0．6m、北西側溝は、南西側部分が64号住居跡の上

　　　　　面で不明確になるものの、さらに南側への延伸がみられないため、現状では、10．Omを計

　　　　　るものである。幅は、南東側溝iが80cm前後、北西側溝が40cm前後を計る。全体の深さは

　　　　　15cm前後である。全体方位は、　N－38．一Eを示す。覆土は、多量の酸化鉄・マンガン粒

　　　　　を含む灰黄色粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

53号三跡　　F－10からH－10グリッドに亘って位置する。南側が調査区外に及ぶ。ほぼ直線を成

　　　　　す。総延長は、現状では、16，4mを計る。幅は、40～60cm前後、全体の深さは7cmと、

　　　　　浅い。方位は、N－15．一Eを示す。覆土は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む

　　　　　青灰色粘土層である。底面が酸化鉄層を成す部分もみられる。実測可能な遺物は出土して

　　　　　いない。

54号溝跡　　G－10・！1からH－10グリッドに亘って位置する。南側が調査区外に及ぶ。第一・確認

　　　　　面下位からの検出である。42号井戸跡の南側から始まり、西・北・東と周囲を一周し、再

　　　　　び南に戻ったところがら、南側へ3。8m延伸している。42号井戸跡と同一遺構を構成して

　　　　　いるものと思われる。幅は、南西側が狭く50cm、他は80cm前後である。深さは25cm前後

　　　　　である。延伸部分の方位は、N－5．一Wを示す。覆土は、多量の酸化鉄を含む灰色粘土

　　　　　層であり、42号井戸跡覆土第4層（第114図）に近似している。実測可能な遺物は出土し

　　　　　ていない。

55号溝跡　F－12からG－11グリッドに亘って位置する。両端の終結部分が不明瞭であり、正確で

　　　　　はないが、総延長は、現状では、14．9mを計る。幅は、南東部で狭く80～90cm前後、中

　　　　　央部から北西部では1．8～2．2mを計る。全体の深さは15cm前後である。方位は、　N－

　　　　　35．一Wを示す。覆土は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む青灰色粘土層である。

　　　　　底面が酸化鉄層を成す部分もみられる。覆土は、多量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄褐色

　　　　　粘土層である。実測可能な遺物は出土していない。

河川跡 F－9・10、G－9・10、　H－9・10グリッドに亘って位置する。

57号・58号・59号・66号・69号・70号各住居跡を切断している。

上面幅は10m前後を計り、深さは、！rn前後である。流行方位は、　N－11．一Eを示す。

一202一



V　B区の遺構と遺物

　古墳時代後期遺物包含層（第118図・A－Aノラ・イン土層図基盤層L＝28．40～28。70

mの間〉上面からの掘り込みである。酸化鉄の成層が！・”・弁．・＄（第H8図・A－A

ノライン土層図中太線部分）の4面確認され、最低面を加えて、少なくとも5回の流行があ

ったとされる。大部分が砂・礫・砂礫層であるが、面として確認される土層も、a層一灰

色粘土・砂混在層、b層一黒褐色粘土・細砂混在層、　c層一黒褐色シルト、　d層一砂礫

（3～5c穣銘説）、　e層一炭化物を含む細砂（いずれも第118図・A－A’ライン土層図中）

の5層が確認されている。

　切断されている住居跡の時期は、古墳時代前期（57号・70号両住居跡）、古墳時代後期

の模倣杯出現以前の時期は66号住居跡）、古墳時代後期の模倣杯出現時期（58号・59号・

69号各住居跡）であり、古墳時代後期の模倣杯全盛期以前である。

　遺物は、小片のみであるが、切断されている住居跡と同時期に比定されるものである。

6　不明遺構

B区における不明遺構は、平成14年度・第5次調査で、1号が唯一調査されている。

1号不明遺構F－8・9、G－8・9グリッドに亘って位置している。

（第！19図）　53号住居跡を切断し、55号住居跡を削平しているが、48号・49号・50号・51号各溝跡

（第120図）によって削平されている。

　　　　　　形態は、隅円長方形を墓誌にしているが、南西辺が大きく張り出すため、不整形といわ

　　　　　ざるを得ない。長辺9．06m、短辺2。75m、張り出し部幅55．75mを計る。形態は不整であ

　　　　　るものの、壁は、各辺共ほぼ垂直に落ち込み、底面も凹凸がほとんどみられず、直線を成

　　　　　している。ただし底面は、西隅を頂点として南東にむかて徐々に深まり、確認面からの深

　　　　　さは、西隅で0．95m、東南隅でL25rRを計る。

　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土層（第2層）、褐灰色粘土

　　　　　層（第3層）、多量の灰白色砂・マンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第4層）、多量のマン

　　　　　ガン粒及び少量の炭化物を含む黄褐色粘土層（第6層）、多量のマンガン粒を含むにぶい黄

　　　　　色粘土層（第7層）、多量の酸化鉄・炭化物を含む灰色粘土層（第9層）、多量のマンガ

　　　　　ン・粒酸化鉄・炭化物を含む灰色粘土層（第10層〉、多量のマンガン粒・酸化鉄を含む灰

　　　　　色粘土層（第！3層）が堆積している。また問層として、第4－6層間に多量の酸化鉄を含

　　　　　む黄灰色シルト層（第5層）、第7－9層間に上位に炭化物層をもつ灰白色粘土層（第8層）

　　　　　がみられる部分もある。また南東部の壁際では、下位から多量の酸化鉄及び少量の炭化物

　　　　　を含む暗灰色粘土層（第17層）、多量のマンガン粒を含む灰黄褐色粘土層（第16層〉、少量

　　　　　のマンガン粒を含むにぶい黄色シルト層（第15層）、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄

　　　　　を含む暗灰黄色シルト層（第14層）が堆積し、北西側の壁際では、下位から多量の酸化鉄

　　　　　及び少量の炭化物を含む暗灰色粘土層（隠匿7層）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を
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餓
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停
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轡． ○
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擢号不明遺構

閃

A’ 50号1鋤 ・A’
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肇

4

6

7
鱗

11
雪5

17
o ¶6

雛
B・

・B’

◎　　　　　　 L二＝28．80◎h儀 2m
ヒ＝；一l16◎

！
2
3
4
5
6
7
8
9

灰嶽色（5Y　7／1）粘鵡酸化鉄を多量、マンガン粒を少量含む。（48号溝㈱。

にぶい黄褐｛色（10YR　5／3淋占鵡マンガン粒を多量含む。

褐灰色（7，5YR　4／！）岸占二i：6

明黄褐色（2，5Y　6／0）シルト。マンガン粒、灰白色砂を多量含む。

黄灰色（2．5Y　6／Dシルト。酸化鉄を多量含む。

黄褐色（2，5Y　5／3）粘ニヒ。マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

にぶい黄色（2．5Y　6／4）粘土，マンガン粒を多量含む。

灰白色（7，5Y　7／2）粘土、上層は帯状に炭化物層。

灰色（7．5Y　5／D粘島酸化鉄、炭化物を多量含む。

0
！
2
3
4
5
6
7

互
豊
．
1
1
1
1
1
1

灰色IN　6／0）粘土，マンガン粒、酸化鉄炭化物を多簸含む。

灰黄褐色（10膿4／2）粘鵡マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

黒色（10YR　2／1＞粘土，炭化物層。

灰色（10Y　6／1）粘土、マンガン粒、酸化鉄を多最含む。

暗灰黄色（2，5Y　5／2）シルト。マンガン粒を多蚤、炭化物を少璽含む。

にぶい黄色（2，5Y　6／4）シルト。マンガン粒を少齢む，

灰黄褐色（10YR　5／2）シルト。マンガン粒を多貴禽む。

暗灰色（N3／0）粘土。マンガン粒、酸化鉄を多簸、巖化物を少量含む。

第119図 B区1号不明遺構
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V　B区の遺構と遺物

　　　　讃

2

π＼
：
3

＼

＼

＼

欝　　止

　煎

5

筋 6

7

4

一砂

10

↓

8

◎》。 0　　　　　　　　　　　100m

ヒ＝＝＝；一ゴ1　：4

第壌20図　B区1号不明遺構出土遺物

含む灰黄褐色粘土層（第11層）が堆積している。

　遺物は、北西隅から、土師器高杯（2

中し、中央付近からは、土師器高杯（1）

ら出土している。

・3）、甕（4・7）、甑（8）、磨石（11）と集

、増（9＞、鉄鎌（10）等が、いずれも覆土中か

一205一



第59表　B区壌号不明遺構出土遺物観察表（第壌20図）

鐘α 器　種 ロ径 器高 底径 月台　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

灘；募

@残落
土師矯・高杯 （23．6＞ G3．0） 侮7） ②①⑥④③ ② にぶい黄鐙 1μ

脚部穿孔（3孔2段）。脚内葡天井部搬頭によるナデツケの

ｼ全面ナデ。脚内面以外朱塗。

灘 土師器・高杯 15．4 10．8 10．3 ①②③⑥④ ② にぶい榿 一部欠
杯口縁部横ナデ、体部外面ナデ、内面指頭によるナデ、底

ﾊ押圧、脚部全面ナデ。
講脇；：ド鞭’〆

土師器・高杯 15．6 10．5 10．7 ①②③⑥④ ② にぶい榿 一部欠 全面ナデ。脚裾内面のみヘラナデ，
撲
「
嘘
翌
ン

雛

土師器・甕 15．3 31．4 7．1 ①②④⑥③ ② にぶい榿 完形
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、上位の大部分にナデが加

墲驕A下位煤付着。内面ナデ、下位炭化物付着。二次加熱。

5 土師器・甕 （17．8）

一 　
①②⑥④③ ② 浅黄 口縁部1／4

外面口縁部ヘラナデ、胴部ケズリ、一部ナデが加わる。内面ロ縁

買wラナデ、肩部木口状工翼によるナデ、中位横のナデ。

灘
i漕

～

土師器・甕 （16，0）

一 ②④①⑥③ ② 浅黄 上位1！3

外面口縁部木口状工具によるナデ、胴部ナデ、全面吸炭、

ﾔ色化、剥離した部分多い。内面木口状工具によるナデ、

ｺ位ケズ夢、一部吸炭、二次綴熱。

ア 土麟器・甕 『 一　　　　45 ⑥①②③ ② にぶい榿 底部のみ 外面ナデヅケ、煤材着。内面ナデ、申位炭化物轡着。

土藩曝・甑 24．6 29．C　　　8，5 ② 浅黄 ほぼ完形

灘 ＝ヒ師器・瑠 〈圭⑱ （5．6） （4．o＞ ①⑥②④③ ② 燈 圭／3
外轟ナデの後霞縁～括れ部にかけてミガキ、籔部周辺ケズ

梶B内面ナデの後口縁体部中位、域嶽の三ヶ勝にミガキ。

隻ξ醤冷
鉄鎌 長さ　一　　編2，3　厚さ一

一

．認｝ 磨石 長さ　10、5　編8．6　厚：さ4．3
一
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M　C区の遺構と遺物

IV C区の遺構と遺物

　　　　　C区において、平成14年度・第5次調査で検出された遺構は、住居跡が57軒、畠跡

　　　　が2ブロック、土坑40基、井戸側！基、1号溝跡である。遺構の分布は、B区に接する調

　　　　査区東半地域では密な分布をみせるものの、西は地域では疎となる。本調査区より西側への

　　　　遺構の拡がりは、薄いものと思われる（第！21図）。

1　住居跡

　住居跡は、28号から83号の56軒が検出されている。また、S－19グリッドでは、炭化

物とともに、遺物の集中がみられた。遺構の様相は不明であるが、住居跡であった可能性

もあるため、一応この項でとりあげることとする（84号・本学を加えて57軒となる）。分

布状況は、特にB区に接する北東隅区域では、全ての住居跡が重複し、密な状況を呈して

いる。また、B区に接する東側中・南部区域では、住居跡数は多いものの、重複している

住居跡は少ない。さらに西の地域では、住居序数そのものが減少している。おおよそ、本

調査区をもって、住居跡群の西限となるものと思われる。

28号住居跡　　E－12グリッドに位置する。第二確認面からの検出である。

（第122図＞　　29号住居跡を切断しているが、31号住居跡及び16号下智に切断されている。

　　　　　　　北辺6，30m、野辺6．05m、官辺！．30＋αm、野辺2。65＋αmを計る。各角が直角を

　　　　　　成さず、北辺が大きく膨らみ、さらに東西両辺が南側で狭まる様相を呈することから、

　　　　　　不整形ではあるが、北辺を底辺とした台形を基本としていると思われる。主軸方位は、

　　　　　　N－15．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、40cm前後で

　　　　　　ある。床面は、わずかに凹凸がみられるものの安定している。床面上にピヅト、等等は

　　　　　　検出されていない。

　　　　　　　覆土は、酸化鉄・マンガン粒を含むオリーブ褐色シルト層である。

　　　　　　　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

29号住居跡　　E－12グリッドに位置し、北側は調査区外に及んでいる。第二確認面からの検出であ

（第123図）　る。

　　　　　　　28号・31号両住居跡及び！6号畠跡に切断され、30号住居跡に上面を削平されている。

　　　　　　　いずれの辺も計測不能であるが、現状では、北辺4．90＋αm、下辺1、20＋αm、南辺

　　　　　　0．90＋αm、西辺のみほぼ計測可能で6．40＋αmを計る。隅角が直角を成さず、東西両

　　　　　　辺が南側で狭まる様相を呈することから、不整形ではあるが、北辺を底辺とした台形を

　　　　　　基本としていると思われる。主軸方位は、N一〇σ一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、20c獄前後で

一一 Q09一一
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第122図　C区28号住居跡

ある。床面は、わずかに凹凸がみられるものの安定している。床面上にピット、炉等は

検出されていない。

　覆土は、上層が、多量の酸化鉄を含む浅黄色粘土層（第1層）であり、下層が、第1層

をブロック状に含むオリーブ黄色粘土層（第2層）である。なお、両層の問には、灰黄褐

色粘土層（第4層）の堆積している部分もみられる。

　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

30号住居跡　　E－！2グリッドに位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一確認面からの検出であ

（第124図）　る。
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VI　C区の遺構と遺物
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第壌23図　C区29号住居跡

29号住居跡及び16号畠跡の上面を削平している。

規模・形態共に不明であるが現状では、東辺1．65＋αm、南辺4．80m、西辺2。10＋α

mを計る。各角がほぼ直角を成し、下辺が北辺へと直角に連続する様相を呈することから、
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　酸化鉄を多量含む。

6　　飯色（2．5Y　5／1）＊占．鵡

　マンガン粒へ炭化物を少量

　含む。

7灰色（5Y　6／玉〉堵占島

　酸化鉄を多量、炭化物を

　少量含む。
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第124図　C区3◎号住居跡
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南辺を長辺、西辺を短辺とした長方形を呈していると思われる。長軸方位は、N－

80◎一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前後で

ある。床面は、わずかに凹凸がみられるものの、踏み固められた面もあって、安定して

いる。床面上にピット、カマド等は検出されていない。

　覆土は、上位から、少量のマンガン粒を含む肺黄褐色粘土層（第2層）、少量のマンガ

ン粒・炭化物を含む暗灰黄色粘土層（第3層〉、少量の炭化物を含む黄褐色粘土層（第4

層）、少量のマンガン粒・炭化物を含む黄灰色粘土層（第6層）、多量の酸化鉄及び少量

の炭化物を含む灰色粘土層（第7層）が堆積している。なお、第7層上には、投入土の様

相を呈する、多量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第4層）が、かなりの量堆積している。

　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

31号住居跡　　E－12からFヨ2グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第125図）　　28号・29号両住居跡を切断しているが、16号畠跡に切断されている。

　　　　　　　切断された箇所が多く、規模・形態共に不明であるが、現状では、北辺5。60＋αm、

　　　　　　東辺4．55＋αm、南辺3．80＋αm、武辺4．00mを計る。東辺を底辺とした台形を呈し

　　　　　　ていると思われる。主軸方位は、N－88．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、24cm前後で

　　　　　　ある。床面は、わずかに凹凸がみられるものの、踏み固められた面もあって、安定して

　　　　　　いる。床面上にピット、カマド等は検出されていない。
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　覆土は、上層に、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む浅黄色シルト層（第3層）、下層に、

少量のマンガン粒・酸化鉄を含む黄褐色シルト層（第4層）が堆積している。

　遺物は、床面上から、土師器高杯（！・2）、甕（3）が出土している。

第60表　C区31号住居跡出土遺物観察表（第125図）
Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調　残　存　率 備　　　　考

／ 土師器・高杯 （225＞
一 … ①㊧②⑥ ② 概 口縁部！ノ5 内癖放窮状のミガキ。内外薦大部分表面磨滅。内懸吸炭。

2 土師器・高杯 一 一 　 ④①② ② にぶい黄酒 接合部のみ
外面通しの縦ミガキ。内面ミガキ後一部ナデ。脚部内面以

O朱塗。剥落した部分が多い。

騰 土師器・甕 （9．0）

　 一　 ②③④① ② 浅黄榿 1／3
口縁部横ナデ。胴部外面横のミガキ、内面上位木口状工具

ﾌナデ、下位ナデツケ様ナデ。内面全面炭化物付蒼。

一一 Q！3…
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第126図　C区32号住居跡及び出土遺物

第61表　C区32号住居跡出土遺物観察表（第126図）

聾α 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼域1 色　　調 残　存　率 備　　　　考

外面縦の刷毛園の後一部横のナデ。内面上位斜のナデ、下位木
1 土師器・高杯 ㎝ ｝

（i3．2） ②③④① ② にぶい榿 脚部下位のみ 口状工具によるナデ。端部矩形、平坦面に刷毛冒。一部吸炭。

内面炭化物付着。

口唇部横ナデ。外面口縁～摺れ部にかけて縦、上位斜め又は
土師器・台雌 16．0

一 … ⑥②①③④ ② 榿 上位のみ 縦、下位横の刷毛目。内面口縁～括れ部横の刷毛目、胴部横の

木口状工具によるナデ。吸炭。外面煤付着。

胴部外面ナデ、内面ナデヅケ、底藏のみ横の連続鰯毛賛。内麟
3 土師器・台付甕 一 一 　 ⑥①③④ ② 明赤褐 胴底部のみ 全面吸炭。炭化物付着。二次翻熱。脚部外藤縦の嗣毛目の後縦

のケズリ様ナヂ。内面上位ナデツケ、下位横の連続刷毛目。

一214一



W　C区の遺構と遺物

32号住居跡　　F－12グリッドに位置する。第二確認面からの検出である。

（第126図）　　34号住居跡及び16号鼠跡に切断され、43号住居跡に削平されている。上面に33号住

　　　　　居跡が位置している。

　　　　　　北辺5。15rn、東辺5．45m、南辺3．35＋αm、西辺4．50＋αmを計る。各角がほぼ直

　　　　　角を成すことから、正方形に近い長方形を呈していると思われる。主軸方位は、N一
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第127図　C区33号住居跡及び出土遺物
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第62表　C区33号住居跡出土遺物観察表（第127図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　　調 残　存　率 備　　　　考

訂 土騨器・高直 一 一
㎜内h闇「

㈱
② にぶい黄榿 脚上位のみ

脚部四方透かし。杯部内面及び臓部外面磨滅した部分多い。磐

ﾊ縦のミガキ、内面ナデ。杯部内外面、脚蔀外気朱塗。

2 土師器・高杯 一一 』 　 ③⑥①④ ② 榿 接合部のみ
乙部大部分磨滅。脚部外面縦のミガキ、内面ナデツケ。杯都全

ﾊ及び脚部外面朱塗。

3 土師器・器台 （7，2＞

｝ … ⑥③①④ ② にぶい赤 上位1！5
受台部外面ナデ、内面口唇部ナデ、底面ミガキ。接合部外面縦

ﾌ麟毛目、内諭ナデ。全癒朱塗。

尋 土師器・三三甕 　 一
9．o ①②③④ ② 明赤褐 台部のみ 底面吸炭、外衝縦、内面横の麟毛冒。二次燦熱。

護』 土師器・台付椀 16．0
一 …闇 ⑥①②③④ ② 榿 上位3／4

外面口唇部～括れ部縦、胴部上位横の刷毛凶、口唇部横ナデ。

燒ﾊ口縁部～括れ部（一部肩まで）横の刷毛麟、胴部横のナデ。

O面一部炭化物付着。二次撫熱。

懸 砥石 長さ19，6　編9．0厚さ7，2　璽さ重β80g …

⑦ 鉄淳 写輿のみにて未計測 一

81 砥石 長17．1繍6，1厚さ6．2　重さ更，083g 『

14．一Wを示す。

　壁は、床上5c鐙程が残存しているのみであり詳細は不明である。床面は、わずかに凹凸

がみられるものの安定している。床面上に、ピットは検出されていない。

　炉は、中央と北壁の中間に設置されている。卵形を呈し、径40×30cmを計る。

　覆土は、少量のマンガン粒・炭化物を含む浅黄色シルト層が堆積している。

　遺物は、土師器台病状i（！～3）、礫等が出土している。

33号住居跡

（第127図）

　F－12・13からG－12・13グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検で

ある。

　34号・43号・48住居跡を削平しており、下面に32号住居跡が位置する。

　北東辺6．30m、南東辺6，90m、南．西辺6．25m、北西辺6．65mを計る。各氏がほぼ直

角を成し、正方形を呈する。主軸方位は、N－60．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、27cm前後で

ある。床面は、わずかに凹凸がみられるものの、踏み固められた面もあって、安定して

いる。床面上に、ピットは検出されていない。

　炉は、中央と北西壁の中間、やや壁寄りに設置されている。洋梨形を呈し、長さ75c田、

球審は径45cmを計る。焼土の厚さは、1cm以下である。

　覆土は、上層には、マンガン粒・炭化物・褐灰色粘土粒を含む黄褐色粘土層（第1層）、

下層には、マンガン粒・炭化物・焼土・褐灰色粘土粒を含む黄褐色粘土層（第2層〉が

堆積している。

　遺物は、炉脇から、土師器台杯甕（4・5）、砥石と思われるが擦痕の不明瞭な礫（6）

が、また東隅からは、土師器高杯（1・2）、器台（3）、礫（7）等が出土している。

第63表　C区34号住居跡出土遺物観察表（第128図）

Nα 器　種　　　口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

／
土騰甕1｛22．5＞

｝
…國國L ①⑥③④ ② 浅虚日

山師一藻

ﾌみ

口縁外灘酒の織丁丁の後一部ナデ、懸れ～葭簾横の鰯毛
ﾚ。口縁内面水拭き。内外面面吸炭。
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VI　C区の遺構と遺物

34号住居跡　　F－12・13からG－12・13グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第128図）　　32号住居跡を切断しているが、48号住居跡及び68号土坑に切断されている。また、

　　　　　33号住居跡に削平されている。

　　　　　　北東辺5．50m、南東辺7．82m、南西辺6，15m、北西辺6．65mを計る。各辺長が異な

〉

鴛
憲 48羅跡／

B・

～

8・

32号住居跡

㍗

34号住居跡

68号土坑

’α

一B賢

映　礎魯蹴籍隷墜レ㌶灘繕露
　　1灘器61燐島焼土髄多動
　　　5　膀灰色（N3／0＞粘義焼土粒を少量愈む。

C

・
〉
．

・8’

m…

ｺ

20

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1：4

　　　　第128図　C区34号住居跡、68号土坑及び34号住居跡出土遺物
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り不整形であるが、南西辺に伴う角がほぼ直角を成し、長方形を基本としていると思わ

れる。主軸方位は、N－33．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、22cm前後で

ある。床面は、凹凸が激しく、踏み固められた面もなくて、不安定である。床面上に、

ピット、炉等は検出されていない。

　覆土は、上層には、多量のマンガン粒・酸化鉄を含む褐灰色粘土層（第1層）、下層に

は、多量のマンガン粒・炭化物・酸化鉄を含む灰色粘土層（第2層）が堆積している。

また北西壁下には、最下層として、青灰色粘土層（第3層〉が堆積している。

　遺物は、覆土中から、わずかに土師器甕口縁部（1）が出土したのみである。

35号住居跡　　D－！3からE－！3グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第一確認

（第129図）　面からの検出である。

◎

票3

穿5

35号住居跡土層

1　墳砂。

2　灰黄褐色（10YR　5／2）精土、マンガン粒を多量含む。

3　暗灰黄色（2．5Y　4／2）粘土、マンガン粒、炭化物を少量含む。

4　黄褐色（2，5Y　5／4）粘土、マンガン粒、炭化物を少量含む。

5　灰色（5Y　6／1）粘ニヒ。酸化鉄を多量含む。

　9
ρ
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　　　　　　　　　　　　　　　第129図　C区35号住居跡及び出土遺物

第64表　C区35号住居跡出土遺物観察表（第129図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・杯 （13，5）

一 『 ③①② ② 榿 ！／3 全面にナデが加わる。

2 土師器・甕 （25，8＞

一 『 ③⑥①④ ② にぶい榿 口縁部1／5のみ 一部吸炭。

3 土師器・甕 （22，4）

一 ｝ ⑥③①④ ② 榿 日縁部1／5のみ
外面口縁～肩部にかけて縦刷毛［ヨ後口唇部横ナデ。内面磨滅し

ﾄおり詳細不明、横刷毛目の痕跡。

4 土師器・台付甕 一 『
（9、5） ③②① ② にぶい榿

脚部1／4

ﾌみ

全体に磨滅し整形不詳であるが外面縦、内面裾横の盲断目、上

ﾊナデツケ。

5 環状土製品 （17，2） 2．0 （18，2） ③①②⑥④ ② 明赤褐 ！／7

6 羽口 一 一
（83） ②①③④ ② 褐灰 ！／2
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W　C区の遺構と遺物

　36号・37号両住居跡を削平している。また、下位には16号畠跡が位置している。

　四隅部が検出されたのみであり、規模・形態共に不明である。現状では、南東辺・南

西辺共に4，00＋αmを計る。角が直角を成し、正方形を基本とした形態を呈するものと

思われる。

　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前後で

ある。床面は、やや凹凸がみられるものの、安定している。床面上に、ピット等は検畠

されていない。

　カマドも検出されていない。

　覆土は、上層から、多量のマンガン粒を含む灰黄褐色粘土層（第2層）、少量のマンガ

ン粒・炭化物を含む里門黄色粘土層（第3層）、少量のマンガン粒・炭化物を含む黄褐色

粘土層（第4層）、壁際には多量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第5層）が堆積している。

　遺物は、第4層中から土師器杯（1）、甕（2）、環状土製品（5）、羽口（6）が出土

し、第3層中からは、土師器納杯甕（3・4）が出土している。

36号住居跡　　D－13からE－13グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。第二確認

（第130図）　面からの検出である。

　　　　　　　37号住居跡に切断され、35号住居跡に削平されている。16号畠跡との重複関係は、

　　　　　　つかめていない。

　　　　　　　北東辺2、75＋αm、南東辺4．90m、南西辺2．50mを計る。南東辺に伴う角が直角を成

　　　　　　さないため、不整形であると言わざるを得ない。北東辺軸方位は、N－270－Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、18cm前後で

　　　　　　ある。床面は、凹凸が激しく、踏み固められた面もなくて、不安定である。床面上に、

　　　　　　ピット、炉等は検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上層には、多量のマンガン粒・酸化鉄を含む灰黄褐色粘土層（第5層）、下層

　　　　　　には、少量のマンガン粒・炭化物・酸化鉄を含む灰色粘土層（第6層〉が堆積している。

　　　　　　　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

37号住居跡　　D－13・14からE－13・14グリッドに亘って位置し、北側は調査区外に及んでいる。

（第130図）　第二確認面からの検出である。

　　　　　　　36号・38号両住居跡を切断しているが、35号住居跡に削平されている。

　　　　　　　東辺2．20＋αm、南辺7．08rn、南西辺4．05mを計る。南辺に伴う角がほぼ直角を成すた

　　　　　　め、方形を基本とした形態を呈するものと思われる。東辺の軸方位はN－10．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、25c紐前後で

　　　　　　ある。床面は、凹凸が激しく、南に傾斜するなど、不安定である。床面上に、ピット、

　　　　　　炉等は検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物含むにぶい黄褐色粘土層（第

　　　　　　1層目、少量のマンガン粒を含む浅黄色シルト層（第2層）、少量のマンガン粒・炭化物
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を含む黄褐色シルト層（第3層）、壁際に最下層として、少量の酸化鉄を含む灰色粘土

（第4層）が堆積している。

　遺物は、第3層申から、土師器台付甕（1

した木材が出土している。

・2）が出土し、西壁下の床面上には、炭化

飾

黛
怒漣

さ
ミ

鯵
／ノ

ア

調査区外

一ミ多

37号住居跡

あ
、

総評畠跡

！
！

　　　38号住居跡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36号住居跡

Aり”　一 @　　　　　　　　 36矧蜀　　一・A，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　灰色（5Y　6／i）粘性酸化銑マンガン紘炭化物を少量含む。

　　　　　　　　　　　第130図　C区36号・37号住居跡及び37号住居跡出土遺物

第65表　C区37号住居跡出土遺物観察表（第130図）

恥， 器　種 口径 器高 底径： 胎　± 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 上師器・甕 （17、4）

一 『 ①⑥④ ② 榿 囎部1／6のみ 表面大部分磨滅。内外面圃毛目。

2 土師器・台付甕 …一帽

『
11．5 ②①③④⑤ ② 赤榿 脚部のみ

外面胴部下位から括れ部にかけて縦の刷毛目。脚部縦の刷

ﾑ目の後ナデ。内面脚部横の刷毛囲。胴底部木口上による

iデツケ。吸炭。二次加熱。
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W　C区の遺構と遺物

38号住居跡　　D－14からE－14グリッドに亘って位置する。北隅は調査区外に及んでいる。第二確

（第！3！図）　認面からの検出である。

　　　　　　37号住居跡に切断されている

　　　　　　北東辺1．10＋αm、南東辺5．35m、南西辺6．62m、北西辺5．05＋αmを計る。角が

　　　　　　直角を成さず、北東辺・南西辺の長さが異なるため、南西辺を底辺とした台形を呈する

㍗ キ

…
4
＞
－

B

B

38号住居跡

＼

調査区外

・B’

＼

、

、
／

　
　
　
／

38号住居跡

37号住屡跡

＼

鮎．

・
≧

1

　　　・B，
37号住居跡

／　褐灰色（10YR　4／D粘虹

　酸化鉄、マンガン粒を

　多量、炭化物を少量含む。

2　黄褐色（2，5Y　5／4＞粘鵡

　酸化鉄、マンガン粒を

　少量含む。

多　　2

笏 0　　　　　　 し＝＝・27．800n鳥　　　　　　2　m

ヒ＝＝＝＝一1：6◎

　　　　2 　　　　　　3

懲響
　　　　　4

　　5

薫＝一～7
　　　　　　　　　　　　6

0　　　　　　　　　　　1Qc目ユ

ーヨ「：4

第81図　C区38号住居跡及び出土遺物
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第66表　C区38号住居跡出土遺物観察表（第131図）

翼α 器　種 臼径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

墨 土師器・器台 一｝ 一
（8，7） ②④①③ ② 榿 台蔀u5

外面縦の禰毛類、裾藻横のナデが加わる。全癖朱塗。内面縦の

iデツケ、裾漏斗のナデ。

2 土師器・台付甕 （12、5）

一 一 ②③④⑥ ② 浅黄榿 口縁部U5
外面大部分表面剥落、残存部横のナデ、煤付着。内面括れ指頭によるナデ

cケの後、口縁部から横のナデ。胴部縦横のナデ、炭化物付着、二次加熱。

3 土師器・台付甕 「… Q ｝
（8．5） ①③④② ② にぶい榿 三部1／3 外面縦の刷毛目の後ナデ。内面上位ナデツケ、下位横のナデ。金面吸炭。

4 土師器・浅鉢 （18、O）

『 一 ④① ② オリーブ黒 口縁部116
外面口唇部斜縄文の後中位にかけて縦の刷毛目、さらに横のミ

Kキ。内薗ナデの後放射状のミガキ。黒色処理。

5 土師器・藪　i α3．6／

　 一 ⑥①④ ② にぶい鐙 上艦1／4 口縁部ナデ。綱部外灘ケズジ。内面ナデ。表面ザうつく。

6 土師器・壷　　（18．2）
一 　 ② 浅黄鐙 口縁切圭／8 外面ナデ、一部指頭による押圧。内面ナデ、括れ部横のミガキ様ナデ。

と思われる。主軸方位は、N－64．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、i6c憩前後で

ある。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定している。床面上に、ピット、

三等は検出されていない。

　覆土は、上層には、多量のマンガン粒・酸化鉄及び少量の炭化物を含む褐灰色粘土層

（第1層）、下層には、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む黄褐色粘土層（第2層）が堆積

している。

　遺物は、床面上から、土師器器台（！）、台付甕（2・3）、外面の口唇部に縄文を施

し、黒色処理された浅鉢（4）、壷（5・6）が出土し、東隅の床面上には、炭化した木

材が出土している。

39号住居跡　　C－16・17からD－16・17グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

（第132図）　である。

（第133図）　　79号土坑に切断されている。

　　　　　　　北東辺7．88m、南東辺7．65m、南西辺7．22m、北西辺6。05を計る。南西辺に伴う角

　　　　　　が直角を成し、他が直角を成さず、北西辺のみが短いため、南東辺を底辺とした台形を

　　　　　　呈するといわざるを得ない。主軸方位は、N－750－Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直的に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前後で

　　　　　　ある。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定している。床面上に、ピット、

　　　　　　炉等は検出されていない。

　　　　　　　覆土は、自然流入土と思われる土層が、上位から、多量のマンガン粒を含む灰黄褐色

　　　　　　粘土層（第1層〉、多量のマンガン粒を含む浅黄色粘土層（第2層）、多量のマンガン粒を

　　　　　　含む黄灰色粘土層（第3層）、多量のマンガン粒及び少量の酸化鉄を含むにぶい黄褐色粘

　　　　　　土層（第4層）、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第5層）

　　　　　　の5層が堆積しているが、他の10層は、入り乱れ、投入土の様相を呈している。

　　　　　　　遺物は、第5層中から、土師器高杯（／）、壷・増類（3～6）が出土している。土師

　　　　　　器杯（！）は、遺構検出時に出土したものである。
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VI　C区の遺構と遺物

㍗

G

39号住居跡

79号土坑
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肇2
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1314

笏

B rB’
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O　　　L＝＝28．300m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝＝一・1：60

・C’

1　灰黄褐色（1◎釈4／2）粘丸マンガン粒を多量含む。

2　浅黄色縦7／3）粘土，マンガン粒を多量含む。

3　黄灰色（2．5Y　6／1）粘土，マンガン粒を多量含む。

4　にぶい黄褐色（10釈4／3）粘ゴ漏マンガン粒を多鷺、酬ヒ鉄を少量含む。

5　灰色（5Y　5／1）粘土，酸化鉄を多量、マンガン粒、炭化物を少量含む。

6　灰色（5y　4／9粘島粘土ブロック、酸化鉄を多盤含む。

7　灰色（10y　5／圭）粘±』酬と鉄を多量、マンガン粒を少量含む。

8　黄灰色（a5Y　5／1）粘島酸化鉄を多量、マンガン糠を少量含む。

9　灰白色（7．5Y　7／1）粘土。酸化鉄を少量含む。

10灰色（5Y　6／1）粘土、酸化鉄を多最、炭化物を少鰻含む。

11黒褐色（2，5Y　3／2）粘土、マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

12にぶい黄色（2．5Y　6④粘土、マンガン粒を多黛、醜ヒ鉄を少量含載，

13灰色（7．5Y　4／1＞粘鉱酸化鉄、灰白色粘土を多簸に、マンガン粒、炭化物を少量含む。

14にぶい黄色（a5Y　6／4＞紬士。マンガン粒、酸化鉄を多量含軌

15浅黄色（7．5Y　7／3）粘土、粘土ブロック、酸化鉄を多量、炭化物を少鑓含む。

第132図　C区39号住居跡、79号土坑
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平壌33図　C区39号住居跡出土遺物

第67表　C区39号住居跡出土遺物観察表（第三33図）

Nq 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・杯 （13．7） （3B＞

… ①③⑥ ② 榿 U8 口縁部一部内外面炭化物付着。体部外面ケズリ様ナデ。

2 土師器・高杯 … ｝ 一 ①④③⑥ ② 浅黄榿 脚部のみ鰯欠／ 外面縦のミガキ。内面斜のケズジ。吸炭。ヘソ擾會。

3 土鯨器・壷 （2L61
一 一 ①③ ② 灰自 霞縁部U8 口縁凸帯以外朱塗。

4 土師器・壷 （9，9＞

一 … ⑥①④ ② 榿 上位1／4
口縁部横のナデ。胴部外薦縦のミガキ、内面括れ部横のナデツ

P、以下横のナデ。

5 土師器・増 817
一 ｝ ①③ ② 榿 口縁部のみ 表面剥離。

6 土師器・柑 （8，9）

一 ㎝ ①④⑥③ ② 榿 ！／3
口縁部及び胴部外面磨滅した部分が多い。この部分残存部に朱

h。全面ナデ。

40号住居跡　　C－19から1）一19グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第！34図〉　　上面に1号溝跡が位置している。

　　　　　　　北辺5．681n、一辺6．90rn、南辺5．10m、西辺6．30mを計る。下辺に伴う角が直角を

　　　　　　成さず、やや台形に近いが、基本的には長方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－

　　　　　　16．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、急傾斜を成して立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、60cm前後

　　　　　　である。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定している。床面上に、ピッ

　　　　　　　ト、炉等は検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒・酸化鉄・褐灰色粘土を含む褐色シルト層（第1

　　　　　　層）、酸化鉄及び少量のマンガン粒を含むにぶい褐色シルト層（第2層）、多量の酸化鉄、

　　　　　　少量のマンガン粒及び微量の炭化物を含む褐色粘土層（第3層）、少量の酸化鉄・マンガ

　　　　　　ン粒及び炭化物を含む褐灰色粘土層（第4層〉が堆積している。

　　　　　　　遺物は、第4層上面から、土師器甕i（1）、壷（2）が出土している。

41号住居跡

（第135図〉

（第136図）

　C－17・18からD－！7・18グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

である。

　92号～95号各土坑によって切断されている。

　北辺6．35m、東辺5。77m、南辺6．70m、西辺6．05mを計る。東西両辺が短いが、北
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W　C区の遺構と遺物
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．
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1
2
3
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褐色（10釈輔）シルト。マンガン粒、酸化鉄、褐灰色粘土を多量含む。

にぶい褐色（10YR　4／3）シルト。酸化鉄、少量のマンガン粒を含む。

褐色（10YR　6／D粘土。酸化鉄を多駄マンガン粒を少量炭化物を微最謹む，

褐灰色（1QYR　5／D粘土。酸化鉄マンガン粒を少量、炭化物を含む。

0　　　L＝28．300m

ヒ＝＝＝一1：60
2m

8・
・B’

ニー　

蝦笏

1

　　　　ゴ軸

第134図　C区40号住居跡及び出土遺物

2
0　　　　　　　　　　　10cm

一＝ゴ「：4

第68表　C区40号住居跡出土遺物観察表（第134図）

鐸α 器　種 霞径 器高 底径 胎　土 焼成 魚　調 残　存　率 備　　　考

美 土師器・獲 （11．1＞

一 一 ②③①④ ② 鐙 1／3 内外面ナデ，、内面底部放射状ナデッケ。吸炭。二次加熱。

藩 土師器・壷 〈i7．8）
一國一

一 ⑥①②④ ② 鐙 上部1／2

内面口縁下位横の刷毛目、上位横のナデ、胴部横のナデ。

O面口縁横のナデ、葺唇矩形に造り出す。胴部上位斜、申

ﾊ縦の翻毛騒、磨滅した部分多い。
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M　C区の遺構と遺物

辺が脹らみをもっため、ほぼ正方形を呈すると様に思われる。主軸方位は、N－5⇔一E

を示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、72cm前後であ

る。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定している。床面上に、ピット、

炉等は検出されていない。

　覆土は、上位から、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む暗灰黄色粘土層（第1層）、灰色

粘土層（第2層）、少量のマンガン粒・酸化鉄を含む灰白色粘土層（第3層〉、少量の酸化

鉄・マンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第4層）、少量の酸化鉄・マンガン粒・炭化

物を含む浅黄色粘土層（第5層）が堆積している。

　遺物は、第2層上面から、土師器高熱G）、台付甕（2）、壷・増類（3～6）が出

土している。また、北東隅の床面上から、炭化した木材が出土している。

一
う

鷲喰

鮫勲多
2

3
　　チ
ダ　　　購

4
ゆ

0　　　　　　　　　　　10cm

」

｝
「
　

　　　　　　　　　　　　　　　（力

第136図　C区41号住居跡出土遺物

5

第69表　C区41号住居跡出土遺物観察表（第壌36図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・高杯 （17．9）

一
（14．0） ①②③④ ② 榿 1／3

杯部全面横のナデ。脚部外面縦、裾部横のナデ。内面上位指頭

ﾉよるナデツケ、中位横の連続ケズリ、裾部横のナデ。吸炭。

2 土師器・台付甕 一一h 一
9．9 ②③①④⑥ ② 燈 脚部のみ 内面上位ナデツケ、中位以下横のケズリ。二次加熱，

懸
i 土師器・増 ｝ 一 　 難

② 黄鐙 賑縁蔀欠 全面ナデ。

鷺：違

土師器・増 10．6 圭1．5 26

難
② 榿 一部欠

口縁部縦横のナデ、上位横ナデにより段。腿離舛懸上位縦のナ

f、下位横のケズリ、瞳奮横のナデ。

薮 土師器・増 10．2 9．8 2．7 ③⑥①②④ ② 浅黄榿 一部欠
ロ縁部横ナデ。胴部外面縦のナデ、底辺部斜のケズワ、剥離し

ｽ部分多い。内劉上位ナデ、底部ナデツケ。

鑛
土師器・柑 8．1 9．7 4．3 ①②④③ ② 榿 一部欠

外面口縁横のナデ、播れ部～肩縦の嗣毛目の後全面ナデ。内面

№齦拍繹ﾊ横の刷毛目、胴部上位ナデ、下位ナデツケ。一部吸

Y。内面炭化物付着。

42号住居跡

（第137図）

（第138図）

E－13グリッドに位置する。第一確認面からの検出である。

43号・44号両住居跡の上面を削平しているが、69号・70号両土坑に切断されている。

下面には、16号畠跡が位置している。

北辺6．05m、東辺5，52m、南辺6。！0m、西辺6．30mを計る。やや台形に近いが、基
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h
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P　　6 42号住居跡

1　灰褐色（7，5YR　4／2）粘血マンガン粒を多蚤炭化物を

　少量含む、

2　灰黄褐色（10駅4／2）粘土，マンガン粒を少量に含む、

3　にぶい黄褐色（10YR　5／3）粘土。マンガン粒を多量、

　焼土粒を少量含む。

4　にぶい黄褐色（／0YR　5／3）粘土。マンガン粒、焼土粒を

　多量含む』

5　暗赤褐色（25YR　3／2）焼土層。

6　暗灰色（N3／0）灰層。

7　灰色（N5／0）粘土。酸化鉄を多量、帯状にマンガン粒、

　火LI」灰？を少量含む。

8　灰色（N5／0）粘土、酸化鉄を多量灰白色粘土プロッ久

　マンガン粒を少量含む。
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第137図　C区42号住居跡、69号・70号土坑及び42号住居跡出土遺物（1）
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VI　C区の遺構と遺物

本的には正方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－97．一氾を示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、28cm前後であ

る。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定しているが、壁際はわずかに窪む

様相を呈している。ピヅトは、カマド右（南）脇に1ヶ所、さらにその南側に2ヶ所、計

3ヶ所に穿たれている。カマド二三ピットは、やや崩れた円形を呈し、92×85c組、深さ

！4c難を計る。東壁は、竪穴の東壁に直結している。貯蔵穴と思われる。南側の2ピットは、

共にやや崩れた円形を呈し、東が32×25cm、深さ5cm、西が50×40cm、深さ5cmを計る。

　カマドは、東壁中央から北東隅寄りに設置されている。袖は、竪穴内に作り付けられ、

長さは、左（北）が78cm、右（南）が80Cmを計る。左遷内面は、竪穴壁に対して斜めに築

かれ、仁義内面も、奥行き40c穣の範囲で、これに平行させている。半々問も40c穣を計る

ため、平面矩形を呈する。この最奥部中央に礫が立てられ、支脚とされている。支脚よ

り前面は火床となり、支脚より奥は、燃焼部となる。左袖はそのまま直線を成すが、右

脳が内側に曲折し、奥部の幅が20cm（奥行き50cm）と半減するため、燃焼部の平面形は、

台形を成すこととなる。火床の底面及び燃焼部の底面・奥意は、厚さ3cm程の焼土面が

連続している。燃焼部の潮回は、竪穴壁の下部を切り残し、高さ10c穣の段を成して、煙

道部へ移行する。煙道部の底面はわずかに傾斜をもち、奥健民で急に立ち上がる。奥行

きは60cmを計る。幅は、徐々に狭め、難壁部で鋭角的に閉じている。

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む灰褐色粘土層（第ユ層）、

下層が、少量のマンガン粒を含む灰黄褐色粘土層（第2層）が堆積している。

　遺物は、竪穴東半部分に集中して出土している。カマド内櫓脚礫の前面から土師器甕

（10）、カマド前から土師器甕（7～9）、カマド総理から土師器杯（5）及び甕（8＞の一

部、貯蔵穴内から土師器杯（2・4）、甕（ll）、甑（12）、貯蔵穴上の竪穴東壁に刺さった

状態で滑石製模造品（双孔・16）、貯蔵穴西脇からは土師器杯（！・3）、竪穴南東隅では

土師器甕（12）、羽口（14＞、竪穴北壁下北東隅寄りからはガラス製臼玉（15）が、貯蔵穴

以外、全て床面直上から出土している。また蝉騒（14）は、49号住居跡出土破片と接含さ

れている。

第70表　C区42号住居跡出土遺物観察表（第137・138図）

醤0． 器　種 戸〆 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

圭 土師器・杯 （12，1＞ 48 ｝ 鵬
② 榿 1／4 旨縁部横ナデ。体部外薦ケズリの後ナデ。内癌剥離。

懇； 土師器・杯 圭5、6 7．0
…

⑥②①③ ② にぶい澄 口縁部U2 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、煤付着、赤色佑、一｛部剥離。

燒ﾊナデ、一部指頭による押圧、口唇部煤付着。二次加熱。

3 土師器・杯 （13．4） 53 ｝ ⑥①②③④ ② 明野褐 2／3 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面指によるナデ。

撚 土師器・杯 （13．0＞ 7．0
… 鵬

② 榿 3／4
口縁部横ナデ、内面煤付着、外面吸炭。体部外面ケズリ、後ナ

fが加わる、煤付着、内面ナデ。

藩 土師器・杯 12．8 6．0
『 ③②①④ ② 榿 口縁部一部欠 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ後ナデ、内面ナデ、炭化物付着。

懸 土師器・杯 13．1 4．8
一 ② 鐙 口縁部一部欠 口縁部横ナデ。体那外懸ケズリの後ナデ。内面ナデ、蠣離した部分多い。

灘 圭師器・甕 ｝6，5 27．2 ＆婆

翻
② にぶい鐙 5／6

口縁部横ナデ。胴部外繕ケズリ、部分的にナデが糠わる。内野

iデ、中・下位の接合部ケズジ、底面級炭。

土師器・甕 15．1 23．5 6．3 ⑥①②④ ② 榿 ほぼ陣形
霞縁部横ナデ。鯛部外藤ケズリ、頸部及び申位にナデが熊わる。厩部

?ﾓナデ、上げ底、中位煤付着、下位赤色化。内面ナデ。二次加熱。
鱗
憂
魯
≠ 土師器・甕 19．4

一 ｝ ⑥②③① ② 燈 上位2／3
口縁部横ナデ。胴部外面上位ナデ、一部指頭による押圧、中位

ﾈ下ケズリ、一部ナデが加わる、中位以下煤付着。内面ナデ。

癬 土師器・甕 20．8 30．3 7．2 ⑥②③④① ② にぶい榿
口縁部1／3 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、上げ底、上位下部まで煤付着。

燒ﾊナデ、上位下部に炭化物が輪状に付着。
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ヒーヨコ：2 第138図　C区42号住居跡出土遺物（2）

土騨器・甕 22．8 28護 7．7

鰍
② にぶい燈 一部欠

口縁部横ナデ。胴部誌面ケズソ、上撹の大部分、中位以下も多

ｭの国恥にナデが癩わる。声高以下高下窟。内面全体に横のナ

f、下位吸炭、剥離した孫分多い。

12 土凶器・甕 （16．1＞

一 一 蝋
② にぶい鐙 上位2／5 日縁部横ナデ。綱部内面ヘラナデ、外記ナデ。

三3 土師器・甑 一 一
（89） ② にぶい褐 下位1～4 外癖ケズリの後ナデ、煤付着。内面ナデ、円孔部横のケズジ。

蕪鷺巽

羽口
… 『

（9、2） ② 鐙・青灰 2／5

臼玉 長さ0．6　幅0，7孔径0．3 ｝ ガラス製。

鳥形模造品 長さ一　幅1．6　厚さ0，3 『
石製。

礫 長さ20．6　幅20．4　厚さ12，8　重さ6，000g
一

18 礫 長さ　19、2　幅14、8　厚さ6．5　重さ2，500g
　

ユ9 礫 長さ17．2　幅9．4厚さa1重さ1，500g 一

43号住居跡　　E－！3からF－13グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第139図）　　33号・42号両住居跡及び69号土坑に削平され、48号住居跡及びi6号畠跡に切断され

　　　　　　　ている。
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VI　C区の遺構と遺物

　北辺6。90m、東辺8，52m、南辺0．95＋αm、西辺7．56＋αmを計る。平行四辺形を

呈する。長軸方位は、N一〇．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、20cm前後であ

る。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成して、安定しているが、壁際はわずかに窪

む様相を呈している。床面に、ピットは、穿たれていない。炉も設置されていない。

　覆土は、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第1層）、壁

〉

蓮
B

㍗

桑

塑
聾

　
セ

43号住居跡

8

＼、

・B’

・B’

1　灰色（5Y　6／1＞粕義酸化鉄を多畿マンガン粒、炭化物を少量含む、

2　灰白色（5Y　7／D粘土。酸化鉄を多籔マンガン粒、炭化物を少量含む。

3　黄灰色（Z5Y　5／D粘島酸化鉄を多量、マンガン粒、炭化物を少量二戸

4　黄灰色（2．5Y　6／1）粘鵡酸化鉄、マンガン粒を少量禽む，

5　灰色（5Y　6／1）粕土。酸化鉄を多量マンガン粒を少簸含軌

　　　　　　　　　　　　　　　　第139図　C区43号住居跡
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際に、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒・炭化物を含む灰白色粘土層（第2層）が堆

積している。

　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

44号住居跡　　E－13からE－！4グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第140図）　　42号・45号両住居跡及び、70号土坑に削平されている。

　　　　　　　北辺4．95m、東辺6．90rn、南辺5．10m、西辺6．55mを計る。不整形であるが、ほぼ

　　　　　　長方形を呈する。長軸方位は、N－13Q－Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、20c鐙前後であ

　　　　　　る。床面は、ほとんど凹凸がなく水平面を成し、踏み固められた面もあって、安定して

　　　　　　いる。床面に、ピットは、穿たれていない。炉も設置されていない。

〉

B

〉

・
〉
．

一一
a’

B

1蔑欝羅野占藩謬讃天網炭鰻少動
3　灰色（7．5Y　5／圭〉粘島酸化鉄、マンガン粒、炭化物を少童含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　第140図 C区44号住居跡

B

0　　　　L鷲27．8◎Orれ　　　2m

一崖：60

一… Q32一



VI　C区の遺構と遺物

　覆土は、上層が、多量のマンガン粒を含む黄褐色粘土層（第1層）、多量の酸化鉄及び

少量のマンガン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第2層）、壁際に、少量の酸化鉄・マンガ

ン粒・炭化物を含む灰色粘土層（第3層）が堆積している。

　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

45号住居跡　　E－13からE－14グリッドに亘って位置する。第一確認面からの検出である。

（第141図）　　44号住居跡を削平している。

　　　　　　　北辺5，30m、四辺440m、南辺5、40m、西辺4．20mを計る。やや不整形であるが、

　　　　　　ほぼ長方形を呈する。主軸方位は、N－84．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、30c憩前後であ

　　　　　　る。床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　　　　　　　ピットは、カマド魚油とその申央寄りの2ヶ所に穿たれている。カマド脇ピットは、隅

　　　　　　円方形を呈し、径66×56cm、深さ15cmを計る。貯蔵穴と思われる。中央寄りピットは、

　　　　　　鳥路方形を呈し、径38×35cm、深さ23cmを計る。

　　　　　　　カマドは、東壁申央に設けられている。袖は、竪穴内に作り付けられ、長さは、左右

　　　　　　共に85cmを計る。袖は、竪穴壁に対して直角に築かれ、奥行き55cmの範囲で、両袖は

　　　　　　50～55c搬の幅でほぼ平行している。この間、平面矩形を呈する。この奥は、徐々に幅を

　　　　　　狭め、壁部分では、幅30cm（奥行き30cm）となる。斜壁の前面中央には、焼土塊（第

　　　　　　13層）上に土師器杯（〉が被せられ、支脚とされている。この支脚より前面が火床とな

　　　　　　り、前脚より奥は、燃焼部となっていたと思われる。しかし、火床の底面及び燃焼部の

　　　　　　底面・奥壁は、厚さ3～4cm程の焼土面が連続しており、この区別は明確ではない。火

　　　　　　床の焼土は、袖前面よりさらに35鐡程、竪穴内に張り出す。燃焼部の磁壁は、竪穴壁の

　　　　　　下部を切り残し、高さ22cmの段を成して、煙道部へ移行する。煙道部の底面はわずかに

　　　　　　傾斜をもち、奥魚病では径20c墨の範囲で窪みをもつ。奥行きは103c穣を計る。編は、

　　　　　　徐々に狭め、直壁部で丸く閉じている。

　　　　　　　覆土は、上層が、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄色粘土層（第1層）、

　　　　　　多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む灰黄褐色粘土層（第2層）、壁際に、多量の酸

　　　　　　化鉄及び少量のマンガン粒を含む灰色粘土層（第4層）が堆積している。

　　　　　　　遺物は、カマド周囲に集中して土師器杯が5点出土している。勲功として利用された

　　　　　　（3）、カマド脇から貯蔵穴に落ちかけた状態の（！）、カマドと貯蔵穴の間からの（2・

　　　　　　4・5）である。その他、土師器甕（6＞、砥石（7＞、礫（9・1σ〉等が出土している。

46号住居跡

（第！42図）

　E－17からF－17グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　47号住居跡を切断している。

　北辺5．65m、東洋5．60m、南辺5．50m、西辺5．95mを計る。やや不整形であるが、

ほぼ平行四辺形を呈する。主軸方位は、N－14◎一Eを示す。

　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、50cm前後である。
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！　にぶい黄亀〈2。5Y　6／4）粘土，マンガン粒を

　多盤、炭化物を少灘含む，

2　灰黄褐亀（鱒駅4／2＞粘土，マンガン粒を多量、

　炭化物を少縫含む。

3　黄灰猛（a5Y　6／1＞粘島酸化鉄を多量含む。

4　灰色（7、5Y　6／！＞織島酸化鉄を多量マン

　ガン粒を少黛含む。

5　灰色（7、5Y6／／）粘土』酸化鉄、マンガン粒を

　少塁含む。

6　灰黄褐色（10臓5／2）粘土、マンガン粒、焼土

　粒を多最、炭化物を少量含む。

7　黄褐魚（2．5Y5／4）粘土マンガン粒、焼土粒、

　炭化物を少最禽む。

8　にぶい黄色（2．5Y　6／3）粘土。マンガン粒：、

　焼ヒ粒を少最含む。

9灰黄褐色（2、5Y4／2）粘五焼土粒、炭化物を

　少齢む，
10　　明赤掲色（5YR　5／8）火尭曙。

11隅灰色（N3／0）灰層。焼土粒を多量含む。

12　にぶい黄色（2，5Y　6／4）粘土，マンガン粒、

　燦化物、焼土粒を少量含む。
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W　C区の遺構と遺物

第71表　C区45号住居跡出土遺物観察表（第141図）

蔑α 器　種 口径　　器高 底径 胎　土 蜘戎 色　調 残　存　率 備　　　考

繁 土師器・盤 12．O 6．0 6．0 ⑥①②③④ ② 榿 一部欠 全体に表面磨滅。韮
1
灘 土師器・杯 （14．0＞

一 ㎝
②①③⑥④ ② にぶい概 1／2 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ、内面ナヂ。外面底部以外朱塗。

誠
4

土師器・杯 （13、0） 5．5
㎜

⑥①②④ ② 鐙 口縁部1／2欠
口縁部横ナデ。体部外面磨滅、ケズリ痕。内面回転のナデ、底

｡指頭による押圧。棒部内面煤付着。

土懇懇・杯 （15．o）

皿 一 ② 榿 1／2 表面磨滅。

5 土師器・杯 （12、3）

一 ｝
①②③⑥④ ② 榿 1！2 口縁部横ナデ。体部内外面共ナデ、内面底部詣頭による押型。

6 土師器・甕 （12、0＞

一
（6、0） ⑥②①③④ ② にぶい橿 胴一部欠1／3

口縁部横ナデ。胴都外面～底部ケズリ、属部にはナデが加わ

驕A煤付着、赤色化。内面ナデ、炭化物付着。二次加熱。

砥石 長さ　12．6　幅5，2　厚：さ3涯 一
4面使用。

麟 砥石 長さ＆8　編蓬．7　厚さ3．9 一 4面便鳳

9 編物石 長さ14．3編5、0厚さ3．5重さ420g …

10 編物石 長さ16、5　幅5．1厚さ3，1璽さ400g ｝

〉 〉

㍉

B・

46号住居跡

映

・B’

47号住居跡

B

且犀

暁

・B’

46号住居跡土層

1灰黄揚危（10膿4／2）粘土6マンガン粒を多量含覗

2　黄灰色（2．5Y　6／1＞粘土。酸化鉄を少量含む。

3　灰色（5Y　6／圭〉粘士。酸化鉄を少黛念む。

4　灰色（5Y　6／1）粘土，酸化鉄炭化物を少量含む。

5　灰白色（N4／0）粘土ブロック。
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第三42図　C区46号住居跡及び出土遺物
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47号住居跡土層

85暑土坑 84号止坑

47号像居跡

1　黄褐色（10YR　5／6）シルト。マンガン粒を多量、浅黄燈色（10駅8／4）

　シルト小ブロックを微量含む。

2　榿色（7．5YR　6／6）粘七酸化鉄粒を多量含む。

3　黄灰色（2．5Y　6／1）粘九炭化物粒を少鼠マンガン粒を微簸含む。

4　灰黄色（2．5Y　6／2）粘九炭化物粒を微量含む。
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一遷：60第143図　C区47号住居跡、84号・85号土坑
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VI　C区の遺構と遺物

第72表　C区46号住居跡出土遺物観察表（第142図）

撫 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土緬器・甕 （12．21

一 一 熊
② 燈 口縁部！！8

全繭横のナデ（ケズリ様であり砂礫移動），外面及び口縁の一

博體h。

床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピット、炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒を含むにぶい灰黄褐色粘土層（第1層）、少量の

酸化鉄を含む黄灰色粘土層（第2層）、少量の酸化鉄を含む灰色粘土層（第3層〉が堆積

し、壁際には最下層として、酸化鉄及び少量の炭化物を含む灰色粘土がみられる。また、

第3層上には、灰白色粘土ブロックがみられる部分もある。

　遺物は、土師器甕（1）が出土したのみである。

47号住居跡

（剃43図）

（第144図〉

　E－18からF－17・18回目ッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　46号住居跡及び84号・85号両土坑に切断されている。

　北辺6．18m、野辺6．80m、野辺7、05m、西辺7．45mを計る。やや不整形であるが、ほ

ぼ正方形を基本とした形態を呈すると思われる。西辺の軸方位は、N－！4．一Eを示す。

　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、60c組前後である。

床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピット、炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び微量の浅黄榿色シルト小ブロックを含む黄

褐色シルト層（第1層）、多量の酸化鉄を含む橿色粘土層（第2層）、少量の炭化物及び微

量のマンガン粒を含む黄灰色粘土層（第3層）、微量の炭化物を含む灰黄色粘土層（第4

層）が堆積している。

　遺物は、第3層および第4層中から、土師器高杯（1）、甕（2・3）が出土している。

48号住居跡　　F－！2・13からG－12・13グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第145図）　　34号・43号両住居跡を切断しているが、33号・51号両住居跡に削平されている。ま
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第十4図

　　48－2

C区47号・48号住居跡出土遺物
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第73表　C区47号住居跡出土遺物観察表（第144図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土舗器・高杯 ｝ 』
（10．2＞ ⑥①②③④ ② 燈 脚郷1／3のみ

杯部底面ナデ。外面縦のミガキ、蓑面剥離した部分多い。内面

iデ。

2 土師器・甕 （19、6）

｝ … ②①⑥④ ② 榿 口縁部1／6
外面縦の三毛濤。内面口凸部横のナデ、括れ部横の木口学歴輿

ﾉよるナデ。胴部内面ナデ、一部炭化物付着。二次加熱。

3 土師器・甕 （16，3）

一 … ②①④③⑥ ② 概 上位1／8
口縁部～括れ部横のナデ。胴部外面ナデ、内面ケズリ様ナデ。

w縁及び胴部外薗煤付着。二次加熱。

第74表　C区48号住居跡出土遺物観察表（第144図）

NQ 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

購：

ｮ
土師器・器台 一 ｝

8．6

灘
② 赤 脚部のみ

外面縦のミガキ。内面受三部横のミガキ、脚部横のナデ。外面

yび受台部内面朱塗。

懸
汐
鱈
・
冨

土師器・小型壷　　一 一
4．5 ⑥②④① ② 檀

1／2

乱O部欠）

外面頸部及び飼部横のミガキ、括れ部横のナデ。内面全面ナ

f。胴部中位穿孔後外面より閉塞、底部との境に穿孔。

（第属4図）　た、上面には、49号住居跡が位置している。

　　　　　　　北辺6，82m、東辺5．40m、南辺7。75m、西辺7，15mを計る。南辺が屈曲し、不整5

　　　　　　角形を呈すると思われる。西辺の軸方位は、N－20．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、50cm前後である。

　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　　　　　　　ピット、炉等は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上層が、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒・炭化物を含む黄灰色粘土層

　　　　　　（第2層）、下層が、少量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄灰色粘土層（第3層）が堆積して

　　　　　　いる。また壁際には、最下層として、多量の酸化鉄及び少量のマンガン粒を含む灰色粘

　　　　　　土層（第4層〉が堆積している部分もみられる。

　　　　　　　遺物は、第3層中から、土師器器台（！）、小型壷（2）が出土している。

49号住居跡　　F－13・14からG－！3・14グリッドに亘って位置する。第一確認面からの検出である。

（第！46図）　　48号・50号・51号各住居跡を削平しているが、71号土坑によって削平され、北辺中

（第147図）　央から東辺東隅寄りにかけては、撹乱坑によって切断されている。

（第148図）　　北辺6。22m、東回8。90m、南辺6．46m、西辺6．50穣を計る。北辺が脹らみをもった

　　　　　　め、不整であるが、長方形を呈する。主軸方位は、N－80．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、25cm前後である。

　　　　　　　床面は、踏み固められた面もあって、安定しているが、やや凹凸が多く、西に向けて

　　　　　　傾傾斜している。

　　　　　　　ピットは、カマド右（南）に穿たれている。隅円方形を呈し、径72×75cm、深さ6！

　　　　　　cmを計る。貯蔵穴と思われる

　　　　　　　カマドは、東町中央から南東隅寄りに設置されている。袖は、竪穴内に作り付けられ、

　　　　　　長さ95cm（左）、80cm（右）、両袖間は41cmを計る。火床・燃焼部は、区分できないが、

　　　　　　両袖前面よりさらに25e搬年三穴内に延伸している。焼土面は、全体で68c醗の奥行きをも

　　　　　　ち、奥に向けてわずかに立ち上がりながら移行していく。焼土面の直上には土師器甕が

　　　　　　出土しているが、強烈な被熱によって、粉状に変化していた。焼土面の奥は、60c搬の間

一238一一



VI　C区の遺構と遺物
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43号住居跡
’1

48号住居跡

B ・B翻

築

34号住居跡

48号住居跡土層

暁
1灰白色（5Y　7／1）粘土、酸化鉄を多贔マンガン粒、炭化物を少懲含む。

2黄灰色（a5Y　5／1）粘土。酸化鉄を多簸マンガン粒、炭化物を少畢愈む』

3　黄灰色（2。5Y　6／1）粘±る酸侮鉄、マンガン粒を少量含む。

4　灰色（5Y　6／1）縮圭。酸化鉄を多量、マンガン粒を少量含む。
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第壌45図　C区48号住居跡
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71号土坑

〉．

・A’ C ・α

∠　　　劉∈グ

　　12
髪　重、〃

膨
B・ 5

笏

・B，

霧

1　暗灰黄色（2，5Y　4／2）粘島マンガン粒を多量、炭化物を少量含む、

2　暗灰黄色（2，5Y　5／2）粘土．マンガン粒を多呈炭化物、焼土粒を少量含む。

3　暗灰黄色（2，5Y　4／2）粘島マンガン粒を多量、炭化物、焼土粒を少量含む、

4　灰色（7．5Y　5／1）粘上酸化鉄、炭化物を少量含む。

5　黄灰色（2．5Y　4／1）粘士』マンガン粒を少量含む。

6　暗灰黄色（2．5Y　4／2）粘土。マンガン粒、焼土粒を少量含軌

7　暗赤褐色（5YR　3／2）焼ヒ層。被熱嘱、

8　榿色（5YR　6／8）焼土層。

9　灰色（N4／0）灰層。焼土ブロックを多量含む。

／0暗赤褐色（5YR　3／2）焼土層。7層との問に灰層が含まれる。

11にぶい黄褐色（10YR　5／4）シルト。褐灰色（1〔〕YR　5／1）粘士小プロソク、炭化物を少量含む，

12榿色（5駅6／8～7／8）粘」あ焼土塊と炭化物の混在層。

13明黄褐色（10YR　6／8）シルト。燈色（5YR　6／8）焼土、炭化物粒を微量含む。
0　　　L・＝28．200m

ヒ＝＝一1：60
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第146図　C区49号住居跡
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W　C区の遺構と遺物

第75表　C区49号住居跡出土遺物観察表（第147・』148図）

醗 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 亀　i凋 残　存　率 備　　　考

る
1二 土師器・杯 11．6 4．4

㎜一 ⑥①②④ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、中位以下～底面ケズリ。内

ﾊ上位ナデ、中位～底面ヘラナデ。外面底部以外全面朱塗。

2 土師器・杯 （12，5）

㎜ 一 ③①⑥④② ② 撹 1／2 内外面磨滅。口縁内面横ナデ。

31 土師器・杯 （12、6＞ 5．6
一 麗

② 榿 1／3 外面口縁～体部中位横のナデ、下位ケズリ。内面磨滅。

4 上懸器・杯 112．6） 5．2
｝ 623里4 ② 燈 里！2 内外面共表面磨滅。

臥 土師器・杯 133 5．2
『

② にぶい鐙 一部欠 凝望磨滅。内覆回縁～体部ま二位横ナデ、申佼以下ミガキ。

6 土師器・杯 13．0 5．3
一 ②①③④⑥ ② 榿 2／3

口縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、下位ケズリ。内面ミガキ様

iデ。内外面煤付着。

プ 土師器・杯 15．0 8．1
｝ ②③①⑥④ ② 榿

口縁部横ナデ。体部外面上位ナデ、下位ケズリ、一部ナデが加

墲驕A底部ナデ。内懸ナデ。
、．＆

土師器・杯 圭2、8

皿 … 雛
② 明赤褐 2／3 内面全面磨滅。外欝口縁部横ナデ、体部ケズリ痕。

．、、§、。

土師器・杯 至3．O 53 『
①②③④⑥ ② 鐙 ほぼ完形 口縁部横ナデ。体部外衝ケズリ、内爾ナデ。

1σ〃 ＝圭二師器・杯 （14．0） 5．8
一 ①②③④⑥ ② 燈 2／3 内面全面磨滅。口縁部横ナデ。体部外面ケズリ。

1レ 土師器・杯 12．8 5．8
｝ ⑥③①②④ ② 榿 口縁部1／2欠

口縁部横ナデ。体部外面ケズリの後ナデ、内面ナデ。磨滅・剥離

ｵた部分多い。

12 土師器・短頸壷 〈圭。．21

一
5．2 ⑥②①③④ ② 鐙 中位欠！／2

丁丁ロ縁～丁丁のナデ、胴部～底面ケズリ．内面横のナデ、胴

白?ﾊのみ本口状工翼のよる横のナデ。

：1 3 土師器・甕 1714 3L5 6．9 ⑥④②③① ② 浅黄樫 2！3

灘縁部外藏横のナデ、内衝本霞状工具による横のナデ。綱舗外薦本欝状

H具による縦のナデ、下位斜のナデ。一部ナデが加わる。煤付着。赤色

ｻ。上げ底。内面ナデ、中・下位接合部横のケズリ、吸炭。二次加熱。

土師器・甕 16．8 26．9 7．7 ⑥①④② ② 榿 3／4
口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、ナデツケ混在、一部ケズリ、底面

Pズリ、赤色化。内面ナデ。
4
　
　
　
　
S
　
　
　
　
吾
Q
　
　
　
7

土師器・甕 董7．8 28．4 6．2 ⑤②①③④ ② 浅黄澄 2／3

口縁部横ナデ。胴部外面上位ナデ、輪穫み痕残す。申位以…ドケ

Yリ、底癖ケズリ、吸引、煤付着、赤色化。内癒上位木績状工

ｧによるナデ、申位以下ナデ、一灘炭化物轡蒼。

土師器・甕 17．8 28．7 6．2 ⑥②③①④ ② 晶晶 一部欠
口縁～胴部肩、外面縦、内面横の木口状工具によるナデ。胴部

O面ケズリ、内面ナデ、吸炭、赤色化、二次加熱。

土師器・甕i 18．8 30．4 7．3 ②⑥①③④ ② 濁登 一部欠
口縁部横ナデ。胴部内外面共、中・下位接禽面のみケズリ、他はナデ。

O面下位吸炭。赤色化。剥落：した部分多い。内面下位芝山。二次加熱。

18 土師器・甕 17．6 29．7 7．1 ⑥①②③ ② 灰濤 4／5
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリの後ナデが加わる。下位三州化

ｵ剥落した部分多い。上げ底。内面ナデ。二次加熱。

19 土師器・甕 （17．11
一… ｝ ⑥③①④ ② 浅黄鐙 3〆5 購縁部横ナデ。胴部外泊ケズジ、中位以下煤付着。内面ナデ、吸炭。

土師器・甕 15．3 29．0 6．7 ⑥①④ ② 明赤褐 一部欠
口縁部横のナデ。胴蔀外面ナデ、赤色化、下位～底部表面剥落。内

ﾊナデ、接含部のみヘラ先によるナデ、下位炭化物付着。二次加熱。
、、l！

Q！ 上師器・甕 20．9
一

6．7 ③①②④⑥ ② 榿 中位欠
口縁～胴部上位、胴部内面横のナデ、豊里藤磨滅。胴部下位～底部外面、

ﾘ口状工具によるナヂ。上げ底。内面横のナデ、磨滅した部分多い。

’器 土師器・甑 25．O 240 ＆0 ②③①④⑥ ② 鐙 上位1／2欠
口縁部横ナデ。脳部タ瞬縦のケズリ、上・下位はナデが加わる。

瑯Uナデ、沼孔部ケズリの後ナデで調整。

－、23． 土師器・甑 246 25．8 9．8 ⑥②①③④ ② 浅黄榿 3／4
合縁部下ナデ、赤色化。購部外颪ケズリ、内面ヘラナデ。円孔

買Pズリ後ナデで調整。

二24 二二1二師器・増 9．7 15．5 …一 ①③②④ ② 灰白 一部欠

羽状口縁。口縁部及び胴部外面朱塗。口縁部・口唇薄物ナデ、以

ｺナデ。外面のみ後にミガキが加わる、、胴部外面ナデ、中・下位

ﾚ合部ケズリ、内面ナデ。

ミ鐙 土師罷・小型壷 ＆0 15．2
　 ②①③⑥④ ② 燈 ほぼ完形

外面ミガキ様ナデ、胴部中位及び底面ケズリ。内面口縁ミガキ

縺A下位のみ門訴のヘラナデ。

26 土師器・小型壷 9．0
一 一 ②③①④ ② 澄 口縁1穫 内外三共口唇部横ナデ、以下ナデ斜のミガキ。

27 土師器・小型壷 一 一 ｝ ③②①⑥④ ② 禮 口縁欠 内外干網ナデ。

砥石 ：匿さ8．1　1｛囁5、5　厚さ2．8　重さ230g ｝
・28ぞ

Q§

R0

羽口 （10．0）

一 一 ①②③④⑥ ② 燈
一

礫 長さ2駐2　編茎O．3　厚さ　10，0　重さ尋，00（）g …

31 礫 長さ16、5　幅6、5　厚さ4，1　璽さ640g 一

32 礫 長さ83　幅6．0厚さ2、9　重さ250g 一

33 礫 長さ8、7　幅8、9厚さ2．1重さ250g 一

ほぼ水平面を成し、湾曲して立ち上がる。奥壁は、竪穴外へ張り出している。

　覆土は、多量のマンガン粒を含む暗灰黄色粘土であり、少量の炭化物を含む第！層、少

量の炭化物・焼土粒を含む第2・3層に区分される。また一部床面上には、少量のマン

ガン粒を含む黄灰色粘土層（第5層）、少量の酸化鉄・炭化物を含む灰色粘土（第4層）

の堆積している部分もみられる。

　遺物は、全て第3層上から出土している。土器は土師器のみである。四壁中央下から東

…243一



壁中央下にかけて、甕（18）、杯（9）が分離している以外は、2ヶ所に集中している。

カマド前及び貯蔵穴前では、杯類の3から、8、6、7、貯蔵穴脇の5までが矩形に並

び、その内側に甕i類が、17、14、16、20、21、15、19、そして小型壷25、東壁直下

の増24が配されている。竪穴中央部では、杯（1・11＞、甑（22・23）、小型壷（27＞、

礫（30～33）が集中している。その他、砥石（28）、羽口（29）も出土している。
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50号住居跡土層

1　明黄褐色（2．5Y　6／6）シルト。マンガン粒を多量、炭化物を少最含む，

2　にぶい黄褐色（10Y　5／4）シルト．マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

3　黄褐色（2．5Y　5／6）シルト。マンガン粒を多鼠炭化物を少量含む，

踵　明黄褐色（10澱6／8＞シルト。マンガン粒、粘土粒を多量、炭化物を少量含む，

5　明黄褐色（Z5￥6／8＞シルト。マンガン粒、粘士粒を多量、炭髭物を少量含む、

6　オリーブ褐色（25Y　4働シルト．マンガン粒、嘱目粒を多鰻、炭化物を少量含む，

7　絹黄褐色（2．5Y　6／8＞シルト．マンガン粒、粘土粒を多璽炭化物を少量含む，

8　明黄褐色（7，5YR　5／8）シルト。マンガン粒、粘土粒を多魚炭化物を少量焼捻む6

9　褐灰色（10YR　6／1＞粘七酸化鉄を含む。

！0褐色（10YR　4／4）シルト。マンガン粒、心土粒、炭化物、焼土少量を含む。

11黄灰色（a5Y　6／1）シルト。酸化鉄を多力含む，

12黄褐色（鎗照6／8＞シルト。マンガン粒、粘土粒を多量含む。

玉3にぶい赤褐色（5獄鄭4＞シノレト。マンガン粒、粘土粒を多量含む。

※囎号住居跡覆土，

第149図　C区50号住居跡、71号土坑
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VI　C区の遺構と遺物

50号住居跡　　F－13からF－14グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第149図）　　49号・51号両住居跡及び71号土坑によって削平され、北東隅は、撹乱坑によって切

　　　　　　断されている。

　　　　　　　北辺3．85＋αm、東畑7．20＋αm、南北5．36m、西辺6．90mを計る。東辺が湾曲し、

　　　　　　南京の両隅も直角を成さないことから、不整形であるが、長方形を基本としていると思

　　　　　　われる。西湘の軸方位は、N－40－Eを示す。

　　　　　　　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、70cm前後である。

　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　　　　　　　ピット、炉等は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第

　　　　　　1層）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第2層）、多

　　　　　　量のマンガン粒・粘土粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第4層）、多量のマ

　　　　　　ンガン粒・粘土粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第5層・第4層より黄味が

　　　　　　強い）が堆積している。第2層は、堆積していない部分もみられ、第2層と第4層の間に

　　　　　　は、第5層とほぼ同様な、多量のマンガン粒・粘土粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シ

　　　　　　ルト層（第7層）が堆積している部分もみられる。また北部では、第4層以上がみられず、

　　　　　　代わって、酸化鉄を含む褐灰色粘土層（第9層）、マンガン粒・粘土粒・炭化物及び少量

　　　　　　の焼土粒を含む褐色シルト層（第10層〉、多量の酸化鉄を含む黄灰色シルト層（第11層）、

　　　　　　多量のマンガン粒・粘土粒を含む黄褐色シルト層（第12層）、多量のマンガン粒・粘土

　　　　　　粒を含むにぶい赤褐色シルト層（第！3層）が堆積している。第9層から第13層は、いず

　　　　　　れも投入土の様相を呈している。

　　　　　　　遺物は、磨耗した土師器小片が出土したのみで、図示可能なものはない。

51号住居跡　　F－13・！4からG－13・14グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

（第150図）　である。

（第151図）　　48号・50号両住居跡を削平しているが、49号住居跡によって削平され、56号住居跡

　　　　　　によって切断されている。

　　　　　　　北西辺5．75m、北東辺6．25m、南東辺3．48＋αm、北西辺405＋αmを計る。北西・

　　　　　　南東辺が曲折し、北隅も直角を成さないことから、不整形であるが、長方形を基本とし

　　　　　　ていると思われる。北東辺の軸方位は、N－45．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前後であ

　　　　　　る。床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。また、

　　　　　　北西半部分は、全体に3～5cm盛り上がっている。

　　　　　　　ピット、炉等は、検出されていないが、床面の盛り上がった北西端部分では、110×

　　　　　　65cmの範囲で炭化物が堆積し、そのやや北西寄りに、径15cmの範囲で、ほとんど厚みを

　　　　　　もたない焼土面が検出されている。炉とするには、弱い焼土である。

　　　　　　　覆土は、上位から、少量の炭化物お呼び微量の焼土を含む黄褐色シルト層（第！層）、

一245一



A・
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．A’　51号住居跡土層
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噌

4
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56弩
住居跡

B

4

圭　黄褐色に5￥貌〉シルト。炭紀物を少量、燈色（5盟？／8＞焼土粒を微量含む、

2　明黄褐色（a5Y　7紛シルト。マンガン粒を多歎禽む。

3　灰白色（2，5￥7春〉綿甲6炭イヒ物を微量倉む。

4　浅黄色（2、5Y　7／4＞粘土。炭化物を少量含む。

5　／層と岡観

6　黄褐色（25Y　5／6）シルト。炭化物粒をやや多猷淡黄危（2，5Y　8／3）シルト粒

　を小ブロック状に少量点在している。

7　炭化物層。

・BF

O　　　L躍28．100m　　　2m

ヒ＝＝一了：60第筍0図　C区5壌号住居跡

第76表　C区5壌号住居跡出土遺物観察表（第壌引図）

Kα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 毯　調 残　存　率 備　　　考

議轍
7ヒ師器・高杯

一 一 一 ⑥①③②④ ② 機
杯上位及び

r裾部欠

脚部四方透かし（円孔）。外面杯部～脚部上位（穿孔部位）ナデ、下

ｼ縦の綱毛目。内面上位縦のナデヅケ、下位ナデ。

2 土師器・鉢 （11．0＞

｝ 一 魏
② 赤 口縁部！／8 全面ナデ。内外面朱塗。

3 土師器・台付甕 （15．6）

一 一 ⑥②①④③ ② にぶい榿 口縁部1／8
口縁部横のナデ。胴部外面縦後横の刷毛目、内面縦横のナデ。

O面煤付着。二次加熱。

土師器・台付甕 18．5
一 『 ⑥②①③④ ② 灰臼 廣部欠

外面口縁～括れ部縦の刷毛目、括れ部には横のナデが加わる。

ｷ部横～斜の刷毛目、中位以下にナデが加わる、下半赤色化、上

ﾊ煤付着。内面全面ナデ、輪積み痕を残す。コ次加熱。

土師器・台付甕 （16，6）

一 皿 難
② にぶい榿 上位1／2

ロ縁部横ナデ。胴部外面括れ～筒縦、上位～中位斜の刷毛目、

＆t着、一部ヘラ先による条痕、下半赤化し表面剥離。内面横

ﾌナデ、炭化物付着。

6 物師器・台付甕 → 一
圭0，0

翻
② 榿 台部！／2 外面縦のナデ。内面斜のナデッケ。二次擁熱。

7 土師器・壷 　 ｝ 一 ③①④　　　② 1こぶい鐙
｝
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W　C区の遺構と遺物
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－1　：4第151図　C区51号住居跡出土遺物

多量のマンガン粒を含むにぶい明黄褐色シルト層（第2層）、微量の炭化物を含む灰白色

粘土層（第3層〉、少量の炭化物を含む浅黄色粘土層（第4層）が堆積している。また、

北爆部分では、第2・3層が堆積せず、代わって多量の炭化物及び少量の淡黄色シルト

小ブロックを含む黄褐色シルト層（第6層）がみられる。なお、第6層上の第5層は、

第1層と同一である。

　遺物は、第4層上から、北西壁下では土師器高杯（1）が、東隅寄りでは土師器鉢

（2）、甕（4・5）が出土している。また第2層中から、土師器台付甕（3・6）、壷

（7が出土している。）

52号住居跡

（剃52図）

（第153図）

（第婚4図〉

（第155図）

（第156図）

　F－15からG－！4・！5グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　54号住居跡を削平しているが、53号住居跡に切断されている。

　北辺6。15m、東辺6．22m、南辺L85＋αmを計る。西辺が削除されているため明確

ではないが、ほぼ正方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－920－Eを示す。

　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、45cm前後である。

床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピットは、カマド右（南）脇に1ヶ所穿たれている。崩れた隅円方形を呈し、径90×

82cmを計る。深さは40cm以上になる。

　カマドは、東壁中央からやや北東隅寄りに、煙道の一部までが竪穴内に位置するよう

に設置されている。袖は、竪穴内に作り付けられ、長さ！00cm（左）、92cm（右）、両袖

間は42c灘を計る。焼土面が残存しておらず、火床・燃焼部は、区分できない。左袖部で

は、奥行き55c蒲から幅を狭めてくる。この左袖の変換点から矩形を成して、高さ12c懸前

後で斜面を成す壁が存在する。右袖も、この壁の部分で編を狭めてくるため、ここまで
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が燃焼部であったと思われる。底面は、竪穴床面から変化は見られない。壁の奥は、一

旦湾曲し、凹凸を繰り返し、135c撮の長さをもって、やや湾曲して立ち上がる。煙道の

幅は、18cm前後である。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び、少量の炭化物を含む灰黄褐色粘土層

（B－B’ライン第6層）、多量のマンガン粒を含む灰褐色粘土層（B－B！ライン第7層）、

多量のマンガン粒を含むにぶい褐色粘土層（B－B’ライン第8層）である。

　遺物は、いずれも床面からの出土であり、カマドから貯蔵穴周辺にかけて集中してい

る。カマド内から土師器甕（20＞、カマド前から土師器杯（6・11＞、甕（12・13・

15・16）、壷（26＞、カマド右図から貯蔵穴と竪穴の壁の問に亘って、土師器甕（！7・

21・22・19・24・23＞、甑（29＞、一番南東隅寄りに虫類（4・3・77・5・10・8）

が出土している。また貯蔵穴内からは、須恵器圷（1）、土師器甕（18）、礫（36・38＞、

貯蔵穴上面からは、土師器杯（2）、壷（25）、増（27）等が出土している。その他、砥

石（30）、羽口（31）、スラグ（32）等も検出されている。

53号住居跡　　F－15からG－15グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　　　　　　　54号住居跡を削平し、52号住居跡を切断している。

（第152図）　　北辺5。80m、東辺6．80m、南辺5．22m、西辺7．10mを計る。北辺が屈曲しているため

（第！53図〉　不整形ではあるが、ほぼ長方形を呈すると思われる。主軸方位は、N－160．一Eを示す。

（第！57図）　　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、50c撲前後である。

（第158麟）　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、ほぼ水平面を成して、安

　　　　　　濡している。

　　　　　　　ピットは、中央から南西隅寄りに1ヶ所穿たれている。円形を呈し、径65×54cm、深

　　　　　　さ7cmを計る。

　　　　　　　カマドは設置されていないが、南壁中央部の上面が幅32cm、奥行き43cmの範囲が、深

　　　　　　さ！2cm（壁部分）で掘り込まれている。底面は、奥に向けて弓状に立ち上がっている。

　　　　　　焼土層（C－C’ラ・イン第1！層）及び灰層（C－C’ライン第12層）がたいせきしてお

　　　　　　り、煙道を構成していた可能性がある。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び、少量の炭化物を含む灰黄褐色粘土層

　　　　　　（B－B’C－Cノライン第ユ層）、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む手配黄色

　　　　　　粘土層（B－B’C－C’ライン第2層）、少量のマンガン粒を含む黄褐色粘土層（B－

　　　　　　B’C－Cノライン第3層〉である。また、南側部分には、上位から、多量のマンガン

　　　　　　粒及び、少量の焼土粒を含む冠註黄色粘土層（C－C’ライン第6層）、多量のマンガン

　　　　　　粒・焼土粒及び、少量の炭化物を含む争鳴黄色粘土層（C－Cノライン第7層）、多量の

　　　　　　マンガン粒及び、少量の焼土粒を含む暗灰黄色粘土層（C－Cノライン第8層）、多量の

　　　　　　マンガン粒・焼土粒・灰を含む褐灰色粘土層（C－Cノライン第9層）が堆積している。

　　　　　　　遺物は、全て第1次埋没土から出土している。土師器甕（9＞が北壁下から出土した以

　　　　　　外は、南西部に集中している。いずれも土師器であり、杯（！～4）、甕（5～8・10）、
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VI　C区の遺構と遺物
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第152図　C区52号・53号住居跡（1）
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52号・53号騰54暑イ主居跡土層

A－A／
1　開黄褐色（10駅6／8）粘土。マンガン粒を多量、褐灰色粘土糠を倉む蜂

2　萌黄褐色卿職6／6）糖土、マンガン糧を多量、褐灰色粘土、炭化物、

　　焼土を少齢む。

31 ｩ褐色（2．5y　5／6）粘土。マンガン粒を多星、褐灰色粘土、炭化物、

　　焼土を少藁愈む，

4　褐灰色（10駅6／1＞粘土b酸化鉄を多巌に含む。

5　明黄褐色（2．5Y　6／8）粘土，マンガン粒を多量、褐灰色粘土、炭化物

　　を少量含む。

6　にぶい褐色（7．5Y　5／4）粘土，マンガン織を多量に含む。

7　優灰色（／0￥6／ま）粘五酸化鉄を多量、黄褐色粘土を含む。

B－B／
1　明黄褐色（2．5Y　6／6）粘士』マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

2　暗灰黄色（2．5Y　4／2）粘土。マンガン粒巻多量、炭化物を少量含む。

3　黄褐色（2．5Y　5／4）粘土。マンガン粒を少量含む。

4　灰色（7，5Y蝦）粘土．酸化鉄を多最、炭化物を少量含む。

5　灰色（5Y　5／圭）糀土，酸化鉄を少量倉む，

6　灰黄褐色〈紛駅躯2＞粘島マンガン糠を多量、炭化物を少量含む。

7　灰褐色（7．3YR　4／2）粘鵡マンガン粒を多量含む。

8　にぶい褐色（7，5YR　4／3）粘土，マンガン粒を多量含む。

9　にぶい褐色（7．5YR　4／3＞粘土、焼土粒を多彙、マンガン粒を少愚含む。

io黄褐色（2．5Y　5／6）粘土，

U　明黄褐色（2，5Y　5／6）粘：島焼土粒を少簸含む。

㌶　黄褐色（2，5Y　5／6）粘土、焼士粒を少董含む。

圭3明黄褐色（！螺6／8灘島マンガン粒を多量褐灰色粘土織を奮む。

14明黄褐色（重0駅6／6）粘土、マンガン粒を多量、褐灰色粘土粒、淡化物、

　　焼土粒を少鈴む。

！5黄褐色（2．5Y　5／6）丸瓦bマンガン粒を多愚、褐灰色武士粒、炭化物、

　　焼土粒を少愚含む。

16明黄褐色（2，5Y　6／8）粘土、マンガン粒を多量、褐灰色粘土粒、炭化物

　　を少量含む。

重7灰色（圭OY　6／D鮎±為酸化鉄を多量、黄褐色粘±を含む6

C－C／
1　明黄褐色（2，5Y　6／6＞粘土，マンガン粒を多量、炭化物を少量含む。

2　黒灰黄色（2，5Y　4／2）粘土，マンガン粒を多量、炭化物を少量含む、，

3　黄褐色（2，5Y　5／4）粘土、マンガン粒を少量含む。

4　灰色（7．5Y　4／D粘土6酸化鉄を多量、炭化物を少量含む。

5　にぶい褐色αOYR　4／3）粘土。焼土を多難含覗

6　暗灰黄色（a5y　5／2＞粘藁マンガン貌を多量、焼±粒を少量念む。

7　暗黒黄色（2．5Y　4／2）粘土，マンガン紋、焼土粒を多量、炭化物巻少量

　　含む。

8　暗灰黄色（2，5Y　5／2）粘±6マンガン粒を多量、焼土粒を少量含む。

9　褐灰色α0駅4／1）粘血マンガン粒、焼土粒、灰を多量含む。

10灰色（2、5Y　6／1）粘五酸化鉄を多量含む。

11明黄褐色（5YR　5／8）焼土層。

圭2灰色叙4／◎〉協議。焼土粒を少量含む。

圭3萌黄褐色（1G膿§／8＞粘義マンガン粒を多量、褐灰色粘土続を盆む。

14明黄褐色α鰍6／6）粘±。マンガン粒を多童、褐灰色粘土粒、炭紘物

　　焼土を油鼠愈む。

15黄褐色（2，5Y　5／6）粘七マンガン粒を多量、褐灰色粘整粒、炭化物、

　　焼土を少量禽む。

16褐灰色（10YR　6／1）粘土，酸化鉄を多量禽む。

／7明黄褐色（2．5Y　6／8）粘土，マンガン糠を多量、褐灰色粘土粒、炭化物

　　を少量含む。

圭8褐灰色（圭OY欲〉粘為酸化鉄を多盤、黄褐色粘土を含む。

D－D〆
1灰色（5Y　6／／）粘．島マンガン粒、炭化物を多量、榿色（7．5YR　7／8＞焼士

　　小ブロックを少量含む。

2　褐灰色（7，5YR　5／D粘土。炭化物粒を多鍛含む。

E一憂ゾ
1　明褐色（2．5y　6／8）鶏群マンガン粒を多量、褐灰色粘土粒、炭化物を

　少量含む。

0　　　　　　　し燦28、2◎Orn　　　　　　2　m

ヒ＝＝＝＝＝一門：60

C区52号・53号・54号住居跡（2）
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W　G区の遺構と遺物
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第77表　C区52号住居跡出土遺物観察表（第154・155・156図）

NQ 器　種 口径 器高 六六 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

須恵器・六師 （13、D
一 　 ①⑥ ① 青灰 蕨部欠2／3

：鱗
土師器・杯 13．4 6．4

皿 ①④⑥③② ② 燈 ｝コ縁部一部欠 口縁部横ナデ。体部内外野馬磨滅、外面ケズリ痕。

繁｝ 土師器・杯 13．6 6．0
｝ ①②④⑥② ② 榿 ぽぼ完形 口縁部横ナデ。体部外面ケズリ後ナデ、内面ナデ。

｝懇 土師器・杯 122 5．5
一 ①②③⑥④ ② 鐙 4！5 口縁部横ナデ。体部外酒上位ナデ、他ケズリ、内薪ナデ。

諭1 土師器・杯 13．0 6．4
一 ①③②⑥④ ② 榿 一部欠

外面口縁部横ナデ、体部ケズリ、上位に一部ナデが加わる。内面旧縁～

ﾌ部上位横ナデ、下位ナデ。

懸 土麟器・杯 圭2、5 5．9
一 ⑥①④③② ② 榿 ほぼ丁丁 難縁部及び体部上位横ナデ。体部外薦階位以下ケズリ、内葡ナデ、四部押圧。

繊 土師器・杯 12．6 6．0 5．7 ③⑥①④② ② 榿 ほぼ完形
外面口縁部横ナデ、体部ナデ。内面口縁～体部上位横ナデ、以下ナデ、

厲ﾋ状のミガキ。
ヒ「「

P箏誓
土纐器・杯 12」 6．1 4．5 ③⑥①④② ② 鐙 2／3 口縁部横ナデ。体部外癒上位ナデ、下位ケズリ、底面ナデ、内面水拭き。

1⑨ 土師器・杯 （1L5＞ i6．2 4．6 ③⑥①④② ② 榿 2／3
内外齋共表薦剥離。欝讐部横ナデ、炭化鞠付着、胴部苗圃ナデ、煤付

?A外面ケズリ。全体に赤色化。二次加熱。

，簸
土師器・杯 12．2 7．5 6．0 ③⑥②①④ ② 榿 ほぼ完形

口縁部及び体部内面上位横ナデ。体部外面剥離、内面指頭によるナデ。

煌O面一部吸炭。

鱗 土師器・杯 12．8 6．7 33 ③②①⑥④ ② 榿 ほぼ完形
外藏口縁部横ナデ、体部ナデ、底面ケズリ後周辺ナデ。内藏口縁～体部

?ﾊまで横ナデ、下位ナデ。内外面詰付着。赤色化。二次加熱。

鴛
鷹 土師器・甕 ］3，1 1α6 5．1 ③②① ② 明赤褐 4／5

口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、底部周辺のみケズリ。内面上位ヘラナ

f、以下ナデ。

土師器・甕 … ｝
6．0 ⑥①④②③ ② 榿 口縁部欠

外面ケズリの後、中位及び底部周辺にナデが加わる。底面ケズリ中央部ナ

fで調整、吸炭、赤色化。内面上位ヘラナデ、下位水拭き。二次加熱。

羅
1；∴

土師器・甕 15．2 17．3 6ユ ⑥①④②③ ② にぶい榿 口縁部一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリの後、中位以上ナデが加わる、厩面ケズ

潤A外面1／2吸炭。内瀟三部ヘラ先によるナデ、他ナデ。

／熊：：

土師器・甕 13．2 23．8 3．5 ⑥②①③④ ② 灰臼 …部欠
口縁部横ナデ。胴部外面上位ナデ、以下ケズリ、．ド位の一部ス夢ップ、下位

ﾔ色化。内面上位木口状工具によるナデ、下位ナデ、吸炭。二次加熱。

を堀

黛 土師器・甕 墨72 29．2 5．9 ①②⑥④③ ② 榿 ～部欠
口縁部横ナデ。胴部外而上～中位ナデ、中位～下位ケズリ、スリップ、

齦博?ﾓナデ、下位煤轡着。内面ヘラナデ。

土師器・甕i 18．6 28．1 6．2 ⑥①②③ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外薗ケズワ、鷹衝ケズワ、中位以下煤付着、赤色

ｻ。内面ナデ、一部炭化物付着。二次加熱。

：醸
舞
：
｝

土麟器・甕 ｛9．3 32．6 72 ⑥①③② ② にぶい燈 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外掻ケズリ後中位以上及び底部周辺ナデが加わる、底

ﾊナデにより上げ底、内漸ナデ。外藪一藻煤、内爾炭化物付着。二次癩熱。

馳き 土師器・甕i 18．2 30．3 （6．5） ⑥①②③ ② にぶい榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外面ナデ、木口状工具によるナデ、申位、一部底部周透

Pズリ、中位以下赤色化、煤付着。内面ナデ、中位以下吸炭。二次加熱。

20 土鯨器・甕 ／1鋤 〈27、7）

一
② 灰白 ！／2

口縁部横ナデ。胴部外爾ケズリ、底部周辺ナデ、中位以下煤付着、底面

Pズリ。内癖上位ヘラナデ、．ド位：ナデ、中位に炭化物付着。

灘 土師器・甕 18．5
｝ 一 ⑥①③② ② 鐙 底部欠

表面磨滅した部分が多い。口縁部横ナデ。胴部内外面共ナデ。外面赤

F化。内面吸炭。二次加熱。

22 土師器・甕 （14，3）

『 一 ①⑧③④② ② 榿 上位1／2 口縁部横ナデ。胴部外衝ナデ、剥離した部分多い。内面ナデ。

23 土師器・甕 2LO … 一 ⑥①④③② ② 榿 臼縁部のみ 全面磨滅。

24 土師器・甕 ［9．6

｝ 　 ⑥①④③② ② 榿 口縁部のみ ほぼ全面磨滅。胴部内薗ナデ。

離・ 土麟器・甕 墨4．9

一 一 ⑥③②① ② 燈 上位2！3
霞縁部及び胴部内葱剥離した部分多い。胴部内麟ヘラナデ。赤色化。

�汢ﾁ熱。

26 土師器・甕 i717
… 一 ①②③⑥④ ② 明赤褐 上位1／3 口縁部横ナデ。胴部外面剥離、赤色化。内面ナデ、吸炭。二次加熱。

27 土師器・増 … ㎝ 42 ①③②⑥ ② 燈 胴乱2／3 外面ナデ、緩部及び底部周辺ケズリ。内灘ナデ、輪積み痕を残す、上紅煤付着。

28 土師器・増 　 一 ｝ ①②⑥③④ ② にぶい榿 底部のみ 外面ケズリ、赤色化。内面ナデ、吸炭。二次加熱。
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M　C区の遺構と遺物

蜘、 圭齢器・甑 20．6 2至．2
　　…
V3i②①③⑥ ② にぶい鐙 完形

繋縁部横ナデ。腿部外面ケズリを孟捧にナデ混姦、内麟ヘラナデ、申位接

H部のみケズリ。円孔部ケズリの後ヘラナデ、下位吸炭。

；⑳ 砥石 長さ（13，4）幅5，2厚さ3．1
一 4面使用。

31 羽口 ～ ①②③ ② にぶい褐 一部のみ

β蓼～ 鉄骨 ～ 一 ㎝ … 一 一
写真のみ。図なし。

33 礫 長さ15．0　幅5．9厚さ4，7重さ440g 一

34 礫 長さ13．6　幅5．3　厚さ4．0　重さ430g 一

35 礫 長さましO　編42　厚さ45　重さ260g ｝

36 礫 長さ6，3　1魑35　潭1さ2，6　重さ80g 『

37 礫 長さ6ほ　幅4，5　厚さ2．3　重さ70g 『

38 礫 長さ4．0　「嘔3．4　厚さ0．8　重さ20g

；…／

［2

○　　　　　　　　　　　　マG¢瓢

一　喋　14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第朽8図　C区53号住居跡出土遺物（2）

第78表　C区53号住居跡出土遺物観察表（第157・158図）

／

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

」 土師器・杯 G40）
㎜ ｝ ③⑥②①④ ② 燈 ／／8 海面磨滅した部分が多い。体部外面ケズリ。

2 土額器・杯 （1婆，o）

…
一　i　　… ②①④ ②1 にぶい燈 圭／8 澱縁部横ナデ。体部外諏上葱ナデ、下位ケズリ。内画ナデ。

3 土師器・杯 （13，隻）

一
　　…
黷P③②④① ②障 1！3 購縁部横ナデ。体部外面磨滅、内薦剥落。

4 土師器・杯 （12，9＞ 1③①②④ ② 明赤褐 ！／6 外面目縁部横ナデ、体部ナデ，，内面口縁～体部上位横ナデ、以下ナデ。

5 土師器・甕 18．1 （30．］〉 （6．1） ②①⑥④ ② 明赤灰 2／3 ほぼ全面表面磨滅。上げ底。内面一都ヘラナデ。外面下位赤色化、二次加熱。

6 土師器・甕 18．5 （7．0） ⑥①③②④ ② 淡赤榿 下位欠
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、底部周辺ナデツケ、煤付着、赤色化。

燒ﾊ全面磨滅、赤色化。二次加熱。

7 土師器・甕 19．0
一 一 ⑥①③④ ② にぶい榿 上位 口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、内面ヘラナデ、炭化物付薫、

8 土麟器・甕
　
1
9
、
o
i

②
E

にぶい鐙 籔部欠
口縁部横ナデ。胴部外面ケズリ、肩部一一部ナデが癩わる、申貌以下煤付

?B内颪ヘラナデ、下鍾炭｛ヒ物轡着。二次癩熱。　　　　　　　　　i

漉：ll
土師器・甕

ii　　　

｝
7．6

　　　　　　B⑥②①④i②　　　　　　
にぶい黄鐙 3！4

1＝i縁部横ナデ。嗣部外薗申泣上部及び、下位ケズリ、他はナデ、底灘ケズリiにより上げ底風、煤付着。内薦接會部木口状工具によるナデ、他はナデ。　i

⑩ 土師器・甕 工9．8 32．0 6．4 ①②⑥④ ② 榿 ほぼ完形
期縁部横ナデ（2段）。胴部外面ナデ、部分的にケズリ、下半赤色化。内

ﾊナデ、金面吸炭、ナデ、二次加熱。

⑪ 土師器・増 9．o 16．4
　 ⑥③①④② ② にぶい榿 雪形 金面磨滅。内面吸炭。

⑫ 土師器・堀 8．6 13．9
一 ③②①④ ② 灰白 ほぼ完形 iコ縁部横ナデ。胴部外面ナデ、中位横のケズリ。

慨 土師器・甑 22．4 20．2 6．1 ③②① ②　にぶい鐙 4／5 内外面共ほぼ磨滅。一部外醐ナデ、内面ヘラナデ。全体赤色化、二次癩熱。

鍋 石製模造贔 …國…

一 一一 『 解疑。写真のみ。

｝5 弥生土器・甕 ｝F … 一 ①④ ②i黒 ｝

16 編物石 長さ17、4　幅6．5　厚さ5．0　重さ850g 　

漉 編物石 長さ30、3　1隔17、5厚さ8．0重さ4，500g ｝

⑱ 編物石 長さ17．2　幅8、1厚さ5、3璽さ1，060g ㎝
話1：§：、

編物石 罷～き　18，1　幅6．2　1享さ5．2　重さ850g 一一

1⑳ 編物石 長さ　圭9．O　i鵬6，8　厚さ3．5　重さ70Gg
　

羅 編物石 長さ　18．0　編6，6　厚さ4、G　重さ765g
一

毎 編物石 擾さ　茎6．3　幅6．5　厚さ4．4　璽さ765g
『

・奥 編物石 長さ17．1幅6．1厚さ45重さ610g …
・珍4ご

編物石 長さ17，1幅5．8　厚さ3、4　重さ500g ｝

一255一



蟻 編物石 長さ　圭6念　　編6。2　厚さ5、2　重さ745g …

簸 編物石 長さi6、2　編5．4　厚さ4．6　重さ700g 一
、宵濫・ぞ

編物石 長さ15，7　幅48　厚さ5．4　重さ540g ㎜
；簸：

編物石 長さ16，6　幅4．9　厚さ3．5　重さ430g ｝
噸｛；

編物石 長さ15．2　幅5．6　厚さ3．5　重さ510g 一

難 編物石 長さ15．4　幅6．0　厚さ4，2　重さ590g 一

編物石 長さ15，4　幅49　厚さ5．2　重さ510g ｝

／毎 編物石 長さ！5、6　幅4．9　厚さ2．9　重さ370g ㎝

編物石 長さ142　幅5．2厚さ3、6　重さ405g ｛

蜘 編物石 長さ13、4　幅6、2厚さ3．6　重さ480g …

嚇 編物石 長さ13遜　編6尋　厚さ3、9　重さ555g 一

擁1 編物石 長さ猛，2　編4，6　厚さ3，0　重さ4鐙9 ｝

燦 編物石 長さ亙3．7　編5、8　厚さ4灘　重さ壌50g 一

驚 編物石 長さ乳3　編5．3　厚さ3、2　重さ圭80g 一

離 編物石 長さア．8　輻4，6　厚さ3，6　重さ195g ｝

織 編物石 長さ10、3　縮4．1厚さ1、5　重さUOg 一
鰯：1

編物石 長さ10，6　編3，2　厚さ1，1重さ85g 一

」甘（11・12）、甑（13）、石製模造品（！4＞の他、長円形編み石が26点（16～41）出

土している。

54号住居跡　　F－15・16からG－15・16グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

　　　　　　である。

（第153図）　　53号・54号両住居跡及び72号土坑に削平されている。

（第159図）　　西辺12．32m、岸辺6．36mを計るが、北辺は4．05mから大きく東に弧を描いて脹らみ、

（第160図　そのまま南下して等辺と結合する。西辺の軸方位は、N－2．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、垂直に立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、60c鵜前後である。

　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　　　　　　　竪穴南隅では、東西4．60m、南北3．OOmの範囲で床面が焼土化し、特に西端・径78×

　　　　　　36cm範囲が、厚さ4cm前後で強く焼けている。また周囲には、いずれも、径25～30cmの、

　　　　　　同じように焼土化した部分が3ヶ所みられる。複数の炉が集中していた可能性がある。

　　　　　　　覆土は、いずれも投入土の様相をみせ、複雑に入り込んでいる。

　　　　　　　遺物は、炉の周囲の床面上に集中し、土師器蓋（1＞、杯（3）、高田（4）、鉢（5）、

　　　　　　甕（6）、台付甕（7・8）、礫（11・12）が出土している。また、竪穴の北側床面上で

　　　　　　は、土師器杯（2）、台付甕（9＞がみられる他、中央付近の床面上からは、土師器台付

　　　　　　甕i（10）が出土している。

55号住居跡　　G－！2・！3からH－12・13グリッドに亘って位置し、二二は調査区外に及んでいる。

　　　　　　第一確認面下位からの検出である。

（第16／図）　　67号土坑に切断され、60号住居跡に上面を削平されている。

　　　　　　　北西辺6．88m、北東辺2．10＋αrn、南東辺4．10＋αm、北西辺4．00mを計る。南西

　　　　　　辺が曲折し、北西・南東辺も蛇行することから、不整形ではあるが、長方形を基本とし

　　　　　　ていると思われる。北西辺の軸方位は、N－64．一Eを示す。
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W　C区の遺構と遺物
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第79表　C区54号住居跡出土遺物観察表（第壌60図）

〃／

N

聖

L

竹
　
葦　

1
、
一

で
N

一
締

9

L＿＿＿当。1蒲，4

恥 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

霧 土師器・蓋 つまみ27 5．／

　 ⑥①③④ ② 鐙 1／2 金面ナデ。磨滅した部分多い。

誠 土師器・杯 12．6 6．4 4．8 ③①④ ② 明赤掲 一部欠 外面全漸ナデ。内面口縁部横ナデ、体部放射状ミガキ。

鍵 土趣器・杯 9．o 5．o 4．8

㈱
② 赤褐 一部欠 全体にナデ。手控様。表面ザうつく。

4 土師器・高杯 22．4 一……

㎜
⑥②③①④ ② 浅黄燈 亡父1／5 外面縦の刷毛目、ロ唇部横ナデ。内面横のナデ。内外面一部朱塗の痕跡。

5 土師器・鉢 （10．3） 7．6 （4．3） ③①④⑥ ② 灰白 1〆3 口縁部横ナデ。胴部内外面ナデ。内面ミガキ様ナデ。

6 土師器・甕 一 …
6．3 ③①②④⑥ ② 鐙 ．ド位のみ

外面横～底部に移行するにつれて縦の鰯毛馨、底部上位ナデが趨わる、

齧ﾊケズリ。内面横のケズリ、厩部ナデツケ。外面煤付着。二次加熱。

：ξ類、

土師器・台付獲 （16，2＞

｝ 一 ①④③② ② 榿 台二二3／4・

外面口唇部縦の刷毛目後ナデ後押捺、口縁部～胴上部縦の刷毛目、煤付

?A中位横の刷毛目、ナデ、ケズリ混用、赤化、下位縦のナデ、赤化。

煌熕¥位ナデ、徳繭爾横のミガキ、ほぼ全颪炭化物。二次燐熱。

8 土師器・台付餐 一 …
10．1 ③①④ ② 榿 台部のみ 外面縦の刷毛目、裾部一部横のナデ。内面横のナデ。

9 土鯨器・台付餐 （20。2）

… 　 ①④③⑥ ② 赤褐 三部欠玉！4

口縁部横ナデ。外面括れ縦、上位横、中位斜の刷毛目、下位縦の刷毛目の後ナ

f、外灘全藏煤付』着。内麺抵れ横のケズリ様ナデ、括れ下位指頭によるおさえ、

?ﾊにかけてナデ、下鞍縦の木形状工異によるナデ。炭化物付着。二次癩熱。

10 土師器・台付養 一 ～
12．0 ⑥①②④ ② 明褐 台部のみ 外面縦の刷毛目。内面縦のナデヅケ。煤付着。二次加熱。

H 礫 長さま＆0　幡6．2　潭さ47　重さ725g 一

12 礫 長さ4．5　幅3、6　厚さLO　重さ25g 一
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W　C区の遺構と遺物

〉

8

〉

≧

◎67号土坑

55号住居跡

調査区外

迦

〆

8

／

B

麺
笏

一一一
a’

％

55自主居跡土層

1　胴黄褐色qOYR　7／6）シルト（＊占七四〉。マンガン粒を多量含む。

2　明黄褐色（25Y　6／6）粘七，炭化物を少量含む。

3　黄褐色（10m　5／6）粘土、

4　明黄褐色（10YR　6／6）シルト。マンカン粒、炭化物を少量含む。

5　槍色（5YR　6／8）焼土層。明黄褐色（／0YR　6／6）シルト層の中に焼十：が層状に麗入していろ

　1位に炭化物か層状に含まれる。
G　明黄褐色（25Y　7／6）シルト。炭化物粒を少量含む。

7炭イヒ繍責層。
8　黄澄色（／0駅7／8）粘±ら炭化物位を少星マンガン粒を微量含む。

9　明黄褐色（10YR　6／8）粘土、

10　鼓褐色（10YR　5／6）粘土，炭化物粒を少量含む。

1｝焼㌔ ◎

0　　　　し瓢28e◎◎幣　　　 2m
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ｴ

／
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2

　　　　　　　　　　　10CmO

第16壌図　C区55号住居跡及び出土遺物
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第8◎表C区55号住居跡出土遺物観察表（劉6璽図）

聾α 羅　種 日径　　器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

瓶 土師器・器台 9」
一 一 ⑥④③② ② 橿 u2

脚部三方透かし1円孔）。受け台部口縁横ナデ、体部内面表面剥離

ｵた部分多い、一部に放射状ミガキ、金藤吸炭、，体部外面～脚

O面縦のミガキ。脚部外面横の連続ケズリ。

2 上師器・甕 （19．0）

一 一 ①④⑥③ ② 明赤褐 上位！／6 全面ナデ。二次加熱。

3 土師器・壷 一 ｝
（9．7＞ ①⑥④③ ② 燈 底部U4 内面底部木口状工具によるナデツケ。吸炭。

∴鰻
砥石 長さ28．8　幅17，6　厚さ9、6

｝

　壁は、急斜面を成して立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、45cm前後

である。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。また、

南西半中央部分は、全体に3～5c驚窪みをもっている。窪みの中は、ほぼ炭化物で埋ま

っている（第7層）。ピットは、検出されていない。

　窪みの東端・竪穴中央やや南西寄りに、炉が設けられている。円形を呈し、径70×65

cmを計り、厚さ5cmの焼土層をもつ。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第1層）、少量の炭化物

を含む明黄褐色粘土層（第2層）、黄褐色粘土層（第3層）、少量のマンガン粒・炭化物を含

む明黄褐色シルト層（第4層）、上位に炭化物層、下位に焼土層を挟む明黄褐色シルト層

（第5層）、少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第6層）、炭化物層（第7層）、少量の

炭化物及び微量のマンガン粒を含む黄榿色粘土層（第8層）、明黄褐色粘土層（第9層〉

が堆積し、壁際の最下層には、少量の炭化物を含む黄褐色粘土層（第10層〉のみられる部

分もある。

　遺物は、第7層上から、土師器脚台q＞、甕（2＞、壷（3）、径28×24の円錐孔及

び刃先の研ぎ跡が残る砥石（4）が出土している。砥石の使用面は、被熱している。

56号住居跡　　G－13・14からH－13・！4グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

　　　　　　である。

（第162図）　　5！号・57号両住居跡を切断している。

（第163図）　　北辺6．50m、東辺7．06m、下辺5，40m、西辺6．75mを計る。東辺が大きく脹らみを

　　　　　　もっことから、不整形ではあるが、台形を基本としていると思われる。主軸方位は、

　　　　　　N－155．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、急斜面を成して立ち上がり、掘り込み確認面から床面までの深さは、65c盤前後

　　　　　　である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

　　　　　　は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上層から、多量の炭化物・マンガン粒を含む榿色シルト層（第4層）、多量の炭

　　　　　　化物を層状に、焼土を部分的に含む明黄褐色シルト層（第5層）、浅黄色シルトをブロッ

　　　　　　ク状に含む黄褐色粘土層（第6層）、下位に炭化物を層状に、また微量の焼土粒・マンガ

　　　　　　ン粒を含む明黄褐色粘土層（第7層）、微量の炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第8層）
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W　C区の遺構と遺物
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が堆積し、各層の問には、大半が炭化物を含む土層が入り込む。全て投入土の様相を呈

している。また、床面上中央から西壁にかけて、炭化物が堆積し、上面に炭化材がみら

れる。炭化材は、壁際にも斜めの状態で検出されている。火災に伴う土砂の投入と、炭

化木材の出土状態であると判断されたものである。

　遺物は、覆土（大部分が第8層）申から検出され、土師器高杯（1・2）、台付甕（3

～7）、甕（8～！D、壷（12～14）、磨石（15）、編石（16・17＞等がみられる。
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第163図C区56号住居跡出土遺物
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第8て表C区56号住居跡出土遺物観察表（第163図）

恥 器　種 口径 八高 底径　　胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・嵩杯 22．3
』 ｝ ⑥②①③④ ② 榿 恥部！／2 表面磨滅。整形不詳。

2 土師器・高杯 （24．O／

一 『 ②⑥①④③ ① にぶい鐙 台目耳4 内外面ミガキ。朱塗。煤付着。
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W　C区の遺構と・遺物

嬉 土師器・台付甕 15．5
｝ 一 ⑥①②④ ② 黄機 4／5

外面口縁部縦の刷毛目、口唇部一部ナデの後刻み、胴肩～中位横、中位

`下位斜、底～脚縦の刷毛目、煤付着、赤化，，内面括れ部横、後口縁横

ﾌ刷毛目。胴部上位横のナデ、中位横のケズリ、底位縦のナデツケ、炭

ｻ物付着、脚天井ナデツケ、以下横の刷毛目。二次加熱。

4 上師器・甕 （15，4）

一 一
⑥②①③④ ② 椎 口縁部U5

外面ロ縁部上位横ナデ、下位縦の刷毛目、胴上位横の刷毛目。内面ナ

f、全体に剥離した部分多い。二次加熱。

5 土師器・台付甕 ㎝ 一
（9．4） ⑥①②④ ② 1登 下部のみ

胴部底外面斜の刷毛目の後縦のナデ、内薗ナデツケ、炭化物付着。台部

O凌雲の励毛思の後一部ナデ、内面木口状工具によるナデ。端部矩形

d上げ。吸炭。二次加熱。

6 土師器・創寸甕 ｝ 一
10．0 ⑥①②④ ② 概 一部のみ

外二二のナデ、内面縦の棚毛目の後ナデ。金三島炭。底面炭化物付着。

�汢ﾁ熱。

7 上師器・台付甕 一
重1，0 ⑥③①②④ ② 榿 二部のみ

外面縦の刷毛目。底部ナデツケ。脚内面」二位ナデツケ。中位～裾部横

ﾌケズリ様ナデ。表面剥離した部分多い。細田断熱。

8 二｛二騨器・甕 ／15，7） 8．2 ⑥②③①④ ② 浅黄驚 三／4

外面胴縁～胴部中位縦～斜、中位横の嗣毛獺、下位ナデ、全捧に磨滅し

ｽ部分多い。内面ナデ、部分的に輪品評残す。一部吸炭。赤色化。二

溂囈M。

9 土晶晶・甕 16．6）

一 ｝ ②⑥③①④ ② 燈 濤縁部1！6
外藏口縁部横ナデ、胴部縦の三毛羅。内面難縁部横の綱毛冒、朧都横の

iデ。吸炭。煤付着。二次繍熱。聾α紛と岡一の十能性。

10 上髭器・甕 一 ㎜ 45 ⑥②①④ ② 褐 底部のみ 外颪縦のナデツケ。内面ヘラナデ。全面吸炭。煤付着。二次加熱。

1
1

rヒ師器・甕 一 一 一 ②⑥①④ ② 明赤褐 下位／／6 外面中位ナデ、下位縦のミガキ様ナデ。内面横のナデ。吸炭。二次加熱。

12 土師器・壷 （158）
一

②①⑥④ ② にぶい榿 　

13 土師器・壷 ㎜ 一 一 ⑥②①④ ② 暗褐 ……

14 土師器・壷 　 一 一 ②③①⑥ ② 浅黄権 一

鑛ll 磨石 長さ9．4　幅9、8　厚さ2．3　重さ310g

i6 編物石 長さ10、0　幅3．0厚さ3．0重さ150g ｝

17 編物石 長さ10．5　1隔4、0厚さ2．7　重さ120g 一

57号住居跡

（第！64図）

　G－14からH－13・！4グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　56号住居跡によって切断されている。

　北東辺は計測不能であるが、南東辺5．85m、南西辺4．60m、北西辺5．95mを計る。

長方形を呈している。主軸方位は、N－39．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、掘り込み確’三面から床面までの深さは、35cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

は、検出されていない。

　覆土は、上層から、多量のマンガン粒及び酸化鉄、少量の炭化物を含むにぶい黄褐色

シルト層（第1層）、黄色シルトブロック及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第

2層）、微量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第3層〉が堆積している。

　遺物は、第2層中から、土師器沖台（1）、小型甕（2）、甕（3）、台付甕（4）、十日

製勾玉（5）が出土している。

第82表　C区57号住居跡出土遺物観察表（第164図）

NQ 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 ⊥師器・器台 ｝ 一 ㎜ ⑥②④① ② 浅黄1登 接合部のみ 脚部三方透かし。外面ナデ。脚部内面縦のナデツケ。

2 土師器・小型壷 一 一
（3．41 ①②④③⑥ ② 榿 底部のみ 外面縦のナデ。内面ナデ。二次加熱。

3 上州器・甕 （141）
一 一 ②⑥③①④ ② 明黄褐 上位1／4 口唇部及び外面縄文。内面ナデ。

4 土師器・台付甕 一 一

⑥
③
②
…

② 浅黄樵 接倉部のみ
全体に磨滅した部分多い。内面ナデ、二三。外面一部縦の三毛目残存。

�汢ﾁ熱。

：、⑥｝

勾玉 長さ2遵　　編一　　厚さ0．95 　
ヒスイ製。
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57号住居跡 56号住居跡

映

B・
57号住居跡

0　　　　L＝・28．200m
ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝一1：60

2m

56号住居跡
B

56号・57号住居跡土層

1

2

3
4
5

にぶい黄褐色（10臓5／3）シルト。マンガン粒を多量、酸化鉄粒を中量、炭化物粒を少量

含む。

明黄褐色（1G駅6／6）シルト。黄色（2，5Y　8／4）シルトブロックが下位に点在し、炭化物を

少量含む。

明黄褐色（2．5Y　6／6）シルト。炭化物を微量含む。

機色（7，5膿6／6）シルト（粘土質）。マンガン粒、炭化物を多量：含む。

明黄褐色（10YR　6／6）シルト（粘土質）。炭化物粒を多量、部分的に焼土、層状に炭化物を

含む。

51明黄褐色（10YR　7／6）シルト。炭化物が点在している。

6
7
8
9

黄褐色（10盟7／8）粘土。浅黄機色（10駅8／4）シルト小ブロック状に含む。

明黄褐色（10YR　6／8）粘土、マンガン粒、焼土粒を微量、下位に炭化物が層状に含む。

にぶい黄褐色（10YR　6／4）粘土、炭化物を微量含む。

黄褐色（2．5Y　5／6）粘土，浅黄榿色（10脈8／4）シルトをブロック状に含む。

0
1
2
3
4
人

1
1
1
1
1
5
6
7

1
1
18
Q
V
O

1
1
2

にぶい黄褐色（10YR　5／6）粘±。マンガン粒、炭化物粒を多量含む。

黄褐色（2．5Y　5／6）粘血マンガン粒をやや多量、下位に炭化物を層状に含む。

にぶい黄色（a，5Y　6／3）粘土，炭化物をやや多量含む。

燈色（7．5YR　6／6）シルト。部分的に灰色（10YR　8／2）粘土プロソクが集中している。

黄褐色（2，5Y　5／6）粘土，11層に似ているがより全体釣に炭化物がやや多量に含む。

下位に炭化物を層状に含む。

にぶい黄燈色（10YR　6／4）シルト。炭化物粒を少量含む。

にぶい黄褐色（10臓6／6）粘島炭化物を少量含む。

明黄褐色（10YR　6／6）シルト（粘土質）。浅黄鐙色（10搬8／4）シルト小ブロック、マンガン粒

を多量含む。

明褐灰色（7．5YR　7／D粘五炭化物を微量含む。

にぶい黄澄色（！0思ヒ7／3）粘土、炭化物を少量含む。

明黄褐色（10YR　7／6）粘土（シルト質）。炭化物粒を微量含む。

♪
　　　　　2

4霧驚
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簿
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0　　　　　　　　　　　　　　5cm

ヒ＝＝＝＝＝コ＝＝＝＝＝＝ゴコ　　2

第164図　C区57号住居跡及び出土遺物
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W　C区の遺構と遺物

58号住居跡　　G－！4・！5からH－14・15グリッドに亘って位置する。第一確認面からの検出である。

（第165図）　　北東辺3．42m、南東辺4．14rn、南西辺3．90m、北西辺3．20mを計る。二辺が長く、

（第166図）　二辺が短いため不整形であるが、正方形を基本としている。主軸方位は、N－135．一

　　　　　　Wを示す。

　　　　　　　壁は、急傾斜を成して立ち上がるが、床面との接点部分が弧を成す部分もみられる。

　　　　　　掘り込み確認面から床面までの深さは、40c穣前後である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

　　　　　　は、検出されていない。

　　　　　　　カマドは、南西壁中央から南隅寄りに設置されている。袖は、検出されなかったが、

　　　　　　奥行き82cm、幅58cmの隅円長方形範囲に焼土面がみられ、火床・燃焼部は、奥部が竪穴

　　　　　　外に張り出すものの、大部分が竪穴内に構築されていることが判明している。奥部は斜

　　　　　　面を成して20c毅ほどの壁を作り出し、ほぼ水平面を成す煙道へ移行している。煙道は、

　　　　　　幅20c獄、奥行き1．42mを計る。底面は、ほぼ水平であるが、中央部でやや窪み、そのま

㍗

－
〉
．

9

φ

9

壕

B

勘
締6

9　　　　謬

び

嘲。

聰菊
馳

確
譜

・
〉
、

・18

『7

・B’

1　にぶい黄褐色α0搬4／3）粘土（シルト質）。

　焼土粒、炭化物粒を含む。

2　にぶい黄色（2．5Y　6／3）＊占土（シルト質）。

　下位に炭化物層が量る。焼圭ブロックを

　含む。

3　褐色（！0YR　4／4）雑士（シルト質〉。下位：に

　炭化物屡が入る。焼土プロソクを含む。

4　にぶい黄色（2、5Y　6／4＞粘土（シルト質〉。

　下位に灰層が入る。焼土粒を含む。

5　褐色（10YR　4／4）粘土。下位に焼土層が

　入る。炭化物粒、焼辻粒を含む。

B ・B’

0　　　　　　　し＝＝28，30◎nへ　　　　　　2m

－1：6◎
第165図　C区58号住居跡
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0　　　　　　　　　　　等G蝋

一1：4．
　　　　2

　　　　　　　　　第166図　C区58住居跡出土遺物

ま奥壁に向けて緩やかな弓状を呈しながら立ち上がっている。窪みの中から、土師器杯

（9）が出土している。

　覆土は、上位から、焼土粒及び炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第1層〉、焼土ブロ

ック及び下位には層状の炭化物を含むにぶい黄色粘土層（第2層）、焼土ブロック及び下

位には層状の炭化物を含む褐色粘土層（第3層）が堆積している。
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W　C区の遺構と遺物

　遺物は、カマド内から、煙道内の土師器杯（9）をはじめ、焼土上から土師器杯

（2・！2）、甕（13・14）が、またカマド前からは、杯（10＞が出土している。杯はそ

の他、3・6が床面上から出土している。また北隅寄りの床面上からは、管玉（17）及

び臼玉（18＞が出土している。

第83表　C区58号住居跡出土遺物観察表（第166図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

瀧鷲

塩ｶ
須恵器・蓋杯 （隻3．8）

　 一 ①②⑥ ① 灰 ！／4

謹 土麟器・杯 豊2、6 512
一

⑥②①④ ② 榿 一部欠
口縁部横ナデ。体部外面下位のみケズリ、．と位ナデ、1！2吸炭、煤樗

?B内面ナデ、1〆2吸炭、煤付着。

誠 土師器・杯 12．8 5．5
一

③①②④ ② 榿 2／3 外慮金面、内面大部分磨滅，内薗ロ縁部横ナデ、体部ナデ。

鱗 土師器・杯 ／2．5 5．5
皿

②①③④ ② 榿 2／3
口縁部横ナデ、内外面共煤付着。体部外面ナデ、底面のみケズリ、煤付

?A内面ナデ、1／2煤付着。

藁』＝・・斐

土物器・杯 茎2，5 5．8
一

③①④② ② にぶい概 一部欠
口縁部及び体部内面上位横ナデ、体部内面下位ナデ、煤付着。体部外彌

iデ、底面のみケズリ、煤付着。
濫’ x、≧二「ご

土鯨器・杯 圭1．8 6．0
一

②①④ ② 明赤褐 一部欠 表颪磨滅、全葱吸炭。

7 土師器・杯 （1215） 514
皿

③②①⑥④ ② 榿 2／5
全面朱塗。口縁部及び体部内面上位横ナデ、内面底部ナデ。外面ケズ

鰍ﾌ後、上位にナデが加わる。

1：嬉；：

土師器・杯 12．9 511
一

③④②① ② にぶい機 弓形 全面磨滅。

叢｝：§：

~騨；i
土師器・杯 ／ま2、6） 6護

一 ⑥②①④ ② 明赤褐 3／4
外諏横のナデ、底部周辺のみケズリ、内面ナデ。内面口唇部及び外面煤

t着。外面一部赤色化。二次繍熱。

難 土師器・杯 13．7 5．0
一

②①③⑥④ ② 榿 4！5 口縁部横ナデ。体部外面．ヒ位ナデ、下位ケズリ。内面ミガキ様ナデ。

ご鑓；：を

G驚

土師器・杯 （12．8） 5．9
一

⑥②①④ ② 山子褐 一部欠
口縁部横ナデ。体部外蒲ナデ、内面ナデの後放射状ミガキ。全面吸炭。

ﾔ色化。二次加熱。

土師器・★ 14．5 8．7 5．4 ③①②④ ② 榿 一部欠 ほぼ全面磨滅。内面凹田～体部上位横ナデ。

奮ξ罷

Pミ嫌 1土師器贋 1ア．8 3圭．1 6．魂 ② 浅榿 一部欠
口縁部横ナデ。胴部外郷木1コ状工具によるナデ、内面肩部及び中・下位

ﾚ禽懸木口状工具によるナデ、飽はナデ、全癒藩く吸炭。

鯵 土師器・甕 16．6 25．1 8．0 ⑥③①②④ ② 淡鐙 一都欠 口縁部横ナデ。舞面ケズリ、鷹部周辺ナデが加わる。内颪ナデ、綴面炭化物付着。

鱒、 土師器・壷 10．1
㎜ 『

①③②⑥④ ② 明赤褐 上位のみ 外面全面磨滅、内面ナデ。

16 土師器・増 （93）

一 一
③②①④ ② 燈 切縁部1／4 金面磨滅。

鱗 管玉 孔径0、2　獲：さ2．4　厚さ0，5 ㎜

鎖鎌
紹玉 孔径瓢　直径6．5厚さO、4 一

19 礫 長さ｝0．6編4、2厚さ1、8露さ120g ｝

20 礫 長さ25、4　1癌13．8　厚さ8．3　重さ4，300g 一

21 礫 長さ！6、5幅12．6厚さ7，6　重さ2，175g ｝

22 礫 長さ16．｛編璽32　厚さ11，2　重さ3，010g 一

23 礫 長さ　董2．3　編5．尋　厚さ4窪　璽さ350g 一

24 礫 長さ一　幅44　厚さ3．1重さ！10g 一

25 礫 長さ5，4　幅4．8　厚さ4、4　璽さ140g ㎜

26 礫 長さ8，4　1隔3、4　厚さ27　箆さ70g 一

27 礫 長さ10．3　編7、2厚さ重，9　重さ190g 一

28 礫 長さ8，9　幅3．5　厚さL7　重さ75g 一

29 礫 長さ9、6　幅3．4　厚さ3、1璽さ115g 一

30 礫 長さ2、4　幅1、1厚さG．7　霊さ8g 一

3茎 礫 長さ8，0　幅4．5　厚さ2、4　重さ130g 一

32 礫 長さ一　　i編6、8　厚：さ尊遵　重さ345g 一

33 礫 長さ滋7　編5．2厚さ4．6　重さ560g 一

59号住居跡

（第167図）

（第！68図）

（第169図）

　G－15・16からH－15・16グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　北東辺6，26m、南東辺8．70m、南西辺8、85m、北西辺8．95mを計る。概ね平行四辺

形を呈していると思われるが、各辺の湾曲が激しいため、不整形といわざるを得ない。

北西辺の軸方位は、N－147．一Wを示す。

　壁は、急傾斜を成して立ち上がるが、床面との接点部分が弧を成す部分もみられる。

掘り込み確認面から床面までの深さは、30～50cm前後である。
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C C

1　褐色（75YR　6／1）！ルト。炭化物核を少最含む。

2　にふい黄榿色（10YR　7／2）ノルト（牽占土質）。

3　炭化物　焼七集積層。ほぼ炭化物のみて構成されCいるか、A～A’セクノコ〆北側には部分的に

　明赤褐色（5YR　5／6）焼土フロノクか層状に鷹曝している。

4　灰色（5Y　7／1）枯士6マノカ／粒、炭化物紡を少量r1む。最卜面に炭化物か層をな寸。

5　褐灰色（10劉～6／／）ノルト。マノカノ粒を多範、炭化物を少量含む。

6　灰黄褐色（10YR　6／2）！ルト。部分的に浅黄褐色（m駅8／3）ノルト　マノガノ粒を極多量、炭化物軌を

　中量含む。

7　灰白色（5Y　7／2）粘土，炭化物粒を少量、全体的に小ノロノク状の枯土によって構成されている。

8　にふい燈色（5YR　6／4）焼鵡床面に炭化物を層状に盆む。
0　　　し鱗27700m　　　2m

第167図　C区59号住居跡
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VI　C区の遺構と遺物
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第168図　C区59号住居跡出土遺物（1）
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VI　C区の遺構と遺物

第84表　C区59号住居跡出土遺物観察表（第168・裕9図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

’r 土師器・高島 19．4 12．7 10．3 ②⑥①③ ② 浅黄榿 ！／2
脚部三方透かし。杯部全面及び脚外面縦の細かいミガキ、朱塗。脚

燒ﾊ横一部縦のナデ。

2 土師器・高杯 ｝ 　
（16護） ②④①③ ② にぶい燈 脚部のみ1／3

脚部穿孔（数十瞑）。外面縦のミガキ、裾部細刷毛目、全面朱塗。内面

ﾗ刷毛目、一部指紋状朱塗。

3 土師器・高杯 『 　
13．0 ⑥②④①③ ② 鐙 脚部のみ2／3

外面縦のミガキ。内面上位ナデツケ、中位以下ナデ。表面剥離した
舶ｪ多い。

4 土師器・高台 ｝
9．8 ⑥②④③① ② にぶい燈 脚部のみ

外面縦のミガキ。杯内面ミガキ。脚内面ヘラ先によるナデ。外面一
粕＆t着。

51・
土師器・器台 10．3 10．3 12．4 ②⑥③① ② 浅黄榿 裾一部欠 受口部横のナデ。脚部内外面共縦のケズリ。裾部横ナデ。

⑥
－
’
、
－ 土師器・台付甕 22．0

一 ⑥①④②③ ② にぶい榿 脚部なし

外面口縁部横ナデの後口唇部刻み目、胴部縦のケズリの後ナデ、中位

ﾎのスリップ、全面煤付着。内面口縁横のナデ、括れ横のケズリ様ナ

f、上位棒頭によるナデ、中位以下ナデ、底部炭化物付着、二次加熱。

7
／

土師器・台付甕 20．4
一 一 ③②①⑥ ② 榿 台部欠

外面口縁部横のナデの後ヘラ先によるナデ、胴部縦の刷毛目後神部

ﾊにナデツケが加わる、特に中位以下に著しい、煤付着、下半赤化剥

獅ｵた部分もある、二次加熱。内面横のナデ、括れ部のみ横のケズリ

lナデ、下半炭化物付着。

宮 土師器・台付甕 213 一 ｝ ⑥②③①④ ② にぶい榿
脚部なし

ｷ部2／3

外面口縁～括れ斜、上位横、中位斜、下位縦の刷毛目、中位と下位の境

｡のケズリ、中位以上煤付着、以下赤色化、二次加熱。内面黒縁横の刷毛

ﾚ、胴部横のナデ、中位と下位の境横のナデツケ、中位以下炭化物付着。

、9 土師器・台付甕 18．6
一 一 ③⑥①② ② 榿 台部欠

外面口縁部横のナデ、胴部上位及び下位縦のナデ、中位横のケズリ後

Xリップ、全面煤付着。内面ナデ、胴部上位及び底部付近横のケズ
梶A二次加熱。

！0・ 土師器・台付甕 15．9
一 一 ⑥④③ ② にぶい榿 上位のみ

外面口縁縦の刷毛目の後横のナデ、胴部肩口縁から連続の縦の刷毛目、

?ﾊ横の刷毛目、申位より上面煤付着、中位～下位横の刷毛目の後ナデ

ﾔ色化。内面口縁部横の刷毛目、胴部横のナデ、炭化物付着、二次加熱。

」1 土師器・台付甕 16．2
｝ 　 ⑥①③② ② 榿 台部欠4／5

外面口縁部横のナデ、肩部横～斜の刷毛目の後括れ部縦の刷毛目、胴

白?ﾊ横の嗣毛目、下位縦横のナデ、中位より上位再付着、下位赤色

ｻ、二次加熱。内面口縁部横の刷毛目、口唇部横のナデ、胴部ナデ、

齦迫ﾖ積痕残す、一部炭化物付着。

12f
土師器・台付甕 （15，6）

　 ⑥③①②④ ② 榿 上部／／2

外面縦の刷毛目の後口縁～肩は横のナデが加わる、煤付着、煤の下面

ﾔ色化。内面口縁部横のナデ、揺れ～上位横のミガキ、中位以下横の

iデ、表面剥離した部分有り。二次加熱。

7
1

≒、1

土師器・台付甕 （13，0）

一 一 ⑥②①④ ② 榿 台臨無し

外面口縁部斜の圃毛目の後横のナデ、肥れ部斜、胴部横、底部～台十

�ﾌ刷毛目、下半煤付着、全体に強く赤色化。内面口縁部横の刷毛

ﾚ、胴部横のナデ、一部木口状工具のよる刷毛目状のナデ、底部指頭

ﾉよる縦のナデツケ、炭化物付着、二次加熱。

1
4

土師器・台付甕 12．9
一 一 ③⑥① ② 榿 上部3／4

外面口縁部横、括れ古謡、胴部斜の刷毛目、全体に煤が付着するが特

ﾉ括れ部著しい。内面ロ縁部横の刷毛目、胴部縦の木口状工具によ

驛iデ、全体に炭化物付着。刷毛目は全て粗く深い。

15 土師器・台付甕 一
（8．8）

灘
② 橦i 台部1／3

外面全面ナデ。内面横のナデ。全面骨炭。底部～台上部、破砕後二

汢ﾁ熱。全面吸炭。

16 土師器・台付甕 一
11．9 ①②⑥③ ② 明赤褐 台部のみ

外面胴部～台上位、台中位以下に区分した縦の前幅目、裾船廠のナ

f。内面上位縦のナデ、裾部横の刷毛目、端部矩形仕上げ、吸炭。

17 土師器・台付甕 一 一
（9．6） ⑥④① ② 赤褐 工部のみ1／3

外面胴部底面～接合部斜、台部縦の刷毛目。内面曲部上位ナデツケ、

ｺ位横の刷毛目、胴部底面木口状工具によるナデ。全面吸炭。台部

齦柏ﾔ色化。二次加熱。

18 土師器・台付甕 （9．8）

　 『 ②③①⑥ ②
にぶい黄

『
椀部外面斜の刷毛目、内面口縁横の木口状工具によるナデ、胴部横の

~ガキ様ナデ。脚部外面斜の刷毛目、内面指頭によるナデツケ。

ユ9 土師器・台付甕 （6．4）

㎜ 　 ④①②③ ② にぶい褐 口縁部のみ
外面括れ部以下縦の刷毛目、口縁横ナデ、口唇部刻み目。内面木口状

H具による横のナデ、浸炭、口唇部炭化物付着。

20 土師器・台付甕 （18．5）

｝ 　 ①④ ② 灰褐 ロ縁部のみ
外面縦～斜の刷毛目後口黒部、刷毛目状押圧（横）。内面横の刷毛目後

ｺ位にナデが加わる。

21 土師器・台付甕 （14．7）

一 一 ③①②④ ② 榿 口縁部のみ 内外車回ナデ。外面口唇刻み目。

22 土師器・台付甕 （18，0）

｝ ｝ ③④②① ② にぶい黄榿 口縁部のみ 外面縦～斜の烏毛目、口唇部翁町目状押圧（横）。内面表面磨滅。

23 土師器・甑 19．6 11．5 5．4 ⑥④② ②
にぶい赤

台形
外面目縁貼り付け、指頭による押圧、体部縦の刷毛目。内面口縁部指

ｪによる押圧、体部ナデ。底部穿孔は両面から（8孔）。

聴　土師器紺 10注 15．8 4．9 ②①⑥③ ② 鐙 完形

外面口縁部磨滅、縦の面取りが残る、胴部上位縦～斜の刷毛目、中位

~ガキ様ナデ、下位縦のミガキ及び横のミガキ様ナデ、底部ナデ。内

ﾊ口縁部斜のミガキ、上位～申位ナデ、底面ミガキ。

25 土師器・壷 （18、2）

　 　 ②①⑥③ ② 燈 口三三0

26 土師器・壷 一 一 一 ⑥②③④ ② 榿 一部

土師器・壷 ｝ 一 ｝ ②①④③ ② 榿 一部

28　　　砥石 長さ10、2　幅3．4　厚さ2．1

29　　弥生土器 一 一 一 ⑥④②① ② 灰汁褐 一

30　　弥生土器 　 ｝ ④②① ② 黒掲 　

31　　　礫 長さ15、9　幅7．2　厚さ5．0　重さ810g 一
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　床面は、踏み固められた面もあって、安定しているが、水平面が少なく全体に傾斜を

もち、南西部1／4が20cm程低くなる。ピットは、検出されていない。

　床面が水平な部分を浮心にして、中央から東面の床上には、中央の床面硬化部分を囲

むようにして、炭化物が薄く堆積している。

　床面硬化部分と南西壁の中間からは、炉が検出されている。卵形を呈し、径80×50cm、

深さ20c頚を計る土坑内に、底面に炭化物を層状に挟む焼土が充填している（第8層）。

　覆土は、安定して堆積しているのは、最上層の、少量の炭化物を含む褐色シルト層

（第1層〉と、最下層の、少量の炭化物及びブロック状粘土を含む灰白色粘土層（第7層）

のみである。この間には、にぶい黄鐙色シルト層（第2層〉、炭化物焼土集積層（第3

層）、下位に炭化物層をもち、少量の炭化物粒・マンガン粒を含む灰色粘土層（第4層）

が部分的に入り込んでいる。また南西部では、第1層が掘り窪められ、多量のマンガン粒

及び少量の炭化物を含む褐灰色シルト層（第5層）、多量のマンガン粒及び炭化物、部分

的に浅黄褐色シルトを含む灰黄褐色シルト層（第6層）が堆積している。

　遺物は、全て床面上に堆積している炭化物上から検出されている。炉の南東部からは、

土師器高杯（！）、四目（5＞、台付甕（7・9・！0・12～！5）が、中央部と東隅の間

からは、土師器高杯（2・4）、台付甕（6・8・11・16）、甑（23）、塔（24）、長円

礫（31）が出土している。また、覆土中からは、土師器高杯（3）、台付甕（！7～23）、

壷（25～27＞、砥石（28＞、弥生式土器片（29・30）等が出土している。

60号住居跡　　H－13グリッドに位置し、東隅は調査区外に及んでいる。第一確認面下位からの検出

（第170図）　である。

　　　　　　　55号住居跡を削平している。

　　　　　　　形態・規模共に不明であるが、現状では、北東辺2．10＋αm、南西辺3．52＋αm、北

　　　　　　西辺4。77mを計る。北西辺の軸方位は、　N－39．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、22c紐前後である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

　　　　　　は、検出されていない。

　　　　　　　竪穴中央から北斗にかけて、床上には炭化物が厚く堆積している。炭化物上には北西辺

　　　　　　と平行もしくは直交する炭化木材が検出されている。平行する材が細く、直交する材の上

　　　　　　下に交互に渡されているところがら、直交する材が垂木、平行する材が木舞と思われる。

　　　　　　　炭化物下からは、炉が2ヶ所検出されている。いずれも卵形を呈し、西側が径60×52

　　　　　　cm、深さ18cm、東側が径（50＋α）×54cm、深さ5cmを計る土坑内に、焼土が充填し

　　　　　　ている（第3層）。また、一隅部では、床面が強く焼土化していた。

　　　　　　　覆土は、上層が、下位に炭化物層をもつ暗褐色粘土層（第1層）、下層が、炭化物を含

　　　　　　むにぶい黄色粘土層（第2層）である。

　　　　　　　遺物は、床面上及び炭化物上から、土師器甕（1・2）、土師器壷（3・4）及び礫

　　　　　　（5～7）が出土している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第170図　C区60号住居跡及び出土遺物

第85表　C区60号住居跡出土遺物観察表（第170図）
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難。 器　種 口径 器高　底径 胎　圭 焼旗 色　繭 残存；享 備　　　考

i ．備」器　甕 177
一 ②①⑥④ ② 灰白 上半部 口縁部横ナア。胴都外副剃毛日　内画ナテ。

2 土垂垂　台付甕 207 一 一 ⑥③①②④ ② 灰白 ！／2台欠
口縁部外面ナテ、内面刷毛目。胴部外面刷毛日、内面ナテ。内外面封

Q赤色化、燦行着、二く久煽執。

3 i師器　壺 157
一 』 ①②④ ② 灰白 上位のみ

口縁部横ナテの後、口唇部を除いてミカキ。騙部ミカキの後、簿榔凸帯

p囲ナテ。内面口縁部下位～胴部ナテ。全面燦伺着。

4 ⊥師器　壷 一 ｝ 31 ⑥④②① ② にふい赤褐 底部のみ
外面ケスリ、ナテ、木口状工具によるナテ混在、吸炭、煤イ」薦。内面ナ

e、吸炭。一次加鼓。

5 礫 長さ151編49　厚さ33　重さ395謬 一

6 礫 長さ一　　1隔46　厚さ一　　重さ　里45g
一

7 礫 長さ204　輻135　厚さ～　重さ3800g 『
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61号住居跡

（鋤71図〉

（第！72図）

　1－13・14からJ－13グリッドに亘って位置し、東隅は調査区外に及んでいる。第

一確認面下位からの検出である。

　62号住居跡を切断している。

　形態・規模共に不明であるが、現状では、北東辺5．66＋αm、南西辺6．95＋αm、北

西辺8。86mを計る。北西辺の軸方位は、　N－40．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂臓に立ち上がるが、上位に至って緩斜面を成す。掘り込み確認面から床

面までの深さは、80cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピヅト

は、検出されていない。

　炉は2ヶ所検出されている。いずれも長円形を呈し、南側が径65×45cm、深さ3cm、

北側が径75×36c鑓、深さ15c蒲を計る土坑内に、焼土が充填している（’南炉・第！9層）。

北炉は、被高層（第20層）下に炭化物含有層〈第21層）をもつ。

　覆土は、最下層の、多量のマンガン言及び灰白色粘土を含むにぶい褐色シルト層（第

10層）が安定して堆積するのみであり、上層は部分的である。上層には、マンガン粒及

び灰白色粘土を含むシルト層（第2・3・5・6・8・9・H層）と、マンガン粒、炭

化物及び灰白色粘土を含むシルト層（第！・4・16層〉、酸化鉄、炭化物及び灰白色粘

土を含むシルト層（第12・13層）、炭化物及び灰白色粘土を含むシルト層（第14・15層）、

マンガン粒のみ含むシルト層（第7層）、酸化鉄及び炭化物を含む粘土層（第17弓8層〉

がみられる。いずれも、投入土の様相を呈している。

　遺物は、第！0層中から、土師器器台（1）、甕（3）、分銅形土製品（11）が出土した

他、土師器器台（2）、甕類（4～7）、壷（8～10）、鉄嫉（12）等が出土している。

なお壷（8）は、62号住居跡出土片と接合されている。

第86表　C区61号住居跡出土遺物観察表（第172図）

蓉α 器　種 撲径 器高 籔径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

｛：驚
土師器・器台 7．4 6．7 8．9 ⑥①②③④ ② 概 器落部1／2欠

内面全面ナデ。外面蔓中部ナデ、卿部縦のケズリの後ナデ、内面ナデ。

S体に表面磨滅した部分多い。

2 土師器・器台 … ｝
（8，6） ③①④ ② 櫨 脚下半1／8 四方？透かし。外面縦の刷毛目、内面ナデ。金面吸炭。

3 土師器・甕 G6．0）
一 一 ⑥②① ② 概 口縁部1／5のみ 表面剥離。口縁内面一都横の刷毛目残存。＿二次加熱。

4 土騨器・i甕 （砥6）
一 一 ③②①④ ② 浅黄鐙 口縁部封6 内タ禰ヘラ先によるナデ。

5 土師器・甕 （23、5）

一 ｝ ①②④ ②
にぶい

h
口縁部1／6

外潜濤縁部横、括れ部縦の新駅目、輪積み痕を残す、煤付着。内面横の

?ﾑ騒、一部四三、：二次加熱。

簸 土師器・台付甕 （⊥9、7）

一
｝閲「 ②①④ ② 褐灰 脚裾欠3／4

外面口縁部横ナデ、括れ部以下刷毛目、全体まばらに赤色化、煤付着。

燒ﾊ全面横のナデ、ほぼ全面炭化物付着、台部指頭によるナデヅケ。二

汢ﾁ熱。

ア 土師器・台樗甕 （23、0＞

一 一 ②①④⑥ ② 明褐灰 台部1／3欠

外藏口唇部横の木口状王具による連続ナデ、後刻み目、他全懸ナデ、煤

t着、下位赤色化。内灘揺れ部一部横のケズリ、二部横の本灘状工具に

謔驛iデ、胴部ナデ、底面炭化物層状に付着。二次加熱。

8 土師器・壺 （［6、7）

一 ㎜ ①②④ ② 明赤褐 口縁部1／4
外面縦の廟毛目の後口讐部及び括れ部横ナデ。内面横、口唇下位連続

ﾌ横刷毛目、吸炭。

9 土師器・壺 （17，5） 一　②①⑥ ② 樵 口縁部！／8
外面口縁部結節縄文、下端に刷毛目状工具による刻み目。、内面ミガキ

lナデ。全面朱塗。

圭G 土師器・壼 （1912＞

一 『 ⑥②①④ ②
にぶい

ｩ榿
口縁部！／3

タ羅融縁は縄文の旛文の後下端に瀦毛濤状工異による亥珪み躍、後8条の

_状浮文、棒状浮文は4ヶ所の切断、顛部縦の周毛目。内面横の嗣毛自

ﾌ後ナデ。一部朱塗。

分銅形土製品 ㎜ 一
1．5 ①④② ② 浅黄鐙 一

纏i 鉄鐡 長さ　一　　　編　1、4　　厚さ　3．0
｝

13 土師器・甕 … 一 ～ 瀬
② 榿 胴都一部のみ

軽石　　　　一 』 皿 ……

一｝ 一 写真のみ。図なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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～

為

O　　　L臨28200m　　　2m
ヒニ＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝；；＝＝＝ゴ1：60

≧
ヒ

8一 ・8！

i≡≡し一董　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　8
～～き一フ　　｝

／
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
n

明黄褐色（10脈7／6）シルト。マンガン粒を多璽炭化物、灰白色粘土を含む。

明黄褐＆（10YR　6／8）シルト。マンガン粒を多量、灰白色粘土を含む。

明黄褐色（10YR　6／6）シルト。マンガン粒を多量、灰白色粘士を含む。

黄褐色（10YR　5／8）シルト。マンガン粒を多量、灰白色粘土、わずかに炭化物を含む。

明黄褐色（2、5Y　7／6＞シルト。灰白色粘土、マンガン粒を少量に含む。

黄褐色（2，5Y　5／4）シルト。マンガン粒、灰白色粘土を少量に含む。

にぶレ暢色（／0YR　5／8）シルト。マンガン粒を多量に含む。

明黄褐色（2．5Y　5／4）シルト。マンガン粒、灰白色粒を少量に含む。

明黄褐色（2．5Y　6／6／）シルト。マンガン粒、灰白色粒を少量に含む。

にぶい褐色（5Y　6／Dシルト。マンガン粒、灰白色粒を少量に含む。

明褐色（7．5YR　5／8＞シルト。マンガン粒を多量：、灰白色粘土を含む。

％
12明褐色（7，5YR　5／6）シルト。炭化物、酸化鉄を少量、灰臼伽粘土を含む。

13黄褐色（10YR　5／8）シルト。炭化物、酸化鉄を少最、灰色粘土を含む。

王4黄褐色（10YR　5／6）シルト。炭化物を少量、灰色粘土を含む。

15黄褐色（10YR　5／6）シルト。炭化物を少量：、14層より灰色粘土を多く含む。

16明褐色（7，5YR　5／8）シルト。マンガン粒を多量：、炭化物、わずかに灰白色粘士を含む。

17灰自色（2．5Y　7／1）粘土。炭化物を少量、酸化鉄を含む。

18灰白色（2．5Y　7／1）粘土，17層に／以るが酸化鉄を多く含む。

19暗オリーブ色（7。5Y　4／3）粘島炭、焼±：塊が多彙に含む。

20　明赤褐色（2．5YR　5／8）粘土、被熱している。

2！黄褐色（10皿5／6）粘上マンガン粒を多量、炭化物を少盤む。

第371図　C区α号住居跡
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第172図　C区61号住居跡出土遺物

62号住居跡　　1－14グリッドに位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第173図）　　61号住居跡によって切断されている。

　　　　　　現状では、北東辺3。00＋αm、南西辺5．60＋αm、北西辺5．20mを計る。形態・規模共

　　　　　に不明ではあるが、南西辺の南隅が角度を変換する様相を備えているため、各辺長をほぼ
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W　C区の遺構と遺物

c口

。

懸
Q

し1

採

61号住居跡

C，L篇2ス600　・C，

懸醸．

　　　口

卜
62号住居跡

q

壁

1　明黄褐色（10駅7／6）シルト。マンガン絃を多童炭化物、灰白色粘土を含む。

2　明黄懲魯（圭0膿6／6）シルト。マンガン粒を多星灰白＆懲土を含軌

3　黄褐色（！0Y聡5／8）シルト。マンガン粒を多量灰白色粘：：ヒ、盤かに炭化物を含む。

4　明曙色（7．5YR　5／8）シルト。マンガン粒を少量、灰白色粘；kを含む，

5　明褐色（7，5YR　5／6）シルト。炭化物、酸化鉄を少景灰色粘土を含むb

6　黄褐色（10YR　5／8）シルト。炭化物を少量、灰色粘土を含む。

7　黄褐色（2．5YR　5／6）シルト。炭化物を少量、灰色粘土を徳井

8翻色面獅陶シルト。炭紹勢砂壁5層よ細く灰色粘土を含弧
9明黄褐色a5Y7耐シルト。マンガン糠を少量灰絶織を含鶴
10明黄褐色（2．5Y　5／4）シルト。マンガン粒を少量、灰臼色粧土を含む，

11にぶい褐色（5Y　6／Dシルト。マンガン紘灰白色粘土を少蟻含軌

12　明赤褐魚（2，5YR　7／8）粘土。炭を多量含む，被熱層。

一
霧

A
2

　　4
7

　・A’

　輩
9

10　門

O　　　L賭28，200m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝ニー｛：60

∠墨＼， ㎜繊γ譜　　τ　皿

ミ、

　　　　3

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝；＝一1　14．
第173図　C区62号住居跡及び出土遺物

同じくする、平行四辺形を呈すると思われる。北西辺の軸方位は、N－46◎一Eを示す。

壁は、ほぼ垂直に立ち上がるが、下位で屈曲した面をもつ部分もみられる。掘り込み

確認面から床面までの深さは、65cm前後である。

床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

…277一



第87表　C区62号住居跡出土遺物観察表（第173図）

NQ 器　種 口径 器高 底心 胎　土 焼成 蝕　調 残　存　率 備　　　考

⊥ 土師器・器台 一 一
（1L6） ②⑥③① ② 榿 脚部のみ1／6

穿孔有り（数不明〉。外面縦のミガキ。内面木口状工具によるナデ。二

汢ﾁ熱。

2 土師器・盤 （14，3）

一 一 ⑥①②④ ② 浅黄布晒 上位1／3
口縁下端斜の刻み目。外面横のナデ。内断方向不定ミガキ様ナデ。口

初ｺ細部のみ横のミガキ。

3 土師器・怨 （8．5）

　 一 ①②④ ② 燈 上位！／6
口縁部外面ナデ、内面横の刷毛目。胴部外面縦の刷毛目、内面ナデ。内

O面一部吸炭。二次加熱。
鉄鎌 長さ一　幅23　厚さαユ

一 柄木の痕跡あり。

は、検出されていない。

　炉は、竪穴中央からやや北東辺寄りに設置されている。ほぼ円形を呈し、径43×40c紐、

深さ10艦を計る。また周囲からは、炭化物が検出されている。

　覆土は、上位から、少量のマンガン粒及び灰白色粘土を含む明褐色シルト層（第4層）、

少量の炭化物及び灰白色粘土を含む黄褐色シルト層（第7層）、少量の炭化物及び多量の灰

白色粘土を含む黄褐色シルト層（第8層）であり、中間に少量の炭化物酸化鉄及び灰白色

粘土を含む明褐色シルト層（第5層）、少量の炭化物及び灰白色粘土を含む黄褐色シルト層

（第6層）が堆積している部分もある。61号住居跡同様、投入土の様相を呈している。

　遺物は、いずれも覆土中から、土師器器台（！）、　（2・3）、鉄鍛（4）が出土して

いる。

63号住居跡　　J－！3・14からK－13・14グリッドに亘って位置し、東隅は調査区外に及んでいる。

（第174図）　第一確認面下位からの検出である。

　　　　　　　64号住居跡及び！号井戸跡によって切断されている。

　　　　　　　現状では、北東辺4．40＋αm、南東辺2．15＋αm、南西辺5．50＋αmを計る。形態・

　　　　　　規模共に不明ではある。南西辺の軸方位は、N－37．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、急傾斜を成して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、50cm前後

　　　　　　である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

　　　　　　は、検出されていない。

　　　　　　　炉も、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第

　　　　　　1層〉、少量の炭化物及びマンガン粒を含むにぶい黄褐色シルト層（第2層）、微量の炭

　　　　　　化物を含む明黄褐色シルト層（第3層）であり、南側では、第2層に代わって、少量の炭

　　　　　　化物を含むにぶい燈色シルト層（第4層）、淡黄色シルト、炭化物、マンガン粒、酸化鉄

　　　　　　を含む灰黄色シルト層（第5層）の堆積している部分もみられる。

　　　　　　　遺物は、覆土中から、土師器　（！）、壷（2・3）が出土している。

第88表　C区63号住居跡出土遺物観察表（第174図）

漁 器　種 口径 器皿 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　牽 備　　　考

三 土師器・盤 （重2．7）

』 ⑥①②③④ ② 灘登 上位1／4 口縁部横ナデ。体部ナデ偶面横のケズリ痕）。

2 圭師器・壺 ㎜ 一
18．6＞ ①③②④ ② 撹 底部のみ 外壁縦の葦毛弩。内面ナデ、塗炭。

3 土師器・壷
『 一 一　①③④②⑥ ② にぶい燈 一

三ダ 礫 長さ9．9　幅8．6　厚さ2、9重さ380g
…
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W　C区の遺構と遺物

量

懸獣
〉
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醐

64号住居跡

B

0　吼　L罵28．200m　　　2m
ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝11：60

〉
・

・C’

63号住居跡

ノ

・B’

為

調
査
区
外

C
s

　づ

1号井戸跡

・
〉
、

63号住居跡土層 B

・明鰹（10YR　6／6）シ・レ』マンガ・粒・猫炭化物・熱

　少量含む。

2　にぶい黄褐色（10膿5／3）シルト（粘土質）。マンガン粒、炭化

　物名（2～3㎜大）を少量含む。

3　明黄褐色（2，5Y　7／6）シルト。炭化物粒を微量含むb

4　にぶレ燈色（7，5YR　6／4＞シルト（粘土質）。炭化物を少量含む、

5　灰黄色（2．5Y　7／2）シルト（粘土質）。淡黄色（2，5Y　8／3）シルト

　粒、炭化物粒、マンガン粒、酸化鉄粒を多量含軌

63号住居跡 ・B’

笏

1号井戸跡土層

1　灰オリーブ色（5Y　5／2）粘土，酸化銑炭化物白色軽石粒

　（火山灰？）を多量含む。

2　浅黄色（5Y　7／3）粘土6酸化鉄、炭化物を多量含む，下位に

　酸化鉄が集中している。

3　灰色（5Y　5／1）粘土、1層より粒子の細かい白色軽石粒（火山

　灰？）を多最マンガン粒、炭化物を少量含む。

4　灰色（5Y　5／1）粘七酸化鉄を少量、上位に灰白色（7．5Y　7／2）

　粘土小ブロック状に含む。

5　灰白色（5Y7／2）粘土，酸化鉄、炭化物粒をやや多量含む。

63－1

＼羅
　　　　　63－3

SEI－1

○　　　　　　　　　　　てOC鵬

ヒ＝＝＝＝＝主＝＝＝＝＝ヨ1；4

第174図　C区63号住居跡、1号井戸跡及び出土遺物
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65号住居跡

職薫一

　　　　　　　　　　暁

6峰男｛i鵬跡土魍

ユ　黄褐色（圭0搬5陶シルト。マンカン粒を多量、褐灰色粘土を

　含む。

2　黄褐色（10YR　5／8）シルト。マンカン粒を多量、褐灰色粘土を

　膨む。
3　明黄褐色（10YR　6／6）シルト。マンカン粒を多量、炭化物、

　褐灰色粘土を含む。

4　明黄褐色（25Y　6／6）シルト。マンカン粒、炭化物を少量、

　褐灰餅［片土を含む。

5　にぶい黄褐色（10男ミ5／4）シルト。マンガン粒を多量、炭化物、

　　易化鉄、褐灰色粘土を含む。

6　　炭イヒ物（焼土屍）。

7　黄褐色（10yR　5／6）シルト。マンガン粒を多量、褐灰色粘土を

　　含む。

8　暗灰黄色（25Y　5／2）シルト。炭化物、マンガン粒を多量、

　　褐灰色柚土を含む。

9　黄褐色（25Y　5／6）シルト。炭化物を多量、褐灰色粘土、

　　マンカン粒を少量含む。
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第壌75図　C区64号住居跡
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W　C区の遺構と遺物

64号住居跡

（第175図）

（剃76図）

　1－14・15からJ－！4・15グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出で

ある。

　63号・65号両住居跡を切断している。

　北東辺9．66m、南東辺5．85m、南西辺8．57m、北西辺5，15mを計る。不整形ではあ

るが、ほぼ長方形を呈している。主軸方位は、N－50．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、75cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。ピット

は、検出されていない。

　炉は、竪穴中央やや西寄りに設けられている。円形を呈し、径55×58cm、被熱部分の

厚さ4cmを計る。周囲には焼土粒を含んだ炭化物層（第6層）が広がっている。

　覆土は、第1～第5層、全てが多量のマンガン粒及び褐灰色粘土を含むシルト層であ

るが、第3・4・5層には含有物に炭化物が加わり、さらに第5層には酸化鉄が加わっ

ている。母体となるシルト層は、黄褐色であり、わずかに明るさが異なっている。
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第壌76図　C区64号住居跡出土遺物
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第89表　C区64号住居跡出土遺物観察表（第壌76図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・高杯 （17．1＞

一 一 ⑥③④①② ② 橿 口縁部耳8
外面木口状工具による縦のナデ。内面磨滅した部分多い、放射状ミガ

Lの痕跡。

2 土師器・高杯 ｝ ｝ ｝ ⑥③①④ ② 浅黄鐙 脚部1／2 脚部穿孔（3孔）。表面剥離。外面縦、内面横のナデか。

灘 土師器・甕 22．0 19．4 7．1 ②①③④ ② 擬 一部欠

口縁部横ナデ、端部矩形仕上げ。外蒲括れ横のケズリ、胴部横～縦の木

繒�H具によるナデ、一部刷毛目状条痕、三部付近横のケズリ。内面上

ﾊヘラナデ、下位横のナデ。一部炭化物付薦。

灘 土麟器・創寸甕 里6，尋

｝ 一 ⑥①②④ ② 燈 台部欠

外面口縁部横ナデ、上段には斜の櫛形こ篇疑による刺突文、肩部縦北横、

?ﾊ斜、下位縦の耀毛霞、煤付着、灘色化。内簡全面ナデ、括れ部のみ

｡の耀毛羅、炭化物付着。二次燦熱。

5 土師器・創寸甕 （圭9，6＞

一 一 朧
② 浅黄燈 上位／！4

外三口縁部～肩部縦の耀毛露、口三部横のナデ、胴藻斜の耀毛濤、表面

蝸｣した部分多い。吸炭、赤色化、二次鑛熱。内薦口縁部～話れ、横の

p毛目、嗣部肩木鋤状工異による横のナデ。申位以下ナデ。

6 土師器・台付甕 『 『
圭4．0 ①③②④ ② 灰臼 台目のみ

外気縦の嗣毛目、裾部横の鰯毛冒。内密上位ナデ、ギ位横の融毛目。吸

Y。

7 土師器・台付甕 一 一
10．2 ③①②④ ② 明赤褐 沼部のみ

嗣部底面炭化物付着。胴部下端～四部縦の嗣毛図、後二部には縦のナ

fが加わる。朝貢内面上位ナデツケ、外部横のナデ。吸炭。二次加熱。

8 土師器・台付甕 一 』
（12．0） ⑥③①④ ② 褐 台部1／4

外面縦のケズリの後ナデ。内面天井部ナデツケ、下位横のヘラナデ。

S面吸炭。二次加熱。

9 土師器・垢 ｝ ｝
5．4 ③②①④ ② 淡燈 下位のみ 外面横の刷毛目の後ナデ。内面ナデ、底面ナデツケ。

10 土師器・壷 （24．8）

一 一 ⑥①④② ② 燈 口縁部1／8

／
⊥ 土師器・高杯 ｝ ｝

（8．5） ③④①② ② にぶい樵 脚部1／8 脚部穿孔。外面縦、裾部横の刷毛目の後ナデ。内面横のナデ。吸炭。

12 礫 長さ14，7　幅5．7厚さ5、3重さ720g 一

！3 礫 長さ16．1幅6、2　厚さ3，4　重さ320g

　遺物は、炉の周囲に集申して、土師器諜報（！・2）台付甕（4～7）、またやや離れ

て土師器小型壷（9＞が出土している。また、土師器甕（3＞は、炉の直上第3層中か

ら出土しているが、接合された破片は、床面上から小型壷（9＞と共に出土している。

壷（10）、高杯（1Dは、遺構検出時に出土したものである。

65号住居跡

（第177図）

（第178図）

　J－14・15からK－14・15グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

である。

　66号住居跡を切断しているが、64号住居跡によって切断されている。

　全体規模は不明であるが、北東辺1．60＋αm、南東辺7．12＋αm、南西辺8．78m、

北西辺7。80mを計る。北’西部の両壁問も7．80mを計ることから、不整形ではあるが、ほ

ぼ正方形を呈していると思われる。主軸方位は、N－29Q－Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、62c醗前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるが、踏み固められた面もあって、安定している。

　ピットは、雨露に穿たれており、やや崩れた方形を呈し、79×72cm、深さ12cmを計る。

　炉は、竪穴中央やや北東寄りに設けられている。隅円長方形を呈し、径67×56cm、深

さ9cmを計る。下位に、多量の焼土粒を含むにぶい黄鴬色シルト層（第6層）が堆積し、

上位には、焼土層（第5層）が、厚さ5cm前後で広がっている。また、周囲には焼土粒を

含んだ炭化物層が広がっている。炭化物層は、竪穴北東隅部分及び、中央隠妻寄り部分

に堆積し、それぞれ、床面が長円形に焼土化した部分をもっている。北東側の焼土は、

径90×65c秘、西側の焼土は、径80×60回転の範囲に認められ、床面が3c鶏前後焼土化し

ているものである。掘り込みは伴っていない。複数の炉が存在していた可能性もある。

　覆土は、上位から、白色砂粒、マンガン粒及び褐灰色粘土を含む明黄褐色シルト層
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VI　C区の遺構と遺物
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笏
　し嵩27700
9 一◎P

1
2
3
4
5
6
｝

勿
明黄褐色（10YR　6／8）ンルト。白色粒、マンカン粒、褐灰色粘土を含む。

暗灰黄色（25Y　5／2）シルト。炭化物を多量、マンカン位、褐灰色粘土を含む。

黄褐色（25Y　5／6）シルト。マンカン粒を少量、炭化物、褐灰創〔占土を含む。

にふい黄褐色（1◎駅5／4）シルト。マンカン粒を少量、炭化物、褐灰＆粘圭を含む。

髄（2　5Y衰　6／8）焼一礪Ω

にふい黄燈色面黙6④シルト。燈色（25盟6／8＞焼上粒を多蟻含む。

　L瓢27700
ε ε

　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　し．・＝＝28　3◎On砲　　　　　　2m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ゴ160
7　にふい黄褐色（10YR　4／3）砂層。灰白色（！0YR　7／1）シルト粒、難色（25YR　6／8）焼土ブロックを多量

　含む，
8　にふい楼色（75YR　6／4）シルト。灰白色（10YR　7／Dシルト粒を多量含む。

9　にぶい黄燈色（10YR　6／4）粘」島灰白色（10職7／1）シルト拉か上位て極多量、下位：て微量含む。

10黄褐色（10yR　5／6）シルト。マンカン粒を多董、掲灰色粘土を含む。

11黄褐色（蓋O臓5／8）シルト。マンカン粒を多難、褐灰色粘土を含む。

鴛　明黄褐色（欝YR　6／6）シルト。マンガン粒を多縫、炭化物、褐灰色粘土を含む。

13にふ曝艶（圭囎晒〉シ・レト。マンガン樋熊鼠炭化物醗鉄褐灰色細を含む・

第177図　C区65号住居跡
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第178図　C区65号住居跡出土遺物

第90表　C区65号住居跡出土遺物観察表（第178図）

Nq 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 蝕　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・器台 ㎜
（9．2） ①③②④ ② 機 脚部1／3

脚部四方透かし。外面上位縦のケズリ様ナデ、下位縦のミガキ、裾部横

ﾌナデ。内面横のナデ。端部矩形仕上げ。

2 土師器・鉢 （21．7＞

｝ 一 ⑥②③①④ ② 浅黄燈 ⊥位1／4
外面ロ縁部横、体部斜の刷毛1ヨ。内面剥離しており不詳。全体に薄く

＆t着。二次加熱。

3 土師器・甕 （16．2）

』 ｝ ⑥②①③④ ② 鋼登 口縁部1／8 表面磨滅しており不詳。肩外薦一部斜の後横の鰯毛目。

4 土師器・台付甕 ｝ 一 難
② 黄燈 援倉部のみ

夕細読のナデ。内面底部横のナデ、脚縦のナデツケ。ヘソ接合、接合部

z炭。二次駕熱。

6 土鎌器・壷 （至7、9）

｝ 一 繍
② 燈 日縁部1！4

外紙二重日縁横の禰毛霞、下小氏のナデヅケ、一部斜の劇甚目。内引回

ﾌナデの後縦のミガキ、朱塗。

6 土師器・増 ｝ 一
一　③②①④　　　　　　　　 ② 機 綱部1／4

外面頸部～揺れ部縦の顯毛昌、胴部上位は横を主体とし中位以下は縦

�蜻ﾌとした寸寸冒、丁丁にはミガキ様ナデが癩わる、全颪朱塗。内面

?@き、輪積み痕残す。

7 礫 長さ13．5　幅10，7　厚さ3．0　璽さ640g
一

8 礫 長さ11．2　幅5．0　厚さ2．5　重さ270g　　　　　　　一

（第1層〉、多量の炭化物及びマンガン粒、褐灰色粘土を含む玉璽黄色シルト層（第2層）、

少量のマンガン粒及び炭化物、褐灰色粘土を含む黄褐色シルト層（第3層）が堆積して

いる。また壁際の最下層には、少量のマンガン粒及び炭化物、褐灰色粘土を含むにぶい

黄褐色シルト層（第4層）のみられる部分もある。

　遺物は、炭化部の上面から、土師器高杯（1）、鉢（2）、台付甕（3・4・）、壷（5・

6）、礫（7・8＞が出土している。

66号住居跡

（第179図）

　1－！5からJ－15グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　65号住居跡及び76号土坑によって切断されている。

　北東辺5．30m、南東辺5，05m、南西辺4，76m、北西辺4，18mを計る。南東辺を底辺

とした台形を呈していると思われる。主軸方位は、N－60．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、56cm前後である。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。ピットは、穿た

れていない。

　炉は、竪穴中央と三隅の中間に設けられている。床面が、径70×48c穣の範囲で長円形

に焼土化したものであり、焼土層の厚みは、3c競前後である。掘り込みは伴っていない。
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W　C区の遺構と遺物
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C区66号住居跡、76号土坑及び66号住居跡出土遺物
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第91表　C区66号住居跡出土遺物観察表（第179図）

臨 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

圭 土帥羅　器台 ／68＞ 59 189｝ ③②①④ ② 痴飛 u4
受難部全面ナテ。脚外面縦のミガキ、内鵬ナテ。受台部脚外面磨滅し

ｽ部分多い。

2 蠕再器・甕 〈隻98）

一 一 ⑥③①②④ ② 明亦禍 上位1／5
外面斜の麟毛冒。内面口縁～抵れ横の翻薦鐸、後席唇部嶺のナテ、綱部

｡のナテ、吸炭。二次癩熱。

3 土編雛　甕 ／｝981
一 ｝

② 浅黄綴 h位圭！5 全面ナテ。級炭。二次韻熱。

4 上師器・壷 ㎜ 一 一 ⑥①②③④ ② 楴 一
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また、周囲特に北側に広く、炭化物層が堆積している。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び褐灰色粘土粒、炭化物を含む黄褐色粘土層

（第1層）、多量のマンガン粒及び褐灰色粘土粒、炭化物を含む黄褐色粘土層（第2層・第

1層より黄味が強い）、多量のマンガン粒及び褐灰色粘土粒、炭化物を含むにぶい褐色粘

土層（第3層）が堆積している。

　遺物は、覆土中から、土師器器台（1）、甕（2・3）、壷（4）が出土している。

67号住居跡　　1－15・16からJ－16グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第180図）　　75号土坑に上面を削平され、68号住居跡及び撹乱坑に切断されている。

（第18！図）　　北東辺6．50m、南東辺7．95m、南西辺4．78m、北西辺10．56mを計る。不整形では

（第！82図）　あるが、北西辺を底辺とした台形を呈していると思われる。北西辺の軸方位は、N一

（第183図）　36．一Eを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、50cm前後である。

　　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。ピットは、穿た

　　　　　　れていない。

　　　　　　　炉は、中央北東壁下と、中央南西壁下の二ヶ所に設けられている。北東炉は、円形を

　　　　　　呈し、径70×62cm、深さ8cmを計る。焼土に、炭化物等が混在し、焼土化は弱い。周囲

　　　　　　には、焼土が混在した炭化物が薄く堆積している。南西炉は、円形を呈し、径55×50cm、

　　　　　　深さ9cmを計る。こちらは、焼土塊となっている。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量の褐灰色粘土粒・マンガン粒を含む黄褐色シルト層（第1層）、

　　　　　　多量の褐灰色粘土粒・マンガン粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第2層目、

　　　　　　多量の褐灰色粘土粒・マンガン粒を含むオリーブ褐色シルト層（第3層）、多量の明黄褐

　　　　　　色粘土粒・マンガン粒を含むオリーブ褐色シルト層（第4層）、多量のマンガン粒及び褐

　　　　　　灰色粘土塊を含む暗褐色シルト層（第5層）が堆積している。

　　　　　　　遺物は、二ヶ所の炉周辺に別れて出土している。北東炉周辺でば、大部分が台付甕を

　　　　　　含む甕類（2～4・6・8・10～12・14・15・17・19・20）であり、測器種は、鉢

　　　　　　（21）が1点出土したのみである。一方、南西炉周辺では、甕類は（5）1点のみで、器

　　　　　　台（！）、壷（23・24）、甑（22）、増（31）等、多綿種が出土している。複数炉の使い

　　　　　　分けが成された結果であろう。また、覆土中から出土した腕輪状土製品（33）は、追憶

　　　　　　告書rlV』で2甘露出土遺物一3とした土製品と接合されたものである。

68号住居跡　　J－16グリッドに位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第184図）　　67号住居跡を切断している。

　　　　　　　北東辺2．85m、南東辺4．20m、南西辺3．04m、北西辺3。25mを計る。南東辺が脹ら

　　　　　　みをもっため、不整形であるが、南東辺を底辺とした台形を呈していると思われる。主

　　　　　　軸方位は、N－42．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、60cm前後である。
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M　C区の遺構と遺物
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！　策褐色（10YR　5／8）シルト。マンカン紘褐灰色粘土粧を多量含む．

2　明黄褐色αOm　6／8）シルト。マンガン粒、褐灰色粘上粒を多景炭化物を少量含む、

3　オリーブ褐色（25Y　4／6＞シルト。マンガン紘褐灰色粘土粒を多量含む6

4　オリーヲ褐色（25Y　4／6）シルト。マンガン紘明黄難色粘土粒を多量含む。

5　暗褐色（玉oyR　3／4）シルト。マンガン粒を多量、褐灰色粘土塊を含む。
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8明赤褐色（5y我5／6）焼一ヒ0

9　朋黄褐色（25Y　6／6）焼土，

第180図　C区67号住居跡
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W　C区の遺構と遺物
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第182図　C区67号住居跡出土遺物（2）
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第92表　C区67号住居跡出土遺物観察表（第璽8壌・壌82・183図）

翫 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼威 色　調 残　存　率 備　　　考

難 土師器・器台 7．5 6．9 ！α1 ⑥③① ② 浅黄榿 一部欠 外面細かいミガキ。内面受台部ミガキ様ナデ、脚部ナデ。

灘
灘土師器・台付甕 18．2 30．9 10．5 ①③④⑥ ② にぶい概 一部欠

外面口縁上位横、下位～括れ部縦、～中位横、中位から台との接合部ま

ﾅ縦の刷毛目、台部ナデ、金面煤付鷲。内面口縁～括れ部横の刷毛国、

罇O部横のナデが加わる、胴部ナデ、下半炭化物付養、台部横のヘラナ

f。二次加熱。

3 土師器・台付甕 （24．0） （28．5） （9．8） ⑥①④③ ② 櫨 一部欠
ひずみが激しい。台部内面縦のケズリ様ナデ、他金面ナデ。外面一部

z炭。赤色化。二次加熱。

土師器・台付甕 19．8
一 一 ④①② ② 灰白 台部欠

外面口縁横ナデ、後括れ部付近縦の刷毛日。胴部上位横の刷毛目、中位

｡のナデツケ、下位縦の刷毛目の後縦のナデ、中位～上位煤付着、下位

ﾔ色化。内面口縁横の三毛碧、中位～上位横～斜のケズリ、下位縦横の

iデ、中位以下一部炭化物付着。二次加熱。

騰 土師器・台付甕 〈14、2）

一 一 ② にぶい鐙 曲部欠1β
外面口縁部横ナデ、胴都縦の羅毛摺後薦都横の嗣毛繕、煤付着、下位赤

F化。内面ナデ、下位炭乾物付着。二次撫熱。

難 土師器・甕 （蔓9護〉

一 一 灘
② 灰鶏 巖部欠2〆5

外面口縁部指頭による押蓋ナデ、括れ部ナデ、綱部横を主体としたケズ

梶A下位ナデ。赤色化。

7 土騨器・台轡甕 一 一 ㎜ ㈱
② 燈

　

8 土師器・台醤甕 一 一
生。．o ③⑥②④① ② 浅黄楼 台付のみ

外面縦の木口状工具による恥毛目状ナデ。内薗天井部ナデツケ、以．ド

｡、一部斜の本口状工具によるナデ。胴乱底繭木鋤状工異によるナデ。

齦萩z炭。二次加熱。

9 土師盟・台付甕 一
9．8 ②①④⑥ ②

にぶい黄

h
台付のみ

胴部外面縦の刷毛目、内面ナデ、炭化物付薦。台部外面縦、内面横のナ

f、吸炭、二次加熱。

10 土師器・甕 （17．8）

｝ 一 ②③⑥④① ② 浅黄榿 上位1／8
外面口縁部斜のナデ、胴肩部斜、上位横のケズリの後ナデが加わる、一部

＆t着、赤色化。内面全面横のナデ、吸炭～部炭化物付着。二次加熱。

1
1

土師器・甕 （23．0）

一 一 ③①⑥④② ② 機 上位1／8
外面胴部横～斜の刷毛目後肩～口縁横のナデ。内面全面ナデ。吸湿。

ﾔ色化。

灘 土師器・甕 24．1
一 一 ③②①⑥④ ② 明褐灰 上位1／3

13 土師器・甕 一 一
6．8 ③④⑥②① ② 櫨 底部のみ

鱗1

蜥D
土師器・甕 20．1

　 ①④⑥③ ② 茨臼 上位のみ
外面ケズリとナデー部刷毛冒混在。内面口縁部横ナデ、胴部木口状工

?ﾉよる横のナデ。内夕蟻洪一部吸炭，、

15 土師器・甕 〈20．5）

｝ ③①② ② 灰嶽 上位封6

外面口縁部斜のケズリ様ナデ、胴部肩横～斜の翻毛國木口状工具）の後一部嗣方向ケズリ。内面木口状工具による横のナデ、抵れ部一部横の

Pズリ。一部吸炭。

16 土騨器・甕 ／20．61

一一 ㈱
② 浅黄燈 上位1！8

全体に磨滅した部分が多い。外晦縦一蔀備／横の鰯毛霞。内灘ナデ、揺

齦矧ﾉ会痕。欝欝。
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VI　C区の遺構と遺物

17 土師器・甕 一 ㎜
6．2

㈱
② 浅黄榿

口縁部欠

Q13

夕瀬沖位横、下位縦の鰯毛賢、薦部｛寸近縦のナデ、底部ナデツケ、煤轡

?狽ﾆ赤色化絹遠。的画ナデ、串位と下位の境一部横のケズ夢、以下縦

ﾌ木口状工具によるナデ、底藤ナデヅケ、中位以下炭化物付鳶、上位吸

Y。二次加熱。蟻
　
P

土師器・甕 （20．O）

一 一
⑥③④（D ② にぶい榿 底部欠！／2

外面ロ縁部横、胴部縦の刷毛闘、口縁部～括れ部一部横のナデが加わ

驕B内面口縁部横の刷毛目、口唇部横のナデが加わる、括れ部下横のケ

Yリ、胴部横のナデ、一部ヘラ先によるナデ、輪積み痕を残す。内外面

齦萩z炭。赤色化。二次加熱。

灘
土師器・甕 圭5．3

一 一 ①⑥③④ ② 浅黄鐙 上位4／5

外藤口縁部横のナデ、猛れ部繊、胴部縦主体の刷毛目。内葡口縁部横の

iデ、括れ～肩部揚頭による縦のナデツケ、胴部全般横のナデ。全体に

ﾔ色化。二次癩熱。

灘餐

Uこ謙

Q圭

土師器・甕 至5、5 重40 8．o ③⑥②① ② 灰臼 4／5

外灘全体に欄毛包、口唇部のみ横ナデ。内面龍馬～上位横の木難壁工

モﾉよるナデ、胴部横のナデ、鷹部磐近横のナデツケ、中央蘇上げ底。

�汢ﾁ熱。

土師器・鉢 （17、5） （1G．0） 5．3 ⑥③①④ ② 灰白 1／4
表藤剥離した部分多い。外面ナデ、底部のみナデツケ。内面ナデ、中位

ﾈ下縦のミガキ。内外面共朱塗。

：
鍵 土師器・甑 皇9．0 10．3 5．1 ③⑥①④ ② 灰白 一部欠

外面全体に粗い刷毛園、後口縁部貼り付け、指頭押回による接禽。内面

精庶w頭による押圧、口唇部横のナデ、胴部ナデ、接合痕残す。

灘 土師器・疑 13．2 28．0 9．0 ⑥①④ ② 浅黄禮 一部欠
外面口縁部ナデ、胴部全俸に縦のミガキ、下位はナデが加わる、中位以

緕體h。内面全面ナデ、中伽こ翰積み痕を残す、口縁部集塗。

墜零

ﾋ鼠
E贈等

土鑛器・壷 蝕8＞ 25．6 9．o

鵬
②

にぶい黄

ﾆ
3／4

外回複三口縁部指頭による揮圧、三部～綱部肩ナデ、胴部申位～二部付

ﾟケズリ及び木口状工異によるナデ。内面口縁部横のヘラナデ、繕れ

博w頭による押圧、鯛部横の木叩状工異によるナデ。吸炭。

25 土師器・壺 （19、2）

一 一 ③⑥④② ② 鐙
口縁のみ

I／2

外面口縁複合部横のナデ。頸部～括れ部縦のミガキ、胴部朱塗。内面

精緒cのミガキ様ナデ、括れ部以下横のミガキ。

26 土師器・壷 … 一
（13．7） ③⑥①② ② にぶい檀 1／5

外面全体に縦のミガキ、中位以上朱塗。内面ナデ、下位譲會部のみ木口

�H具によるナデ。木の葉底。

27 土師器・壷 （23、7）

｝ ④⑥①②③ ② にぶい黄鐙 口縁！／8
金面に磨滅した部分が多い。外面複合部ナデの後下端部キザミ目、朱

h。頸部縦の刷毛目。内面横のナデ。

28 土麟器・壷 一 ｝ 一 ①③②④⑥ ② にぶい鐙 肩部一部 内獅黒色化。外薦暇炭。

29 土師器・壷 一 一
1圭3．51 ②⑥③①④ ② 灰黄褐 癒部のみ 内外癖ナデ。吸炭。外底撚毒＆化。

30 土師器・壷 　 一
（10、8） ①②⑥③ ② 明褐灰 底部のみ 内外面ナデ。内面炭化物付着。

31 土師器・増 8．2 6．3 4．1 ①⑥②④ ② 赤 口縁一部欠 全面ミガキ。外底面以外朱塗。

i籍 土師器・増 一 一
（3、5） ①②④③⑥ ② 榿 底部3／5 表面磨滅。

33 腕輪状土製品 7．8 3．2 6．9 ③⑥①④ ② 浅黄榿 一部欠 内面刷毛目、外面ナデ。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　ピット、二等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量の褐灰色粘土粒・マンガン粒を含む黄褐色シルト層（第！層〉、

多量の褐灰色粘土粒、マンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第2層）、多量の褐灰色粘土

粒・マンガン粒を含むオリーブ褐色シルト層（第3層）、多量の酸化鉄及び少量の炭化物

を含む褐灰色粘土層（第4層〉が堆積している。

　遺物は、第4層中から、．土師器甕（！）、壷（2＞が出土している。

69号住居跡

（第i85図〉

　　1－18から」一18グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

　67号住居跡を切断している。70号住居跡とは接してはいるものの、その前後関係は判

明していない。

　北辺5．10m、東辺4．58m、南辺535m、西辺4．50mを計る。やや不整形であるが、

ほぼ長方形を呈している。長軸方位は、N－85．一Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前後である。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　ピット、炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒を含むにぶい黄認証シルト層（第1層）、多量の

マンガン粒及び少量の炭化物を含む明黄褐色シルト層（第2層）、多量の黄榿色粘土ブロ

ー29！一
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第93表　C区68号住居跡出土遺物観察表（第184図）

熱）． 器　種 細径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・甕 …「罰恥

一
（8．3） ①③②④ ② 鐙 底部1／3 内外面詰表面磨滅、全面ナデか。吸炭。二次加熱。

2 土師器・壷 （24D
｝ ｝ ①②④③ ② 浅黄榿 口縁部／／4

口唇部横の刷毛目。口縁部縦の刷毛目の後壁のミガキ、口唇部貼り付

ｯ痕、ミガキ部分朱塗、頸部上端沈線、縄文帯。内面横の嗣毛目の後一

秤｡のミガキ、朱塗。

第94表　C区69号住居跡出土遺物観察表（第璽85図〉

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・高杯 “… 『 ｝ ②①③④ ② 浅黄榿 杯底面～脚上位 脚部三方透かし。表面磨滅。整形痕不明。

ックを含む褐灰色粘土層（第5層）が堆積し、第2層と第5層の問には、炭化物や焼土ブ

ロックを含む土層（第3・4・6層）が入り込んでいる。

遺物は、覆土中から、土師器高杯（1）が！点出土したのみである。
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M　C区の遺構と遺物

〉 〉

70号住居跡
8・

潮

7G号
住居跡

B・

69号住屠跡

》
、

・B’

69螺据跡 ・B’

澄
播

＿一＿竅＝＝％�ｩこ
こプ＝誤二」一

3

§

？

O　　　L＝・28．100m　　　2m

69号住居跡土層

1　にぶい黄二色GO膿a／4）シノレト。マンガン粒を多量含観

2嚇野馳。照ゆシ暦（搬質）。マンガ痢を縄炭働輪量紘
3　にぶい褐色（7．5膿δ紛シルト。炭化物を少量含覗

4島山伽瞳）糊淑働粒をやや鐘髄鰍6／8凝愚を少量鉱
5　褐灰色（10YR　5／2＞粕幻淡黄色（2．5￥8／4＞粘土粒をやや多蟻盆む。

6　灰黄褐色（1GYR　5／2）粘虹炭化物粒、概色（5膿6／8）焼土小ブロックを多量含む，

7　褐灰色（／0職5／D粘鵡にぶい黄燈色（10YR　7／2）粘土ブロックを含む。

8　褐灰色（！0YR　5／D粘‘瓦マンガン粒を多最炭化物を少量含覗

9　灰オリーブ色（7，5Y　6／2）粘土。マンガン粒をやや多量含む，

10灰色（／0Y　6／1）粘土。部分的に炭化物粒を層状に含む。

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝＝＝＝＝＝一1：4

土壌85図　C区69号住居跡及び出土遺物

70号住居跡

（第186図）

　1－18・19からJ－18・19グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出

である。

　7美号住居跡に切断されている。69号住居跡とは接してはいるものの、その前後関係は

判明していない。

　北辺6．35m、東辺5．16＋αm、南辺！．05＋αm、西辺7．50mを計る。各角がほぼ直

角を成し、北辺を短辺、西辺を長辺とした長方形を呈していると思われる。長軸方位は、

N一〇．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、56c田前後である。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　ピット、炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む褐灰色粘土層（第1層）、
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70号住居跡

グε9
　
　
　
O
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“
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匙
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璽
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ぢ

169号住居跡
∫

・A’

～

鴫

71号住居跡

A・

P

・A’

ノ
握

馨
　　　　　　　　　　　　　　　蛋

　　一R～一　㍉／ ＼4

一闇…………

69号庄贋跡

％
1　褐灰色（！0獄5／生〉覇幻マンガン絃を多量炭化物粒を少量含観

2　灰オジープ色礁5Y§／2＞粘こ島マンガン粒をやや多量含軌

3　灰色（iOY　6／1＞粘土。部分的に炭化物粒を層状に含覗

4　灰白色（10Y8／1）粘島炭化物粒を極微量含む。

O　　　　　　　L＝＝28．壌◎◎n晦　　　　　　2鐸｝

霧

笛
ぐ
　ノ≠　　　｛

…
ミ

響
　

　一 轡
・

5

0　　　　　　　　　　　1Qcm

ヒ＝一1：4
第186図　C区70号住居跡及び出土遺物
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W　C区の遺構と遺物

第95表　C区70号住居跡出土遺物観察表（第186図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　三

徳：
土師器・二二 （7．2）

｝ ｝ ⑥①③④ ② 浅黄榿 1／3
外面縦の刷毛目、脚上位ナデが加わる。受台部内面ナデ。底面木口状工

?ﾉよるナデ。脚部内面、天井部ナデツケ、以下横のケズリ。全面吸炭。

2 土師器・甕 （19，3）

一 一 ⑥①③②④ ② にぶい榿 ロ縁部耳4 外面縦の刷毛目。内面口縁部横の刷毛目、煤付着、胴部ナデ。

3 土師器・甕 （20．2）

一 一 ①③②④⑥ ② にぶい榿 口縁部！／6 内外面共磨滅した部分多い。内外面共刷毛目、外面煤付着。

4 土師器・台付甕 一 一
（io、3） ①③⑥④ ② 浅黄榿 台部1／4

外面縦の刷毛目、煤付着。内面胴部ナデ、炭化物付着。脚部指頭による

iデツケ、裾部横の刷毛目。二次加熱。

5 土師器・甕 一 一
912 ⑥①④ ② 浅黄榿 下位2／5

外面底部周辺以外全面朱塗か。外面磨滅した部分が多い。朱塗残存部

ﾅは縦のミガキ、底部周辺ナデツケ。内面中位ナデ、底面ナデツケ、一

白Y化物付着。

獣

δ
蓮

〉
珪
1

1、

70号住居跡 〉

目

B

71号住居跡

・B’

映

O　　　L＝28，100m　　　2m
』＝＝＝＝＝＝＝±＝＝＝＝＝＝＝」1：60

B

迦

B’

笏、
1

2

3

一

多δ＼
髪肇彦
髪一　賀　　　黙継 1

1灰白色（2，5Y　7／1）シルト。酸化鉄粒を少量、マンガン粗炭化物粒を微量含む、

2　灰白色（2，5Y　8／2）粘±ゐ

3　灰黄色（2，5Y　6／6）粘土、炭化物を少量含む。

4灰白色（5Y　7／2）吊上炭化物粒を微量含む。

○　つ　　　　　　　　　10cm
ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝＝t＝＝＝＝＝＝ゴ「　：4

第187図　C区71号住居跡及び出土遺物
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多量のマンガン粒を含む灰オリーブ色粘土層（第2層）、部分的に炭化物層を挟む灰色粘

土層（第3層）、微量の炭化物を含む灰白色粘土層（第4層）が堆積している。

　遺物は、第4層上から、土師器器台（1）、甕類（2～4）、壷（5）が出土している。

器台は、台付甕同様の刷毛目整形が成されている。

第96表　C区刀号住居跡出土遺物観察表（第187図）

恥　　　器　種 口径　　器高 底径 胎　土 焼成 魚　調 残　存　率 備　　　考

講1｛土鰯磁 126．41
一 一 ①⑥④③ ② 鐙 旧縁冒8

口縁部横耀毛冒の後、縦の沈線、i頭部縦の鵬毛碧。内面口縁部横のナ

f、顛部横耀毛毯。

〉

8

麟

〉

B

潮

8

溌

・B’

　　ま　　　　4
　　2こ3

ユ　褐灰色（！0YR　6／Dシルト（粘土質）。炭化物を少量含む。

2　灰臼色（2，5Y　7／Dシルト（粘±質〉。淡黄色（2、5Y　8／3）シルト小ブロックを部分的に少量含む。

3　灰色（7，5￥飢〉臓土，炭化物を少量含む。

4　黄灰色（2．5Y　6／9シルト（粘土質）。2層に似るが色調は暗い。

S　灰霞色（10駅7／圭）粘土，マンガン粒を多量、炭化物粒を微量含む。

6　灰色（5Y鍛〉粘鵡マンガン粒を多量、炭化物粒を微量含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第188図　C区72号住居跡

0　　　　　　 し瓢＝28、峯◎◎n鳥　　　　　　2m

一遷：6◎
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VI　C区の遺構と遺物

71号住居跡　　J－18からJ－19グリッドに亘って位置する。第一確認面下位からの検出である。

（第187図）　　70号住居跡を切断している。

　　　　　　　北辺6．35m、東辺5．54m、南辺6．55m、西辺5．00mを計る。わずかに西辺が短く、

　　　　　　丘辺が長いため、やや不整形ではあるが、長方形を呈していると思われる。長軸方位は、

　　　　　　N－90．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、45cm前後である。

　　　　　　　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　　　　　　　ピット、炉等は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、微量の炭化物・マンガン粒及び少量の酸化鉄を含む灰白色シルト

　　　　　　層（第1層）、灰白色粘土層（第2層〉、少量の炭化物を含む灰黄色粘土層（第3層）が堆

　　　　　　積し、壁際の最下層には、微量の炭化物を含む灰自色粘土層（第4層）が堆積している部

　　　　　　分もみられる。

　　　　　　　遺物は、第3層中から、土師器壷（1）が出土している。

72号住居跡

（第188図）

（第189図〉

　J－19からJ－20グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　上面に、1号畠跡が位置している。

　北辺6．50m、下辺5．50m、南辺6．84m、西辺6．80mを計る。東辺が短いのは、南辺

が内側に屈曲しているためであり、やや不整形ではあるが、ほぼ正方形を呈していると

思われる。主軸方位は、N一一20．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、45cm前後である。

　
　
　
だ

燕
．
．
隷

・謙

　
　
灘
灘
灘

魏
灘
離
灘

漆
v

！〃、l

！／

3

4
0　　　　　　　　　　　10cm

一コ：4
第189図　C区72号住居跡出土遺物
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第97表　C区72号住居跡出土遺物観察表（第唾89図）

艮α 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　二

重籔

ﾙ
土師器・壷 ｝ 一

8β ②③⑥①④ ② 榿 口唇晶晶
外面全面ミガキ、頚部はミガキの前に縦の麟毛擦、申位横のケズリ、底

拍cのケズリ。内面ミガキ様ナデ。

2 土師器・蟹 一 ｝ 一 ⑥①②③ ② 黄鐙 旧…

難
鍵
i
i

土師器・小型壺 8．0 13．2 4．8 ⑥①③②④ ② 櫨 轡形
外面口唇部横のナデ、口縁部縦のミガキ、括れ部縦の刷毛目、胴部ケズ

梶Aナデの加わる部分多い。内面ナデ、底部接含痕、炭化物付着。
櫓
淋
鷺 砥石 長さ8．7　幅6．0　厚さ4．6　重さ110g ｝

軽石製。

5 編物石 長さ20、5　幅7，0厚さ4．3重さ900g

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　ピット、炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、少量の炭化物を含む褐灰色シルト層（第1層〉、少量の淡黄色シル

ルト小ブロックを含む灰白色シルト層（第2層〉、少量の炭化物を含む灰色粘土層（第3

層）が堆積し、壁際の最下層には、多量のマンガン粒及び微量の炭化物を含む灰色粘土

層（第6層）が堆積している部分もみられる。第2層の上下には、部分的に黄灰色シルト

層（第4層）、灰白色粘土層（第5層〉の堆積している部分もみられる。

　遺物は、南西隅の床面上から、壷（1～3）、軽石製の砥石（4）が出土している。

73号住居跡

（第190図〉

（剃91図）

　K－15からK－16グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　74号住居跡を切断している。上面に、2号溝跡が位置している。

　北東辺6．06m、南東辺6．70m、南西辺5．57m、北西辺5．70騰を計る。やや不整形で

はあるが、南東辺を底辺とした台形を呈していると思われる。主軸方位は、N－65．一

Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、80cm前後である。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

第98表　C区73号住居跡出土遺物観察表（第191図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調　残　存　率 備　　　考

里 土師器・高杯 （23、0）

一 ｝ ②③①⑥④ ② 　　　［�ｩ倒1／5 外面ケズリ後ナデ、一部ミガキ。内面ミガキ様ナデ。

2 土騨器・高杯 ｝ 一
110β〉 ⑥②①④ ② 燈 獅部u藁

脚部三方透かし。外面縦のミガキ。内癒上僚縦のナデ、下位横の嗣毛
ﾚ。

3 土騨器・高杯 ｝ ｝
縫6＞ ②

にぶい

ﾔ掲
脚部圭〆2

朧三方透かし。曽爾円孔より上位ナデ、下位縦のミガキ、裾分横のナ

f。内函上位縦のナデツケ、下位麟毛自、裾蔀横のナデ。吸炭。内懸一

柏ﾔ色化。二次舶熱。

i響驚
土鱒器・鉢 〈更8，4） ／5．6） （7、4） ⑥①②④ ②　明赤褐 1／4 内外露全面ナデ。底外面ケズリ。

5 描薦器・甕 〈18．0）

一 ｝ ⑥③①②④ ② 檀 口縁部／／12
口縁部内齎へ貼り付け。夕懸口縁三野の三毛渥の後横のナデ、胴部横

ﾌ嗣毛目、一部吸炭。内痛口縁部横の鰯毛糖、胴部横のナデ。

6 土師器・甕 （140）
　 一 ⑥②③①④ ② 燈 i達縁部1／8

外面横のナデ、口唇部刻み目。内面横の木車状工翼によるナデ。全面
z炭。

7 土師器・台付甕 皿 一
（8，7） ⑥②①③④ ② 榿 脚部3／4

外面縦の刷毛目の後縦のナデ、裾部に刷毛目を残す。内面縦のナデ、胴

白齧ﾊヘラによるナデ、台部全体及び胴部外面赤色化。二次加熱。

8 土師器・台付甕 ｝ 皿
（7．0） ⑥②①③ ② 榿 体部のみ1／4

外面胴部～台接合部縦の刷毛目、台部横のナデ、煤付着。内面胴部ナ

f、底部円形状の刷毛目、台部ナデ、端部内面への折り返し、吸炭。二

汢ﾁ熱。
そi膨

土師器・壷 12．2
一 一 ⑥①②④ ② 町憎憎 ヒ位！／4

全体に磨滅した部分が多い。外面口二二の刷毛瞬、胴部縦のミガキ。

燒ﾊナデが一部に確認される。

10 土師器・壷 （18．0）

｝ ｝ ⑥①②④ ② 明赤褐 口縁部1／4 全体に表面磨滅、整形痕不詳。内面一部斜のミガキ。

l
l

土師器・壷 ㎜ 一
（12、6） ⑥①②④ ② 榿 下位3／4 内外面ナデ。木の葉底。隅隅。一部赤色化。

！2 土師器・壷 　 　
（9．5＞

簾
② 燈 下位1／3 外面ナデ。内面ナデ。接合部ヘラナデ。級炭。二次繍熱。

13 土鎌器・壷 一 一
〈ア，6＞ ⑥③②①④ ② 櫨 事位のみ 外型縦の三毛旨の後一部ナデが舶わる。内懸縦横のナデ。
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W　C区の遺構と遺物
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74号住居跡

’

B
～
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73号住居跡

（ψ

ひ3

為

・8’

B ・B’ C
L蹴27400 雪9

1 5

C

　8

16

17

6

3

1 4
9

爆o

12

微 雛勿
0　　　　L瓢28．200m 2m

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0

にぶい黄褐色（10YR　5／4）シルト。炭化物を少量、榿色（5YR　6／8＞焼土粒を微量含む。

黄燈色（10膿7／8）粘±6にぶい黄褐色（10YR　5／3）シルトを多量、炭化物少量を愈む。

燈色（7．5盟6／6）粘土，炭化物、燈色（5釈6／8＞焼土粒を微量含む。

明黄褐色（10YR　7／6＞粘土，炭化物、層状に焼土を含む。

にぶい黄燈色（10YR　7／4）粘土（シルト質）。マンガン粒を少量、炭化物粒を極微愚含む。

物色（10YR　5／6＞＊占」ヒG

褐色（7．5盟観4）粘五マンガン粒を多簸含む。

明黄褐色（10臓6／6）シルト（粘土質）。炭化物を少量含む。

にぶい褐色（7．5YR　5／4）粘iみ

にぶい褐色（7，5YR　6／3＞粘動マンガン粒を多量、炭化物粒を微鐙含む。

11にぶい黄燈色（10YR　6／4）＊爵土。マンガン粒を少量、炭化物を微齢弧

12明黄褐色（10癒6／6）＊占±ゐマンガン紘炭化物粒を少量含むb

玉3　にぶい黄褐色（圭oyR　5／4＞シルト（粘土質）。炭化物粒、マンガン粒を少量含む。

14にぶい黄褐色α0搬5／8＞粘土。マンガン粒、を多量含む。

15灰黄褐色（10駅6／2）粘土。炭化物粒を多量、灰白色（10YR　8／2）粘土小ブロックを含む。

16黄灰色〈2、5Y　6／9粘土（ややシルト質〉。炭化物粒を微量含む。

17灰黄色（2．5y　6／2＞粘±。炭化物粒、マンガン粒を多量含む。

18炭化物層。
19　　艶（2．5YR　7／8）焼ニヒ雇｝Ω

第壌90図　C区73号住居跡
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　　　　　第191図　C区73号住居跡出土遺物

　　　一了〒マ i3

0　　　　　　　　　　　10cm

　ピットは、検出されていない。

　炉は、西隅寄りに重複して、2ヶ所設置されている。西側は、5cm程の厚さの焼土が、

径48×45c斑の円形内に拡がる。東側も5c拠程の厚さの焼土が、径62×33c黛の二形内に

拡がっている。西側炉の一部が、東側炉の上位に被さっている状況である。また、炉の

周囲には、3～5cmの厚さで、炭化物が堆積している。

　覆土は、第5層以下堆積後、中央部の窪みには、上位から、少量の炭化物及び微量の三
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VI　C区の遺構と遺物

土粒を含むにぶい黄褐色シルト層（第1層〉、多量の黄褐色シルト及び少量の炭化物を含

む黄榿色粘土層（第2層）、微量の炭化物・焼土粒を含む曙色粘土層（第3層）、層状に炭

化物・焼土を含む明黄褐色粘土層（第4層）が堆積している。

　遺物は、覆土中から、土師器高杯（！・2）、器台（3）、鉢（4）、甕類（5～7）、

壷（9～！3）等が出土している。

㍗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ／
▽
諮

8

74号住居跡

75号住居跡

　　　　　義　　　　　　　／・

74号イi形跡止層

1　にぶV蜴色（7．5YR　5／3）シルト。炭化物粒を多量マンガン粒を中数

　焼土粒を微量含む。

2　明黄褐色（10膿7／6）シルト。マンガン粒を多量含む。

3　にぶい黄褐色（10職5／のシルト（粘土質）。マンガン粒を多量、炭化物

　親を微量含む。
4　明黄褐色（10YR　6／6）シルト（粘土質）。

5　灰黄色（2，5Y　6／2）焼上炭化物粒を少．量含軌

B’　　P

繍亦

、＼

／
／

》

73号住居跡

h
D
一

、
＼

・8’

眠 　
継

ノノψ’勿

肇…彪

薫
2

0　　　　L＝＝28，20◎m　　　 2m

』一ヨ1：60

0　　　　　　　　　　　10cm

ヒ＝＝；；＝一ゴ1：4

第壌92図　C区74号住居跡及び出土遺物

74号住居跡　　J－！6からK－16グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第！92図）　　73号・75号両住居跡に切断されている、上面に、2号溝跡が位置している。

一301一



第99表C区74号住居跡出土遺物観察表（第壌92図）

醤α 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 上師器・台付甕 ｝ 　 ｝ ③⑥①②④ ② にぶい

ｩ櫨
台部のみ1／3

胴部外面縦の刷毛目、赤色化。内面下位ナデ、底面ケズリ様ナデ、炭

ｻ物付着。台部外面縦のケズリ、一部ケズリ様ナデ。内藤上位縦のナ

fツケ、下位木口状工具による横のナデ。二次加熱。

灘 土師器・壷 15．9
｝ 一 ⑥③①② ② 赤雄 」二位のみ

外面血縁横の刷毛目、口唇部横ナデ、顧部縦の刷毛目、胴部横の刷毛

ﾚ、三部ナデ。内面全面横のナデ、胴部吸炭。

　計測可能な北辺は5．20m、南北辺問5．！0mを計る。しかし、北辺の両角が直角を成さ

ず、南に向けて広がりをみせることから、底辺を底辺とした台形を呈していると思われ

る。主軸方位は、N－7．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、50c搬前後である。

　床面は、ほとんど凹凸がなく、ほぼ水平面を成して、安定している。

　ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量の炭化物、中量のマンガン粒及び微量の焼土粒を含むにぶい

褐色シルト層（第1層）、多量のマンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第2層）、多量のマ

ンガン粒及び微量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第3層）、が堆積している。ま

た、壁際の最下層には、明黄褐色シルト層（第4層）、あるいは少量の焼土粒を含む灰黄

色粘土層（第5層）の堆積している部分もみられる。

　遺物は、南西隅の床面上から、壷（1～3＞、軽石製の砥石（4＞が出土している。

75号住居跡　　」一16・i7からK－16・！7グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第193図）　　74号住居跡を切断している。

（第194図〉　　北東辺7．75m、南東辺7．50m、南西辺9，14m、北西辺7．60rnを計る。やや不整形で

（第195図〉　あるが、長方形を呈する。主軸方位は、N－49．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、やや弓状を呈して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、60cm前

　　　　　　後である。

　　　　　　　床面は、凹凸がみられるものの、踏み固められた箇所が多く（特に塩鮭ピット周辺）、

　　　　　　安定している。

　　　　　　　ピットは、東隅に！ヶ所穿たれている。円形を呈し、径50×43c穣、深さ9c撮を計る。

　　　　　　　炉は、竪穴島隠に台形を呈して設けられている。長辺45c蟹、短辺22c醗、長さ80縢を

　　　　　　計る。全体に焼土化しているが、中央部では、厚さ6c鐙を計る。

　　　　　　　覆土は、上位から、黄褐色シルト層（第1層〉、炭化しているオリーブ褐色シルト層

　　　　　　（第2層目、焼土ブロックを含むにぶい黄色シルト層（第3層）、多量の粘土ブロックを含

　　　　　　む黄褐色シルト層（第4層）、砂上プロヅクを含み、炭化している灰オリーブ色シルト層

　　　　　　（第5層）が堆積している。また、壁際の最下層には、炭化物粒及び粘土ブロックを含む

　　　　　　オリーブ褐色シルト層（第6層）の堆積している部分もみられる。

　　　　　　　遺物は、第5層中から出土しており、一部は床面と接している。土師器高趣（1・2）、

　　　　　　中台（3＞、甕類（4～i1）、　（！2＞獣類（13～15）、砥石（16・17）、土錘（！8・

　　　　　　19）がみられる。
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W　C区の遺構と遺物

　　、

B．L諜2770G．B’　C・L篇2ス70。　・C’

◎・

慧、
《

・9’

摩
2 形

3

4　　　　　　　　　　　　　　　～苔

笏

1　黄褐色（2．5Y　5／4）シルト。

2　オリーブ褐色（2．5Y　4／3）シルト。炭化している。

3　にぶい黄色（5Y　6／4）シルト。粘土ブロック含む。

4　黄褐色（2．5Y　5／3）シルト。粘土ブロック多量含む。

5　灰オリーブ色（5Y　5／2）シルト．粘土プロソク含む。炭化している。

6　オリーブ褐色（2。5Y　4／4）シルト。炭化物粒、粘土ブロック含む。

　第で93図　C区75号住居跡

O　　　L瓢28．200m　　r2m
ヒ＝＝＝＝＝＝一＝ゴ駐60
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W　C区の遺構と遺物
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76号住居跡　（第196図）（第197図）

　L－14グリヅドに位置する。第二確認面からの検出である。

．77号・81号両住居跡を切断している。

　北辺3，80m、東辺3．75m、南辺3．45m、西辺3．85mを計

る。やや不整形ではあるが、正方形を呈する。主軸方位は、

N－！20Q－Wを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面ま

で　の深さは、65c羅前後である。

床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安

定している。

　ピットは、穿たれていない。

　炉は、中央と西壁の問に設けられている。長円形を呈し、

C区75号住居跡出土遺物（2）径77×30cmで、わずかに掘り窪められ、厚さ4cm前後焼土面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　をもつ。炉と西壁の問には、炭化物層が堆積している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガ粒及び下位に炭化物層を挟む

C区75号住居跡出土遺物観察（第壌94・壌95図）

翼α 器　種 癖径 器高 賎径　　胎　土 焼威 蝕　調 残　存　率 備　　　考

i 土騨器・高杯 1重8．4＞
E　　　　　一

『 ⑥①②③④ ② にぶい概 杯部 内面全面及び面癖口縁部横のナデ、捧部外鐵下位は縦のナデ。

2 土師器・高齢

　　i＿　　　　　　E　　　　　＿

（至4，9＞ ⑥①②③④ ② にぶい鐙 脚部1／5
外面は縦のミガキ、裾都は細かい縦のミガキ。内篇は縦のナデヅケ、

桾狽ﾍ横のナデ。

土師器・器台 （8．9） 8．5 8．6 ①②③④⑥ ② 楼 2／3
受台部丙外面横又は斜のミガキ、外面の一都に斜のケズリ様ナデ。脚部

O面縦のミガキ、内面横の連続ケズリ様ナデ、黒部内外面革のナデ。

4 土師器・甕 （23、4＞

一 一 ⑥①③② ② 浅黄機 口縁部！／5 外面縦一部横の刷毛目。内面横の刷毛目、褒面磨滅した部分多い。
灘
1 土師器・台付甕 17．0

一 一 ⑥①② ② 橿 腰部欠4／5
口縁部横、胴肩藤江、下位へ向けて斜の醐毛隊。胴部内面横のナデ。

�汢ﾁ熱。

6 土師器・台付甕 （19、0）

一 ｝ ①②⑥④ ② にぶい機 二部欠1／4
口縁部から肩部外面縦、胴部中央下位縦の刷毛目。口唇部及びロ縁

燒ﾊ横のナデ。胴部内面横及び斜のナデ。外面煤付着。二次加熱。

糠 土師器・台付甕 （16．1）

一 一’ ⑥③②①④ ② 櫨 台部欠
口縁部外面横ナデの後斜のミガキ様ナデ。内面胴部上部まで横の刷

ﾑ目。胴部外面横の刷毛目、内面横のナデツケ、全面吸炭。

8 ⊥師器・台付甕 （16，4）

一 一 ⑥①④ ② にぶい赤褐 上位1／3 内面全面ナデ。吸炭。

9 土師器・甕 一 一
6．6 ①⑥④ ② 曝赤掲 下位2／5 内面底部表面剥離。吸炭。二次三熱。

10 誼二師器・甕 （至4．0）

一 一 ①②③⑥④ ① にぶい槻 ／／3 内面口唇部以外横のケズリ様ナデ。全面吸瓢。

＝i六器・甕 〈13，0）

一 ③①②⑥④ ② にぶい燈 上半のみ
口縁部～抵れ部横の麟毛露が残るが、飽全面表面磨滅しており不詳。

z炭。二次加熱。
聡：路き窯

翫鯨器・霊 （8，8） 83 5．o ③①④②⑥ ① にぶい褐 3／5　　　　i外颪ケズリ後ナデ、内面ナデ。外面ブ獄ック状に剥離した部分多。

13 畦壌畢器・壺
　 一

4．8

灘
② 明赤褐 底部のみ　　　外颪ナデ。内露捲頭によるナデ。

14 土瀬器・壷 7．2
一 ｝ ㈱

② にぶい黄檀 環縁部のみ　　内外面共励毛霞の後ナデ。

蝋 土騨器・壷 ｝ 皿
6．2 ④①③② ② 明赤褐 霞縁部欠3確 外薦全面ミガキ。内面ナデ。

諮；懸茅

P蝦翁
砥石 長さ15．3　幅6．1厚さ5．5 　

ド駄／ツ添
砥石 長さ9、9　幅5．6　厚：さ3．2

一
軽石製。

鱒 土倉 長さ6．0　径2、3　孔径0．9 完形

：灘 土錘 長さ一　径2．1孔径0．8 一部欠

　黄褐色シルト層（第1層〉、少量の炭化物を含む暗褐色シルト層（第2層〉、多量のマン

ガン粒を含む黄褐色シルト層（第3層）、多量の炭化物を含む褐色シルト層（第4層）が

堆積している。また壁際には、最下層として、多量の炭化物を含む暗灰黄色シルト層

（第5層）のみられる部分もある。

　遺物は、土師器甕（3）が覆土中から検出された以外は、床面上からの出土である。

土師器高杯（i＞、器台（2）、甕類（3～7）、椀（8）壷類（9～1D等がみられる。
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懸

76矧主摺跡土履

閃

A－A～・13－8！
1　黄褐色（2．5Y　5／3）シルト。マンガン粒を多量、

　下層に炭化物を層状に含む。

2　暗褐儀（三〇YR　3／3）シルト。炭化物を少量含む。

3　黄褐色（2．5y　5／4＞シルト。マンガン粒を多量含む。

4　稿臨（烹鰍4④シルト。炭化物を多量含鉱

5　暗灰黄色（2．5￥5／2＞シルト。炭化物を多量含覗
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6　明黄褐色（10駅6／6）シルト。マンガン粒をやや多量含む。遺物を多数含む。

7　明褐色（7、5YR　5／6）シルト（粘土質）。褐灰色（10盟6／1）粘土を2～3㎜大のブロック状に含む、

8　にぶい黄褐色αOYR　5／3）粘土（シルト質）。炭化物粒を少量含む。
0　　　L篇28，200m　　　2m

一ゴ1：60
第196図　C区76号・81号住居跡
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W　C区の遺構と遺物
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第紛壌表

　　　　　　　　　　　　　　第197図　C区76号住居跡出土遺物

C区76号住居跡出土遺物観察表（第壌97図）

Kα 器　種 口径 器高 火回 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

・ビ範ζr’；＝

土師器・高杯 24．5 ！3．4 12．2 ①②③⑥④ ② にぶい黄榿 一部欠

脚部三方透かし個孔）。外面杯部縦のミガキ、脚部縦の細かいミガ

L。内面表面剥離、ミガキか？脚部上位指頭によるナデ、下位木口

状工異による横のナデ。脚部内面以外全面架塗。

；繁 外面受部横のナデ、脚部縦の鰯毛目、裾部横のナデ。内面受認表纈
撫，㌔

冷　土晶晶・器品 6．8 7．5 8．7 ④②①③⑥ ② 浅黄 一部欠 剥離、底面～一方吸炭、他は赤色化。脚部縦のケズリの後横のナデ。

ぎ餅
二次加熱。

外面口縁～肩部横の刷毛膨後、口唇部及び括れ部にナデが加わる。

プヰr・ 土師器・甕 （16．4）

… 一 ②①⑥④③ ② にぶい黄橋 底部欠 胴部斜の刷毛目、下位にはナデが加わる。内灘口縁横～斜の刷毛目
濠藤、ドひ、・、

の後ナデ、嗣部ナデ。外醐の一部タール状物質付着。

i簿y 口縁部横ナデ、外面輪積み痕残す。綱部外藏上位横、中位縦横、下位

灘 土師羅・甕 玉7，1

… 一 ② にぶい黄鐙 底部欠 縦のケズリ。内面ナデ、申位一部指頭による横のナデ。内外面一灘
タ難 吸炭。赤色化、二次加熱。

、・
冝E蹴 外一口縁部～胴上位横のナデ、胴中位横～斜の刷毛目、下位にはナ

灘 土師器・甕 21．1
… 　 ①②④⑥③ ② にぶい黄檀 底部欠 デが加わる部分もある、中位以下煤付着。内面横のナデ、括れ部炭

麟 化物付着。二次加熱。
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6 土師器・台付甕 〈13．81

㎜ … ②浅黄 霞縁部1！8 外面鯛部織毛藏。金爵眼炭。

7 土師器・台付甕 一 一
8，尋 ⑥②①③④ ② にぶい黄 台部のみ 外面ケズリの後ナデ。内源天井部ナデツケ、他ナデ。

，；暴
土師器・椀 1i．6 9．4 3．8 ①⑥②④③ ② 鐙 一部欠

外面縦の刷毛目の後口縁部ナデ。内面横のヘラナデ。内外面煤付
?B赤色化。二次加熱。

譲土師器・小型嚢 7．9 10．9 3．1 ①⑥②④③ ② 浅黄 完形 表面磨滅。底面付近ケズリ。上げ底。
ヒ
都
0
録
　
“
－
O

土師器・小型壷 8．9
｝ 一 ①②④⑥③ ② 赤鐙 ！／2 内外面共ナデ、底面～下位炭化物付着。赤色化。二次加熱。

土師器・壷 B．8 26．2 7．0 ②④⑥①③ ② 浅黄 1／2 口縁部横のナデ。胴郡外面ミガキ、内面ナデ。

77号住居跡　　78号K－14・！5からし－14・15グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出

（第198図）　である。

（第199図）　　81号住居跡を切断しているが、78号住居跡には削平され、76号・79号両住居跡に切

　　　　　　断されている。

　　　　　　　北東辺7．30m、南東辺4。90m、南西辺7．65m、北西辺5．95mを計る。かなり不整形

　　　　　　ではあるが、長方形を呈すると思われる。長軸方位は、N－45．一Wを示す。

　　　　　　　壁は、やや斜面を成して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、55cm前

　　　　　　後である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。

　　　　　　　ピット・炉等は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、多量のマンガ粒を含む明黄褐色シルト層（第5層）、多量の褐灰色

　　　　　　粘土・マンガン粒・炭化物粒を含むにぶい黄褐色粘土層（第6層）、多量のマンガ粒及び

　　　　　　少量の炭化物を含むにぶい黄榿色粘土層（第7層）が堆積している。

　　　　　　　遺物は、手捏ね土器（77－！）が1点出土したのみである。

第102表　C区77号住居跡出土遺物観察表（第199図）

Nα 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

璽 土師器・ミニチュア土器 一 『
3．1 ③②①④ ② にぶい褐 口縁部欠 全諭ナデ。

78号住居跡　　K－14・15からL－14・15グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

（第！98図）　　77号住居跡を削平している。

（第199図）　　北東辺4．30m、南東辺4．05m、南西辺4。25m、北西辺4．30mを計る。やや不整形で

　　　　　　はあるが、正方形を呈すると思われる。北西辺の軸方位は、N－210－Eを示す。

　　　　　　　壁は、弓状に湾流するか、斜面を成して立ち上がる部分が多い。掘り込み確認面から

　　　　　　床面までの深さは、20cm前後である。

　　　　　　　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。

　　　　　　　ピット・炉等は、検出されていない。

　　　　　　　覆土は、上位から、微量のマンガ粒を含む明黄褐色シルト層（第！層）、少量の2～3

　　　　　　大の炭化物を含む黄褐色シルト層（第2層〉が堆積し、中央部では、両吟の問に炭化

　　　　　　物上及び焼土ブロックを含むにぶい褐色シルト層（第3層）が堆積している。

　　　　　　　遺物は、土師器壷（78－1）が1点出土したのみである。
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VI　C区の遺構と遺物

77葦葺・硬78拳≡｝｛盛三渥蚕跡＝堂＝層

8，

外

1　明黄褐色（10YR　6／6）シルト。マンガン粒を微量含む。

2　黄褐色（10膿5／6）シルト（粘土質｝。2～3㎜大の炭化物

　を少量含む。

3　にぶい褐色（7．5脈5④（紬土質）。炭化物をやや多量、

　属状の集中部あり。燈色く5盟6／8）焼土塊をブロック状

　に含む。
4　黄掲色（2．5Y　5／4）シルト。炭化物粒を少量含む，

5　明黄褐色（2，5Y　7／6）シルト。マンガン粒を多量含む，

6　にぶい黄褐色〈10臓5④粘：島褐灰色（10盟6／1＞粘土を

　主体にマンガン粒、淡化物粒を多量含む。

7　にぶい黄檀色（｝0臓6／3＞粘渇マンガン粒を多景炭化

　物粒を少量含む。

‘o
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第198図　C区77号・78号住居跡
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0　　　　　虐。C搬　　第199図 C区77号・78号住居跡出土遺物

第103表　C区78号住居跡出土遺物観察表（第199図）

恥 器種 貰径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・壷 （16．◎1

一 一 難
② 榿 口縁部1／8

衰藏全面磨滅。整形痕不明。内面吸炭。外灘複合口縁部一部朱塗の痕
ﾕ。

79号住居跡

（第200図〉

（第201図）

　L－14からL－15グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　76号住居跡を切断しているが、80号住居跡に削平されている。

　北東辺3．85m、南東辺4．66m、南西辺3，50m、北西辺3．75mを計る。かなり不整形

ではあるが、南東辺を底辺とした台形を呈すると思われる。主軸方位は、N－160－E

を示す。

〉

・
〉
．

、

、

80号住居跡

・B・

／
’

》

　　79号住居跡ψ飢

畠6S

慨2

塵
》
噂

・8P

！　暗褐色（10yR　3／4）シルト。炭化物を多量含む，

2　褐色（10YR　4／4）シルト。マンガン粒を多量、下位に層状に炭化物灰を含む，

3　褐色（10YR　4／4）シルト。マンガン粒を多量含むb

4　黄褐色（10YR　5／6）シルト。マンガン粒を多量含む，

5炭化物集積層。

6　灰黄褐色（10駅4／2）シルト。炭化物を少量含む，

7　明黄褐色（10盟7／6）シルト（結±二質〉。

8　明黄褐色（2，5Y　7／6）シルト。

9　灰黄色似5Y　7／2）粘島酸化鉄粒を多量含臨

B ・B’

0　　　L鷲28．200m　　　2m

第200図　C区79号住居跡
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M　C区の遺構と遺物
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第201図　C区79号住居跡出土遺物

第二04表　C区79号住居跡出土遺物観察表（第20壌図）

恥 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

：鍍’鑓

土師器・椀 10．0 5．7 3．9 ③②①④ ② 灰白 一部欠
外面斜の刷毛目の後ナデ、底部周辺ヘラによる面取り様のナデ、断面粗

｢ケズリで上げ底となる。内面全纐ナデ、一部吸炭。

餐灘土師器・台付甕 17．1
一 ｝ ③①②④ ② 明赤褐 台部欠

外面口縁部横のナデ、肩部横～下位に移行するに従って縦の刷毛目、申

ﾊと下位の境横のケズリが加わる部分がある、下位赤色化、上位煤付

?B内面口縁横の殿毛目、胴部横のナデ、輸積み痕を残す、底薗炭化物

燵ﾗ。

騰
4

土師器・台付甕 （2鰯
一 一

⑥①③④ ② 明赤褐 底部欠U3

外欝羅縁部横のナデ、下端～胴部講縦、上位～申位斜の浅い醐毛駄下

ﾊナデ、ほぼ全面煤付着、肩部～鶯縁赤色化。内面全面ナデ、下簸炭化

ｨ二君。

土師器・台付甕 … ←
（12．0） ①⑥③② ② 赤褐 台部1／4 外面縦の薦毛目。内面横～斜のナデ。端部矩形仕上げ。

5　　土師器・壷 （192）
｝ 一 ③⑥①④ ② にぶい榿 口縁部耳8

口縁部横の刷毛目の後縄文。頸部縦の刷毛目。内面ミガキ様ナデ。全

ﾊ朱塗。
；1：蜘

@　　　砥石ぐ鋤凝

長さIO、6　幅73　厚さ5．5 一

　壁は、やや丸みをもつ斜面を成して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さ

は、70cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。

　ピヅトは、検出されていない。

　炉は、竪穴中央と南西壁の中問に設けられている。円形を呈し、径42×36c礒を計る。

焼土の厚さは、1c皿内外で非常に薄い。

　覆土は、下層から、壁際の一部に、多量の炭化物粒を含む暗褐．色シルト層（第9層）
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がみられるのを始めとして、やや粘土質な明黄褐色シルト層（第7層）、少量の炭化物を

含む灰黄褐色シルト層（第6層）、明黄褐色シルト層（第8層）が堆積している。その後、

これらの層の上面を削り込むような様子で、炭化物の集積層（第5層）が堆積している。

その上位には、多量のマンガン粒を含む黄褐色シルト層（第4層）、マンガン粒を含む褐

色シルト層（第3層）、下位に炭化物及び灰を層状に挟む褐色シルト層（第2層）、多量

の炭化物を含む暗褐色シルト層（第1層）が堆積している。

　遺物は、床面上から、土師器椀（1）、獣類（2～4）、壷（5）、砥石（6）等が出土

している。

調査区外

80号住居跡

79号住居跡

1　にぶい黄褐色（！0YR　5／8）シルト（粘土質）。マンガン粒を多量、

　　　　　を　　む　

1雛鶴脚，1鋤㌻犠曾爾撫土粒。
　少量：含む。

4　暗灰黄色（2．5Y　5／2）粘島明黄褐色（10YR　6／6）シルト中に暗灰

　黄色粘土ブロックを含む層。炭化物を少量含む。

5　黄褐色（10YR　5／4）シルト（粘土質）。マンガン粒を極多量、炭化

　物粒を極少量含む。

O　　　L＝28．200m　　 2m
ヒ＝＝＝＝＝＝ヒ＝ま＝＝＝ヨ1：60

第202図　C区80号住居面
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VI　C区の遺構と遺物

80号住居跡

（第202図）

（第203図）

　L－！5グリッドに位置する。第二確認面からの検出である。

　79号住居跡を削平している。南端は、第4次調査区域に入る。

　北東辺5．65m、南東辺6，00m、南西辺5，10m、北西辺5．50mを計る。やや不整形で

はあるが、平行四辺形を呈すると思われる。長軸方位は、N－36．一Eを示す。

　壁は、やや丸みをもつ斜面を成して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さ

は、60c㎜前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、一部踏み固められた部分も

あって、安定している。

　ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、下層から、少量の炭化物及び、明黄褐色シルトと暗灰黄褐色粘土ブロックを

含む暗灰黄褐色粘土層（第4層）、少量の炭化物・焼土粒・マンガン粒を含む褐色シルト

層（第3層）、少量のマンガン粒を含む明黄褐色シルト層（第2層）、多量のマンガン粒

及び少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第1層）が堆積している。また、壁際

の一部には、最下層として、極多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む黄褐色シルト

層（第5層）がみられる部分もある。

　　挫瞬臼
（7 7

・
＼
＼

ノ
、

　　短膨

こ三ζ

4

癬＼，

み　　へ
　　＼

／ノノ

。

箔，
　　　　7

0　　　　　　　　　　　｛Oc四

一＝＝＝i1：4
第203図　C区80号住居跡出土遺物
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遺物は、すべて覆土中からの検出であり、

（5～7＞、壷i（8＞等が出土している。

土師器高杯（！～3）、器台（4＞、台圷i甕

105表　C区80号住居跡出土遺物観察表（第203図）

NQ 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

難土鎌器・高杯 12．5
一 『 ②④③① ② 浅黄鐙 杯部封2

外面杯部上位斜の測毛目の後口唇部横のナデ、中位以下縦の剛毛目、括

齦煤`肩白広の縦のミガキ。内懸口唇部横のミガキ様ナデ、串位以下

厲ﾋ状ミガキ、一部吸炭。脚部充填。

2 土師器・高杯 1圭5．4）

一 一 鋤
② 浅黄鐙 杯部！／4 表露磨滅した部発多い。外灘木漏状工具による縦のナデ。

3 土師器・高杯 ｝ 皿 一 ①②③④ ② 浅黄鐙 杯部1／6 内外薦共表面剥離。整形痕不明。内面の一部横のナデ。

4 土師器・器台 （19．2）

一 一 ②①③④ ② 浅黄榿 受台部1／3
外面口縁部横のナデ、以下縦のミガキ、、底外ミガキ様ナデ。内面横の

iデ、下位～底面放射状のミガキ様ナデ。吸炭。

5 土師器・台付甕 （16、3）

｝ 一 ①②③④ ②
ド浅黄榿

口縁部！／4

外三口縁部横ナデ、胴部肩斜の刷毛目、下端で方向を変える。方向の変

ｷ部に横の刷毛目。内面口縁部横ナデ。括れ部横の刷毛圏、胴部ナデ、

S面吸炭。口唇部赤色化。二次加熱。隷
撰
麟 土師器・創寸甕 ㎝ ｝

更3、2 ②①③④ ② 浅黄燈 下位314
外面胴部～台部縦の嗣毛9、～部煤付着。揺れ部及び台部裾横のナデ。

f酬瞬下横のナデ、炭化物轡着、台部横のナデ。二次韻熱。

7 土師器・創寸獲 （26、8＞

『
〈茎鋤 ⑥③②①④ ② 浅黄鐙

上位1μ
齦狽P／3

外藤口縁部斜の騰毛憲状木霞状工異によるナデ、後水拭き、胴部は横台

狽ﾍ縦の木口状工異によるナデ、全凝吸炭。内諏濤縁部横の木霞状工
モﾉよるナデ、綱部横のナデ、倉部は横のナデ。

8 土師器・藍 （15．D
皿 一 ①③⑥②④ ② 浅黄榿 口縁部一音1≦のみ

外面複食口縁部2条の貼り付け棒状浮文。ロ唇部細縄文帯、内面一部
體h痕跡。
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　　　　　　　　　　　　　　第204図　C区81号住居跡出土遺物

C区8二号住居跡出土遺物観察表（第204図）

o　　　　　　　　　　　　iO働

ヒ＝一1　：4

晦　　　器　種 潰径 器高 底径 胎　達二 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

1 土師器・高杯 （15．7）

一 ｝ ② にぶい澄 杯部3／4 外面ナデの後下位に斜の欄毛隠。内面ナデ、全体に吸炭。
裁：鰍筆

A1＝三．二寒

土師器・甕 〔13、3

一 』 ⑥①③②④ ② 榿 上位1／3 全面ナデ、外面煤、内面炭化物付着。表面磨滅した部分が多い。

一314一



VI　C区の遺構と遺物

難
i
4

土師器・獲 〈12，0）

一 ｝ ⑥②③①④ ② にぶい燈 上蕊1／2
全面磨滅した郵分が多い。外面嗣毛§がわずかに残る、煤付着。内藏

iデ。二次加熱。

土纈器・台付甕 ㎜ 一
（8．3） ⑥②①④ ② 浅黄燈 脚台郡／／4 嚢面磨滅した部分多い。外面一部縦の剛毛自が残る。内面ナデ。

灘 土師器・創寸甕 15．4 22．5 9．6 ②⑥①③④ ② にぶい黄榿 4／5

外面日縁部～肩部縦の刷毛目、括れ部に横のナデが加わる、胴部横～

ﾎ、脚との接合部縦、脚部斜の刷毛目、脚裾物横のナヂ、胴部全面煤付

?A脚部赤色化。内面ロ縁部横の刷毛目、胴部ナデ、炭化物付着、脚部

｡のナデ、二次加熱。

舞
．
計
…
ン
ぐ

灘
織難 土師器・餐 16．5 20．2 （8，0＞ ②①⑥③④ ② 榿 3／5

外面括れ部に縦の刷毛目を残すのみで他は全面ナデ。内面肩部がヘラ

謔ﾉよるナデの他全面ナデ。表面磨滅した部分多い、赤色化、二次加

M。

7 土師器・獲 （18．5）

一 一 ⑥①②④③ ② にぶい鐙 口縁部3／8
外面口縁～括れ縦、胴部斜の励毛目、口縁はナデが加わる、乱塾。内面

精初｡の刷毛目、胴部横のケズリ様ナデ。

：三灘 土師器・壷 （！3、0）

一 一 ⑥②①③④ ② 櫨 上位！！3
口縁部外面2段、指頭による押圧、内面横又は斜の刷毛臼。胴部外面横

`斜の測毛羅、一部磨滅、内面横のナデ。

9 土騨器・藪 （13、8｝

｝ 一 ⑥②①④ ② 明赤褐　iコ縁部1／3
外面二重口縁部指頭による押手の後横のナデ、頸部縦のケズリ様ナデ。

煖ｼナデ、全面吸炭。

8壌号住居跡

（：剃96図）

（第204図）

　L－！4グリッドに位置し、東隅は調査区外に及んでいる。第二確認面からの検出である。

　76号・77号・3号各住居跡に切断されている。

　規模等はまったく不明である。確認された西壁は、4．6＋αmであり、床面は76号住

居跡東隅寄り北へ延伸していない。西辺の軸方位はN－9．一Eを示す。

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる部分もみられるが、多くはやや傾斜を付けている。掘り

込み確認面から床面までの深さは、45cm前後である。

　床面は、凹凸が激しく、安定していない。

　ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、上位から、多量のマンガ粒含む明黄褐色シルト層（第6層）、褐灰色粘土ブロ

ックを含む明褐色シルト層（第7層）、少量の炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第8

層）が堆積している。

　遺物は、土師器甕（3）が覆土中から検出された以外は、床面上からの出上である。

土師器高杯（1）、器台（2）、甕類（3～7）、椀（8）壷類（9～11）等がみられる。

82号住居跡

（第205図）

（：第206図）

　K－15・16からL－15・16グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　77号土坑に切断されている。

　北辺6．75m、東辺7．20m、南辺6．OOn薩、西辺6．10mを計る。かなり不整形ではある

が、方形を基本とした形態を呈すると思われる。西辺の軸方位は、N－20◎一Eを示す。

　壁は、斜面を成して立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、55c熱前後で

ある。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。

　ピット・炉等は、検出されていない。

　覆土は、最下層が入り組んでいる。壁際に、多量のマンガン粒及び少量の炭化物を含む

にぶい黄色粘土層（第6層）、その内側に、少量の炭化物を含む明黄褐色粘土層（第4層）、

中央に、第4層を主体にして灰白色粘土ブロックを含む層（第5層）、第5層の主従が逆の

層（第5’層〉が堆積している。この上位には、下層から、少量のマンガン粒・浅黄鶯色

シルトを含むにぶい黄榿色シルト層（第3層）、少量のマンガン粒を含む明黄褐色シルト

…315一



〉

迦

B 一

も

82号住居跡

G

〉

77号土坑

映

キ

B

O　　　L＝28．100m　　　2m

ヒー1：60 ・B’

脚＿｝ 1

～一
3

修
4 了 ㎝

4 6

笏
笏

C C

＄2矧形跡土層

工　にぶい黄褐色（三〇累5／4）シルト。炭化物、マンガン粒を多量含む。選物を多く含む、

2　明黄褐色（10盟7／6＞シルト。マンガン粒を少量含む。

3

4　明黄褐色（10YR　6／6）粘土（シルト質）。炭化物を少量含む，

5　4層の中に、灰白色（5Y　9／2）粘土プロソクが混入している。

5ノ　灰白色（5Y　7／2）＊占ニヒQ

6　にぶい黄色（2．5Y　6／4）粘土（シルト質）。マンガン粒を多鼠炭化物を少鍛含む、

77号土坑土層

にぶい黄燈色（／0YR　6／4）シルト（＊占土質）。マンガン粒、浅黄機色（10駅8／4）シルトを少量含む、3

1　オリーブ魚（10Y　5／2）シルト〈粘土質）。酸化鉄粒を多量倉む，

2　灰色（7．5Y　6／1）粘±ゐマンガン粒を多量含む。

　黄褐色（2．5Y　5／4）米占」±嬉

4　灰色（10Y　6／1）粘土，マンガン粒、酸化鉄を少最禽む。2層より粘性が強く粒子が細かい。

5　黄褐色（！0搬5／6）粘土（シルト質）。

6　黄褐色（10YR　5／6）粘土。

7　明黄褐色（／0YR　6／6）粘土（シルト質）。

8　黄灰色（2．5Y　6／4）粘土、

第205図　C区82号住居跡、77号土坑

層（第2層）、多量のマンガン粒・炭化物を含むにぶい黄褐色シルト層（第！層）が堆積

している。

遺物は、第1層中に集中している。土師器器台（1）、甕類（2～7）、壷類（8～12）

等が出土している。

一316一



W　C区の遺構と遺物
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第206図　C区82号住居跡出土遺物

Q　　　　　　　　　　　　10α三

一114．
軍議07表　C区82号住居跡出土遺物観察表（第206図〉

飛α 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考
；
議
1 土師器・器台 9．1 9．3 10．4 ⑥①③②④ ② 榿 2／3

外面全面に縦を主体とした刷毛目。内面杯部ナデ、脚上位繕頭による

iデツケ、中位縦の指頭によるナデ、繋止横の刷毛目。

2 土師器・獲 （19、0）

一 一 ②①③④⑥ ② 黄椎 口縁部u4
外面口振横、括れ縦、胴部横の刷毛目、一部吸炭。内薦口縁横の刷毛

ﾚ胴部ナデ。

3 土師器・蝿 （18、3）

｝ 一 ②③①④⑥ ② 概 口縁部U8
外面口縁から括れ縦の刷毛目、胴肩部横の刷毛目、吸炭。内面口縁横

ﾌ棚毛目、胴部ナデ。二次加熱。

4 土師器・台付甕 （18、1）

｝ ← ①③②⑥④ ② 榿 口縁部1／更0
外面口縁横のナデ、括れ部縦、胴部斜、肩部横の刷毛目。内面口縁部

｡のナデ、胴部指頭によるナデ、ナデツケ。全面吸炭。

5 土師器・台付甕 ｛ 　
⊥1．2 ⑥①②③ ② 浅劃登 台部のみ

外面胴部、脚部下位縦の励毛目、脚部上位ナデ。内面胴部底面ナデ、

r天井部、木口状工具によるナデツケ。下位横もしくは斜のナデ。

6 土師器・台付獲 ㎜ ｝
（1L5） ①③②④ ② 浅黄驚 台部のみ／侵 外面縦のケズリの後ナデ。内面ナデ。赤色化。二次加熱。

7 土師器・台叢叢i （23、2＞

一 一 ①②③④ ② 鐙 上僚！μ
上繭横の欄毛冒、後口唇部キザミ目、胴部ナデが纏えられる。全面煤

t着。内藏口縁部横の麟毛羅、胴部ナデ。

8 諦観器・壷 甑9）
㎜ 一 ⑥①③④② ② 澄 購縁部1／｛o 表颪磨滅、二璽口縁下端に遡み目。内顧吸炭。

9 土編器・壷 l19．3｝

一 一 ②①⑥④ ② 鐙 羅縁部麦16 全灘ナデ。

圭。 土師器・壷 ～ ｝
⑳．5） ②①③④⑥ ② 浅黄鐙 残部2／3

外面縦のミガキ様ナデ、底療ケズリの後周辺部ナデ。内藤接食部横の

{口状工具によるナデ、底面ナデ。

11 土師器・壷 一 一 一 ②③①④ ② 浅黄鐙 ｝一閲｝

i2 土師器・壷 ｝ ㎜ 皿 ③②①④ ② 　　　i�ｩ鐙　　　一

83号住居跡

（第207図）

（第208図）

（第209図）

　K－17からL－16・17グリッドに亘って位置する。第二確認面からの検出である。

　北辺3．82rn、東辺4．00m、南辺3．86m、西辺3．84mを計る。東西両辺が屈曲している

ため、かなり不整形ではあるが、方形を基本とした形態を呈すると思われる。北辺の軸

方位は、N－72．一Wを示す。
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第207図　C区83号住居跡

1麗灘1鑑｝）蔑偏讐諮議篇諭

　　　　O　　　L＝28，100m　　　2m
　　　　ヒ；＝；＝＝＝＝＝一1：60

　壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。掘り込み確認面から床面までの深さは、50cm前後である。

　床面は、やや凹凸がみられるものの、ほぼ水平面を成し、安定している。

　炉は、竪穴中央に設けられている。台形を呈し、長辺38cm、短辺20cm、長さ重22cmを

計る。焼土は、厚さ3cm程である。

　覆土は、下層が、炭化物粒（下位では層を成す）を含む灰色粘土層（第2層）、上層が

粘土ブロックを含むにぶい黄色シルト層（第1層）である。

　遺物は、第2層中からの出土であり、床面に接するものが多い。土師器一杯（！）、器

台（2）、甕類（3～15）、壷類（16～21＞、土錘（22）、砥石（23）等が出土している。

84号住居跡

（第210図）

　S－19グリッドに位置する。第二確認面下からの検出である。

　遺構の形態・規模等は一切不明であるが、遺物の出土面が踏み固められ、ほぼ水平面

を成していたため、住居跡の床面である可能性が高い。

　遺物は、炭化物ともに押し潰れ、一ヶ所に集中していた。土師器高杯（！）、台付甕

（！～3）が出土している。
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W　C区の遺構と遺物
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M　C区の遺構と遺物

第108表　C区83号住居跡出土遺物観察表（第208・209図〉

翼α 器　種 口径 器高 底径 胎　土 焼戎 色　調 残　存　率 備　　　考

至 土師器・高杯 ｝ 　 一 ①②④③ ② にぶい鐙 脚部ユ／2
脚部外面縦のミガキ後穿孔、下半部斜のミガキが加わる。内醐縦の

iデツケ、裾部横のナデ。

艶 土師器・器台 8．2
… 一 ①③⑥ ② 榿

器受部と脚部

ﾌ一部

受台部内面放射状ミガキ。脚部内面縦方向のミガキ様ナデ。外表面

蝠舶ｪ磨滅。

3 土師器・甕 （26，3）

｝ 一 ⑥③① ② 榿 口縁部封6
外面口縁部～括れ部縦、肩部横の刷毛目後口唇部刻み目。内面口縁

煤`膚部横の刷毛目。

4 土師器・倉付甕 （20．3＞
一… 一 ①②③⑥ ② にぶい榿 台亭亭

胴部外面下位横の後上位横から斜の鵬毛昌、その後口縁部縦の鰯毛

�ﾌ後口唇部品毛工具による編み．馬弓口縁から肩部まで横の購毛

]、申位横の了寧なナデ、下位縦の麟毛霞。二次簾熱。

5 土師器・台付甕 （22．3）

㎜ 一 ⑥①③④ ② 赤褐 台部欠1／2

外灘申位斜、抵れ部～川縁及び中位以下縦の麟毛目の後、口唇部及び

�Oに横の青毛目、下｛立は縦のナデが加わる、その後口唇部押捺、申

ﾊ以上煤付着。内面口縁～肩部横の襯毛目、胴上位はケズリ様ナデ、

h位は横のナデ、申位以下炭化物付着。二次加熱。

6∫ 土師器・台付甕 19．7
　 一 ①②④⑥ ② 明暦褐 底部欠

外面口篭から三部横のナデ、中位横のケズリの後斜のケズリ、下位斜

ﾌナデ。全面に煤が付着し、下位は剥落した部分多い。内面ナデ、胴

拍繹ﾊに輸積み痕を残す、下位炭化物付着。

7 土師器・台付甕 （17，61

皿 一 難
② にぶい褐 口縁部1！3

外面口縁部横の刷毛目の後縦の顯毛風、一部横のナデが加わる。肩

s横、申位斜の嗣毛目。二尊羅縁部～括れ手写のナデ、綱部縦横のナ

f、全瀬吸炭。嗣部内藏炭化物凝着。二次加熱。

＄ 土師器・台付甕 15．7
… 一 難

② 赤褐 台部欠

外麟覇縁～肩縦の鼠毛冒の後、目縁は横のナデ、肩は横の本口状黒輿に

謔驛iデが加わる。中位は横の鰯毛冒。下位は斜の二毛臼の後縦のナ

fが繍わる。外面全体に煤付着。吸炭。二次加熱。内面口縁横の欄毛

Pヨ、三木口状工具による横のナデ、以下縦横のナデ、内面炭化物付髭。

9卜師器・丁丁 i5．6 20．7 9．4 ①②③④⑥ ② にぶい鐙 ほぼ弓形

外面口唇部横の刷毛目、一部横のナデ、括れ部縦の刷毛目、胴部上位

｡の刷毛目、剥落した部分多い、中位横の刷毛目の後一部横のナデ、

ｺ位～脚縦の刷毛目の後縦のケズリ、脚裾部内外面横の刷毛目。内

ﾊは脚内面上位ヘラ状工具によるナデ、底部ナデツケ、下位木口状工

ﾙによるナデ、中位ナデ、上軸木口状工具によるナデ、顧れ部横の立

ﾑ欝、口丁丁横の麟毛自、一部横のナデ。外面上半煤、炭化物丁丁。

燒ﾊほぼ全面炭化物南面。二次癩熱。

、1◎’ 土師器・台付甕 18．4
｝ ①②③⑥ ② にぶい黄褐 台部欠4／5

鳴鳥口唇部横のナデ、揺れ部縦の乳癌濤、肩部横の刷毛目、中｛立斜の

?ﾑ翼、底部縦の刷毛冒。内面口讐部横のナデ、口縁部横の脳毛繕、

繹ﾊ横のナデ、中位斜のナデツケ、下位縦のナデツケ。外面上位…部

＆t着。外面中位以下二次加熱による剥落。胴部内面炭化物付着。

rとの接書面ナデ。

H 土師器・台付甕 （22、5｝

一 一 ③①④⑥ ② にぶい褐 2／5

外面口縁部横の刷毛目、肩部横の食指目の後ナデが加わる、全体に磨

ﾅ、中位～下位斜の刷毛目、煤付着、剥落した部分多い。内面隣縁部

｡の繍毛目、胴部ナデ、炭化物付着。二次加熱。

12 土師器・創寸甕 … 一 一 難
② 浅黄鐙 驕部底面！／2

外麟嗣部欄毛霞、聯部縦及び斜のケズリ様ナテ。内懸綱部全面ナデ、

Y化物付着低面以外）。雨天井部ナデツケ。二次加熱。

13 土師器・台付甕 一 　
13．4 ①②③④⑥ ② にぶい黄榿 台部のみ

夕瀬」二位刷毛螢、下位ケズリ。内麹上位指頭によるナデヅケ、下位横

ﾌケズリ。内外面山裾部横のナデ、端部矩形。

14 土師器・台付甕 一 一
13．0 ①③④②⑥ ② にぶい燈 台部のみ

外面縦の刷毛目、内面横又は斜のナデ、端部矩形。内外三共三炭。二

汢ﾁ熱。

15’
土師器・甕 22．8 26．4 93 ③②①⑥④ ② 浅黄榿 一部欠

胴部外面縦のミガキ。内面横のナデ。口縁部内外面共横のナデ。木
ﾌ戯画。

逢6 土鋳器・鉢 lo，5
｝ 一 ①②③ ② 明褐灰 底部欠

灘縁部内外顧未調整。体部外面ケズリの後ナデ、さらに水拭きが撫

墲驕B内面ナデ。

：葺 土師器・壷 6．5 18．7 42 ② 褐灰 完形

外顧口縁部斜、肩甲横、上半縦の地毛濱、中央一部横のケズリ、際ぐ位

cのミガキ糠ナデ、表面磨滅した部分多い。内面底部付近木欝状工

ﾙによるナデ。他は表面磨滅により不詳。

1
8
1

土師器・壷 10．9 20．4 4．7 ⑥③②④① ② にぶい黄榿 2／3 括れ部のみ刷毛目残る。外面ミガキ様ナデ、内面ナデ。

19 土師器・壷 （14、6＞

一 ②①④③ ② にぶい燈 頸部のみ 胴部内面表面指頭によるナデ。表面剥離した部分多い。

20 土師器・壷 （13．6）

一 ｝ ⑥①②④ ②
にぶい赤

口頸部のみ
隣讐部横のナデ後口唇再調整。外面縦の刷毛目の後横のナデ、・一部

部ﾁ。内面口縁部～括れ部横のナデ。内面肩単二のナデツケ。

鐵 土平器・壷 〈隻4魂〉 35．G 9．8 ③①④⑥ ② にぶい榿 一部欠

購縁部横のナデ。二部外面上位縦のナデ及び縦のミガキ、中位横の

�ﾑ員及び横のケズリ、下位横、斜のケズヲの後ナデ。嗣部内藤ナ

f。全颪点炭。

β2 土錘 長さ64　径1．9　孔径G．6 完形

23 G
｝ 砥石 長さ15．3　幅9．7　厚さ5，7 一 一一狽ﾉ煤付着。

24， 窯体 一 一 一 『
胤騙閥耐

皿 一 穿輿のみ。麗なし。
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第210図　C区84号住居跡出土遺物

第109表　C区84号住居跡出土遺物観察表（第2壌0図）

海 器　橿 羅径 器物 鷹径 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考
難
齢
鞍 土師器・高杯

長23，8

Z21．2 　 一 ㈱
② 榿 杯部のみ

杯部は楕円形を呈し、猿部の謎唇部は盛り上がる。口唇部横ナデ。体

矧O面刷毛目、内面ミガキ、底面ケズリの後ナデ。内外面共赤色化、

齦萩z炭。二次加熱により表面剥落した部分が多い。

2 土師器・甕 17．9
一 一 ③①②④ ② 浅黄榿 上半部1／2

外面口縁部ナデの後口唇部キザミ目。内面全面ナデ。金体に吸炭、

＝E炭化物付着、下位赤色化。

3 土師器・高杯 ｝ ｝
10．3 ⑥③②①④ ②

にぶい

ｩ榿
下位のみU2

胴部内外面共ナデ。脚部外面木口状工具によるナデ、内面横のケズリ

lナデ。外面吸炭、赤魯化、煤付着。二次加熱。

4 土懸器・晶晶聾　　一 一
10．4 ② 灰白 台場のみ

外面ナデ。内面綱部康衙ナデツケ、下位ミガキ、脚部ヘラ先によるナ

f、ナデツケ。外薦赤色化、吸炭、内面炭化物付溝。

2　土　坑

　C区における土坑は、平成14年度・第5次調査で、67号から117号までの51基が調査さ

れている。大部分が、第一確認面からの検出である。住居跡を切断しているものもあるが、

多くは西側に集中し、土坑同士の重複もみられる。また、墓坑以外では、遺物の出土が少

なく、時期の不明瞭なものが多い。遺跡全体では、その形態から、以下の5タイプに分類

されている。

壌タイプ 小型で浅く、概ね円形を呈するタイプである。81号、92号、i14号各土坑が含まれる。

　81号土坑（第2！2図）（第214図）は、F－16グリッドに位置している。卵形を呈し、

径95×83c田を計る。確認面から深さ10c組前後で平坦面を成すが、中央部にはさらに、

長円形の掘り込みをもつ。掘り込みの径54×39縢、深さ！5c穣を計る。底面は、ほぼ水

平である。覆土は、上位2層が黄褐色粘土層であり、下位2層がオリーブ褐色粘土層であ

る。いずれもマンガン粒及び褐灰色粘土粒を含み、その含有率によって分層されている。

第2層には、炭化物を含む。遺物は、土師器三三（81－1）が出土している。
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VI　C区の遺構と遺物

　92号土坑（第135図）は、D－19グリッドに位置している。41号住居跡を削平して

いる。円形を呈し、径94×92cm、確認面からの深さは、20cmを計る。底面は、ほぼ水

平である。覆土は、マンガン粒を含む黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　114号土坑（第214図）　G－20グリッドに位置している。円形を呈し、径1．03×

1．02mを計る。底面は、東に向けてやや傾斜する。確認面からの深さは、20cmを計る。

遺物は、出土していない。

2タイプ 小型で浅く、長方形を呈するタイプである。84号、113号の両土坑が含まれる。

　84号土坑（第143図）は、F－17・18グリッドに位置している。47号住居跡を削平

し、85号土坑に切断されている。長方形を呈し、（1．07＋α）×1．05m、確認面からの

深さは、30cmを計る。底面は、ほぼ水平である。覆土は、酸化鉄及びマンガン粒を含む

灰黄色粘土層である。遺物は、出土していない。

　113号土坑（第214図）は、G－20グリッドに位置している。長方形を呈し、！．35×

0．83m、確認面からの深さは、20cmを計る。底面は、ほぼ水平である。覆土は、多量の

酸化鉄及びマンガン粒を含む灰黄色粘土層である。遺物は、出土していない。

3タイプ 　小型で深く、円形を呈するタイプである。77号、96号、105号、106号、107号、

108号、109号、110号、111号、112号の各土坑が含まれる。

　77号土坑（第205図）は、L－16グリッドに位置している。82号住居跡を切断して

いる。円形を呈し、径1．04×1．00m、確認面からの深さは、60cmを計る。底面は、ほ

ぼ水平である。覆土は、上位から、多量の酸化鉄粒を含むオリーブ色シルト層（第1層）、

多量のマンガン粒を含む灰色粘土層（第2層）、黄褐色粘土層（第3層）、少量の酸化

鉄・マンガン粒を含む灰色粘土層（第4層）、黄褐色シルト層（第5層）、黄褐色粘土層

（第6層〉、明黄褐色シルト層（第7層）、黄灰色粘土層（第8層〉が堆積している。遺物

は、出土していない。

　96号土坑（第215図）（第216図）は、D－19グリッドに位置している。土坑の平面

形態は円形を呈し、径1．34×1．29m、深さ1．10mを計る。底面の中央部は、さらに径

88×80cm、深さ14cmの範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。早桶の

残存高は、78cmである。覆土は、上位から、少量の焼土粒を含む灰色シルト層（第！層）、

部分的に黄灰色粘土ブロック及び炭化物を含むにぶい黄色シルト層（第2層）、明黄褐色

シルトブロックを含む黄灰色粘土層（第3層）、炭化物をわずかに含む褐灰色粘土層（第

4層）が堆積している。遺物は、早桶の底板上から、肥前系磁器椀（1＞、寛永通宝（2

～18）、数珠玉3点のうち、透明ガラス2点（19・20）、緑色ガラス1点（21）、及び歯

（22）が出土している。

　105号土坑（第215図）は、D－19グリッドに位置している。土坑の平面形態は円形
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72号土坑

灰黄褐色（／0男ヒ5／2）粘土、マンガン粒を多量含む。

にぶい黄褐色（10YR　5／3）粘土，マンガン粒を多量含軌

にぶい黄褐色（10駅5／3）粘島マンガン粒を多量、炭化物、灰色粘土を少簸含む。

灰色（N6／0）粘土、酸化鉄を多量、炭化物を少量含む。

灰褐色（7．5YR　4／2）粘土、灰色粘土を多量、マンガン粒を少量含む。

4

75号土坑 偲 74号土坑

ム
℃

A・

1
2
3

78号土坑

笏諺

　　　　　　　　　74号・75号土坑

1　褐灰色（10臓5／！）シルト。マンガン粒、酸化鉄を含む。

2　褐灰色（10腰5／｝）シルト。マンガン粒（大）、酸化鉄を多量含む，

黄褐色（10YR　5／6）粘土、マンガン粒を多量、褐灰色粘土粒、炭化物を少量含む，

にぶい黄褐色α（｝YR　5／4）山上マンガン粒を多最、褐灰色粘土粒を含むb

にぶい黄褐色（10YR　5／3）粘土。マンガン粒巻多愚、褐灰色粘土塊を含むb

0　　　　　　　L＝蟹28．200m 2m

A

ヒー1：§0
第2質図　C区土坑（1）（72号・73号・74号・75号・78号〉
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4タイプ

W　C区の遺構と遺物

を呈し、径1，12×1．mm、深さ13c盤を計る。底面の中央部は、さらに径94×90c凱、深

さ7c撚の範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。早桶の魚板部分及び上

部一部のみの残存であり、外掘り土坑は潮除された状況である。遺物は、早桶の底板上

から、人骨（粉状）とともに古銭（寛永通宝と思われるが、錆が強固で判読不能）が4枚

出土している。

　璽06号土坑（第215図〉（第217図〉は、D一玉9グリッドに位置している。土坑の平面

形態は円形を呈し、径68×66c穣、深さ7c穣を計る。土坑内底面中央部の掘り込みと、据

えられていた早桶の底面のみの残存であり、外掘り土坑は削除された状況である。遺物

は、早桶の底板上から、寛永通宝（106－！～11）、人骨（粉状〉が出土している。

　107号土坑（第215図）は、E－19グリッドに位置している。土坑の平面形態は円形

を呈し、径L30×L24m、深さ25c鐙を計る。底面の中央部は、さらに径105×97c搬、

深さ4c盤の範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。遺物は、早桶の底板

上から、人骨（粉状）とともに古銭（寛永通宝と思われるが、錆が強固で判読不能）が

1枚、数珠玉のうち真珠玉（1～3）、透明ガラス（4・5）が出土している。

　109号土坑（第215図）（第217図）は、D－19グリッドに位置している。土坑の平面

形態は円形を呈し、径L14×1．12m、深さ35c璽を計る。底面の中央部は、さらに径

84×79cm、深さ7cmの範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。遺物は、

早桶の底板上から、人骨（粉状）とともに寛永通宝（109－1～8）が出土している。

　110号土坑（第215図）（第218図）は、E－49グリッドに位置している。土坑の平面

形態は円形を呈し、径L24×L24m、深さ23c蟄を計る。底面の中央部やや北東寄りに

は、さらに径62×62c薫、深さ8c憩の範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられてい

た。遺物は、早桶の底板上から、人骨（粉状）とともに寛永通宝（109－1～8＞が出

土している。

　111号土坑（第2！5図〉は、E－19グリッドに位置している。土坑の平面形態は長円

形を呈し、径1．15×LOOm、深さi2c蒲を計る。底面の中央部は、さらに径86×90c無、

深さ2c紐の範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。早桶の底板部分及び

上部一部のみの残存であり、外掘り土坑は、ほぼ削除された状況である。遺物は、出土

していない。

　質2号土坑（第215図）（第214図）は、D－20グリッドに位置している。土坑の平面

形態は円形を呈し、径L40×1．35m、深さ46c獄を計る。底面の中央部やや南寄りには、

さらに径90×84c組、深さ5cmの範囲で掘り込まれ、この底面に早桶が据えられていた。

遺物は、早桶の底板上から人骨（粉状）、早桶外の覆土内から耳鍋（112－1）が出土し

ている。

大型で深く、方形もしくは長方形を呈するタイプである。

第1グループは、大型で深く、正方形もしくは正方形に近い長方形を呈するグループで
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4 ／

4
L凝28，200

し篇2a　700

80号土坑

勿

8韮号±1琉畿層

81号土坑

し襯28，3◎◎

1　黄褐色（a5Y　5／4）粕蕊マンガン粒を多量、褐灰色

　粘土載を少董含軌

2　黄褐色（a5Y5／3）粘蔦マンガン紘褐灰色粘土粒

　炭化物を少量含む。

3　オリーブ褐色（2．5Y　4／4）粘土，2層より褐灰色粘土

　を多量、マンガン粒を少量含む，

4　オリーブ褐色（2．5Y　4／4）粘土。マンガン粒を多量、

　褐灰色粘土粒を禽弧

L臨28．OCC

82号土坑

4

83遷｝土坑土層

L篇2＆2◎0

L冨28．8◎G

4

83号土坑

1　黄褐色（2．5Y　5／3）粘土（シルト質）。炭化物を少量含む，

2　オリーヅ褐色（a5Y　4／6）獣心（シルト質）。焼土粒、

　炭化物粒を含むb

r
1
1
N
Q
。
■
ω
8

86号土坑

88号・89号土坑土層

1　黄灰色（2．5Y　6／1）粘鵡

　灰白色（2渇Y8／1＞・

　黄灰色（2．5Y　6／1）粘土

　ブロックを含弧ところ

　どころ酸化している。

2　黄褐色（2．5Y　5／3＞粘土

　くシルト質）。

　粘土ブロックを少量含む。

3　暗闘黄色（a5Y？／2）粘島

4　　灰黄色（2尋5Y　7／2）辛占二圭二，

懸
87号土坑

88号土坑

4

89号土坑

88号・89暑土坑

L灘28，800

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

一茎：6◎
90号土坑

第a2図　C区土坑（2）（80号・81号・82号・83号・86号・87号・88号・89号・90号〉
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W　C区の遺構と遺物

ある。76号、78号、82号、85号、88号、89号、90号、99号、117号各土坑が含まれ

ている。

　76号土坑（第179図〉は、J－15グリッドに位置している。66号住居跡を削平して

いる。台形に近い不整方形を呈し、2．38×2．20～2。80m、深さ38c憩を計る。壁は、北

辺以外緩やかなカーブを描き、底面もわずかに弓状となる。覆土は、マンガン粒・酸化

鉄を含む褐灰色シルト層である。遺物は、出土していない。

　78号土坑（第2H図）（第214図）は、　D一烹5・16グリッドに位置している。長方形

を呈し、4．14×3．22m、深さ32cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、底面は凹凸

がみられる。覆土は、上位から、多量のマンガン粒及び少量の褐灰色粘土粒・炭化物を

含む黄褐色粘土層（第1層）、多量のマンガン粒及び褐灰色粘土粒を含むにぶい黄褐色粘

土層（第2・3層）である。遺物は、土師器小型壷（78一一1）が出土している。

　82号土坑（第212図）（第2！4図）は、F－17グリッドに位置している。長方形を呈

　し、3．00×2．22m、深さ50cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がるが、東辺は、や

や崩れている。底面はわずかに凹凸がみられる。覆土は、多量のマンガン粒・褐灰色粘

土ブロックを含む黄褐色粘土層である。遺物は、土師器甕（82－1）が出土している。

　85号土坑（第143図）は、F－18グリッドに位置している。47号住居跡を削平し、

84号土坑を切断している。ほぼ正方形を呈し、2．64×2．84m、深さ95c蒲を計る。壁は、

ほぼ垂直に立ち上がるが、南及び本辺は、崩れている。底面はほぼ水平であるが、南西

部は、わずかにくぼみをもつ。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄及び、褐灰色粘土ブ

ロック・粒を含む淡黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　88号土坑（第212図）は、D－18グリッドに位置している。89号土坑に切断されて

いる。隅円の正方形を呈すると思われ、1．80＋α×2．85m、深さ35cmを計る。壁は、

ほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ水平である。覆土は、灰白色粘土及び黄灰色粘土を

ブロック状に含む黄灰色粘土層（第1層）であり、部分的に酸化鉄が面を成している。遺

物は、出土していない。

　89号土坑（第212図）は、D－i8グリッドに位置している。88号土坑を切断してい

る。ほぼ隅円長方形を呈し、3．70×3。08m、深さ40cmを計る。壁は、ほぼ急傾斜を成

して立ち上がる。底面はほぼ水平である。覆土は、上層が少量の黄灰色粘土ブロックを

含む黄褐色粘土層（第2層）、申層が暗灰黄色粘土層（第3層〉、下層が灰黄色粘土層（第

4層〉が堆積している。遺物は、出土していない。

　90号土坑（第2ユ2図）は、E－18グリッドに位置している。ほぼ正方形を呈し、

2。47×2．40m、深さ65c組を計る。壁は、垂直に立ち上がる。底面はほぼ水平であり、

酸化鉄が層を成す部分が多い。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄及び、褐灰色粘土ブ

ロックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　99号土坑（第213図〉は、E－19グリッドに位置している。長方形を呈し、2．80×

2．05m、深さ50c獄を計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ水平である。覆土は、
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＼ 寸 98号土坑

L＝28，800

97号土坑

91号土坑

L＝28．2∞

97号・98号土坑土層

！灰黄褐色（10YR　5／2）シルト。長鳳酸化鉄、

　マンガン粒、黒褐色（2．5Y　3／1）シルトブロック、

　にぶい黄色（2．5Y　6／4）粘土ブロックを多量含む、

2　灰黄褐色（10YR　5／2）シルト。長石、酸化鉄、

　マンガン粒を多量、にぶい黄色（2、5Y　6／4）

　粘士プロソク、黒褐色（2．5Y　3／1）シルト

　ブロックを少量含む。

97号・98号土坑

サ
102号土坑

◎

101号土坑

100号土坑

／

L＝28．300

99号土坑

L講28．200

100号・101号・102号土坑

L＝28．800

103号土坑

0　　　　　　　　　　　　　2m

一＝＝＝ヨ1：60

L鵬28．800

100号・101号・102号土坑土層

1　黄褐色（25Y5／3）粘土，暗灰黄色（25Y4／2）粘土プロソク、黒褐色（25Y3／1）粘土ブロック、酸化鉄、

　マンガン粒を多量含む。
2　暗灰黄色（25Y　6／2）粘土。黄褐色（a　5Y　5／3）粘士ブロック、黒褐色（2．5Y3／1）粘土プロッ久酸化鉄、

　マンガン粒を多量含む，
3　黒褐色（Z5Y　3／1）粘土，暗灰黄色（25Y4／2）粘土ブロック、黄褐色（2，5Y5／3）粘土プロソク、酸化鉄、

　マンガン粒を多量含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　廿

104号土坑

L＝28．300

108号土坑

第213図　C区土坑（3）（91号・97号・98号・99号・100号・101号・102号・103号・104号・108号）
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M　C区の遺構と遺物

多量のマンガン粒・酸化鉄及び、灰黄褐色粘土ブロックを含む褐灰色粘土層である。遺

物は、出土していない。

　117号土坑（第214図〉は、G－20グリッドに位置している。台形を呈し、（！．85～

2。40）×1．96m、深さ60cm前後を計る。壁は、ほぼ急傾斜を成して立ち上がる。底面

は、ほぼ水平であるが、中央部がやや盛り上がる。覆土は、多量の酸化鉄・マンガン粒

を含む褐灰色粘土層である。遺物は、20c難大の礫6個、長さ50c搬、幅i5c醗の緑泥片岩が

出土している。

　第2グループは、大型で深く、正方形もしくは長方形を呈し、底面の中央もしくは中

央付近に小ピットをもつグループである。69号、73号、74号、87号、100号、101号、

！02号、103号、！04号、108号、116号各土坑が含まれている。

　69号土坑（第137図）は、E－13グリッドに位置している。42号・43号両住居跡を

切断している。70号土坑を切断している。長方形を呈し、2．43×1．48m、深さ35c総を

計るが、北壁申央部が20縢ほど台形に張り出す。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、

緩く波状を呈し、申央部にくぼみをもつ。覆土は、多量の酸化鉄及び、灰白色粘土ブロ

ック・マンガン粒を含む灰色粘土層（第8層）である。遺物は、出土していない。

　73号土坑（第211図）は、1－15グリッドに位置している。台形を呈し、（L95～

2．33）×3．00mを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、深さ45cm前後で平坦

面をもち、中央部は、（L60～0．85）×338mの範囲で、さらに10～15c憩窪む。覆土

は、多量の酸化鉄及びマンガン粒を含む灰白色粘土層である。遺物は、出土していない。

　74号土坑（第21！図）は、1－15グリッドに位置している。75号土坑を切断してい

る。北辺がやや張り出すため不整ではあるが、ほぼ正方形を呈し、2．00×2．05mを計る。

壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、深さ30鰍前後で平坦面をもち、中央部は、

1，60×！．iOmの範囲（南側申継部が直径60c鍛、半円形に張り出す）で、さらに8～董5

cm窪む。覆土は、多量の酸化鉄及びマンガン粒を含む褐灰色シルト層（第2層）である。

遺物は、出土していない。

　87号土坑（第212図）は、C－18グリッドに位置している。長方形を呈し、2．85×

2、16mを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、深さ60c穣前後で平坦面をもち、

中央部から東側にかけて、2．50×1．10mの範囲で、さらに！5c驚前後窪む。覆土は、多

量の酸化鉄及びマンガン粒を含む灰褐色シルト層である。遺物は、出土していない。

　100号土坑（第213図）は、E－19グリッドに位置している。101号土坑を切断して

いる。南西隅が丸みをもちやや不整形であるが、ほぼ長方形を呈し、2。80×2．4・4mを計

る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、深さ60c搬前後で平坦面をもち、中央部南隅

では、66×48cmの範囲で、さらに5cm前後窪む。覆土は、多量の暗灰黄色粘土ブロッ

ク・黒褐色粘土ブロック・酸化鉄・マンガン粒を含む黄褐色粘土層（第1層）である。遺

物は、出土していない。
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吟

　　113号土坑

　　　　　　　　　　　　！、鵬土坑
φ　　　　　　　1；

　鵬蹴◎1

　114号：土坑

爺

4

4

　　　　　　　　　　　　　　冒7号土坑
1　灰オリーブ色（5Y　5／2）粘土、灰白色（5Y　7／2＞粘土プロッ久灰色（5Y硝／粘土プロソクを含む、

　ところどころ酸化している。

2　オリーブ黄色（5Y6／3）粘鵡灰白色（5Y7／2）粘士ブロック、灰色（5Y4／1）粘土ブロックを含む。

　ところどころ酸化している。

控28・100

0　　　L繍28．800m　　　2m

ヒニニーゴ1：60

軽5号・員6号土坑

第214図

縫2－1

82一｝

83－1

〆5ダ　　　　　　　　ノ

　　）↑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83－2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　10cm
　　　81－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピー1：4

C区土坑（4）（113号・114号・115号・116号・117号）土坑出土遺物（1）

　101号土坑（第213図）は、E－19グリッドに位置している。102号土坑を切断して

いるが、100号土坑に切断されている。ほぼ長方形を呈し、2、83×L80mを計る。壁は、

急傾斜を成して立ち上がる。底面は、北側で深さ40c聡前後で平坦面をもち、申央部北隅
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W　C区の遺構と遺物

第110表　C区78号土坑出土遺物観察表（第214図）

銭α 器　種 直径 至高 底径　　胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

：；鱗
土師器・小型壷 ㎜ 　

3．3　⑥①②③④ ② 榿 2／3
頸部横のナデ。外面肩部ナデ、胴部．k位～底齎ケズリ、吸炭、赤色化。内

ﾊ一部ケズリ、上位ナデ、中位～出面ケズリ様ナデ、吸炭。二次加熱。

第111表　C区81号土坑出土遺物観察表（第214図）

聾α 露　種 口径 器高 籔径 胎　土 焼成 色　調 残存率　　　　　　　　　　　　　　備　　　考

麟薩
土師器・高杯 （18．3） 15．4 （13，6） ⑥①②③④ ② 榿 1／2

杯部全面ナデ。脚部外面面取り様ナデ、六部横のナデ。内面上位措頭に

謔驛iデツケ、下位～裾部横のナデ。一部赤色化。

第112表　C区82号土坑出土遺物観察表（第214図）

国α 罷　種 口径 器財 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・甕 （i8．4）

　 一 ②①④⑥ ② 灰自 口縁部1／3 全面ナデ、煤付着。外面一部炭化物付着。

第質3表　C区83号土坑出土遺物観察表（第214図）

甑 器　種 絹雲 飯高 塵径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 土師器・椀 （14、4＞ 6．3
｝ ⑥②①③④ ② 黄榿 1／3 磨滅した部分が多い。金体にナデ、外底面のみケズリ。

2 上師器・甕 （｝73）

㎜ 一 ①③②④⑥ ② 榿 上位1／3 胴部外面ケズリ痕。表面磨滅、全面赤色化。二次加熱。

第質9表C天質2号土坑出土遺物観察表（第214図）

競α 器　種 口径 盟高 底径 胎　土 焼成 色　調 残存率 備　　　考

1 内耳鍋 　 一 ｝ 一
② 黒褐 口縁部 内外面吸炭。内耳貼り付けの一部残存。

では、円形を呈し径30cm、深さ5c墨の小ピヅトが穿たれている。南側は、徐々に深さを

増し、最深部では、深さ74cmを計る。覆土は、多量の黄褐色粘土ブロック・黒褐色粘土

ブロック・酸化鉄・マンガン粒を含む暗灰黄色粘土層（第2層）である。遺物は、出土

していない。

　102号土坑（第213図）は、E－19グリッドに位置している。101号土坑に切断され

ている。南東隅が丸みをもちやや不整形であるが、ほぼ長方形を呈すると思われ、

2．25×（L83＋α）mを計る。壁は、急傾斜を成して立ち上がる。底面は、深さ38c雛

前後で平坦面をもち、中央部東隅では、55×（40＋α）cmの範囲で、さらに17cm前後

窪む。覆土は、多量の暗灰黄色粘土ブロック・黄褐色粘土ブロック・酸化鉄・マンガン

粒を含む黒褐色粘土層（第3層〉である。遺物は、出土していない。

　103号土坑（第213図）は、F－19グリッドに位置している。長方形を呈し、2．18×

1．68mを計る。壁は、急傾斜を成して立ち上がる。底面は、深さ70～75cm前後で平坦

面をもち、中央部やや南寄りには、ほぼ円形を呈し、径70×65c魚、深さ20c鶏のピット

が穿たれている。覆土は、多量の黄褐色粘土ブロック・酸化鉄・マンガン粒を含む灰黄

色粘土層である。遺物は、土師器甕小片が出土したのみである。

　104号±坑（第213図）は、G－！9グリッドに位置している。長方形を呈し、2．88×

1．54mを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、深さ50c組前後で平坦面をもち、

中央部やや東寄りには、長円形を呈し、径！．00×0．50m、深さ5cm前後のピットが穿た

れている。覆土は、多量の酸化鉄・マンガン粒を含む黄褐色粘土層である。遺物は、出

土していない。
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《趣

4・で〉

　96号±坑
1　灰｛嶽7、5Y　5／i＞シルト。概色（5￥R　7／8）焼土粒を少量含むb

3　藁灰色（2，5Y　6／1）粘島明黄褐色（25Y　7／6）シルト小ブロソク状に少最盆む、粒薪が極めて粗品

4　褐灰色αO駅6／D粘血炭化物粒を少量含む。

　紛6号土坑

坑号05

4

　107号土坑

　　肩2号土坑
1臼号土坑

　O　　　L篇2a100m　　　2m
　ヒ＝一」1：60

・◎

109号土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　110号土坑

第215図　C区土坑（5）（96号・105号・106号・107号・109号・110号・111号・112号）

　　一一332一一



VI　C区の遺構と遺物

　壌08号土坑（第213図〉は、E－！9グリッドに位置している。長方形を呈し、2。04×

L48mを計る。壁は、やや緩傾斜をもって立ち上がる。底面は、深さ40～50c墨前後で

平坦面をもち、中央部北寄りには、長方形を呈し、1．10×0．65m、深さ10cm前後のピ

ットが穿たれている。覆土は、多量の黄褐色粘土ブロック・酸化鉄・マンガン粒を含む

灰黄色粘土層である。遺物は、出土していない。

　116号土坑（第2！4図〉は、F－20グリッドに位置している。　n5号土坑に切断され

ている。長方形を呈し、1、57×1．371nを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、

深さ35cm前後で平坦面をもち、中央部東寄りには、長円形を呈し、径26×23cm、深さ

5cm前後のピットが穿たれている。覆土は、灰白色粘土ブロック灰色粘土ブロックを含

むオリーブ色粘土層（第1層）である。遺物は、出土していない。

　第3グループは、大型で深く、長方形を呈するグループである。70号、72号、75号、

79号、80号、86号、91号、93号、94号、95号、97号、98号、！15号各土坑が含まれ

ている。

　68号土坑（第128図）は、Q－12・13グリッドに位置している。34号住居跡を切断

している。長方形を呈し、L62×1．17m、深さ38cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上

がる。底面は、ほぼ平坦面をもつ。覆土は、灰白色粘土ブロック及び灰色粘土ブロック

の混在層である。遺物は、出土していない。

　70号土坑（第137図〉は、琶一13グリッドに位置している。42号・44号両住居跡を

切断している。69号土坑に切断されている。長方形を呈すると思われ、1．05＋α×

0．98rn、深さ28cmを計るが、西部では一段高く、深さ5cm前後となる。壁は、ほぼ垂直

に立ち上がる。底面は、緩く波状を呈する。覆土は、多量の酸化鉄及び、帯状の白色軽

石粒・マンガン粒を含む灰色粘土層（第7層）である。遺物は、出土していない。

　72号土坑（第211図）は、F－15グリッドに位置している。54号住居跡を削平してい

る。長方形を呈し、5．28×2．56m、深さ42cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底

面は、ほぼ平坦面をもつ。覆土は、上位から、多量のマンガン粒を含む灰黄褐色粘土層

（第1層〉、多量のマンガン粒を含むにぶい黄褐色粘土層（第2層）、多量のマンガン粒及び

少量の灰色粘土ブロック・炭化物を含むにぶい黄褐色粘土層（第3層〉、多量の灰色粘土

ブロック及び少量のマンガン粒を含むにぶい灰褐色粘土層（第5層）、多量の酸化鉄粒及

び少量の炭化物を含む灰色粘土層（第4層）が堆積している。遺物は、出土していない。

　75号土坑（第2！1図）は、1－15グリッドに位置している。74号土坑に切断されて

いる。長方形を呈すると思われ、2．15＋α×1。15m、深さ30cmを計る。壁は、ほぼ垂

直に立ち上がる。底面は、緩く波状を呈する。覆土は、多量の酸化鉄及・マンガン粒を

含む褐灰色シルト層（第！層）である。遺物は、出土していない。

　79号土坑（第132図）は、C－16・17、　D－16・17グリッドに位置している。39号

住居跡を切断している。長方形を呈し、3．20×1．40m、深さ52cmを計る。壁は、ほぼ
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VI　C区の遺構と遺物

第質4表　C区96号土坑出土遺物観察表（第216図）

Nα 器　種 口径 斜高 底径 月台　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

磁器・碗 一 …
／3、8＞

一 ① 灰白 底部1！2 肥蕩系。くらわんか手。高台銘崩れr大明年製」。
鞍ii；

覧永通宝 径2．菊　孔径α6　厚さ0護 一
浄磁3

寛永通宝 径2．3　孔径O、55　厚さ0．12 ｛ 新

謎早脈
寛永通宝 径2．25孔径0．6厚さ0．12 一一

＝ﾍ藍姦ご

寛永通宝 径2．3　孔径Oβ　厚さ0．1 一＝譲ii

寛永通宝 径2、1孔径0．62　厚さ0．05 ……

縫i鷲
寛永通宝 径2．45孔径O、5厚さOll …

j漏㍑〆

寛永通宝 径2，45　孔径0，6　厚さ0．1
…

新

寛永通宝 径2．4　孔径O、6　厚さαi 　
ξ　嬉

寛永通宝 径2．45　孔径0，65　厚さ0．1 一 栽

辮i
驪�f・7 寛永通宝 径2、43孔径0．65厚さ0，05 ㎜ 新

硲剰集
寛永通宝 径2，35孔径0，6　厚さOlO7 一 新

ン糟1・i

覧永通宝 径2．5　孔径0，5厚さ0．圭2 … 瓢

鱗 寛永通宝 径2．25孔径0、6潭さ0．里 …

驚 寛永通宝 径2．35孔径0，6厚さ0．1 ｝ 新

｛鞍 寛永通宝 径2．1孔径0、6厚さ0．08 …

灘 寛永通宝 径2，5　孔径0．55　厚さ0，絡 一
文銭。

寛永通宝 径2．5孔径0、5厚さG，13 一
文銭。

隅「”㌦’

ガラス玉 長さ035　幅0、55　孔径0ユ 一

難 ガラス玉 長さ035　嘱α55　孔径0．1 一
酬■ハ㌃喚

ガラス玉 長さO．35　i賑G。55　孔径0漉　　　　　　　　　　　　　　　　　葦蒙

畿露
歯

｝一｝罰　一㎝一
8点

垂直に立ち上がる。底面は、ほぼ平坦面をもつ。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・

灰褐色粘土ブロックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　80号：土坑（第212図）は、E－17グリッドに位置している。長方形を呈し、　L9！×

L18m、深さ！6c搬を計る。壁は、急傾斜を成して立ち上がる。底面は、凹凸はみられる

ものの、ほぼ平坦である。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・オリーブ褐色粘土ブロ

ックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　86号土坑（第212図）は、G－18グリッドに位置している。長方形を呈し、！．90×

L18m、深さ42c穣を計る。壁は、急傾斜を成して立ち上がる。底面は、やや凹凸はみら

れるものの、ほぼ平坦である。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・オリーブ褐色粘土

ブロックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　91号土坑（第213図〉は、E－18グリッドに位置している。長方形を呈し、1．90×

ユ．10m、深さ30cmを計る。壁は、急傾斜を成して立ち上がる。底面は、やや凹凸はみら

れるものの、ほぼ平坦である。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・黒褐色粘土ブロッ

ク・にぶい黄色粘土ブロックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　93号土坑（第｝35図）は、C・D－19グリッドに位置している。4！号住居跡を切断

している。長方形を呈し、2．48×1．45m、深さ58cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上

がる。底面は、平坦面を成している。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・灰褐色粘土

ブロックを含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　94号土坑（第135図）は、D－19グリッドに位置している。41号住居跡・95号土坑

を切断している。長方形を呈し、2．48×2．05m、深さ60c鍛を計る。壁は、ほぼ垂直に

立ち上がる。底面は、平坦面を成している。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・灰褐

一335一
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W　C区の遺構．と遺物

第劉5表　C区壌06号土坑出土遺物観察表（第2壌7図）

Nα 器　種 口径　　器高　　底径　　胎　土　　焼成色　調 残　存　率 備　　　考

圭 寛永通宝 径2．5孔径0，5厚さ0。125 …
古

2 寛永通宝 径2．5　孔径0．6　厚さ0，重5 ．… 文銭

3 寛永通宝 径2，4　老後0．6　厚さ0．15 ㎝ 古。背面右rj字。

4 寛永通宝 径2．4孔径0．5厚さ0，1 …
古

5 寛永通宝 径2，5　孔径0、55　厚さ0，15 　 文銭

6 魔永通宝 径2．45孔径0、5厚さ0、15 『
古

7 覧永通宝 径2．55　孔径0．45　厚さ0、15 心 文銭

第質6表　C区107号土坑出土遺物観察表

Nα 器　種 口径　　器高　　底径　　胎　土　　焼成色　調 残　存　率 備　　　考

1 真珠球 長さO．8　懸0．9　孔径0、1燈2
一

丁字孔。

2 真珠球 長さ0．8　；照0、9　孔径0，▽0、2
一

丁字孔。

3 真珠球 長さ0、4　1隔0．6　孔径0，1
｝

4 ガラス薫 長さ0，5　幅0，6　孔径0、1 …顕

5 ガラス玉 長さ0β　嚇0，7　孔径0護　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

第117表　C区109号土坑出土遺物観察表（第217図）

翼α 器　種 口径　器高　底径　　胎　土　　焼成免　調 残　存　率 備　　　考

1 寛永通宝 径2．45　孔径0，6　厚さ0．125 一一 新

2 寛永通宝 径2．22　孔径○．6　厚さ0、1
一

新

3 寛永通宝 径2、5孔径α6　厚さG，15 … 文銭

4 宣徳通宝 径2．5　孔径O、5　厚さ0、12 … 明銭。初鋳年1433年。

5 寛永通宝 径2．5孔径0．55厚さ0、125 一 文銭

6 覧永通宝 径23　孔径0β　厚さ0．1 … 薪

7 寛永通宝 径2、4孔径0、5厚さ0，12 ㎝
新

8 寛永通宝 径2．4　孔径0、6厚さ0，1 …

9 ガラス玉 長さ0，5　幅0、6　孔径0．1 ㎜

色粘土ブロックを含む灰黄褐色粘土（シルト質）層である。遺物は、出土していない。

　95号土坑（第135図〉は、D－19グリッドに位置している。41号住居跡を切断して

いるが、94号土坑に切断されている。長方形を呈すると思われ、（1．95＋α）×！．56m、

深さ44cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、やや凹凸がみられるものの、

ほぼ平坦面を成している。覆土は、多量のマンガン粒・酸化鉄・灰褐色粘土ブロックを

含む灰黄褐色粘土層である。遺物は、出土していない。

　97号土坑（第213図）は、D一隻9グリッドに位置している。98号土坑を切断してい

る。長方形を呈し、2．35×1．35m、深さ45cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。

底面は、波状を成している。覆土は、多量の長石・マンガン粒・黒褐色シルトブロッ

ク・にぶい黄色粘土ブロックを含む灰黄褐色シルト層（第1層）、である。遺物は、出土

していない。

　98号土坑（第2！3図）は、D－19グリッドに位置している。97号土坑に切断されて

いる。長方形を呈し、2．43×！．55m、深さ43cmを計る。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。

底面は、波状を成している。覆土は、多量の長石・酸化鉄・マンガン粒及び少量の黒褐

色シルトブロック・にぶい黄色粘土ブロックを含む灰黄褐色シルト層（第2層）、である。
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瓢218図　C区土坑出土遺物（4）　霊10号

遺物は、出土していない。

　115号土坑（第214図〉は、F－20グリッドに位置している。116号土坑を切断して

いる。長方形を呈し、1．65×0，94m、深さ24cmを計る。壁は、急傾斜を成して立ち上

がる。底面は、わずかに弓状を呈する。覆土は、灰白色粘土ブロック灰色粘土ブロック

を含むオリーブ黄色粘土層（第2層〉である。遺物は、出土していない。

5タイプ 　その他、1～4タイプに属さない形態のものの、一括である。67号、71号、83号各

土坑が含まれる。

　67号土坑（第108図）は、Q－12・13グリッドに位置している。　B区78号・C区55

号両住居跡を切断している。長円形を呈し、径1．75×O．77m、深さ55cmを計る。壁は

緩傾斜を成し、底面はほぼ平坦面を成す。底面西隅には、円形を呈し、径43×40cm、深

さ9c難のピットがみられる。複土は、下層として、ピット内に多量の炭化物粒を含む黄褐

色シルト層（第2層〉、底面上に少量の炭化物・マンガン粒を含む明黄褐色粘土層（第3

層）が堆積し、上位に多量の炭化物・にぶい黄榿色シルト層（第！層）が覆う。遺物は、
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W　C区の遺構と遺物

第質8表　C区MO号土坑出土遺物観察表（第2壌8図）

Nα 器　種 口径　　器高　　底径　　胎　土　　焼成色　調 残　存　率 備　　　考

圭 淡武通宝 径2．25孔径0、5厚さ0、！5 一 背面上「」字。明銭。初鋳年1368年。

2 元豊通宝 径235孔径G．6厚さ0、｝ 一
箋錠書体。　二薮二宋銭。　初鋳葺三二078年。

3 寛永通宝 径2．4孔径O．55厚さ0，1 一
古

4 覧永通宝 径2．4　孔径0、55　厚：さGユ25 一
吉

5 寛永通宝 径2、5　　子L蒙叢…0．55　　厚さ　0，／25
一

古

6 寛永通宝 径2．5孔径0、5厚さ0、1 一
古

7 寛永通宝 径2、5　　子しそ登…0．55　　厚さ　0、／25
一

古

8 寛永通宝 径2、4　孔径0．55　潭さ0、125 一
省

9 寛永通宝 径2．4孔径O．55厚さO115 一
古

圭0 覧永通宝 径2護　孔径0恐5　厚さ0護5　　　　　　　　　　　　… 一
古

11 寛永通宝 径2．4　孔径0．55　厚さ0ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　一 古

出土していない。

　71号土坑（第149図）は、F－14グリッドに位置している。49号住居跡を切断し、

50号住居跡を削平している。将棋の駒形を呈し、径L55×1．19mを計る。底面は波状

を呈し、深さは35～55cmを計る。壁は緩傾斜を成す。覆土は、上層に、多量のマンガン

粒・粘土粒及び少量の炭化物を含むオリーブ褐色シルト層（第6層）、下層に、多量のマ

ンガン粒及び少量の炭化物を含む黄褐色シルト層（第3層）が堆積している。遺物は、

出土していない。

　83号土坑（第2！2図）（第214図）は、G－17グリッドに位置している。ほぼ隅円長

方形を呈するが、東辺が張り出すため、不整形となっている。2．25×2，15m、深さ34

c難を計る。断面は、全体で播鉢状を呈する。覆土は、底面に焼土粒・炭化物粒を含むオ

リーブ褐色粘土層（第2層）が堆積し、上面に少量の炭化物を含む黄褐色粘土層（第1層）

が覆っている。遺物は、土師器椀（83－P、甕i（83－2）が出土している。

3　井戸跡

　C区における井戸跡は、平成14年度・第5次調査で、！号か一基調査されたのみであ

る。第一確認面下位からの検出である。遺物の出土が少なく、時期は不明瞭である。

1号井戸跡

（第174図）

　K－14グリッドに位置している。第一確認面下位からの検出である。

　63号住居跡を切断している。

　確認面での平面形は楕円形を呈し、径1．83×L5！mを計る。ほぼ垂直な壁は、確認面

から43cmの深さで面を成す。面は、北側及び東側にあり、中央部へ向けて傾斜している。

そして、南西部では、確認面から67c組の深さで、再び垂直な壁をもって深まる。深まり

は、やはり楕円形を呈し、径1．！3×0．88mを計る。全体の深さは、95cmを計る。

　覆土は、上位から、多量の白色軽石粒（浅問B軽石〉・酸化鉄・炭化物を含む灰オリ

ーブ色粘土層（第1層）、多量の酸化鉄（下位に集中）・炭化物を含む浅黄色粘土層（第

2層）、多量の白色軽石粒（浅間B軽石・第1層より細かい）・マンガン粒・炭化物を含

一一 R39一



　　　　　　む灰色粘土層（第3層）、少量の酸化鉄及び灰白色粘土ブロック（上位に集中）を含む灰

　　　　　　色粘土層（第4層）、やや多量の酸化鉄・炭化物を含む灰白色粘土層（第5層）が堆積し

　　　　　　ている。

　　　　　　　遺物は、20～25大の礫及び砥石（SE！－1）が出土している。

第壌2◎表C区壌号井戸跡出土遺物観察表（第174図）

醤α 器　種 口径　器高 底径 胎　土 焼成色 調 残 存 率 備 考

泌 砥石 長さ7．4 幅2，1 厚さ1．8 重さ75g 一
四面使用。

4　畠　跡

　C区における壮時は、平成14年度・第5次調査で、16号・17号の2ブロックが調査さ

れている。第一確認面下位からの検出である。住居跡に切断されている場合が多い。遺

物の出土が少なく、時期は不明瞭である。

壌6号畠跡

（第219図）

　D－13、E－11・12・！3、　F－12・13グリッドに亘って位置している。

　28号、29号、31号、32号、43号各住居跡を切断しているが、30号住居跡には上面

を削平されている。さらに、B区75号、80号両住居跡を切断している。

　現状では、北西・南東聞iα5m、北東・南西問7．4mの範囲に及ぶ。畝問の底面レベ

ルは、北東が高く、南西が低いという特徴を示す。しかし、平均レベルL＝27．800mの

北西部（上段）と、L＝27。500mの南東部（下段）では、30c覇aのレベル差がみられ、

上下2段の畠跡に区分して考えるべきであろう。

　上段の畝間は、北西・南東間3．Omの間に、寸断されているものを、流れの中で1条と

とらえると、6条が確認される。南東端の畝間は、分断されているが、大きく南東に脹

らみをもつが、他の5条はほぼ直線を成し、N－600－Eを示す。長さは、1．05～

2．25＋αmと、差がみられるが、全体として畝間を成すものである。畝間幅は25cm前後

でほぼ一定している。畝間の間隔は、25～40cmまでの幅がある

　36号住居跡と重複関係にあるが、その前後関係は、明確に成し得ていない。

　下段の畝間は、北西・南東間7，5mの問に、寸断されているものを、流れの中で1条とと

らえると、15条が確認される。全体にほぼ直線を成し、N－60．一Eを示す。南西部側で

は、長さ0．9～2．絡mの短い畝間が集中し、北東部の長さ3、5～5．9mの長い畝問との問に、

一定した分断区間を見せている。分断区間申央部では、その北東部（長い畝間の南西端）

に、長さ1．0～1．6mの短い畝聞がみられる。短い畝間一分断区間一短い畝間及び長い畝間

と連続し、全体として畝間を成すものである。また、長い畝間の北東端は、北西側に2m

第壌2壌表C区肇6号畠跡出土遺物観察表（第219図）

Nα　　器　種 灘径 胸高 八八 胎　土 焼成 色　調 残　存　率 備　　　考

ギ土師器・小型壷 ｝閲…

『
（4，8） ⑥③②④① ② にぶい黄榿 下位のみ

外面磨滅した部分が多い、胴部中位融毛目の後ミガキ、朱塗、下位

iデ、底面ケズジ。内面ナデ、一部炭化物付着。
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前後の畝間が交差し、V字状となるという特徴も合わせもっている。畝間編は14～25c斑

前後であるが、20c盤前後の部分が最も多い。畝問の間隔は、10～40c嬢までの幅がある

が、22～30cmの部分が最も多い。

　東隅では、N－65．一Wを示し、長い畝間と交差する3条の畝間が、長い畝間の南東

端から2条目と5条目を結ぶように位置している。長さは1．9m、畝間幅は15～25c組前

後であるが、20c獄前後の部分が最も多い。畝問の問隔は、30c墾前後の部分が最も多い。

方向を違える3条の畝間は、概ね東西行ずる畝間を切り込んでいることが確認されている

（第105図）。

　覆土は、全て、多量の酸化鉄を含む黄灰色粘土である。南部では、炭化物を含み、粘

土の黄色昧の薄い部分もみられる。方向を違える3条の畝間は、多量の酸化鉄及び少量の

マンガン粒を含む黄灰色粘土である。

　遺：物は、土師器小型壷（1）が出土している。

　16号畠跡は、次のとおり、B区13号畠跡と共通する要素が多い。！畝間底面のレベル

差があり、上下2段に区分されること。〃上下段の境の畝間が弧状を呈すこと。＃数は少

ないが、東端に直交する畝間をもつこと。＄古墳時代前期の住居跡（28号、29号、31

号、32号、43号各住居跡及びB区75号、80号両住居跡）を切断し、古墳時代後期の住

居跡（30号住居跡）に削平されていること。％第2確認面からの検出であること。＆出

土遺物が古墳時代前期に属すること。

　これらのことから、本二二もB区13号畠跡同様、古墳時代前期に構築された可能性が

高く、B区13号畠跡と同時に存在していた可能性も高い。

17号畠跡

（第220図）

　D－14・15、E－14・15グリッドに亘って位置している。

　東西6．30m、南北3．76mの問に、7条の畝間が確認される。ほぼ直線を成し、　N－

740－Wを示す。長さは、2．47～5。95mと、差がみられるが、全体としては、6m弱

の3条が南に配され、4．！～4．6mの3条が北側に配され、それぞれの端の！条が、他の範

囲に入り込む格好となっている。最短の畝間は、北側から2条目に配されている。

　中央に位置する、他の範囲に入り込んだ畝間の底面には、ピットが2ヶ所ずつ穿たれて

いる。長さ4．55mの畝間（長さ4，1～4，6mグループ南端）・西側ピットは、隅円方形を

呈し、径18×聡。鶏、深さ12cm、東側ピットは、隅円方形を呈し、径21×17c鐵、深さ20

c欝を計る。ピット芯二二は、2ほ2mである。長さ5。73mの北端の畝問（長さ6rn弱グル

ープ北端）・西側ピットは、隅円長方形を呈し、径48×27cm、深さ12cm、東側ピット

は、山山長方形を呈し、径45×27cm、深さ10cmを計る。ピット云々問は、70cmである。

この間の両畝間の間隔は、36cm前後である。

　畝間幅は、北側では狭く15～25c鐙前後、南側では22～39c搬前後までの幅があり総じて

太い。畝間の間隔は、北側では狭く15～30c醗前後、南側では35～75餓前後となっている。

　覆土は、粒子の粗いマンガン粒を多量に含む黄褐色シルト層である。

　遺物は、検出されていない。
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M　C区の遺構と遺物

1、　黄褐色（10YR　5／6）シルト。

　マンガン粒を多曇含む。粒子が糧い。

O　　　L讐2a400m　　　2m

一＝＝」肇：60

第220図　C区17号墨跡

5 遺物包含層

　　　　　K－！4グリヅドにおいて、63号住居跡南端の確認調査に伴って、L瓢27．000m付近

　　　　から、南北8m、東西3mの範囲にわたって、弥生時代申期の土器片及び礫が検出され

　　　　たものである。遺物包含．層は、炭化物細粒及び酸化鉄、わずかな砂粒を含むオリーブ黒

　　　　色粘土層である。遺構は、確認されていない。

第122表C区弥生：：ヒ器包含層出土遺物観察表（第221図）

Nα 器　種 出土部位 口径 器高 底径 胎土 焼成 色　調 文様及び特徴

1 獲 上位のみ （20，0／

一 一 ①⑥ ② 灰黄
口縁部折り返しによる複合口縁。縄文施文後、頸部、口縁端部ナデ調整。

精助拍纐ﾊにも縄文施文。

2
… 底部 ｝ ｝

（9，8） ④① ② にぶい劃登 外面被焼。木葉痕有り。底部破片2点。

3
… 底部 一 ｝

6．0 ②③ ② にぶい黄榿
木葉痕有り。底部中央にナデ調整。外面は上から下へのケズリ。内面横

綷?ﾌケズリ。外面被焼。

4 壷 底部 ｝ 　
（6．8） ① ② にぶい黄榿 体部外面下から左上へのヘラケズリ調整。

5
…… 底部 ｝ 一

（5．0） ① ② にぶい黄澄 鷹部網代痕。

6
　 底部 一　　　　　　【　　　　　一

（5．3） ⑥’ ② にぶい黄鐙 鷹音糠昌圧痕。

7
… 口縁部 （生3、2｝

｝ 『 ④ ② にぶい葉榿 難唇部もR縄文施文。内湯ナデ調整。外麟被髄

8 磯 口三都 （圭5．8｝

一 一 ②① ② 晶晶　　　縄文三文。

9 壷 肩部 一 一 一 ④① ② にぶい黄鐙

10 壷 体部 一 ｝ 　
⑥ ② にぶい黄榿

1
1

壷 体部 ｝ 一 一 ② ② にぶい黄榿 外面二二。

12 壷 口縁部 （10、0）

一 一 ④ ② 黒褐

13 藍？ 体部下方 一 ｝ ㎜
①④② ② 灰黄褐

14 磁 胴部 ㎜ 一 一 ①④ ① にぶい黄禮 Nα15と岡一個体。

15 壷 胴部 一 一 一 ①④ ① にぶい黄機 Nα14と同一個体。

16 壷 胴部 『 皿 ㎜ ①② ① 浅黄

17 簸 胴部 一 一 ｝ ① ① 暗三三

18 壷 胴部 ｝ 一 一 ⑥④ ① 灰黄 外面被焼。

19 藪 鵬部 一 一 一 ② ① 灰黄

20 壷 顛部～体部 一 一 ｝ ① ① にぶい褐
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畷　ま　とめ

まとめ

　一本木前遺跡では、方形周溝墓、方形評点墓主体部の可能性がある人骨を伴う2段掘り

土坑、住居跡、柵列、掘立柱建物跡、土坑、井戸跡、溝跡、土器祭祀跡、礫梛、道路跡、

畠跡、土器集中地点等、各種の遺構が多数検出されている。また、下面には、縄文時代後

期及び弥生時代中期の遺物が包含している土層も確認されている。

集落構成の主体となる住居跡は、500軒を超える数が検出された訳であるが、時代は、古

墳時代前期から、平安時代に及んでいる。

出土土器　　　多数の住居跡に対して、その変遷過程を述べるためには、出土土器による変遷をみて

　　　　　　いくことが必要となろう。土器自体の区分は、細かい方がより良いことは明らかである

　　　　　　が、住居跡出土の土器は、ほとんどの場合、古い様相を残しつつ新しい様相を取り入れ

　　　　　　ている。また、古い様相がいつまでも残存したりする。そのため、ここでは、新しい様

　　　　　　相が加わった時点を画期として捉え、以降さらに新たな要素が加わるまでを一時期とし

　　　　　　て取り扱うこととした。一応、1期からX期に区分し、古墳時代後期に該当する皿期か

　　　　　　ら璽期は、それぞれを前半・後半で区分した。

　　　　　　以下、各期について、みてみることとする。

1　期

（第222図）

　1期は、吉ヶ谷系の甕を伴うC区57号住居跡（第！64図）から、長脚で裾部が屈曲す

るものと、湾曲するものの二種類の高志を含むC区土器集中』3遺構（第222図）まで

を含み、ほぼ古墳時代前期に属している。

　このうち、比較的器種の揃っているB区57号住居跡を例にとってみると、出土の土器群

は、高杯、器台、甕、台付甕i、手操ねで構成されている（第76・77図）。高杯は、やや内

湾しつつ外傾する大きな杯を有するもので、ロ唇端部は矩形に仕上げられている。器台は、

島台部が高杯と同様やや内湾しつつ外癒し、脚は、括れ部から一旦柱状となってから大き

く湾曲して開くもの（3孔）と、直線的に開くもの（4孔）がある。また前者には、柱状

部分からほぼ真横に湾曲して大きく開くもの（3孔2段）もある。甕は、大部分が台付甕

であり、大型と小型の2種類がある。小型の中には、S字状回縁もみられる。素口縁のロ

縁部は強く屈曲し、高い。いずれも胴部最大径を上位にもち、球形に脹らむ。外面は刷毛

目整形が主であるが、上下端及び脚との接合部にナデを施すものがあり、大型の中には全

面ナデによるものもみられる。S酒甕は、頸部が全くなく、胴部から直接強く屈曲して、

斜め上方にほとんど直線的に延びるもので、わずかにS字状を成しているにすぎない。退

化した形態を示すものであるが、本遺跡のS字甕は、大部分がこの様相を呈するため、こ

うした形態の特徴は、時期差を示すものでなく、地域的な特徴として捉えるべきものであ

る可能性もあろう。また、本住居跡の甕には、刻み目あるいは押捺の加えられた例がみら

れない。壷は、中型と小型の2種類がある。中型の申には、単純ロ縁のものと貼り付け口
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II　期

（第223図）

皿　期

（第223図）

W　まとめ

縁のものがみられ、胴部は下膨れ状を成す。小型は平底から球形の胴部へ移行するタイ

プである。以上の特徴から、B区57号住居跡の出土土器群は、古墳時代前期の中でもそ

の中頃にあると判断される。

　このB区57号住居跡と、方形周溝墓出土の土器群（第222図）との関連は、どの様であ

ろうか。台付甕は、1号・2号から大型・小型、2点ずつ出土している。1号の大型は、素

紅鱒であり、やや緩く外反し、胴部は球形を呈する。整形は、側部のみ刷毛目を残し、そ

れより上位はナデ、下位はケズリが施されている。小型も、ほとんど同一の特徴をもつが、

胴部の張りは弱い。2号の大型は、S字ロ縁であり、やや緩く外反し、胴部は球形を呈す

る。整形は、肩部のみ刷毛目を残し、それより上位はナデ、下位はケズリが施されている。

小型も、ほとんど同一の特徴をもつが、胴部の張りは弱い。こうしたことから方形周溝墓

出土土器群がやや新しい要素をもっており、古墳時代前期後半とすることができよう。ま

た、C区土器集哨3にみられる、柱状長脚の高杯、あるいは台付甕の下位が直線的にな

り外面の大部分にケズリを施すといったような、末期の様相も未だみられていない。

　二期に属する住居跡等から出土した土器群をみると、古い要素から新しい要素までが

同一遺構内に混在する例が多く、遺構の存続期間が長いものの多いことが大きな特徴と

なっている。

　II期は、大きく外醸し下端に稜をもつ杯と、長くほとんど脹らみをもたず、裾部が屈

曲する脚から成る高志を中心として、口縁はいずれも外傾するものの、段をもつもの・

わずかに内湾するもの・直線を成すものなどが混在する柑、単純由縁でいずれも強く外

型し、球形の胴をもつ甕から成っている土器群を指し、古墳時代中期に属する。総体量

は、きわめて少ない。

　皿期は、杯・椀・類が数量的に主体を成すようになった段階であり、和泉期から継続

する椀・類を主体としている段階を皿・前期、須恵器蓋杯を模倣し、ロ縁を意識した器

種を取り入れ、バリエーションを示してくる段階を蟹・後期として区分した。この期か

ら、古墳時代後期に属する。

　皿・前期は、①平底から扁平球形の体部へ移行し、口縁は短く外反するもの、②同様で

あるが丸底のもの、③丸底からやや扁平球形の体部へ移行し、最大径から短く外反して落

縁を成すもの、④丸底からやや扁平球形の体部へ移行し、絞り込まれた格好から、口縁は

短く外販するもの、⑤球形の体部がそのまま切り取られた様相で、炉縁が区別されていな

いもの、⑥球形（平底）の体部からロ縁がわずかに内浴するもの、⑦球形（平底）の体部

から避難が内傾気味に直立するもの、⑧球形呼底）の体部から稜をもってわずかに外傾

する口縁へ移行するもの、という椀・類が主体を成す。新たに出現してくる杯は、⑨狭

い平底であり、直線的な体部から不明瞭な稜をもって直立する男縁へと移行するもの、⑩

丸底であり、扁平な体部から不明瞭な稜をもって、短いが直立する悪縁へ移行するものが

みられてくる。高踏は、大きく外撰し下端に稜をもつ杯と、長くてほとんど脹らみをもた

ず、退部が屈曲する脚から成り、H期と同様であるが、杯下端の稜が鋭く明確になってい

る。甕は、強い脹らみをもち、馳駅は、鋭く飛躍及び外反する。A区79号とDE区86号
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IV　期

（第224図）

V　期

（第225図）

W　まとめ

を比較すると、杯類⑨・⑩が加わっていない79号の方が古い様相を呈しているといえる。

　獲・後期は、①～⑧の椀・類が依然として主体を成すが、⑨・⑩の杯類も数量を増し

てくるし、再縁の意識が強くなり稜が明瞭なものになる。また⑩については、体部の深

浅、口縁の高低等、バリエーションがみられる。高杯は、依然として大きく外回し下端

に明確な稜をもつ杯と、長くて裾部が屈曲する脚から成り、皿・前期と同様であるが、

脚にわずかに脹らみがみられ、短脚化する傾向がみられる。甕は、やや長胴化し口縁下

部が湾曲するように、直立部分をもつようになる。B区27号とDE区78号を比較すると、

B区27号の杯類⑩にバリエーション化がみられないこと、高島の脚にふくらみがみられ

ないことから、27号の方が古い様相を呈しているといえる。

　IV期は、須恵器蓋杯の完全な模倣杯が登場し、主体を成すようになった段階であり、

和泉期からの継続器種が未だ多く採用されている段階をiv・前期、継続器種がほとんど

なくなり、模倣杯がその大部分を占める段階をN・後期として区分した。

　lV・前期は、未だ④荘園からやや扁平球形の体部へ移行し、口縁が広くなるものの、

絞り込まれた格好から、口縁は短く外販するもの、⑤球形の体部がそのまま切り取られ

た様相で、張星が区別されていないもの、といった、あるいは⑨狭い平底であり、薩線

的な体部から不明瞭な稜をもって直立するロ縁へと移行する杯が残存している。また、

⑩丸底であり、扁平な体部から不明瞭な稜をもって、短いが直立するロ縁へ移行する杯

は、やはり体部の深浅、回縁の高低等、バリエーションがみられるまま残存している。

一方、丸味を持つ体部から段を成し、長めの口縁が作り出された、須恵器蓋杯の模倣杯

が登場する。口縁の形態によって、⑪やや外何するもの、⑫外反気味に直立するものに

区分される。⑫の中には、大型杯もみられる。高寄は、璽・後期と同様であり、宇部が

大きく外傾し下端に明確な稜をもち、脚部はやや短脚化し別郭が屈曲している。甕は、

球形胴の大甕、長甕類は鋭く豪球磨るものと、一旦直立し大きく外反するものがみられ、

機能分化の定着がみられる。

　lV・後期は、①～⑩の杯・類がほとんど姿を消し、⑪・⑫及び、⑬丸味を持つ体部か

ら段を成し、長めの直立する口縁（口唇部のみやや外反する）をもつ杯のみで構成され

ている。高杯は、IV・前期から継続するタイプ（大・中型）に加えて、⑫杯に短脚を付

けた新たなタイプが登場する。乙類は、前期と大差はないが、全体にやや大型化してい

る。また、導電の小型壷もみられる。

　V期は、須恵器蓋杯の完全な模倣杯が主体を成してはいるものの、新器種が採用され

てくるようになった段階であり、須恵器噴煙の模倣杯が採用される以前の段階をV・前

期、虚報の模倣杯が採用された以後の段階をV・後期として区分した。

　V・前期は、⑪・⑫・⑬に加えて、⑭扁平な体部からわずかに稜をもって直立する口縁

へ移行し、口唇は摘み上げられて外反する、いわゆる比企霜囲（朱塗されている〉、⑮わず

かに外傾する高い口縁から、ほとんど平底で、体部を成さないタイプが登場する。しかし

ながら比企口繕は、数量は少ない。また、皿期からみられた⑦球形（平底）の体部から浜

縁が内傾気味に直立するタイプが丸底となり、内面には暗文をもつものが多くなるタイプ
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となって、みられるようにもなる。高杯は、N・後期から登場した、⑫杯に短躯を付け

たタ・イブが主となり、N・前期から継続するタイプは極わずかとなる。字類は、前代と

ほとんど差はみられない。

　V・後期は、前期の杯類に加えて、⑯ロ縁が内傷する須恵器身杯の模倣杯が出現して

くる。⑯は、口縁が外反しながら内督するものと、直線的に内比するものの2種があり、

それぞれ体部の深いタイプを含んでいる。また、1体部が浅く、口幅も低い蓋杯の模倣

杯もみられるようになる。1も、外見する口縁の内面ロ唇を整形するものと、口唇を摘

み上げて外反するものの2種類が含まれている。さらに、⑱浅い体部から稜をもって外傾

する口証へ移行するタイプもみえ始める。高杯は、前代とほとんど差はみられない。長

甕は、これまでほとんど変化をみなかったものが、この段階になって、長胴化が進む。
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w　期
（第226図）

　M期は、これまで杯の主体を成していた⑪・⑫・⑬蓋杯の模倣杯が減少し、前代で登

場した須恵器身杯の模倣杯体部が浅くなり、浅い体部から稜をもって外揚する口縁へ移

行するタイプの中でも口縁が2段に横ナデされるものや、口縁が大きく外反するものなど

の、新器種が採用されてくるようになった段階であり、口縁が3段に横ナデされる杯が

採用される以前の段階をVレ前期、採用された以後の段階をVI・後期として区分した。

　VI・前期は、⑯須恵器身杯の模倣杯体部が浅くなり、ロ径がやや大きくなることもあっ

て、全体に扁平となった形態を示すようになる。また、⑱浅い体部から稜をもって外焦す

る口曳へ移行するタイプの中でも口縁が2段に横ナデされるものや、3ロ縁が大きく外反

するもの（体部は浅くない）などの、新三種が採用されてくる。しかし、減少しながらも

⑪・⑫・⑬蓋杯の模倣杯が残存し、主体のない渾然とした様相を呈している。高杯は、前

代とほとんど差はみられない。長甕は、この段階になって、より長万化が進行し、ロ径と
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V皿　期

（第227図）

珊　期

（第228図）

胴部最大径がほぼ同…となる。

　W・後期は、構成は前期とほぼ同様であるが、⑱浅い体部から稜をもって外凝する口

縁へ移行するタイプの中でも口縁が3段に横ナデされるもの、3ロ縁が大きく外反する

もので体部が浅くなったものなどの、新タイプが現れ、新タイプが数の上では旧タイプ

を上回るようになる。

　W期は、全体を通して、山陰が大きく外反し杯体部が浅くなるものや、⑳身杯の模倣

杯ロ縁が異常に高くなるもの、V期に登場した⑮わずかに外卜する高い口縁から、ほと

んど平底で、体部を成さないもので、ロ径が拡がり盤状を呈するようになった杯などの

新器種が採用されてくるようになった段階である。甕類は、最大径が完全にロ縁にあり、

底部に向けて徐々に幅を狭めるタイプと、ほとんど同一径で下位まで移行し、底部付近

で急に窄まるタイプに分離する。W・前期は、⑳口縁が異常に高くなる杯の口縁がほぼ

直立して2～3段の横ナデが施される一種が採用される以前の段階であり、採用された

以後の段階をW後期として区分した。また後期には、⑱浅い体部から稜をもって外敵す

る回縁へ移行するタイプの中でも丁丁が2段に横ナデされた杯が、八の字状に開く丁丁に

載せられた高杯が登場する。

　㎜期は、杯の口径が縮小し、小型化する時期である。田・前期は、ほぼ前代を踏襲す

るが、法類が小型化し、甕類の分離がより明確になる段階である。璽・後期は、丸底で、

竹縁がわずかに外反し、体部内面に放射状の暗文が施された杯や、⑳丸底で口縁が摘み

上げられた杯が採用され、主体となる段階である。高杯は、皿状の杯が、杯と同高の八

の賦与の短脚に載せられ、全体でX口状の形態を示すようになる。
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第229図　出土土器集成・IX期、　X期

D（期

（第229図）

　IX期は、口径が大きく浅い皿型の杯、口縁部がわずかに外反するもの・そのまま湾曲

するもの・上に摘み上げられるものなどの丸底杯が主体を成す。多くの場合、放射状の

暗文をもっている。須恵器の蓋・盤・杯が多いのも特徴である。須恵器は、回転のヘラ

ケズリが施されている。甕類は、大部分が、最大径を口縁にもち、底部に向けて徐々に

幅を狭めるタイプである。奈良時代に属する。
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X　期　　　　X期は、いわゆる国分期を一括している。A区40号住居跡出土遺物では、須恵器圷底

（第106図〉　部の周辺はヘラケズリが施されているものも含まれ、甕もコの字状を呈していない。そ

　　　　　　して、コの回状を呈する段階がみられないまま、羽釜の段階へ移行するようである。

集落の変遷

　このような土器区分の結果を、出土住居跡に還元すると、第123表に示すとおりとな

る。表に基づいて集落の変遷をみてみることとする。

1　期　　　　1期に属する住居跡数は、A区6基、　B区30基、　C区66基、　DE　（D）区1基、　EF

（第230図）　（E）区1基、計104基であり、その他方形周溝墓4基、土器集中地点4ヶ所、畠跡のほ

第123表　時期別住居跡等一覧表

時期 A区
E区

B区 C区 D区
Dε区 EF区

F区

1
85．9α9t93，96，97

t2．3。4，8．9、10，劉」4．

揩T．梓，葉8．19，47，49、

T0．54．56、5τ6蓬、62，

U3，65．7◎、ア2、73、アア，

V8、79．80

t23．4．5．6．7．8」0、劉，

揩Q」3．肇4蓬5．16，窪748，

?X，2◎，24，253t32．33，

R436373839，湾◎，43，

S4、46、47、48．5t54、55，

T6．57．59．60．61、62，63，

U4．65．66，67．68。69、70，

V1．72．73。74．75，76，77，

V8．79．80．81．82．83，84

29 29

方形丁丁墓1、2、3、4 土器集中1．23，4

H 雪5、68 41

2、窪2．79 39，40。麟、66 6、尋7、62β6 45．53

盟
蓬

21．27．30，41，45、46．52

T5，58，69、76

22，35．42．45．49．52，53，

T8
6378．88 46

21、23、63．89 22．24．59、60、67 38．77 99 73．88

】V

18．73、74，75
窪2．23，25．26，29、35．37

S2．5t53
9．26

t3，7，25．41，43．6α64，

X3、94．96

101』03，104

A105

2，1哩，13．15，

Q8

323539、42，44、48．49、

T◎、56、57．68、59．6◎、70．

Vt76。80．雀05．鷹23涯27

38．48．
32，45，46，5t53β5、66、

U9
1◎2，給9．誓2 3 34β6、轟◎、65．74．82

V
3．71，76、88 34 21．23．27

2、9，10．12．20．21．24．42．

T0．70．71．83．85，

100，107，115

C116

6．9，14．17，

P8，19．21，

Q2．23．30

38．51．52、61、68．72．79，

W1，83、92．95、96，99，101，

P03，104，108，110，1i2．

P161119

5．14、50、52，59，64．72．86

X2 73336 11．48，52．54．72．84 98、106、劉3 27
43．62．67，77，85，86，89，

Xα93．97湾09，117，126

VI

62．94 27、55，67，6875 劉。，質轟 ア24

33，6a6975、84．87．94．

汲O諜02護◎6、蓬◎ア、質8．

P2α121、125、蓬28

w
1暑土器祭祀跡

U号不日月遺構
14，重9．76 54，55，122

6，1935，65．69．70 234号不明遺構

17、34．6◎ 56

盟
8，蓬α薯6，37 4◎

朕
9，32β3、4t42、4445．

撃V、鷹8、5t54。55，57、

W1．82

3◎3爲3．3536．37．39，

S4．58．59．90．91．92

X
11」3、20，22．24、25．26

Q7，28．29、30．31．38．39

S0．43、61，78，80．83．84

5．6，13，16．28 15．28．34．57．81 窪11 1．10
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tう2段掘り土坑2基がみられる（第230図申●
ヰ　

無印）。

焦
＋　住居跡の大部分は、遺跡北西部に集中してい
　に　

ll重る。あたかも、　B区内の未調査区を取り囲むよ
　ま　

匿うに分布し、中心が未調査区内にあった様相を
ゆ　

一・一 謔ｵている。空白区を挟んで、遺跡中央部から1
；
ニ

ーu一中央西隅にかけての位置には墓域が形成され、
ツ　

llπ方形周溝墓4基、2段掘り土坑2基が含い接し
}　

“z… ﾄ分布している。さらに、2号方形周章墓の西：
l
l
二

・臣側5rnの位置には、周溝墓北西溝に平行して、

脆ヶ所の土畑中地点（』2．3）がみられる．

ゆへ

憶いずれも1期終末の土器群で構成されている。
　ア

ー…方形周溝墓に関する後世の土器祭祀遺構と考えl
l
二

筋られる。

llこの瑞勲地点の醐にはC区24・25号、
AR一

　南西側にはEF区29号、東側にはA区85号、

　南東側にはDE区29号の、各住居跡が位置し

　ている。空白区側にはみられない。各住居跡は、

　共に小型竪穴であり、出土土器からは、方形周
癌

　　　　　第231図　住居跡の配置・㎜期

　c一溝墓出土土器よりも新しい要素がうかがえる。：
＝

一ト2ヶ所の土器集中地点同様、5軒の住居跡は、
　ト

鵡方形周溝墓に関わる遺構としての存在が考えら
　あ

tれる。

雛　空白区には、畠跡が群在している　（第43・
1
こ

　。一！21図）。畠跡の時期が確定できたのは、B区
　　　

　1三13・14号、C区16号だけであるが、空白区か
　ロ　

　v　ら居住区を取り囲むように30を越える数が分1
こ

　・・一布し、しかも本期住居の検出されていない他区
　エ　

忙裏からはまったく検出されていないことから、
　ムひ

1：1全て本藍に属するものと考えられる。そうであ
　ムト

・・一 黷ﾎ、B区13・14号、　C区16・17号畠跡の北l
l
l
．、・一側には本期の住居跡の広がりはないと、考えら

　　り

磨れるものである。
　が　

燈　遺跡北西部に集中する住居跡＝居住区、東側焦
1

　・・を除く3方を囲んで畠跡＝生産区、南部に墓域

　　という区分けが成されていたと考えられる。
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　平ll

紐前期の住居跡（獄中・印）は遺跡の北榊央

　リメ　
　一ト部に位置するグループ、中央に位置するグルー
　．耽

　コ　コ

”：1墓の北側に近接し、中でもY－16グリッドに
　ト
　・一位置するB区30号住居跡は、1号方形周面墓とl

l
＝

一1一 ﾚしている。本期には、すでに方形周鴨頭に対
　　　　

一．
Rする意識が薄れてきたものと考えられる。

荘W期（第232図）

　P－

　　　N期に属する住居跡数は、70軒である。その

　　蟻

　AB一プ、遺跡の南半中央部から南部にかけて位置す
鎌るグノレープの、三つに分離してし、る．

　　　後期の住居跡（図中△印）は、ほぼ同一箇所で

　・・住居跡絶を増加させているが、中央に位置する

瞬貢照臨している。なか1こは調方鯛醜DE

区5i号土坑、　EF区19・20号土坑、同15・16
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VI　ま　とめ

　　　　　第234図　住居跡の配置・VI期　　　　　　　前期の住居跡（図画●印）は、遺跡南半地域に
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　　　W期に属する住居跡数は、13軒である。そ…旗

　痙のうち畷・前期が6軒、畷・後期が7軒である。
　轍
　、，．　前期の住居跡（図葉●印）は、中央部にやや集

　ムゆ

　繋中するが、北半地域及び南端部では、それぞれ
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　ll二人分に限られ、北東半地域では1軒が検出され

：二半地域では、遺跡北東半地域のみに点在し、1
ト

ー・一 冝E古墳時代前期の住居跡が集申した遺跡北西
・a－

t半地域では、まったくみられなくなる。

li後期の住居跡（図帖印）は、前期の様相をよ

お　

トり一層鮮明にし、集中区域の中央部と南端部へ
七

二　1日掛轟施貼1羅＿撮，

　　　　　第235図　住居跡の配置・m期

。！。、Qm

　エほし二一
　　琴4　婁

　ガ

AOh ｽものの、　IV・V期の集中した遺跡南西地域に
欝
・・は、まったくみられなくなる。また北東半地域

　でも、東への移行する傾向がみられる。
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撃撃撃闕]状を呈することとなる。覆土中には、浅間

第237図

　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　，垂紐期　：囎住居酬半分担されている〉のように、

住居跡の配置・D（期　　　　　　多くの住居跡が切断・消滅したと考えられる。
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　　　　　第238図　住居跡の配置・X期

　　　コ

　　　　　　　　　　　◇急雑

誌惑紙1論…1

　　捗　また、時期の判明した住居跡は、検出された
　　lil　5。9輌うち421軒であり、不明の88轍重

　　　　レ
　　　G一複関係、カマドの有無等住居跡の特徴から、大半

　　一隅遺跡集落は、1期に遺跡北西半に出現し、同
　　　ト
　　…闇1＝期内に徐々に拡大し、居住区の周辺部に畠作

鉱地域を、そして、これらの南端遣跡中央西
　　　堂

　　一・一部に墓域をも作り出していったのである。H
　　llll

　　　…期には、王期居住区の周辺部にわずかに住居
　　　lll

　、．跡が検出されたのみであるが、皿期には、遺
　ヨへ　

　AH一跡の北・中央・南中央の3ヶ所に分離し、　N
　鉱

　膳期に継続していく。しかしこの中で、北側の
　ムレ

　　に至っては、北側ではその東寄り部分に点在

　　するのみで、1期に住居跡が集中した、遺跡

北西半地域では、まったくみられなくなる。さらにW期になると、住居跡数事態も減少

し、中央部南半地域にまとまりがみられるものの、他は点在という状況となる。W期に

は、遺跡中央東端に集中するのみで、他地域にはまったくみられないようになり、IX期

にやや拡大するものの、同じ状況が継続する。そしてX期に入ると、遺跡南東部全域に

拡大するものの、やはり他地域にはまったくみられない状況は続いているのである。

河川跡

（第239図）

　さて、A区内南西部における住居目論の遺構不在の理由は、前記のとおり、　A区1号溝

跡による切断削除による消滅と考えられるが、A区の北西部から中央南東寄りの地域及

びA区の中央南東寄りからDE区中央部にいたる地域でも住居跡等の遺構不在地域がみ

られる。こうした住居跡の偏在性をもたらした最大の要因は、河川跡（図中アミ部分〉

の存在であろう。

　河川跡は、覆土に荒川系の砂礫を含み、現新奈良川の原型を成すものと考えられる。

　…番東側を通る本流（図中①）、支流（戦中②・③・④）、そして②・③・④流が分

流・合流を繰り返し、北端では本流①と支流⑩の2条になり、さらに北側でこれらも合

流する様相を呈している。河川跡と住居一等との重複関係は以下のとおりである。

　本流①は、DE区及びA区内では、住居跡等を試食・削除していない。しかし、北端

の西岸では、B区39号～46号、48号各住居跡を切断もしくは削平している。39号・40

号・44号各住居跡は皿・前期、41号・45号・46号各住居跡は皿・後期、48号住居跡は
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畷　ま　とめ

V・前期に所属している。また本流路埋没後構築された住居跡は、A区86号（VI・前期）、

A区6号（W・後期）、A区9号・DE区58号・59号（IX期）、　A区11号・3！号（X期）、

DE区79号（不明）である。支流②に切断もしくは削平されているのは、EF（E＞区

11号・13号（N・後期）、6号（V・後期）、12号（不明）各住居跡であり、埋没後構

築された住居跡は、EF（E）区10号（X期）である。支流③に切断もしくは削平され

ているのは、EF（E）区i7号、18号、22号各住居跡であり、いずれもV・後期に属

している。また、B区4号方形周溝墓（1期）も削平されている。支流④に切断もしくは

削平されているのは、B区3号・4号方形周溝墓・EF（E）区29号住居跡（1期）、　B

区2i号・30号住居跡（田・後期〉、24号住居跡（W・前期）、25号・26号・29号住居跡

（IV・後期）であり、埋没後構築された住居跡は、　B区23号（IV・後期）EF　（E）区

27号（VI・前期〉・24号（Vレ後期〉である。支流⑤に切断されているのは、　B区27

号住居跡偲・後期〉である。支流⑥に切断もしくは削平されているのは、B区4号方形

周溝墓（1期）、B区34号住居跡（V・後期〉、36号住居跡（M・前期一支流③の埋没後

構築）であり、埋没後構築された住居跡は、B区28号（X期）である。支流⑦に切断さ

れているのは、B区17号・18号住居跡（1期〉、　B区12号住居跡（N・後期〉、　A区

100号（不明）である。支流⑧に切断もしくは削平されているのは、B区！号・2号・8

号・10号住居跡（1期）であり、埋没後構築された住居跡は、B区5号（X期）である。

支流⑨に切断もしくは削平されているのは、B区3号・H号住居跡G期）である。支

流⑩が上面を通過している住居跡は、B区54号・57号・63号住居跡（1期）であり、

切断もしくは削平されているのは、B区70号（1期）、66号（皿・前期）、58号・69号

（皿・後期）、59号（N・前期）である。

　各流路によって削除された住居跡の時期と、埋没後構築された最も古い時期の住居跡

をまとめると、次のようになる。

　本流①・B区39号（皿・前期）～B区48号（V・前期）一A区86号（W・前期）

　支流②・E区11号（W・後期〉～E区6号（V・後期）一E区10号（X期）

　支流③・E区17号（V・後期）　　　　　　　　　　　　一B区36号（VI・前期）

　支流④・3・4号方形周溝墓（1期）～B区25号（N・後期）一E区27号（VI・前期）

　支流⑤・B区27号偲・後期〉

　支流⑥・4号方形周強盛（1期）～B区36号（VI・前期）一B区28号（X期）

　支流⑦・B区17号（1期）～B区12号（IV・後期）

　支流⑧・B区1号（1期〉　　　　　　　　　　　一B区5号（X期〉

　支流⑨・B区3号（1期）

　支流⑩・B区70号（1期）～B区59号（IV・前期）

　これらの結果と遺構の分布状況から、本流①は、1期にはすでに存在し、少なくとも

5回の変遷が確認されるものである。このうちAC－3グリッド以南の曲折部分は、古墳

時代を通して流行していたものが、双晶・奈良時代には埋没し、利用可能なっていたと

考えられるが、以北の北北西流する直線流路は、X期に至っても幅を狭めながらも残存
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していたと考えられる。しかしながら、もはや支流の状況となり、本流は東（遺跡外）

へ移動していたと考えられるのである。

　支流は、②一⑤一⑦、②一⑥一⑦、③一⑧一⑩、④一⑨一⑩の4流が存在している。

このうち④一⑨一⑩路は、IV・後期以後流路となり、　W・前期には埋没しており、③一

⑧一⑩路は、V・後期以後流路となり、　W・前期には埋没していることから、　W・後期

以後流路となった④一⑨一⑩の流れが、V・後期以後③一⑧一⑩の流れとなって、　Vレ

前期には埋没したと考えられる。また②一⑤一⑦路は、V・後期以後流路となり、　X期

には埋没しており、②一⑥一⑦路で、Vレ前期以後流路となり、　X期には埋没している

ことから、V・後期以後流路となった②一⑤一⑦の流れが、　M・前期以後②一⑥一⑦の

流れとなって、X期には埋没していたと考えられるのである。

　こうした、時代の変化に伴う流路の変遷が、一本木前集落に与えた影響の大きさには、

計り知れないものがあろう。

馬　歯　　　　出土した遺物のうち、最も注目されるのが、馬の歯である。馬歯を出土した遺構は、

（第239図〉　第124表に示した以外に、DE区10号不明遺構、25号溝跡（共に時期不明〉等がある。

　　　　　　　最も古いDE区86号住居跡（皿・後期）から、最も新しいDE区92号住居跡（IX期）

　　　　　　までみられ、DE区86号住居跡、83号住居跡、　EF区98号住居跡、A区1号土器祭祀跡、

　　　　　　DE区4号不明遺構、　DE区92号住居跡など、土器祭縄跡（住居内土器祭祀跡を含む〉に

　　　　　　伴って出土している確率が非常に高いという特徴をもっている。また、河川本流①に近

　　　　　　接した遺構からの出土が大部分であるという特徴も併せもっている。

第壌24表　時野心讐馬歯出土遺構一覧表

時期 A　区 B　区 C　区 D　区 DE区 EF区 F　区

皿 58 86

V 46．83

w 86 54．67 98

w 1号土器祭龍跡 4畢不明遺構

班 …
92

i

土器祭祀

（第239図〉

（第240図）

　土器祭祀跡は、独自に河川岸辺で行われるもの一Aタイプ、住居跡廃絶後わずかに埋

没した時点で行われるもの一Bタイプ、住居跡廃絶後ほぼ埋没した時点で行われるも

の一Cタイプの3種類がみられる（第125表）。

　Aタイプには、A区1号土器祭祀跡、6号不明遺構、　DE区4号不明遺構が含まれる。

　1号土器祭祀跡（第240図）は、A区AA－4グリッドに位置し、本流①から引き込ま

れた入り江の最奥部に、東西4m、南北3．4m、ほぼ方形の平坦面が作り出され、北東隅

に設けられた、方形が意図された敷礫を中核として展開された土器祭祀跡である。敷沖

上には馬の下顎が置かれ、北東隅（最も入り江に近接する位置）に置かれた須恵器甕を

扇の要として、東辺が須恵器甕、北辺が土師器甕、要の対角（西辺及び南西隅）に須恵
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W　まとめ

第125表　時期別：土器祭祀遺構一覧表

時期 A　区 B　区 C　区 D　区 DE区 EF区 F　区

1

方形周添字

P．2．3．轟

y器集申
P．2、3．4

皿 86

w 臼03」 （32＞

V 42，r45」．（83） 18

w ギ5舅。r6刀 98 33．質8．臼25」

w
1暑土器祭祀跡．

P9」．

i6号不朗遣構〉

4号旧恩下構

IX f31」。（92）

器・土師器の杯が並置されている。杯は、上向き水平で重ねられているものと、単独の

ものがみられる。また、杯の間からは、鳥型を含む滑石製模造品、臼玉、土錘が伴出し

ている。土器群は、須恵器が杯隻、甕3　（5）、提瓶1、土師器が杯組、甕12で構成さ

れている。Mレ前期の所産である。

　6号不明遺構は、A区N－6グリッドに位置し、本流①から引き込まれた入り江の最奥

部から、土器群が流れ込む状況で検出されている。土器群は、須恵器が甕1、土師器が

杯2、高杯1、甕1の他土錘が検出されたに過ぎないが、礫も多量に含まれ、その状況

から本類に含まれると判断したものである。W・前期の所産である。

　DE区4号不明遺構は、　DE区内で大きくカーブを描いて流行する本流①の両岸、カー

ブの内側（北）と外側（南）に分かれて位置している。（北）は、AF－12グリッドに位

置し、本流①の内側・東岸から、馬歯・礫・土器群が流れ込む状況で検出されたもので

ある。土器群は、須恵器が壷！、土師器が杯8、高圷3、甕7で構成され、他に管玉、

土錘、土製支脚が伴っている。MI・後期の所産である。（南）は、　AJ－12グリッドに位

置し、本流①の外側・西岸に、1．2×0，8艶範囲に熱賛が施されていたものであるが、実

測可能な土器は伴っていない。

　住居廃絶後、わずかな時を経て展開されるBタイプには、馬歯を伴うもの・B－1タ

・イブ（D鷺区86号、83号、98号、92号各住居跡）、馬歯を伴わないもの・B－2タイプ

（DE区42号、　EF区18号、33号、118号各住居跡）がみられる。

　DE区86号住居跡（第240図〉は、　B－1タイプである。　AK－13グリッドに位置する。

竪穴南丁丁の第…次埋没丁丁に、丁丁から南西壁に沿って杯3、甕1が並ぶ。甕からは、

東側に甕が連続する。南隅から東へは、甕を経て礫群へと続く。こうしたほぼ方形に土器

群に囲まれた範囲の中央付近から、馬歯が検出されているものである。土器群は、杯7、

甕6、甑1で構成されている。本形態の未発達な様相を呈する。皿・前期の所産である。

　DE区98号住居跡（第240図）は、　B－！タイプである。　AK・AJ－17・18グリッド

に位置する。竪穴南東半部の第一次埋没土上に、礫を…辺2，lrR範囲に敷き、馬歯及び剣

形模造品を載せている。敷礫の三方縁辺部には、土器群がrコ』の国状に並置されてい
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顎　ま　とめ

る。南東辺には、大甕2をそれぞれの核として、甕・杯が並置され、一方の核となった大

甕の内部には杯が密着していた。北東辺には、甕・杯が混在して置かれている。また北

西辺では、杯を中心に甕が配されている。いずれも密着もしくは近接しており、据え置

かれた状況を呈している。残存状況の良い南東辺では、土器列の長さは3．！mに達してい

る。土器群は、須恵器が杯1、土師器が杯13、甕16で構成され、他に剣形模造品を伴っ

ている。瓢・後期の所産である。

　DE区42号住居跡（第240図）は、　B－2タイプである。AG－9グリッドに位置する。

竪穴南隅の第一次埋没土上に、南西壁に沿って土師器甕2・甑2　（内iは杯2を内包）が

並び、その内側に杯7が2列に並んでいる。土器列の北端からは、南西壁に直行する方向

に甕4が配され、内！には杯が内包されている。南端からは、南西壁に直行する方向・

南東壁に沿って甕4、杯2が配されている。土器列は、全体でrコ』の字状を呈し、中

央には礫が散在している。北西と南東の土器列は1．50mの間隔をもつ。土器群は全て土

師器であり、杯14、高杯1、甕i14、甑2で構成されている。　V・後期の所産である。

　EF区！18号住居跡（第240図〉は、　B－2タイプである。　AN・AO－26グリッドに位

置する。竪穴中央の第一次埋没二上に、竪穴と相似形で、一辺約2，2mの方形に礫が敷か

れ、二上に土錘、周囲に土器が置かれている。三隅には、須恵器提瓶、その周囲に土師器

杯、北西方向に土師器甕、須恵器三瓶、土師器壷と続く。土師器壷から北東方向へは、土

師器壷、杯、高杯、杯3と続く。カマド前は列を成しておらないものの、土師器鉢、杯が

みられる。北東端に土師器甕、その周囲に壷、そして杯、壷、三三と続き、南隅須恵器提

瓶の周囲には、砥石2がみられる。土器列は、全体でrコ』の回状を呈する。土器群は、

須恵器が提瓶1、横瓶1、土師器が杯17、高杯5、甕6、鉢2、壷3、甑！で構成され

ている他、土製丸玉1、土錘！3、砥石3が出土している。Vl・後期の所産である。

　住居廃絶後、かなりの時を経て展開されるCタイプにも、馬歯を伴うもの・C－！タイ

プ（DE区45号、54号、67号各住居跡）、馬歯を伴わないもの・C－2タイプ（DE区

103号、氾F区125号、A区19号、　DE区31号各住居跡）がみられる。

　DE区45号住居跡は、　C－1タイプである。　AG－10グリッドに位置する。第一次埋没

土上に、土師器杯2、甕3、壷1、甑1、ミニチュア土器i、土製支脚1とともに、馬

歯、骨片が検出されている。V・前期の所産である。土器量の少なさが特徴的であり、

岡タイプのDE区54号住居跡では13点、　DE区67号住居跡に至っては3点である。

　EF区125号住居跡（第240図）は、　C－2タイプである。AP－24グリッドに位置する。

竪穴東下の覆土上から、東西85”、南北60”の長方形区画内に、土器37、ガラス小玉2、

滑石製臼玉3、石製紡錘車！、刀子1、鉄弓13、鉄製鋤先1、砥石1が重ね置かれてい

る。土器群の構成は、須恵器が、高杯1、短頸壷3、瓦！、提瓶！、横瓶！、土師器が、

杯21、高杯2、甕5、壷1、手捏ね土器！から成っている。杯は上面に位置するものや

三内に内包されるものが多い。鉄製品は下面に位置する。W・後期の所産である。

　さて、土器祭祀に伴う馬歯は、総じて未発達な様相を呈し、若い馬が祭祀の対象であ

った可能性が高い。
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　このような犠牲馬を伴った土器祭祀のうち、竪穴住居以外の特定の場所で展開される

Aタイプは、①河川の屈曲部分及び、入り江の最奥に位置すること、②敷礫を中核とす

ること、③その中心に馬下顎もしくは馬歯を据えていること、④方形の区画が存在する

こと、⑤敷礫の周囲に多量の土器群を配置していること、⑥土器群は、器種別の配置が

なされること、⑦石製模造品を伴う場合が多いこと、⑧時期がV華甲に集中していること

という特色を備えている。同様に、馬歯を伴い、住居廃絶後わずかな時を経て竪穴内で

展開されるB－1タイプには、①河川流路に近在していること、②敷礫を申核としてい

ること、③その中心に馬歯を据えていること、④方形の区画が存在すること、⑤敷礫の

周囲に多量の土器群を配置していること、⑥土器列は、方形の三方のみに配されること、

⑦土器群は、器種別の配置がなされるものと、器種を交えて配されるものがあること、

⑧石製模造品を伴う場合が多いこと、⑨時期が皿・前期から朕期に及んでいることとい

うように、Aタイプと共通する多くの特色の中に、わずかな差異もみられるのである。

　また、馬歯を伴い、住居廃絶後かなりの時を経て竪穴内で展開されるC－！タイプに

は、①河川流路に近在していること、②敷礫も方形の区画ももたないこと、③馬歯が土

器と混在すること、④土器量が少ないこと、⑤時期がV・V嘲に集中することというよ

うに、前二者とは、大きな違いをみせている。

　一方、馬歯を伴わず、住居廃絶担わずかな時を経て竪穴内で展開されるB－2タイプ

には、①河川流路に近在するもの（V期）と、しないもの（VI期）があること、②敷礫

を中核としていること、④方形の区画が存在すること、⑤敷礫の周囲に多量の土器群を

配置していること、⑥土器列は、方形の三方のみに配されること、⑦土器群は、器種無

の配置がなされるものと、器種を交えて配されるものがあること、⑧石製模造贔は伴わ

ないこと、⑨時期がV・V糊に集中することという特色を備えている。

　罵歯を伴わず、住居廃絶後かなりの時を経て竪穴内で展開されるC－2タイプには、

①河川流路は意識されていないこと、②方形は意識されていないこと、③土器は混在し、

D区区103号住居跡106点、A区i9号住居跡48点、　DE区3i号住居跡98点というように、

特に多量であること、④石製模造品を伴うものと伴わないものがあること、⑤時期が

IV・後期からIX期に及んでいることという特色を示し、一括投棄の手法による祭祀形態

と考えられるものである。しかし、EF区125号住居跡では、明らかに方形が意識され、

M・後期の時期に、B－2タイプと混同して展開された可能性が考えられる

　以上を総括すると、古墳時代後期に入るや、河川流路に近在して、土器祭祀の基本形

態であるB－1タイプが展開されるとともに、河川流路は意識されることなく従形態で

あるC－2タイプが並存し、IX期まで継続される。しかし、　V・VI期において、河川の

乱流に伴って、竪穴内では馬歯を伴わないが大量の土器群をもつB－2タイプと、馬歯

を伴うが土器が極端に少ないC－！に分離し、それが流路の比較的安定した畷期に流路

に面し、竪穴外で展開されるAタイプに統括されたものと捉えることができよう。

　水の恩恵を享受するとともに水と戦い、水への感謝と恐れ、一本木前古代集落の人々

の息吹が強く感じられるところである。
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図版1　一本木前遺跡全景
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図版2　A区遠景
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図版3　A区86号住居跡

盤

藤

擬讐縷

全景

　　　　『厭　■．　讐講
．
　
　
　 樹　、．，

　　　1粘㌧ノ

　
　
蝿

　
　
　
轟

　
　
　
騒

　
　
　
　
蠣

　
　
　
　
　
翻

ギ
試・

　器

‡　噛『

＼

『　鶏り

　
　
森

季
野

・
．
奪
㌦

　
　
㌦
鑑

轟
憲
謹
蟻

熟

難 遺物出土状況（1）

穣灘雛凝　 　が嘱織一詐轟熱

『
、
一
，
・
勢
　
黙
慧

　
　
欄
堆

鱒
群

勝
・

『
翼
ゴ

　
、

竃
．
　
鷲
瀞

ー
源
毒
、
　
謬
鯵

難
　
灘
騨
調

に
　
“
　
　
　
　
　
　
　
…
r
ー
　
　
壌

難
纏
灘
髄
・
．

糎
羅
購

編
、
糞
　
『
雛
理
β
鐸

欝鍵灘
遺物出土状況（2）



図版4　A区87・88・89号住居跡
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図版5　A区90・91・92号住居跡
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図版6 A区93号・94号（1）住居跡
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図版7　A区94号住居跡（2）
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図版8　A区94号（3）・g5号住居跡
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図版9　A区96号住居跡（1）
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図版10　A区96号（2）・97・g8号住居跡
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図版12　A区土坑（2）
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図版14　A区土坑（4）・10号井戸跡
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図版15　A区土坑（5）・井戸跡（1）

325号 330号

326号

麟蝦一

331号

327・328号

与
圭
㌔
醜
量

6号井戸跡

329号

一一≦『

一ぜ一

ぜ　ぼ

　，．参

　ぬ　サ

7号井戸跡



図版16　A区井戸跡（2）・溝跡（1）
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図版18　A区河川跡（1）
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図版19　A区河川跡（2）
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図版20　A区河川跡（3）
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図版21　A区河川跡（4）
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図版22　A区河川跡（5）
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図版23　A区不明遺構（1）4号
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図版24　A区不明遺構（2）5・6号

　　欝．辮

織＿、雛，

　鰹“
舞　　　．，撫騨、撫鯉購一

　　　　　　　　罐

5号全景

κ・

鰹繋

糠
　　『　『環
　一　　一　　　　一

鞍

慧．轟期．離ξ．灘

灘

　　　　　懸
轍
．
、

繍灘

　　　　肇

5号遺物出土状況

、嚇轡㌧

、磯、懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6号遺物出土状況

夢　　，

　　　．『」ズず響

　　　　礎1刈詩・
飛叫門既ド　，　　　｛



図版25　A区86・88号住居跡出土遺物
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図版26　A区89号住居跡出土遺物（1）
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図版27　A区89号（2）
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図版28　A区94号（2）・96号（1）住居跡出土遺物
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図版29　A区96号（2）住居跡・土坑出土遺物
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図版30　A区溝跡・河川跡（1）出土遺物
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図版32　A区河川跡（3）・不明遺構（1）出土遺物
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図版33　A区不明遺構出土遺物（2）
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図版34　B区全景
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図版35　B区39・40・41号住居跡
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図版36　B区42号住居跡
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図版37　B区43号・44号（1）住居跡
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図版38　B区44号（2）・45・46・47号住居跡
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図版39　B区48号住居跡（1）
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図版40　B区48号（2）・49・50号住居跡
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図版41　B区51・52号住居跡
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図版42　B区53・54号住居跡
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図版43　B区55・56号・57号（1）住居跡
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図版44　B区57号（2）・58・59号住居跡
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図版45　B区60号住居跡（1）
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図版46　B区60号（2）・61・62・63・65号住居跡
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図版48　B区67号住居跡（2）
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図版49　B区68・69・70号住居跡
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図版50　B区71・72・73号住居跡
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図版51　B区74・75・76号住居跡
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B区77号・78号（1）住居跡図版52
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図版53　B区78号（2）・79号（1）住居跡
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図版54　B区79号（2）・80号（1）住居跡
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図版56　B区土坑（1）

燭
、
，

磯
ぎ

な
で
　
　
　
ぜ

　
　
鞭
二

韻

ぜ
甑
、

雛

澄
、

57号

　
　
　
　
欝

鯉豊

58号

59号

・黛、

、一、

　　　　　　　　　　　　　一纏　寧

蓼驚．

60号

61号

一
、
醸

62号

63号

聡
攣
、
・
〆

窺

　　鞭1

欝萱
　　　叢，彦窒’1灘

騨

灘灘鞭

轍

馨
憲

購
　
　
購

64号

〆、、

㌃
耐

ゑ
ひ

三
あ
、

擁
織

藩



葱

　　　　　灘灘霧灘
、．糞鐸．窯欝　　　　　簗

　　　　　　　　　　　　65号土坑

　　㌦、

、＼　バ

灘
適ノ

66号土坑

露
懸
欝
瓢

23号井戸跡

i善

24号井戸跡

図版57　B区土坑（2）・井戸跡（1）

～男哨

25号井戸跡

曳
貞

沸
響
・
“

　　灘、紙

　　　噛．墜

27号井戸跡

28号井戸跡

舗
　爆

29号井戸跡



図版58　B区井戸跡（2）
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図版59　B区井戸跡（3）
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図版60　B区畠跡・溝跡（1）
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図版62　B区溝跡（3）・不日月遺構
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図版63　B区39号・40号（1）住居跡出土遺物
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図版64　B区40号（2）・41号・42号（1）住居跡出土遺物
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図版65　B区42号（2）・44号・45号（1）住居跡出土遺物
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図版66　B区45号住居跡出土遺物（2）
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図版67　B区45号（3）・46・47号・48号（1）住居跡出土遺物
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図版68　B区48号（2）・50号・51号（1）住居跡出土遺物
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図版69　B区51号（2） ・52号・53号（1）住居跡出土遺物
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図版70　B区53号住居跡出土遺物（2）
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図版71　B区53号（3）・54号（1）住居跡出土遺物
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図版72　B区54号（2）・56号・57号（1）住居跡出土遺物
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図版73　B区57号（2）・58・59号住居跡出土遺物
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図版74　B区60号住居跡出土遺物（1）
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図版75 B区60号（2） ・61号（1）住居跡出土遺物
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図版76 B区61号（2）・63・65号・66号（1）住居跡出土遺物
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図版77　B区66号（2）・67号（1）住居跡出土遺物
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図版79　B区67号（3）・69号（1）住居跡出土遺物
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図版80　B区69号住居跡出土遺物（2）
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図版81　B区69号（3）・70号住居跡出土遺物
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図版82　B区73・78・79号住居跡出土遺物
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図版83
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図版84　B区井戸跡出土遺物（2）
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図版85　B区井戸跡（3）・畠跡・不明遺構（1）出土遺物
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図版87　C区遠景
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図版88　C区28・29・31号住居跡
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図版89　C区32・33号住居跡
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図版91　C区38・39号住居跡
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図版92　C区40号・41号（1）住居跡・92号土坑
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図版93　C区41号（2）・42号（1）住居跡
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図版94　C区42号（2）住居跡・16号畠跡
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図版95　C区43・44号・45号（1）住居跡
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図版96　C区45号（2）・46・47・48号住居跡
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図版97　C区49号住居跡
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図版98　C区50号・51号（1）住居跡
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図版99　C区51号（2）・52号（1）・53号住居跡
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図版100　C区52号（2）・54号住居跡

轟

穐犠・講．・
訴難見、

52号力マド

α讐
、1麹1櫓

　　念甑、，

麟離麟網一『

54号全景

ノ＝ま

　熱、，

懸

、鞠
　　蕪．
　　　　難　、
　　葉　　灘壕驚

飾蹄　、一へ一嘩

同遺物出土状況

　　　　的』∵鶴△、
▽協∵◇▽ll』礎』・・騨．纂1、
　　鞠、賊．・▽貫鴇．無i難懸1

藻☆☆難壕灘樺運瓢

灘鞍雛1．，驚鰯，　翻難、魏



図版101　C区55号・56号（1）住居跡・67号土坑
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図版102　C区56号住居跡（2）
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図版103　C区57・58号住居跡
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図版104　C区59号住居跡（1）
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図版105　C区59号住居跡（2）
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図版106　C区59号（3）・60号（1）住居跡

胤撫誘
、

59号遺物出土状況（6）

60号全景

r
r
嚇

同炉跡
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図版108　C区61号住居跡（2）
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図版109　C区62・63号住居跡
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図版110　C区64号住居跡
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図版111　C区65・66号・67号（1）住居跡
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図版112　C区67号（2）・68号住居跡
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図版113　C区69号・70号（1）住居跡
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図版114　C区70号（2）・71号住居跡
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図版115　C区72・73号住居跡
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図版116　C区74・75号住居跡
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図版117　C区76・77・78号住居跡
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図版118　C区79・80号・81号住居跡
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図版119　C区82・83号住居跡・77号土坑
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図版120　C区畠跡・土坑（1）
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図版121　C区土坑（2）
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図版122　C区土坑（3）
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図版124　C区土坑（5）
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図版125　C区土坑（6）・井戸跡・弥生時代遺物包含層
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図版126　C区31・32・33・40号・41号（1）住居跡出土遺物
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図版127　C区41号（2）・42号（1）住居跡出土遺
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図版128　C区42号（2）・45号（1）住居跡出土遺物
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図版129　C区45号（2）・48号・49号（1）住居跡出土遺物
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図版130　C区49号住居跡出土遺物（2）

9

10

14

11

15

13



図版131　C区49号住居跡出土遺物（3）
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図版132　C区49号（4）・51号（1）住居跡出土遺物
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図版133　C区51号（2）・52号（1）住居跡出土遺物
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図版136　C区52号（4）・53号（1）住居跡出土遺物
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図版137　C区53号（2）・54号・55号（1）住居跡出土遺物
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図版138　C区55号（2）・56・57号・58号（1）住居跡出土遺物
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図版139　C区58号住居跡出土遺物（2）
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図版140　C区58号（3）・59号（1）住居跡出土遺物
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図版141　C区59号住居跡出土遺物（2）

59－9 59－13

59－10
59－14

59－11

59－12 59－23



図版142　C区59号（3）・60号・61号（1）住居跡出土遺物
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図版143 C区61号（2）・62・64号・67号（1）住居跡出土遺物
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図版144　C区67号住居跡出土遺物（2）
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図版145　C区67号（3）・70・71号・72号（1）住居跡出土遺物
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図版146　C区72号（2）・73・74号・75号（1）住居跡出土遺物
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図版147　C区75号（2）・76号（1）住居跡出土遺物
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図版148　C区76号（2）・77号・79号（1）住居跡出土遺物
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80号・81号（1）住居跡出土遺物
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図版150　C区81号（2）・82号・83号（1）住居跡出土遺物
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図版151　C区83号住居跡出土遺物（2）
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図版152　C区83号（3）・84号住居跡・土坑・井戸跡・畠跡出土遺物

83－23

81土坑一1

83－24

1井戸一1

84－1

16畠一1

78土坑一1



報　告　書　抄　録

ふ　り　がな いっぽんぎまえいせき

書　　　　名 一本木前遺跡　V

副　書　名 平成15年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書

巻　　　　次 一
シリーズ名 ｝
シリーズ番号 一

編集者名 寺社下　博

編集機関 埼玉県熊谷市教育委員会

所　在　地 〒360－3601　熊谷市宮町2一一47－i　TELO48－524－1U1

発行年月日 西暦2004（平成16＞年3月3！目

コード 北緯
i01”）

・東緯
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いっぼん潔まえいせき
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特　記　事　項

縄文時代 土器片
包含層

弥生時代 土器物

古墳時代前期 住居跡　　　5軒 土師器

一本木前遺跡

@　A区 集落跡

古墳時代後期

住居跡　　　10軒

y坑　　　　3基
ﾍ川跡　　　1条
s明遺構　　3基

須恵器

y師器
ﾎ製品（石錘、石鐵〉

@　　（紡錘車）

古墳時代後期に新たに
o場した河川跡によっ
ﾄ、集落内で多くの規
ｧを伴っていることが
ｻ明し、集落のあり方
�N明なものとした。

ﾜた、縄文時代、弥生
梠繧ﾌ包含層も検出さ
黶A時期縮が広がった。

申世以降
三跡　　　　25条

y坑　　　　35基
芟ﾋ跡　　　5基

古墳時代前期
住居跡　　　19軒

ｩ跡　　　2ヶ所

土師器

~ニチュア土器
ﾎ製品（石鍛、砥石）

A区同様、古墳時代後
冾ﾌ河川跡による規制
ｪここでもみられ、ま
ｽ、古墳時代前期の畠
ﾕも検出された。

一本木前遺跡

@　B区
集落跡 古墳時代後期

住居跡　　　23軒

ﾍ川跡　　　1条
土師器

{恵器
~ニチュア土器
ﾎ製品（紡錘車、砥石）

S製品く鎌）羽口

中世以降

晶晶　　　　22条

y坑　　　　10基
芟ﾋ跡　　　21基

陶磁器

燻ｨ鍋
ﾈ物

包含層 弥生時代 土器片

古墳時代前期

住居跡　　　48軒

i品　　　2ヶ所
土師器

�ﾊ
y製品（分二形・腕輪形）

ﾎ製品（砥石）

古墳時代前期の大集落
ｪ検出されたこと。こ
ｱでも弥生時代の遺物
?ﾜ層が検出され、大
K模な弥生の集落：が想
閧ｳれたこと。

古墳時代中期 住居跡　　　1軒 土師器
一本木前遺跡

@　C区
集落跡

古墳時代後期

住居跡　　　8軒
y坑　　　　2基

須恵器

y師器
ﾎ製品（模造品、砥石）

S製品（鎌）羽口

E

中
世
以
降
／

土坑　　　　38基

芟ﾋ跡　　　1基
陶磁器
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